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『ご紹介にあずかりましたフィデル・ガザニカです。なんの因果か、月で大統領なぞやっております』

　演台の上に立った髭ひげ面づらの中年男が言うと、会場から笑いが起こる。

　トレードマークの、シャツをまくり上げた腕を演台に置いて、身を乗り出すように喋しやべる。

『ただ、今日、この記念すべき式典にてスピーチを任されるという栄えい誉よにあずかれるのなら、大統領も悪くないと思っています』

　拍手。

　ガザニカも笑い、右手を上げると聴ちよう衆しゆうは静かになる。

　ガザニカは、月面の第六代大統領にふさわしい顔つきになって、言った。

『私も自由市場主義や競争を否定する気はさらさらありませんが、月面の貧富の差が広がり続けているのは周知のことであります。持てる者がさらに持ち、富める者がさらに富む。それを是正するにはとても大きな良心が必要です。そして、月面にはそれにふさわしい十分なものがあると信じています』

　陽炎のような顎あご髭ひげに立派な体たい軀くは一見、粗野にも見えるが、絞り出すように喋る様は聴衆に深く訴えかける魅み力りよくがある。

「だいぶ演説がうまくなりましたね。以前は怒鳴るだけだったのに」

　そんな軽口を耳元で囁ささやかれる。視線を隣となりに向けると、悪戯いたずらっぽい顔つきのマルコが、ぺろりと舌を出していた。マルコと初めて会ったのは四年前で、その時から口が回るほうだったが、四年経たってすっかり口の悪さに磨みがきがかかっている。

　もっとも、そのことをリサに言ったら、俺おれが家出していた頃ころに比べたら云々と言われてしまったのだが。

『不肖、私ガザニカを含め、現政権は議会で奮ふん闘とうを続けておりますが、抵抗勢力は強大にして頑がん強きようです。この公平性に向けた戦いは、一秒たりとも気を抜けない、また、抜いてはならないものだと考えています』

　拍手。

「ところで……そろそろ判決の時間ですけど、どうなりますかね」

「……さあ、な」

「結果如何いかんじゃ、またしばらく騒さわがしくなりそうですね」

「どうだろうな。月面で四年前の事件なんて、地球でいったら三十年くらい前の事件に相当するだろ。誰だれも覚えちゃいないよ」

「ハルさんは、相変わらずです」

「いい意味に捉とらえておく」

「もちろん、いい意味です」

『……でありますから、本日の意義深い落成記念式典に招かれることは、非常な名誉であると共に、さらなる戦いへの鼓こ舞ぶだと受け止めております。最後になりましたが、この偉大なるプロジェクトに向けて大いなる意志と能力をもって進めてきた一人であり、私と未来を共有する『月面の英えい雄ゆう』こと川かわ浦うらヨシハル氏に、皆様からも拍手を』
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　ガザニカの手が俺おれに向けられ、聴ちよう衆しゆうの視線が一斉に集まった。裕福そうな者もいれば、今しがた仕事場から駆かけ付けたような作業服姿の者もいる。会場は真新しい集合住宅に囲まれた中庭にしつらえられていて、暖かい午後の陽ざしが柔らかく降り注いでいる。

　格式ばったことは好きではないが、来らい賓ひん席せきに座っている俺はおとなしく立ち上がり、軽く一礼した。胸につけられた気恥ずかしい赤いリボンも、役目の一つだと割り切っている。それに、拍手を向けてくれる人の中にはわざわざ椅い子すから立ち上がるほど熱心な人もいるのだから、彼らの期待を裏切らないためにも、俺は英雄である必要があった。

　俺は拍手が弱まってから、もう一度頭を下げて、椅子に座る。

『皆様の拍手を聞くと、現職の大統領として、彼が次の大統領戦に出馬しないことを願うばかりです』

　軽口に人々が笑い、ガザニカにも拍手を向ける。

　演台からガザニカが下りると、別の来賓の名が呼ばれ、初老の紳士が上がっていく。

「ハルさん、時間です」

　マルコが古臭い腕時計を眺めながら言うと、後ろに人の気配を感じた。

　振り向く前に肩に手が置かれ、ガザニカだと理解した。

「現在時刻をもって、公の情報になる」

　演台の上にいた時よりもよほど政治家らしい声こわ音ねで、ガザニカは言った。

「ケビン・レイスの控こう訴そは棄き却きやくされたよ。有罪が確定した」

「ハルさんっ」

　マルコが小さな悲鳴のように俺の名前を呼ぶ。俺は、ガザニカの言葉に目を閉じただけだった。不思議なほどなんの感かん情じようも抱かなかったのは、それがもう何年も前の事件だからだろうかと思う。いや、違ちがうだろう。

　四年前には株かぶ式しき市し場じようの太陽王とまで呼ばれた巨大企業アバロンは、俺とエレノア・シュバイツェルが暴あばいた不正会計スキャンダルで倒産し、経営陣が裁判にかけられた。しかし、企業が巨大すぎたことと、不正があまりに大胆で複雑すぎたせいで、未だに事件の全容は解明されていない。あるいは、もしかしたらあのケビン・レイスでさえ、全体像は把は握あくしていなかったのかもしれない。なにより、裁判では主要な経営陣が軒のき並なみ被告人席に並び、カメラのフラッシュの餌え食じきになっていたが、そこには猛もう禽きん類るいのような目をした体格の良い五十絡がらみの男はいなかったのだから。

　アバロンの資金面と、投とう資し戦略に最も深く関わっていたはずのグレイブ・ゴールドシャワー、またの名をバートン・クラドヴィーゼンは、行方ゆくえをくらましていた。それを月面司法制度の軟なん弱じやくさ、と非難することもできようが、もともと会社説明ではバートンは地球でずっと執務を行っていた。月面と犯罪人引き渡し協定を結んでいない国に住んでいたとしたら、手の出しようもないし、地球には先進国でさえ、倫理的に問題のある経済行為が犯罪に該がい当とうしない国もある。

　そして、バートンならばそういう場所に市民権を持っているくらいの用よう意い周しゆう到とうさは、身だしなみの一つのはずだ。

　ただ、裁判は重要な人物を一人欠いたままでも粛しゆく々しゆくと進み、世の中も止まることなく動き続けていた。アバロンの株かぶは化けの皮が剝はがされたことで文字どおり紙くずとなり、そこに投とう資ししていた人たちはすべてを失った。アバロンはほとんど、帳ちよう簿ぼの上にだけ存在する幻のような会社だったのだ。

　アバロンという詐さ欺ぎ企業が月面から消えたことは喜ばしいことなのだろうが、その崩ほう壊かいに巻き込まれた人のことを思うと、俺おれは手放しに喜べなかった。事実、俺は市し場じようから巨悪を放ほう逐ちくした英えい雄ゆうとしてもてはやされる一方、なにもかもを失った者たちからは、恨うらみの籠こもったメッセージを送りつけられることも少なくなかった。中には退職後の年金として、アバロンの株に投資していたアバロンの社員もたくさんいた。彼らは毎日まじめに仕事をし、経営陣の不正とは一いつ切さい関係がなかった。だが、彼らは職を失い、退職金を失い、将来への蓄たくわえも失った。それも、ある日、突とつ然ぜんに。

　彼らはもちろん、アバロンのしていたことをニュースなどで知り、それが不正行為だとは分かっているのだろうが、言い分はあるのだろう。

　永遠に醒さめなければ、噓うそもまた真実だったのに。

　ただ、俺とエレノアは、自分たちの中の信念に従って、ああするほかなかった。見過ごすことなんてできなかった。エレノアは正義の実現のため、俺は過去を清算するためにそうするほかなかったのだ。

　それをエゴだと言うのならば、そうだろう。行為には結果が伴い、責任が生じる。俺は言い訳わけなんてしない。すべてを受け止め、そのうえで、自分の信じる道を行こうと決めたのだ。

　だから、アバロンの元ＣＥＯのケビン・レイスが実刑に処されたというニュースに動どう揺ようしなかったのは、一つの成長なのだと思う。

　俺は肩に置かれたガザニカの手に自分の手を重ね、軽く握にぎった。

「一つの区切りですね」

「ああ。我々が戦うべき相手は、まだ山ほどいる」

　ガザニカは俺の肩を力強く揺ゆすり、ＳＰを連れて歩いて行った。この第六代大統領フィデル・ガザニカと知り合ったのも、また四年前だ。あのアバロンの不正を暴あばく時、数々の妨害を受け、膝ひざを折りかけていた俺とエレノアが、最後の悪あがきを託たくしたのがガザニカだった。

　当時、月面では異い端たんと呼んで差さし支つかえない政治家だったガザニカに話を持ち込んだのは、ある種の取引だったともいえる。ガザニカはその強烈な個性と信念で、民衆の味方という立場を貫つらぬいていたが、金かね儲もうけこそが善の月面ではまともに取り合われていなかった。だが、だからこそ、俺おれとエレノアが成し遂とげようとしたことを託たくすには、うってつけの人間でもあったのだ。一方でガザニカの側にも、アバロンの不正が月面の命いのち綱づなである電気料金に直結していたことから、これこそが己の政治信条に見合った大おお舞ぶ台たいだと直感したらしい。

　結局、ガザニカは俺たちの望みを果たし、アバロンの不正を政治問題化することに成功した。電気料金の高こう騰とうに憤ふん慨がいしていた人々に、その値上げの理由が一企業の強ごう欲よくのためだと知らしめて、怒りを爆ばく発はつさせることに成功したのだ。その爆発によってアバロンを倒す一方、ガザニカは政治家らしくきちんとその風にうまく乗り、大統領選での圧倒的な勝利も手に入れた。

　そして、一連の騒さわぎから四年が経たった。

　変わったこともあるし、変わらないこともある。

　目に見えて変わったことと言えば、俺やマルコの背が伸びたことと、俺の体から八年前の呪じゆ縛ばくが解けたことだろうか。

　四年前、アバロンを追い詰つめるためにエレノアと奔ほん走そうしていたあの時、俺はまた一人の女の子を傷つけた。ショック療りよう法ほうとでも言えばいいのか、俺はあの時の自分の不ふ甲が斐いなさを改めて直視することで、前に進むきっかけを得た。

　あるいは、誰だれも傷つけずに生きていくことなんて無理なのだ、と悟れたのかもしれない。

　大事なのは、誰かを傷つけないことではなく、それからどうするかであるのだと。

　だから、今の俺の手元に、松まつ葉ば杖づえはない。ガザニカから知らされたケビン・レイスの話に表情が動かなかったのも、単純に注意を引かれなかったからだ。

　俺は、前に進まなければならない。

　新たな来らい賓ひんが演台に上がったのを見て、マルコに立つようにと促した。

「行こう。俺たちにはやるべきことがある」

「はい」

　俺たちが中座する間もスピーチは続き、式典は進んでいく。

　式典は、ひたすら高騰し続ける月面の不動産価格のせいで深刻化した、ホームレス問題のための住宅支し援えんプロジェクト開始を祝うものだった。今や月面では、きちんとフルタイムで働いていても、定住場所を見つけられない人の存在が珍しくない。高価格の住宅でさえ飛ぶように売れるため、低価格の住宅の開発が後回しにされ、圧倒的に不足しているせいだ。

　プロジェクトは経済原理に逆らって、利り幅はばの少ない低価格住宅を建設するというもので、この式典の出席者の大半が、ぴかぴかの建物に適正な価格で入居する幸運な者たちであり、残りは基金に金を出してくれた人たちだった。

　俺が主しゆ催さい者しや席せきに目を向けると、そのうちの一人と目があった。

　どこにいてもすまし顔で、余裕たっぷりのリサだ。

　軽く手を上げると、ウインクを寄よ越こしてきた。

「リサさん、もうシスター服は着ないんでしょうか」

　そんなやり取りに気が付いたマルコが、少し残念そうに言う。

「動きづらいんだとさ。色々な意味で」

「……もったいないな」

　月生まれだが地球の文化にかぶれているマルコは、至し極ごく残念そうに言っていた。

　ただ、中庭に出るとそんなこともすぐに忘れたように、携けい帯たい端たん末まつを取り出しながら止めておいたタクシーに乗り込んだ。一昔前はかなり贅ぜい沢たくなサービスだったが、最近はそうでもなくなっている。

　何事も陳ちん腐ぷ化かするものだし、アバロンが本当は電気を作っていないとわかったため、発電会社がこぞって発電パネルを大量に増設した結果、電気の料金が再びまともな水準に戻ったということもあった。

　ついでに月面ドーム内の気温も地球で言う春程度の気候に戻されて、今日もセレモニーにはうってつけの天気だ。

「シュレーディンガーストリートまでお願いします」

　マルコが言うと、運転手はうなずき、車を発進させる。

「で、ハルさん」

「ん？」

「アラブ系からの出資の件、どうします？」

　俺おれは視界の後方に流れていく住宅支し援えんプロジェクトの建物を眺めながら、こう言った。

「基準に合うなら受けるし、合わないなら受けない」

「……相変わらず厳しいですね……結構な金額なんですけど」

　原油が未だに動力源の地球において、オイルマネーは文字通り他の資金とは桁けたが違ちがう。

　そして、投とう資しの世界において、資金とはそのまま命の残量に相当する。

「だが、今は必要ないし、賭かけ金が増えるならどんな金でも受け入れたいって？」

「そんなことは言いませんが……今後必要になった時に、この線は残しておきたいな、とは思います」

　恨うらみがましそうに言うが、俺が頷かないとわかっているからこそ、そんな言い方をするのだろう。

　俺は完全に建物が見えなくなってから、前を向いた。

「信念に忠実であれ。結果と同じくらい大事なことだ」

　そして、車は月面の権力と富が集まる、ニュートンシティに向けて加速したのだった。







　成功は成功を呼び、金は金を呼ぶ。

　これは世の真理であり、学術の世界では恭うやうやしく「マタイ効果」と呼ばれている。数千年前に書かれた聖書の一節、マタイによる福ふく音いん書しよに同じようなことが書かれているのだ。

　月面は、人口、面積、歴史、そのどれをとっても地球より桁けたが一つも二つも小さかったが、富の蓄ちく積せきに関してだけはどんな超大国よりも抜きんでて大きかった。

　人類のフロンティアとして始まった月面は、地球では重力がきつすぎると言わんばかりの新しん進しん気き鋭えいの頭脳労働者や、地球での束そく縛ばくやしがらみに耐えきれず、わずかな財産と希望だけを持ってやって来た者たちによって発展した。

　その発展ペースは人類史上まれに見る速度で、当然たくさんの問題を生み出しはしたが、その都度なんとか潜くぐり抜けてきた。

　特に、地球の基準からすれば無税に近い税率と、野放しといえる規制制度のおかげで、月面は金かね儲もうけのユートピアと化していた。教皇様に、強ごう欲よくの場所、と非難されていたこともあるが、今ではバチカンにて莫ばく大だいな寄付金を運用する教会の機関が月面にたっぷり投とう資ししているというのは、公然の秘密だった。

　目の色変えて富を追い求める連中が集つどう月面の、その中心地であるニュートンシティは賑にぎやかさも相変わらずで、富と欲望が渦うず巻まく場所ならではの尊大さと華やかさと自由な雰囲気に満ちていた。

　そして、そのニュートンシティの中でもひときわ異彩を放つのが、世界最大の金きん融ゆう街がいにのし上がったシュレーディンガーストリートだ。俺おれたちの乗った車は、そんなシュレーディンガーストリートの、表通りからは一本はずれたやや落ち着いた雰囲気のある区画に到着した。

　マルコが支払いをし、俺は一足先に車から降りる。四年前は松まつ葉ば杖づえがなければ歩けなかったが、それも昔のこと。たまに杖を持ちだすことはあっても、それは世間が俺と杖とをセットにして覚えているからだった。

　アバロンを倒した英えい雄ゆうである、という世間の評判は俺にとって面おも映はゆい物でありながら、事業の面では明らかにプラスになっている。ああ、あの人ですか、と初対面の相手でも話の切り口が得られるし、信頼を得ることができる。

　俺は少年の頃ころより、あるいはその後の四年間より、少しはしたたかになれたと思う。過去のことだって今では冷静に思い出すことができるし、追いかける夢も八年前の自分が聞いたら顔をしかめそうなほど、壮大さの中に現実味を盛りこめていると自覚している。大体、現職の大統領と二人一組で見られるほど親密な関係を築いていると、八年前の自分が想像しただろうか？　四年前の自分だって怪しいだろう。

　自分は今、これ以上ないほどの立場にいる。

　だから、「今」を活いかさなければならない。

　俺はそう思い、大きく深呼吸をする。思い出したのは、クリスの台詞せりふだ。

　──今、とてもたくさんの風が吹いているんだと思います。両手いっぱいに広げれば広げるほど、その風を受け取れて高くまで飛べるんです。

　そして、俺おれはその風を受け止め、手を伸ばすのだ。

　八年前に失くしてしまったものを取り戻すべく。

　黒髪、黒尽くめで、滅めつ多たに笑いもしない、不ふ貞て腐くされた猫のような──。

「ハルさん！」

　そんな黙もつ考こうに浸ひたっていると、不意に自分の名前を呼ばれた。

　それも、マルコではない。

　顔を上げれば、見知った顔の若手同業者がいた。どいつもこいつも年ねん齢れいには不相応な大金を稼かせいでいるが、その筆ひつ頭とう株かぶと言っても過言ではない、ジョン・イーグルだった。

「ちょうどよかった。これからハルさんのところに相談しに行こうかと思ってたんですよ！」

　人ひと懐なつっこい笑みを浮かべながら駆かけ寄ってくる。

　イーグルはマルコなど視界に入らないかのように振ふる舞まい、マルコのほうも憚はばかりなく表情を険しくするのは、門番と、その門番を突とつ破ぱしようとする側の確かく執しつゆえだろう。

「悪いな、これからいくつか会議があるんだ」

「あ、いえ、もちろんです。ハルさんの足を止めるような稼ぎは自分にはありませんから！」

　富が富を呼ぶように、成功は人を呼ぶ。アバロンを倒して以来、俺は投とう資しの世界では有名人になっていた。どれほど馬ば鹿かげたことに見えようとも、絶対に諦あきらめずに前に進むことで、ついに巨悪を暴あばいた偉大なる英えい雄ゆうとして。

　過大な評価だと思うものの、そう説明したところでその謙けん虚きよさがまた英雄的だ、なんて言われたりするので、最近では放っておくことにしている。それに、望むと望まないとにかかわらず、ここでの人の価値というものは、純粋に投資のパフォーマンスによって計られる。

　そして、投資には運が絡からむとはいえ、長い時間が経たてば実力に沿って平準化されるものだから、そのうち真実の自分に見合った評価になるだろう。

「今日はハルさんのプロジェクトの記念式典だったんですよね？　どこでやってたんですか？　グランドセントラルホテルとか？」

「そんなところでやらないよ。かつてのレッドバレー……と言ってもわからないか。地球で言う貧ひん民みん窟くつだったところだ。見み違ちがえるように綺き麗れいになってたけどな」

「へえ……。けど、いいですね。自分ももう少し運用する資産規模が大きくなったら、そちらの世界、慈じ善ぜんの世界にも行きたいと思っているんです。大物の証あかしですからね。その時は、ぜひ色々教えてください」

　歩く俺とマルコの横にぴったりくっつき、一いつ緒しよにぼろビルのエレベーターに乗り込んでくるイーグルは、底抜けに無邪気な笑顔を向けてくる。同じフロアーの一室に事務所を構える新興投資ファンドのマネージャーで、まだ二十歳になったかどうかという年のはず。

　運用成績は、一年間で驚きよう異いの千三百二十％。

　八年前の俺おれが、一度も躓つまずかずに駆かけ抜けられていたら、きっとこうなっていたのだろうという月面成功者の見本のような奴だ。

「それで、今日ちょっとハルさんに聞いてもらいたかった銘めい柄がらの話なんですけど、これがすごい掘り出し物なんですよ。ハラルド・ブロスの間抜けアナリストが酷こく評ひようしてましてね、でも、なんかおかしいなーって思って調べてみたんです。そしたら連中が数字を明らかに読み間ま違ちがえていると気付いたんですよ。というのも──」

　エレベーターの中でもべらべらと喋しやべり続けているのは、賭かけに勝ち続けている人間特有の興奮状態ゆえだろう。千三百％以上も勝とうと思えば、ほとんど勝ちっぱなしの勝率を誇ほこらないとならない。やる投とう資しなす投資、すべてが正解だとしたら、その気分たるや、宇宙の支配者にでもなったようなもののはずだ。

　彼は相あい槌づちを打つ俺に向かってひたすら喋り続け、わざわざ紙でプリントアウトしてきた自分の注ちゆう目もく株かぶについての分析シートまで寄よ越こしてきた。とっておきの儲もうけ話は他人に絶対漏もらさない、という当たり前の考えはこういう連中には通じない。自分が宇宙の支配者だと思えるほど成功している人間は、いくらでも成功の鍵かぎを見つけられると思っているから、一つ二つの儲け話で誰だれかに多少先を越されたって気にも留とめないのだ。それよりも、自分の能力と先見の明を誰かに知ってもらうほうが重要で、仲間と信じる者にはその成功を共有してもらいたがっている。一生かかっても使いきれない金を稼かせいだ人間が次に求めるのは、社会的な評価というわけだ。

　彼らに悪気はない。底抜けに無邪気で、どこまでも楽観的なのだ。

　俺はイーグルから受け取った銘柄分析をそっとマルコに渡しながら、「参考にさせてもらうよ、ありがとう」と丁てい寧ねいに言った。数字で言えば、月面の中でさえ金持ちと言ってもいいはずの彼は、それだけでもう有う頂ちよう天てんな顔をしていた。

　エレベーターが開くと、その前にある休きゆう憩けいスペースでたむろしていたイーグルと似たような連中が一いつ斉せいにこちらを見る。今日は株かぶ式しき市し場じようは休みなのに、皆、休みという概がい念ねんを持っていないらしい。

　口々になにかを言おうとしたのを、俺は苦笑いで受け流す。マルコが番人のように間に入ってくれたおかげで、彼らにロックスターのようにもみくちゃにされるのだけは避さけられた。

「ハルさん、では、夜にお会いしましょう！」

　多分、通りでずっと俺のことを待ち伏せしていたのであろうイーグルは、ライバルたちに見せつけるようにそう言った。やってることは能天気な学生みたいなのに、彼らの銀行口座には一生かかっても使いきれない金額が唸うなっている。

　月面は退たい廃はいと倒とう錯さくの世界だ、と地球人が言う気持ちも、最近は少しだけわかるようになっていた。

　俺が振ふり向くとまた面めん倒どうなことになると思ったので、肩越しに軽く手を振った。うまいことやりやがって、とかなんとか、同い年くらいの、やはり同じ投とう資しファンドを営む連中とやりとりしているのが聞こえてくる。カウボーイ資本主義、なんて言葉があるが、多分そのとおりなのだと思う。ああいう元気なのが馬にまたがり、縄なわを投げて、富を捕らえるのだ。

　月面には、白衣を着たもじゃもじゃ頭の天才たちと、スーツを着込んで人を操あやつることに長たけたビジネスエリートに加え、彼らのように若さと度胸だけで大金をもぎ取っていく連中がいる。

　だが、俺おれはもう彼らのように、金かね儲もうけのための金儲けを愛し、成功の興奮だけに酔いしれることはできない。俺が前に進めるのは、目的があり、曲げてはならない信念があるからだ。

　マルコが一足先に進み出て、扉とびらを開けてくれる。

　銀のプレートが嵌はまった、ずっと変わらないオフィス。

　シュバイツェル・インベストメント。

　俺と共にアバロンを追い詰つめた地球の貴族のお嬢じよう様さま、エレノア・シュバイツェルが率いていた投資ファンドの事務所だが、今では俺が主の座に収まっていた。元主のエレノアはこの事務所とファンドの運営を俺に譲ゆずり、地球に帰き還かんした。

　事務所に残っているのは俺とマルコだけで、法務などの仕事は外注しているので二人でいると少し広いくらいだった。地球に帰る前、そのことを妙に楽しげに言ったエレノアに、俺は答えたものだ。

　札束でぎっしりいっぱいにして見せますよ。

　地球でも由ゆい緒しよのあるらしい、シュバイツェルの名前を冠かんしたファンドを継けい承しようするのだから、そのくらいの心構えでなくてはならない。

　エレノアが嬉うれしそうに笑っていたのを、今でも昨日のことのように思い出せる。

　だから、若い投資家の中にはこの事務所を市し場じようの巨悪を暴あばいた英えい雄ゆうが働く聖地のようにみなしている者もいるが、俺にとってもまた、過去の清算とすべての始まりの転換点となった大事な場所だった。

　ここには何年通っても、入ろうとするたびに緊きん張ちようする。

　ここだ。ここからなのだ。

　八年前の過ちを取り戻すべく、再出発のきっかけを手に入れられた場所。

　俺は、いつも自分に言い聞かせている。

　そして、今日もまた一歩を踏ふみだそうとしたところ、廊下の角から人が現れた。

「あら、ハルさんこんにちは」

　視線を向ければ、女性がたおやかに微笑ほほえみながら一礼していた。

　隣となりの部屋にオフィスを構える同業者の一人、マリア・クロードで、生き馬の目を抜くこの業界では珍しいくらいおっとりとした、上品な女性だ。上背があって、大人な雰囲気のある美人なのだが、グラマラスなところがリサと違ちがうところだろう。

「マルコさんもこんにちは。式典の帰りですか？」

「はい。マリアさんもご機き嫌げん麗うるわしゅう」

　マルコがくすぐったそうに答えている。ほかの男連中には手厳しいのに、マリアには愛想がいい。マルコは基本的に、年上が好きらしい。

「本当は私たちも行きたかったのですけど、ごめんなさい。どうしても外せない会合があって」

「いえ。あのプロジェクトはこれから始まるわけですから。最初に顔を出して知らんぷりのお偉いさんより、末永く応援していただける人のほうが大事です」

「ふふ。そう言ってもらえると」

　マリアがそう微笑ほほえんだところに、マリアの後ろから言葉が差し挟まれた。

「そう、始まりにすぎないのだ」

　そして、マリアの陰から出てきたのは、小柄な老人だった。

「すべては始まりに過ぎない。なぜ、連中はそれがわからないのか……」

「こんにちは、ドクター・ウォレス」

　俺おれが挨あい拶さつすると、瘦やせぎすで鋭い目つきの老人はじろりと視線を向け、鷹おう揚ようにうなずいた。

「この界かい隈わいで釣つり合あいのとれた天てん秤びんを維持できるのは、君を含めて限られた人間だけだ。あるいは、世界においてもそれはわずかな人間だけなのかもしれんがな」

「そうですね。ハルさんならきっと真実を見極められると思います。ですから、所長」

　と、マリアは丁てい寧ねいに、苦々しげに言葉を紡つむぐウォレスを部屋の中に誘ゆう導どうしていく。

「人々の過去に対する忘却の度合いは呆あきれ果てるほどだ。忘れてはならない……一九二九年、一九八七年、二〇〇二年、人類は繰くり返してきたのだ。その都度大きく、その都度深刻な……」

「じゃあ、ハルさん、マルコさん、また」

　ぶつぶつと喋しやべり続けるドクター・ウォレスを部屋に案内しながら、マリアはそう言って微笑むと、ウォレスを部屋の中に通す。

　まるで老人を介護する娘のようだが、そういう陰口を叩く奴らがいるのも事実だ。

　と、ウォレスに続いて自分も部屋に入ろうとしたマリアが、ひょこりと顔を出して言った。

「あ、一つお伺うかがいするのを忘れていました」

「どうしました？」

「今晩の会合には、ハルさんも行かれるんですよね？」

「ええ」

「あの……それで、図々しいのですが、一つお願いがありまして……」

「なんですか？」

「えっと……うちのファンドの規模では小さかったようで、所長は招待されたのですが、私は招待されなかったんです。でも、所長は行くと言って聞かないので、それで……」

　いつも朗らかなマリアが口ごもる。

　俺おれはマリアの頼みたいことが分かったし、それはオフィスの中から俺に痛いくらいの視線を向けてくるマルコも同様だろう。

　仕方なく、というわけではないが、笑顔でうなずいた。

「わかりました。ドクターの話し相手なら喜んで」

「わ、本当ですか？　では、申し訳ないのですけど……」

「いいえ。こちらもドクター・ウォレスとの会話からは素晴らしい洞察を得られますから。なにせドクターは、この月面では数少ない、本物の空売り筋ですからね」

「そう言ってもらえると。でも」

　と、マリアはオフィスの中を見て、それから廊下に出てきて、扉とびらを閉じる。

　その顔は、ひどく疲れていた。

「……最近はあまり運用成績が良くなくて、余計にこじれてしまっていて……」

「投とう資しをしていれば、そういう時期もあると思います。特に、ドクターは人々が見たくない物に投資をするスタイルです。プレッシャーはお察しします」

「……」

　マリアはうつむき、それから、顔を上げると気き丈じように微笑ほほえんでいた。

「ハルさんにそんな言葉をかけてもらって、奮い立たない投資家がいたらモグリですね」

「だとしたら、私の買った株かぶを皆買うように、と叫ぶだけで私は儲もうけられるはずなんですが」

「ふふ」

　マリアは笑い、ぺこりとお辞じ儀ぎをして、自分のオフィスに入っていった。

　扉には、銅のプレートで、ウォレス・キャピタルマネジメント、とある。

　月面有数の、いや、世界有数の、筋金入りの空売り筋だ。

　空売りとは、株でもなんでも、とにかく投資対象の価値が下がることで利益が出る投資手法の一つで、空売り筋は空売りだけを専門に行う。投資家には様々な手法を用いる者がいるが、この空売り筋というのはひねくれ者が多い投資家の世界でもなお、非常に特殊な立場にいた。

　それは、そもそも空売りが嫌きらわれるからだ。

　普通に考えれば、投資の失敗談があふれているのは値段が上がるという思おも惑わくが外れることが往々にあるからで、だとすれば株かぶ価かが値下がる方向に金を賭かけるのも悪くない戦略と言える。

　問題は、それがあくまで理屈の話であって、感情面までは含まれないということだった。

　空売り屋の嫌われ具合を知りたければ、そもそも株かぶ式しきというものがどうして発行されるのかを考えてみればいい。普通、株式会社は、設立者たちが自分たちの事業は儲かると思い、その事業の資金を集めるために発行するものだ。そして、株を買う人間は、その企業が利益を上げて、その利益の分け前にあずかれることを期待して買う。つまり、株の本来の役目からすれば、良いニュースを見つけ出し、会社の明るい未来を思い描いて投資するのが株式市し場じようという場所なのだ。

　空売り筋が忌み嫌われるのは、皆がこれからの明るい未来を思い描いている場所で、延々と暗い話をするせいだった。なにせ、これから株かぶ価かの下がる会社ばかりを専門につけ狙うのだから、口から出る話が前向きなものであるはずがない。いわば空気を読めないひねくれ者で、その中でもウォレスは特に発言が辛しん辣らつで、しかも経営や財務分析の手腕は非の打ちどころのない一級品なため、余計に摩ま擦さつが絶えなかった。

　だが、その分、自分の考えに殉ずる覚悟を持っている人間であり、四年前、あのアバロンに対しておそらくは世界で唯ゆい一いつ、巨額の空売りポジションを持っていた一人だった。

　そのため、俺おれとエレノアとガザニカの告発の後、あの騒そう動どうから現金の儲もうけを引き出した数少ない人間であり、『悲観の帝王』と呼ばれて祭り上げられていた。

　俺はそんなウォレスの戦場であるオフィスの扉とびらを眺めてから、自分のオフィスに足を踏ふみ入れる。マルコがそっと声をかけてきたのは、扉を閉じてからのことだった。

「式典に出られなかったのって、ファンドの資金集めのための会合だったみたいですよ。前四半期のマイナスが十四％だって言いますから……。辛いでしょうね。今の相そう場ばなら、なにも考えず買いに回るだけで、文字どおり猿でもプラスのリターンが出るわけですから」

　狭い業界なので、特段ゴシップ好きでなくても、同業他社の噂うわさは耳に入る。

「世間の流れ、常識に逆らうってのはそういうことだ。四年前、アバロンを空売りしている時だって、辛かったはずだ」

「僕ぼくには理解できない生き方です」

「ただ、ドクターには筋金入りの信者が何人もついている。血の一いつ滴てきまで戦う仲間がいれば、怖いものはない」

「……だといいですけど」

　俺にはそういう仲間がいたし、同時に、自分がそうなれなかった苦い経験もある。その自分の経験から、ウォレスは大丈夫だろう、と思う。これで折れるようならとっくに折れているはずの経験を、歴戦の投とう資し家かなら必ず何度も経ているはずだった。

　ただ、マルコはなにかを言いづらそうにしてから、結局口を開いた。

「最近は、また色々噂が入ってきています。なにかとんでもないものに資金をつぎ込んでいるという話もあります。それに、手段の一つとして空売りをするのと、空売りしかしない、というのとではやっぱり違ちがいますよ」

「ずいぶん絡からむな。お前が悲観論を好まない、というのは知っているけど」

　俺がそう言うと、マルコは首をすくめている。

「で？　本当に言いたいことはなんだ？」

　そして、その質問に、観念したように口を開いた。

「その……噂は……無責任です。ドクターとは、あまりおおっぴらに付き合わないほうが……」

　金は金を呼び、成功は人を呼ぶ。

　その逆に、失敗は失敗を呼び、負け犬は不幸をまき散らす。

「今、うちのファンドもパフォーマンスが鈍にぶり始めているし？」

　俺おれの言葉に、マルコは小言を聞かされた子供みたいな顔をした。

「そこまでは言いませんよ。うちはそれでも立派な数字を維持してます」

「〝バイティング〟ゴールドスミス氏はお怒りのようだったがな」

「あ、あの人は……ちょっと……」

　俺の運営する投とう資しファンドに、少なくない金額を出資してくれている地球人の一人なのだが、神経質でなにかと質問事項をメールで送ってくる。向こうからすれば預けている金額が金額なので気が気ではないので、わからないでもないし、その手の輩やからはどれだけ成績のいいファンドにも必ずいる。

　ただ、実際にメールの返信に当たるマルコからすれば、苦手な客の一人だろう。

「それに、歴史ある地球にはたくさんの教訓が眠っている」

「え？」

「かつて世界中が戦争に陥おちいった時、大国を率いていた宰さい相しようは自分の判断のバランスを取るために、悲観的な意見だけを徹てつ底てい的てきに述べるチームに大金を出していたという。ドクターの言うことは正しい。天てん秤びんだよ」

「……」

「しかも、ドクターほど徹底的な悲観論者は見たことがない。今の楽観論にまみれた世の中であの分析力を持った悲観論者を捜そうと思ったら、ほとんどエスパーを捜すのと同じだ。お前が言うとおり、目をつぶって投資したって儲もうかる世の中で、どうしてわざわざ悲観的なことばかりを探して回る必要がある？　彼との会話は値あたい千せん金きんだ。なかなか聞けるものじゃない」

「そう、ですけど……」

「挙句、どんな面子メンツの中でも絶対に引かないからな。今晩はちょっと楽しみですらあるんだ」

　俺がにやりと笑うと、マルコは嫌いやそうな、こわばった笑みを浮かべる。

「……ハルさんは、たまに子供ですよね」

「褒ほめ言葉だと思っておくよ」

「僕ぼくは、今から怖いですけどね……。ドクターが、月面中の成功者の集まる場所で、どんな演説を繰くり出すのか」

　マルコは心底嫌そうにしている。

　もっとも、その気持ちはわからないでもない。理屈ではなく、感情の問題なのだから。

　ただ、俺はマルコの態度に少なからず演技が入っているのもわかっていた。

　元来、噓うそのうまいタイプではない。

「まあ、そんなに嫌なら留守番でもいい」

「え、いえ、そうとは言ってません。行きますよ」

　マルコは侮ぶ辱じよくされたとでも言いたげな顔で言う。

　俺おれは肩をすくめ、隣となりのオフィスとを隔へだてる壁かべを指差して、こう言った。

「会合が終わるまで、マリアさんが一人になるだろうからな。最近は月面でも物ぶつ騒そうなことがあるし、なにより自分のファンドがマイナスの成績の中でも、あのプロジェクトに少なくない資金を出してくれたんだ。お前からもマリアさんに礼を言っておいてくれないか」

　マルコに、俺は最後にこう言った。

「頼むよ」

「あ、いえ、はい！　ぜひ！　お任せを！」

　背筋を伸ばしてそう言った。人の恋路を手伝うというのはなかなか悪くないものだ。

　俺はそんなことを思いながら、「さて」とデスクについた。

「仕事だ」

　そして、オフィスに貼はられた馬ば鹿かでかい写真を見る。

　黒い背景に赤い彩いろどりの、それ。

　俺が子供の頃ころから追いかけていた、火星の写真だ。

　本当はもう一つ貼りたいところなのだが、その写真は持っていないし、さすがにマルコの手前、仮に持っていたとしても飾ることはできない。

　ただ、どちらも同じ俺の夢であり──。

「目的地は、遠いからな」

「はい！」

　マルコの元気いっぱいの返事が、オフィスに響ひびいたのだった。







　投とう資しファンドというのは実に月面らしい事業形態だった。

　大規模な工場も、複雑な人事管理も、膨ぼう大だいな在庫の心配だってない。オフィスは自宅の一角だって構わないし、電話があればそれだけで営業を開始できる。

　だというのに、扱う金額は一千万ムールだとか一億ムールだとか、果ては百億ムールという、世の中のほとんどの人間が想像もしたことのない単位の金額を扱うのだ。

　金に金を生ませる場所。しかも、それは帳ちよう簿ぼの上やサーバーの中の数字であって、誰だれも現実の金を見たことがない場合すらある。

　マネーゲーム、とはよく言ったものだ。

　そこで得られるのは、自分の判断が正しかったのだという射幸心を煽あおられる感覚と、判断が間ま違ちがっていたと思い知らされる恥ち辱じよく感かん。それに、一生かかっても使いきれない大金か、一生かかっても取りかえしのつかない失敗だ。

　金きん融ゆうの世界では、個人の存在はとてもちっぽけになる。

　ただ、だからこそ、個人の抱く誇こ大だい妄もう想そう的てきな夢ですら簡単に受け入れてしまうし、ここで成功すればどんなことでも実現できるかもしれないと思わせてしまう。

　俺おれがこの世界から離はなれられないのは、言葉を選ばずに言えば、結局はそれが原因だった。

　俺の夢を実現できるのは、この世界以外にありえないのだ。

「ハルさん、小売り大手のビッグバリュー社株かぶがボックスで売りに出てますよ。結構安いんですけど。どうします？」

「いらない」

　俺はにべもなく答えて、高い金を払ってリサーチしてもらったデータ類を眺めている。

　日々目を通す物だけでも膨大な量になる。

「……この間まで注目してませんでしたっけ」

「注目していたのは事実だ」

「店てん舗ぽまで出向いてましたよね」

　ビッグバリューなどという安直なネーミングの会社は、狭い月面の中では珍しい生活用品の小売り量販店のこと。営業を開始したのは十年ほど前だが、いつのまにか低価格帯から抜け出して、奢しや侈し品ひんを含むあらゆる品を扱い、月面を支配するチェーン店網もうを築き上げていた。

「数字も悪くないと思いますし……」

「株とは将来の期待度が形をとったものだ。売り上げの伸びは今期でいったん止まる。焦あせって買う必要はない」

「……そんなデータ、どこで出てました？」

　マルコも雑用だけをこなしているわけではない。俺が選んだ銘めい柄がらを調べたり、独自に調べて俺にレポートを提出することもあるので、自分がなにかを見落としていたとわかると、恥ずかしがるより不ふ機き嫌げんそうになる。

「流通センターに出向いたんだよ」

「というと？」

「そこで商品輸送に使っている搬はん入にゆうケースの材質と形状を調べて、類似企業いくつかにあたって、ケースの損耗率を調べた。で、仕入れ先を聞いて、搬入ケースを作っている会社に問い合わせた。今期は新規の発注がなかったそうだ。これはつまり、流通する商品の数の増加が頭打ちになったということだろうな」

　マルコは手元で呼び出したデータと俺の顔を見比べて、口を半開きにしていた。

「流通する商品は、必ずなにかに入れて運ばないとならない。多分、ビッグバリュー社株のまとまった売りは、誰だれかが同じことに気が付いたんだろう」

　俺はそう言ってから、ため息をついた。

「ただ、だからといって空売りができるほどでもない。売り上げの伸びの停止は一時的なものかもしれないし、今期はたまたま搬はん入にゆうケースの購こう入にゆうを渋ったのかもしれない。ただ、新規の投とう資しに慎重になるには十分な情報だ」

「……なるほど……でも……」

　と、言いかけたマルコの言葉の先は、もちろん俺おれにもわかっている。

　現在、俺の運営するファンドに集まっている資金がちょっとだぶついている。

　投資する先がなくて、遊んでいるのだ。

「まあ、こんなことをしては投資を見送っているから『足の太いロバ』呼ばわりされるんだが」

　俺の言葉に、マルコは曖あい昧まいに笑っている。

「ハルさんの恐ろしいところは、本気で自分のことをそう思ってそうなところです」

「思ってるよ。うすのろ、朴ぼく訥とつ、頑固者のロバ野郎。この金満のご時世に割安株かぶを探すなんてのは馬ば鹿かげた行為で、わざわざ値上がりしなさそうな株を探すなんてのは愚ぐの骨頂だとな。今やほとんどが市し場じようの動きに沿って賭かけをするモーモーばかりだろ」

　上がる株を見るとつい投資したくなる人間の感情を捕らえた、モメンタムと呼ばれる投資手法を好む連中のことだ。値上がりは人を呼び、人が集まるとさらに値が上がるこの手の銘めい柄がらの動きは、牛飼いについていく牛の群れさながらに、巨大で力強い動きを作る。そのため、市場の奔ほん流りゆうに身を任せ、盲目的にリスクを取る連中を、まとめて「モーモー」と呼ぶ。

　俺は四年前、数学プログラムにこの感情の面をいち早く導入して、市場を出し抜いた。

　だが、今やそれも陳ちん腐ぷなものに成り下がり、あとはどれだけ脇目も振ふらず走れるかのレースになっている。

　株かぶ価かはあまりに速いスピードで上昇を続けている。それこそ、いちいち立ち止まっては考える『足の太いロバ』では、到底追いつけないくらいに。

「悲観しすぎです。さっきも言ったでしょう。確かに、ここしばらくゆっくり下降気味ですが……前回の業界紙アンケートきちんと見ました？　今四半期もきちんと上位十五％に入ってましたよ」

「運が良かっただけかもしれないし、運すら良くなかったかもしれない。なにせ、月面の株かぶ式しき市場が下がったのは、アバロンが倒産して皆が企業の会計に疑念を抱いた数ヶ月間だけだ。それ以外は上がりっぱなし。だったら市場全体に投資した後で、その中から腐くさったリンゴを嗅かぎ分けて避けていくだけで、パフォーマンスは十分に確保できる。実際、俺の四半期ごとの投資パフォーマンスは突出した高さじゃないだろ。頑張れば誰だれにでも出せそうな数字だ」

「けど、その安定度があまりにすごいから、『足の太いロバ』なんでしょう？」

　マルコの目は、ちょっと責めるような色合いすらある。俺が自じ虐ぎやく趣しゆ味み的てきな振る舞いをしている、と言わんばかりだ。

　けれど、俺は本気で自分のことを『足の太いロバ』だと思っている。

　それにはもちろん、理由がある。この狂乱の嵐が不意に風向きを変えたとしたら、切り抜けられるのは鈍どん重じゆうだが足腰のしっかりした、ロバだけだと思うからだ。

「……ハルさん」

「ん？」

「言わせてもらいますけど、そういう発言を慎ましさの表現だと思っているから、外でたむろするみたいな連中に崇あがめられるんですよ」

　俺おれは眉を顰ひそめてマルコを見るが、今度はマルコに肩をすくめられてしまう。

「節度と信念は、皆が大金を出してでも手に入れたがるものです」

「だったら、ドクター・ウォレスと話をすればいい」

「それができるようになるために、節度と信念が必要なんですよ」

　俺は少し考えて、答える。

「禅ぜん問答みたいだな」

「僕ぼくには単純明快ですけどね。節度と信念を手に入れるために、あいつらが座禅みたいなものに傾倒する気持ちもわかります。とはいえ……もう少し、流れに乗るべきではないのかな、と僕は思います」

「ふむ……」

　俺は小さく鼻を鳴らす。マルコがやや苛立つように俺を鼓こ舞ぶしようとするのもわかる。最近の自分は、確かに少しいじけていた。この月面の市し場じようの動きに少しずつ後れを取り、さらに少しずつ、理解ができなくなっているからだ。

　今日は月面の株かぶ式しき市場は休みのため、ディスプレイに表示されている株かぶ価かはじっと息を潜ひそめている。俺は数千社に及ぶどの株価を見ても割高にしか思えず、投とう資しするにはあまりにも値段が高すぎるとしか思えなかった。

　時として、人々が過去の成功が未来も続くのだと信じ切り、楽観論にまみれて恐れもせず危険な投資をすることがあるのはわかっている。

　しかし、それにしたって限度がある。

　俺はまた失敗することを恐れているのか？　と何度も自問した。俺は大おお火傷やけどを負ったことがあるし、市場にはアバロンのような企業が紛れている、と経験からも学んでいる。

　だが、釣つり合あいのとれると思うリスクならば果敢に取ってきたし、結果も出している。投資リターンがこの業界の上位十五％といえば、誰だれに聞いたってよくやっている、という答えが返ってくるはずだ。実際、俺に投資をしてもらいたい、という富裕な人間が、数百万ムールとか時には一千万ムールとかを携たずさえて連絡を取りに来る。

　俺はそれを運用し、利益を出し、夢に向けて小さくない土台をせっせと築けている。

　それでも、俺が負ってもいいと思うリスクは日に日に減っていき、足がどんどん遅くなっているのもまた事実だった。その一方で、イーグルのような若手が目もくらむようなパフォーマンスを叩き出している。

　服や音楽が時代遅れになるように、投とう資し手法もまた時代遅れになる。これは事実だ。

　俺おれは時代遅れになりつつあるのだろうか？　この自問は、客観的な自己分析なのか、それとも単なる自じ虐ぎやくなのか。

　俺は生まれてこのかた、今が最も着実に前に進んでいる時だと思う。たくさんの人に支えられ、少なくない経験をして、力強く前に進んでいると思う。なのに、ふとした時の自問が多くなった。

　マルコは、それを節度と信念だと言ってくれるし、自分自身そう思っている。

　間ま違ちがってはいない。

　俺は火星の写真に視線を向けながら、自分に改めてそう言い聞かせた。

「まあ、結局彼らは経験不足なのかもしれませんけどね。ぽっと出の地球移民が、ハルさんと同じように慎重に振ふる舞まえるわけがないんです」

　気を利かせてくれたのかどうか、マルコがそんなことを言う。

「……今日のマルコさんは一味違うね」

　励まされている、とわかる俺は気恥ずかしさもあって、そう言った。

　まっすぐなところのあるマルコは嫌いやそうな顔をしながらも、なおのこと口を止めなかった。

「エレノアさんとのことを僕ぼくは傍で見ていましたから。この月面で信念を貫き通すというのがどういうことか、映画で観みるのとは違い、格かつ好こういいところも恥ずかしいところもほとんど知っている自信があります」

　真正面から言われると、どう斜しやに構えようとしたって、気恥ずかしい。

「もちろん……僕自身があのことを経験したわけじゃないですけど……僕には一つ大きな運があったと思っています。ハルさんとエレノアさんの近くにいられた、という大きな運が」

　マルコの目は真剣だった。

　アバロンの崩ほう壊かいが本格的になる前に、悪事を暴ばく露ろし糾きゆう弾だんが始まる前夜、エレノアはやるべきことはなし終えたとばかりに荷物をまとめて地球に帰ってしまった。しかし、マルコはエレノアについていかず、月面に残って俺の手伝いを申し出てくれた。

　そんなマルコだから、単に俺に憧あこがれているだけの奴とは違ちがう。エレノアが何度も諦あきらめそうになったり、俺がそもそも負け犬としてあの戦いに参加したことだって知っている。

　だが、マルコはそんなエレノアに憧れていたし、エレノアと手に手を取って大きなことを成し遂とげた俺のこともまた、尊敬のまなざしで見てくれる。

　なにより、マルコの場合は単純に憧れるのではなく、尊敬の念を抱きながらも、俺のことを自分がもっと高い場所に行くために倒さなければならない宿敵とみなしている。

　俺がマルコを気に入っているのはそういう点だ。マルコは単なる二十世紀の地球かぶれではない。

　そんなマルコの前でいつまでもぐじぐじしているのは、さすがに年長者として示しがつかなかった。

「まあ、そんなお前が言ってくれるんだ。俺おれももう少し胸を張るよ」

「へへへ……」

　今にも鼻の下を指でこすりそうなくらい嬉うれしそうにすると、不意になにかに気が付いたように表情を引き締しめた。

「でも、だからこそ、成功者の集まる今晩の会合は本当は行きたかったんですからね」

　俺がマルコを見返すと、マルコはちょっと困ったように視線を逸そらす。

　このへんは子供だなと思う反面、憎にくめないと思うのは、自分が年を取ったせいだろうか。

「マリアさんも会合に呼ばれていればよかったんだが」

　俺がそう言うと、マルコは全くだとばかりにうなずいた。

「あの、ですけど」

「うん？」

　マルコはしばらくそわそわ視線を泳がせたのちに、こう言った。

「マリアさん、どんなお店なら喜びますかね？」







　仕事に一段落つけて、月面の空を演出するドームが茜あかね色いろに染まり始めたころ、俺はシュバイツェルの事務所を出てリサの教会を訪ねていた。

　今晩の会合は月面で投とう資しファンドを営むような奴らばかりを集めたものになるから、その前にお祈りをして体を清めておく、というわけではない。落ち着いて食事をするような雰囲気にはならないだろうから、先に腹ごしらえをしておきたかったのだ。

　リサの教会は、四年前と変わらない集合住宅の中に今もあったが、その様子も結構様変わりした。四年前は廃はい墟きよと呼んでも差さし支つかえがなかったのに、今ではペンキが塗ぬられ、近所の人が草むしりやら掃そう除じをしてくれるおかげで周りも綺き麗れいになっている。

　それに、教会は今でも行くあてのない困った人たちを受け入れているそうだが、最近ではそういう人々よりも、もっと賑にぎやかな連中が集つどう場所になっていた。

「いつ来てもミルク臭いな」

　俺がそう言うと、リサは嬉しそうに笑った。俺より数年年上の、姉みたいな女性だ。

「平和の証あかしよ。ある意味では、戦場の証だけど」

　リサはこの月面で、前時代の遺物である教会を構え、神の教えを説いているれっきとした聖職者だった。

　その一いつ環かんなのか、四年前から保育所に出向いては園の先生の真ま似ね事ごとをやっていたらしいが、今ではそれが高じて保育園のようになっている。評判はかなり良くて、建物にペンキが塗られたり、周りが綺き麗れいに掃そう除じされていたりするというのは、それと無関係ではない。

「なにより、式典お疲れ様。これからが大変だろうけどな」

「あら。まさかハルにそんなこと言われる日が来るなんてね」

　台所に立っていたリサは機き嫌げんが良さそうにそう言って、お茶を淹いれてくれた。昔は飲まなかった、中華系の発酵茶葉だ。

「けど、大変なのは私じゃないわ。本当に大変なのは、あそこの建物に入る人たち。不安定な職に就つく人が多いし、成功したら成功したで、この月面だと人生を狂わせるくらいの成功が転がり込むこともあるからね。その中で理性を保って生きていくのは大変よ。彼らに神のご加か護ごがあればいいんだけど」

「相変わらずだ。心配事ばかり抱え過ぎじゃないのか」

　苦笑しながら言うと、思案顔だったリサはふっと我に返り、首を横に振ふっていた。

「レナさんにも同じことを言われたわ。たまには休んでくださいって」

　四年前、俺おれが負け犬同然の体で勤め口を得ていた役所の出張所にいた上司の名前を、リサは口にした。ひどい職場環境で細々と仕事をこなしていた、いかにも真ま面じ目めだけが取り柄のレナだったが、アバロンをめぐる騒さわぎで俺がどういう立場にいたのかを知り、同時に、俺とリサがガザニカを巻き込む形で立ち上げた住宅支し援えんプロジェクトのことを知ると連絡を寄よ越こしてきた。

　彼女は、少し要領は悪いかもしれないが、その胸の内には光る物を持っている。この月面ではとても少ない、良心というものだ。

　それに、元々この手の企画運営には野心溢あふれる人間以上に、着実に仕事をこなせるタイプの人手が必要だったので、二つ返事で協力を要よう請せいし、役所も辞めてもらった。レナはあんな不毛な職場で飼い殺しにされていい人材ではない。以降、レナはリサと一いつ緒しよに、フルタイムでプロジェクトの実務面を担っている。

　俺はと言えば、そこへの資金集めと、運用を請うけ負っていた。

「レナはバランスが取れていると思う。リサは働きすぎだ」

「うーん……でも、これが私の生き甲が斐いなのよね。じっとしていたら、そっちのほうが体に悪そうな気がする」

「はは。ま、そうでなければ他人の問題を抱え込もうとは思わないし、たくさんの人を救えてこなかったか」

　俺がそう言うと、リサは腰に手を当てて、ちょっと困ったような笑みを浮かべて俺のことを見ていた。俺と視線が合うと、リサは珍しく視線を逸そらし、笑いながらため息をついた。

「すっかり大人になっちゃって」

「四年前からそんなこと言ってるよな」

「ふふ。出会ってから八年経たっても、私の中ではハルはずっと少年のままなんだなって気付く毎日よ」

「なんだそれ……」

　俺おれが嫌いやそうに言うと、八年前よくそうしていたように、リサは茶目っけたっぷりに微笑ほほえんだ。

「で、ここに顔を出したってことは晩御飯よね？」

「マルコには、別件で食事の予定があってね」

「一人でご飯を食べたくないなんて、ハルもずいぶん変わったわよね」

　リサが目を細めて、そんなことを言う。

　俺は気恥ずかしさが若じやつ干かんありながら、認めざるを得ない。

「一人より、二人のほうがいい」

「あなたは、恋人ができたらべったりのタイプね」

「へっ……」

　リサのからかいには、肩をすくめるだけ。

　ただ、自分でもなんとなくそう思うところはある。

「けど、まさか本当にプロジェクトが実現するなんてね。式典が終わってここに戻ってきて一人で一息ついていたら、なにか全部が噓うそだったみたい」

「それは俺も思う」

「しかも、これが手始めだなんてね」

　リサも湯ゆ吞のみの中に視線を落とし、どこか呆あきれるように笑っている。

「仮にも一つの国である月面を根底から変えていこうなんて、もう、パパとママに報告したって信じてもらえないわ」

「そうなのか？」

「なにかの比ひ喩ゆだと思っているみたい。けれど、大きな夢というのは常にそういうものなのかもね。この月面は、もう少し公平で、もう少し皆がゆっくりお茶をできる場所になって欲しい。そして、何千年も続く運命の嵐とは隔かく絶ぜつされた場所になって欲しい」

　子供たちに絵本を読み聞かせるみたいに、リサは言う。欲にまみれ、ひたすら金を儲もうけることだけにしか興味がなかった企業の人間が、その説得によって別人のようになってこのプロジェクトに取り込まれていく様を何度かこの目で見た。

　地球から月面に来る者たちは、地球で辛しん酸さんを舐なめてきた者たちが多い。ほかならぬリサだってそうだ。

　だが、彼らがこの月面で目にするのは、野生の掟おきてよりも無む慈じ悲ひで残ざん酷こくな、金儲けの世界だ。

「もちろん、いい人もいるからそんなに悪く言いたくないけれどね。でも、ここは少しだけ、そう、ほんの少しだけ、優しさが足りないと思う」

「強ごう欲よくにまみれている、とはっきり言ったほうがいいと思う」

「もう、茶ちや化かさないの。強欲もあると思うけれど、それでもあのプロジェクトが始まったんだもの。本当は月面をもっと別の形にしたかった人たちは多いと思う。それに、あの地球とは違ちがうんだって希望を持ってきた人たちもね」

　俺おれは月面で生まれ、月面で育った第一世代だ。地球の苦労は全くわからないという負い目がある。

「ふふ」

　と、リサは不意に笑って、俺を見た。

「こういう話をすると、ハルは相変わらず昔みたいにちょっとむくれるのね」

「え？　いや、別に……」

「倫理を諭さとされて辟へき易えきしている悪戯いたずら小こ僧ぞうみたい」

　リサの笑顔に、俺はわかっていても子供みたいに視線を逸そらす。

　まぶしすぎる太陽は、直視できない。

「別に、ハルが私利私欲のためにこのプロジェクトを推進していたって誰だれも責めないわよ」

「ぐっ……そういう言い方、やめろよ……」

「ふふ。いいじゃない。月面の男の子っぽくて好きよ。そういうの」

　俺が心底嫌いやそうな顔をしてそっぽを向くと、リサはますます嬉うれしそうに笑っていた。

「月面がもう少しまともになったら、人の目もきっと未来に向くはずだからね。そうしたら、月面は人類の強ごう欲よくのどん詰づまりではなくて、新しいフロンティアの出発点になる。ここを火星への中ちゆう継けい基地にするんでしょ？　いいと思うわよ。心底慈じ善ぜんプロジェクトにかまけているより、それを踏ふみ台になにか企たくらんでいるほうが、ハルらしくていいと思う」

　俺はリサを見る。リサは、屈くつ託たくなく微笑ほほえんでいる。睨にらみつけたって、どうせ小首を傾かしげられておしまいだ。俺はため息をついて、降参した。リサの前では、俺は八年前の少年のままなのだ。

「行けるといいわね。火星」

「行くよ」

　俺はぶっきらぼうに答えた。

「一人で？」

　俺は言葉に詰つまったが、リサの言葉から逃げなかった。それは、八年前のあの時からも逃げることになるからだ。

　八年前、俺は自分がしでかしたミスのでかさを受け止めきれず、ショックで表情や体の一部がうまく動かなくなってしまっていた。あれは、文字どおり体が凍り付いていたのだろう、と今なら思う。過去を振ふり返ることができず、さりとて前にも進めず、どこか深い穴に嵌はまりこんでいたのだ。

　だが、今は違ちがう。未来を見通すのと同じくらい、過去をきちんと見据えることができる。

　俺はリサの目を見ながら、言った。

「いいや」

　俺おれの力強い言葉に、リサは満足げに微笑ほほえんだ。

　俺には、どうしてももう一度、会いたい人がいた。当時は髪の毛から靴まで真っ黒で、いつも不ふ機き嫌げんそうに唇を引き結んでいたような少女だった。とっつきにくい気難しい性格で、口も悪かったし粗暴なところもあったが、俺はその滅めつ多たに見せない笑顔の魅み力りよくを知っていたし、表情が硬いのも単に不機嫌だから、というわけではないことも知っていた。

　ハガナ、という名前だった。

　そのハガナと俺は、八年前、リサの構えていた別の教会で、投とう資しに没頭していた。

　最初は、ハガナが貴重な書しよ籍せきを紛失してしまったせいで、リサが弁べん償しようのために背負った負ふ債さいを返すためだった。それがいつの間にか話が大きくなり、近きん隣りんの金銭的に困こん窮きゆうした人々を、苦境から救う役回りに立っていた。

　土台、無理だったのだ。

　俺たちは若すぎたし、子供だった。

　結局、俺はあまりにも情けないミスを犯し、最後まで俺を説得しようとしていたハガナの手を乱暴に振ふり払い、自じ滅めつした。

　そして、ハガナはリサが当時構えていた教会から、姿を消してしまった。

　言葉にしてしまえばこれだけの現実を、きちんと認めるのに、俺は四年もかかっていた。

　でも、だからこそ、もう二度と見誤らないと確信ができる。

「よしよし。また四年前みたいに自分に噓うそをついてるわけじゃなさそうね」

「もう、あんなことはしない」

　俺の返事に、少し気負いが出すぎていたのかもしれない。

　リサは小さく微笑んで、静かに言った。

「そうね。でも、あの時だって軽い気持ちじゃなかったことはわかってる。必要な回り道だったのよ」

　リサは小さいため息とともに、気き遣づかうような口調で続ける。

「あなたは失くした自分をきちんと見つけたんだもの。きっとハガナも見つかるわ」

　それが安易な励まし、とは俺も思わない。俺がアバロンとの戦いの中で、どれだけハガナのことに時間を割さいていたかリサは知っているし、逆にリサがどれだけハガナのことを捜していたかも十分知っている。

「それに、あなたは諦あきらめが悪いし」

「どういう意味だよ」

「ふふ。さりげなくどれだけいい娘を紹介したって、歯し牙がにもかけないんだもの。まあ、あの二人を振ってるんだから、よっぽどよね」

　意味深に、あの二人、と言って示す女性が誰だれなのか、もちろんわからないわけではない。

　リサは嫌いやがる俺を見て、悪戯いたずらっぽい視線に変えている。

「エレノアは元気？」

「……元気だよ。この前も、出資者を仲介してくれた」

「彼女、まだ怒ってる？」

　リサの子供みたいな質問。うるせえ、とか撥はねのければ、余計にリサは嬉うれしそうにするのがわかっているので、堂々と答えた。

「ああ、未だに俺おれが振ふったことを根に持ってる」

「まあ」

　リサは欲しかったプレゼントをもらった子供みたいに目を見開いて、それからくすくすと笑っていた。

　エレノアと共にアバロンを追い詰つめた時、俺たちは互いに信頼し合っていた。無む謀ぼうな目標に向かって突き進んでいたのだから、信頼がなければやっていられなかった。

　ただ、エレノアのそれがいつの間にか俺への好意に代わっていたのには、全く気が付かなかった。だからその一言を向けられた時、俺は正直戸と惑まどってしまっていた。もちろん、エレノアが魅み力りよく的てきではない、という意味ではない。魅力的かどうかと聞かれたら、エレノアは超がつく優良物件だ。誰だれも彼もが投とう資しをしたくなるだろう。

　それでも、俺はエレノアからの告白を前にして、誰かからの好意に応こたえるという選せん択たく肢しが自分の中にないことに、気付かされたのだ。

　そのことを知ったエレノアは、貴族のお嬢じよう様さまらしく気高く振る舞まい、潔いさぎよく身を引いた。

　以来、良き友人として付き合っている。

　俺に振られたことを、楽しげに俺に向かって話すくらいに。

「石のお城で恋の話を紡つむいだまま、百年でも二百年でも乙女おとめでいそうな雰囲気だものね」

「実際は、ガザニカより怒鳴り声がでかいし、リサより怖い」

「ガザニカさんはともかく、私を引き合いに出すの？」

「『アバロン打倒物語』、なんてまた映画になってたけど、どうせ役柄はおしとやかなお姫様なんだろ？　でも、現実に怒鳴り散らすエレノアがどれだけおっかなかったことか……」

「ちょっと待って、それって私へのフォローになってないわよね？」

「フォローしているつもりもない。リサは俺にとって怖い大人の代表格だ」

「もう。失礼しちゃうわ」

　俺はついにこらえきれず笑い、リサも本気で嫌いやがっているわけではなかった。

「それで、もう一人のほうは今日の晩ばん餐さん会かいに来ると思う。なにか伝えておくことは？」

　俺の言葉に、リサは頭痛をこらえるように眉をしかめ、こめかみに指を当てていた。その様は、俺がリサの元に転がり込んで以来、何度も見せていたものだ。

「たまには、うちに顔を出しなさいって言っておいて」

「仕事が楽しくて仕方がないんだろ。ろくに家にも帰ってないと思う」

「クリスも、ハルに振ふられたから仕事に恋しちゃったのね」

　エレノアの時とは違ちがい、リサの言葉には少しだけ棘とげが含まれている。

「……そういう軽口に俺おれが傷ついているかも、とは思わないのか？」

「私は恋する乙女おとめの味方だもの。それに、私があの時、どれだけクリスのことを、フォローしたか、未だに感謝が足りていないと、思うのよね」

　身を乗り出して、テーブル越しに俺の頭に握にぎり拳こぶしをぐりぐり当ててくる。

　八年前の事件のせいでほとんど廃人だった俺を、献けん身しん的てきに世話して救い出してくれたのはほかならぬクリスだった。

　そして、俺はやはりその好意に応こたえられなかったし、なによりも、もっと早くに誠意を見せているべきだった。エレノアのこととは違い、俺はクリスを不用意に傷つけてしまったという自覚がある。それは、今でも俺を苦しめる。

　けれど、なにもかもいっぺんに大人になんてなれやしない、と俺は思うのだ。

「たまに投とう資し関係のカンファレンスで見かけるけど、見るたびに綺き麗れいになってるよ」

「……まったく」

　リサはそう言って、立ったまま腰に手を当ててため息をついた。

「どいつもこいつも、ちっとも大人になりやしない」

　そんな言葉を前に首をすくめているのが月面の英えい雄ゆうなのだ。

　月面中を探してもリサにしか言えない台詞せりふだなと、俺は苦笑いと共に思ったのだった。







「じゃあ、クリスによろしくね」

「ああ。それと、夕飯ごちそうさま。また食べにくるよ」

「そのへんの可愛かわいげだけは、認めてあげる」

「いつまでも子供扱いだな」

「いつまでも子供よ。私にとってはね」

　リサは悪びれもせず言って、笑顔で小さく手を振っていた。俺は肩をすくめ、軽く手を上げてから、呼んでおいたタクシーに乗り込んだ。座席に体を沈め、大きく息を吐いたのは、夕食がおいしかったからと、心地ここちよい時間だったから。

　わずかに息を止め、息を吸った時には、頭の中身を入れ替えていた。

「ニュートンシティのクラブ２５まで」

「かしこまりました」

　運転手は答え、車を出す。バックミラーにリサの姿を認めていたが、それは瞬またたく間に小さくなっていった。

　そして、完全に見えなくなってから、着信履り歴れきの残っている携けい帯たい端たん末まつを取り出した。リサの前では、なんとなく気恥ずかしくてあまり自分の仕事の姿を見せたくないので、極力電話も取らないようにしている。

「もしもし？」

『あ、ハルさん。夕飯は済みました？』

「着信履り歴れきがあったが、なにかあったのか？　今だと、日付が変わってアジア市し場じようか？」

『いえ、ＧＤＰ速報もＣＰＩ発表も無難に通過してます』

「なら例のアラブからの出資か？　しつこく食い下がってきたら、ほかのファンド……イーグルのところでも紹介してやればいい。好景気の中、現金を手元に置いておきたくないだけなんだよ、ああいうのは」

『いえ……その……』

　と、口ごもったので、俺おれは電話を耳から離して怪け訝げんな顔で通話口を見る。

　そして、もう一度耳に当てて、こう言った。

「なにかあったのか？」

『あの……』

　その思いつめた感じの口調に、緊きん張ちようが走る。マルコの裁量に任せているポジションで大損を出した？　誤発注で大損を出した？　それとも、役所に税金申告を忘れていて事務所に検査官が詰つめかけている？

　そんな諸もろ々もろの可能性が俺の脳のう裏りをよぎってから、マルコはこう言った。

『マリアさんに……断られちゃって……』

「は？」

　俺が視線を前方に向けると、バックミラー越しに運転手と目が合った。

　初老の品の良さそうな運転手が目を逸そらしたのは、俺が心底呆あきれていたからだろう。

「あ……まあ、それは……残念だったな。飯を食いそびれたんならこっちに来い。クラブ２５だ。わかるだろ？」

『僕ぼくの……なにがだめなんでしょうか……子供なところですか……？』

「お前と同い年くらいの頃ころ、俺はもっと子供だったよ」

『なんか……声をかけたら……戸と惑まどわれちゃって……はあ……』

　ずず、と鼻をすする音が聞こえてくる。

　きっと、あのオフィスで一人落ち込んでいるのだろう。

「うちの人間は諦あきらめの悪さが売りだ。そうだろう？」

『……はい……』

「さっさと立ち上がって準備してクラブ２５のいい場所を押さえておけ。人の顔が見渡せる場所だ。トイレの横でも階段の下でも構わない。いいか、人の顔の見える場所だぞ」

『……うぅ……はい』

「なら、立って働け。ハリー、ハリー、ハリー」

　俺おれが無感動に言うと、さすがにマルコもむっときたらしい。

『わかりました。では、先に行ってお待ちしていますっ』

　と、電話を切られそうになったところで、『あ』とマルコの声が聞こえた。

『そうだ、先ほどガザニカさんのところから電話がありました』

「……振ふられたことより、そっちを優先させるべきだろ？」

『えっと、いえ……その、いつものと言うか……厚生省とつながりのある研究団体に資金を出している企業を知らないかって話だったので』

「研究団体？」

『えーと……月面健康問題研究所……つまらない名前ですね。多分、御用研究機関の一つです。どうせスポンサーは月面の食品加工会社か、バイオ系じゃないですかね……ガザニカさんの支持率を上げるような問題に関わってそうな感じはないですけど……』

　カチャカチャと古めかしいキーボードを叩く音がするので、電話の向こうで検索しているらしい。

　ガザニカからは時折こういう相談が来る。元々、社会悪を倒す、というイメージで人気を集めてきたガザニカだから、議会とごたごたしたり、これといった政策を打ち出せず批判の矢や面おもてに立たされると、思い出したかのようにどこかから汚職や不正の種を見つけてくる。

　ガザニカは悪い奴ではないのだが、まったく新しい世界を描いて人を引っ張るタイプではない。良くも悪くも、既存のなにかに嚙かみつくことで能力を発揮するタイプだ。

　しかし、月面の議会は売り上げや収入がちょっとした国家に比ひ肩けんする巨大企業から送り込まれた議員たちで占められていて、増税や福祉に力を入れたいと願うような政治家は彼らによって徹てつ底てい的てきに潰つぶされる。

　月面の人口の多数を占めるのは結局、大企業の社員や彼らの割り振る仕事のおこぼれで暮らす者たちで、そんな彼らはつまるところ金かね儲もうけをするためにこの月面に来ているのだ。月面を根底で支えている低所得の労働者たちがどうなろうと知ったことではないし、失敗した移民の救済などにはなんの興味もない。ましてや、月面が良い場所になるかどうかなんてますます興味のないことだった。彼らはこの月面がどうなろうと、金儲けができてさえいればなにも問題はないのだ。

　そんな中、アバロンの不正と大企業バッシングの後押しを得て、当初は鳴り物入りで政権獲得したガザニカも、議会に巣食う彼らの頑強な抵抗と圧倒的な資金によってほとんどの政策を骨抜きにされた。

　初期の期待が高いと、失望もまた深い。ガザニカは任期を残して、人気の挽ばん回かいに必死だった。

　このままでは、次期大統領選はまず負けるだろう。

　そんなことを考えていたら、マルコが意外なことを言った。

『あるいは……健康器具会社ですね』

「うん？」

　思わず、聞き返してしまう。

『ここは、月面の低重力が人体の健康に与える影えい響きようについての研究がメインみたいですね。最近、こういうの聞かないですけどねえ』

「昔、なんか騒さわぎがあったな」

『月面に長期間いすぎると、地球に戻れなくなるってやつでしたっけ』

「結局うやむやになってたよな。エレノアがアバロン騒ぎの時に地球に帰ったのって、ル・ゴッフさんの体調のせいもあったんだろう？」

『年配の人が低重力に慣れると、地球に帰ってから内臓にくるらしいですからね。食べた物が重すぎて消化できないとか。それに、筋力も大幅に低下しますから、段差に躓つまずいたりで事故が多くなるみたいです。取り返しがつかなくなる前に、ということじゃないでしょうか。軌き道どう上の重力訓練施設にも一ヶ月くらい逗とう留りゆうしてたみたいですから。ドクター・ウォレスも結構な御歳ですけど、地球に帰らなくて大丈夫なのかな……』

「ウォレスなら太陽の重力だって大丈夫だろ。まあ、俺おれたち月面生まれにしたって、地球に降りたらしばらくは水の中で暮らす羽目になるらしい。とても歩けないとかいうけど、信じられないよな」

『水の惑星ですから、魚みたいに暮らすのもいいんじゃないですか？』

「死ぬ前に一度くらいは行ってみたいが……それで、月面問題研究所、だったか？」

『健康問題、です』

「一応調べてみる、とメールしておいてくれ。ヘルスケア関連のアナリストなら誰だれか知ってるだろう」

『はい』

「じゃあ、あとで」

　と、俺が電話を切ろうとすると、『すいませんもう一つ』と聞こえてきた。

「……なんだよ」

『月面中央銀行理事への推すい薦せんは受けてくれるのかって。自分が大統領でいる間に推薦できるのは、次の理事会が最後だからって』

　俺はその言葉だけは、眉間に皺しわを寄せて受け取った。ずっとはぐらかしているものだったからだ。

　国家の金きん融ゆう機き構こうを実務的な面で支える中央銀行の理事職。大統領は、その六つある理事職のうち、一つの席に対して推薦枠を持つ。ガザニカが俺を中央銀行に送り込んでどうするつもりかは、想像しなくてもわかる。中央銀行は実質的な国の金庫番だから、そこに俺を送り込むというのはいわば泥棒に倉庫番をさせようというようなものだ。

　リサやガザニカが推進しているプロジェクトには金がいくらあっても足りやしない。そこに国家の後押しがあればどれだけ心強いことか。もちろん、それを踏ふみ台にした俺おれの夢だってそうだ。

　ただ、地球の歴史を繙ひもといても、時の政権の代表が同じようなことをしようとした例が存在する。つまり、政権と中央銀行が結けつ託たくして、好きなだけ金を刷りまくるという事態だ。

　これは理屈だけの話ではなく、地球では何度も繰くり返されてきたことなので、歴史ある国では政府と中央銀行が結託できないようにわざわざ法で戒いましめがかけられている。

　もちろん、月面の中央銀行も大統領でさえその金庫は簡単に開けないはずだ。

　ただ、プロジェクトのための布石としては、確かにおかしな一手ではない。もしもなにか奇跡が起きてガザニカの支持率が回復し、第二期も大統領職に留まれるのであれば、俺が中央銀行の中ちゆう枢すうにいることは、大きな意味を持ってくるだろう。

　俺自身の夢にも、壮大な一歩となる。

　しかし、俺がその提案をずっと渋っているのは、信念の問題だった。

　それは、正しい方法なのか、胸を張れる方法なのか、そう自問すると、疑問符を避さけることはできなかった。俺は、潔白な身の上ではない。リサやガザニカの計画の先に、私利私欲がある。

　だとしたら、ハガナが傍にいたとして、本当に誇ほこれる方法なのかと考えれば、俺の感覚ではノーだった。政府の機構を利用するのは、笑い話で済ませられることではない。八年前、俺が決定的に道を踏み外す原因になった、グランドセントラルホテルのカフェのような雰囲気があった。

　俺は、長い沈黙をマルコに向けていたはずだ。

　しかし、電話は切られず、辛しん抱ぼう強く返答が待たれていた。

「もう少し、考えさせてくれ」

『……』

　マルコにはかなり分別があるとはいえ、それはせいぜいが月面基準だ。マルコからすれば、二つ返事で話を引き受けないことが理解できないのだろう。

「その肩書きを得たって、中身が伴わないとな」

『ハルさんなら、十分だと思いますけど……』

「世界中見回したって、二十代のセントラルバンカーなんていないだろ。いくら若い月面でもやりすぎだ」

『月面は、そういう地球の常識を破り続けてきたからこそ、今の発展があるんです』

「お前、いつから月贔びい屓きになったんだ？」

　二十世紀の地球の文化が大好きなマルコが、電話口の向こうで唇を尖とがらせている様が容易に想像できた。

『じゃあ、熟じゆく慮りよ中ちゆうですって答えておきます』

「よろしく」

『はぁ……』

　そんなため息を残し、マルコは電話を切った。俺おれも座席に座りなおすかのように肩をすくめ、外を見る。日はとっくに暮れ、道路の向こうには一億ムールの夜景と言われたニュートンシティの煌きらびやかな姿が見えている。

　人の縁とは不思議なものだと俺は思う。

　今、俺は人の縁を得て、あの光の中心部にいる。人のどんな強ごう欲よくでも、壮大な夢でも飲み込む光の中だ。

　俺の乗る車は静かに、この世の富の大半が集まるという光の中に向かって行ったのだった。







　ニュートンシティでも特に豪ごう奢しやな、鋼鉄とガラスの織り成す芸術品のような建物が集まる区画に、クラブ２５はあった。

　その一帯はどこからどこまでが一つの建物なのか判然とせず、ホテルかと思えばショッピングモールで、ショッピングモールかと思えばどこかの公園の一部といった感じだった。多分、この一帯そのものが、一つの人工都市を思わせる造りになっているのだろう。

　クラブ２５は、そんな自由な雰囲気の、入り組んだ都市内都市の一角にあった。大きな人工池と庭園が見下ろせる吹き抜けの中ほどにテラスの一部がせり出していて、よく俳優やらがくつろいでいる姿を下の階から見ることができる。

　だが、そこでくつろぐ客たちの姿が見えるのに、店そのものには漫まん然ぜんと歩いているだけでは決してたどり着くことができない。特別な入り口の先にある専用のエレベーターでしか入れないのだ。

　そこにあるはずなのに、たどり着けない場所。

　金持ちたちに優越感を抱かせるには最高の造りといえるだろう。

　そんな選ばれた人間しか乗れないエレベーターに乗り、真紅のカーペットが敷しかれた薄うす暗ぐらい廊下に出る。正面にある黒服が両脇に立つ扉とびらをくぐると、もうそこは金色のシャンパンが怪しく光る、富と欲望の坩る堝つぼだった。

「シュバイツェルの人間がほかにも来ているはずなんだが！」

　耳をつんざく大ボリュームの音楽の中、インカムを耳に付けた店員の顔の近くで叫ぶ。地球ならいざ知らず、月面で言う贅ぜい沢たくとは、落ち着きのある高級感を踏ふみつけにすることだ。

　普段はめかしこんだ紳士淑女が洗練された食事と共に談だん笑しようし、地球の有名なピアニストが優雅に演奏する吹き抜けのスペースでは、椅い子すやテーブルが脇に押しのけられ、無理やり取り付けられたらしいミラーボールに緑色のレーザー光を乱反射させ、その下で人々が踊り狂っていた。俺が案内されたのは、そんな喧けん騒そうを見下ろすことのできる、数段高くなった場所にあるボックス席の並ぶ区画だった。

　通路を歩いていると、ちらとだけボックス席で話し合う連中の顔が見え、向こうもそうやって通り過ぎる連中の品定めをしている。狭い世界なので、大抵が見知った顔だし、もちろん、向こうはそれ以上に俺おれのことを知っているだろう。グラスを掲かかげ、軽く挨あい拶さつを寄よ越こしてくる者もいる。

　彼らは広間で大おお騒さわぎをする連中とは違ちがい、大抵細身のシャンパングラスを手にしていた。多分、中には野菜ジュースを飲んでいる奴らもいるだろう。酒は脳細胞を死し滅めつさせ投とう資しのパフォーマンスを鈍らせ、健康こそが最も効率の良い投資だと理解している奴らだ。ほとんどが三十代前後の男たちで、時折五十絡がらみの紳士たちもいる。

　対して、広間で騒いでいるのは高級ブランデーの瓶びんを持って振ふり回し、歳は二十代の前半か、下手をすればそれより若い奴らだった。狂乱の広間にはスーツをかっちり着てネクタイをしめているのもちらほらいるが、どちらかといえば少数派だ。彼らはなにかを買って利益を出す投とう資し家か側ではなく、なにかを売って儲もうけを得ようとする投資銀行の連中だろう。お客様になにかを売り込みたい彼らは、機械のような笑みを顔に張り付けて、若い投資家たちの騒ぎの中をうまく泳いでいた。

「川かわ浦うら様をお連れしました」

　歯で嚙かみつけそうなくらいに濃こい強ごう欲よくの空気の中、やっとのことで通されたのは、中心部の広間のみならず、誰だれもが帰り際ぎわに通る入り口が見通せる最奥部最上段の席だった。テーブルにはすでに料理がいくつか並んでいて、マルコが行ぎよう儀ぎ悪く端たん末まつを眺めながら食べていた。

「あ、お先に頂いてます」

「脂物ばっかりだな……」

　魚のフリットに牛肉のステーキ。薄うすい生地のピザには全体の調和を乱すくらいにチーズが載せられていて、フライドポテトもどっさりある。普通のメニューにこんな粗野なものはないはずだから、わざわざ作らせたのだろう。

　もっとも、今日ここに集つどうのは、自分たちを宇宙の支配者だと思い込んでいるような、月面で成功した投資家がほとんどだ。店側はどんな要求にだって応えるだろうし、実際、ちらほらいるスタイルのいい美人どころは、あまり大きな声では言えない役割のはず。投資の世界はエレノアが嘆いていたように、マッチョな男どもが支配する場所なのだ。

　店内の空気が濃い気がするのも、気のせいではなくて実際に濃いのだろう。月面では恐ろしいほどの税率がかけられている煙草たばこ類をくゆらせている者たちが少なくない。すべてをドームの中で循じゆん環かんさせなければならない月面では、空気を汚すような行為には高額のコストがかかる。巨大な葉巻など、おそらく千ムール札を丸めて火をつけるようなものだった。

　マルコが食べているステーキなんかも炭火で焼かれているのだろうが、月面ではなかなか挑戦的なメニューだ。

「ハルさんもなにか食べます？　さすがおいしいですよ」

「リサのところで煮豆と煮魚を食べてきた」

「……月面なら修道士だってもう少し油分を摂とりますよ」

「生あい憎にくと俺おれのテストステロンはさほど多くなくてね」

「まあ……ハルさんは連中みたいにマッチョな感じではないですよね」

　マルコは中心部の広間の騒さわぎを見ながらそう言って、おそらくは普通の世帯が一家で食事できるくらいの値段がするステーキ肉を、雑に頰ほお張ばった。

「お酒はなんにします？　ドクターが来るまで待ちますか？　あ、でもドクターはお酒飲まれないんでしたっけ」

　むぐむぐと肉を咀そ嚼しやくしながら、マルコはメニュー表を横目に見ている。

「俺も炭酸水でいい。お前も、飲むなよ」

「う……飲酒の制限って自己責任に改定されてませんでしたっけ？」

「エレノアに言いつけるぞ」

「……わかりましたよ」

　マルコは不ふ貞て腐くされて、本来ならスプーンで静かに飲まれるのがふさわしいだろうスープを、皿ごと持ち上げてすすっていた。町中でならもう少し行ぎよう儀ぎがいいが、この雰囲気の中では、俺も注意する気になれない。

「しかし、いい席が取れたな。ここからなら誰だれが馬ば鹿かか一いち目もく瞭りよう然ぜんだ」

　場の空気のせいで、自分の口調もリサに叱られそうなものになってしまう。

　オペラグラスを取り出していると、隣となりでマルコが笑っていた。

「広間で騒いでるのはお約束のモーモーか。イーグルの奴もいるな……」

「ですね。スーツ姿の人がそばにいるのは、お目付けでしょう」

「……資金の引っ張り先か」

　投とう資しファンドは、個人的な運営者に直接出資してもらって運営する形態もあるし、商業銀行や投資銀行から金を借りて運営する場合もある。実績のない駆かけ出しの人間は、スターターキットと揶や揄ゆされる、資金とバックオフィス業務のアウトソーシングのパッケージをもらって運営することが多い。見返りに金主には安くない上納金を支払うというシステムだ。

　ただ、そういうおしめの取れないモーモーたちでも、ここに呼ばれるということはイーグルみたいに結構な金額を動かしているのだろう。

　そして、お目付け役というのは冗談ではないはずだ。彼らが羽目を外しすぎてバーカウンターに頭をぶつけて死なれては困るのだろう。そんな大げさなと言いたいところだが、この業界では自分がどこまで馬鹿になれるかを競きそい合うような雰囲気がある。

　もっとも、騒ぎすぎて警察に逮捕されるだけなら、売買の指示を手紙で出せるから気にしないだろうが。

「ああ、それでここの席は、主催者側が気を利かせてくれたみたいですね」

「は？　主催者が？」

　俺おれは怪け訝げんに思って、オペラグラスから顔を離はなして聞き返す。

　アバロンを倒した云うん々ぬんで騒さわがれているのは、あくまで世間的なものだ。この手の催もよおしは大体、なにかを売り込みたい投とう資し銀行か、自分たちの宣伝をしたい商業銀行が主催する。そういう連中にとって、社会的な名声は大した価値を持ちはしない。

　どれだけ金を支払ってくれるかだけが大事なのであり、そういう意味では株かぶ取とり引ひきだけを地味に行う俺を優ゆう遇ぐうする理由がない。なにせ『足の太いロバ』呼ばわりされているのだから、俺がどれだけこの月面では慎重な投資スタイルなのかは知れ渡っている。

　そして、銀行と名の付くところは基本的に手数料収入で稼かせぎ、手数料は取引が行われないと発生しない。よって、熟考に熟考を重ね続け、滅めつ多たに取引しない奴などお呼びでない。彼らが望むのは、右足が地面に着く前に左足を振ふり上げたがる連中だ。

「そういや今回の幹事ってどこなんだ？」

「え？　Ｅ・Ｊ・ロックバーグ銀行ですよ。クリスさんからメール来てませんでした？」

「いや……来ていたが……もしかして、クリスは出世してるのか？」

　それこそ、こんな席を取っておけるくらいに。

　ただ、俺の質問にマルコはぽかんとし、それから、どこか生意気そうに笑う。

　これだからおっさんは、と言いたげな若者の顔、と言えばわかりやすいだろう。

　ただ、マルコがわざとらしく咳せき払ばらいをしてなにかを言おうとした瞬しゆん間かんだ。

　パチ、という機械的な音がして、店内の音楽と淫いん靡びな照明がしぼられた。

『ご歓談中、失礼いたします』

　通りのいい綺き麗れいな発音の言葉が差し挟まれたかと思うと、入り口近くの小さな演台がスポットライトで照らされた。その明かりの下には、スマートで洗練された男が、マイクを持って立っていた。俳優やらその手のことには全く詳しくないのだが、何度かテレビで見たことのある顔だ。

　多分、人気ニュースキャスターか誰だれかを、金で横面ひっぱたいて連れてきたのだろう。

『本日は皆様ご多忙の中、会場に足をお運びいただき誠にありがとうございます。主催者一同、お礼申し上げます』

　直後に誰かが指笛を鳴らす。

『ここにお集まりの皆様方は、目まぐるしい月面の中でも飛びぬけて未来を見通す目をお持ちの方々ばかりかと思います。私もたまには先日の出来事以外に目を向けてみたいものなのですが』

　ざわめきのような笑いが出て、拍手が聞こえる。

　やはり彼はニュースキャスターのようだ。

『その先見の明に満ちた皆様方に、是ぜ非ひとも我が社の人間から御ご挨あい拶さつをさせていただきたく存じます』

　ちょっとしたどよめきは、狭い世界でほとんどが顔見知りか名前を知っている、というここならではだろう。今いま更さら俺おれたちに挨拶したいなんてのは誰だれだ？　というわけだ。

　主催者がＥ・Ｊ・ロックバーグ銀行ということは、月面ではある種の伝説になっている銀行家、Ｅ・Ｊ・ロックバーグ本人が顔でも出すのだろうか。

　ただ、そういうのはこの業界のちょっとミステリアスでラグジュアリーな雰囲気に憧あこがれている素人しろうとの小金持ちを騙だます時に使う手だ。ここに集つどうような連中を支配しているのは、たった一つのシンプルな考えだけ。

　すなわち、相手はどれだけこちらを儲もうけさせてくれるのか。

　では、売り方買い方双方の思おも惑わくが交差する場所に立つという人選は、どんなものなのか？

　そんな期待感が暗闇の中で高まっている。

　一方の俺は、なぜか妙な不安感があった。それは、ある種の予感があったからかもしれない。

　自分たちがこんないい席に配置されたというその事実と、この月面ではすべて金儲けで力関係が決まるという事実。

　じれったいほどの間を空けてから、演台の青年はこう言った。

『それでは、我が社の金きん融ゆう商品開発部門、ブライス・オドネルより御挨拶させていただきます』

　どよめきの後、演台に向けられていたスポットライトが別の場所に動いた瞬しゆん間かん、そこにいたのはマイクを持った壮年の紳士だった。髪を撫なでつけた四角い顔に、広い肩幅と力強そうな眉。腕力で利益をもぎ取る猟師のような、肉食動物がスーツを着ているような雰囲気の男。

　俺は、一瞬、バートンかと思った。アバロンが崩ほう壊かいし、経営陣が続々と詐さ欺ぎや証しよう券けん法ほう違反で逮捕される中、まんまと逃げおおせた彼だ。

　当然のごとく別人で俺はほっとしたが、オドネルにはバートンとそっくりな雰囲気があった。つまり、巨大な成功を手に入れて、なお飽き足らない貪どん欲よくさを秘めた人間だけが見せるぎらつきだ。

　だが、俺が本当に目を奪うばわれたのは、挨拶を始めたそんなオドネルではなかった。俺の視線は、その脇に向けられていた。莫ばく大だいな投とう資し資産を運用する投資家連中の集まる会合で、スポットライトを浴びる集団の一人として立っているそいつに。

　そこにいたのは、あのクリスだった。

　緊きん張ちようしているのが丸わかりだったが、決して荷物持ちなんかではなく、はっきりと成功者として立っていた。

　この四年間で、クリスは大学に入学するやいなやインターンとしてどこかの投資銀行に潜もぐり込んでいた。そこで自分の才能が十分通用すると思ったのか、電光石火で大学を飛び級卒業すると、月面最大手の商業銀行であるＥ・Ｊ・ロックバーグ銀行に就職した。

　その時点で、この月面でさえ十分なサクセスストーリーだが、今俺おれたちの視線の先にいるクリスは、銀行という強ごう欲よくの巣の中で早くもなにがしかの成功をもぎ取ったらしい。

　自分が思うように生きてみたいんです、と語ったクリスは、圧倒的な勢いで力強く自分の人生を歩み始めている。

　そんなクリスを眺めていたら、俺はいつのまにか自分が笑っていることに気が付いて驚おどろいた。

　クリスのことが、ずっと心の隅すみにあったせいだろう。その好意に応こたえられなかったこともあって、気になっていた。リサが俺のことをいつまでも子供扱いするように、俺もまた、クリスのことをいつまでも頼りない女の子だと思っていた。

　だからクリスがきちんと一人で前に進んでいるのを見て、喜ばしくもあり、それはまた、寂しいことでもあるのだと知った。

『……そのようなわけでございまして、我々が開発し、売り出しております証しよう券けんにて皆様の投とう資しポートフォリオの多様化と、パフォーマンスの底上げにつながればと願っている次第であります』

　万ばん雷らいの拍手で我に返った。どうやら、オドネルの挨あい拶さつは卑屈に媚こびるセールス文句ではなく、この場にいる投資家連中が喜ぶような、堂々としたものだったようだ。買い手側から売り手側に拍手を向けられ、指笛や歓声が向けられるのは珍しいことだ。

　俺もオドネルの名前は小耳に挟んだことがある。結構な人気を誇る特殊な証券の開発チームのリーダーだということだった。

　マルコはあまりまばたきをしない目でオドネルを見つめたまま、手元を一切見ないで端たん末まつにメモを取っている。マルコはマルコで優秀だった。普通に考えれば、あのエレノアがただ単に自分に懐なついているからという理由で、手元にマルコを置いておくわけがない。

『以上、オドネルより御挨拶でした。それでは、皆様引き続きお食事とご歓談をお楽しみください。なお、当行にて組成、販売しております証券につきましては、直接開発チームの面々がご説明させていただきます。当行切ってのクオンツもおりますので、数学的な質問にももちろんお答えできます。ですが、ご子息様の宿題のお手伝いだけは、別料金になっております』

　灯りが戻り、最後の軽口に笑いが起こってから、店内には音楽とざわめきが戻ってきた。

　早速オドネルとチームの周りには人が群がっている。オペラグラスで覗のぞかなくても、クリスが身をすくめているのはよくわかる。ただ、萎縮している感じでもない。話しかけられれば立派に答えているようだ。リサに電話してやろうかな、と思うほどだった。

「去年あたりから、債さい券けんなんかに投資している機き関かん投とう資し家かたちが夢中になってる証券ですね。最近では、株かぶ式しきメインの人たちも買ってるみたいですけど」

「ん」

　俺おれはそれで意識を戻されて、端たん末まつを見たままのマルコを見る。

「ハルさん、きちんと知ってました？」

　悪戯いたずらっぽい挑戦的な視線を、俺は肩をすくめてかわした。

　投とう資しの世界は広く、新しい金きん融ゆう商品というのは洗剤や歯は磨みがき粉の新商品より多い。

　さすがに、すべてに精通するのは無理だ。

「通り一いつ遍ぺんの話だけはな。地球に古くからある証しよう券けんの焼き直しだと思ってたが……あの人気の様子だと、違ちがうんだろうな。どういう証券なんだ？」

「名称は、ＡＢＳ。アセット・バック・セキュリティ……つまり資産担たん保ぽ証券、の頭文字です。理屈は……定期的に支払いのあるローンをまとめて一つの債さい券けんにしましょう、というものですね。たとえば百万ムールの不動産ローンと二百万ムールの不動産ローンがあったら、合わせて三百万ムールの証券にしてしまいましょうと」

　俺はそれで、一瞬で構造が見えた。古典的な仕組みで、地球では二十世紀の後半にはもう存在していた気がする。

　ちなみに、どうしてそんなことをするかと言えば、最初から三百万ムールの不動産ローンだったら、そのローンを背負っている人が破は綻たんしてしまえば丸ごと大損になる。だが、百万ムールと二百万ムールの二つのローンだったら、どちらか一方が破綻しても、まだ残りのローンから支払いが受け取れる。一人が破綻する確率より二人が同時に破綻するほうが確率が低いので、リスクのヘッジになるというわけだ。

「で、その理屈に従って何百とか何千のローンを合成したものを、十万ムールずつとかに細かくして、たくさんの人に売ってるそうです。価格が低くなれば購こう買ばい層そうは増えるの法則ですね。それに証券を買う投とう資し家かの数が多くなれば、仮に損失が出てもみんなで損失を負担することになるので、一人一人の傷は浅くなる、という理屈のようです」

「……やっぱり普通だな。それで？」

「ハルさんの言うとおり、この手の証券は古くからあるものみたいです。が、あの人たちの作りだした証券の白はく眉びは、債券の構造にあるみたいです」

　マルコが端末から顔を上げて、店内中央の広場に視線を向ける。

　そこでは貪どん欲よくな投資家たちが輪を作ってオドネルとやらの率いるチームを囲んでいる。

「あの人たちは、ローンを合成した後に債券を単純に細かくするんじゃなくて、優ゆう先せん劣れつ後ご構造を作ったみたいです」

「ふん？」

「債券を、シニア、メザニン、ジュニアの三つの階層に分けたんですよ。シニアが一番安全で、メザニンが中二階の名前のとおりに真ん中で、ジュニアが一番下。で、ローンの不ふ履り行こうがあると、まず最初にジュニアの部分が損失を被こうむるみたいです」

　俺は、頭の中に三階建てのビルを思い浮かべる。一階はちょっとした浸水ですぐ水浸しになるが、三階はよほどのことがない限り無事。となると、家賃もそれに応じて変わるはず。

「なにかあった時に真っ先に損失を被こうむるジュニアの部分は、利払いが大きいってわけか」

　俺おれも広間を眺めながら言う。

　ちょうど、クリスがブランデーの瓶びんを持った白いスーツを着た優やさ男おとこに握手とともに肩を叩かれていて、目を白黒させていた。一瞬、クリスになにをする、と恋人でもないのに敵てき愾がい心しんが湧いた自分自身に呆あきれてしまう。

「そうです。利払いが良い代わりにジュニア債が真っ先に損失を吸収し、しきれなくなったら次はメザニンが損をかぶります。さらにその次になってようやくシニアが……ってなるみたいですね。でも、実際は二番目に危険なメザニンですら損失をかぶることはなさそうですけど」

「そうなのか？」

　俺がマルコを見ると、マルコは端たん末まつを見ながら、唇をひん曲げて首を傾かしげていた。

「なにせ、債さい券けんの格付けがトリプルＡですから。先進国の国こく債さいと同等ですよ。まず破は綻たんしないという、格付け会社からのお墨すみ付つきです」

「へえ」

「うちのファンドが債券を発行したら、どう格付けされるか興味ありません？」

　マルコの言葉に、肩をすくめておいた。

　世の中には無数の金きん融ゆう商品があれど、一人の投とう資し家かがすべてに精通するのは事実上不可能だ。そういうわけで、債券だとか株かぶ式しきだとか、とにかく投資と名のつく物のすべての危険度を推定し、格付けをする専門会社が存在する。

　国家機関でもなんでもないが、頼れる先がここしかないために、世界中の投資家が格付け会社の格付けを信用して投資を行っている。今では政府の連中でさえもが、民間の格付け会社に自分の国の国債をどんなふうに格付けされるかで戦せん々せん恐きよう々きようとしているほどだった。もしも格付けが下がると、国際的なマーケットで国債の価値が下がり、政府の利払い、要するに借金のコストが跳ね上がるからだ。

　そんなふうに格付け会社があまりに力を持ちすぎているために、もちろん不ふ穏おんなうわさも絶えない。例えば、賄わい賂ろをもらって格付けを甘くしているとかがそれだ。だが、格付けというビジネスがあまりに巨額で儲もうかるため、格付け会社は自社の評判を保つために清せい廉れん潔けつ白ぱくでいるほうが、賄賂を受け取るよりも良いはずだ、と主張しているし、周りもそうだろうと思っている。

　ここでは倫理に適かなうかどうかではなく、損得の結果によって聖人君子であるかどうかを決めるのだ。

　いかにも月面らしくて、俺は格付け会社のことが嫌きらいではない。

「で、債券をビルみたいな構造にして、洪水から家を守る方法はわかったが、それでなんであんなお祭り騒さわぎになるんだ？」

「それはですね、債券に含まれるローンの破綻確率を数学的に計算して、一番下の階層のジュニア債にリスクを集中させることで、残りの部分がトリプルＡの格付けになるように調整しているんですよ。トリプルＡクラスの格付けがもらえれば、あまりリスクを取れない地球の年金基金や財団も買えるようになりますからね」

　投とう資しの世界には、三種類の投資家がいる。個人投資家と、プロの投資家と、機き関かん投資家だ。

　このうち、最後の機関投資家は別格だ。どこかの国家の外貨準備金を運用するとか、何百万人分もの年金基金を運用するとか、月の基準でいっても莫ばく大だいな金額を運用する。その規模があまりに巨大なので、リアル・マネーとも呼ばれている。彼らこそが、投資の世界で本物の金を扱うから、というわけだ。

　しかし、規模がでかければその分責任も重くなる。たとえばアメリカの教職員の年金積立基金を運用しているようなところが代表格だが、公的な組織なのでリスキーな投資は法で禁じられている。

　とはいえ、ある投資が安全かどうかなんて一体誰だれにわかるのだ、という話になった時、例の格付け会社が出てくる。機関投資家は、格付け会社がトリプルＡと判断したもの、すなわち一流先進国の国こく債さいや超一流企業の社しや債さいと同等の安全度と判断されたものでなければ、投資をすることができない。

　問題は、やれやれこれで話は一件落着、とはならないためだ。

　なぜなら、機関投資家もまた投資家であり、強ごう欲よくには限りがない。

　そして、こと商いの世界においては、需要は供給の母なのだ。

　クリスを始めとした彼らがもみくちゃにされているのは、その需要にこたえる商品を見事に作り出したからなのだろう。

「トリプルＡの格付けの根拠に数学があるとなると……」

「クリスさんがあそこにいるのは、そういうことだと思います」

　若者が多い月面でも、クリスはあのチームの中では特に若そうだ。

　だが、その頭脳が生み出す数学は、年ねん齢れいや性別を問わず世界中のどこでも通用する。

「それで、その証しよう券けん、どれくらい売れているんだ？」

　俺おれがなんの気なしに質問すると、マルコはにへらと笑っていた。

「国際金きん融ゆう商品協会にデータがありますけど、たまげますよ」

「なんで」

　その質問に、マルコはこう答えた。

「直近一月で、十七億ムール」

「じっ……十？」

　十七億ムール？　たったの一月で？

「Ｅ・Ｊ・ロックバーグは商業銀行ですから、多分、自分の銀行のローンを使って証券を作り、売りさばいているんでしょう」

「それにしたって……金額が大きすぎないか？」

「証しよう券けんが売れたらお金が入ってきますから、そのお金を貸し付けてまたローンを作って証券にして売って、のサイクルじゃないですか？　うへー、これ、もしかしてすごい商売なんじゃないですか？」

　証券を売る時には手数料を取るはずだし、ローンを作る時にもまた手数料を取っているはずだ。しかも、銀行はローンを証券の形にして転売してしまうから、ローンが完済されるのをハラハラしながら何年も待つ必要がない。

　すごい商売というのは、確かにそのとおりなのかもしれない。

　けれど、と俺おれははたと考える。

　それは、あくまでもＥ・Ｊ・ロックバーグにとっての話のはずだ。

　どうして、それであんなに投とう資し家かにもみくちゃにされているのか。トリプルＡの格付けはほとんど絶対安全の指し標ひようだが、逆に安全な投資にはリターンが少ないというのが世の真理だ。

「利率は？　利率がよくなければ、どれだけ銀行にとっておいしい商売でも、あんな人気者にはならないだろう？」

　すると、マルコは端たん末まつを操あやつって、なにかを検索している。

「え……と、そうですね……一番利率の高いジュニア債で、七％の利回りです。メザニンだと五％で……あれ……？　なんか、別にそんなに高くないような……」

　と、マルコが言った直後だった。

「錬れん金きん術じゆつの結果だ」

　しわがれた声が割り込み、俺とマルコは揃そろって顔を上げた。

「ドクター」

　金満という言葉がこれ以上ふさわしい場所などないというのに、ドクター・ウォレスは相変わらず砂漠の修しゆ験げん者じやのように瘦やせている。この世のすべてを見透かしそうな薄うすい青の瞳ひとみを細め、杖つえをついて中央広間の喧けん騒そうを振ふり返り、首を横に振っている。

「愚おろかなことだ。利回り豚ぶたどもが……。神をも畏おそれぬとはまさしくこのことだな。真実の雷は必ずや連中のはらわたを焼き尽くすことだろう……」

　俺やマルコとは違ちがう意味で、リサから叱られそうな言葉遣づかいだ。

「ドクター、とりあえず座られては？」

　俺の勧めに、ウォレスは振り向き、小さくうなずいた。

「遅かったですね」

「クラプトンスクエアに寄っていてね」

「マリアさんになにか贈り物でも？」

　ウォレスのような人間が、煌きらびやかで賑にぎやかな巨大ショッピングモールであるクラプトンスクエアをうろついている姿がちょっと想像できない。

　ただ、俺おれの問いには、ウォレスはゆっくりと首を横に振った。

「人々の狂気を眺めにね。君の『自伝』にもそうしたと書かれていただろう？」

　ウォレスは俺のことを見て、にやりと笑う。『自伝』とは、インタビューというものにまだ慣れていない時に、うっかり喋しやべってしまったことをまとめられて勝手に出版されたもののことだ。

　しかし、皮肉めいた発言の時だけにやりと笑うなど、ウォレスはイギリス生まれの紳士に違ちがいない。

「あの、ドクター、錬れん金きん術じゆつっていうのは？」

　そんな会話に割り込んだのは、マルコだ。

「ふん……」

　ただ、ウォレスはそちらをじろりと見ただけで、すぐには答えない。

　偏へん屈くつそうに目を閉じ、そして、小さく言った。

「錬金術だよ」

　マルコが助けを求めるように俺のことを見る。

「帳ちよう簿ぼ上の数字の操作ですか？」

　ウォレスが錬金術という時は大抵これだ。俺の言葉に、ウォレスは片目を開け俺を見た。

「プロテクションだ」

「プロテクション……？　なにかのヘッジオプションですか」

「君は根っからの株かぶ式しき投とう資し家からしいな」

　両目を開けたウォレスは呆あきれたように言う。

「面めん目もくありません。それで、精一杯なんです」

「わからないものに手を出さないのは一つの美徳だ」

「証しよう券けんに対する保険、ですか」

　端たん末まつを駆く使しして検索していたらしいマルコが、名めい誉よ挽ばん回かいとばかりに言う。

「若さとは、無知と情熱のことだな」

　褒ほめているのかどうかが曖あい昧まいで、マルコの笑みも曖昧だ。

「そのとおり。保険のことだ……」

　しかし、それでどうして錬金術に？

　俺は少し視線を巡めぐらして、数字を弄もてあそんでみる。

　そして、その構図に気が付いた時、まさか、と驚おどろいていた。

　ドクター・ウォレスは、そのとおりだ、とばかりにうなずいた。

「真実は、あまりにも醜しゆう悪あくだ……」

　ウォレスは呟き、続けた。

「メザニン債一千万ムールの利回りが五％だとしよう。つまり、毎年五十万ムールを受け取ることができる。その一方で、債さい券けんが不ふ履り行こうになった時に損失を補てんする保険の費用が三％の三十万ムールだとしよう。すると、理論上、この債権一千万ムールからは、差し引き二％、毎年二十万ムールの利益が無リスクで手に入る。無リスクだ。これは最上級の格付けであるトリプルＡを超える地位にある。この意味が分かるかね？」

　ある債権で損をする場合というのはいくつか可能性がある。もっともわかりやすいのはその債権が不履行に陥おちいる時だ。なかったことにしてください、と踏ふみ倒される時だ。

　だが、ジャンク債と呼ばれるような債券でもない限り、滅めつ多たに不履行ということはない。

　それでも場合によっては不履行がありうるので、債券というのは格付けに応じて利率が変わってくる。そういうリスクを込みで、債権には利子というものが付いている。

　リターンとは、リスクに対する褒ほう美びなのだ。

　だが、債権の破は綻たんについての保険が存在し、債券の利子が保険の掛け金を上回っているのであれば、それはもう、無リスクだ。

　投とう資しの世界で、人々が何百年と追いかけ続けてきた聖せい杯はいだった。

「挙句の果てに、現状の会計規則はそういうシステムに対応していない。だから、例の債権とその保険を同時に買うと、この債権を満期まで保有した場合の利益を一括で利益として計上することができてしまう。なにせ無リスクなのだからな。確実に入ってくる利益だから、明日の利益も今日の利益にしてしまおう。問題ない、というわけだ……。たちまち決算は光り輝かがやく金の布になる。そして、この世界に投資したがる金持ちどもは、金の布に向かって突進する猛牛だ。だとすれば、だ。どうしてあのような騒さわぎになるか、理解できるのではないかね？」

　特に、大騒ぎしているのは若いモーモーたち。

　巨額の資金を借り入れて、投機的な取引に驀ばく進しんするリスクテイカーたち。

「聖杯は、労せずして利益をもたらすからこそ聖杯なのだ……。Ｅ・Ｊ・ロックバーグが売り出すあの証しよう券けんと保険のセットを買えば、理論上無限に利益を増やすことができる。なにせ、無リスクの投資なのだから、どれだけ資金を借り入れてレバレッジを利かせたって問題ない。絶対に破綻しない戦略なのだから、資金を積み上げれば積み上げるだけ儲もうかるだろう？　そして、儲けがあればあるほどさらなる出資者を募つのることができるので、投資できる資金が増え、儲けはさらに増え、それを見た出資者が増え……。さて」

　ウォレスは視線を俺おれたちに戻し、にんまりと笑って言った。

「これを錬れん金きん術じゆつと言わずしてなんというね？」

　確かにそうだ。

　だが、無リスクなどというものがこの世に存在するのか？

　そんなわけがない。株かぶ式しきで絶対に勝てると言わしめるインサイダー情報ですら、インサイダー情報をもたらしてくれる人物が信用できるかどうかまではわからない。

　そして、俺は実際に、インサイダー取引で尻を吹き飛ばされた経験がある。

　リターンとは、背負ったリスクに対する褒ほう賞しようなのだ。どれだけ市し場じようが移り変わろうとも、それだけは絶対に変わらない大原則のはずだった。

　だからこそ逆説的に、その聖せい杯はいを探そうとする奴らは後を絶たないし、ついに見つかったと騒さわがれることも、歴史上では何度かあった。

「過去、絶対確実だと言われていた戦略がいくつかありますよね」

　俺おれの言葉に、ウォレスはメフィストフェレスのような笑みを引っ込める。

「ある。有名なものは、一九八七年のブラック・マンデーの引き金にもなった」

「ポートフォリオ・インシュアランスでしたっけ。そういえば、あれもまた保険の名前が入っているのか……」

「なんですか、それ？」

　若いマルコが口を挟む。とはいえ、俺もまだ生まれていない頃ころの話なのだが。

「一九八〇年代のアメリカに存在した、投とう資しのための保険というか、投資戦略だよ。ある株かぶ式しきの現物買いポジションに対し、値が下がりそうな兆候が出たら同時に先物に空売りを出して、ヘッジする。現物の値段が下がっても、先物の空売りで利益が出るので損が出ない。だから、ポートフォリオの完かん璧ぺきな保険だ……などという、至し極ごく幼稚な発想の代しろ物ものだったな」

「……それってだめだったんですか？　理屈としては……正しい気がしますけど」

　口を挟んだのはマルコだ。

　ウォレスは目を閉じ、俺の炭酸水を勝手に手に取ってすすっている。

　俺は通りがかった店員に新しい分を頼み、それからマルコに説明した。

「理屈はよかったけどな。当時は誰だれも『ガンマの罠わな』に気が付かなかったんだよ」

「え？　ガンマ、の、罠？」

「ざっくり言うと、ある株式の値動きの幅がデルタ。その値動きの速度がガンマだ。要するに、あまりに値動きが速すぎる時、売買が間に合わなくて理論と現実がどんどんかい離りしていくんだよ」

　ウォレスは尖った喉のど仏ぼとけをごくりと鳴らしてから、ふと口を開いた。

「特に……あの時は、ポートフォリオ・インシュアランスを完璧なシステムだと思って、市場参加者の全員が同じ戦略を取っていた。その結果、ちょっとした値下がりをきっかけに、全員が一いつ斉せいに売りを出した。馬ば鹿かな話だ。救命ボートは確かにそこにあったが、全員で乗れば沈むに決まっている。株式売買とは、売りと買いが存在するからこそ成立するのだ。あのシステムは、売った物を誰かが必ず買ってくれることを前提にしていた。だが、それを盲信していたためにガンマの罠に嵌はまった。ガンマの罠とは要するに恐怖心、あるいはパニックの尺度のことだ。当時はまだ、そこまで市場のことを理解していなかったのだ」

「えっと……じゃあ、今回の聖杯も、そういうことですか？」

「マルコ」

　俺おれはその名を呼んで、肩をすくめた。

　ウォレスの眉み間けんに不ふ機き嫌げんそうな皴しわが寄っている。

　マルコは首をすくめて、ソファーの上で身を縮こませていた。

「世の中の知識については、四つの分類ができる」

　俺はマルコに言った。

「つまり、あることについて、自分がそれを知っているということを知っている状態。たとえば、このクラブ２５では料理にわがままを言えると知っているとかな。もう一つは、知っているということを知らないという状態。これは、常識とかがそうだ。いつもは意識していないが、実は知っているという状態。残る二つのうち一つは、知らないということを知っている状態。たとえば、タガログ語で金かね儲もうけのことをなんと表現するのか、俺は知らない、ということを自分で知っている。そして、最後の一つ。これは、知らないということを知らないという状態だ」

「魔ま物ものはそこに潜ひそむ……。非線形の世界に巣食う、誰だれにも予期できない黒い白鳥のことだ。どんな場所でも、なにが起こるかはわからない。そこにすべてを賭かけていた時、世界の破は滅めつを目の当たりにするだろう……。例えば、アバロンなどよい例だろうがな」

　マルコは呟くウォレスをちらりと見て、それから、俺を見る。

　ゆっくりと口を開いたのは、マルコなりの勇気だ。

「え……と……じ、じゃあ、問題がなにかはわからないけれど、なにか問題が起こる可能性がある……？」

「そんなところだ」

　転ばぬ先の杖つえ。石橋を叩いて渡る。

　そんなことわざが世界中の至るところにあるが、想像もできないようななにかが起こりうるから常に注意を払うべき、というのは果たして合理的なことなのかどうか。

　なぜなら、この領域に潜む危険というのは、太陽が爆ばく発はつするとか、隕いん石せきが月面に直ちよく撃げきするとか、ありえないけれども想像できるリスク、よりもさらに予想外のことを示すからだ。

　そこにまで注意を払うのは、もはやある種の精神疾しつ患かんではないのか？

　マルコはそんなことを言いたそうな顔をしているが、その気持ちはわからないでもない。

　ただ、無リスクで利益が入るという聖せい杯はいは、ほとんど論理矛む盾じゆんであるというのも事実だった。

　なぜなら、もし無リスクの投とう資しができるのであれば、Ｅ・Ｊ・ロックバーグがすべて自前で行っているはずだからだ。

　なのに、保険金と証しよう券けんの利率に差があって、人々がなお群がっているということは、どこかに欺ぎ瞞まんがあるはずだった。

　可能性としては、三つ。

　隠かくされた利益がＥ・Ｊ・ロックバーグ側にあるか、誰にも見つからないように埋め込まれたリスクがあるか、あるいはその両方だ。

「錬れん金きん術じゆつ師しの言う、鉛なまりを金に変えるというのは……あれは端たん的てきに噓うそだ」

「賢けん者じやの石、がですか？　でも、それは伝説というか、そういうものですから……」

　地球かぶれのマルコは、そういうところだけは詳しいらしい。

　ウォレスは片目を開けてちらりとマルコを見て、鼻を鳴らす。

「そういう意味ではない。現在の科学技術を使えば、ビスマスの原子を金の原子に変えることはできる。だが、鉛を金に変える錬金術師の話はそういうことではない。現実に、鉛の鉱石には金が含まれているから、鉛の中から金を取り出すことができる。それを大げさに言ったことに過ぎんのだ。なんとなれば海水からだって金は採取できる。だが、それは海水を金にしたわけではない」

「えっ……と……」

「あそこで騒さわぐ連中を躍おどらせているＥ・Ｊ・ロックバーグの人間は、鉛の中から金を取り出す方法を見つけたのだろう。そして、それを伝説の錬金術に見せかけている可能性がある」

「で、でも……」

　マルコがおずおずと口を挟むと、俺おれとウォレスの視線を同時に受け取って、さらに身を縮めていた。

　だが、口を閉じなかったのは、クリスのような若い娘が、あの広間でちやほやされている理由と同じだ。

「数学は、検証が可能な世界共通のツールです。欺ぎ瞞まんがあるのなら、市し場じようの数学モデルの隙すきをついて取引するタイプのクオンツたちに裏をかかれているはずでは……」

　ウォレスはそんなマルコをじっと見て、マルコもまた、少年らしい頑固さでウォレスを見つめている。その沈黙の睨にらみ合いがどれくらい続いたのか、ウォレスが先に視線を逸そらし、どこか楽しそうに笑った。

「私の二つ名を言ってみろ、少年」

　どうやら、ウォレスは意外にマルコを気に入ったらしい。

「そ……それは……」

「悲観の帝王」

　俺が言うと、ウォレスは悪あく魔まのようにくつくつと喉のどを鳴らしていた。

「そう。私にはその数学の論理的な健全性を疑う術すべがない。だが、その大前提を疑うことならできる」

「大、前提？」

「歴史を振ふり返るべきだ。数学は万能ではない。神はこの世の真理を完かん璧ぺきには見せてはくれんのだ」

　ウォレスの言葉は重く響ひびく。特に、俺はこの月面で失敗も経験してきたし、巨大な欺瞞も暴あばいてきた。そういうことはありうるのだ。世界がひっくり返るということは、ありうるのだ。

「しかし、聖せい杯はいと名が付くだけで、一月に十七億ムールの売り上げとは……恐ろしい世の中ですね」

　俺おれが呻うめくように呟くと、ウォレスは小さく咳せき払ばらいをした。

「私はだからこそ、好機だと思っているがね」

　ウォレスの薄い青の瞳ひとみは、力強い光に満ちている。

　俺はテーブルの上の冷めたフライドポテトを一つつまむ。一流の料理人がどう上手に調理してもジャンクな食べ物だ。鉛なまりは金に変わらないという世の真理は、ここにも通用する。

「君はこの世界で数少ない、釣つり合あいを維持している人間だ。そのうち、協力できることもあるだろう」

　ウォレスは杖つえをついて立ち上がる。

「どちらに？」

「帰るのだよ」

「もう少しゆっくりされたらどうですか」

「はっ」

　ウォレスは肩をすくめ、蔑さげすむような目を俺に向けてくる。

「私は自分の考えをまとめに来ただけだ。それには人と会話するのに限る。マリアでは話し相手にならん」

　つまり、わざわざこの騒さわぎを見に来たのは、俺と会話することも目的の一つだったらしい。

　目つきの割に、口にしていることは照れ屋の頑固爺じじいみたいだ。

「狂気は、遠くにいるからこそわかるものだ。ここにいてはきつすぎる」

　ウォレスは中央広間を見て、嫌いやそうに鼻を動かしていた。

「では、また儲もうけ話でもしましょう」

「ああ。この騒ぎは……」

　ウォレスは息を止め、ぞっとするほど鋭い目をして、言った。

「始まりにすぎないのだからな」

　そして、ウォレスは店を後にした。広間の騒ぎは相変わらずで、隅すみのほうでは営業の人間だろう連中と座り込んでいる者もいる。今買わなければ損だ。もっと買わなければ損だといった雰囲気に満ちている。理屈としてはそうなのだろうし、これだけ売れているということは、それだけ利益を手にしている者がいるということなのだから。

　ウォレスのような人間は、そこに欺ぎ瞞まんがあると踏ふんでいるらしい。

　筋金入りの空売り屋らしい考えといえる。

　ただ、てっきりこの騒ぎを鎮しずめるほどの演説をすると思っていたウォレスは、ひょこひょこと杖をつき、背中を丸めて店を後にしてしまった。それは、誰だれもが浮かれ騒ぐ中、真実を見極め手ぐすね引いて利益を待っている賢けん者じやの慎ましさか。それとも、この騒さわぎを受け入れられない孤独な老人の寂しい背中なのか。

　俺おれは、公平な心を持っていると思っていても、ウォレスの背中に力は感じられなかった。

　なにせ、ウォレスはここしばらくずっと損続きの人間なのだ。彼の戦略は間ま違ちがっている、と市し場じようが証明してしまっている。ＡＢＳを錬れん金きん術じゆつだと切り捨てる様が、負け惜しみに見えてしまうのはどうしたって避さけられない。

　実際、ここで演説をしたところで、人々はいきり立って反論するより、生温かい目で彼の話を聞くだろう。そうですね。そうですね。ところであなたの今期のパフォーマンスはいかがですか、と。

　時代は移り変わる。それまでうまくいっていたことがうまくいかなくなり、別の手法が突然うまくいくことがある。

　ここで行われているのは、新時代の投とう資しなのかもしれない。

　ただ、俺がウォレスを哀れだと思わないのは、決して人間ができているからではない。

　俺もまた、本能的にそこに欺ぎ瞞まんを感じてしまうようなスタンスの投資家だからだ。

　そのことを思うと、まるで、風か邪ぜのひきはじめの時のように、胸の奥の違和感に不安を覚えてしまう。俺も、すでにウォレスのように時代の先せん端たんから引き離はなされ始めているのではないか。

　俺はウォレスを見送るために立ち上がったまま、欲望と大金の渦うず巻まくフロアーをぼんやりと眺めていた。

「悲観の帝王……か」

　俺は椅い子すに座り直し、小さくため息をついたのだった。







「ちょっと外に出てくる」

　俺はそう言って、マルコを席に残し、テラスに出た。

　どうやら今日の催もよおしは主催者による例の債さい権けんの売り込みパーティーのようだから、どこのファンドからどれだけ人が招かれているかで、主催者から見た参加者の懐ふところ具合を推測することができる。ウォレスのところが一人しか呼ばれていないのは、そういうことだ。

　そして、各人には得意な投資というものがあるから、誰だれが儲もうけていて、誰が失敗しているかは、現在の市場でどんな投資方法が有効なのかを推おし量はかる一つの指し標ひようになる。そのために、俺は人の顔が見通せる場所に陣取って、オペラグラスなど持ってきたのだ。

　だが、そんなことよりも考えたいことがあった。

　疑わしき錬金術。素晴らしき錬金術。

　宇宙開かい闢びやく以来、いつだってリターンとはリスクを負う代わりにもらえる褒ほう美びのことだった。

　では、聖せい杯はいと呼んで差さし支つかえないほどの利益を手に入れるために負わなければならないリスクとは、一体なんだろうか。

　俺おれにはわからないし、想像もつかなかった。

　もちろん、たまにはそういう例外もある。売られているくじをすべて買い占めると利益が出てしまう宝くじなどがその一例に当たる。ところが、これだって地球の実際の事例では宝くじ発行側が自分たちの誤りに気が付いて中止を決め、訴そ訟しよう沙ざ汰たになった。買い占めシンジケートは払い戻しでわずかな利益を得たとも、人件費の分だけ損を出したとも言われている。その手の話は、あくまでも理屈の上では、という注釈がついていて、ほぼ必ず、予想しなかった現実が邪じや魔まをする。

　だとすれば、宝くじよりも複雑な金きん融ゆうの分野で、まさか聖せい杯はいのようなものが存在するとは考えることすら愚おろかだった。

　だから、俺は、はっきりと言えば不ふ機き嫌げんだった。考えれば考えるほど、自分が時代遅れであると告げられたような気がしたからだ。不ふ貞て腐くされた俺はテラスに出て、あまり飲まない酒を注文し、冷えたジンをすすっていた。

「お気に召しませんか？」

　ふと聞こえてきたそれを、誰だれかほかのテーブルに着く人に対する台詞せりふだと思った。

　だが、人の気配はすぐ後ろにある。

　振ふり向くと、そこには見慣れていたはずなのに、どこかが昔と違ちがう顔があった。
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「いや……おいしいよ」

　俺おれがジンの入った細いグラスを傾かたむけると、クリスはくすぐったそうに笑って、テーブルを挟んだ反対側の席に座った。

「違ちがいますよ」

「……ＡＢＳのことか」

　資産担たん保ぽ証しよう券けん。ウォレスが錬れん金きん術じゆつと呼んだもの。

「ドクター・ウォレスがいましたね」

　クリスは酒と一いつ緒しよに出されていたナッツを一つつまみ、栗り鼠すのようにかじる。

　店内を広く見渡せるということは、店内のどこからでも、俺たちの席を見ることができる。

「私の数学は、完かん璧ぺきですよ」

　見た目は相変わらずどこか小動物みたいなのに、その口調は揺ゆらぎのないものだった。

　四年という月日は人を変える。

　それが嬉うれしくもあり、哀しくもあるが、クリスには昔から胸の内に芯しんがあった。

「そこは疑わないよ」

「では、なにを？」

「さてね。俺は株かぶ式しき投とう資し専門で、仕組債のことは詳しくないんだ」

　しかも、その株式投資の中でもさらに古臭い、割安で今後成長しそうな株かぶだけに投資するバリュー株投資。

　ずるずると腰を落とし、腹の上で手を組んだ。

　視線の先にはニュートンシティの煌きらびやかな夜景が見える。

「褒ほめてくれないんですか？」

　クリスの言葉に、俺は視線だけを向ける。

　クリスは手元を見ながら、ピスタチオの殻からを割っていた。

「今年のボーナスの金額は、天文学的数字です」

「報告されてる売り上げを見たよ。しかも、あれはどうやら天井ではなさそうだ」

「ふふ。会計規則や格付け会社を利用していますからね。リスク大好きな月面の人たちだけじゃなくて、保守的な地球の人たちにもどっさり売れてます。事務手続きが追い付かないくらいですから、実は公表されている数字より何倍も売れています」

　ぱき、という音を立てて割れたピスタチオの殻は、投資の世界の深遠な謎なぞを解いたという暗示なのかもしれない。

「未み曽ぞ有うの収益だろうな」

「今年は、うちの部門が世界で一番儲もうけるはずです」

　視線を上げたクリスの目は、どこまでも無邪気だ。欲に目がくらんですらいない。

　本当は金などどうでもいいのだろう。

　ただ、だからこそ、クリスはついと視線を逸そらし、遠くを見るような目で、言った。

「どこまで行けるか、試したいんです」

「すごいところまで行くよ。それは間ま違ちがいない」

　俺おれもナッツをつまみ、かじる。

「でも、すごいところに行く前に、リサがたまには教会に来いだってさ」

　昔は俺がクリスに言われていた言葉だ。数億ムール、数十億ムールの話が飛び交う世界の人間にしては、ひどく現実的な言葉だった。

　クリスもそのことに思い至ったのか、くすぐったそうに首をすくめていた。

「忙しいんですよ」

「わかるよ。楽しくて仕方がないんだろ？」

「……ふふ。私は悪い子なのでしょうか」

　クリスは背が少し伸びて、無邪気さはそのままにちょっとだけ大人っぽくなった。

　きっとモテるだろう。

　そして、これからさらに高いところまで行くだろう。

「悪い子だと思う。強ごう欲よくの権ごん化げだ」

「なら、きっといつかリサさんの元に行く必要があると思いますから、今はやめておきます」

　クリスは塩のついたアーモンドを口に放り込み、手を払った。

「ハルさんのプロジェクトのニュース記事見ましたよ」

「ありがとう」

「もしも資金の都合をつけたければ、ぜひ当行に。融ゆう資し部を紹介いたしますよ？」

　笑えるかどうか、ぎりぎりのラインだった。

　俺は笑わず、クリスを横目に見て、風景に目を戻した。

「安易なレバレッジは身を滅ほろぼす。身の丈たけ、という言葉を大事にするべきだ」

「巨大なアバロンを倒したハルさんが言うと、説得力がありますね？」

　その言葉にはさすがに笑い、姿勢を戻して、俺は言った。

「一ヶ月の売り上げが十七億ムールと聞いて、正直、嫉しつ妬とした。悔しかった。俺も八年前の小こ僧ぞう時代とあまり変わらないんだよ。苛いじめないでくれ」

　その言葉に、クリスは目を見開いたままぼんやりと俺を見て、それからゆっくりと、笑顔になった。

「ハルさんは、やっぱりずるいです」

「色々な人に言われる」

「でも、ありがとうございます。また、頑張れます」

「ああ」

「もう戻らなきゃ。今日の売り込み目標は五億ムールですからね」

　本気なのか冗談なのかわからない。俺おれが聞き返す前にクリスは立ち上がり、歩き出す。

　俺はその背中に、思わず声をかけた。

「クリス」

　クリスは立ち止まり、しかし、振ふり返らない。

　わずかな沈黙の後に、俺は言った。

「ＡＢＳを少し買いたいんだけど、いいかな」

　そして、緊きん張ちようで体を固くしていたクリスは、肩の力を抜いて、振り向いた。

「ハルさんの意地悪」

「よりを戻したいって言うべきだったかな」

「べーっ」

　あっかんべーをして、クリスは笑っていた。

「開発者権限で、いくらでもご用意いたします。トラックいっぱい欲しいですか？」

「いや、最小単位で」

　その言葉に、クリスは笑顔のまま、笑顔ではなくなった。

　そういう顔もできるのか、と俺は少し感心した。

　Ｅ・Ｊ・ロックバーグなどの大手銀行は野や獣じゆうの群れだ。

　クリスはそこで、ひとかどの成功を手に入れているのだ。

「かしこまりました。営業担当に言っておきます」

「助かる」

「いいえ。これからも、Ｅ・Ｊ・ロックバーグをよろしくお願いします」

　わざとらしくすまし顔で言って、最後だけはいつものように笑って、店内に戻っていった。

　ある証しよう券けんを最小単位で、という言葉には意味がある。

　しみったれた個人投とう資し家かでもなければ、それは間ま違ちがいのない疑念の証あかしだった。証券を買えば、その目もく論ろ見み書しよや、顧こ客きやくとしての質問に答えさせる権利ができる。つまりは、今からお前の商品を解体して粗あらを探してやるという宣言に等しかった。

　ただ、俺はジンをすすり、ため息をつく。

　思わずクリスの背中に声をかけていたのは、決してこれからこのＡＢＳに戦いを挑むのだという決意の表れではなかった。

　そんな意地悪は、四割くらい、クリスの成功に対する子供じみた嫉しつ妬とだった。

　そして、残りの六割は、置いていかれたくないという、焦あせりだったのかもしれない。
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　教会の中は暗かった。窓に暗幕が引かれ、光が入ってこないようにふさいであるせいだ。

　床の真ん中には小さな箱が置かれ、そこからコードが伸びて、唯一の光源である端たん末まつにつながっている。その端末の前には、セローが座っている。

「よーし、いくぞ」

　セローがそう言って端末のキーを押すと、なにかが震ふるえるような音がした。

　そして、緑色の光が床に置かれた箱から放射されたかと思うと、円えん錐すい形けいに広がった光の空間内に次々と光の線が生まれ、瞬またたく間に精密な街の様子が映し出された。

「おおっ」

　野太い声はガザニカのものだ。

　ただ、ほかの面々も息を吞のんだまま、その光景に目を奪うばわれていた。

「解体性に優れたモジュール建築キットでもここまで複雑な街にできる。気密性は宇宙空間でも対応できるレベルで、当然保温にも優れているからエネルギー消費利用は現状の十分の一。水、空気、熱、すべてを効率的に循じゆん環かんさせられるアルゴリズムはほぼ完成の域にある。それを動かすスパコンは必要になるけど、スパコンのための発電コストを上回るメリットがある。この理屈に従えば、今、月面で行われている野放図で無秩序な都市の発展ではなくて、理想的で効率的な都市をいくらでも拡張できるようになる」

「これでどのくらいの人口規模なんだ？」

　俺おれが質問すると、セローは端たん末まつを叩き、街の図の横に数字が出る。

「大体三十万人規模だな。効率的には、現状の月面第四都市計画と比べて、維持費用を半分以下に、土地の利用効率は三倍になる。住宅問題はかなり解決できるはずだ」

　俺はその映像をじっと見つめている。俺が住宅支し援えんプロジェクトに嚙かんでいるのは、このプロジェクトはそのまま火星への計画に応用が効くと踏ふんでいるからだ。

「住宅問題が解決されれば、人々に多少の余裕ができる。余裕ができれば彼らも月面の未来に考えを馳はせられるようになる……か」

　ガザニカが、自分の目標を確認するかのように呟いている。

「それで、この規模だと予算としてはどのくらいなんだ？」

　ガザニカの質問に、セローは肩をすくめた。

「全く予測ですけどね。一千億ムールの単位で済むと思います。後は規模の経済の問題です。規模が増えればコストは下がるけれど、規模を増やすためには、この都市に住む動機がなければなりません。低い所得層だけが住めるようにってのはよくないです。そういうイメージが定着すると、住民が成功した後に出て行ってしまう。かといって思想統制するわけにもいかない。古い地球の世界になってしまいますからね」

　セローがどこか冷やかすように言ったのは、計画に夢中になりすぎて足元をすくわれないように、というところだろう。長い指をひょいと空中で回すと、部屋の明かりがつく。

　それで、俺たちはなにか夢から覚めたような感覚がして、色の薄うすくなった緑色の街のホログラムを見た。

「でも、技術的にも金銭的にも新設計の都市建設は可能なのに、実行はされないんですね」

　そう言ったのはレナだ。

　女好きのセローがどこかきざったらしく答える。

「現状で実現されない理由は、その単位の金額を動かせる連中にとってそうする理由がないからですよ。むしろ、既得権益を握っている人たちは、触さわりたくないことでしょう。エメラルドインダストリーが包括的な都市設計に乗り出さないのは、独占禁止法を恐れているというより、都市の設計や開発を子会社にばらばらにやらせたほうが利益が出るからだと言われてます。非効率は、時として開発者側の利益になることがあります。大統領がどれだけ都市計画の立法を試みても議会に潰つぶされるのは、そういうわけでしょう？　議員連中は実質的に企業の社員ですから」

　セローがガザニカに話を振ふると、ガザニカは腕組みをしたまま、ぐむう、とうなずいた。

「では、やっぱり私たちがやらないと？」

「もちろん」

　セローは既婚者相手にも容よう赦しやしない。満面の笑みと共に端末をいじってホログラムを消すが、レナはそんなセローの顔など全く見ず、役所で見せていたように疲れた顔をしていた。

　ガザニカはソファーに座り、リサはレナと一いつ緒しよにシンク脇のテーブルの椅い子すに腰かけている。俺おれはマルコと並んで壁かべ際ぎわに立っていて、これでセローを加えると、この大それた計画の中心メンバーがそろってしまう。もちろん、賛同してくれている面子メンツや、レナやリサと一緒に事務仕事を回している人たちなどを含めると協力者は優に百人を超える。

　だが、なにもないところから、やろう、と手を取り合ったのは、結局ここの面子に集約される。

「まあ、このご時世、計算のためのリソースだけは山ほどあるから、このプログラムを使って月面第五都市そのものの設計はすぐできる。実際に人間活動をシミュレーションもできるでしょう。どういう人たちにどういうふうに住んでもらいたいかをシミュレートして、逆にそこからどういう政策をとればいいかのヒントも出てくるかもしれない」

「ＳＦみたいねえ」

　リサの言葉に、レナが言う。

「地球の人たちは、ここもＳＦみたいだと思ってますよ」

「確かに……世界地図のどこに月面都市があるのかって聞かれたことあるわ」

「あのプロジェクト１号棟だって、新技術の粋すいが詰つまっている。あの建物をそのまま火星に持って行っても機能するって知ったら、住んでいる奴らも驚おどろくだろうな」

　セローの軽口に、さざ波のような笑いが起こる。ちょっと前まで、この計画はまだホームパーティーの時に語られる再来年の旅行みたいなものだった。

　けれども、この欲望に酔よいきった月面をひっぱたく計画は、形を取ってしまった。もう、引き返せない的な感覚は、絶対の自信がありながらも、巨額の投とう資しを行った時のような緊きん張ちようと興奮がある。

「まさか、夢が現実になるなんて、という興奮を二度も味わえるとは」

　ガザニカがため息交じりに言う。まさか本当に大統領になれるとは、がしばらく口くち癖ぐせだった。

　ガザニカの言葉を継ついだのは、レナだ。

「少なくとも現時点では、不思議なほどうまく回ってますね。式典についても、地球の人たちを含め、応援メッセージがすごく多かったです」

「月面も二十五周年だものね。問題点はいまや明白だし、月で暮らしてた人がたくさん地球に帰っているし、そういう人ほど、月にはもう少しまともになってもらうか、誰だれかに諌いさめて欲しいと願ってる」

「下からだとよく見えるからな」

　セローが言って、コーヒーをすする。

「実際、きれいごとだけではなく、地球のほうもなにか月を責める口実が欲しいってのはあるだろうな。経済では完全に月面に水をあけられている。本社はばんばん月面に行ってしまうし、技術革新はほとんど月面発だ。地球の閉へい塞そく感かんは相当なものらしい。地球から見ると、月は金色に輝かがやいている」

「だが、月面を正気に戻させるこの計画は、まだ夢物語に近い。この住宅支し援えんプロジェクトも、月面でバラバラになっている低所得者や、孤立している移民たちをまとめるものとしてはなんとか形になったばかりだ。それには私の力不足というのもあるのだが、なんにせよ、せっかく形を取ったプロジェクトだ。大事に大きくしていければと思う」

　事前に練習してきたのか、とからかいたくなるくらいだったが、ガザニカの演説は悪くなかった。拍手こそ出なかったが、みんなが笑顔なのだ。議会では敵ばかりのガザニカは、公の場では絶対に見せないくらい、嬉うれしそうな顔をしていた。

「それでは、すまないがそろそろ失礼するよ。キャンセルの入った会合で空いた時間だったのでね」

「いいえ。お忙しいところ抜けてきてくださってありがとうございました」

「リサさんにお礼を言われると、倍返しをしないといけない気になるから怖い」

「気のせいじゃないですよ」

　セローが言うと、ガザニカは大笑いしていた。

「では、次は定例の会議の際に──」

　と、ガザニカは出て行こうとして、ふと俺おれのことを見た。

「あ、ハル、ちょっといいか」

「ええ」

　セローはレナに求められて、デモンストレーションよりかは小さいホログラム映像を映し出し、リサもなにか別のことをやり始めた。

　俺はマルコを連れて、ガザニカと共に教会の外に出た。

「頼んでいたことについては、どうなってる？」

「研究所の話ですか？」

　俺が聞き返すと、ガザニカは視線をちょっと巡めぐらせて、声を潜ひそめた。

「ああ。実は、地球から非公式なルートでタレこみがあってな。それも、割と固い筋からで、気になってるんだ」

　俺がマルコを見ると、マルコは小さく肩をすくめた。

「ヘルスケア関連企業のアナリストに聞いたら、やっぱり月面の目立たない御用研究所みたいでした。月面で使えば五倍瘦やせられるとか、低重力下でも筋肉増強が認められる低反発マシーンだとか、そのへんの広告に使うデータに、公的なデータ、の箔はくをつける場所です。それっぽい汚職は……なきにしもあらずでしょうけど、大きくなりそうな感じはないですよ」

「うー……む？」

「なにか思うところが？」

「うむ……いや、まあ、そうか。それなら、いいんだ」

　ガザニカは腐くさっても大統領だ。喋しやべることができることと喋れないことがあるだろう。

「ほかの諮し問もん委員会の方にご相談は？」

　大統領には、各分野においてアドバイスをする専門家集団がいる。

　俺おれは経済諮問委員会の常任メンバーになっている。

　もっとも、歴史と威厳ある地球の国家なら大事な立場なのだろうが、成立過程とそもそもの物理的な距きよ離りから、国際政治の蚊か帳やの外に置かれている月面では、大した地位ではない。世界からは月面は国家というより、国家の名を借りた巨大カジノという認にん識しきでしかない。

　しかも、そこの大統領は、いわばカジノにテナントとして入る大企業が合議で選ぶお飾り支配人の立場に近い。そもそも議員からして、どこかの大きな企業に入社したエリートが、その会社の利益のために派は遣けんされていることが多い。入社後に会社の金で大学院に学びにいくようなもので、出世コースの一つ、月面でビジネスを取り仕切る人間の教養のうちのひとつ、として認識されている。

　ガザニカみたいな魂たましいの入った人間が大統領になったのは、本人が言う以上に奇跡なのだ。

「していない。君ら以外の人間は、誰だれが誰とつながっているかわからないからな」

「つっこんだ調査が必要なら、本腰を入れますが」

「ん？　うー……ん……」

「？」

　ガザニカの煮え切らなさがよくわからない。

　ただ、ガザニカは俺を見て、こんなことを言った。

「いや、追加の情報が入るまで待ってみよう。それまでは触さわらないでくれ」

「？　それは、別に構いませんが」

「それと、資金についてはどうなっている？」

　教会では聞きづらいことのひとつ。

「今期の伸び率は十七％です。寄付と運用合わせてです」

「保守的だなあ……もっとどうにかならんのか。不動産の相そう場ばはここ数ヶ月落ち着いているが、またすぐ跳ね上がるだろう？　今のうちに大規模に土地収用などを進めておきたい」

　土地が限られ、移民の流入が止まらない月面では、不動産は株かぶよりもすさまじい値上がりを見せている。

　そんな中、住宅支し援えんはどうしても規模を大きくしたほうが効率が上がる。しかし、そのためには動かす資本が大きくなければならず、資本が大きいとわずかな相場の差が莫ばく大だいな金額を左右する。

　特に、月面の不動産相場は天井知らずだから、早く買えるならそうするに越したことはない。

「リスクを取ろうと思えば山ほど取れますが……趣しゆ旨しに合いますか。この手のものは、損をしたら言い訳できませんよ。寄付金は善意の金であって、博ばく打ちの種銭じゃありません」

「う……む……それが難しいところだ。だが、先日、特殊な債さい券けんの話を聞いたぞ。地球の高名な機き関かん投とう資し家かが参入しているらしいな」

　間ま違ちがいなく、ＡＢＳのことだ。

「国こく債さいと同じ格付けの債券の話ですか」

「それだ。買えば買うだけ儲もうかると聞いた。しかも、破は綻たんの可能性は国債より低いと聞いた。ならば買わない理由がないだろうと思うのだが、どうなんだ？」

　そう言われ、俺おれはやはり昔ながらのリスクとリターンの話をせざるを得ない。

　ＡＢＳは例外だ、と言いたくなる気持ちがどうしてもある。

「あれは怪しげな会計規則とセットですし、自分も仕組債は詳しくないんですよ。確かに、大統領の仰おつしやるとおり、買えば買うほど儲かる仕組みになっています。ですが……」

「ふむ。まあ、君が慎重になるということの意味は重大か」

　ガザニカは意外にあっさり納得して、そう言った。

　自分はその手のことに疎うとい、という自覚があるのだろう。

「そんな評価を頂けて光栄ですが、大統領こそよく御存じで」

「むう。議会は金儲けの巣だからな。その手の話がよくかけめぐる。だが、君はあのアバロンを倒したのだからな。私は君を信じている」

　ガザニカはでかい手で俺の肩を叩き、歩いていく。

「君は君の役割を頼んだよ。月面の英えい雄ゆう！」

　ＳＰに迎えられ、車に乗り込む直前にガザニカは手を大きく振ふった。

　少年みたいな人だな、とやっぱり憎にくめない。

「ＡＢＳは大人気ですね」

　車が走り去るのを見送って、マルコがそう言った。

「俺は俺の役割か……。現状はモーモーを見守る日々だな」

「またそんなこと言って」

　マルコに睨にらまれ、俺は両手を上げた。

「わかったわかった」

「この後も電話会議と、目を通すべきリサーチレポートが目め白じろ押おしですよ」

「そこから金の源泉を見つける。そういうことだろう？」

「そういうことです」

　年下のマルコに励まされていては世話がないと思いつつ、一人ではないというのはそれだけで気が楽になる。

　俺は携けい帯たい端たん末まつでリサに連絡を取って、そのままマルコと共にシュレーディンガーストリートに戻ったのだった。







　クラブ２５の騒さわぎから一週間、俺おれは結局いつもどおりにひたすら株かぶ式しき市し場じように浸る毎日だった。

　なので、途中にガザニカとの会話で話が出てきたものの、Ｅ・Ｊ・ロックバーグのロゴが入った封書が届くまでＡＢＳのことは頭の中になかった。

　およそ五百社の会社の財務諸表に目を通し、五十社を超える会社の人間と電話会議をし、十社くらいの詳細を検討して、結局一社も投とう資ししなかった一週間だ。

　ふと徒労を感じ、ため息をついた時にちょうど封書が届いたので、やや嫌いやな気分になったのは確かだった。

　なにせ、この封書が届くまでにクリスたちのチームは一体いくらを稼かせぎ出したか、ついつい計算してみたくなる。しかも、その証しよう券けんが売れたということは、錬れん金きん術じゆつを使って同じくらいの利益を計上している投資家がいるはずだった。

　すべてが幸せになっている。

　そうでないのは、病的な悲観の帝王か、意固地なほど古い投資の不文律に従っている投資家だけだ。

　宛名がシュバイツェル・インベストメントとしてではなく、俺の個人名義になっているのは、ある種の意地だった。それでなくても、聖せい杯はいのＡＢＳは、うちの投資ファンドの趣しゆ旨しにそぐわない。

　多くの投資ファンドは、大抵専門の投資分野を限定して営業を行い、出資者にもそう説明する。もちろん、多少は融ゆう通ずうを利かせるのが普通だし、中にはどんな投資手法かは全く明かさず、なにが起こっても文句を言わない人間にだけ絞って資金を集める者もいる。しかし、そんなことができるのは誰だれにも文句を言わせないほどの成功を手に入れている一握りの覇は者しやたちか、そういうミステリアスな雰囲気を演出して資金を集めようと目もく論ろむ者たちだけ。

　将来になにが起こるか全くわからない業界な上に、製造業のように生産する商品も工場のような資産もなく、あるのは、名前と信用だけだから、俺たちがこの仕事をやっていけるかどうかは、すべて顧こ客きやくからの信用にかかっている。

　そういう状況だから、儲もうかりそうだという理由だけで手を出せば、金額の損以上に、なによりも大事な信用を失うことになる。

「購こう入にゆうしたＡＢＳの仕様書、テキストベースで一．五ＧＢもありましたよ」

　移動中の車の中で、マルコが相変わらず端たん末まつを片手にそう言った。

「全部読むつもりですか？　書類に打ち出したら、一万ページくらいになりますけど」

「全部を読む必要はない。要旨がわかればいいよ」

「その要旨もわかりますかねえ……」

　マルコが小さく呟く理由も予測がつく。

　この手の金きん融ゆう商品は、ほとんどが不必要に難しい法律の条文でびっしり埋められている。必要があってそうしている以上に、買い手側がなんらかの損失を被こうむった場合、法的手段に訴える気持ちをなくさせるためにそうしているのだ。

　契約は、意地悪が一万ページ分詰つまった仕様書に同意したものとして結ばれる。だが、そんなものを本当に読む人間は一万人に一人いるかどうかで、理解している人間となれば、十万人に一人もいないはず。仕様書を製作した人間たちだって怪しいものだ。

　この手の複雑な仕組債や、デリバティブと呼ばれる商品の世界では、投とう資し家かは条文と数学のジャングルに放り込まれ、商業銀行や投資銀行の餌え食じきになる。歴戦の投資家でさえ、深手は免まぬかれない。地球から続く食物連れん鎖さだ。

　俺おれは外の景色を眺めながら、小さくあくびをする。

「法務をやってもらってるミス・サティアにも仕様書を送っておいてくれ」

「ええー……？　サティアさんに頼むと、すごい金額請せい求きゆうされますよ……」

「だが、彼女の得意分野はまさにここだろ？　プロに頼むべきだ」

「まあ、そうですけど……。事務所にあんなものを額に入れて飾っている人、見たことないですから」

「はは」

　俺は小さく笑う。

　金きん融ゆう法務を得意として、数十人からなる弁護士集団を率い、億の単位や十億、時にはそれ以上の莫ばく大だいな金額がかかった裁判の法廷で闘たたかう敏びん腕わん女性弁護士、ミス・サティア。

　彼女のこぎれいなオフィスには、彼女が勝利を勝ち取った裁判での、裁判官からの評が飾られている。

　曰く、脳が麻ま痺ひするほど濃のう密みつにして衒げん学がく的てきな法律的表現に満ちた、人類の法学的到達点。

　ジャングルの掟おきてを知るには、ジャングルの覇は者しやに案内してもらうべきだ。

「それで、僕ぼくも仕組債とかデリバティブについては不勉強だったんですけど、探すと山ほど出てくるんですね」

「金利スワップ、フローター、カレンシー・ノート、クレジット・デリバティブ」

　俺が呟くと、端たん末まつ画面をなにか魔ま法ほうでも唱えるかのように五指で操あやつっていたマルコの動きが止まる。

「調べたんですか？」

「俺が学んだ数少ないことだ。知らないことには手を出すな。知れることは可能な限り知れ。とはいえ、この間の売り込み晩ばん餐さん会かいの後に調べただけだけどな」

「黒い白鳥の話もざくざく出てきましたよ」

「まさか、そんなことが!?　のオンパレードだな。株かぶ式しき投資が石器時代の行為に見える」

「あと、これって本当にまじめにやってることなんですかね？　金利に対する賭かけで、プレーンバニラスワップ、エキゾチックスワップなんてのもありましたけど。チョコレートやレインボースプレートッピングもあるのかな」

「そこに投とう資しの機会があって、リスクを取りたい奴らがいれば、なんでもいいんだろ。それに、この手の商品は人の見栄にも付け込んでるみたいだし」

「見栄？」

「我が社はリバース・デュアル・カレンシー・ノートにて、通貨リスクを長期的にヘッジしています。なんだか、いわく言い難い威圧感と安心感が出るだろう？」

　俺おれの言葉に、マルコは下唇を突き出して首をすくめていた。

「俺もクラブ２５で感じたよ。知らないことに手を出すべきではないけれど、もしかしたら、時代は根本的に変わったんじゃないかって。新しいことに手を出していないのは、慎重なんではなくて年を取ってしまったせいなのではないかって」

「その逆が、モーモーがはびこる原因の一つじゃないですかね。これが新時代だ、新しい投資だ、古い規律は滅ほろんだのだって」

　ＡＢＳに投資をしない俺をやや責める割には、マルコはやはりこちら側の人間のようだ。

「そう……だと俺も思う。いや、信じたいが正解かな。人は、誰だれかが儲もうけ話に手を出していると聞くと、なぜか理性を失ってしまう」

「なにもない場所を数人が見上げているだけでも、皆が足を止めるらしいですからね」

　車がニュートンシティの一角に止まり、俺はマルコに言った。

「そして、なにもなくても、そこになにかを見つけ出す場合がある……」

「願わくば、それが希望でありますように」

　わざとらしく神にお祈りするかのように言うマルコに、俺は首を傾かしげてから車を降りたのだった。







　マルコと一いつ緒しよに向かったのは、久しぶりに投資先の選定に少なくとも書類的には通過したソフトウェア会社だった。駆かけ出しの会社だが、売り上げは倍増を続け、会社の規模をどんどん大きくしている真っ最中。

　ただ、まだ株かぶ式しきは公開しておらず、一般には知られていない会社だ。

　俺が知ったのは、うちのファンドに投資をしている人間が、その会社の経営陣と懇こん意いだったため。紹介してきた理由は、拡大中の駆け出し会社にありがちな、現金不足のせいだった。

「お目にかかれて光栄です！」

　俺の手をがっしと握にぎってきたのは、妙に目の綺き麗れいな、背が高く太り気味の体をＴシャツとジーンズに無理やり押し込めた青年だった。

「ＣＥＯのリッチ・ティアーズです。『アバロン打倒物語』、月面に来る前から観みてましたよ！　直観に従って、無む謀ぼうだとわかっていてもそこに向けて証拠を集めていくあの姿勢！　本当に感動しました。僕ぼくのプログラミングの姿勢も同じなんです。でも、やっぱりなかなか賛同が得られなくて、あれを見た時は本当に勇気づけられました！」

「あ、ありがとうございます」

　身長が高いうえに肉もみっしりついていて、なおかつ起業して成功するようなモチベーションを持った奴らは、総じて暑苦しい。

　俺おれは圧倒されながら、握にぎられた手をされるがままにぶんぶん振ふり回されていると、横からすっと言葉を割り込まれた。

「ＣＦＯのジム・ブラックです」

　こっちは対照的に細身でスーツをきちんと着こんでいる。リッチはまだなにかまくしたてようとしていたが、俺はひとまず手を離はなしてもらって、ＣＦＯ、最高財務責任者のジムと握手をする。

「シュバイツェル・インベストメントの川かわ浦うらヨシハルです」

「私もお目にかかれて光栄です」

「ん？」

　と、俺は思わず呟いてしまって、ジムが聞き返す。

「なにか？」

「あ、いえ。失礼。リッチさんの後だったので、冷え症なのかと」

「ははは！　ジムにはもっと食べないとだめだと言っているんですけどね！」

　リッチはジムの背中をバンバン叩き、ジムは苦笑いしている。

　マルコも二人と挨あい拶さつをしてから、俺たちは会社の中に通される。

「社員は現在四十五人。稼かせぎ頭がしらは主に月面の低重力化における精密作業機械のシミュレーションプログラムです。月面での工場設計とか、宇宙空間用の建造物設計なんかにも使われますね。単純に重力の設定を六分の一にすればいいわけじゃありませんから」

　そこはだだっ広いワンフロアーのオフィスだった。俺のファンドが入るぼろビルのように、このオフィスがある場所自体は二流から三流の会社がひしめく場所だ。もちろん階層は地下に数えられる場所にあって、日当たり、風通しは最悪だ。ブラインドは日の光が入らないようにするというよりも、すぐ隣となりのビルの奴らと目が合うのが嫌いやだからそうしているのだろう。

　だが、こんなぶち抜きの部屋は賃料もそれなりにする。机もゆったり置かれていて、あちこちに休きゆう憩けいスペースと思おぼしきソファーやらがある。マルコもきょろきょろと見渡して、自分の中の採点基準に合わせて評価していることだろう。

　その一方で、この場にはとても自由な雰囲気があった。

　通ったことはないが、多分、大学などがこういう感じなのではないかと思った。

「うちは、机同士を区切るパーティションは極力低くしているか、置かないようにしているんです。ですから、入り口から奥まで全部見渡せるでしょう？」

　リッチが嬉うれしそうに説明する。

「そして、人間の動線が交差する場所にはコーヒーメーカーとソファーを置いています。うちは知識集約型ですからね。人と人との雑談の中から、ものすごいブレークスルーが生まれることがあるんです。このぶち抜きワンフロアーも相場より高い賃料になってますが、それを補ってあまりあるリターンがあると思っています」

　こちらがなにを見ているか、先刻お見通しなのだろう。

　本当に駆かけ出しの会社でなければ、社員を四十五人も抱えるようになるまでに、何度も銀行や出資者と資金の綱つな引ひきをしているはずだ。リッチも当初はきっとプログラムオタクでどうしようもない奴だったのだろうが、そうやって少しずつ磨みがかれてきたのだろう。

「定数的に示せますか？」

　俺おれは、ちょっと意地悪な質問をする。

　細ほそ面おもてのジムが油断のない目を俺に向けてきたが、答えたのはリッチだ。

「ははは。僕ぼくは腐くさってもプログラマーです。そういうのが大好きなんですよ」

「というと？」

「人間行動の研究によると、フロアーが二つに分かれると、そのフロアー同士の社員のやり取りの頻ひん度どは、物理的に十六ｋｍ社屋が離はなれている会社の人間のやり取りと同じ頻度になります。社内ＳＮＳとか作っても無む駄だです。人間は目に入るものを大事にし、脳は勝手にカテゴリーを作ります」

「目に見える一体感」

「ははは。答えを知っているじゃないですか。さすが、アバロンを倒した男ですね」

　リッチは大笑いしながら、途中の休きゆう憩けいスペースに置いてあったスナック菓子を手に取って、一番奥のスペースに向かう。

「ですから、僕のオフィスもガラス張りなんです。大企業の官かん僚りよう的てきな縦割りは大嫌いです」

　そして、すべてがガラス張りの一角の扉とびらを開け、俺たちを招き入れる。

　中には無数のコードが伸びたままのＰＣのパーツや、数式で埋まっているホワイトボードが掲かかげられ、手て垢あかで汚れ、ぼろぼろになった書しよ籍せき類が積み上げられている。エレノアの部屋みたいだな、と感かん慨がい深くなる一方、窓まど際ぎわには栗り鼠すの入ったケージが置かれていた。

「僕の上司のジョンです」

　リッチはそう言って、ゲラゲラ笑っていた。

「それで、今日は、出資の件ですよね？」

　リッチは見た目にふさわしく、やや居い心地ごこちが悪そうにそう言った。人間行動だのプログラムの効率性だのには興味があっても、そういう俗物的なことには拒否感があるのかもしれない。

「事前にお断りしておきますが、私は非常に渋いです」

「はは、大丈夫です。その点は、紹介してくれたケリーさんに念を押されています」

　最後にオフィスに入ったジムがガラスの扉とびらを閉じると、急に静かになる。

　遮しや音おん性せいに優れているらしい。

「仕事に集中できそうな環かん境きようですね」

「僕ぼくは構わないんですけど、ジムがね、どうしてもって」

「……あなたのプログラミングはプログラミングというより、祈き禱とうに近いので」

　マルコがぶっと吹きだしている。

　リッチが奇声を上げながら体全体でキーボードを叩く姿が容易に想像できる。

「ひどいなあ……」

「それでは、詳しいお話はＣＥＯに代わりまして私からご説明させていただいても？」

　リッチに任せているとまた雑談になりかねないと思ったのか、ジムは相手にせずそう言った。

　リッチもジムを信頼しているらしく、苦笑いしながらも口を閉じる。

　互いに足りないものを補い合っている、いいコンビだと思う。

「よろしくお願いします」

　俺おれもマルコに目配せして、諸もろ々もろの資料を展開させてから、そう言ったのだった。







　主力製品、その利益、今後の事業計画。

　結局、会社にとって重要なこととは突き詰つめて言えばこの三つだ。何百何千という会社の書類を見ていると、そのうち自分がなにを見ているのかわからなくなってくる。俺はそれを自分の能力不足だと思ったこともあったが、最近はそうでもないと思っている。

　結局、どれも同じなのだ。

　つまり、未来がどうなるかは全くわからないという意味で。

「……ですから、先ほどの鋭いご質問も、実は銀行さんからされていまして、克服すべき問題だと思っているんですよ」

　マルコの質問に、ジムがそんなふうな答えを返している。

　会社の血液である現金の流動性と、商品の開発、販売、売掛金の回収に至る時間軸とのずれ。この会社は新しん進しん気き鋭えいの会社にありがちだが、社員への福利厚生もとても手厚くなっている。社員が家を買おうと思えばローン補助を出したりするので、手持ちの現金が急減して赤ランプが点灯する時期がかなりあった。

　目が飛び出るほどの黒字を出していても、現金の枯こ渇かつで倒産する会社がある。特に小さいうちは少なくない。エレノアの会社も、要するにその脆ぜい弱じやく性せいを衝つかれて倒産した。

　あの巨大なアバロンですら、結局噓うそを暴あばかれた瞬しゆん間かんに誰だれも金を貸してくれなくなり、窒息して噓を回せなくなったのだ。

　俺はマルコとジムのやり取りを聞きながら、時折手持無ぶ沙さ汰たにしているリッチと目が合い、恥ずかしそうな照れ笑いに笑顔を返していた。

　ここの商品の有用性については、毎月金を支払って雇っているアナリストたちに事前に調べさせているし、自分の伝つ手てであるセローなんかを使って噂うわさを集めている。

　非常に有用で、素晴らしいが、競争の激しい分野でもあるとのこと。

　なるほどね、と俺おれは思う。

「喫きつ緊きんの課題は、ひどく当たり前のことなのですが、研究ラインの新製品をいかに素早く製品ベースにのせるかだと思っています。どんな商品も、基本的に類似のものがすぐに出てしまいますから」

　ジムとマルコの話は、そんなやり取りで一段落したらしい。その頃ころには、リッチはどこか遠い目をして、ぶつぶつと呟きながら指を膝ひざの上でキータッチするように動かしていた。多分、話に興味がなさ過ぎて、頭の中でなにがしかのプログラムを組み立てているのだろう。

　典型的な天才肌。ジムとマルコが資料を片付け始めるのに気が付いた瞬しゆん間かん、目を輝かがやかせている様は子供みたいだ。

「では、持ち帰って検討してみます」

「お忙しいところありがとうございました。是ぜ非ひともよろしくお願いします」

　マルコに次いで俺もジムと握手をし、最後にリッチと握手をする。

「いいプログラムを思いつきましたか？」

　と尋ねると、リッチはにんまりと笑っていた。

　会社に資金を出してもらえるかどうかより、自分のプログラミングのほうが大事なのだろう。

「いい会社ですね」

　オフィスから出て、ニュートンシティの繁はん華か街がいのほうに歩きながら、マルコが言った。

「主な問題は流動性でしたし、事業は盤ばん石じやくみたいです」

「そうだな」

　俺は短く言って、交差点に差し掛かる。昔は信号など数えるほどもなかったが、車が増えたおかげで立ち止まることも多くなった。誰だれかが速く移動しようと思えば、移動の遅い者が立ち止まる羽目になる。移動速度とは権力だ、と指摘した思想家がいたな、と俺は思う。

「……興味、ありません？」

　マルコに聞かれ、俺は肩をすくめた。

「リッチ・ティアーズの名前は名刺フォルダーに入れておいていい」

「というと？」

「ジムはあれ、月生まれだろ」

「え？」

　マルコはぽかんと俺を見てから、慌てて端たん末まつを広げていた。

「そう。互いに地球生まれで、同じ大学卒業者。それがたまたま月面で出会い、意気投合して起業したって聞いた。だが、噓うそだ」

「……握手した時のあれって、このことだったんですか」

「そう。月生まれは手でわかる」

「僕ぼくの時もそう言って当てましたよね」

「たまに気味悪がられるけどな。それと、もう一つはあのオフィスだ」

　マルコは聞き返さず、眉間に皺しわを寄せて考え出した。俺おれを超えるのだと思っているらしいので、聞いてばかりいてはプライドが許さないのだろう。

　いいことだと思いながら、信号が変わったので歩き出す。

　振ふり向くとマルコは立ち止まったままだったが、俺は気にせず先に歩いて行った。

「ラムレーズン一つ」

　街角に出ていた屋台でアイスを買っていると、マルコが走って追いかけてきた。

　俺はアイスを受け取り、舐なめながら歩きだす。

「オフィスですね」

「ふん？」

「ガラス張りの」

　俺はアイスをマルコのほうに向けたが、マルコはむくれたような顔になって、引き返すとチョコミントとバニラのダブルを買って追いついてきた。

「リサさんみたいな意地悪やめてもらえませんか」

「ご褒ほう美びに飴あめとかチョコとかな」

「リサさんの場合は、なんか、本当に子供に戻っちゃいそうで怖いんですけど」

「まあ、覚えとけ」

　と、俺は言った。

「会社の財務を預かるＣＦＯが部屋の扉とびらを閉じる時は、間ま違ちがいなく都合の悪いことがある」

「……数字に不ふ審しんな点はありませんでしたけど」

「事業計画とか、研究ラインとか」

「ああ……でも、その辺で大おお風ぶ呂ろ敷しきを広げるのは、まあ、わからないことでもないと思いますけど。それに、割り引いて聞いておけばいいですし」

「ふん。もう一つの問題は、ああいうフロアーを作るスタンスの会社で働きたがる連中が、ジム・ブラックみたいなのを好むかどうかだ」

　昼下がりのニュートンシティのオフィス街は、比較的のんびりした雰囲気だ。

　二十四時間殺気立っているシュレーディンガーストリートが異常なんだな、と改めて思う。

「仲間割れ？」

「そうではない。リッチが手持無ぶ沙さ汰たにしている様子見ただろ。ああいうところの社員たちは、間違いなく天才に憧あこがれて働いているからな。多分、リッチがジムに騙だまされていると思っている。ジムはそれがわかっているからこそ、あのガラス張りのスペースに扉とびらをつけたはずだ」

　マルコはダブルのアイスを容よう赦しやなく頰張り、飲み込んでから、言う。

「ハルさんの考えすぎという線は？」

「十分ある。だが、会社は人だ。結局人なんだ」

「それは……まあ……わかりますけど……」

「最後に、あれだけ黒字が出ていて現金がないなんて明らかに変だ。あそこは古めかしい工場も在庫も抱えてない。経費は人件費と事務所費、それにＰＣのリース費くらいだろう」

　俺おれの言葉にマルコが嫌いやそうな顔をしていたのは、きちんと数字の根拠があるなら先に言って欲しい、ということだろう。

「多分、ソフトウェアのアップデートに関する収入なんかを前倒しで当期利益にしているんだ。間ま違ちがいなく客はアップデートするはずだから、これは利益にしてしまってもいいだろう？　て感じでな。ソフトウェア会社が決算の数字を良く見せる常じよう套とう手段だよ。だが、未来の利益を先取りして利益を膨ふくらませると、その分税金がかかり、これは現金をバクバク食べる。いくら無税に近いったって本当に無税じゃないからな。しかも、客が確実にアップデートしてくれるかどうかなんてわかりゃしない。競争が激しければ尚なお更さらだ」

「……でも、その目的は？」

　俺は肩をすくめて、こう答えた。

「そうやって粉ふん飾しよくした決算書を持って回って、金きん融ゆう機関や、未公開株かぶ式しき投とう資しを専門にする連中から資金を引っ張っているんだろう。最初は、ライバル企業を引き離はなし、純粋に会社を大きくするための推進剤にしていたのかもしれない。あの分野は競争が激しいってセローが言ってたろ。でも、そういうことは一度やると次はさらにことを大きくしないとならない。出資者連中は、継続的な成長を望んでいるからな。だが、だんだんそれが難しくなってきたら？　もう、これ以上は無理だ、となったとしたら？」

「どう、なるんです？」

「金を引っ張れるだけ引っ張って、ドロン」

　アイスが冷たかったのか、マルコは頭痛をこらえるように顔をしかめている。

「一応……きちんと……調べてみます」

「そうしてほしい」

　俺はそう答えて、アイスを食べる。

　マルコが、ふと小さくため息をついた。

「また、だめでしたね」

「そうだな」

「一千社をふるいにかけて十社に絞り、更に調べて残った一社を訪問してやっぱりだめ。まあ、今回は、紹介ですけど……」

　なにを言いたいのかはわかる。

　俺おれは、今にも倒れてきそうなほど高い高層ビルに囲まれた四つ角で、空を見る。

「もう、株かぶで投とう資しなんて古いのかもな」

　たまに有望そうな会社だと思うと、中身がすっかり腐くさっている。株かぶ式しき市し場じようはあまりにも人と金が集まりすぎ、タガが緩ゆるんでいる。四年前の時点で、エレノアもまた嘆いていた。そこらじゅうで詐さ欺ぎまがいの企業ばかりが株式を公開していて、どうしようもないと。自分がその手の企業の株式公開を食い止めても、別の投資銀行が公開してしまうと。

　あの調子のまま、四年経たったのだ。この月面は動きが速すぎてどこか狂っている。ルナティック、という単語は迷信ではない。

「資金が集まっても、投資する先がない。どれも恐ろしくて投資できるような代しろ物ものじゃない。後はどれだけ危険を背負えるかの競争だ」

「同じ賭かけでも、借金して倍の金額を賭ければ、儲もうけも倍ですからね」

　マルコの口調は、同意ではなく、どこか責めるような言い方だった。

　傍はたから見れば、俺の投資はひどくじれったいだろう。投資する先がないのなら、今投資して利益を出しているポジションを倍プッシュすればいいだけだからだ。

『足の太いロバ』は決して褒ほめ言葉ではない。集めた資金を遊ばせているなんてとんでもない怠たい慢まんで、二倍、三倍のレバレッジはして当たり前。俺の知るモーモーの最高レバレッジ比率は、空前の三十倍だ。

　自己資金の三十倍で賭けをすれば、三ムールとちょっと用意するだけで百ムールの株が買えてしまう。それが三％値上がって百と三ムールになれば、たちまち賭け金は倍になる。百十二ムールになれば、そのさらに倍だ。

　月面なら、狂乱銘めい柄がらを捕まえれば一ヶ月で百ムールの株が三百ムールにも四百ムールにもなる。鼻ったれの小こ僧ぞうが大富豪になるのに、時間などいらないのだ。

　だが、この戦略は百ムールの株が九十七ムールになるだけで破は綻たんする。しかも、株かぶ価かが急きゆう騰とうするということは、その逆に急落することもあり得るわけだ。それに、俺は一つの銘柄に巨額の資金を賭けるとどういう結果になるか、身をもって学んでいる。八年前の投資コンテストでは、浅あさ瀬せに上がったクジラのようになってしまった。

　株に限らず、取引というものは売り手と買い手が存在してこそ成立する。あまりに巨額の掛け金を賭けていると、いざという時に身動きが取れなくなる。自分の売りで値が下がり、値が下がるとほかの売りを呼んでしまい、更に売れなくなってしまう。

　ガンマの罠わなに限らず、市場には魔ま物ものが潜ひそむ。

　株価が上がっていればいるほど、その爪は深く首に食い込むはずだ。

「代替投資も考えてみたらどうですか？」

　マルコがうかがうように言う。

　ある程度の規模になれば、ほとんどのファンドは投とう資しを多角化する。株かぶ式しき市し場じようは巨大な金きん融ゆうマーケットだといっても、それは個人投資家からの観点でしかない。地球の先進国を含む株式市場ですら、その取引規模は一日あたり百億ムールから、大きくて一千億ムールあたりだ。世の中には運用する資金が一千億ムールの機き関かん投資家も存在するので、取引高が一兆ムールを超えるような為替かわせの世界なども含めないと、それほど巨額の資金は投資しきれないのだ。

「けど、代替投資って、たとえばなんだ？」

　俺おれの意地悪な質問に、マルコは顎あごを引きながら答える。

「ＡＢＳとか……」

「ドクター・ウォレスが目をつけているのに？」

「スリルは、確かにあると思いますが……」

　リスクはそうでもないのでは、と言いたいのだろう。

「……ふん」

　俺はコーンをかじる。

　ＡＢＳを避さけすぎるのも、結局は不合理な意地になる。信念と意地は違ちがう。本当に冷静であるのなら、知ってから、傍ぼう観かんを決め込めばいい。

「なら、やっぱりミス・サティアに話を聞いてみるか」

「え」

「このままじゃ右にも左にも行けないビュリダンのロバだからな。アマゾネスにジャングルの案内をしてもらおう」

　住宅支し援えんプロジェクトも形を取り、これからますます資金が必要になる。ガザニカの言うとおり、再び不動産の相そう場ばが跳ね上がれば、それだけプロジェクトは困難になる。

　俺は自分の夢の布石としてこのプロジェクトが成功してほしいと思うし、そうでなくとも、皆の夢がかかっているここで、俺がボトルネックになるわけにはいかなかった。

　そしてなによりも、俺の心の奥底にまで染み込んでいる、リスクとリターンの関係は本当に崩ほう壊かいしてしまったのか、それも確かめたかった。







　シュレーディンガーストリートの一等地。

　ぴかぴかのガラス張りのビルか、重厚な石造りの建物ばかりが並ぶこの世の富の集積地。

　ロビーには巨大なシャンデリアがぶら下がり、古い時代の絵画が掲かかげられた待合室を抜けると、その部屋は趣しゆ味みの悪いアロマのような匂いがした。

　多分、紙とインクの匂いなのだ。壁かべにびっしりと並べられたいかめしい装そう丁ていの本は、地球の基準でもなお古めかしいと言わしめるだろう。

　マルコはこういう雰囲気が好きなはずなのだが、嫌いやそうにうつむいている。

　俺おれには、その理由が、まあわからないでもない。

「あら～～～ハル君！　お久しぶりねえ！」

　ワニとかティラノサウルスとかにがばっと食われる瞬しゆん間かんというのは、きっとこういうものなのだろう。高身長、高体重、そして怖くて聞けないが恐らくは高年ねん齢れいのサティアのハグには、デスベアーハグ、という異名がついている。

「相変わらずハル君の名前で稼かせがせてもらってるわあ～」

「……恐きよう縮しゆく、です」

　顔に紙を貼はりつけたらそっくりそのまま型が取れそうなほど濃い化粧のサティアが満面の笑みで頷うなずくと、蛾がや蝶ちようみたいに鱗りん粉ぷんが舞まいそうだった。
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「うんうん。あら！　マルコ君はまた今日も可愛かわいらしいのね～～～!!　こんにちは！」

「こ、こんにちヴぇっ」

　バスケットボール二つで顔を挟まれたようなマルコを見ながら、俺は服の乱れを直す。

　マルコは息ができないのか本気でもがいていたが、サティアはたっぷり三十秒は抱ほう擁ようして、ようやく解放した。

「それで？　今日はどんな素晴らしい案件なのかしら。またアバロンみたいな話？」

「あれ以降一度でもそんなことありましたか？」

　俺が苦笑い気味に言うと、サティアはばちっとウインクしていた。

「ほほほ。アバロン関連の訴そ訟しようは、ハル君たちが任せてくれたおかげでうちの事務所が総取りだものね。あんな状況滅めつ多たにないわよ。あの事件では、ドクター・ウォレスの次に私が儲もうかった自信があるわ」

　笑うと凄すごみのある女には要注意だと、俺おれはリサから強く学んでいる。紫色のアイシャドーを恥ずかしげもなく塗ぬりたくるサティアには、逆にそれがふさわしいので恐ろしい。

「それに、あなたのところの顧こ問もん弁護士ってだけで、わんさか大企業が来てくれたからね。結局この商売も人気と信用なのよ。でもまあ、ガザニカ大統領の線はちょっと切れてしまいそうねえ。あの人、二期目は無理じゃないかしら」

「相変わらず歯に衣きぬ着せませんね」

「私の外向けの言葉は、高いわよ」

　サティアは黒くろ檜ひのきの机にでかい尻を乗せ、金の細身のパイプを手に取って、キン、といい音を立てて灰皿の蓋ふたを開く。

「で？　私の時給を知っているでしょう？　なんの用かしら」

「秘書さんには、つまらない用事ですけどって言ってありますよ」

「ふふふ。もう、本気にしないでよ」

　ばちん、とウインク。

「仕組債の仕様書の解読をお願いしたくて。マルコ」

「あ、はい」

　端たん末まつに情報を呼び出し、サティアに手渡す。

「ふん？」

「まあ、後は、この手の商品のもめ事には詳しいでしょうから、なにかお聞かせ願えればと」

　サティアは手慣れた手つきで画面をいじり、目はずっと端末を見つめながら、残る手で部屋の隅すみを指差した。

　どうやら、座れ、ということらしい。

「ハル君みたいな人までもが、ついにここに来るとはねえ」

　しばらく端末の文章を読んでいたサティアは、顔を上げるとそう言った。

「というと？」

「地球には有名な格言があるのを知らない？　靴くつ磨みがきの少年が株かぶの話をし始めたら売り時だってね。世界大戦をその資金で左右したほどの、前世紀の金きん融ゆうの覇は者しやのお言葉よ」

　なんとも答えようがなく黙だまっていると、サティアはにやりと笑う。

「あら、怒るの？　ハル君は一流の投とう資し家かの一人だと思うけれど、株かぶ式しき以外は門外漢でしょう？」

「怒ってませんよ」

　俺が言うと、サティアは楽しそうに笑いながら、細身のパイプの先に煙草たばこを差し込み、水中花の入った卓上ライターで火をつけた。

「で、この手の商品のもめ事だっけ」

「ええ」

「この間、地球にあるうちの事務所の支部に、マレーシアの缶詰業者が来てたみたい」

「へえ？」

「月面向けの商品を扱ってたから、すぐそこに本店があるハラルド・ブロスの勧めに従って、月面通貨のムールとマレーシア・リンギットの通貨リスクを仕組債の一種でヘッジしてたんだって」

　輸出業者は、商品の代金を外国通貨で受け取るが、為替かわせ相そう場ばは常に変動する。そのせいでせっかく輸出して儲もうけても、受け取った外貨の価値が下がると、儲けもまた減ってしまうという危険が常に存在する。

　だが、金きん融ゆうツールを使えば、そういうリスクを回かい避ひすることができる。

「まあ、輸出入業者なら為替のリスクヘッジはそんなにおかしなことでもないし、ライバル業者はすでにやってますよってお決まりの落とし文句を言われたら、逆らえないわね」

　サティアは灰を落とし、言った。

「けど、その契約からきっかり半年後、缶詰業者は水から上がった深海魚みたいに目を見開いて、うちの事務所に泣きながら駆かけ込んで来たのよ。月面の強ごう欲よく者に騙だまされた！　って」

　マレーシアの缶詰業者。

　俺おれには、地球の映画に出てくる熱帯地方の零れい細さい業者しか思い描けない。

「聞けば、彼らが本業のリスクヘッジになると聞かされていた仕組債は、通貨オプションと金利スワップを組み合わせた、木星まですっ飛ぶくらいの燃料が積まれたデリバティブだったみたいでね。まばたきする間に年間売り上げの二十倍の借金こさえて、怒り狂ってハラルド・ブロスに怒鳴りこんだらしいんだけど、七万ページに及ぶ法律の条文が記された契約書を出されて追い返され、結局うちの事務所に来たみたい」

　サティアは丸太のような腕を体につなぎとめる、ごつい肩をすくめている。

「乱暴な言い方だけど、その手の商品を作っている銀行の開発部門は、そういうふうに、現実の商いとはまったく関係のない金融大量破壊兵器をこさえている場所よ」

　サティアはマルコの手に戻った端たん末まつを顎あごで示しながら、煙草たばこをぷかりと吸い、煙を優雅に吐き出す。

「その証しよう券けん、ＡＢＳがそういう類たぐいの物とは言わないけれど……なんの魔ま法ほうもない、とは言い難いわね。これ、プロテクションと一いつ緒しよに売るやつでしょ？」

「ご存知でしたか」

「あらあら。うちはこういう商品を作る側にも法的なアドバイスをしているもの。ハル君がそういう坊やのフリをするなら、私も忙しいんだけど？」

「ドクター・ウォレスが注目してましてね。迂う闊かつに踏ふみ込んでいいものかどうか」

　その瞬しゆん間かん、サティアはすっと目を細める。ウォレスの名前は、この業界では必ず波乱を招く。

「あの爺じい様さまが注目しているというのは、風の噂うわさにも聞いてるわ」

「相談に来てないってことは、粗あら探さがしではないってことですか」

　悲観の帝王ウォレスには二つの強力な方法がある。

　一つは、粉ふん飾しよく決けつ算さんなどの明らかな違法性を暴あばく方法。もう一つは、この商売はうまくいかないという将来に対する見通しだ。

「違法性はないわよ。数学の迷宮に誘い込むような強引なところもない。それに、無から有を生み出す類たぐいの物でもない。ＡＢＳはなんらかの資産を担たん保ぽにしているからね。インバースフローター債のように、上の物を下に置き換えるだけでなぜか賭かけが成立する魔ま法ほうの類でもない。この業界では珍しくまともな商品と呼んでもいいくらい。騙だます要素が商品においてはどこにもないのよ」

　その言葉に、さすが凄すご腕うでの弁護士だなと俺おれは苦笑いする。

「商品においては？」

「シット！　ああ、この口が憎い！」

　サティアは喚わめき、鼻から煙を吐いた。

「留保をつける癖くせをどうにかしないとね」

「なにか、歪いびつなところがあるんですか」

　サティアは俺を見て、寝起きで焦点が合わないかのように目を眇すがめている。

　珍しく迷っているのだ、と俺は気が付いた。

「こっからは、商売の領域になるの」

「……能動的に調べているってことですか？」

「そうよ。私らも、舞まい込んでくる案件を機械的に相手にしていると、どツボにはまることがあるのよ。地球じゃそんな歴史だらけだもの。それまでは善だったものが悪になることが往々にしてある。腐くさりそうな場所は早めに察知しておかないとね。アバロンの不正が暴あばかれる直前に、アバロンを擁よう護ごしなければならない裁判でも引き受けていてごらんなさい。私たちに悪気がなかったとしても、世間はそんな弁護士事務所をどう見るかしらね？」

　法律家といえども、組織の長おさは経営者であり投とう資し家かだ。

　俺がうなずくと、サティアは金のパイプの先を見つめ、もう一度ため息をついた。

「これは、私のハル君に対する投資よ」

「アバロンの件に対する借りの返済でもいいですが」

「ふふふ。お姉さんからのアドバイス。貸し借りの財産は大事にすること」

「……ありがたく聞いておきます」

「まあ、本当はその仕様書を読めばわかるんだけどね」

　サティアは悪戯いたずらっぽく笑うが、俺おれはそれがサティアの意地悪なのだとわかる。

「その百万ページの中からでも宝石を見つけ出すのが、あなたたちの能力でしょう」

「……やっぱりハル君はいいわ。うちで働かない？」

「リサが手放してくれるかどうか」

　その名前を出すと、サティアは「う」と口ごもる。住宅支し援えんプロジェクトなどでは立ち退のき問題などもあり、法的な処理をここに任せているのでリサとサティアはそこで顔を合わせている。

　二人は同じくらい強力な女性だが、ベクトルの方向が真逆であり、サティアは少しリサに苦手意識を持っているらしい。

「軽口はこの辺にしておくわ。で、ＡＢＳ。作り手の銀行に良し、顧こ客きやくに良し、皆に良し、のこれが錬れん金きん術じゆつなのは、実はもう一つ意味があるの」

「もう一つ？」

「発行体が商業銀行や投とう資し銀行っていうのがみそなのよ」

　俺が眉を顰ひそめると、サティアは少しだけ嬉うれしそうにする。

「ハル君は生きつ粋すいのトレーダーよね。レバレッジもかけないみたいだし、気付かないかもね。与よ信しん枠わくよ」

「与信枠？」

　しばし考えていると、サティアは楽しげに笑っていた。

「やっぱりね。使おうとも思わないから思いつかないのかしら。言わずもがなだと思うけど、人から預金を集める国際的な商業銀行には、ＢＩＳ規制があるでしょう？　貸し出している金額の八％は自己資本を持ってないとだめ。言い換かえると、十二倍ちょっとしかレバレッジをかけちゃだめってあれよ。しかも、リスクの低い賭かけに限定でね。投資ファンドは欲の皮の突っ張った年寄りの金持ち爺じじいどもから金を集めてるから大損こいても自己責任だけど、銀行は善良なジャガイモ農家のトムおじさんから預金を預かっているんだもの、簡単に破は綻たんされたら困るからね。そのための規制」

　サティアは地球生まれであることを前面に押し出すタイプだ。煙草たばこの灰を落とし、再びぷかりと煙草をふかす。

「銀行は住宅ローンや車のローンやらで、色々お金を貸し出すでしょう？　そして、その貸し出せる金額には先の規制のせいで十二倍までという限界がある。金貸しというのは結局、貸し出した金額に応じてしか利益が上がらないから、儲もうけの限度を法律で定められてるのと同じよね。挙句、ローンは動きののろまな亀で、年にせいぜい数％の儲けしかもたらさない。三年かけてやっとこさ車のローンを返済してもらう頃ころには、いつまでも若い私ですらおばあちゃんになっちゃうわ。それでわずか数％の利子をもらったって、割に合わないわよね」

「はは……」

「マルコ君、後でお説教ね」

「ひっ」

「で、そういう縛しばりの中でも大おお儲もうけしたい銀行としては、手数料取ってローンを組んだら、ちまちま利子の請せい求きゆうなんてやってないで次に行きたいわけ。そこで出てきたのがそういうローンの証しよう券けん化かよ」

「ローンを証券にして売り捌さばいて、また新しいローンを作る、か」

「そ。昔ながらの利子を請求する方法より、こっちのほうが儲かるって気が付いたのね」

　サティアは煙を深く吸い込み、悠々と吐き出した。

「でもまあ、ＡＢＳみたいなのは発想の転てん換かんだったわ。全体を見るとちょっと形の悪いリンゴが詰つまっている箱なのに、数学の魔ま法ほうをかけると数個の腐くさりかけのリンゴとたくさんのピカピカのリンゴになるんだもの。見栄えが良くなったリンゴは皆が欲しがるからね」

「取引が迅速に進めば、それだけ手数料が入る？」

　サティアがにんまりと歪ゆがめる唇の間に、金のパイプが挟まっている。

「もちろん。それどころか、プロテクションと一いつ緒しよに売ってるんだから、保険の売買手数料と、保険の掛け金収入だって相当なもののはずよ。販売金額が十億ムールの単位だっけ？　まあ、すさまじい儲けよね。ローンの組成からの手数料も含めたら、へたすると全部で十％近くは抜いているんじゃないかしら。しかも、銀行がリスクを負うのはほんの一いつ瞬しゆん、ローンが手元にある短い時間だけ。投とう資し家かに売り飛ばしちゃえば、ローンの完済までの長い時間のリスクは全部投資家に押し付けられるものね。自分たちは無リスクの手数料だけを取る。いい商売よ」

「ということは……」

　俺おれは資金の流れと、誰だれがなにを欲しがっていて、どういう理由で物事が進んでいくのかを整理しなおした。出てきた結論は、依然として奇妙さはぬぐえないが、見慣れた形ではあった。

「だとすると、証券とプロテクションの間の利率の差、聖せい杯はい、の部分は、銀行がローンを組成して証券化する作業への資金を提供することへの見返り……？　要するに、預金の利率というわけか？」

「私もその結論に至ったわ。株かぶなんかの泥臭い投資の世界からすると、定期預金の無リスクさは神の庇ひ護ごがあるようなものじゃない？　でも、実際のところ、銀行預金というのは、銀行が事業体に貸し出しをするための資金を貸す、という行為だからね。だから、聖杯とやらだっけ？　ＡＢＳとプロテクションとの間の利率の差、錬れん金きん術じゆつの金の部分は、銀行預金の変形なのかも」

「無リスクの？」

「無リスクの」

　株かぶ式しき投資はリスクだらけだ。

　そのリスクを減らすため、財務諸表をチェックして、経営者に業績や今後の見通しを電話で聞いて、時には会社まで赴おもむいて、疑いすぎではないかと思うくらいあらゆることを疑って、それでも減らせるリスクなどたかが知れていて、投とう資しをしてから結果が出るまでの間中ずっと、経営陣が健康でいることを願い、社員同士が仲なか違たがいしないことを願い、不ふ慮りよの事態に怯おびえ、祈る。

　しかも、株かぶは規模が大きくなれば身動きが取りにくくなる上に、すでに割高な株からはますますリターンの減少が予想される。ところが、ＡＢＳで儲もうけを広げたければ、ただ賭かけ金を積み上げればいい。今より十倍のリターンが欲しい？　よし、資金を十倍借りてこい、という、この圧倒的な差。

　古めかしく、リスクだらけの昔ながらの投資方法に固執する俺おれと、最さい先せん端たんの数学を用いて、リスクを銀行預金のレベルにまで落とした投資方法の、埋めがたい、すさまじい溝みぞ。

　俺は、その溝の深さを前に足がすくみそうになって、自分を鼓こ舞ぶするために口を開いていた。

「ですが……ドクターが食いついてますよね」

「まあね」

　ぷかり、とサティアが煙をわっか状に吐く。

「とすると……数学的な瑕か疵しを見つけた、というわけではないですよね」

「あの爺じい様さま、未だに手書きで損益を計算しているらしいからねえ。微び分ぶん積せき分ぶんすら知らないんじゃないかしら」

「なら、会計マジックに対する、なにか法的規制が来るということですか？」

　ＡＢＳと一いつ緒しよにプロテクションを買えば、必ず利益が出るので、未来の分の利益も今の利益として勘かん定じようしてしまおう、という乱暴な手法。

「うーん……地球ですら動きがないから、月面じゃあまず無理ね」

「では、どこに懸け念ねんを？」

　俺の質問に、サティアは間かん髪はつ容いれずにこう言った。

「いくら払える？」

　マルコが小さく息を吞のむ。

　が、この手のやり取りならば俺は怯ひるまない。顔色一つ変えずに言った。

「即金五十万ムールと専属契約の延長」

「えっ、ハルさんっ！」

「はっはっは。ハル君はやっぱり相そう場ば師しねえ」

　俺が投資の極ごく意いなるものを少しでも手に入れられているとすれば、それは周りよりも真理に近づいているということではない。

　それは、周りの知らないどんなことを知っているかに尽きるのだ。

「その覚悟だけ受け取っておくわ。実はうちもまだお金を取れるほどきちんと調べてないのよ。ただ、私たちが私たちの職業と経験ゆえに理解しているのは、必ずこの手のうますぎる商売はやりすぎるということ。完かん璧ぺきな儲もうけ話というのは、実際のところ実在するの。でも、最後にはそれが噓うそでしたってなるのは、ただそれがいつまでも長続きしないってだけ。人が殺さつ到とうすればそのうちうまみがなくなるでしょうし、水が枯れてからも、つい今しがたまで水が出ていたんだからと穴を掘り続ける馬ば鹿かが大勢いるのよ。そして、大事故が起こる。それがどんな事故かはわからなくてもね。もしもすべてが想定の範はん囲い内ないで済むなら、弁護士なんて要いらないのよ」

　サティアは自分がなにをやっているかをきちんと知っているタイプの人間だ。どうして自分の商売が成り立っているかを、きちんと説明できる人間は数少ない。

　そのサティアの物言いは、ほとんどウォレスの言葉と入れ替えても成立する。

　だとすると、ウォレスもまた、同じように正しい道を進んでいるのだろうか。

「どう、ハル君、手を出してみる？」

　サティアは『不思議の国のアリス』のチェシャ猫みたいな笑みを浮かべている。

　それは、強ごう欲よくのラビリンスに誘う魔まの手なのかもしれない。

「自分は、株かぶ式しき投とう資し家かです」

「ふふ。今どき株式だけでしのいでいるなんて、月面じゃあなたくらいでしょうけどね」

　顧こ客きやくをそそのかす常じよう套とう句く。

　だが、尻をつつかれたからといって闇やみ雲くもに走り出していては、崖下にまっさかさまだ。

「あなたは、ドクター・ウォレスが正しいと？」

「さあ？　ＡＢＳがうまくいけばその組成の仕様書作りで仕事がもらえるし、もしもＡＢＳが崩ほう壊かいするなら訴そ訟しよう沙ざ汰たでひっぱりだこでしょうからね。どっちだっていいわ。わかってるのは、事態が盛り上がれば盛り上がるほど、私たちへのおこぼれも増えるってことだけ」

　凄すごみのある笑みは、映画の中でマフィアのボスが浮かべているものにそっくりだった。

　彼女たち弁護士は、トラブルから金を搾しぼり取る。

　トラブルという嵐がどっちに向かおうが、関係ない。

　俺おれは、それ以上情報を得ることを諦あきらめた。

「けど、今回の賭かけ金はアバロンを超えるかもしれないわね」

「え？」

　サティアは、くつくつと笑っている。

「あのＡＢＳとかいうの、一月で二十億ムールだか三十億ムール売ってるでしょう？　新規参入も山ほどあるだろうし、誰だれも見たことのないチップの山になるかもね。のるにしても悪くない儲けだし、そるとしたら……そうね。裏をかけるのだとしたら、やばい儲けになるんじゃないかしら」

　サティアは煙を吐いて、にんまりと笑う。

「それに、住宅支し援えんプロジェクトよ。お金が欲しいんでしょう？　まあ、この月面でそういうことをするってのが狂ってるけど、私、そういうの好きよ」

　しかし、サティアがプロジェクトの話を持ち出してきた魂こん胆たんくらいわかる。

「アバロンの話を持ち込んで来た時のハル君は、輝かがやいてたんだけどねえ」

　挑発的な物言いなのは、けしかけているのだ。自分の商売の種を蒔まくために、他人に畑を耕させるつもりなのだろう。俺おれがＡＢＳに関われば、うまくいっても失敗しても、法律的なアドバイスを求めに自分の事務所に来てくれる、と思っている。

　俺は別にそういう商売根こん性じようを悪いとは思わないが、言われっぱなしでいるのは後々のためにならないと思った。

「なら、『アバロン打倒物語』の次回作が出る時には、あなたも登場人物になるかもしれません」

「うふっふっふ。綺き麗れいにお化粧しておかなきゃ」

　俺は立ち上がり、礼を言ってサティアの事務所を後にした。

　マルコは話しかけてこない。

　それは呆あきれているのか、それとも、サティアのようにけしかける言葉を考えているのか。

　俺は、通りに出て、道に止まっている黒くろ塗ぬりの高級車の窓に映ったマルコを見てから、言った。

「俺がプライベートでなにをしようが構わないよな？」

　ウォレスがなにかを嗅かぎつけ、サティアが俺たちをけしかける。

　この大きな嵐を無視し続けるのは逆に危険なことのような気もしたし、なにより自分の目で確かめたかった。

　俺は、本当に時代遅れになってしまったのか。

　マルコはやれやれと肩をすくめている。

　ドーム内を循じゆん環かんする風が、少しだけ強かった。







　小規模だろうが大規模だろうが関係なく、ほとんどの投とう資しファンドは株かぶ式しきや債さい券けんの売買の決済や処理を一括で投資銀行に委い託たくしている。株かぶの売買では、一般の投資家と同じ市し場じようで取引することもあるし、なにより数と量が半はん端ぱではないので自前でやるのは現実的ではない。

　それに、まとまった買い付けや、可能な限り匿とく名めいで行いたい取引などは、事情に通じた投資銀行のブローカーを通して取引したほうが都合がよい。

　そういうわけで、どこのファンドも大抵長い付き合いになる投資銀行の担当者を持っている。

　基本的な市場の動向や、購こう入にゆうしたい金きん融ゆう商品などがあれば、とりあえず手軽に連絡を取れる相手はそこになる。

　だが、ＡＢＳを調べるのなら、俺にはうってつけの存在がいる。

「はーいお待たせー」

　リサがテーブルの真ん中に置いたのは、鶏の丸焼きだった。教会で肉など食べていいのか？　という質問には、クリスマスには七面鳥を食べるでしょう、とか答えられた。

　それが答えになっているかどうかはともかく、テーブルの上には鶏をはじめとして、各種の御ご馳ち走そうが並んでいた。

「……」

「はいはい。どうしたの？　なにか食べられない物あった？　それとも、やっぱり服着替える？　でも、サイズが合うのがあるかなあ……」

　リサが座った椅い子すから慌ただしく立ち上がろうとして、そいつはようやく口を開いた。

「あ、あの、し、商談があるからと言って抜けてきたんですけど！」

　スーツ姿のクリスがそう言って、俺おれは鶏の胸肉を切り分ける手を止めたが、隣となりではマルコがすでに脚のあたりの肉にかぶりついている。

　リサは椅子に座り直し、クリスの前に置いてあるグラスにワインを注いだ。

「あの、お酒は、お酒は本当にまずいんです」

「ぶどうジュースよこれ」

「へ、え？」

「酒だから。炭酸水ならあるよ」

　俺が瓶びん入りの炭酸水をぐいと差し出すと、リサは舌をちろりと出して肩をすくめていた。

「俺は商談のつもりだよ。マルコも連れて来てる。説明して」

「あ……う……」

　クリスは眼鏡の奥で今にも泣きそうな顔をしていたが、リサは全く意に介さずににこにこしている。

「クリスが来るの久しぶりだものねえ。一年ぶり？」

「そ、そんなにはならない……かと……」

　小さい声で言うが、怪しいものだ。

　俺はポタージュスープをすすって、サラダを取り分けた。

「で、商談ってなんなの？　突然、今晩クリスが来るからって連絡があったんだけど」

　滅めつ多たに教会に来なくなったクリスに対するうっぷんは十分晴らしたと思ったのか、リサはお姉さんらしくそう仕切った。

「購こう入にゆうを検討しているものがあって、その商品を買いたいんだけど詳しい説明を聞けるかってクリスの勤め先に連絡したら、担当者から説明するって返答が来た」

「その、担当者？」

　リサがクリスを見ると、Ｅ・Ｊ・ロックバーグ銀行からブリーフケースを片手に花形セールスマンと一いつ緒しよに待ち合わせ場所にやって来ていたクリスは、俺のことを睨にらみつけた。

「ハルさんは本っ当に意地悪です！」

「あのセールスマン見たことあるよ。どうせ良いことしか話さないから邪じや魔まだろ」

「二人だけで話がしたいって……勘かん違ちがいされたらどうするんですか！」

「あら、ハルそんなこと言ったの？」

「古い知り合いで積もる話もあるからって言っただけだよ」

「……クリス、未練があるなら私は手伝うわよ？」

「うぐ～～……！」

　クリスは眼鏡が曇くもるほど顔を真っ赤にして、握りこぶしを震わせていた。

「あの、僕ぼく邪魔ですかね？」

　話に入れないマルコがそう言うと、リサは肩をすくめて俺おれに向けてフォークを振ふってきた。

　いい加減、真ま面じ目めに言った。

「冗談はここまでにして、俺が教会で話をしたかったのは、営業文句を言って欲しくなかったからだ。ここで噓うそはつけないだろ？」

　俺の言葉に、クリスは少し表情を硬くする。

　もしかしたら傷ついたのかもしれないが、金きん融ゆうの世界で繊せん細さいな心を持っていても辛いだけだ。

「私は噓はつきません」

「だったら、あのセールスマンはいらない。そして、話をするだけならどこだっていい」

「うー……」

　クリスは唸うなり、最後にはため息をついて、降参するようにうなだれた。

「聞きたいのはＡＢＳの仕組みだ。もし納得のいくものだったら、ファンドとして購こう入にゆうを検討する」

「……オーダーは？」

　購入単位。端額なら帰ると言いたげだ。

　恨うらめしそうに、せめてもの反はん撃げきとしてクリスがそう言ってくる。

「マルコ、どのくらいいける？」

「そうですね……高格付けの債さい券けんだったら、手始めに五百万くらいでしょうか。いけそうなら、千の単位の後ろのほうでも。正直、予算は余ってるので。なんなら、ハルさんがこの前断ったオイルマネーを入れてもいいですよ。あれ、億の単位ですから」

　ポンポン飛び出る金額に、リサは心底呆あきれ顔だ。俺がリサの元に転がり込んできた時、たった三万ムールで俺たちの世界は滅めつ亡ぼうしかけていた。

　当時は数十ムールの儲もうけで腰を抜かしていたクリスは、億という金額の単位を聞いても小さくため息をつくだけで、今度こそ自分の皿に料理を取り分けて、御ご馳ち走そうを食べ始めていた。

「お話は、後でもいいですか？」

　そして、こう言った。

「すごく久しぶりの、きちんとしたご飯なので」

　日々の生活がうかがえる。リサはワインの代わりに炭酸水を注いだグラスをクリスの前に置いて、せっせと皿に料理を取り分けていく。

　俺おれとマルコも食事を再開し、静かだが穏おだやかな時間が流れたのだった。







　食事を終えた後、俺たちはクリスが以前にいた部屋に集まった。細かいものは変わっているが、調度品の類たぐいはそのままだった。なお、リサが同席しなかったのは、話を聞いてもわからないのと、リサにはあまり金の話には関わってもらいたくなかったからだ。

　倉庫からなにかを引っ張り出してきたクリスが部屋に入ってくると、その顔はやっぱりどこか不ふ機き嫌げんそうだった。

「昔は逆の立場だったのにな」

「……もう、こういうのはこれっきりにしてくださいよ」

　もしかしたら、銀行内部では割と大人っぽく振ふる舞まっている自信があるのかもしれない。

「悪かったよ。クラブ２５で打ちのめされたからな。仕返しがしたかったんだ」

「噓うそばっかり」

　クリスはそう言いながら、倉庫から引っ張り出してきた壁かべ掛かけのロール式ディスプレイを広げ、端たん末まつにつなげていた。当時、クリスはこれを使ってハガナ並みかそれ以上の数学を操あやつっていた。

「……それが必要になるほど複雑な商品なのか？」

　俺がやや臆おくして聞くと、ようやくクリスは機嫌を取り戻したように笑った。

「マルコ君もいますし、根掘り葉掘り聞かれることになりそうですからね。念のためです」

「僕ぼくはハルさんほどしつこくないですよ」

「あなたたちは信用できません」

　マルコは不服そうな顔をして、どういうわけか俺を睨にらんでくる。

「ＡＢＳってのは、作り手に良し、買い手に良し、皆に良しって聞いた」

　俺の言葉に、クリスは少しだけ眉を顰ひそめて、答える。

「私はそう思っていますけど」

「非難じゃないよ」

「……でも、そういう言い方をするということは、ハルさんも自分で調べたんですね？」

「当然だ。けど、自分で調べたってのには語ご弊へいがある」

「サティアさんです」

　マルコが代わりに応えると、クリスはとても嫌いやそうな顔をして、肩を落としていた。

「なら、私を呼ぶ必要ないじゃないですか……」

「あるよ。わからないことがある」

　クリスはプロジェクターの脇に置いてある机に腰かけて、言った。

「なにがわかりませんか？」

「ひとつは、昔の証しよう券けんとなにがそんなに違ちがう？　優ゆう先せん劣れつ後ご構造というのはわかった。砲ほう弾だんが飛んでくる最前線に出る代わりに、最前線の奴らは褒ほう美びもたくさんもらえ、奥にいる奴らは褒美がもらえない代わりに弾たまには絶対に当たらない。そういうことだろう？」

「はい」

「問題は、そんなちょっとの構造の変更で済むなら、とっくに誰だれかがやっていたはずだ、ということだ」

　俺おれの言葉に、クリスはたちまちにんまりと笑う。

「数学の進歩です」

　そして、以前から割と発育の良いほうだったが、だいぶ目立つようになった胸を張って、プロジェクターになにやら数式を書き始めた。

「証券化、つまりいくつかのローンをまとめて一つの証券にして、小分けにして売るのがまず第一のリスク回かい避ひです」

「それは理解できる。すべてのローンが一いつ斉せいに破は綻たんする可能性は低い」

「でも、それはあくまでも経験則に従ったことでした。なので、実際どのくらいのリスクなのかは、誰にもわかりませんでした」

「ブラック＝ショールズ方程式ができる前のオプションのように？」

　オプションとは、未来において、特定の値段で株かぶを売買できる権利のこと。今は百ムールの株を、三ヶ月後に百十ムールで買う権利などだ。なぜそんなものが売買されるのかと言えば、三ヶ月後に株かぶ価かが三百ムールになっていようとも、その権利を持っていれば百十ムールで株を買えるからだ。

　だが、このオプションにはとても深遠な問題があった。未来の株の値段がわからないからこそオプションが賭かけとして成立する一方、オプションの現在の価値というのは、未来の株価がいくらになるかで決まってくる。たとえば、未来の株価が百ムールだとわかっているのに、その未来の株を二百ムールで買う権利を買うのは馬ば鹿かげているからだ。

　だとすると、この賭けの期待値は一体いくらになるのだろうか？　現在の正しいオプションの価値が、不確実な未来の株価で決まるのなら、期待値を計算するのは不可能ではないのだろうか？　それとも、オプション取引においてはそもそも期待値なんてものは存在しないのだろうか？　でも、なんとなくだが、適正な値段がありそうな気がしないでもない、というややこしい問題があった。

　そのため、オプションの値付けは長いこと勘かんで行われていたのだが、ついにそれを数学的に示すことに成功したのが、ブラック＝ショールズ方程式だった。

　人類の無知の霧きりを晴らしたこの数式の開発者のひとりには、ノーベル賞が贈られた。

　そして、クリスの笑みは、深い闇やみの中の、ほのかな光のようだった。

「そうです。正規コピュラという手法でね」

「こ……ぴゅ……？」

「コピュラ。言えます？」

　クリスがくすくすと笑っている。

「言うなれば、リンゴやオレンジやバナナのたくさん詰つまった段ボールの中で、それぞれの果物がどのくらいで腐くさるのかを推測する数学ツールです。ハルさんのいる株かぶ式しき市し場じようであれば、地球のどこかの国の金利が上下すれば通貨が変動し、原油の値段に波及して、そのためたとえばどこかの国の景気の見通しが悲観的になったとすれば、景気変動に強いディフェンシブ銘めい柄がらに買いが殺さつ到とうする……みたいに玉突き的な思考ができますよね」

「ああ」

「ですが、リンゴやオレンジやバナナは同じ果物ですけど、それぞれ日持ちする日数が違ちがいます。バナナは早く腐ってしまうかもしれませんけど、リンゴは違います。それに、一つのリンゴが腐っているかどうかを観察すれば、ほかのリンゴもちょっと怪しくなっているかもと予測することはできますが、バナナが腐っているかどうかはよくわかりません、とはいえ、それぞれ同じ果物ですから、まったく相関がないわけではありません。何ヶ月という極きよく端たんな期間、高温多湿で放っておけばすべて腐る、というのはわかりますからね。でも、ある温度、ある湿度、ある日数などの期間において、実際のところどれくらい腐るのかは、なかなかわかりません」

「確かに」

　それは、オプションを巡る霧きりと同じだった。

「で、これはローンについても言えることです。ＡさんとＢさんはリンゴとバナナくらい違いますから、Ａさんが破は綻たんしても、Ｂさんにはあまり関係がありません。これが、Ａさんの住宅ローン、Ｂさんの車のローン、Ｃさんのクレジットカードローンになればさらに相関がありません。だから、ごった煮のローンは、それぞれが一いつ斉せいに破綻する、という意味でのリスクはかなり消しよう滅めつさせることができます。でも、その代わり、全体としてはどのくらい破綻が出そうか、ということを推定するのがものすごく難しくなります。それこそ、神のみぞ知る……でした。でも、大きな統計データがあれば、それぞれのローンにおいては、どのくらいの率で破綻が発生するかはかなり精密に捉とらえられます。コピュラの概がい念ねんを使うと、そのそれぞれの事象の相関関係を弾はじき出せるので、そうやって全体の破綻発生期待値を計算することができます。そして、期待値が弾き出せれば、適正な価格をつけられます。そうやってリスクが採れる危険水域ぎりぎりまで足を踏ふみ出したのが、私たちの開発した商品です」

　俺おれがきちんと理解できているかどうか怪しいようなことを、クリスが少し首をすくめて、悪戯いたずらっぽく言う。その目は、笑っているのにどこか冷たい感じがする。それは、四年前に数学プログラムを延々と弄いじ繰くり回していた時の目だ。か弱い女の子ではなく、世界中で通用する力を手に入れた、一人の能力者の目だ。

「自称専門家の長年の勘かん、という怪しげなものではなくて、誰だれもが検証できる数学ツールで支えられているので、関係機関のお墨すみ付つきも得られます。私たちの数学で守られたシニア債は、最高のトリプルＡ。メザニンはやや劣りますけど、それでも先進国の国こく債さい並みです。リスクは全部ジュニア債に押し込んであります。ＡＢＳと昔の証しよう券けんは似て非なる物です。ＡＢＳ以降においては、未来のリスクというものは、すべて数学の首輪をつけられて飼いならされた犬なんです」

　わん、と吠えさせたら似合いそうな女の子だったクリスは、いつのまにか吠えさせる側になっていた。

「株かぶ式しき市し場じようのリスクも、似たような方法の数学でどんどん駆く逐ちくされています。ＶａＲとかが主流ですね。自分の投とう資しポートフォリオにおいて、何％の確率でこれだけの損が出る可能性があります、とズバリ診断できます。ハルさんの昔の基準からすると、もう投資できる銘めい柄がらなんてほとんどないんじゃないですか？」

　悪気がなさそうなのが、余計に俺おれの心に深く突き刺さる。

　ただ、顔に出すような無様な真ま似ねだけはしなかった。

「確かに、俺の周りには『伝説の投資家』だらけだ。どいつもこいつも、失敗なんて欠片かけらも恐れてない」

「軌き道どうエレベーターの開業以来、どんな事故も未然に防いでいるエメラルドインダストリーの頭脳も、数学に支えられています。隕いん石せきや、あるいはエレベーターのパーツの予期しない故障まで予測できるような、一見矛む盾じゆんしている数学ツールで、今の投資は守られています。だから、それを知らないとものすごいリスクを取っているように見えるんだと思います。昔の投資ツールを動かすと……時代を感じますよ」

　最後の言葉は、クリスなりの慰なぐさめだったのかもしれない。

　俺はすでに打ちのめされて倒れこむ寸前だったが、なんとか気き丈じようにこう言った。

「もう一つ質問いいかな」

「なんですか？」

「速度についてなんだが」

　クリスは一いつ瞬しゆん首をひねり、「ああ」とうなずいた。

「資金の回転のことですよね？」

「そう。毎月二十億ムールとか三十億ムール動かす。端たん的てきにすごいと思った。だが、話を聞くと、ローンを組成して、それを証券にして、販売して、そのお金でまたローンを組んで、という感じだ。それで毎月そんな金額が回るとはとても思えない。事務手続きも滞とどこおっているんだろう？」

「はい。だから、ロケットスキームと呼んでる仕組みを作りました」

　クリスはプロジェクターにさらさらと図を描き始めた。

「大規模な機き関かん投とう資し家かに参入してもらったのは、実はＡＢＳよりこっちがメインなんです」

　一ひと筋すじ縄なわではいかないのが、この業界だ。

「ローンを組んでそのローンを証しよう券けん化かして、さらにその証券を投資家に販売して、そのお金でまたローンを組んで……というのは確かに面めん倒どうで鈍どん重じゆうです。ただでさえ、ライバル大手銀行とハゲタカ大手投資銀行がＡＢＳのコピーを販売開始してますからね。この状況で時間のロスは致命的です。ですから、私たちは最初からこの仕組みを限界まで素す早ばやく動かせる仕組みもセットで考えました。それが、ＳＩＶという特別な資金運用会社の作成です」

　クリスはＥ・Ｊ・ロックバーグの本体から、下に線を引いて、ＳＩＶと書く。

「このＳＩＶに、ＣＰを発行させたんです」

「ＣＰを？」

　俺おれは、思わず聞き返す。

　ＣＰとは、コマーシャルペーパーの略で、企業が発行して、投資家に買ってもらう証券のことだ。返済期間がとても短くて社しや債さいよりも手軽なので購こう入にゆうする者が多く、短期の資金集めによく使われる。企業が短期間のあいだ金を借りるための借用書と考えればいい。

「はい。ローンを長期間抱えないでいいのが証券化のいいところなのですが、理屈の上では、この転売スキームの導管の太さは、自己資金の十二倍までです」

　銀行がローンを組成するのはいわゆる通常の貸し出しと同じだから、ＢＩＳ規制に引っ掛かる。すると、どれだけ急ごうとしても、必ず自己資金の十二倍以内で組成したローンを捌さばかなければならない。新しいローンを組成するには、ローンを売却し、導管に隙すき間まができてからだ。

「ですが、このボトルネックは実は回かい避ひできます」

　クリスの口角が、悪そうに吊つり上がる。

「このＳＩＶを法律上、銀行とは資本的に無関係にすればいいんですよ」

　わからないものをわからない、と認めるのは投資家としての初歩の心構えだが、どうしてもプライドが邪じや魔まをする。

　隣となりでは、マルコもまた、険しい顔をして唸うなっていた。

「ふふ。でも、銀行とＳＩＶは法律的に無関係ですから、銀行から直接このＳＩＶに資金を提供するわけにはいきません。そこで、ＣＰを使うんです」

　話がきな臭くなってきた。

　だが、クリスはどこか得意げに、楽しげに話している。

「それで、ＳＩＶはＣＰを売って集めたお金を使って、Ｅ・Ｊ・ロックバーグからローンをまとめて買い取ります。ローンを組成して、証券化して、買い手を見つけてから売って……なんてことはしません。ＳＩＶに投資家の資金を貯ためておいて、Ｅ・Ｊ・ロックバーグが掃そう除じ機きで吸い込んだローンを丸ごと飲み込ませるんです。そして、時間のかかるＡＢＳの組成やら、証券の販売やらは、ＳＩＶのほうでやれば、Ｅ・Ｊ・ロックバーグはすぐさま次の投とう資しに移れます。なにせ、ＳＩＶと銀行は全く無関係の会社なわけですから、ＳＩＶに売ったローンについて、銀行はＢＩＳ規制を回かい避ひできます」

「そういうことか！」

　俺おれは思わず声を上げ、同時に苦々しげに口を歪ゆがめていた。

「……銀行のＢＩＳ規制は、あくまで銀行と、その連結子会社に適用されるからか」

「そうです。なので、この仕組みをシャドーバンキングシステム、なんて呼ぶ人もいます」

　規制がかかる顧こ客きやくの預金に頼らずに、投資家からのじゃぶじゃぶの金を銀行が利用する裏のシステム、というわけだ。

「……それで、ＳＩＶを作ってＣＰで金を集めれば集めるだけ、銀行からローンを買い取る速度が上がり、銀行は次々ローンを組成できるってわけか。金満投資家どもを相手にできれば、庶民から預金を集める速度とは比べ物にならないよな……」

「そうです。特にＡＢＳは絶対に売れる自信があったので、だったらそれが売れるのを待っている必要はないって思ってました。そしてこのスキームだと、理論上、投資家から資金が流れ込むのと同じ速度でローンを買い取り、ＡＢＳを組成させることが可能です。だから、ＳＩＶを作れば作るほど、ＢＩＳ規制の何十倍もの資金の流れを作れるんです。そういうわけで、このＳＩＶを銀行の下にたくさんぶら下げて書いて……さらに投資家からのＣＰを燃料みたいにすると……」

　クリスは次々ＳＩＶを書き足して、やがて全体図は幼稚園児の描くロケットの絵のようになった。

　実際、クリスは幼稚園児が初めて手に入れたクレヨンで絵を描くみたいに、莫ばく大だいな金額の絡からむ投資スキームを描いていた。

「ふふ。この絵のとおりに、私なんかはロケットスキームって呼んでます。ちなみに、実は今はローンの組成もアウトソーシングして、代理業者から直接ローンを買っています。というわけで、ほぼ理論上の最高速度で回っています。素晴らしい投資エンジンです」

「まさしく……金きん融ゆう工学だ……」

「ふふ。私もその言葉を金融数理と同一視していましたけど、本当はこういうダイナミックなことに使うものらしいですね」

「じゃあ……ＡＢＳはやっぱり土台のない、空くう虚きよな代しろ物ものじゃないわけか」

「はい。そう見えるとしたら、私からしても不気味なほどの完成度のせいかもしれません。ですが、固定金利と変動金利を入れ替えるだけで成立するような金利スワップとかそのあたりの賭かけの類たぐいじゃありませんし、来年の天気にお金を賭けるようなあやふやなものでもありません。お渡しした仕様書に、どんなローンが元になっているかも載っています。分厚くなっちゃうのは、そのローンに対する諸もろ々もろの条文も含まれているからです。ご覧になりました？」

　俺おれはサティアの事務所に行った後、自分の目でも覗のぞいてみた。

　確かに、そこには不動産ローンをはじめ、クレジットカードローンや学生ローンや車のローンなど、ありとあらゆるローンが含まれていた。

「ただ、パッと見だと比率がよくわからないんだが」

「比率？」

「リンゴとバナナの割合だよ」

「基本的には、メインは不動産ローンですね。どうしても規模が一番大きいので。今はもう、証しよう券けんの材料になるローンの奪うばい合いになってます。その不動産ローンもなかなか手に入らなくて……」

「ふん」

　俺はうなずき、もう一つ付け加える。

「月面の？」

　クリスの顔がすっと締しまる。大手銀行という、油断のならない連中がひしめく場所で生き残るには、弱みを見せないことが重要だ。多分、そこで覚えた顔つきだろう。

「ハルさんたちのプロジェクトの邪じや魔まをしていると思いますか？」

「不動産高こう騰とうの原因の一つ」

「それは違ちがいます。原因と結果をはき違えています」

　クリスと俺はしばらく視線をかち合わせ、俺から先に折れた。

「悪い。笑えない冗談だった。でも、そうか。十万戸の住宅の平均価格が五十万ムールだとすれば、それだけで五百億ムールだものな」

「独自の調査では、月面の潜せん在ざい不動産ローンは、総額一兆八千億ムールだそうです。ほとんど無限の富ですね？」

　クリスのにんまりとした笑みに、俺は降参するように手を上げる。

　金きん融ゆうの美しい姿だった。有史以来、銀行とは資金を必要とする人のところに資金を届けることを生なり業わいとしていた。今、その方法がここに完成したのだ。

　華か麗れいな数学で彩られた完かん璧ぺきな手法によって引き寄せられた資金が、散水機のように借り手にローンとしてばらまかれる。俺はクリスとクラプトンスクエアの不動産屋に行ったことを思い出す。あの時、皆、誰だれもが借金をして家を買っていた。その、究極の洗練がこれだった。Ｅ・Ｊ・ロックバーグがＳＩＶとやらを使い、ＣＰを燃料にしてすっ飛んで行く図は決して喩たとえではない。俺は、ほかに尋ねる質問がなく、でも口を閉じるのも悔しくて、こう聞いた。

「ちなみに、一番リスクの高いジュニア債で、どのくらいの損失率なんだ？」

　クリスは眼鏡の奥で笑っていた。

「ほぼ０です」

「ほぼ？」

「小数点三ケタまでゼロです」

「……それは、確かにゼロだ」

　無リスク。聖せい杯はい。錬れん金きん術じゆつ。

　そうすると、俺おれの脳は自動的に憎まれ口を叩きたくなるらしい。

「なら、プロテクションの保険金は取りすぎじゃないか？　三％くらいだって聞いたぞ」

「ふふ。情報が古いですよ。もう、今はそんな値段じゃありません。初期は言い値で売れたんですけど」

「いくらなんだ？」

「えーと……今日の相そう場ばだとジュニアで……」

「相場？　ってことは取引されてるのか」

「ええ。会計マジックを使わない人にとっては邪じや魔まな金食い虫ですからね。どうせ破は綻たんしないですし、保険は邪魔だって言う人も多いんです。それに、市し場じようが保険をいくらで評価してくれているか、こちらも知る必要がありますからね。正直、投とう資し家かにとってのこのスキームの利益は、ＡＢＳと保険の利率の差です。保険が安ければ安いほど、他社に差をつけられます。それで」

　と、クリスは一度言葉を切って、数字を口にした。

「思い出しました。〇．八％くらいです。つまり、保険の契約期間、大体一年区切りですけど、その間にこの債さい券けんがデフォルトになる可能性は、〇．八％だと思われているわけですね。安全なメザニンやシニアだと、もっと安いです。ほとんどタダ同然ですよ」

　実際の損失が小数点三ケタまでゼロなら、それでも払いすぎだろう。

　そして、保険金が下がれば下がるほど、証しよう券けんの利払いとの差は開くから、ますます計上できる利益は増えていく。

　俺とマルコが顔を見合わせていると、クリスはさらにこんなことを言った。

「とはいえ、ジュニア債はやっぱり売れ残っちゃうんですけど」

「そうなのか？　ああ、買い手側に購こう入にゆう規制があるんだったっけ」

「そうですね。ジュニア債は、性質的にリスクを詰つめ込めるだけ詰め込んでありますから、格付けがトリプルＢ、つまりジャンク債一歩手前なんです。購入してくれるところはかなり減ってしまいます」

「どうするんだ？　動く額がでかいから、売れ残る物もでかいだろ」

　老ろう廃はい物ぶつは必ずたまっていく。

　だが、クリスの嬉うれしそうな顔に、俺はなぜかぞっとした。どんな問題にも必ず解答を見つけてくる、そういう姿勢が、ある種美しかったからかもしれない。

「ハルさんだから、お話しします」

「……怖いな」

「すでに年金基金とか財団といった上得意の方々には販売していますし、本当はハルさんが追い払った花形セールスマンは、これの売り込みをしに来たんです」

　おそらくは人類史上最高の金きん融ゆうマシンになっているＥ・Ｊ・ロックバーグ銀行の最さい先せん端たんの金融商品。株かぶ式しき市し場じようだけをどすどす歩き回っているロバには縁えんのない世界。

　クリスは、光の加減で目の見えなくなった眼鏡の奥で、にんまりと笑った。

「私たちも、老ろう廃はい物ぶつの処理は最初から頭の痛い問題になりそうだとわかっていました。でも、ある日、閃ひらめいたんです。そういう売れ残りの証しよう券けんをよせ集めて、もう一度コピュラの魔ま法ほうで処理したらどうかって。そうしたら、どうなったと思います？」

　俺おれの脳裏を、ウォレスの言葉がよぎる。

「リスクが高くて売れ残っていた証券の山が、ものすごくリスクの高い証券の小さな山と、全然リスクのない証券の大きな山に分ぶん離りできたんです」

　錬れん金きん術じゆつ。

「私たちはこれを債さい務む担たん保ぽ証券、ＣＤＯと名付けました。ＣＤＯもＡＢＳと同じようにシニア、メザニン、ジュニアと階層に分けました。シニア、メザニンの階層は絶対安全のトリプルＡです。それで、当たり前と言えば当たり前なんですけど、材料になっている元の証券の利率がいいですから、全体としてＡＢＳより利率が良くなっちゃいました。飛ぶように売れますよ。そして、これは廃はい棄き物ぶつの再利用ですから、市場でローンが少なくなっている問題も解決してくれます。新しくローンを組む必要がないわけですね。もちろん、このＣＤＯでも売れ残りが出たら、またその売れ残りを集めて組成しなおすシミュレーションも並行して動いています。こちらはＣＤＯの二乗ということで、仮名称をＣＤＯスクエアードにしています。じゃあ、その売れ残りを集めた物は？　私は、ＣＤＯキューブドなんていいんじゃないかと思っています」

　古いプロジェクターが、じじ、という電子的な音を立てながら、月面ロケットの図を照らし出している。

　躁そう気味に話すクリスの、含み笑いのようなくすくすという声。

「それで」

　と、クリスは前かがみになった。

「いかほどご購こう入にゆうなさいますか？」
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　リサと一いつ緒しよに楽しげに洗い物をしているクリスの声が聞こえてくる。

　ふとすると四年前に戻ったかのような錯さつ覚かくを覚えるが、時間は永久に巻き戻らない。

　そして、人はその時間の分だけ、確実に成長するのだ。

「すごい……仕組みですね」

　壁かべにかけっぱなしのＡＢＳ、あるいはＣＤＯのスキームを眺めながら、マルコが呆あきれたように言った。

「まさに月面にふさわしいな」

「とりあえずシニア債を五百万ムール購こう入にゆうしますけど、いいですよね？」

　これで嫌いやと言ったなら、俺おれは本当にただの頑固なロバだ。

「一応、プロテクションも一緒にな」

「……会計規則の裏をつくんですか？」

「いや。儲もうけようと思って買うわけじゃない。とりあえずどんなものか買ってみるだけだ」

　せめてもの抵抗としてそう言うが、マルコはため息交じりにこう言った。

「僕ぼくは、ＣＤＯとやらのメザニン債でもいいと思うんですけどね」

　ＡＢＳから出る老ろう廃はい物ぶつを集め、再び濾こして綺き麗れいにした証しよう券けん。

　リスクという不純物は、次々濃のう縮しゆくされ、後ろに回される。あるいは、海水から真水を作るという作業に似ているかもしれない。

「全力で買いに行くとなったらそうするさ。可能な限り利益を追い求める」

「まだ、なにか不安が？」

「いや……」

　俺おれはそう答えたが、手のひらを見せて、膝ひざに置いた。

「疑問というより、違和感だな」

「違和感？」

「うまくいきすぎている」

　俺はマルコを見て、笑う。

「言いたいことはわかる。俺も呆あきれている。ドクター・ウォレスじゃあるまいし。多分、というか、ほとんどが嫉しつ妬となんだ。悔しいんだよ」

「……株かぶ式しき市し場じようには株式市場の良さがありますけどね」

「だが、そこで馴な染じんだリスクとリターンの関係は、ここでは成立しないらしい。俺は、それがどうしてもうまく飲み込めないんだ」

　プロジェクターに書かれたいくつかの数式。八年前、俺がノートパソコン一つで取引をしていた時から、数学は強力なツールだった。

　でも、まだそこには人の手が介在する余地があった。言うならば、俺みたいな連中が知恵を絞しぼり、楽しむ余地があった。それに、リターンはリスクを取ってこそ得られるものだった。

　そういうある意味素そ朴ぼくで単純だった俺たちの時代は、終わったのかもしれない。

「地球と月面では文化が違ちがいますしね。ここは、人生のチャンスを試す場所です」

　ＣＰを燃料にロケットとしてすっ飛ぶＥ・Ｊ・ロックバーグ。

　一方の俺は、古めかしい株式市場ですら遅れがちになっているロバだ。

「巨大なゴリアテであるアバロンを倒したダビデなんて称されて、ちょっといい気になってたな」

「え？」

「やっぱりでかい組織はやることが桁けた外はずれだ」

　俺がプロジェクターを見ながら言うと、マルコはそんな俺とプロジェクターを見比べてから、肩をすくめていた。

「そりゃあ、投とう資し銀行は人材の厚みが違いますよ。ハルさんみたいな人たちが群れを成しているわけですから。それで、結局どうするんですか？」

　洗い物が終わったらしく、クリスとリサが話しながらソファーセットのあるほうに行ったのが、声の響ひびき具合からわかる。

　そう。結局どうするのか。五百万ムール程度の投資では、大した儲もうけにもなりはしない。

　本当に儲けるのならば、その十倍から二十倍は突っ込まないと話にならない。

　俺は、世間がその儲けに酔よいしれている投資を前に、どっちつかずの態度を取り続けるのか？

　株かぶ式しき市し場じようはもはや飽ほう和わ状態で、そこで儲もうけを出し続けるには、自分の正気レベルを下げなければならない。割高だとわかっている銘めい柄がらに手を出さざるを得ない。でも、それはクリスの言葉によれば、リスク管理の手法が進歩した結果そう見えるらしい。もしもその話が本当なら、相そう場ばの狂気は永続的に続く。俺おれはそのことを受け入れられるのか？

　数学の前に屈服するのならば、そうだろう。

　だが、俺は世の中が数学どおりにいかないこともわかっているのだ。土ど壇たん場ばで、正しい道を示されていても、人は恐怖と混乱でなにが正しいのかを見失うことがある。なにより、有史以来、地球上の株式市場で永続的に上昇し続けた例は存在しない。

　そして、俺の思考は結局振ふり出しに戻ってしまう。

　それだったら、自分の信念を曲げるくらいだったら、俺はもう少し前向きなことに時間と労力を割さいてみたいと思う。それに、確信を抱ければ、なんにせよこの投とう資しは莫ばく大だいな儲けにつながっている。サティアが言ったように、見たことのないような額のチップが賭かけられた、史上最大の大おお博ばく打ちとしか思えないのだから。

「『足の太いロバ』なりに見極めて、本格的に手を出すかどうかを決めるよ。きちんと調査しよう。これは、もう無視できない」

　マルコは小首を傾かしげて、こう言った。

「結局買うことになりそうですけど」

「それはそれでいいさ」

「そのハルさんの不思議な欲のなさがわからないんですよね。今すぐやろう、もっと買おう、じゃないんですよね」

「慎重だと言ってくれると嬉うれしいね」

　俺は立ち上がり、廊下に出る。

　リビングまで行くと、クリスがリサの膝ひざ枕まくらで耳掃そう除じをしてもらっている最中だった。

「ほら、クリス動かないの」

　俺たちに見られているとわかって動こうとしたクリスを、リサがたしなめている。

　そして、リサはちらりと俺のほうを見て、こんなことを言った。

「ハルもして欲しい？」

「お金がないよ」

「ふふ。マルコ君は？」

「あ、え？　は、あ、いえ、その……」

「エレノア以外にして欲しくないってさ」

「あら残念」

　マルコはなにか言いたそうに口を半開きにしていたが、俺と目が合うとすねるように目を逸そらした。年上好きのマルコは、もちろんリサの膝ひざ枕まくらなら大歓迎だろう。

「それじゃあ、俺おれたちは先に帰るよ」

「あらまあ慌ただしいのね」

「あ、あの、私も──」

　と、リサの手の下で言うクリスに、俺はこう言った。

「休める時に休まないと、倒れるぞ。それと、五百ほど買うよ。ＡＢＳのシニア債。まあ、在庫があればだけど」

　リサはちらりと俺に視線を向け、微笑ほほえみながらクリスに言う。

「だってさ。よかったわね？　売れたわよ」

「う～……」

「じゃ」

「はい、おやすみ」

　俺はマルコに目配せをして、教会を後にする。

　そして、真っ暗になって少しだけ気温が低くなったような気のする、月面のドームに浮かぶ星空を見上げていた。

「あんなクリスさんが作り出した商品に負けるって、なんか世の中不思議ですね」

　さっきまでのやり取りとは逆のことをマルコが言う。

「見た目は関係ないだろ。クリスは優秀だ」

「もちろんそうですけど、やっぱり不思議です」

　マルコの言いたいこともなんとなくわかる。

　けれど、それが世の中というものなのかもしれない。

「しかし、耳掃そう除じか……」

　呟いた言葉に、マルコは思わず吹き出していた。

　笑わなければやってられない。

　ここで立ち止まることはすなわち死ぬことなのだ。

　俺たちは歩き続けなければならない。

　歩き続けると誓ったのだから。

「普段の業務にプラスして調査か。耐えられるかな」

「誰だれがですか？」

　そんなマルコに俺は肩をすくめ、俺たちはタクシーを拾うために広い通りに向かって歩き出したのだった。







　その日は朝方から相そう場ばが荒れていた。イギリスが景気の過熱を理由に金利を急に引き上げたせいで、それに引きずられるように地ち殻かく変へん動どうが起きていた。

　クリスが扱うローンの世界とは違ちがい、こっちの世界はすべてがつながっているのだ。

「誰だれか吹き飛んだみたいですよ」

　マルコは、買い物袋を抱えてオフィスに入ってくるなり、そう言った。

「へえ？　ああ、なんかうるさかったな」

「パソコンと椅い子すが壁かべに投げつけられてましたから。まあ、モーモーでしょうけど」

「ふん……」

　俺おれはマルコに頼んで買ってきてもらった輸入サクランボを食べながら、椅子の背もたれに体をあずけた。彼らは思おも惑わくから少しでもずれれば即座に吹き飛ぶリスクを取って楽しんでいるのだから、特に珍しいことではない。

　事故が起こる可能性のある場所では、いつか事故が起こるのだ。

「投とう資しで負けて自殺って意外に少ないって聞きましたけど、本当なんですかね」

　マルコが買い物の荷物を片付けながら、物ぶつ騒そうなことをなんの気なしに言う。

「……アメリカの一九二九年の大だい暴ぼう落らくでも、ニューヨークの自殺者数は大して増えなかったっていうからな。所しよ詮せん、金だよって俺が言うのもなんだけど。でも……」

　と、俺はサクランボを頰張りながら、言う。

「のるかそるかの大おお博ばく打ちか……」

「ハルさんも、昔はそうだったって聞きましたよ」

　種を捨て、俺は答える。

「そうだよ。レバレッジは滅めつ多たにかけなかったけど、常に全財産をつぎ込んでいたし、ここぞという大一番で、賭かけられるだけ賭けた」

「そして……吹き飛んだ？」

　ブローアップ。

　俺は両手を上げて、天を仰ぐ。

「大一番の大博打というのは、もちろん悪くない。リターンが見込めるならやるべきだ。そういうチャンスは滅多にない。ただ、なにもかもを失うような賭け方はだめだ。失敗しても取り返せるのは、賭と場ばに再び入るための入場料がある時だけだ。俺が再起できたのは、まだなにかしらが手の中に残っていたからなんだ」

　しかも、それは純粋に運だった。

　世の中に俺が百人いたら、九十九人は爪先を見つめて暮らしているだろう。

「それに、全てを賭けるに値あたいするなんていう大おお相そう場ばは、もう株かぶ式しきにはなさそうだしな」

「うーん……買い手側には、今の相場こそ、一生涯なさそうな上昇相場に見えてると思うんですけど」

「ちょっと下がっただけでパソコンと椅子が壁に投げつけられるのに？」

　マルコは肩をすくめ、ホットドッグをかじっている。

「そういう点では、僕ぼくはロバの背中に乗っていることに感謝します」

「これだけ相そう場ばが荒れても出資者から電話の一つもないのは、日々の行いのたまものだと思っているよ」

「ゴールドスミス氏を除いてですが」

　マルコは辟へき易えきとしたように言う。

「でも、説明したら納得してくれるタイプなだけましだろう？」

「まあ、そうですね。そう言えば、この間、出資者のブラックリストを買わないかって売り込みを受けましたよ。神経質なクレイマーの名めい簿ぼだそうです」

「……いくらだった？」

　俺おれが尋ねると、マルコは肩をすくめていた。

「けど、それ以外の人たちからは一いつ切さい連絡ありません。隔かく週しゆうの報告書で満足されています。それこそ皆さんからのハルさんへの信頼の証あかしです。くさらないで頑張りましょう」

「……別にくさってるつもりはないが」

　俺が言うと、マルコは澄すまし顔で、口の端はしについたマスタードを指で拭い、舐なめ取っている。

「クラブ２５以来、自じ虐ぎやく的てきな発言が多いです」

「……お前がどうしてエレノアに雇われていたか、なんとなくわかるな」

「物もの怖おじしないのがあなたの良いところです、と言われました」

「皮肉だったんじゃないか？」

「さあ？」

　小生意気にそう言って首を傾かしげると、片手で端たん末まつをいじり、直後に俺の端末にメールが転送されてきた。

「それで、ＡＢＳを調べるって件ですけど、手始めにこの人に話を聞きに行くのなんかどうですか」

　マルコの手て際ぎわの良さは一流だ。

「Ｅ・Ｊ・ロックバーグからローン組成の依頼をされている不動産会社です。社名は、ニューエイジデベロップメント」

　読み上げると、マルコの顔が皮肉気な笑みに変わる。

「ふへ。この社名、どう思います？」

「社名の時点ではねたくなる」

　そして、投とう資し先を調査する過程で実際にはねた記憶がある。営業費が異常に高いのだ。不動産融ゆう資しを組んでもらうために顧こ客きやくに現金を渡しているとしか思えなかった。

「とはいえ、お約束のように売上成長率は驚きよう異いの年率七百二十％ですよ」

「工業的に飼育される牛や豚も脅威の発育率だが、それを実現するために、抗生物質と電流と自然界には存在しない餌えさで育てられているってことを思いだすべきだ」

「長生きできますかね？」

「日々のお祈り次第だろう」

　俺おれはサクランボをもう一つ口に放り込み、そう言ったのだった。







「お初にお目にかかります。ＣＥＯのダン・スタイナーです」

　ニューエイジデベロップメントを率いる、いかにも叩き上げの営業マンらしいダンは、分厚い手を差し出してきて、俺の手を力強く握にぎった。握手は熱烈で、手の甲こうにまで毛が生えているタイプ、と言えばわかりやすいだろう。見た目も例に違たがわず、鍛きたえている胸板に、日焼けした肌、ペンギンみたいに逆立てた髪の毛だ。

　起業で成功するのに必要なものが三つあると言われている。

　運と、諦あきらめの悪さと、傲ごう慢まんさと紙かみ一ひと重えの暑苦しさ。

「『アバロン打倒物語』観みましたよ。あれは実にすばらしい物語だ。現代の騎き士し道どうですね」

　どいつもこいつも話のとっかかりはそこからだな、と辟へき易えきとするような時期はとっくに過ぎた。

　最近では、いちいち会話の切り口を探さないで済むので、助かっている。

「現実はあれほどいいものではありませんが」

「はは。女優はほとんどフルＣＧですからね。でも、現実のエレノア女史も大変お綺き麗れいだと伺うかがっていますが」

　同じ映画の話で切り出してくるのに、ソフトウェア会社のリッチとは全く違ちがう。

　もちろん、だからこのダンがだめだ、というわけではないが。

「なんにせよ、まさかあの月面の英えい雄ゆうが我が社に来てくれるなんて、光栄の限りです。むさくるしいところですが、どうぞ」

　俺とマルコは、シャツのボタンを二つも開けたダンに連れられて、オフィスの中を進んでいく。ニュートンシティでも比ひ較かく的てき地味なエリアの、落ち着いた一角にある。机はぎゅうぎゅうに詰つめられていて、そのくせ人がおらずスカスカだった。

「皆営業に出払っていまして。うちはノルマ制ですが、そのぶん歩ぶ合あいで給与が決まりますからね。先月のトップは七十万ムールのボーナスでした」

「……先月？」

「うちは毎月ボーナスが出るんです」

　マルコが視線を逸そらし、わーおと声なく言っていた。売上高の割に利益も少なくなるはずだ。

　そして、俺たちは厳おごそかなカーペットとソファーセットの応接室ではなく、物置かと思われるような一角に案内された。一応、来客用のスペースらしいが、普段はモーレツ社員が仮眠を取る場所なのだろう。

「すみません、ここしか場所がなくて」

「いえ」

　俺おれは答えつつ、人に金はかけてもこういうところに金をかけない姿勢を見て、数字や印象ほどこの会社は悪くないのかもしれない、と思った。

「それで、ハルさん──あ、失礼、映画を観みてたせいで……」

「ハルで構いませんよ。みんなそう呼びます」

「では、失礼して、ハルさんも、不動産投とう資しにご興味が？」

「ええ、まあ……」

　俺が言葉を濁にごしたのには、理由がある。

　そして、ダンは当然そこに気が付いた。

「ハルさんを商しよう売ばい敵がたきだとは思っていませんよ」

「……ご存知ですよね」

「住宅支し援えんプロジェクト、悪くないと思います」

　人が家を買うためのローンを組むダンからすれば、家を建てて、そこに人々を格安で住まわせる俺のことは毛け嫌ぎらいしそうなものだ。

　しかし、目の前のダンは営業スマイルにも見えなかった。

「目め端はしの利かない同業の中には、商売敵だと喚わめく者もいるかと思いますが……そういうのは自分で物件を抱えたり、賃ちん貸たいの仲介をする零れい細さいですね。我々のようにローンを組成する者からすれば、むしろ大歓迎です」

「というと？」

「格安の住宅に人が住めば、それだけ資金が貯たまります。資金が貯まれば家を買うようになる。それに、ハルさんとご懇こん意いになれれば、私にとってはさらに素晴らしいプラスになるのです」

　聞いてばかりいると足元を見られる。

　俺は状況を俯ふ瞰かんする。

　こいつらの欲しがる客は、なんだ？

「ああ、我々のプロジェクトの家に住む者たちは、皆、自宅を持っていない」

「そうです。そういう人たちに集中的に営業ができれば、素晴らしいことです。今や月面では家を持っていない人は貴重な金の卵と呼んで差さし支つかえありませんから」

　地球の悲ひ惨さんな場所から月面にやってきた者や、月面で失敗して流れ着いた者。誰だれも彼もが家を持てず、路上や入り組んだ路地で寝泊まりし、仕事に行ってまた戻ってくる。誰一人として楽な生活ではない。

　ダンは、彼らを将来の顧こ客きやくとして捉とらえている。それを弱者ですら食い物にする強ごう欲よくな企業の穢けがれた視点、と糾きゆう弾だんすることは可能だ。

　しかし、もしもダンが融ゆう資しをしてくれれば、彼らが家を買えるのも事実なのだ。そう考えると、ダンの動機が金かね儲もうけだというだけで、なるほど、その結果は俺おれたちが目指す場所と同じなのかもしれなかった。

「けれど、我々からアプローチするのではなく、ハルさんから来ていただいたということは、プロジェクトとは別なんですよね？」

「ええ。実は、不動産ローンについてお聞きしたく」

「不動産ローン？」

　ダンがきょとんとする。

　当然だろうな、と思ったのもつかの間、ダンはすぐに納得したような顔になった。

「ＡＢＳですね？」

「……そうです」

　ダンは肩をすくめて、笑った。

「ＡＢＳは発売されてそれなりになりますが……うちに直接話を聞きに来たのはハルさんが初めてです」

「心配性なんですよ」

「はは。でも、そのスタンスによってアバロンの不正を暴あばいたんですからね。それで、ローンの破は綻たんは、実は割とあることです」

「えっ」

　俺は不意の発言に虚きよを衝つかれる。もしもそうだとしたら、不動産ローンを大量に含むＡＢＳはもっと損が出ているはずだからだ。

「ですが、ローンの元になるのは月面の不動産、というところが肝きもなんです」

　ダンは人差し指を立てて、満面の笑み。

「月面の不動産がこれまで一度も下落したことがない、というのはご存知ですよね」

「……ええ、まあ、一応は。下落はなく、せいぜいが踊り場を形成する程度だと」

「そうです。月面は土地が限られている一方、移民は途と絶だえませんからね。需要と供給の関係から言って、下がる理由がありません。ですから、ハルさんのおっしゃるとおりに、相そう場ばが踊り場に入ることはありましたが、下がったことはありません。むしろ、踊り場に入った時は車のギアチェンジとでも言いましょうか、その後に必ず暴ぼう騰とうしてきました」

　ガザニカが俺に基金のことを聞いてきたのも、そのことが念頭にあったからだろう。

　しかも、記き憶おくが正しければ、値上がりは必ず前回の高こう騰とう記録を塗ぬり替えてきた。

　もしかしたら相場の踊り場は、融ゆう資しに絡からむなにか構造的な問題、例えば事務手続きの滞とどこおりや融資の発行体の与よ信しん枠わくなどが原因なのかもしれない。

「一方、借り手がローン返済に行き詰づまる時というのは、稼かせぎ頭がしらが病気で入院したり、勤め先が倒産したり、リストラにあったりということが原因です。これらの不運は防ぎようがありません。でも、大抵その頃ころには住宅が十分値上がりしていますから、売却すればローンをすべて完済できます。それどころか、少なくない利益が出るのがほとんどです。もちろん、買った瞬しゆん間かんに破は綻たん、なんてことになれば厳しいですけど、相そう場ばの上昇を見ていると、それでも利益が出そうな勢いです」

　俺おれはその言葉に、四年前、クリスとクラプトンスクエアに行った時のことを思い出す。

　そうだ。

　あそこの不動産屋では、生涯賃金よりも高いであろう家を人々が競うように買っていた。ほとんど全額をローンで借りて、金利だけを支払っていた。理屈から言えば、生涯賃金よりも高い家を買うための借金は、一生働いても返せないはずなのに。

　どうしてそんなことが可能なのかと言えば、不動産は必ず値上がりをするからだ。

「そして、一軒目で利益を出した人は、二軒目はもっと大きな家にチャレンジします。そうやって資産家の梯子を駆かけ上っていきます。我々はそういう人たちの、最初のお手伝いからやっているというわけです。特に……失礼、これはハルさんたちへはちょっと嫌いや味みに聞こえてしまうのかもしれませんが」

「いえ」

「あまり裕福でない移民の方々などにも、積極的にローンを提供しております。もちろん、その際には高い金利を取らざるを得ませんが……。優ゆう先せん利り率りつ、つまりプライムレートで貸し出せる基準を下回っている人がほとんどですからね。どうしても、サブ・プライムレートになります。でも、そんな時はしばらく金利を免除するプランをお勧すすめしています。場合によってはしばらく全く金利を払わず、その後も低い率で返済してもらって、ただしその後は金利が上がるといった仕組みです。これなら、今時分のように相場がちょっと踊り場になっていても、値上がりをじっくり待てますからね。返済金利が高くなる寸前まで家の値上がりを待って、売却すればいいわけです。もちろん、その頃には良い職に就ついて、バリバリ働いて多少の利子なんか気にならなくなっているかもしれません」

　ダンは一呼吸挟んで、こう付け加える。

「立派な家に住んでいると、心持ちも違ちがってきます。チャレンジ精神にも火が付きます。貧しい移民だから能力が低いなんてそんなことはありません。最初のお金さえ誰だれかが貸してくれれば、人々は成功を摑つかめるんです」

　昔の外区がいい例だ。

　クリスはなんとか大学への切きつ符ぷを手に入れた。

　でも、学費がないために就学を諦あきらめた優秀な人々が一体どれだけいたことだろう。

「ガザニカ大統領が聞いたら、両手で握手したがりますね」

「ええ、我々は本気で自分たちのことをハルさん側の人間だと思っています。我々は……たまに強ごう欲よくな守しゆ銭せん奴どなんて言われます。ですが、我々がこんなオフィスで毎日ぼろ雑ぞう巾きんになるまで働けているのも、ボーナスはもちろん理由の一つですが、そういう社会への貢こう献けんもできているからだ、という自負があるからなんです」

　ただの金かね儲もうけではなく、社会貢献という目標もある。

　確かに、それはモチベーションになるだろう。

　社会を変える、というのはなぜか恐ろしくわくわくすることだ。

「ハルさんたちの方法を、もちろん非難するわけではありません。借金をなるべく避さけて、保守的な思考をされる方がいるのも理解しています。そういう方たちに必要なのは、やっぱり安く住める綺き麗れいな住宅だと思います。ですから、ハルさんたちと我々は、相互補完的な立場にいるのだと思います。一いつ緒しよにお仕事ができれば……より良い月面社会を築けると思っています」

　見た目はやや怪しげなのに、ダンの言葉には重みがあったし、顔つきは真剣だった。

　この流れの速い月面で、惑まどい、吹き飛ばされないでいるためには、信念が必要だ。

　ダンには、その信念があるように見えた。

「ありがとうございました。非常に勉強になりました」

「いいえ、こちらこそ、お会いできたことを感謝いたします。それと」

「？」

「不動産売買の際は、ぜひお声掛けを」

　冗談めかした売り込みは、さすがと言うべきか。

「ええ、相談させていただきます」

　俺おれとダンは、そう言って、握手を交わしたのだった。







　クラプトンスクエアの、大ホールが見えるテラスカフェで一服した。あの後、飛び込みでニューエイジデベロップメントと同業のローン会社に話を聞きに行った。

　出てきたのは、どれもローンは不動産の値上がりによってリスクヘッジされていて、そして地球ではチャンスを得られなかった人たちへの積極的な融ゆう資しは社会貢献だ、という話ばかりだった。

　ぐったり椅い子すの背もたれに体を預けていたのは、株かぶ式しき市し場じようですら見ないような熱気にあてられたせいかもしれない。ただ、それはよくよく考えれば当然のことだった。

　なにせ、Ｅ・Ｊ・ロックバーグをはじめ、銀行と名の付くところがＡＢＳなどの証しよう券けんを作り出すために猛もう烈れつな勢いでローンを買い漁あさっている。活気がないわけがなかった。

「不動産屋さん始めます？」

　マルコの悪戯いたずらっぽい言葉に、俺は体を起こして、アップルソーダを飲んだ。

「それなら不動産価格総合指数を買うよ」

　株式市場全体の動向を示す株式指数があるように、住宅関連の資産の値動きを示す指数もある。取引市し場じように上場されていて、その抽象的な指数に対して売買ができる。

　四年前、クリスはこれにも手を出していたはずだ。

　それに、アバロンの不正のせいで電気料金が高こう騰とうしていた時、クリスは無邪気な口調でこう言っていた。

　──賢かしこく投とう資しすればいいんですよ。電気の値上がり以上に儲もうけを得られます。

　そのとおりだ。

　人々は、借金の返済以上の値上がりを摑つかみ、資産家になっていくらしい。

「ドクター・ウォレスは、ＡＢＳに悲観的なんですよね？　どんな情報を摑つかんでいるんでしょうか」

　マルコは生クリームの浮いたホットココアを飲んでいる。注文の時に、ヘーゼルナッツシロップを足しているのを見たが、喉のどが焼けるほど甘いだろうに、横にはアップルパイまで置かれている。若さだ。

「確かにな」

「やっぱり……マリアさんに進言したほうがいいんじゃないですか？」

「なにを？」

　マルコが、言いづらそうな顔を俺おれに向けてくる。

　俺は、肩をすくめてテラスの下のホールを見る。買い物袋をぶら下げた、裕福そうな人々で平日の昼間からごった返している。

「ドクターは病的だが、病気じゃないだろう」

「でも、これだけなにもかもがうまくいっているのに、ドクターは相そう場ばの逆を張ろうとしてますよね。どうかしてますよ」

「なにか根拠があると思うんだけどな」

　俺が言うと、マルコはやや苛いら立だちを感じさせながら、言う。

「なにかってなんですか」

「……なにかだよ」

　俺の言葉に、マルコは不満を飲み込むように、アップルパイを頰ほお張ばっていた。

「そんなに気になるなら、ドクターに投資したらどうですか？」

「うちはファンドオブファンズじゃない」

　目が飛び出るようなリターンを実現する投資ファンドは、確かに世の中に存在する。十年間一万ムールを預けていたら、百万ムールにしてくれるような奇跡のファンドも存在する。

　だが、一般の人にはまず見つけられない。投資ファンド、と名のつくものが、月面だけで三千を超えているからだ。そこで、この業界に詳しい人間が、詳しくない人たちから金を集め、有望そうな投資ファンドに投資をするファンドがある。だから、ファンドオブファンズ。

　だが、普通に考えて、これは単なる手数料の二重取りに限りなく近い。

　賢い誰だれかがファンドオブファンズオブファンズオブファンズオブファンズとかを作って、投とう資し先すべてに自分の名前を書き込む日も遠くないだろう。実際、古き良きアメリカでは、投資信しん託たくを使って似たような手口の詐さ欺ぎを業界全体で働き、吹き飛んだ。

　だが、時代は下り、場所は月面だ。

「景気は拡大、人口も増大、税率も上がる気配がなし」

「いい話ばかりじゃないですか」

「アバロンの呪いかもな……」

　スプーンで生クリームを口に運んでいたマルコが、「？」と視線を向けてくる。

　俺おれは、苦笑いしながら、こう言った。

「また、アバロンのような事例かもしれない、という思い」

「欺ぎ瞞まん、隠いん蔽ぺい、錯さつ覚かく？」

「あるいは、世間の鼻を明かしてやりたい、という誘ゆう惑わく」

「ほへ」

　マルコは気の抜けたふうに笑っている。

「まあ、もう少し調べてみよう」

「次はどこでしたっけ」

　俺はアップルソーダを飲み干してから、立ち上がる。

「クレジットカードローン会社」

　テラスから見下ろせるブティックでは、今まさにカウンターの上に、光を吸い込む黒いカードを出している貴婦人の姿があった。







「航空会社というのが、実は飛行機そのものよりも予約システムのほうが大事なように、クレジットカードローン会社も実際のところ、肝きもはその複雑な決済網もうではなく、どれだけリスクを定量的に扱えるかです」

「つまり、滞たい納のうのリスク管理？」

「ええ。滞納の、リスク管理」

　髪を撫なでつけたクレジットカードローン代行業者最大手のＣＥＯは、俺の言葉をおうむ返しにする。非常に若いので、余計に気き障ざったらしい。

「誰にどんな金利を課して、それがどれだけ破は綻たんするかを、いかにうまく行えるか。この業界、リスクを制する者がすべてを制します」

　先ほどのニューエイジデベロップメントとは打って変わって、シュレーディンガーストリートにほど近い、瀟しよう洒しやなエリアのオフィスだ。

　高級ホテルのような内装の役員専用ラウンジに通され、最高級の豆で淹いれたのだろうコーヒーが出された。癖くせで、生産性に寄与しない経費の計算をしてしまう。

「顧こ客きやくの選定については、親会社の地球での長い活動を含め、長年蓄ちく積せきしたデータから統計処理をして区分けします。そちらがお聞きしたいのは、Ｅ・Ｊ・ロックバーグなどが血ち眼まなこになって買い求めているローンについてですよね？」

　血眼、という単語だけやたらと発音が良かった。

「滞たい納のう率りつをお聞きしても？」

　すると、相手は大げさに肩をすくめていた。

　企業秘密を明かすわけがないだろうこの間抜け、というわけではなく、語る数字を持たなかったのだ。

「ほぼゼロです」

「ゼロ？」

「たまに、どうしてもたまにありますけどね。不運が重なる時はあるものです。毛皮のコートをカードで買ったその帰り道、脳こうそくの発ほつ作さを起こして病院に運ばれる途中、家族が別の場所で交通事故を起こすとか。でも、まあ概おおむねゼロです」

「すごいですね」

　俺おれの言葉に、さして嬉うれしくもなさそうに小首を傾かしげていた。

「カードの資し金きん繰ぐりがショートするほど金かね遣づかいの荒い人には、大体差し押さえるべき資産がありますから」

「……なにか逆説めいて聞こえますが」

「月面特有の現象じゃないですかね。皆さん投とう資しされてるんですよ。基本的には不動産ですけど。で、その手の投資が大量の含み益を抱えているから、その含み益を担たん保ぽに金を借りてるって構造です。だからタガが緩ゆるむのでしょう。支払いがやばくなったら、銀行から資産を担保に金を借りて支払えばいい。あるいは、資産を売り払って含み益を実現すればいい。実に簡単なことです」

　綺き麗れいな身なりの割に、やばい、と口にするのが様になっている。どこか不ふ機き嫌げんそうなところがあるのは、仕事があまりに簡単すぎて馬ば鹿かにされるのではないかと恐れているアルバイト店員のようだった。

　実際、話をうのみにすれば、リスクのない金貸し業務なのだ。このＣＥＯは、黙だまってその椅い子すに座っているだけで、好業績によるボーナスを受け取ることができる。

　ただ、俺はその話に、なにか引っかかるものを感じた。

　なんだろうか？

　そう思っていると、相手の話が続く。

「しかも、今は銀行や投資銀行がこぞってローンを買っていってくれますからね。我々からは最後のリスクすらなくなりました。なんというか、フォアグラのガチョウになったような気分です」

「……口を開けて、ボーナスを詰つめ込まれるだけ詰め込まれて？」

「そんな感じです。もっと張り合いのある事業を起こそうかと思いますよ」

　思いのほか殊しゆ勝しようなセリフだなと思っていると、金きん縁ぶちの眼鏡を取り、眼鏡ふきで拭いて、かけなおす。

「クラブ２５を借り切ってパーティーもしてみましたし、グランドセントラルホテルで乱らん痴ち気き騒さわぎもしてみましたが、どうもね。酒と、車と、女と？　ロシアやウクライナのモデルは悪くないですけど、皆欲しがるものが同じだし、そのうち顔も見分けがつかなくなりましてね。かといって家庭を築いて落ち着いてってのもね。そちらの業界ではいかがですか？　我々よりよっぽどか扱う金額がでかいでしょうけど、皆さん、どうしてるんです？」

　妙な話の流れになったなと思いつつ、そこは俺おれも気になるところだ。

「自分より若い連中がなにを思って大金を稼かせぐためだけに大金をかき集めているのかわかりませんし、年上の紳士たちが成功の上にさらに成功を積み重ねたがるその動機が常々不思議です」

「……。では、あなた自身は？」

「……夢……いや」

「いや？」

　俺の目的や、その動機。

　ハガナの姿や火星の映像が真っ先に脳裏をよぎるが、もちろん株かぶ式しき市し場じようもそこには含まれる。

　そして、そこに共通するものは、実は夢ではない。

　それは、もう少し別のものだった。

「恋、ですかね」

　俺が答えると、ちょうどコーヒーを飲んでいたマルコは小さくむせていたが、あまり冗談でもない。結局、今の俺の行動のすべては、八年前の恋としか言えない熱情から始まっているのだ。狐のような相手はそんな俺のことをまじまじと見て、顎あごを撫なでていた。

「恋か……久しく忘れていた単語です。でも、どうすれば恋心を取り戻せますか。どこかに売ってると助かるのですが」

「御社のカードなら買えるかもしれませんね」

　相手は両手を上げて、初めて笑みから皮肉な色が消えた。

「それ、次のＣＭに使わせてもらっていいですか？」

「我々はコピーライターではなく、投とう資し家かなんですが」

「うちの株式をいかがです？　そのＣＭ打ったら間ま違ちがいなく業績につながりますよ」

「インサイダーを疑われたくないので」

　笑うと余計に若く見える。最近は、月面で活かつ躍やくする年下も少なくない。

「月面の英えい雄ゆうがどんな人なのか興味があって会ってみたんですが、想像以上でした」

「いいほうであることを願います」

「むしろ、こちらが投とう資ししたくなりましたけどね」

「うちは最低二百万ムールからで、一年は資金を引き出せませんよ」

「リターン実績は？」

　冗談かと思ったのに、即座にそんな言葉が返ってくる。俺おれは隣となりのマルコを見て、マルコは肩をすくめて、臆おくすることもなく言った。

「月面のドームは突き破りません。その代わり、地球に向かって墜つい落らくもしないかと。可能な限り客観的なデータをお知りになりたければ、業界誌をご覧になられるのがよいかと」

「ふむ」

　相手は呟き、おもむろにスーツの内ポケットから紙束を取り出すと、万年筆でさらさらと数字を書く。エレノアが使っていたような小切手帳で、そこには、四百万ムール、とあった。

「なんか、お二人とも地に足ついてますよね」

「というと？」

「地球生まれだったりします？」

　そして、万年筆のふたを閉じるパチンという音が響ひびいたのだった。







　投資の下調べに行ったら投資をされてしまったが、投資する先がない今、受け取ってもリターンが下がる要因になるだけだ。資金が一億ムールで一千万ムールの儲もうけならリターンは十％だが、二億ムール持っていて一億ムールしか投資できず同じ儲けなら、総資金に対するリターンは五％になってしまう。

「そんな怒るなよ」

「怒っていませんけれど」

　クレジットカードローン会社からの帰り道に入ったインド料理店で、マルコはこれ見よがしにため息をついている。

　オイルマネーの出資は断ったのに、と言いたげだ。

「あの状況じゃ断れないだろ。まさかあんなあっさり出してくるとは俺も思わない」

「お金が有り余ってる感じでしたね。ロシアのモデルさんだのなんだのって……」

「変なこと考えていると、エレノアに言いつけるぞ」

　マルコは首をすくめて、カレー皿にナンを突っ込んでいた。

「ただ、車のディーラーもすごかったですね」

「百万ムールの車が飛ぶように売れてたな」

　元々高級なアイテムの一つで、今はさほどでもなくなっているとはいえ、仕事に使うのでもなければ車はまだまだ奢しや侈し品ひんの一つだ。

　俺おれたちが車のローンについて話を聞いている間にも次々客が来て、結局申し訳なくなって途中で席を辞してきた。それに、話の骨子としてはクレジットカードローン会社と同じだった。

　資産のある人間にしか貸していないので、万が一不ふ履り行こうになっても問題がないと。

　ただ、そんな理屈の上のリスク管理より雄弁に、目の前ですべてがうまく回っているのだ。

　それ以上なにを疑うのか、とマルコが呆あきれるのも当然だ。これらのローンを原資にしたＡＢＳの健全性は、疑うまでもない。

　ただ、俺は、それでもなにか喉のどに小骨が引っ掛かるような感じがしていた。クレジットカードローンの話を聞いた時も思ったことだ。どこかが痒かゆいのにその場所がわからないように、それがなにかわからない。

　俺も、ドクター・ウォレスのことを笑えないかもしれない。

「じゃあ、やっぱりＡＢＳか、ＣＤＯに全力投球してみますか？」

　甘いマンゴーソースをたくさん入れたラッシーを飲みながら、マルコが言う。

　クラプトンスクエアにある、気安い感じのインド料理屋で、客層もそんなに気取っていない。

　ふと四年前の自分とクリスが隅すみの席にいても、さしておかしくない感じだ。

「あとは寝て待って大金持ちか」

「悪くないと思いますけどね」

　タンドリーチキンにかぶりつきながらマルコは言って、こう付け加える。

「いい機会じゃないですか。ちょっと休きゆう憩けいして、一度地球に行ってきたらどうですか？」

「……地球に？」

「ハガナさん、でしたっけ。地球にいるとしか思えないんでしょう？」

　なにを急に、と俺は驚おどろきながらも、すぐに思い至る。

　どうして金かね儲もうけをしているのですか？　というあの質問だ。

「クリスさん以上の凄すご腕うでのクオンツだったと聞いてますよ。捜しに行く理由としては、それだけで十分な気がしますけどね」

　俺は手元のカレーピラフをスプーンにすくい、食べようとして、皿に戻してしまう。

　地球にハガナを捜しに行く。

　それも、悪くない選せん択たく肢しかもしれない。

「でも、八年越しの恋か……」

　ぼんやりと遠くを見るように言うマルコに、俺は眉根に皺しわを寄せて視線を向けた。

「別に、人に対しての話に限っていない」

　俺はずっと、間ま違ちがいなく市し場じようにも恋をしている。

「でも、その言い方だと、人にもってことですよね」

「む……」

「ハルさん、実物のほうがよっぽどロマンチストですね」

『アバロン打倒物語』を観みました、なんて人は多いが、現実の俺おれは創作物の中のものとは違ちがう。

　そうは思っていたが、まさかそういう評価をもらうとは思っていなかった。

「どんな投とう資しも、実際に目で確かめてみないとな、という証左だ」

　マルコは苦笑すらせず、肩をすくめていたのだった。







　ローンのことを調べれば調べるほど、ＡＢＳの健全性を確かめるだけになった。

　もう、認めるしかない。

　あれは、真実の聖せい杯はいなのだ。

　白旗を掲かかげた俺は、自分のファンドの出資者へメールを書き、ＡＢＳとＣＤＯへの投資を始める旨むねをしたためた。反応は好意的で、中には前々から勧すすめようかと迷っていたという人もいた。唯ゆい一いつ、あの神経質な〝バイティング〟ゴールドスミス氏だけが、株かぶ式しきから外れる理由を詳しく聞きたがってきた。

　いつもならばマルコに返信を任せているが、今回だけは、俺が筆を執とった。

　リスクとリターンに対する自分がこれまで信じてきた不文律からすると、未だにＡＢＳは信用しきれない。けれども、その疑問を飲み込むということをリスクと考えるなら、ＡＢＳのリターンは悪くないはずだ、と。それに、うちのファンドは株式だけに注力してきたが、株式市し場じようはいよいようまみがなくなってきているため、このままだと、引き受けられるリスクに対してパフォーマンスを維持しきれない可能性があると率そつ直ちよくに書いた。

　ゴールドスミス氏は地球住まいの隠いん居きよした金持ちなのだろう。俺がメールを送信すると、すぐに返事があり、あなたの考えは理解した。新たなる一歩に期待する。とあった。

　基本的に悪い人ではないのだ。

　しかし、と、俺はそのメールを読み終えた後に、思うところもあった。

　専門家の蛸たこ壺つぼ化か、と地球では言うらしいが、俺もそのうちの一人になっていたらしい。

　色々な分野に目を向けているつもりでも、視界が狭くなっていた。

　世界を変えるほどの技術革新があった時には、いつも自分のような人間がいたのだろう、と少し自じ虐ぎやく的てきなことを思ったりもした。

　Ｅ・Ｊ・ロックバーグへＡＢＳとＣＤＯの買いの注文を出して数週間、俺は自分の過あやまちを認めて罪の意識から解放された囚人の気分とは、きっとこういうものなのだろう、とさえ思っていた。

「そんな大おお袈げ裟さに考えなくてもいいと思いますけどね」

　ちょっと笑いながらそう言ったのは、マルコではなくイーグルだった。

「ただ、それがハルさんの投資に対する意識の高さの源だ、というのはわかりますよ」

　俺おれとイーグルは、クラブ２５の席で向かい合って座っていた。

　マルコが投とう資し先の企業が開く会議に参加していたので、今晩の夕食をどうするかとクラプトンスクエアをうろついていたら、イーグルとばったりでくわしたのだ。

「意識の高さとか言われると気恥ずかしいが……納得したものに投資したいってだけだ」

「その納得の根拠が、今の月面では数学らしいですね」

「そうなのかもな。ただ、一つ言えることは、自分がもしも本当に納得できることしかやらないという自分のルールに従っているとしたら、俺はまずここには自分の金で来ない」

　クラブ２５はあのエレノアすら、高級店と称する場所だ。出てくる食事と値段はどう頑張ったって釣り合わない。雰囲気とか見栄とかに、余計な金がかかるのだ。イーグルは言葉の意味に気が付いて、一いつ瞬しゆん怯ひるんだような顔を見せたが、それで萎い縮しゆくするような行ぎよう儀ぎのよさでは投資の世界では生き残れない。

「ハルさんが自分と食事をする、ということに付加価値を見出してくれていると思うことにします」

「投資の全てにおいても、そういう釣つり合あいが大事だと俺は思っている」

　イーグルはにやりと笑って肩をすくめ、イセエビとヒラメの身をすりつぶして茹ゆでた団子に、カニみそをベースにしたソースをかけた物をフォークでひとさしにして食べてしまう。

　材料のすべてが地球産で、月面では養殖すらされていない食材ばかりだ。

「ただ、ハルさんが金きん融ゆう数理をそこまで毛け嫌ぎらいしているとは思いませんでした」

「毛嫌いしているわけじゃない」

「『自伝』を読みましたけど、昔はクオンツと手を組んでたんですよね？」

「あれをうのみにされると困るが……そのことについては否定しないよ」

「だったら、その延長だと思いますけどね」

「とはいえ、投資の根拠に数学を置くのは、どうにも不安がぬぐえない。自動運転の乗り物を怖がる地球人の気持ちがわかったよ」

　俺は、イーグルが一口で食べた料理を、ナイフで半分に切る。見た目からは材料が推おし量はかれない初めての食べ物は、必ず少しだけ口に運ぶことにしている。地球の料理は特に刺激の強いものが多いから、一度タイ料理でひどい目に遭あって以来の用心だ。

「とはいえ、ＶａＲなんかでリスク管理ができれば、口うるさい出資者の人たちも納得させられますから。便利ですよ。要は使い方だと思うんですけどね」

　バリュー・アット・リスク。クリスが得意げに喋しやべり倒していたような数学を使い、三十％の損失なら何％の確率で起こり、六十％の損失なら何％で起こる、ということを明確に導き出せてしまうツールらしい。

　その手法を利用する投資家は、自分が今どのくらいのリスクを負っているかを数学的に正確に把は握あくできて、もっとリスクを取ったとしたら損失の出る可能性がどのくらいであるかを即座に把は握あくすることができる。

　投とう資しはギャンブルではない、と昔から言われているが、ことここに至り、投機という言葉はＦで始まる四文字の単語より完全な侮ぶ蔑べつ語ごになった。

　未来は、我々の手の中に落ちてきた。

　眼鏡をかけた数学オタクが、粗末な椅い子すの上で微笑ほほえんでいる。

「でも、ちょっと前にイギリスが利上げした時、吹き飛んだやつがフロアーにいただろう？」

「そりゃあ、確率的に吹き飛ぶ可能性がある、と示されていますから。中には吹き飛ぶ人もいますよ。むしろ、そうでないとつじつまが合いません」

「吹き飛ばないように賭かけを行うのが腕の見せ所か。なるほど。数学、ツール、なわけだな」

「はは。やっぱりハルさんは物事の本質を見抜くのがうまい」

　イーグルは、小学校教師の月給と変わらない一本三千二百ムールする地球産のワインを軽く飲み干し、デキャンタから自分の手で注ぐ。ボトルを氷に突き刺しているようなワインには歴史がなく、本物は最初にデキャンタに全てあけて、澱おりを沈めないとならない、と知ったのは最近のことだ。

　イーグルは、そういう世界にいながら学生時代の無作法さを改めようとしない、新時代の若者だ。俺おれのグラスにも足そうとするが、俺は首を横に振ふった。

「むしろ、ハルさんが『足の太いロバ』戦略で、今の状況をキープできていることのほうが、奇術に近いと思うんですけどね」

「ふん？」

「正気の沙さ汰たじゃないですよ。ノーレバレッジ、株かぶ式しきオンリーなんて、手足を縛しばって鎖くさりでぐるぐる巻きになって、百メートル走に出るような投資手法です」

「顧こ客きやくから金を集めている時点で、俺の収入にはレバレッジがかかっている」

「なるほど……視点の違ちがいか……なんて納得しませんよっ」

　イーグルはフォークの先を俺に向けてくる。

　無邪気で気安い奴だが、その分、気取らなくて会話はそれなりに面おも白しろい。

「カジノでブラックジャックのディーラーを打ち負かした、アメリカの凄すご腕うで情報理論家がいみじくも指摘しただろう。ある賭けに対するプラスアルファのリターンとは、結局、その賭けに対する情報の量に依存する。その情報の質が、どうやら自分と世間では異なるらしい」

「僕ぼくらはそれが数学か……あるいは膨ぼう大だいなレバレッジを引き受ける度胸で、ハルさんの場合は地道な企業サーチだと？」

「そう。馬ば鹿かみたいに財務諸表を吟味して、あほみたいに企業の連中と会話して、パラノイアのようにオフィスまで押しかける。なんとなれば商店のバックヤードや、アルバイトに話を聞くことまでする」

「かける労力と、リターンが釣り合っているとは思えません」

「ああ」

　俺おれは答え、ワインのグラスを少し揺ゆらした。

「だから、ＡＢＳの前に膝ひざを屈した」

　そして、イーグルのような奴と飯を食っている。

　最後の言葉は口にしなかったが、偽いつわらざる本音だ。

　俺は企業のオフィスには押しかけるが、投とう資しファンドに押しかけたことはない。ＡＢＳなど最新の商品に投資をしてみて、初めて、イーグルのような奴らがなにを考えているのか、自分が知らないことに気が付いたのだ。

「自分が手を出しているから、というわけではありませんが、いいことだと思いますよ」

「うん？」

「だって、あまりに意固地だと、効率的市し場じよう仮説を信奉する経済学者のジョークになっちゃいますからね」

　効率的市場仮説とは、人々が合理的であらゆる情報が織り込まれている市場では、周りを出し抜くという行為は原理的に不可能だ、とする説だ。

　しかし、この有名な仮説には、大きな穴がある。

「……百ドル札が道みち端ばたに落ちていても、この効率的な世の中で百ドル札が道端に放置されているわけがない、と素す通どおりする経済学者、か……」

「でも、誰だれかが百ドル札を拾わなければ、この世にはそういう利得は存在しない、という効率的市場仮説は成立しない、というパラドックス」

　イーグルは両手を肩の高さにあげて、ひらひらと振ふる。

　そして、イーグルが口をナプキンで拭ぬぐっていると、音も立てずに現れた給仕が空になった皿を下げ、ほどなく別の料理が運ばれてくる。イーグルの顔つきが少し凛り々りしくなったのは、出てきたのが肉料理だから、というわけではないだろう。

「ハルさんは道端に百ドル札が落ちていると認めたクチですが、ドクター・ウォレスがその手の学者になりかけてますよね。噂うわさ、御存じですか？」

　血の滴したたりそうな最高級のシャトーブリアンを、イーグルはひょいひょいと食べてしまう。俺は、ナイフを肉に沈ませながら、言った。

「嫌いやでも入ってくる」

「地球にまで投資を募つのる行脚あんぎやに行った、なんて噂も聞きましたが……そうまでしないとならない人に投資する人なんて、逆説的にいませんよね」

　イーグルはウォレスに対しやや辛しん辣らつだ。

　ただ、それは、イーグルにも言い分があるのだろう。

「この世界で一度負けると、這い上がるのはほとんど不可能です。損をするくらいなら信念を曲げるべきで、その柔じゆう軟なんさこそが、市場で生き残る貴重な術すべの一つだと思うんです」

「ドクターが相当損を積み重ねてるってのは聞いているが、そこまでなのか」

「アバロン崩ほう壊かい以降に、その噂うわさを聞きつけて投とう資ししていた人は皆逃げ出したそうですよ。今、ドクター・ウォレスに付き従っているのは、地球からずっと投資している人たちだとか。もう、ほとんどカルト集団ですよね」

　イーグルはそこまで言ってから、ため息をついてワイングラスを手に取った。

「残念なんです、僕ぼくも」

「……ドクターの眼力は本物だから？」

「はい」

　ワインを飲み、ため息をつく。

　それは、ワインが素晴らしいという感嘆のものではない。

「せめて、安定的な利益の出るなにかでリスクをヘッジしながらやればよかったのに、と思います。もう、今の状況から巻き返すのは無理だと思いますよ。出回っている損益報告書を見ましたけど、なにか出血性の投資をしているのは間ま違ちがいありません。損の金額は馬ば鹿かでかいのに、その変動が異様に小さいですからね。引くに引けないんでしょう」

　俺おれは、損益報告書の中身よりも、そんなものが広く出回ってしまっている状況にこそため息をつきたくなる。ここは狭い世界なのだ。互いの情報は恐ろしい速度で駆かけ巡めぐる。

「出血性……ネガティブキャリーか」

「おそらく。ドクター・ウォレスは悲観の帝王ですから、遠からず市し場じようが崩壊すると踏ふんで、プットオプションの買いでもしてるんだと思います」

　プットオプションとは、未来に決まった金額で株かぶ式しきを売り渡す権利のことを言う。もしも三ヶ月後に百ムールで売る権利を持っていれば、三ヶ月後に株かぶ価かが五十ムールに下がったとしても、その権利を持っていれば約束どおりに百ムールで売ることができる。市場で五十ムールの株かぶを調達し、百ムールで売れば、ぴったり五十ムールの儲もうけだ。システムとしては、そんな面倒なことは言わず、株を売買したと仮定して、その差額が現金で決済される。しかも、この手のオプションは、値が下がると予測される前ではタダ同然であることが多い。数ムールから、せいぜい十ムールの単位だ。

　普通、この手の取引は、将来の値動きに対する保険の意味合いで行うのだが、ドクター・ウォレスのように世界の崩壊すら見越している連中は保険の域を超えた莫ばく大だいなポジションを取ることがある。

　たとえるなら、わずかの掛け金で大金が貰もらえる生命保険はいざという時のための文字どおりの保険だが、いつ死ぬかがわかっている予言者ならば有り金全部を注ぎ込んで、大量の生命保険を買うだろう。そうすれば、木星どころか冥めい王おう星せいまですっ飛べる。

　そして、そこまで飛んだ人間には、悲観の帝王の称号が授さずけられる。

　問題は、このオプションがある種の保険に近いことから、最初に掛け金を支払わなければならないことだ。しかも、将来のある時点までに思おも惑わくが実現しないと、ほかの掛け捨て保険と同じようにそのオプションは無価値になる。

　だから、一定額の支払いが出続ける出血性の賭かけ、ネガティブキャリーに分類される。

　この逆は、買うと利子が受け取れる債さい券けんや、オプションという保険の売りの立場などだ。

「未来の市し場じように対する見方があっているかどうかは別として、戦略は明らかに失敗してます。どれだけ未来の見通しが正確でも、そこまで持ちこたえられなければ意味がない」

「真理だな。君はケインズに並んだぞ」

　感心したふうを装って言ってやると、イーグルはからかわれて逆に嬉うれしそうにしていた。

「市場は時として、投とう資し家かの思惑を超えて非合理であり続ける。ケインズは人間臭くて好きですよ。投資で二度も破産した人間ならでの含がん蓄ちくもありますし」

「しかし、ドクターはそんなに深刻だったのか……」

「ええ。だから、多分なんですけど」

　と、イーグルは言いづらそうに俺おれを見た。

「最後には、ハルさんの元に来ると思いますよ」

　なにをしに、と問うのも馬ば鹿からしい。

　この業界は、信用を失えば資金は恐ろしい勢いで引き揚あげられていく。そして、資金が引き揚げられていけば、信用を取り戻すための投資すら行えなくなる。

　でも、逆に言えばどれだけ信用を失っても、金さえあれば再び投資を行って成功することにより信用を取り戻すことはできる。

　だからこそ、有り金すべてを失うような賭けをしてはならない、と古いにしえのギャンブラーたちが忠告するのだ。

　ドクター・ウォレスは、今、そのすべてを失おうとしている。

「頼まれたら、ハルさん、どうします？」

　イーグルは、答えがわかっているように聞く。

　俺は答えず、極上のひれ肉を口に運んでいた。







「今日はありがとうございました」

　ウォレスの話の後は、いくつかの企業の話をしてそれなりに盛り上がった。元々、投資手法は似通っているのだから、注目する企業も似通っている。意義深い時間になったという意味では、クラブ２５で食べた食事の代金も、いくらか埋め合わせがされるだろう。

　ただ、セントラルシティ近くのペントハウスに住むイーグルと別れた後、俺には夜のニュートンシティを歩きながら、少しだけ悲しさがあった。

　ドクター・ウォレス。

　彼は、クラブ２５での催もよおしの際、そこでの騒さわぎを狂気と言い切った。

　だが、俺おれはＡＢＳとＣＤＯに寝返った。自分で調査した結果とはいえ、そこにはなにか言い知れぬ罪悪感がある。ウォレスに対する不義理という意味も少なからずあった。

　なぜなら、ＡＢＳなどの商品は、自分の中にあるリターンとリスクに対する不文律を犯しているからだ。俺やウォレスのような投とう資し家かは、リターンとはリスクの代だい償しようであると、株かぶ式しき市し場じようでその不文律を軸に企業を品定めし、投資することを生なり業わいとしていたはずだった。

　イーグルの前ではそうと言わなかったが、道みち端ばたに百ムール札が落ちているわけがない、と頑かたくなに信じる経済学者は、俺の心の中にも居座っている。リスクを取らずにリターンが得られるわけがない、と俺の中の経済学者は言っている。なにか隠かくされたリスクがあるのではないかと思ってしまう。

　だが、現実を直視しなければならない。道端にもたまには百ムール札が落ちているように、ノーリスクハイリターンの儲もうけ話も時には転がっているものなのだろう。

　人には、自分の考えと異なる現実をなかなか直視できないという、認にん知ち上の欠陥がある。

　それに、ドクター・ウォレスのことは他人ごとではない。俺の投資が今の主流から外れているのは疑いのないことで、それでも許されているのは結果を出しているからだ。これがもしも少しでも損を出そうものなら、ほかの主流派が出すのと同じ損だとしても、失う信用の量は桁けた外れになるだろう。

　そして、今の俺は俺のキャリアだけを賭かけているわけではない。

　リサたちとやっているプロジェクトがある。

　しかも、俺はそれをほとんど公然と自分の夢の踏ふみ台にしようとしている。プロジェクト用の住宅や都市設計を、火星にも応用できるような水準にしているのは、その一いつ端たんだ。

　そういうわがままを通すのを条件に、俺はプロジェクト基金の運用を担当している。

　当然、そんなことが許されるのは、きちんと利益を出している間だけだ。

　そう考えると、もしかしたら、世の連中がＡＢＳなどを買い求めるのは、実のところ利払いという金銭的な利益よりも、その確実性のせいなのかもしれないと思った。多くの市場参加者は、自分が投資をうまくできるということだけを頼りに、会社に雇用されていたり、ファンドを運用したりしている。

　だが、明日なにが起こるかわからない市場を相手にしていれば、不安は常に付きまとう。

　自分の思おも惑わくが外れた途と端たん、お払い箱にされるのがこの世界なのだから。

　だから、失敗しない、というのはこの世界では恐ろしい価値を持つ。成功がとてつもない富をもたらすように、些さ細さいな失敗もすべてを失う原因になる。

　俺は、小さくため息をつく。

　誰だれかが失敗し、代償を支払うのは当然のこと。

　だが、できれば破は滅めつするのはあまり知らない誰かであってほしいと願うのは、身勝手な願いなのだろうか。







　ＡＢＳに投とう資しを開始して以来、少なくともそれに投資をしようかどうしようかと悩むことからは解放された。俺おれは日々のルーチン作業に没頭する中で、少しずつＡＢＳに対する思いを割り切れるようになってきていた。

　だから、イーグルとの食事から一月ほど経たったある日、ついにこの日が来たかと、ある程度の覚悟ができていた。ドクター・ウォレスは、なんの変へん哲てつもなく無難に市し場じようが閉まったある日の日暮れ頃、唐とう突とつにオフィスにやってきた。

「調子はどうかね」

　杖つえをついたウォレスが、椅い子すに座るなりそう言った。

　応接スペースなどという気取ったものはないので、予備のオフィスチェアーだ。

「相変わらず市場は浮かれ騒さわいでますけど、それでもなんとかしのいでます」

「ふん……。ああ、茶などいらない」

　ウォレスは、がたがたと戸棚を漁あさっていたマルコにそう言った。

「用件は単純だからな……」

　そして、俺の目を見る。

「我がファンドの噂うわさくらい、聞いているだろう」

　この業界は、オフィスの壁かべ一枚を隔へだてて天国と地獄になることが珍しくない。うちは資金がだぶつき、怠たい慢まんをそしられることはありながらも、堅実なプラスを維持している。顧こ客きやくとの関係は良好だ。

　だが、ウォレスは元々老ろう齢れいのために瘦やせていた顔がさらに瘦せ、幽ゆう鬼きのようになっている。

「悪評を、耳にしています」

「悪評は常に損失から出てくるが、世の中には悪い損ばかりではない」

「なにをしているか顧客に全く説明していないと聞きましたよ」

　そういうファンドもなくはない。

　だが、ウォレスはそういうスタンスではなかったはずだ。

　だから、俺はイーグルとの食事の後、さらにそんな噂を聞いた時、まさかと思ったものだ。

「事実だ」

　そして、ウォレスは言う。俺はウォレスから目を逸そらさないままに、ある可能性を考えていた。老年性の、認にん知ち機能の低下。

　年を取り、現実を無視し、頑かたくなになってしまう投資家がいる。彼らは光り輝かがやくような経歴を持つ歴戦の勇士たちだが、その経歴も、老化という事実の前には無力なのだ。

　株かぶの下落をヘッジする方法はあっても、時の流れをヘッジする方法はない。

「良策とは思えません」

「そうかね」

　ウォレスは短く言う。

　刺激しないほうがいいだろうか。俺おれが言葉を選んでいると、ウォレスのほうから続けてきた。

「だが、私は私の弱みを理解している」

「……というと？」

「これが、おそらく私の最後の戦いになるだろう。いや、誰だれであれ、気が付いたならこれが人生最大最後の戦いになるだろう」

「……」

「世間の奴らは、私の脳にすが入ったなどと言う。乾ききったスポンジのようにな。だが、私は自分がなにをしているか、誰よりも理解している。世界中の誰よりも理解している。私は時間とチャンスが無限にあると信じる若いモーモーどもとは違ちがう。私にはこれが最後に残されたチャンスなのだ。絶対に、絶対に誰にも邪じや魔まさせるわけにはいかない」

　一いつ瞬しゆん、マルコにマリアさんを呼びに行かせようかとも思った。実際マルコはそんなそぶりを見せている。

　だが、俺はマルコに待てと手で示し、ウォレスに向かって言葉を返す。

「では、あなたは意固地になっているのではなく、投とう資しをしているのだと？」

「ああ。緩かん慢まんな死を待っているわけではない。私は有終の美を待っているのだ」

　悲観の帝王は、大おお仰ぎような言葉遣づかい。

　それでも、ウォレスは錯さく乱らんしているわけでも、現実を無視しているわけでもないと言うのか。

　一体、なんの投資をしているというのだろう？

「通常の空売りではないのですか？」

　聞いておきながら、それはありえない、と自分でも思う。

　ウォレスがここまで強ごう情じようになり、おそらくはファンドのすべてを賭かけて注力するような大きな案件で、俺が気が付かないわけがないという自負があった。株かぶ式しき市し場じようの主流からは明らかに逸それてしまっているが、だからこそあそこの異常性はよく見えている自信がある。いくつか空売りのできそうな詐さ欺ぎ企業を実際にリストアップしている。仕込みもしている。

　けれども、アバロンほどの規模には遠く及ばない。アバロンを超えるとなれば、もはや軌き道どうエレベーターや月面インフラを牛ぎゆう耳じる、エメラルドインダストリーしか存在しない。

　ウォレスは、じっと俺のことを見つめている。苦く悶もんの表情で俺を見つめている。

　儲もうけ話を吹ふい聴ちようするモーモーどもとは違う、市場の秘密を見つけたら自分だけで独占し、自分だけで巨額の利益を得ようとほくそ笑む、市場に入りたての子供みたいな頑かたくなさだ。

　だが、そこには、八年前の俺がノートパソコン一つだけで世界を左右するほどの大金持ちになれると信じていた頃ころの懐なつかしさがあった。あの時の頑なさと言ったらない。なにが起こっても俺おれは俺の信念を貫つらぬき通してやる。そういう思い込みがなければ、とても支えきれない自我だった。

　ウォレスもきっとそうだ。

　そして、頑固さは八年前の俺の比ではないだろう。なぜなら、一度決めたことは絶対にやり通す心の強さがなければ、空売り筋など務まらないからだ。

　それでもなお、ウォレスはここに来た。

　精神論だけではどうにもならない現実がある。株かぶ価か速そく報ほう欄らんを見て、値段の上下を当てるだけでは儲もうけにならないのだ。命の欠片かけら、あるいは命そのものと言える金を賭かけてこそ、投とう資しは投資たりうるのだから。

「ネガティブ……キャリーなのだ」

「っ」

　イーグルの情報は当たっていたようだ。ネガティブキャリーとポジティブキャリーの二つは、数学的な期待値はともかく、心理的には全く同等ではない。

　なぜなら、毎日勉強して試験に合格しようと歯を食いしばる日々と、ジャンクフードをだらだら食べ続ける怠たい惰だな日々とを想像してみればいい。勉強は毎日の掛け金の支払いであり、試験への合格が巨額の報ほう酬しゆうだ。これに対し、ジャンクフードをだらだら食べることは、大きな報酬は受け取れないが、毎日少額の利益を受け取れる。

　多くの人間がどちらに流されるか、身に覚えがあるはずだ。

「オプション取引ですか？」

「違ちがう」

「債さい券けんの空売りですか？」

「違う」

「……じゃあ、Ａ──」

「詮せん索さくはやめてくれ。言いたくないのだ」

　ウォレスはぴしゃりと言う。

　そして、その上で、こう言うのだ。

「だが、資金が欲しい。投資を継続するための資金が欲しい」

「……無む茶ちやを言っているという自覚は？」

「ある。だが、私はこの投資が広まってしまうのを恐れている。広まってしまってからでは遅いのだ。私にはもっと資金がいる。資金がいるのだ。世界をひっくり返すほどのリターンが待っている」

　ウォレスは鬼気迫る顔で俺に言う。マルコが見かねてマリアを呼びに行こうとするが、ウォレスは椅い子すから立ち上がってこう言った。

「ファンドの権利を二十五％譲ゆずる」

「なっ」

「それで、一億ムールを出してほしい」

「ば──」

　馬ば鹿か馬鹿しい、という言葉をすんでのところで飲み込んだ。

　沈没寸前で、次々と出資者から見放されているファンドの二十五％の権益が一億ムール。

　つまりウォレスのファンドには四億ムールの価値があるという言い分だ。吹っかけすぎにもほどがある。ウォレスの手元に残っている資金全体を合わせたって、そんなにはならないだろう。しかも、投とう資しに失敗すれば残るのはウォレス・キャピタルマネジメントと書かれた看板の四分の一の欠片かけらだけなのだ。下手をすれば、共同経営者として、損失を被こうむった投資家から失敗の咎とがを裁判所で追及されるかもしれない。

　俺おれたちには、差し押さえるべき資産がなにもない。俺たちがやっている事業にあるのは、結局、信用だけなのだ。

　だが、俺が椅い子すの上で戦せん慄りつしていたのは、ウォレスの顔が真剣だったからだ。これが対等な取引どころか、恐ろしく譲じよう歩ほしての結果だと確信している顔があった。

　正気か？　それとも、これぞ悲観の帝王の本領なのか？　彼がアバロンに信じがたい空売りポジションを積み上げていた時、世間も同じようにこいつの頭はおかしいと思ったのではないか？　そして、結果はどうなった？

　彼は、悲観の帝王なのだ！

「リターンはいくらになるか想像ができない。概がい算さんでは百倍を優に超える。いいか百倍だ。一億ムールの百倍あれば、君は夢に手が届くのだぞ！」

　ウォレスは口こう角かく泡あわを飛ばして怒鳴り散らす。

　なのに、その顔は今にも泣きだしそうだった。

　どうして誰だれもわかってくれないのだという、悲壮な感情があった。

　ウォレスはきっと正気だ。どこまでも正気なのだ。

　だが、正気なだけで、合理的ではなかった。

　目の前の儲もうけに煽あおられすぎて、冷れい徹てつな投資家ではなくなっていた。

「頼む……もはや、君しか頼れる先がないのだ……」

　そして、俺はそのウォレスを見上げ、口をつぐむ。

　永遠に近い一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくが下りる。

　俺は、首を横に振ふった。

「詳細を聞かず、リスクは冒おかせません」

「……」

「ドクター、冷静になってください。私は聞く耳を持ちます。あなたの投資内容を聞いて協力する可能性もある。どうして話せないのですか。話を聞いた途と端たん、私が勝手に取引すると思っているのですか？」

　ウォレスはそんな俺おれを見て、うなずいた。

　子供のように、うなずいたのだ。

「思う。信じがたい儲もうけになる。君はそうする。いや……誰だれだってそうするはずだ……これは……これは、一生の、いや、史上最大の……」

　ウォレスは呟くようにそう言って、ふっと天井を見る。

「？」

　違ちがう。失神だ！

「ドクター！」

　俺は後ろに倒れかけるウォレスの体を抱きかかえ、マルコに向けて怒鳴る。

「マルコ、医者だ！　マリアさんにも！」

「は、はい！」

「ドクター！　しっかり！　ドクター！」

　巨額の資金をかけた戦いは、家族が死んでも眉一つ動かさなかったという人でなしの神経すらずたぼろにする。ここは、己おのれの判断がどこまでも冷れい酷こくに評価される場所だ。努力も、愛も、祈りも、執着や拘こう泥でいも、慈じ悲ひを乞こう叫びですら聞き入れられない。

　だが、こんなにも複雑で深遠なここで、必要なことはたったの二つなのだ。




　一つ、損をしないこと。

　二つ、一つ目のルールを絶対に忘れないこと。




「ドクター！」

　マルコに呼ばれてオフィスに駆かけ込んできたマリアの叫びにも、意識を失ったウォレスは言葉を返さなかった。
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　かかりつけの医者の話では、過労と栄養失調だった。

　脳卒中などではないのが不幸中の幸いだ。

　しかし、病院のロビーでホットココアを前に意気消沈しているマリアもまた、いつ倒れてもおかしくはないように見えた。

「ドクターは、ずっと私にも取引内容を教えてくれていないんです」

「じゃあ、完全に独断で？」

「はい」

　人間は、三人の同意者がいれば多くの困難に耐えられるという。これが七人になれば、どう見ても黒いものを白と言われてすら、その意見を信じることができるようになるという。

　人間は、脳の構造からして、一人で生きるのに適していない。

　ウォレスがこの歳になるまで悲観の帝王としてやってこられたのは、自身の強きよう靭じんな精神もあるだろうが、マリアの存在が大きかったはずだ。そのマリアにすら取引の内容を教えていないとなれば、ウォレスの覚悟は、ほとんど死地に赴おもむく兵士のそれだ。

「ただ、私も最初はショックでした。私すら信用してくれないのかと。私が取引の内容を誰だれかに喋しやべるなどあり得ないのに」

「それに、ドクターはそういう秘密取引をあまり好みませんでしたよね」

「はい。所長は市し場じようのゆがみを取り除いていると自負していましたから。取引の内容を公開し、あまりに公開するので、風説の流る布ふで捜査を受けたこともあります」

　株かぶの噂うわさを喧けん伝でんし、株かぶ価かを操作しようという嫌けん疑ぎ。

「でも、所長は正気でした」

　マリアはそう言って、鞄かばんから一枚の封書を取り出した。

　地球生まれのウォレスらしい、流りゆう麗れいな字で書かれた書類だ。

「私は一いつ切さいの取引内容を知らない、という所長の覚え書きです」

「これは……」

「そうです。万が一取引が失敗した時に、詐さ欺ぎ罪ざいで告こく訴そされ、私が連座しないようにと」

「詐さ欺ぎって……」

「私は、実はすでにあのファンドをクビになっています。責任が及ばないようにと、無理やり」

　俺おれは言葉もない。投とう資しファンドが巨額の損失を出すことはある。そして、損失を累るい積せきしての解散となれば、怒り狂った出資者が詐欺だと騒さわいで訴そ訟しよう沙ざ汰たになるのもよくあることだ。

　ウォレスは正気なのだ。

　ただ、その投資だけが、狂気の域にあった。

「……この後、どうされるんですか？」

「弁護士と相談してから、所長を説得して……いえ、いざとなれば無理やりにでも取引を解消します。そして、ファンドを解散します」

　哀しいが、妥当なところだろう。

「所長は個人口座の全ても賭かけているようでしたが、私の口座には多少の蓄えがあります。地球に帰って、静かに暮らそうと思うんです」

　それがいいですね、と気軽には言えなかった。

　敗残の将にかける言葉はない。

　そして、自分がいつその立場にならないとも限らない。

「所長は、最後の最後で、投資の魔ま物ものに捕まってしまったみたいで」

　顔を上げたマリアは気き丈じように笑うが、目じりには涙がある。あの悲観の帝王の側にずっといたのだから、今度もどうにかなる、とは信じていたはずなのだ。

　俺は、うなずくことも首を横に振ふることもできず、マリアをずっと見つめ返していた。

「では、傷はなるべく小さいほうがいいですから」

　と言って、書類をしまい、立ち上がる。

「ありがとうございました」

　ぺこりと頭を下げ、ロビーから出て行った。気を利かして席を外していたマルコが、出入り口のところでマリアと軽く挨あい拶さつを交わしていた。

　ホットココアは一口も飲まれず、冷めていた。

「投資の魔物……」

　ウォレスは一体、なにに魅み入いられたのだろう？

　ＡＢＳ絡がらみなのだろう。

　だが、あれは調べれば調べるほど健全性を確かく認にんするだけの作業になった。確かにリスクとリターンの関係には、飲み込みきれないものを感じたが、結局俺は膝ひざを屈していた。あまりにも素晴らしさが一いち目もく瞭りよう然ぜんだったからだ。

　だとすれば、彼は一体なにを見たのか。さもなくば、一体なにを見たと思い込んでいるのか。

　俺はそう思って、まるで怪談話だと気が付いた。それを見た瞬しゆん間かん、気が狂ってしまうようななにか、という話は地球のみならず、宇宙空間で作業をする者たちの間にもたくさんある。

　ウォレスは明らかに恐れていた。秘密が漏もれるのを病的に恐れていた。それほどの利益があると確信しきっていたのだろう。彼は一体なにを見たのだろうか。

　なりふり構わず、子供のように夢中になれるような巨額の儲もうけ。

　それはひどく懐なつかしい感じがして、俺おれは、胸が締しめ付けられるような感覚と共に、見てみたい、とも思っていた。

「なにを馬ば鹿かな……」

　俺は自分が思っていることに気が付いて、慌てて頭を振ふる。

　ウォレスの姿勢がひどく羨うらやましかったのだ。『足の太いロバ』である自分とは真逆の、その姿勢が眩しかったのだ。

　でも、俺には責任がある。目的がある。信念がある。

　惑まどわされてはならない。

　ロビーから見える欲望の街、ニュートンシティを眺めながら、俺はぼんやりとそう、呟いたのだった。
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　Ｅ・Ｊ・ロックバーグから送られてきたＡＢＳの権利証は、富を約束する権利証だった。

　それを前にすると、俺おれの中の経済学者が相変わらず分厚い聖典を手に喚わめいている。

　もしかしたら、その顔はドクター・ウォレスに似ているのかもしれない。

　それに、ウォレスのことは少なからぬ衝しよう撃げきを俺にもたらしたらしい。あれから数日、仕事に全く集中できなかった。

　それでもなんとか誤ご魔ま化かしていたある日、住宅支し援えんプロジェクトの定例会議の後、リサに呼び止められた。リサにだけは、隠かくし事が通用しないようだ。

　俺も、元々隠すつもりはなかった。聖堂で聞かれるままに、ウォレスのことをリサに話した。

　ウォレスのところはこのプロジェクトに金を出してくれてはいるが、悲観の帝王と呼ばれる自分がいては迷めい惑わくがかかるだろう、といって表に出てこなかった。

　リサとは、マリアが多少面識があるくらいだ。

「まるで、昔のハルの話を聞いているみたい」

　俺の話を聞き終わった直後、リサはそう言った。

「……ああ、そうか……確かにそうだ、な……」

「それで、あてられたのかもね」

　俺は目を閉じ、鼻から息を吸う。脳を冷やすにはこれが最もいいらしい。

　だが、俺が吐き出した息は、恐ろしく熱かった。

「その見えている視線の先に、なにがあるんだろうって……そう思った」

「なにもないわよ」

　リサはあっさりと言って、俺おれのことすら見ていなかった。

「死者に導かれてはだめ。悪あく魔ま祓ばらいの神父様ならそう言うわね。あなたは八年前にも似たような状況になって、神様にまでお祈りした。それで？　大事なものはどこにあったのかしら？」

　リサは前の列の長なが椅い子すに座っている。こちらを振ふり向いてはくれない。

　俺は、その横顔に向かって、言った。

「俺の……手の中だ……」

「ふう……」

　リサはため息をついて、振り向くと俺の頭をガシガシと撫なでた。

「正解。確かに私たちには、神の衣ころもの裾すそに触ふれるような瞬しゆん間かんがあるでしょう。でも、悪魔の誘ゆう惑わくである可能性もすごく高いわ。ハル。今のあなたは一人じゃないの。それは、あなたが支えられているということでもあるけれど、あなたが皆を支えているということでもあるの。プロジェクトにはお金がかかるのよ。それは私たちには扱いきれない代しろ物ものなの。あなたの力が必要なのよ」

「……わかってる」

「惑まどわされないで。そのドクター・ウォレスは気の毒だと思う。きっとものすごく努力した才能のある人なのだと思う。でも、あなたまで連れて行かれるのだとしたら、私は断固として止める用意がある」

「……あのサティアですら、ヘッドハンティングを諦あきらめるからな」

　俺が力なく冗談を言うと、珍しくサティアだけは苦手そうなリサは曖あい昧まいな苦笑いをして、肩から力を抜いていた。

「それでね、ハル」

「ん？」

「私から提案があるの」

「提案？」

　急になんだ、と思ったら、リサは買い物でも言いつけるような口調でこう言った。

「休きゆう暇かを取ったら？」

「休……暇？」

「そ。ずっと働きづめでしょう？」

「いや……でも……今は大事な時期だろ」

　俺の言葉に、リサは困ったように笑う。

「一いつ生しよう懸けん命めい生きている人に、大事じゃない時期なんてないわよ」

「……でも、休暇なんて取ったってどうするんだ？　宇宙浴にでも行けって？」

「地球に行ってみたら？　と思うのね」

「えっ」

　俺おれは息を吞のみ、直後にどういう話の流れか理解した。

「マルコか！」

「っ……もう、大きな声出さないでよ」

「あいつは……余計なことを……」

　思わず立ち上がって呻うめく俺に、リサは呆あきれたような目で、力なく俺を見つめていた。

「ハル、座りなさい」

　リサの前では、俺は月面の英えい雄ゆうにして一流の株かぶ式しき投とう資し家かではなく、八年前から成長していない少年ハルなのだ。首をすくめて、おとなしく座る自分を、どうしても止められない。

　ただ、リサはそんな俺を威い嚇かくするのではなく、包み込むような穏おだやかな顔つきになって、こう言った。

「ハガナはきっと月面にいないわ。私も捜したし、ハルも散々捜したでしょう？」

「それは……」

「本当は、地球に捜しに行きたいんでしょう？」

　否と言ったら噓うそ。俺は文字通り月面中を捜し回った。残りはもう地球しかない、と思ったが、現実的な問題が立ちはだかって叶わなかったのだ。

　俺は丸一年、アバロンを巡めぐる問題にかかりきりだった。特に、エレノアが目立つのを嫌きらったのかどうか、とにかく地球に帰ってしまってからはヨーロッパの森の中に引っ込んでしまったから、表に出ることのすべてを引き受けた。そうこうしているうちに住宅支し援えんプロジェクトが始まり、自分のファンドの運営で忙殺され、時間が経たっていた。

　でも、今すぐにでも地球に行って捜したい、と言えるかと問われたら、俺は首を横に振ふるしかない。

「捜しに行きたくないの？」

「いや……」

　俺は口ごもり、情けなくも、リサを見返した。

「怖いんだ」

「怖い？　それは──」

「いや、四年前みたいな意味じゃない」

　俺はそれで、四年前宇宙船の中で、宇宙空間恐怖症を口にできなかった時のエレノアはこんな気分だったんだな、と思った。

「地球に行ったら、途と方ほうに暮れそうな気がするんだ……」

　俺は月面から出たことがない。月面は、地球の広さの何百分の一、何千分の一で、歴史はたかだか二十数年なのだ。そこでさえ翻ほん弄ろうされてきた人生なのだから、地球という存在は俺の中であまりにも大きすぎた。

「広所恐怖症とでも呼ぶのかしらね」

　リサは興味深げに俺おれを見て、最後にふっと鼻で笑った。

「途と方ほうに暮れてきなさいな。広い目で物を見ることは大事よ？　それは……」

　リサは言葉を切って、こう言った。

「あなたのこれからの行動についてもね。八年前、針の先のように細くなった視界のせいで、大事なものを見落としたのよね？」

　そのとおりだった。四年前、俺が失くしたものを取り返せたのだとしたら、それは大事なものを見失わなかったおかげだろう。

　そして今、俺はまた前に進もうとしている。ここで必要なのは研とぎ澄すまされた集中でも、手掛かりを頼りにせめてもと手を伸ばすあがきでもなく、どこに進むべきかを見失わない大きな広い視界なのかもしれない。

　投とう資しの世界ですら、状況は大きく変わり、乗り遅れた奴と、先頭に躍り出る奴との間で世代交代が行われる。ＡＢＳのような物が出てきて、モーモーたちが大おお騒さわぎしているのがその証左だろう。

　投資のことで言えば、ドクター・ウォレスは、俺たちの時代の最後のともしびだったのかもしれない。

　でも、俺はまだ先に進まなければならない。

　だとしたら、新しい灯りを継つぎ足して、この暗くら闇やみを照らし出さなければならない。

　そして、その新しい灯りは、この月面の外にあるのかもしれない。

「焦あせることはないわ。これから先、まだまだ道のりは長いもの」

　俺は、リサに逆らう術すべをなにひとつ持ち合わせていない。

　その優しげな笑みを前に、ゆっくりとうなずいたのだった。







　テレビ電話があるのに使わないのは、カメラ映りが悪いからだと主張してはばからない。

　そんなエレノアは電話の先で、弾はずんだ声を上げていた。

『それでは、赤道にあるシャトル基地までお迎えに上がりますね』

「いや、いいですよ。片道何時間かかるんですか」

『そんなわずかな時間など、この四年間の孤独に比べれば微び々びたるものです』

　一体どんな顔をして言っているのやら、俺は苦笑いしてしまう。

　きっと、エレノアがテレビ電話を使いたがらないのは、意地悪を言う時の顔を見られたくないからだろうな、と思う。

『冗談はさておき、ハルさんがいらっしゃるなら、ぜひ当家に泊まってください。空いている部屋はたくさんありますから』

「深い森の中のお城だと、出かけるのに不便では？」

『最近のお城には、ヘリポートがあるんです』

「……逃げられないようですね」

『地球は重力が強いですから』

　エレノアはくすくすと笑って、電話口の向こうから衣きぬ擦ずれの音が聞こえてくる。

「あれ、寝てました？」

　一応地球の時間を調べたつもりだったが、間ま違ちがっていただろうか。

　俺おれが慌てて聞くと、エレノアはくすくすと笑っていた。

『何時間でも喋しやべれるように、横になってるんです』

「……少し酔よってます？」

『ふふ。わかりますか？』

　エレノアはそう言って、クリスタルグラスかなにかに水を注いだのだろう。

　キン、といういい音がしていた。

『今日という日にハルさんから電話をもらうなんて、なにか運命めいているような』

「誕生日でしたか」

『では、毎年のメッセージカードはてんで的外れだと言うことになりますね？』

「だとしたら……ル・ゴッフさんの誕生日」

『ル・ゴッフがおとなしく祝われると思います？　いつも大変なんですよ』

　その言い方が面おも白しろくて、俺は笑ってしまう。

　エレノアもくすくすと笑い、それがゆっくりと引いていく。

『本当は、お教えしようかどうしようか迷っていたんですけど』

「なんでしょう」

　俺が聞き返すと、エレノアはきっと目を閉じた。四年前に会って以降、エレノアとは会っていないが、エレノアがどんな仕草をするかは未だに忘れていない。

　電話口の向こうでエレノアは目を閉じて、姿勢を正しているだろう。

　そして、静かに、だがはっきりと言った。

『今日は、婚約予定の方に会ってきたんです』

　さすがに俺も息を吞のんでしまう。もちろん、電話口の向こうの耳ざといエレノアは聞き逃さなかったらしく、小さく笑っていた。

『それはどういう驚おどろきかしら？』

「いや……」

　俺は口ごもり、こう言った。

「マルコが悲しむだろうなって」

『まあ』

　エレノアの意表を衝つけたようで、エレノアも嬉うれしそうだった。

『もちろん、まだわかりませんけどね。盛り上がってるのは周りのほうですし』

　どこか他人ごとのように言うのは、酔よいのせいか、照れのせいか。

「でも、エレノアさんは気に入らなければ梃て子こでも動かないでしょう？」

『あの、私はこちらではおしとやかなお嬢じよう様さまで通っているんですよ？』

「はは」

　俺おれはわざとらしく笑ってやった。

　エレノアはきっと電話口の向こうでむくれているだろう。

　ともにアバロンを倒し、失くしたものを取り戻した仲間だ。

　むき出しの感情をさらけ出し、互いにどれだけ諦あきらめが悪いかも知っている。

　穏おだやかな沈ちん黙もくの後、エレノアは静かに言った。

『少しだけ不安です』

「不安？」

『大きな賭かけですもの』

　高貴な家柄であれば、ややこしいことや面めん倒どうなこともたくさんあるだろう。

　けれども、俺はもっと別のことなのだろう、と気が付いた。婚約、結婚ともなれば、きっと月面から地球に戻るよりももっと大きな環かん境きようの変化が起こる。あるいは、そうなるだろう、と予測しているのだ。

　世界が変わる、というその潮目に立つのはなんであれ怖いことだと思う。

　俺は、四年前のエレノアの姿を思い出しながら、こう言った。

「嫌いやになったらまた喚わめき散らしてバスタブで膝ひざを抱えればいいんですよ。それから解決策を考えればいい」

　エレノアは、しばらく電話口の向こうで黙だまっていた。

　怒っているのかもしれないし、驚おどろいているのかもしれない。

　ただ、最後には結局笑ったのだろうな、と気配でわかった。

『そうですね。私たちはそうやって、失くしたものを取り戻したんですからね』

「不安はあるでしょうけど、前に進みませんと」

　そんな台詞せりふを、エレノアを振ふった自分に言う資格があるかどうかやや不安だったが、エレノアは小さく深呼吸をして、こう答えた。

『ええ。前に進まないといけませんね』

　エレノアは小さく鼻をすすってから、小さく言った。

『ありがとうございます』

「いいえ」

　目を閉じて、肩をすくめたエレノアが呆あきれるように笑っている様が想像できた。

『それで、ハルさんは地球になにをしに？　観光じゃありませんよね？』

「リサからは、広い地球で途と方ほうに暮れてこいって」

『まあ。では、骨休めということかしら』

「骨休めになるかどうか……まず、行くまでが大変そうです。六倍の重力って想像もつきませんよ」

『あ、そうでしたね……。ですが、ハルさんならまだお若いからすぐ適応できるでしょう。ル・ゴッフの時は大変でした。重力訓練施設でも、大丈夫ですから参りましょうお嬢じよう様さま、ばかりで。しばらくはこっちに来てから貧血で何度も倒れていたんですよ。まったく』

　俺おれはその様が想像できて笑ってしまう。

『でも、ハルさんはここ四年間、ずっと働きづめでしょう？　良いことだと思いますよ』

「……そう、ですかね」

『私が仲介したたくさんの人たちも、ハルさんの投とう資しに大変満足しています。口うるさい人たちが多いんですけどね。ハルさんは、そういう人たちに真しん摯しに向き合うのがとても上手。彼らは信念という言葉に弱いんです』

「隠かくし事がへたってだけですよ」

『褒ほめられたら素直に受け取るのがマナーです』

「地球人の投げる言葉は重いんです」

『ふふ』

　エレノアと共に笑うが、俺は少しの間を空けてから、こう言った。

「でも、最近は少しペースが落ちてきてまして」

　エレノアは、不用意に聞き返さない。

　言葉を受け止めて、それからゆっくりと、答えてくる。

『リサさんのアドバイスに従うべきですね。焦あせりは禁物ですし、有害ですらあります』

「……どうしてか、自分の周りには強い女性が多いみたいです」

『それは、ハルさんが強いからですよ』

　エレノアの率そつ直ちよくな言葉に、やはり俺は苦笑してしまう。

「だといいんですけどね」

『では、地球には骨休めということで』

「そうですね」

　俺はそう答えたのだが、エレノアは電話口の向こうでなにかを考えているふうだった。

　それも、俺にそれとわかるようにしている節があった。

　多分、ちょっとだけ怒っているのだろう。

『じゃあ、ヘリも片づけてしまって大丈夫かしら』

　どうやら、予想は当たっていたようだ。

「骨休めは、ついでです」

『ついで』

　エレノアは婚約予定の相手がいるときちんと言った。

　なら、俺おれもそれを避さけては失礼にあたる。

「人を捜しに」

『八年前の？』

　エレノアの短い質問に、俺は小さく息を吸ってから、答えた。

「ええ。好きだった人です」

　まあ、とかなんとか電話口から聞こえた気がする。そして、ぼすっというくぐもった音も聞こえた。どうやらエレノアが枕かなにかを殴るか投げるかしたらしい。

　最後に聞こえてきたのは、十代の女の子みたいにキラキラした声だった。

『常々そのあたりを詳しく伺うかがいたいと思っていたんですけれど？』

　一度食らいついたら、あのアバロンですら離はなさなかった女性だ。

「……地球に着いたら、話しますよ……」

『絶対ですよ？　約束ですからね？』

「別段、面おも白しろいものでもないと思いますけど……」

『面白いかどうかは、私が決めます』

　ぴしゃりと言われ、俺は肩をすくめる以外になかった。

『では、ハルさんの来訪、お待ちしております』

「……近くなったら、連絡しますよ」

『ふふ。それでは、ごきげんよう』

　エレノアはそう言って、電話を切った。その瞬しゆん間かん、月面有数の大企業の最高責任者と話した以上に、緊きん張ちようしていたことに気が付く。

　けれども、悪い気分ではなかった。

　俺は部屋を出て、居間にいるリサに報告した。

「電話しましたよ」

「うん。よろしい」

　私が言わなければエレノアに電話しないつもりだったでしょう、と詰つめ寄られ、俺は教会の部屋で電話させられていた。

　大きなお世話で頭ごなし。

　昔ならなにより嫌いやがっていたはずのことなのに、今は妙な嬉うれしさと安心感がある。

「彼女、なんだって言ってた？」

「ハガナの話を詳しく聞かせろってさ」

　その言葉に、リサは嬉うれしそうに笑っていた。婚約予定の者と会っている、という話をしなかったのは、エレノアのプライバシーに配はい慮りよしたわけではない。ちょっと悔しかったのだと言ったら、きっと誰だれもが指をさして俺おれのことを笑うだろう。

「でも、本当にこの時期に俺がいなくなって大丈夫なのか？」

　月面生まれ月面育ちの人間が地球に降下するとなれば、重力に慣れるのに長い時間を必要とする。いくら若くとも訓練だけで最低一ヶ月。とすると、二ヶ月から三ヶ月は月面を留守にしなければならない。

　俺はリサにそのことの意味をじっくり説明したいのだが、リサはおもむろに電話の子機を取り出して、軽く振ふっていた。

「マルコ君は、あなたの代理ができると大張り切りだったわよ」

「……既成事実を作り上げる作戦かよ……きたねえなあ……」

「ふふん？　大人の根回しと言いなさい」

「げえ……」

　俺がげんなりしていると、リサはソファーから立ち上がり、大きく伸びをしてから、こう言った。

「けど、肩書が人を育てるとも言うからね。マルコ君は優秀なんだし、ちょっとの冒険くらいさせてあげるべきよ」

「あいつの能力を疑ってるわけじゃないよ」

「でも、いつもあなたの陰にいるでしょう？」

「それは……まあ……」

「人に仕事を任せられないようじゃ、行けるところなんてたかが知れてるわよ」

　知ったふうな口をきくじゃないか、と俺はせめてもの意地として見つめ返す。

　けれども、リサは軽く肩をすくめてかわしていた。

「なぜならね、それはそのまま他人を信用できるかどうかにかかっているからよ」

「うっ」

「身に覚えが、あるでしょう？」

　わざとらしく勝ち誇った顔に、俺は子供のように唇をひん曲げてから、悔し紛まぎれに言う。

「多少の指示なら、どこからでもできるからな」

「通信機器を全部取り上げようかしら」

　リサのどこまで本気かわからない言葉に、俺は両手を上げたのだった。







　それから数日は、あれこれの調整に追われたり、地球旅行の手続きなどでシュバイツェル・インベストメントのオフィスには行けなかった。

　多分、リサの策略だったのだろう、とは思う。壁かべ一枚を隔へだてたところでは、ドクター・ウォレスの見果てぬ夢が解体されている真っ最中のはずだった。リサは、ウォレスの視線の先にはなにもないと言い切ったから、死者の見る物を見つめるなと言うことなのだろう。

　だが、俺おれはそういうことを抜きにして、ある種の投とう資しマニアとして、やはりウォレスがなにをやろうとしていたのかだけは気になっていた。

　ＡＢＳの空売りだろうか？

　債さい券けんも売買が可能であり、需要の多た寡かによって証しよう券けんとしての価格が変わってくる。そして、価格が上下するのであれば、そこには必ず投資の機会が発生する。

　ＡＢＳやＣＤＯは需要が爆ばく発はつ的てきに伸びている真っ最中のものなので、株かぶ式しきで言えば株かぶ価かが跳ね上がっている最中だ。俺が購こう入にゆうしたものも、投資銀行のブローカーを通じて売買すれば、今すぐ値上がり益を享きよう受じゆできるかもしれない。

　ただ、だとすればＡＢＳの空売りでは、出血性の投資、なんて言っていられなくなる。

　もしも大人気の債券を空売りしていれば、ギロチンで首を落とされるような損が出ているはずだった。

　あるいは、ＡＢＳやＣＤＯを使った、なにか複雑な金きん融ゆう取引をやっている可能性もあった。

　どんなものであれ、価格の上下する物が対象であれば、理論上どんな金融商品でも作り出すことができる。

　俺はあれこれ考えて、急に決まった地球行きを明日に控ひかえた夜、こっそりシュバイツェル・インベストメントのオフィスに顔を出した。

「あれ、ハルさん？　忘れ物ですか？」

「話が急すぎて、忘れ物があるのかすらわからないよ」

　俺がそう言うと、マルコはけらけら笑っている。

「リサさんはやっぱりリサさんですね。ハルさんに考える時間を与えたら、考えるだけでまた何年も経たちそうですから」

「……お前にまでそんなことを言われるなんてね」

「それで、なんですか？　ポジションのことなら心配しないでください。大きくいじくったりはしませんよ」

「いや、その点についてはあまり心配していないんだが……」

　と、俺が口ごもると、マルコは訝いぶかるような顔つきになって、言った。

「ドクターのことは、リサさんから言われていますから、だめですよ」

　先手を打たれている。

「リサさんは数字には詳しくないですけど、うちの儲もうけが少しずつ少なくなっていることには気が付いてたみたいです。だから、ハルさんが思いつめて変なことをしないか心配してるんですよ」

「そんなこと」

　しないよ、と言い張るには、俺おれには前科がありすぎる。

「ですから、僕ぼくはドクターのことは調べません。知ってしまったら、きっと喋しやべってしまいますからね」

「わかった、わかったよ」

　一体リサにどんな報ほう酬しゆうを約束されたのか、マルコにしては頑かたくなだった。マルコだって、同年代の中ではずば抜けて投とう資しに造ぞう詣けいが深い人間であり、興味も人一倍のはずだ。ウォレスがどんな深みに嵌はまったのか興味がないはずがなかった。

　そのマルコをここまで頑なにさせるのだから、リサはマルコに膝ひざ枕まくらで耳掃そう除じでもしてやったのかもしれない。耳掃除をすれば、ついでに自分の言葉もよく脳に届くだろうから、とか言いながら。

　ただ、俺にだって秘策はある。

　俺は可能な限り演技臭くならないようにため息をついてから、こう言った。

「だが、俺にも心配の一つや二つあるんだよ」

「……なんですかそれ」

　さすがに長い付き合いのせいか、マルコが少し警戒気味に聞き返してくる。

「マリアさんだよ」

　マルコが明らかに動どう揺ようしたのを見計らってから、殊こと更さら深刻そうに言った。

「あそこもうちと一いつ緒しよでほかに人を雇っていないだろ。弁護士も大手事務所に依い頼らいしているだけで、心許せる仲間ってわけじゃない。ドクターがあんなことになって、マリアさんの心労も相当なものだろう。だから、俺はそれだけが──」

「あの、ハルさん」

　俺はマルコに言葉を遮さえぎられて、わざとらしく驚おどろいた顔をしてやった。

「それは……ずるいです……」

「ずるい？　ドクターとは関係のないことだ。隣りん人じんの一人として、身を案じているだけだ」

「あう……」

　マルコは俺のことを泣きそうな顔で見上げている。

「ま、マリアさんのことは……僕も、心配です……」

「だろうな。同業者の一人として、また、オフィスが隣となりである知人として、そう思う」

　薄うすっぺらで事務的に言ってやると、ウォレスのことなど調べていない、と言い張ったマルコは目を閉じ、苦く悶もんしている。

　だが、あのオフィスにいるのはウォレスだけではないし、ウォレスをこの世で一番心配しているのは当然ながらあのマリアだ。

　だとすれば、恋する少年が次にすることは決まっているし、それにかこつけてあれこれ話を聞いているはずだった。

　後は、マルコのことを噓うそつきを見る目で見つめればそれでいい。

　本当は、知っているんだろう？　と。

「リサさんには……内ない緒しよにしてくれます？」

「もちろん」

　俺おれは肩をすくめ、こうも言った。

「そして、教えてもらえるなら早いほうがいい」

「……監かん視しカメラでも置いてるんですか？」

「簡単な推測だ」

　呆あきれるように言うと、マルコは神に祈りかねない勢いで目を手で覆おおい、椅い子すに座りなおしていた。リサの戒いましめは戒めとして、ここ幸いとばかりに弱ったマリアの力になって点数を稼かせごうとしていたのだろう。

「こんなプレッシャーに負けるようじゃ、リサに隠かくし事なんてできるわけないと思うが」

「うう～……」

「それで？　ウォレスは結局なにをやってたんだ？」

　手近の椅子を引いて座り、俺はそう言った。マルコはがっくりうなだれていたが、ここまできて隠し立てできるわけもないと思ったのか、しぶしぶと口を開いた。

「マリアさんもまだわからないみたいです。ドクターは引き続き入院中ですし、その入院そのものが、どうもドクター自身の策略らしくて」

「入院が？　体調が悪いのは事実だろ？」

「そうなんですが、自分は入院せねばならぬほど体調が悪いので、マリアさんの懇こん願がんも弁護士の法的な脅おどしも全く聞こえてない、と言ってはばからないそうで」

「……さすがだな。それで？」

「それで埒らちが明かないので、実力行使に出たそうです。オフィスのＰＣを解析したら、住宅ローンやクレジットカードローンについての統計データが山ほど出てきたと」

「やはり、狙いはＡＢＳだったのか？」

「それが、そうでもないみたいなのがややこしいんです。マリアさんもお手上げでした。ＡＢＳの空売りをやっていたと仮定した時の、損益シミュレーションをしたらしいんですよ。でも、もしそんなことをしていたら、とっくに損失が地球のマントルに突き刺さっているみたいなんです。だから、ドクターはもっと別のなにかで損失を作っていると」

　俺の考えとも一致している。

　一体、悲観の帝王はどこでなにをやっていたのだろう？

「取引相手は？　それでなんとなくは方向性がわかるだろう？」

　俺の言葉に、マルコは残念そうな表情を浮かべていた。

「それが、メールなんかの通信履り歴れきを解析した結果、内容は暗号化されていて読めなかったそうですが、直近で活発にやりとりをしていたのは、ハラルド・ブロスだとわかったそうです」

　業界大手の投とう資し銀行の名が出てきたが、俺おれには意外だった。

「ハラルド・ブロス？　ドクターの一番嫌きらいな投資銀行だったんじゃないか？」

「そうですね。マリアさんも不思議がっていました。この業界じゃ、永遠の二位なんて言われてるところですからね。曰いわく、節操がない」

「節操がない」

　俺が繰くり返すと、マルコはようやく笑う。

「どうしてもプラチナ・スミスを超えて業界最大手の称号が欲しいんでしょう。ハラルド・ブロスのＣＥＯの部屋には、プラチナ・スミスのオフィスビルが倒とう壊かいするＣＧを引き延ばしたパネルがあるとのもっぱらの噂うわさですから」

「あそこは会社全体で狂ってるほど前のめりにリスクを取っているよな」

「その代わり、リターンも尋じん常じようじゃありません。悲観の帝王からすれば、真逆のスタンスでしょう」

「ハラルド・ブロスの担当ブローカーからは話を聞きだせていないのか？」

「それが……取りつく島もないみたいですね。どうもドクターは相当なポジションを積み上げていたみたいで、向こうも解消したくないんでしょう。ネガティブキャリーなら、ドクターの毎月の損は、向こうの毎月の儲もうけですし」

「どいつもこいつもって感じだな」

「しかも、ドクターはマリアさんのみならずこれまで使っていた弁護士も解雇していて、実質的にウォレス・キャピタルマネジメントの人間はドクター一人だけなんです。そうなると、マリアさんがどれだけ近しい人間だとしても、投資銀行側には情報の開示をする義務がありません。そのためにはドクターの委任状が必要です」

「用よう意い周しゆう到とうだな……。だが、出資者たちから詐さ欺ぎを働いている可能性があるとかなんとか言って、強引にできないものか？」

「そういうことをするような気き概がいと資金がある連中はすでにとっくに逃げ出してるみたいです。残ってるのは、損がかさみすぎて今いま更さら引き返せない投資家と、筋金入りの信者たちだけだと。マリアさんの要よう請せいにも、逆に激怒した返事を寄よ越こした人が少なくなかったみたいですよ。ドクターの投資を信用できないのか、俺たちは最後までドクターに従うぞって」

　ドクター・ウォレスは完かん璧ぺきに正気だったようだ。用意が周到すぎる。血の一いつ滴てきまで賭かけて、ここで負ければすべてを失っても構わない、と心に決めていたのだろう。

「ですから、すでに手て詰づまりなんです。そんな感じなので……マリアさんは本当は……」

　と、マルコは言って、俺のことを上目づかいに見る。

　しかも、それは先ほどまでとは打って変わって、飼い主に怒られてしょげている犬みたいな目だった。

「なんだ？」

「……本当は、ハルさんに相談したいって言ってました」

　そして、マルコはむくれてそっぽを向く。

　俺おれはやや呆あつ気けに取られながら、頭を搔かくしかない。普通に考えて、ドクター・ウォレスがしそうなことをトレースできるような人物は、この月面でも数が限られている。しかも、親交のあったそれなりに信用のおける人物となればなおさら限られる。

　マリアはそういう意味で言ったのだろうが、マリアに浅くない恋心を抱くマルコとしては、そうも受け取れないのだろう。

　俺はため息をついて、こう答えた。

「でも、俺は明日から地球行きだ」

「そうですね。楽しんでくればいいんじゃないでしょうか」

　マルコは年相応の子供っぽさを全開にしてそんなことを言う。

　俺は思わず笑ってしまって、呼吸を落ち着けてから、こう言った。

「ただ、お前は重要なことを忘れていないか？」

「？」

　訝いぶかしげに俺のことを見るマルコに、俺は肩をすくめてこう言った。

「俺の代理を任されてるはずだろう？」

「……でも、それは……」

「胸を張って、自分に任せてくださいって言えばいいんだよ。月面の英えい雄ゆうの右腕ですけど不満がありますかってな。そのくらいの図ずう々ずうしさがなくて、これから数ヶ月間シュバイツェル・インベストメントを切り盛りできるのか？」

　寝ているところに顔に水をかけられたら、こんな感じになるだろうか。マルコは目をぱちくりとさせて、それから、なにか堪こらえきれないような半笑いを浮かべ、こう言った。

「リスクを取るのはハルさんじゃないから気楽ですね」

「リターンを得るのも俺じゃない」

　その言葉に、マルコはぐうと唸うなって、天井を仰いだのだった。







　月面から飛び出す宇宙港にやってくるのもまた四年ぶりだった。賑にぎやかさは変わらず、行き交う面々の雰囲気もほとんど変わらない。港の出発ゲート近くの待合所に立っている俺の姿は、きっと周りから見たら慣れない星間旅行に緊きん張ちようしている奴に見えたことだろう。

　ただ、手元には企業の山ほどのデータが詰つまった端たん末まつが一つと、身の周りの物を入れる鞄かばんが一つだけだったので、もしかしたら旅行者には見えなかったかもしれない。宇宙港に取引相手を迎えに来たビジネスマン、というところだろうか。

　着替えだのなんだのは途中で買えばいい、荷物は少なければ少ないほうがいい、と言うのがリサの弁だったので、こうなったのだ。

　しかも、俺おれのように金きん融ゆうの世界にどっぷり浸る人間には珍しく、一般利用者用のゲート前だ。

　少しでも名の通った金融界の人間なら、まず間ま違ちがいなくファーストクラスの専用ゲートを使う。

「それじゃあ、エレノアによろしく言っておいてね」

「ハガナにじゃなく？」

　俺が聞き返すと、さすがのリサも少し苦笑して、言い添そえる。

「ハガナにも」

「広すぎて、本当に見つかるのか不安だけどな」

　と言うと、背中を叩かれた。

　軽く咳せき込んでリサを見ると、ぐっと親指を突き立てられた。

　俺はもう、笑うしかない。

「ま、気負わずに行ってくればいいわよ。信じがたいかもしれないけど、地球みたいな広い場所でも、世界中を旅行していると意外にあっちこっちで知人に出くわすのよね」

「へえ？」

「求めよ、さらば与えられん。人は完全にランダムに動くわけじゃないからね。似たような意志を持っている人は、どんなに広い場所でも、似たような道をたどるのよ」

　俺はリサの言葉をゆっくりと咀そ嚼しやくし、飲み込むようにうなずいた。

「励ますなら、もう少しわかりやすく言って欲しいな」

「迂う遠えんな物言いをするのが、尊敬されるための基本よ」

「腹黒シスター」

「だから毎日神様の前で悔い改めているの」

　口でリサにはとてもかなわない。

　俺は笑い、出発時刻を知らせる掲示板を見た。

「まだもうちょっとあるけど、そろそろゲートに向かっておくよ。初めてだから、若じやつ干かん心配だ」

「信じがたい金額の取引をしてても、そのへんの肝きもは太くないのね」

「何事も慣れだよ」

「ふふ。じゃあ、いってらっしゃい」

　リサはそう言って、俺のことを正面から抱きしめる。

　人前で恥ずかしい、なんて思いもしなかった。それは別に、周りでもそういう連中が多いから、というわけではない。リサは世せ間けん体ていだとか、そういうものに決して惑まどわされない。本当に大事なものを揺ゆるぎなく見つめ、目を逸そらさないでいられる度胸がある。だからリサがそうするのであれば、それが正しいのだ。

　俺おれは長いことされるがままになり、ようやく離はなれた時には、リサのほうが意外そうな顔をした。
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「少しは恥ずかしがってくれると、お姉さん的には嬉うれしいんだけど」

「懐なついている犬が頭を撫なでられて恥ずかしがるかな」

「……逆にこっちが恥ずかしくなるわ」

　リサは呆あきれ、俺は笑いながら言った。

「じゃ」

「はい。いってらっしゃい」

　普段教会から送り出すように、リサはそう言って手を振ふった。いつまでもそうしてくれていると思ったら、さっさと踵きびすを返してしまうのには笑ってしまった。

　やっぱりリサはとてもリサらしい。俺は安心して、ゲートをくぐった。

　分厚いガラスを通した向こうはすでに宇宙空間になっていて、今はちょうど月面が天文学的な意味での夜になっているので真っ暗だった。月面ドームに映し出されている昼とか夜とかの様子が映像だとわかっていても、なかなか頭が切り換かえられず、不思議な感覚がする。そのくせ、視線の先では地球がこれ以上ないほどに明るく輝かがやいている。

　ここからだと大して大きくも見えないのに、月面などとは比ひ較かくにならない、文字どおり月面の世界を生み出した母なる地球の姿に、俺おれは少しだけ背筋が伸びてしまう。数十億人という想像もできないような数の人々が住み、生命の歴史は四十億年を超えている。

　似たような意志を持っている人は似たような道をたどる、とリサは言った。それは投とう資しの世界でも同じことが言える。

　けれど、俺はその励ましに、どうしても暗いものを感じてしまう。

　なぜなら、ハガナは別れて以降の八年間、連絡の一つも寄よ越こさなかった。最初の数年間は、未成年で、家出をしたばかりで、連絡が取れなかったという可能性もある。けれども、あれから八年経たった。自分の意志で電話をかけることくらいできるはずだし、月面の動向に気を配っていれば、俺の名前は間ま違ちがいなく見たはずだ。

　だとすれば、連絡がこないというのは、俺にとって考えたくない可能性ばかりを想起させる。ハガナが俺のことを憎にくみ、恨うらみ、二度と関わりたくないと思って身を隠かくしている可能性だ。

　リサは絶対にそんなことを口にはしなかったが、俺が地球にまで捜しに行かなかったのは、そのことが理由の一つとしてあった。もちろん、俺はハガナに憎まれていようと恨まれていようと、一目会って謝あやまりたいと思っている。でも、それはあくまでも俺の都合であって、ハガナはそうでもないのかもしれない。

　どうするのが正しいのだろう、という答えを、俺は持ち合わせてはいない。ただ確かなことは、悲観的な可能性を前にしても、俺はハガナのことを思うと八年前の自分に戻ってしまうということだけだ。

　二人で夢中になって株かぶの取引をして、夢に向かって進んでいた時のことを思い出す。ベッドの中で、なにもかもが幼い二人が、無知と無む垢くの綿に包まれて、わずかながらに心を通わせたあの瞬しゆん間かん。ハガナとつないだ手の中に、世界の秘密のすべてが詰つまっていたと今でも信じている。

　そして、それを払ったのもまた、同じ右手なのだ。

　俺は自分の右手を見つめ、開閉する。四年前は、ハガナのことを思い出すと硬こう直ちよくし、無様に震ふるえていた右手だが、その右手もクリスとエレノアのおかげで再び望むものに伸ばすだけの力を得た。今の俺の右手は、毎日毎日、投資先を検討するため、たくさんの人間の右手を握にぎり返している。己の夢を摑つかむのだという力に溢あふれている。だから俺は、古い地球の映画のように、俺のことを恨むハガナの手を握り、無理やり月に連れ帰る様を想像してしまうことがないわけではない。

　もちろん、マルコにはマリアのことでけしかける一方、俺にはそんな図ずう々ずうしさはありはしないのだが。

　小さく鼻で笑い、やれやれとため息をついた。

「……しかし、少し早かったかな」

　初めての旅行ということもあり、不安なので早めにゲートをくぐったが、搭とう乗じよう開始まではまだだいぶ時間がある。出発予定時刻は搭乗開始からさらに三十分後だ。

　どこかカフェでメールでもチェックしようかと思う。マルコからの続報も入っているかもしれない。そう思って、免税店や、軽食や旅行用のグッズなどを売る店の集まる区画に足をのばす。港は月から地球に向かう場所なので、対重力グッズなんてのもたくさん売られている。足に血が集まりすぎないように、圧力をかけて血を無理やり循じゆん環かんさせるレッグサポーターなんてのもある。

　俺おれはネットができそうなカフェを探して歩いている中で、奇妙なブースを見つけた。最初は、旅行保険を売るブースかと思ったが、違ちがっていた。それはこんな場所には非常に奇妙なものだったのだ。いや、奇妙な、というのは控えめにすぎる表現かもしれない。

　俺は、はっきりと、見み間ま違ちがいかと思って目をこすった。

「……噓うそだろ？」

　思わず呟いてしまったのは、店と店のわずかな隙すき間まを活用して、粗末なテーブルと椅い子すを並べただけの窓口があったからだ。そこにはスーツを着た男女の受付係が座り、二組ほど客がいた。彼らの頭上には、やっぱりちょっと安っぽい看板が掲かかげられている。曰いわく、「地球出発までのお時間でできます」「お手持ちの旅行券で身分証明はバッチリ」「月に戻られる頃ころにはお金持ちに!?」「このチャンスをお見逃しなく！」。

　それは、あの手の甲にまで毛の生えたダンが率いるニューエイジデベロップメントの出張所だった。信じがたいことだが、こんなところでも不動産融ゆう資しを行い、しかも客が付いている。

　たちの悪いジョークかと思ったが、脇に掲かかげられている不動産相そう場ばを垂れ流しにしている電でん光こう掲けい示じ板ばんを、人々がひっきりなしに足を止めて眺めている。不動産相場の過熱もここに極まれり、というところだろうか。

　しかし、不動産融資というからには金額が大きいはずだが、こんな場所で物件を決めて本当に融資を行っているのか？　顧こ客きやくの審査は？　物件の確かく認にんは？

　俺が困こん惑わくしながらそちらを眺めていると、手持無ぶ沙さ汰たにしていた受付係の一人と目が合った。

　にっこりと微笑ほほえみかけられ、椅子に向けて手を向けられる。俺はもちろんその場から去ることもできたが、ふらふらとそちらに向かっていた。好奇心に抗あらがえなかったのだ。

　不動産相場の過熱は知っていたし、ＡＢＳやＣＤＯが飛ぶように売れるということは、その原資となるローンも金の卵を産む鶏にわとりのように買われまくっているというのもわかっていた。だということは当然、ローンを組成する最前線も必死なはずだった。

　ただ、俺はダンのような会社にまでは押しかけても、その会社で実際にローンを組成している現場にまでは赴おもむかなかった。

　まさか、こんなものが出張っているほどだとは思いもしない。明らかに、常じよう軌きを逸いつしている。

　サティアの言葉を思い出せ。

　うまい儲もうけ話というのは実在する。

　だが、連中は、いつだってやりすぎるのだ。

「これから地球に向けてご出発ですか？」

　感じのいい女性の受付係にそう言われ、俺おれはハッと我に返る。

「え、ええ」

「初めてのご旅行ですか？」

　あれこれ考えていたのを、旅行による緊きん張ちようのせいかと思われたらしい。

　俺はむにゃむにゃとなんとか答えて、その間に頭を切り替える。

「地球出発まで、時間があまりないんですけど」

「次の便ですか？　それなら、たぶん大丈夫ですよ」

　にっこり微笑ほほえむ様は、特に焦あせっているようにも見えない。

「えっと……搭乗時間まで三十分なんですが」

「ええ。もちろん。我が社のモットーは、迅速、丁てい寧ねい、積極融ゆう資しですから」

　マルコが隣となりにいたら、きっと眉根がねじ切れそうなほど顔をしかめていただろう。

　だが、俺はどんどん頭が冴えていく。そわそわした振ふる舞まいは、本気から演技へと入れ替わっていく。そして、何度か咳せき払ばらいをした。

「あの、あまりお金がなくても融資を受けられるって聞いたのですが」

「ええ。昨年の収入をお伺うかがいしてもよろしいですか？」

　手元の端たん末まつで、ルーチン化されているチェックシートを開きながら受付係が言う。

　俺は、ダンの言葉を思い出して、思い切り噓うそをついた。

「実は……昨年地球からこちらに来たのですが、結局なにもうまくいかず、いったん帰るところで……」

「ということは、今はお仕事は？」

　俺は首を横に振ふる。

　断られたら、でも地球には仕事があると言おう、と思っていた矢先だった。

「資産はございますか？」

　断らない。

　俺は逆に緊張して、こう答える。

「それも、今回の地球旅行で……」

　と、さすがにやりすぎかと思ったが、まだあどけなさの残る若い受付係は、特に驚おどろきもせずにこう言った。

「一応、いくつかプランをご用意させていただいております。物件のご希望は特になにかございますか？」

　そして、俺のことを見てニコリと笑う。金も職もないのに家を買おうとしているちょっと頭の足りない地球人、という演技はかなりうまくいっていたのではないかと思う。

　俺おれはそのくらい、動どう揺ようしていた。

「えっ……と……」

　まさか話がすんなり通るとは思っていなかったので、そこまで考えていない。

　とっさに思いついたのは、住宅支し援えんプロジェクトで住宅を建てた地区のことだ。

「その、第二外区のあたりで働いていたので、その辺に……」

「なるほど。あちらだと再開発が著いちじるしいですからね。では、こんな間取りだといかがでしょう」

　と言って、端たん末まつをいじってから、俺に向けてくる。

　やや不便な場所だったが、４ＬＤＫで価格は百十八万ムール。

　冗談だろう？　と、思う。その広さでその値段、という意味ではなく、俺の語った設定に対して、百十八万ムールは分不相応すぎる。

　もしかして、俺が噓うそをついているのを見み透すかして、相手はそう言っているのだろうかと思う。

　月面の英えい雄ゆうが、なにをされているんですか、と。

「で、ですが、これはちょっと高すぎじゃありませんか」

「そうですか？　今だと、皆さん大体このくらいの物件から投とう資しを始められますよ」

「あの、自分は投資ではなく……」

「あ、すみません。地球のかたからすると、やや奇異に映るかもしれませんが、月面では家というのは負ふ債さいとして見るのではなく、純然たる資産なんですよ。買えば必ず値上がりしますから。すでに値上がりしすぎた株かぶ式しきなどよりも、よほど良い効率がでますよ」

　アバロンを倒した株式投資専門の俺に向かって、そんなことを言う。

　たちの悪いジョークなのか、それとも。

　俺は混乱したまま、もう一度、言う。

「でも、自分には、職も、資産も……」

「ご心配ありません。お客様と同じ条件で、三軒家を持っているかたなんて珍しくもありません。我が社が提供するローンなら、絶対安心です」

　そして、受付係は端末をいじり、パンフレットを画面上に呼び出した。俺は、椅い子すからひっくり返らなかった自分を褒ほめてやりたい。

　受付係の満面の笑みが仕込みのネタだとしたら、俺の姿は数日後にドッキリ企画として月面中のお茶の間で放送されるだろう。

「このローンの名前は、五つの英単語の頭文字を取っています」

　俺は、そこに書かれている単語を、あほのように読み上げた。

「……Ｎｏ、Ｉｎｃｏｍｅ、Ｎｏ、Ｊｏｂ、ａｎｄ、Ａｓｓｅｔ……？」

「収入も、仕事も、資産がなくても大丈夫です。地球で有名な、神秘と文化の国ジャパンに存在すると言われる、ＮＩＮＪＡをイメージしたローンです」

　彼らは頭に木の葉を載せ、なんにでも化けると言う。

　ドロン。

　これで、負け犬の世間のお荷物が、途と端たんにいっぱしの資産家だ。

「いかがでしょう。ご旅行の際の身分証明書とサインがあれば、ご契約できますが」

　俺おれは、相手の顔を見返して、その目の奥の色を凝ぎよう視しした。財務諸表をごまかして、会かい計けい監かん査さを言いくるめて、顧こ客きやくから取引先からなにもかもに噓うそをつき通すＣＥＯやＣＦＯを見極めてきた。

　俺はそれで確信する。彼女は自分の言葉を疑っていない。これがおかしいことだとはほんの欠片かけらも思っていない。隣となりでは契約を成立させた二人が受付係と握手を交わしている。身なりはさほど良いとは思えない。彼らの笑みが少しこわばっているのは、まさか本当に契約を結べるとは信じていなかったからかもしれない。

　それは彼らが善良そうな地球人だから？　重力が六倍で、鈍にぶさも六倍の朴ぼく訥とつとした人々だから？　だが、俺は誰だれだ？

　その自問に対する答えは明確だ。俺は投とう資し家かだ。月面切っての投資家だ。見る目はある。判断する頭がある。だからこそ断言する。こんなのは狂気の沙さ汰ただ。

　まともなことじゃない！

「いかがいたしますか？　おそらく、お客様が地球に着く頃ころには、すでに金利分や手数料分程度の儲もうけは出るものかと──」

　俺はその言葉を最後まで聞かず、こう言った。

「ちょっと聞きたいんですが」

「え……は、はい？」

「毎日、どのくらいの契約を結んでます？」

「えっと……そう、ですね……。多ければ、十から十五件くらいは……」

　突然なんなのか、と目をぱちくりとさせていたが、聞かれたことについ答えてしまうのは、軽い気持ちだからだろう。

　そして、そんなバイト感覚の者に融ゆう資しの審しん査さを任せている。

　収入も、仕事も、資産もない人間に対する不動産融資を。

「ありがとう」

　俺はそう言って、椅い子すから立ち上がる。

「あ、あの？　お客様!?」

　そんな声を背中に、俺は足早に歩いていく。携けい帯たい端たん末まつを取り出し、番号を呼び出す前に、思考を整理する。胸の内にあったのは、心臓が焦こげるような痛みに似た想いだった。

　ドクター・ウォレスは正しかったのかもしれない。彼の見ているものは、決して不毛の荒野ではなかったのだ。

　俺おれの指の先まで血が巡めぐり、どくどくと脈打っている。クレジットカードローン会社や、車のディーラーにまで押しかけた時の違和感も氷解した。ここに根っこがあったのだ。

　そして、ドクター・ウォレスがクラブ２５で言った言葉。

　数学の論理的健全性を疑うことはできなくとも、その大前提を疑うことはできる。

　彼は、本物の悲観の帝王だった。

　だが、『その可能性』はいつだって声こわ高だかに叫ばれていた。みんなが右だと言えば、いや左だと言いたがる奴らは必ず存在した。だからこそ、この月面で筋金入りの空売り筋でいるドクター・ウォレスは、揶や揄ゆにも似た二つ名をちょうだいしているのだ。

　それでも、ドクター・ウォレスは単なる病的な悲観論者ではない。見るべき数字と考えるべき事柄を熟知したベテランの相そう場ば師しだ。ただの思い込みということは考えづらかった。

　俺は港内の時計を確かく認にんし、深呼吸をして、考えをまとめなおす。勘かん違ちがいの可能性はある。考えすぎの可能性はある。数学の進歩があまりにも速すぎて、俺の認にん識しきが追い付いていないだけという可能性だってある。

　だが、ある事態を想起しないでいることなど、無理な相談だった。

　俺は携けい帯たい端たん末まつで、マルコを呼び出した。

『え？　ハルさん？　どうしました？　やっぱり忘れ物ですか？』

　眩暈めまいに似た感覚は、投とう資しの際のしびれるような興奮だ。

「マルコ、頼たのみがある」

『はい？』

　地球行きのゲートは、小金を稼かせいで贅ぜい沢たくに旅行しようと浮かれ騒さわぐ連中で溢あふれかえっている。

　俺はそんな連中を見回しながら、言った。

「今から言う統計データを用意して、大至急送って欲しいんだ」

『ええ？　軌き道どうエレベーターの中で読む資料をあれだけ詰つめてまだ足りないって言うんですか？　まったくもう……はい、どうぞ』

「賃金統計と、上場企業の収入増加率なんかのデータがあっただろ。それと、月面の経常収支のデータだ」

『経常収支？　って、それって月面と地球の間での資金の出入りってことですよね？　為替かわせでも始めるんですか？』

「まあ、そんなところだ」

　適当に言葉を濁にごして、俺はもう一つ言葉を続けた。

「あと、これが大事なんだが、次の物は民間の会社のデータも集めてくれ。ダンのところなら持っているはずだ。金に糸目は付けなくていい。これは投資調査だ」

『へ、え？　……一体、なにを？』

　俺おれは、深呼吸をして、言った。

「不動産の数と価格に関するデータだ。古いものもあればあるほどいい。あと……地球のものも欲しい。米国と、日本……イギリスもあるといいな」

『はあ？　そんなものを、なんでまた？』

　マルコの頭の中にあるはてなマークが見えそうだった。不動産ということはＡＢＳ絡がらみだろうが、その件については片が付いたのでは？　でも、だとするとほかの統計データはなにに使うのだろう？　そんなことを言いたそうな雰囲気が伝わってくる。

　俺は、詳しく説明しなかった。口からその可能性を出した瞬しゆん間かん、自分の認にん識しきにバイアスがかかってしまいそうで怖かったのだ。

　確かに、俺が疑うのはＣＤＯであり、そのもとになるＡＢＳだ。でも、大掛かりなローン作成のスキームに、証しよう券けんを作り出す数学の洗練さ度合や、その発展を疑うことはさすがの俺にも荷が重い。正規コピュラの発音さえ難しいのだから。

　けれども、その大前提を疑うことは俺にもできた。複雑で膨ぼう大だいな金額の絡むＡＢＳが成立するために必要なことは、実はたった一つの事実だったのだ。

「エレベーター搭とう乗じようまで二十分を切ってる。ぎりぎりまで待つから、今言ったデータをかき集めて送ってくれ。特に、不動産の価格データと月面の経常収支だ」

『わかり……ましたけど……』

「頼たのむ」

『あの、ハルさん──』

　俺は最後まで聞かずに通話を切った。

　マルコはなんだかんだ言っても優秀なので、疑問がありつつも指示には迅速に従ってくれる。

　俺は電話を終えたことで一つほっと息をついてしまう。

　なにか噓うそをついて大きな誤ご魔ま化かしをした後のような感覚だった。

　ただ、俺の視線は廊下の先の、先ほど話を聞いたニューエイジデベロップメントの出張ブースに向けられている。

　俺が立ち去った後の場所にはすでに別の客が付いていて、熱心に話を聞いている。

　いかにも月面で小金を稼かせいで、行きがけの駄だ賃ちんに投とう資しをしようと考えていそうな輩やからと、俺が口から出まかせで言ったような境きよう遇ぐうを地でいっているような人が並んでいる。

　そこでは投資の才覚などいらないのだ。そこで必要なのは、ローンを組むための勇気。それだけだった。

　俺は、マルコからのデータ送信を待つ間、じっと考えていた。自分の思い違ちがいや、勘かん違い、さもなくば思い込みや、そうあって欲しいという無意識の願望までをも疑っていた。

　でも、データがあればあやふやな思い込みや予断を正してくれる。

　目の前の事実はそのデータですら覆おおい隠かくしてしまいそうなことを明らかにしてくれる。

　俺おれはこれまでそうやって、株かぶ式しき市し場じように投とう資しをして少なくない儲もうけを手にしてきた。

　確かに、数学を駆く使しする連中はロケットに乗って遥はるか彼方かなたにすっ飛んでしまい、ロバにはとても追いつけないところまで行ってしまっていた。

　でも、ロバにもその道を行けないわけじゃない。

　そして、この世の中には、想像もしていなかった罠わなというものが待ち構えている。

　市場には、いつだって魔ま物ものが潜ひそむのだから。

「っと」

　端たん末まつに着信があり、俺はマルコからメッセージとともにデータを受け取った。

　エレベーター搭とう乗じようまで六分残している。ほとんどのデータがオンライン上にあると言っても、この素す早ばやさで集められるのは、普段の情報収集のたまものだろう、と思ったが、メールにはこうあった。

『そのデータ一式ですが、どこかで覚えがあると思ったら、ドクターのＰＣにあったものです。住宅データはオーダーメイドだそうです。価格動向の統計は公式にはないみたいですね。マリアさんから借りてきましたから、後で手数料もらいますよ』

　と、メッセージにはあった。俺は、驚おどろきとともに、なにか妙な確信による落ち着きという、不思議な気持ちになりながら、報ほう酬しゆうに追加しておく、と返信した。

　それから、一応データを確かく認にんし、見事に欲しいものがすべて揃そろっていることを確認する。

　なにか、怖いくらいだ。

　これから二週間は、誰だれにも邪じや魔まされない静かな時間が待っている。徹てつ底てい的てきに吟味ができるはず。だが同時に、このデータと格かく闘とうするのはこの時間だけにしようとも思っていた。そもそもが狂気の沙さ汰たと言える思いつきなのだから、それ以上時間を費やせばどツボにはまるだけだと確信があった。

　大体、誰に言っても鼻で笑われるだけだと俺自身が思っていた。ウォレスが集めていたデータが俺の求めているデータとかぶっていることからして、その先に続く道は、投資の女神によって否定されている可能性が高い。それでもなお、俺は自分の目で確かめたかった。

　地球に向かう軌き道どうエレベーターへの搭乗開始を予告するアナウンスが鳴り響ひびく。俺はほかの客と一いつ緒しよに搭乗口へと歩き出す。その様は、俺になにかを連想させる。

　人には、皆が一いつ斉せいに同じ方向に向かう習性がある。

　そして、時にはサティアが言うようにやりすぎることもある。

　俺は、ふと振ふり向いた。視線の先には、ＮＩＮＪＡローンなどというふざけたものを売りまくるブースがある。彼らはこの競争社会でどん底を這いずっている者たちにまで融ゆう資しをおこなっていた。それを社会貢こう献けんということは確かにできる。確かにできるが、いみじくもウォレスが言ったように、鉛なまりは金にはならないし、フライドポテトはしょせんフライドポテトでしかないのだ。

　俺おれは、何年も口にしなかった単語を、胸中で呟いた。

　バブル。

　月面は、不動産バブルかもしれなかった。







　発想は至し極ごく単純だ。

　モノの値段はなにで決まるのか。古典的な説明は、需要と供給だ。

　しかし、これだけでは、価格そのものを説明することはできない。価格とは、必ずなんらかの貨か幣へい的価値で表現されなければならないからだ。

　そこで、経済学者は極きよく端たんな状況を考え出した。

　ここに、魚が一匹と、貨幣が百ムールある島を考える。Ａさんは魚一匹を持っている。Ｂさんは百ムールを持っている。Ｂさんは今にも飢え死にしそうなので、手持ちの百ムールすべてを使ってＡさんから魚を買った。これで、魚には一匹百ムールの値段が付く。

　では、Ａさんが魚を二匹持っていたとしたらどうか。Ｂさんは百ムールしかないので、Ｂさんの空腹に付け込んで限界まで魚を売り込んだとしても、百ムールしか巻き上げることができない。つまり、魚一匹あたりの値段は五十ムールになってしまう。では、逆に魚が一匹でＢさんが二百ムールを持っていたらどうか。

　こう考えていくと、魚の値段とは、島に存在する魚と貨幣の量で決まってくることがわかる。

　この考え方の応用だ。

　俺は、あの空港での融ゆう資しの売り込みを受けた。収入も、仕事も、資産もない人間だと断ったうえでの話だった。つまり、俺は島の例で言えば金を持っていないＢさんにあたる。

　需要があるから価格が上がる、というのは一つの前提を欠いている。需要があって価格が上がるのは、それを支払うだけの貨幣がある場合に限られる。

　だとすると、月面で広く言われている前提が大きく揺ゆらぐことになる。

　月面の不動産についての説明には、必ずこういう説明がつくのだから。

　──月面の土地は限られていて、移民の流入も止まりません。人口は増え続けているので、需要と供給の関係から言って、不動産は絶対に値下がりません。

　そうかもしれない。

　だが、その言い分が不動産の値上がりにつながるためには、月にやってくる者たちがその不動産を買えなければならない。

　そして、俺たちがなぜ住宅支し援えんプロジェクトなどをやっているかという点だ。彼らは不動産相そう場ばには逆立ちをしたって手が出ないために、行き場を失っているのではなかったか。

　だとすると、島の中には確かに限られた魚しかないかもしれないが、どれだけＮＩＮＪＡのＢさんが増えたところで魚の価格は上がりはしない。なぜなら、彼らにはお金がないからだ。

　彼らが魚を買えるとしたら、借金しかない。

　そこで、月面の経常収支なのだ。

　これは月面を出入りする金額をまとめたものだ。月面で生産される商品やアイデアや、あるいは月面の資産などに対して地球から支払われた金額と、その逆に月面から出て行った金額の差。島の例で考えれば、月面の不動産の価格が上がり続けるためには、月面に人が入り続けるだけではだめだった。

　金が入ってこなければ。

　むしろ、人など入ってこなくても、金さえ入ってくれば価格は上がる。人が入ってくるかどうかは、もしかしたら、金が入ってくるための口実でしかないのかもしれない。

　そして、経常収支は信じがたいほどの伸びで黒字になっている。

　月面には、圧倒的な資金が流れ込んでいた。

「……」

　俺おれは、一度深呼吸をする。

　仮説の検証で一番やってはいけないのは、自分の仮説を支持する証拠を探すことだ。追つい認にんバイアスと呼ばれ、人は自分の考えに都合の良いことばかりを探し求める傾向がある。

　だから、本当にやらなければならないのは、自分の仮説を反証する事実を探すことだった。

　まず考えるべきは、賃金の増加率だった。もしかしたら、ＮＩＮＪＡローンみたいなのは極きよく端たんな事例であって、不動産を買う大部分の者たちは昇給に昇給を重ねて高こう騰とうする不動産を買えているのかもしれない。

　そう思って、業界研究のデータリサーチ会社が提供している給与データをグラフ化した瞬しゆん間かんに、鼻で笑ってしまった。不動産価格の伸びと、比べるべくもなかった。相変わらず、ほとんどの人間にとって、月面の不動産は一生働いても買えないはずの代しろ物ものだ。

　では、企業の収益の伸びはどうだろう。企業が余よ剰じよう収益を不動産に投とう資しするのはよくある手だ。俺は上場企業全社の収益の伸び率をプロットしてみたが、華々しいのはやはり一部の企業だけで、全体を通してみると、強気ではあるがとても常識的なレベルだった。

　むしろ、まさしくその不動産投資益に支えられて収益を伸ばしている会社がいくつもあるのを俺は知っている。

　と、すれば、やはり不動産相そう場ばの伸びは、実体経済以上に伸びているのでは……。

　だが、金持ちばかりが移住してくれば、経済成長以上の速度で不動産相場が伸びることもありうる。地球には、そういう瀟しよう洒しやなリゾート地がたくさんある。

「……いくらでも可能性は考えられる……が……」

　俺には、目の前のデータ群が自分の仮説を支持しているのか、それとも、自分が都合の良いように解釈しているだけなのか、踏ふん切りがつかなかった。

　なにせ、投資の真の価値を見抜く、というのはそもそも無理のある行為に近い。なぜなら、売買とはその価格に同意するから行われるものであって、価値に同意するものではないからだ。

　人によって価値観が違ちがう、というのはとても意味深な言葉になる。価格は目に見えるが、価値は目に見えない。

　バブルというのは真の価値から価格があまりにかい離りしている状況のことを言うが、真の価値が目に見えない以上、どれだけかい離しているのかなんてのはわかりようもなかった。一方、主流な経済学者たちは、たくさんの人が取引した結果、価格は真の価値に近づいていく、というような議論をする。

　でも、それは結局、たくさんの人間の思おも惑わくの平均値でしかないし、状況が変わればその思惑は変化する。皆の意見を取り入れて公平な政治を実現するために取り入れられたはずの民主主義からも、独裁政権は合法的に生まれるのだから。

　だから、真の価値がわからない俺おれたちは、バブルは弾はじけてからでなければバブルとわからない、というもどかしい結論になる。

「なにか……基準点になるようなものがあればいいんだが……」

　俺はそう思って、ふと、気が付いた。実需からかけ離れた価格がバブルなら、不動産の実需に基づいた価格を見ればいいのでは？

　それがなにかと言われたら、不動産の売買価格ではなく、賃ちん貸たい価格だ。

　不動産投とう資しは、本来、それを人に貸した収益を見越すのが本道のはず。

　俺はいくつかの不動産データを呼び出して、賃貸相そう場ばから不動産の収益を計算してみた。

　そして、出てきた数字に、呆あつ気けに取られていた。

「……利回り……一．五％？」

　ニュートンシティの中心部にあるメゾネット形式の家だ。購こう入にゆうするにも凄すさまじい金額が必要だが、賃貸もばかげた値段がする。とはいえ、利回りを計算すると、年間で一．五％だった。

　一．五％。

　俺は、口元を押さえた。

「馬ば鹿かな……。米国こく債さいだってもっといくぞ」

　俺はさらに別の物件を探し、賃貸相場と物件相場から利回りを出していく。どれも二％前後で、二．五％を超える物は滅めつ多たにないし、一％台はよくある数字だった。

　これは、言うならば、賃貸収入を見込んで不動産を買うと、投資を回収するのに五十年以上かかるということだ。

　家は必ず古くなる。修理が必要になる。永遠に持続する物ではない。

　だとすると、仮に一いつ切さい修理にお金をかけず、借り手が途切れ目なく存在して、四十年目に建て替えが必要になった時、この投資は赤字になる。

　大体、もっとおかしい話がある。

　事実上無リスクの先進国の国債の利回りよりリターンが低いというのは、どういう理由なら正当化されるんだ？

　それは、リスクとリターンの不文律から言えば、不動産投とう資しは国こく債さいへの投資より安全だという時にしか、そうならない。

　噓うそだろう？

　俺おれは、マルコに集めてもらった、ウォレスの各種データを計算した。不動産バブルというのは世界中、大体どの時代にも必ずどこかしらで起きている。そして、そこにあった数字を前に、俺は戦せん慄りつした。

　どれだけ狂乱のバブルと言われた国でも、賃ちん貸たい利回りは三％台が限度であり、バブルがはじけた後には五％から七％まで戻るのが普通だった。これは、不動産の価格が下がる一方、賃料はそこまで劇的に下がらないからだ。

　ちなみに、賃料を一定と仮定したうえで、不動産の賃貸利回りが三％から七％になったとすると、不動産の値段はおおよそ半値から、半値以下への下落を経験することになる。一千万ムールのビルから三十万ムールの賃料収入が見込めれば、利回りは三％になるが、不動産の価格が四百万ムールに下がれば、三十万ムールの賃料収入は七．五％の利回りとなる。

　一千万ムールから四百万ムールに暴ぼう落らくするなど、いかにもバブル崩ほう壊かいにふさわしい下落率だろう。

　ただ、これも月面だけはやはり特例で、元々不動産の利回りが低い可能性が残っている。

　そう思って過去のデータを見て、俺は、震ふるえた。

　十年ほど前までは、月面の不動産の利回りは五％前後だった。その上、賃貸相そう場ばはほとんど変わっていない。変わったのは、不動産価格そのものだ。

　実際にお金を払って住む人たちによって作られる相場は、ほとんど変化していない。

　そして、これは給与統計のデータからも裏付けられる。

「なら、これは……やはり……」

　呻うめく俺の目は、並べられた数字を見つめている。今の月面の不動産利回りは、驚きよう異いの二％を切っている。だとすると、バブルがはじけ、十年前の五％に戻る仮定であっても、不動産価格は五十％から七十％も値下がることになる。もしもこれが地球の不動産バブル崩壊の例である、利回り七％や十％まで下がるとなったらどうなるのか。

　不動産の価格は、ぺしゃんこにつぶれた家のごとくに下がるだろう。

　この状況は言うならば、不動産を買う際には、賃料を支払って家に住むと考えた時の値段よりも、二倍、三倍以上の料金が支払われていることになる。

「その金は……どこからくる？」

　当然借金であり、そんな彼らに金を貸すのは、月面の人間ですらない。

「そうだ……クリスの話だ……。クリスの語った金きん融ゆうエンジンだ……。この月面をじゃぶじゃぶにしているのは、ＡＢＳやＣＤＯを通して吸い上げられた、地球からの金のはずだ！」

　話が、ＡＢＳやＣＤＯにつながってきた。

　もう、これは無視できない符ふ号ごうだろう？　これをなお疑うのか？

　しかも、ここにきてようやく、俺おれがずっと気になっていたことの解が見えてきた。

　各種のローンの話を聞くたびに、感じていた違和感だ。

　それは、どうせこのローンの支払者が困ったことになっても、不動産が値上がりしているから大丈夫ですよ、という一言に集約されていることだった。俺が感じていたものとは、自分の尻尾しつぽを咥くわえているウロボロスの蛇へびのような奇妙な構図なのだ。

　クレジットカードローンも、車のローンも、住宅のローンも、すべて不動産の値上がり益によって支えられている。でも、その不動産価格の上昇とは、まさしく不動産相そう場ばがうまくいくことによって担たん保ぽされている。不動産相場が上昇するから投とう資し家かが参入し、投資家が参入するから不動産相場が上がっていく。

　では、すべての土台になる不動産市し場じようが値下がったとしたらどうなるのか？　もしも不動産の価格が下落したとしたらどうするのか？　値上がりを見越してＮＩＮＪＡローンみたいなのを組んでいた連中はどうなるのか？　金利もローンの返済も絶対不可能だから、間ま違ちがいなく不動産を売ろうとするはずだ。

　そして、いざそんな状況になれば、同じ考えの奴が列を連ねて待っているのではないか？

　一いつ瞬しゆんで、全員が破は綻たんするのではないか？

　リスクが分散されているなんていうのは、噓うそっぱちなのではないか？

「……噓だろ」

　俺は愕がく然ぜんとして呟き、眉み間けんに皴しわを寄せ、吐き気に似たものをこらえながらも、脳内のシナプスは勝手に記き憶おくを呼び出してくる。ポートフォリオ・インシュアランスという、古き良き牧歌的な時代につくられたリスクヘッジスキームを思い出せ、と叫んでいる。

　そこに救命ボートはあった。でも、全員が乗ったら沈むのだ。

　例外は、ない！

「……」

　俺はそこまで考えて、目を閉じた。

　体にかかっていたＧから一気に解放されたような感覚だった。

　俺は、ついに自分の立っている場所がわかってきた気がした。

　では、目を開けたらそこからなにが見えるのだろうか？

　ドクター・ウォレスは、一体ここからなにを目にしたのだろうか？

「間違いない……」

　俺は呟いた。

「世界の、崩ほう壊かいだ」

　ドクター・ウォレスは世界が崩壊するほうに賭かけている。ＡＢＳが吹き飛ぶ方向に賭けている。だとすれば、ＡＢＳやＣＤＯを空売りするのは理に適かなっていない。もっと巨額の賭かけを、少ない資金でやる方法があった。とてつもない金額の勝ちを手に入れる方法があった。

　それは、プロテクションだ。

　ＡＢＳを錬れん金きん術じゆつと言わしめる、証しよう券けんの損失を補てんしてくれる保険契約だ。

　その保険への掛け金はいくらだった？

　もっともリスクの高いジュニア債で〇．八％だと言う。額面が一千万ムールのジュニア債を、八万ムール払うだけで全額保証してくれるということだ。全額補ほ償しよう！

　これはもしもジュニア債が破は綻たんしたら、八万ムールの支払いで、一千万ムールのリターンが返ってくることを意味している。儲もうけの率、実に百二十五倍になる。慣れ親しんだパーセンテージで言えば、一万二千五百％になる。もはや、子供の悪戯いたずらのような数字の領域だった。

　ドクター・ウォレスがオフィスに押しかけてきた時、リターンは百倍を超えるのだ、と叫んでいたこととも符ふ合ごうする。

　だが、俺おれが震ふるえるのは、実際のところ、リターンの率そのものではなかった。

　じつは、投とう資しにおいてはリターンの率そのものは真に大事なことではない。

　なぜなら、リターンの率が高くても、わずかな金額しか賭けられなければ意味がないからだ。百ムールが千倍の十万ムールになるのは確かにすごいが、百億ムールの投資に対するリターン〇．一％のほうが、一千万ムールという途と方ほうもない数字になる。

　そして、投資の世界においては、巨額の投資資金を吸収できる場所というのは限られている。百億ムールとか一千億ムールという金額になると、一つの企業に対しては金額が大きすぎる。株かぶ式しき市し場じよう全体にとってさえ無視できない金額になってしまう。

　そのために、規模が大きくなりすぎた投資機関は、投資先を国こく債さいとか為替かわせのほうに移すことになる。こちらの金額は、それこそ兆の単位に届く規模だからだ。

　また往々にして、規模の大きい投資になればなるほど、利率は小さくなっていく。

　特に、儲けが大きい投資とは、基本的に投資規模が小さいことが普通だった。

　だが、今回の話において、その心配の必要はない。この市場の規模は一体いくらだった？　クリスがふくふくと得意げな顔で語っていた。

　毎月の売り上げが、数十億ムール。

　もしも市場が崩ほう壊かいするのだとして、プロテクションが破綻した債さい券けんの補てんをしてくれるのなら、毎月その金額が賞金として積み上がっているのと同じことだ。

　俺は、椅い子すの上でぶるっと震えていた。

　もしかしたら、少し漏もらしてしまっていたかもしれない。

　だが、それを笑える奴がこの世にいるのだろうか？

　クリスの言葉が真実なら、この賭けは、一兆八千億ムールのリターンすら見込めるのだから。

　俺は、椅子から立ち上がり、窓の外を見た。

　十日間ずっとこもりっぱなしだった部屋からは、視界には入りきらないほどに大きくなった地球の姿があった。それは、なにかの暗示であるとしか思えない。

　世界の秘密に気が付いた俺おれは、そんなことを思いながら、巨大な地球の青さに見とれていたのだった。
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『正気ですか？』

　端たん末まつ越しに聞こえてきた声は、ひどく間を空けてからのものだった。

　月面との物理的な距きよ離りのせいで時差があるのだろうが、それにしても間が空いた。

　多分、口調からして、呆あきれていたのだ。

『ＡＢＳの崩ほう壊かいに賭かけるって……』

「だが、データは揃そろってるし、理屈としても悪くないはずだ」

『僕ぼくはそうは思いません。大体、ＢさんがＮＩＮＪＡだろうとなんだろうと、物を欲しがる人がたくさんいればいるほど魚の価値は上がるんですよ。でもお金がないから価格がつかないなんてのは欺ぎ瞞まんです。極きよく端たんな状況下での例外みたいなものです。現実を見てください。価値のあるものには、遅かれ早かれ誰だれかが金を払います。なにせ、お金は必ずどこかにあるんですから。地球とか、あるいは月面の小金持ちだとか、スイスの小鬼かもしれませんし、ベルギーの歯医者かもしれません。もっと言えば、借金だろうとなんだろうと構わないんですよ』

　いっぺんに喋しやべったマルコは、そのまま沈ちん黙もくした。

　時差のせいというより、俺おれの出方を窺うかがっているのだろう。

「ドクターのデータを使っているから、俺もドクターみたいに病的な悲観論に苛さいなまれていると？」

『僕はそう思いますね』

　マルコの短い答えに、俺おれは小さくため息をつく。まさかマルコがこんなはっきり反対するとは思ってもみなかったのだ。

　軌き道どうエレベーターが地球周回軌道上の基地に到着するのも待てず、減速を開始して基地の電波範はん囲い内ないに入った直後に電話したのに、出鼻をくじかれる格好になった。

「だが、俺は空港で見た。あんな馬ば鹿かげたローンが横行しているんだ。その上、不動産利回りは二％を切っている。これは地球でも例がない。これをバブルと言わずしてなんと言うんだ？」

『ハルさん、知っているでしょう？　バブルはバブルの最中には気付けないものなんです。ドクター・ウォレスがどうして悲観の帝王と揶や揄ゆされているか、わからないわけではないでしょう？』

「だから、その気付くための指針が、賃ちん貸たい相そう場ばだったんだ」

　部屋についているスピーカーが、十五分後に軌道エレベーターが基地に到着する旨むねをアナウンスしている。

『……ハルさん、冷静になってください』

「冷静だよ」

『……自分で自分のあらゆるバグに気が付くシステムは作れないってご存知ですか？』

　有名な論理問題だ。これは定規とコンパスだけでは任意の角の三等分線を引けないのと同じように、論理的に不可能だと示されている。

　ボクハコワレテイナイロボ、と喋しやべるロボが概おおむね壊こわれているのは、そういうことなのだ。

　自分ではわかりようもないことを断言する場合、大抵、そいつにはなんらかの問題がある。

「じゃあ、俺はなんと答えればいい？」

『冷静じゃないかもしれないので、第三者の意見を仰ぎたい』

　俺がため息をつくと、マルコはこう言葉を向けてきた。

『僕ぼくも頭ごなしに否定したくありませんが』

「これはチャンスだ。信じがたいチャンスなんだぞ」

　思わず声を潜ひそめてしまったのは、それほどのものだったからだ。毎月数十億ムールのチップが積み上げられている賭かけなど、この世のどこを探したって存在しない。唯ゆい一いつ為替かわせ取引が該がい当とうするかもしれないが、残念ながらこちらは値動きの幅が限られている。

　信じがたい巨額の賭けですら飲み込む規模の取引で、値動きが数倍、数十倍、それどころか百倍の単位になるような投とう資しは月面に存在しない。おそらくは、有史以来かつてこの世に存在しなかったに違ちがいない。

「それとも、ドクター・ウォレスが大損をしているから反対するのか？」

『損は問題じゃありません。大体、僕がハルさんより投資がうまかったら、自分でファンドをやってます』

「じゃあ、なんだ？」

　俺おれの質問に、マルコはすぐに答えてきた。

『出資者たちに対する話ですよ。これから月面の不動産が崩ほう壊かいするほうに掛け金を積み上げますって説明するんですか？』

　冷静なのに、どこか嘲あざけるような口調だった。

『正気を疑われますよ。月面の不動産相そう場ばは一度だって下がったことがないんです。踊り場は形成したことがあります。比ひ較かく的てき大きな踊り場でも三回あります。でも、常に上がってきた。暴ぼう騰とうと言ってもいい。なのに、どうして今回の踊り場だけ、暴騰せずに下落すると言えるんですか？』

「経常収支を見てくれればいい。明らかに月面の不動産相場は、地球からの資金の流入によって支えられている。賃ちん貸たい相場の異常な低利回りから見ても、この値上がりは実需のせいじゃない。投機だ。その上、直近のデータだと地球からの投とう資し速度にやや衰おとろえが見える。おそらく最前線にいる奴らはなにかがおかしいと気が付き始めたんだ。だから──」

『その説明に、自分の金を賭かけられる人がどれだけいますかね？』

　時差があるのに、言葉の途中で割りこまれた。

　説明を全部聞く気がない、ということだろう。

「なに？」

『ハルさんにお金を預けている人は、儲もうけと見ればなんにでも飛びつくような投資スタイルの人にお金を預けていると思いますか？』

　俺は言葉に詰つまる。

　光の往復と沈ちん黙もくで、マルコの言葉が続くまでには、たっぷり十秒はかかっただろう。

『ＡＢＳの投資の時は、熟じゆく慮りよの結果、というのが見て取れました。こっちの世界に詳しいお客さんの中には、とっくにＡＢＳを知っていた人もいましたが、ハルさんのスタンスにそぐわないからと連絡を寄よ越こさなかったくらいです。でも、今回のは違ちがいます。熟慮の結果手を出すといったものが、一転、崩壊すると予測してるんですから。そこはどう説明するんですか？　僕ぼくは投資のことはハルさんより明らかに劣りますけど、出資者たちとはハルさんよりもよくやり取りしてます。あの人たちがハルさんになにを期待しているのか、僕はハルさんよりもわかっている自信があります。信念ですよ。筋の通った』

　マルコの揺ゆらぎのない言葉の土台はこれだった。

　そして、俺には返す言葉がなかった。

『あっちにふらふらこっちにふらふら、ハルさんはそういう人ではなかったと思います』

「だが……執しゆう着ちやくは人を殺す。投資で最もしてはならないのは、誤りに固執することだ」

『ハルさんの今の考えが誤っている可能性だってあります。この場合、最善手はＡＢＳを売って、傍ぼう観かんすることです。それで、ノーリスク、です。大体、ハルさんの考えは、僕よりよっぽど賢かしこい人がすでに否定しているじゃないですか』

「誰だれだ？」

『市し場じようですよ。ドクター・ウォレスの考えが間ま違ちがっていると市場に証明されているんですから、分は悪いですよね』

　大規模なネガティブキャリー取引による大損。もしもウォレスの投とう資しが、ＡＢＳのプロテクションに対するものだとしたら、保険金として一定期間ごとに出血が起きている。

　しかも、保険そのものの価値の下落も響ひびいているだろう。

『ハルさん……ＡＢＳの登場が、ハルさんの信念を揺ゆさぶっていたことはわかってます。それが崩ほう壊かいするほうに賭かけをするのは気分のいいことだと思います。僕ぼくだって悔しいですからね。数学の才能がない人間の僻ひがみかもしれませんが。でも、リスクとリターンの関係を思い出してください。そのことに、ハルさんは誰より詳しかったじゃないですか』

　マルコは、リサが誰かを諭さとすみたいに、ゆっくりと一語ずつ紡つむいでいった。

『一万二千五百％の利益を得るためには、どんなリスクを背負わないといけないんですか？』

「それは……」

　俺おれは、ここにきてようやく、マルコがなにを言っているのか理解した。

　リスクとリターンの単純な関係だ。リターンが大きければ当然リスクも大きくなければならない。百二十五倍のリターンが見込まれる賭けというのは、市場の誰もが、いや、世界中の誰もが、当たりっこない、と判断しているのだ。ＡＢＳは破は綻たんしない、不動産ローンは破綻しないと思っているからこそ、保険料が安くなり、リターンが吊つり上がるのだから。

　百二十五倍のリターンとなると、もうほとんど、ありえないと世界中の人間が保証しているようなものだった。

　そんな賭けに金を投じる人間が、果たして正気に見えるだろうか。そんな奴に金を預けたいと誰が願うだろう？

　数学が投資の世界で尊ばれるのは、野蛮な長年の勘かんを駆く逐ちくしてくれるからだ。怪しげな投資手腕とやらに頼たよらなくて済むからだ。そして、リターン百二十五倍の賭けとは、数学的にはまずありえない領域に存在するはずだった。

『ハルさん。モーモーたちに出し抜かれたり、リターンが落ちて来ていたり、ＡＢＳの登場で信念が揺るがされたりして大変なのはわかります。でも、だからといってやけにならないでください』

「いや、俺は……」

　答えようとして、言葉が消えてしまう。儲もうけと見れば飛びつくようなスタンス、とマルコに言われた言葉が、深く俺の胸に突き刺さっている。

『シュバイツェル・インベストメントは業界で上位十五％なんですよ？　住宅支し援えんプロジェクトだって順調です。悪くないんです。全然悪くないんですよ。市場の雰囲気がおかしいだけです。少し市し場じようから離はなれて、広い視野を持つべきだと思います』

　俺おれはまさにその広い視野で不動産相そう場ばを見たからこそ、その異常性に気が付いた。いや、離れなければわからないほどの狂気にあるということがそもそも、バブルなのではないのかと俺は思ってしまう。

　そう主張したかったが、自分の言葉は、自分自身の想いで喉のどから出なかった。

　マルコの言葉は、あまりにも深く突き刺さっていた。

『もしも諦あきらめられないのなら、ポケットマネーでやってください。ハルさんがプライベートでなにをしようが僕ぼくも関知しませんし、するような権限もありませんから。健康に対する投とう資し効率が悪い食生活を改めさせるなんてしませんし、結婚するか伴はん侶りよを得たほうが統計的に長生きできるから、八年前のことを引きずってないでさっさとどうにかしろ、とも言いません』

　あまりにもずけずけと言われて、俺は怒るどころか動どう揺ようもできなかった。

『でも、ファンドとして投資をすることは絶対に賛成できません。リサさんに連絡してでも止めますよ。リターンが実現すれば確かにすさまじいかもしれませんが、それは成功が限りなく小さいからです。目を奪うばわれないでください。失うものだって大きすぎます。ハルさんはいつも言ってたじゃないですか。なにもかもを失うような賭かけだけはしてはならないって』

　俺の頭にあるのは、溢あふれんばかりにチップが積み上げられたテーブルだった。

　そして、ほとんど勝ちを確信している興奮だった。

　だが、それを改めて外から見てみたら、今度こそ勝てると思い込んでいる、単なるギャンブラーの姿だったのかもしれない。

『ですから、投資のことは忘れて、ゆっくりしてきてください』

「……あ、ああ」

『それでは』

　俺は、通話を切られて、急に現実に戻ってきたような気がした。ひどく恥ずかしかった。

　ものすごく興奮していた。誰だれも見つけられなかった宝島に至る地図を手に入れたと確信していた。信じがたい富が手に入る。死者ですら生き返らせそうな富が手に入る。夢にまで手が届き、自分の中の投資の不文律は間ま違ちがっていなかったと証明できる！

　そんな興奮が、一気に自分を責める棘とげとなって襲おそいかかってきた。

　俺は、ＡＢＳに自分の投資に対する不文律を侵おかされて動揺していたのだろうか。あれだけ慣れ親しんだ株かぶ式しき市場が理解できなくなり始めていて、鬱うつ屈くつしていたのだろうか。リターンが減少し始めて、自分が思っている以上にプレッシャーを感じていたのだろうか。

　自分で自分のバグに気が付けない、というのは事実だ。

　俺は、興奮が冷めた反動のせいか、自分がまだまともなのかだんだん自信がなくなってきた。

　がこん、と部屋が揺ゆれる。

　数学で守られた軌き道どうエレベーターが、今日も無事目的地に着いたようだった。







　軌き道どうエレベーターから降りると、再び長いエレベーターに乗せられた。ここは同心円状に作られていくつもの層に分かれ、遠心力を使って重力を体験できる周回軌道基地だ。エレベーターを下るほどに、はっきりと体の重さを感じられるようになる。体全体が重く、風か邪ぜをひいたかのように呼吸までもが重く感じられた頃ころ、ようやくエレベーターの終点に到着した。

　それから入場審しん査さを終えてゲートをくぐると、そこは月面の出発ゲート内と瓜二つだった。

　一いつ瞬しゆん、担かつがれているのかと思ったが、月面の時とは窓の外の景色が違ちがう。今にも落ちてきそうな巨大な青い球体が、ずんぐりとした体を見せつけている。

　タラップから降りる人たちで、ぽかんと口を開けて地球を見ているのは、若い奴らばかりだった。多分、自分を含めて月生まれの連中だろう。

　ただ、三々五々乗客が散らばる中、俺おれは地球の青さにあまり関心は向かわなかった。

　別に無関心を気取ったわけではなく、マルコの忠告に未だに打ちのめされていたのだ。

　月と代わり映えのしない、国際商業資本が提供するショップの並ぶ区画を通り過ぎざま、そこでもニューエイジデベロップメントをはじめとした、不動産融ゆう資しのブースを見かけた。さすがにここまでくると地球の理性が影えい響きようを及ぼすのか、物件の相そう場ばを示す電でん光こう掲けい示じ板ばんを眺める人は多かったが、興味本位という感じが多かった。

　首を横に振ふって呆あきれている人も多い。やはり、そういう反応のはずだ。あの値段も、こんな場所で融資をするという考えも、どう考えたっておかしいのだ。受付で話を聞くような者は当然おらず、月面からやってきた異星人でも展示しているかのようだ。

　俺はそう思うのだが、同時に、いやこれも自分のバイアスのかかった見方かもしれない、と思う。だが……それでも……。

　答えの出ない煩はん悶もんを繰くり返しながら、月面で予約してきた、どこにでもありそうなホテルにチェックインをした。この場所においてすでに月面より多少重力が強いらしく、地球の慣例に従ってサインをする手もぎこちない。ただの万年筆が異様に重い。精神的に落ち込んでいるせいもあるだろうが、先が思いやられるな、と思っていると、受付からこんなことを言われる。

「川かわ浦うら様、メッセージをお預かりしておりますが」

「メッセージ？」

　定期連絡以外の連絡は基本的にろくなことがない。投とう資しファンドを運営している中でしみついてしまった反応だが、電子データを受け取ると、そこにあるのは見慣れた手書きの文字による署名が施ほどこされた、電子メールだった。

「シュバイ……エレノアから？」

　俺は思わず声を上げてしまい、受付の目線に気が付いた。

「ありがとう」

　俺おれはそう言って、鞄かばん一つと端たん末まつを開いたまま部屋に向かう。

　賑にぎやかなコーヒーラウンジを横切り、端末のメッセージを開く。

『こんにちは。基地についてこのメッセージを受け取ったということは、すでに署名の万年筆で先が思いやられていることかと思います』

「……お見通しだな」

　俺は曖あい昧まいに笑い、続きを読む。

『それで、ハルさんがこちらに来られるとのことだったのですが』

　大きくはあるがさほど上等なホテルでもないので、エレベーターの前でボタンを押してくれる人が待機しているわけでもない。

　俺はいったん顔を上げて、ボタンを押そうと手を伸ばす。

　が、ひょいと横から手が伸びて、ボタンを先に押していた。

「っと、失礼」

　俺はそう言って、端末に目を戻し、なにか違和感があった。

　あれ？

　そして、メッセージの続き。

『久しぶりに宇宙空間に私も行ってみることにしました』

「え」

「ホテルでお会いしましょう。エレノア」

「えっ」

　最後の台詞せりふを読み上げられ、俺おれは驚おどろいて顔を上げる。

　そこにいたのは、四年前より落ち着いた格かつ好こうをした、エレノアだった。
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　ラウンジで、テーブルを挟んでエレノアが優雅に紅茶を飲んでいる。

　その様は、まるで四年前の続きのように見える。

　ただ、ここは周回軌き道どう基地で、エレノアは地球にいるはずでは？

「ご迷めい惑わくだったかしら」

　笑顔のままそう言われ、俺は首を横に振ふる。

「いえ。驚きはしましたが」

「ふふ」

　エレノアは微笑ほほえみ、ゆっくりと目線を下げて、ティーカップを弄もてあそびながら言った。

「リサさんは相変わらずみたいですね」

「え？」

　さっきから意表を衝つかれてばかりいる。

　ＡＢＳのことで頭がいっぱいだったところに急な再会だったので、頭が全く回っていない。

「ハルさんのことをよく気にかけておられているようで」

「……と、いうのは……」

「ふふ。ハルさんは、今度は月面でどんなすごいものを追いかけているんですか？　ここからずっとチェックインするハルさんを見ていましたけど、精も根も尽き果てた、といった顔をしてましたよ」

　困ったような笑顔のエレノアに聞かれ、俺は思わず自分の頰ほおを撫なでていた。

「ハルさんは、当時から顔に出やすかったですよね」

「そう……です、かね……」

　四年前、俺はハガナや当時の外区の騒さわぎを巡めぐる精神的なショックで、表情が動かなかった。

　だが、それでもレナなどには表情を読まれていた。リサは言うまでもない。

「そうです。きっと、気持ちを表現するのに、表情なんて必要ないんですね」

　エレノアはそう言って、四年前の記き憶おくを見るかのように、視線を遠くに向けた。

　俺は、そんなエレノアの顔を見て、なるほど、そのとおりだなと思った。

「エレノアさんこそ、なにか思うところがあって来たのでは？」

　ヨーロッパの森の中からここまで出て来るのに、ちょっと散歩に、という程度ではすまないだろう。それに、俺は地球に行ったら、エレノアの家に厄やつ介かいになることになっていた。元々投資ファンドの大口出資者の多くが、エレノアの紹介や、紹介された人の紹介などでうちに投とう資ししていたので、そういう人たちと会うことも目的の一つだった。

　そして、そういう人たちの集まりならば、ハガナを捜すための公的なデータみたいなものへのアクセスも融ゆう通ずうしてもらえるのでは、という下心があった。

　それが、わざわざこんなところにまで。

　俺おれの言葉にエレノアはしばらく視線を戻さなかったが、ゆっくりと俺を見た時には、微笑ほほえみながらも、少し怒っているようだった。

「あれだけの大冒険を一いつ緒しよにした人に会いに来るんです。思うところがないわけがありません」

「それは……？」

「ハルさんが、私の想いを踏ふみにじったことも含めまして」

　そんな台詞せりふを言う時だけ、心底楽しそうだった。

「ハルさんの顔を早く見たかったんです。それではだめですか？」

　困ったような笑顔と共に言われたら、俺には返す言葉がない。気持ちを踏みにじったとまでは言わなくとも、気持ちに応こたえられなかったのは事実なのだから。

「でも、思うところがあったのも、また事実です」

　エレノアはそう言って、ため息をついた。ゆっくりとした、どこまでも優雅なものだったが、それ故ゆえに深いところから出てきたものに思えた。

「環かん境きようの変化、ですか？」

　俺が言うと、エレノアは下げた視線を上げる。

　そして、小さく吹きだしていた。

「ハルさんの言葉の選び方は独特ですよね」

「そうですか？」

「そうですよ。でも、そうです。その環境の変化、です」

　俺が電話した時、エレノアは婚約予定の人に会っていたらしい。エレノアは、盛り上がっているのは周りだとかなんとか言っていたが、エレノアの性格からして自分が納得いっていなければそういうことには断固反対するだろう。

「本当にこのまま進んでしまってもいいのかって。そうしたら、どうしてもハルさんの顔を一度見ておかなければって思ったんです」

「……自分の顔に答えがありますかね」

「ありました」

　エレノアの微笑みに、俺はちょっと目をしばたたかせる。

「あれから四年経たつのに、ハルさんはどうも相変わらずの様子ですからね。アバロンの時でもそんな疲れた顔はしていなかったのに、今度はなにが相手なのですか？　エメラルドインダストリーかしら」

　若じやつ干かん呆あきれ気味の言い方だったが、俺おれがどうして打ちのめされたような顔をしているのかを聞いたら、さすがのエレノアも呆れ「気味」では済まないだろう。

「規模的には、エメラルドインダストリーをしのぎます」

「えっ」

　エレノアは俺を見て、そして、聞き返す。

「本当に？」

　俺は、マルコに諭さとされたことを思い出す。これは決して人に誇れるような投とう資しじゃない。

　それでも諦あきらめきれないなにかがある自分を笑いながらの、返答だった。

「本当です」

　エレノアは、心底呆れた、と言わんばかりの顔をして、ぽすっと椅い子すの背もたれに体を預けてしまう。

　アバロンの不正を追いかけている時、もうだめだとくじけそうになり、それでもまだやれることがあると、発電パネルを見に月面の果てに行こうと持ちかけた。その時よりもよっぽどか呆れたような顔をしていた。そして、エレノアはふっと思い出したように笑い、両手を使って小さな女の子みたいに自分の膝ひざをポンと叩いていた。

「なんだか、吹っ切れてしまいました」

「……どういう意味か、お伺うかがいしても？」

「ハルさんへの未練、とでも言って欲しいのかしら？」

　目を細め、意地悪そうな笑みを浮かべながらエレノアは言う。数千万ムールや数億ムールの金が飛び交う中、我を貫つらぬき通したエレノアは単なるお嬢じよう様さまではない。

　自分の未熟な部分を見み透すかすような視線に、俺は身を縮めるしかなかった。

「ハルさんを見たら、少しは私も昔のお転てん婆ばさを取り戻せるかと思ったんです」

　そして、エレノアはそんなことを言った。

「環かん境きようの変化が怖い、というのは、ちょっとだけ噓うそなんです」

「噓？」

「はい。本当に怖かったのは、自分自身の変化です」

「それは……」

　俺は考えたが、わからない。わざわざ自分に会いにこんな遠くにまで来てくれるような相手の意図がつかめない。それがひどく薄はく情じような気がして、いたたまれなくなる。

　ただ、エレノアはそんな俺を見て、やや慌てたようにこう言った。

「ごめんなさい。ちょっと甘えすぎました」

　俺が視線を向けると、エレノアは背筋を伸ばし、なにか発声訓練でもするかのような姿勢になった。それで、エレノア自身、葛かつ藤とうがあったことなのだろう、と気が付いた。

「実は、ハルさんの力を借りてアバロンを追い詰つめようとしていた時には、もう限界だったんです」

「へ？」

　俺おれは思わず間抜けな声を上げてしまった。

「それは……まあ、なんとなくは……」

　あれほど薬を飲んだり、狂気に近い執しゆう着ちやくを見せたりしていたのは、肉体的にも精神的にも限界が近かったせいもあるのだろうとわかる。

　でも、どうして今いま更さら？

　そんな視線を向けると、エレノアは首を横に振ふった。

「限界が近かった、ではなくて、とっくに限界だったんです。ただ、あそこで膝ひざを折ることはできませんでした。見栄とか、プライドとか、もう一つは、これまで頑張ったことを無む駄だにしたくないとか、そういう気持ち」

　エレノアは小さく語り、手元のティーカップに視線を落とす。

「ですから、ハルさんと協力してアバロンを倒した、なんて、ちょっとおこがましくて言いづらいんです」

「そんな──」

「いいえ。私が最後まで行けたのは、ハルさんが手を引っ張ってくれたから。もう、歩けなかったんです」

　そして、エレノアは視線を大きな一枚ガラスの向こうに向ける。

　どこのホテルも、よほど安くなければ地球か月が見えるような窓を確保しているらしい。

「私はそれを、体力的、精神的な限界だと思ってました。でも、本当は違ちがったんです。お転てん婆ばな、はしたなくて言えない枕まくら詞ことばがつくほど生意気な少女だった時の、燃えるような情熱がなくなりかけてたんです」

「クソ……生意気な、時の？」

「もう。ハルさんは」

　エレノアはちょっと怒ったように俺を見て、それから、柔らかく笑った。

「そうです。クソ生意気な時の」

「風ふ呂ろにも入らず、食事は常に片手で」

「髪の毛はのばし放題、服は一日中寝巻のまま。万まん年ねん床どこは本やゴミでいっぱい。口の周りに髭ひげも生やしてね」

　一分の隙すきもない今の様子からだと全く想像もできないが、なのに、俺はエレノアのそんな様子が想像できる。なぜなら、自分もまた、そうだったからだ。

「絶対復ふく讐しゆうしてやる、シュバイツェル家の神と正義の旗印に誓ってどこまでも追いかけてやる……なんて燃えるような炎が、日を経るごとにどんどん小さくなっていっていました。ある意味、怖かったです。なにも理由なんて要いらずに燃え盛っていた炎が、勝手にしぼんでいくんですから」

　エレノアはそう言って、自分の胸に手を当てている。

　俺おれはそれがなんとなくわかる。世間はそれを、大人になる、と言い表すのだ。

「それを補ったのは、代わりに少しずつ頭を支配するようになっていた理性によって。これこれこうだから、諦あきらめられない。諦めてはならない。頑張らなくてはならない。でも、理性で支えるのには限界があります。そんな時に、まだ燃料をたっぷり抱えて沈ちん黙もくしているハルさんに出会った。それで、焚たき付けたんです」

　焚き付けた、という言い方がぴったりすぎて、俺は笑えなかった。

「なんというか、あまりにも計画どおりでしたよ」

「ふふ。それで、火の玉みたいなハルさんに引っ張られて、私はゴールまでたどり着いた。でも」

　と、エレノアは俺を見た。

　それは、ガザニカを巻き込みアバロンの不正を暴あばき、世間に打倒アバロンの合唱が湧き起こった時のこと。エレノアは、ここから苦労が報われるというところで、地球への帰き還かんを切り出した。

　俺はその時、エレノアの気持ちを貴族的な、表に出ることは品がないとでも言うような、そういうことなのかと思っていた。あるいは、俺がエレノアの気持ちに応こたえられなかったことが原因だったのでは、と。

　だが、宇宙港での別れ際ぎわに見せたエレノアの顔は、やはりこんな顔だったことを思い出す。

　もうすっかりやり遂とげたような。

　それこそ。

「燃え尽きた？」

　俺の言葉に、エレノアは小さく、うなずいた。

「大人になってしまったのだと自分で気が付きました。だから、私がハルさんに想いを告げたのは」

　と、エレノアはやっぱり悪戯いたずらめいた視線を俺に向けてくる。

　言われるがままになるしかない立場の俺は、甘んじてその意地悪な視線を受け止める。

「きっと、最後の抵抗だったのだと思います」

「……抵、抗？」

「そばにいれば、私もまた燃え続けられるのではないかって」

　でも、俺は断り、エレノアは身を引いた。

　そして、今、再びこんな場所で相見あいまみえている。

「なんというか、そんな安易なところは、まだ子供だったかなって思います。もちろん、ハルさんは魅み力りよく的てきでしたけどね？」

　とってつけたような言い方が、逆に心地ここちよい。

「けれど、入り口からフロントまで来て、ふらふら歩いているハルさんを見て、私は地球に帰った自分の判断は正しかったんだなって思いました」

　エレノアはわざとそうしているのか、話の筋を追いにくい。

　多分、わざとなのだろう。

　エレノアは気位の高いお嬢じよう様さまなのだから。

「ハルさんにはまだ追いかけるべきなにかがある。アバロンほどのものを倒してもなお満たされないなにかが。ハルさんは、それを当たり前のことのように思うかもしれませんが、普通じゃありません。でも、確かに、あそこはそういう人たちの集まりだった気がします。見果てぬなにかを追いかける人たち。さもなければ、こうと決めたことは絶対にどこまでも突き通さないと気がすまない人たち」

　俺おれは、沈ちん黙もくすらしていなかった。

　ただ、話し続けるエレノアの姿をじっと見つめていた。

「ですから、私のような普通の人間が月に残ってみじめな姿をさらさずに、むしろ助け舟を出す形にしておいて、本当に良かったと思いました」

「……え？　助け、舟？」

　俺が迂う闊かつに聞き返した瞬しゆん間かんのことだ。

　エレノアは目を点にして、それから、なにか大事な忘れ物でもしたかのように左右を見回して、最後にやっぱり俺のことをまじまじと見返していた。俺はそのエレノアの様子に、一体なにがそんなにまずい発言だったのかと思い返す。アバロンを倒す仕事は本当に大変だった。法廷や議会証言やマスコミへの対応は殺人的なスケジュールになった。エレノアがいて、少しでも作業を分担してくれれば、と恨うらみ事を思ったのも実は一回や二回ではない。

　なのに、助け舟？　いつ？　どんな？

　俺は本気でわからず、エレノアを見返していた。

　エレノアは、ちょっと泣きそうな顔になって、こう言った。

「ハルさんは」

「は、はい」

「投とう資し以外は全くだめなタイプかしら」

　四年前よりもよっぽど女の子らしかった。

　ル・ゴッフが、エレノアがまだクソ生意気だったころ、月面に来てその惨状を目にした時に寝込んでしまったという話を思い出した。多分、きちんとしていれば天使か妖精かという女の子だったに違ちがいない。

　俺は、そんなことを考えながら、判決を言い渡される囚人のように、うなずいた。

「よく、言われます」

　エレノアは額に手を当て、目をきつく閉じて呆あきれていた。四年越しの気き遣づかいはなんだったのだと言わんばかりだ。

　だが、俺おれにはやっぱりわからない。あの時、エレノアが身を引いたのは俺に対する助け舟？

　俺が改めてそのことを聞こうとした瞬しゆん間かん、うつむいて額を押さえていたエレノアが、そのままの姿勢で俺のことを睨にらむ。

　俺は、思わず背筋を伸ばしてしまう。

「エレノア・シュバイツェル、一世一代の気遣いだったと申し上げておきます」

「そ、れは……恐きよう縮しゆく、です……」

「はあ……。いえ、そうなのかも。そうですよね。そもそも、今回のご旅行の目的は、そうでしたものね」

「え……と……」

　口を開きかけた俺を、エレノアの鋭い視線が封じ込める。

　そして、エレノアはすぐに脱力したようにため息をついて、不ふ貞て腐くされるように横を向きながら言った。

「ハルさんがマスコミに出る機会が多くなれば、ハガナさんが気が付く可能性も大きくなると思ったんです」

「……あっ！」

「地球でも散々放映してましたからね。地球の人たちは、月面に愛あい憎ぞう半ばしてますから、アバロンの時は本当にお祭り騒さわぎでした。特に私の国ではそれはもう大変なことでした。入国の際には覚悟してください。大勢のファンに取り囲まれるでしょうね」

　アバロンはそれこそちょっとした国家に比ひ肩けんする大きさだった。

　そして、月面での会社の規模というのは、そのまま強ごう欲よくの大きさだった。エレノアの会社はその強欲に潰つぶされ、名めい誉よを傷つけられた。だが、ついに陰いん謀ぼうを暴あばき、名誉を取り戻した。

　俺はそんなことばかりに気をとられていたが、確かにそのことは全く考えていなかった。

　月面で、あの業界で、俺のことを知らない奴はいない。それがなぜかと言えば、事件の当事者の片割れが地球に帰ってしまい、自分が対応して表に出ざるを得なかったからだ。

「本当は、私はこっそりと、孫でもできた時に、昔おばあちゃんはこんな恋路のお手伝いをしたのよ、なんて言おうと思っていましたけど、当事者からすればその程度のことですよね……」

　俺はなにかを言おうとして、なにを言ってもだめだと気が付いた。

　まったく、自分の間抜けさ加減に呆れてしまう。あれだけ注視している投とう資しの世界ですら、気付かぬ落とし穴に嵌はまることがある。ほかのことにおいては、嵌りっぱなしだった。

「でも、ほっとしました。ハルさんはどこまでも一いち途ずなんだなって」

「あの……」

「これは、本当です。どこまでも一いち途ず。私みたいに、一時の熱情ではなくて、きっと、心の底から恋するタイプですね」

「……手加減していただけると……助かるのですが……」

　俺おれが椅い子すの上で身もだえしていると、エレノアはぴしゃりと言う。

「しません。これくらいの仕返しは、許されてしかるべきかと」

　確かにそうだ、と反省しきりなところに、エレノアは不意に柔らかな笑顔になる。

「ハルさんらしくていいと思います。私を月面の果てに連れて行ったり、怖いと言っているのに無理やり宇宙空間を見せたり、何回だめだ無理だと言っても聞く耳を持ってくれなかったり、確かに、片へん鱗りんはありました。きっと、そのハルさんの想いを私なんかが受けたら、重すぎてバスタブの中に逃げ込んでしまうかもしれません」

　バスタブの底で泣いていた件は、俺がエレノアをからかうネタだったのに、ついに取り返されてしまった。

「アバロンを倒すだけじゃ飽あき足らず、投とう資しファンドを運営して成功して、使いきれないお金もあるのでしょう？　なのにまたぞろげっそりやつれるような投資案件に傾けい注ちゆうして？　それだけ熱量の必要な毎日を送っているのに、なお未だに忘れられない八年前の恋？　そんな一途さに、ちょっとやそっとの小細工じゃ太た刀ち打うちできません。クソ生意気な小娘時代でも苦しいでしょうね」

　エレノアは、にっこり笑い、なのになぜか今にも泣きだしそうな雰囲気のまま、言った。

「ハルさん。どこまでも前に進んでください。私は、地球から応援しております」

　俺は、その瞬しゆん間かん、エレノアがひどく遠くに行ってしまったような気がした。わずかなつながりだけを残して。

　俺はそれで、エレノアは過去の人間になったのだ、と気が付いた。思い出の中の人物になったのだ、と。

　そして、エレノアは、自らそのけじめをつけにきたのだろう。

　第二十九代シュバイツェル家当主にふさわしい、高潔さだった。

「まあ、それはそれとして」

　エレノアは、ぽん、と叩くように胸の前で手を合わせ、つい今しがたまでの洗練された貴族の雰囲気ではなく、どこまでもキラキラした光で目を輝かがやかせながら、こう言った。

「その一途なお話を詳しく聞かせていただこうかしら？　幸い、時間はたっぷりありますからね？」

　逃げられないし、エレノアは逃がすつもりもなさそうだ。なにより、過去から逃げることはできないのだと、俺自身が知っている。

　でも、それは決して嫌いやな気分ではない。

　俺おれは椅い子すの上で身を引きつつあったが、結局諦あきらめたように座り直し、ぽつり、ぽつりとハガナのことを話し始めたのだった。







　石造りの城の中で、恋の話をして百年でも二百年でも乙女おとめでいそうな、というリサのエレノア評は間ま違ちがっていなかった。ハガナの話への食いつきっぷりはすごかった。

　でも、むしろそんなふうに好奇心をむき出しにしてくれたからこそ、俺もハガナとの話の明るい側面ばかりを思い出せた気がする。

　そして、自分では割と普通だと思っていたことを口にするたび、エレノアはむせたり、顔を赤くして、ちょっとストップ、とばかりに俺の話を手で遮さえぎったりしていた。俺はそれでようやく、自分がどれだけハガナを好きだったのか、客観的に理解できたような気がする。

「そんなロマンス、地球のお話にもありません」

　最後には汗すらかいていたエレノアの一言は、そんなものだった。

「ハガナさんも、あなたのことが大好きだったのですね」

　そして、そんなことを言った。

　お代わりは、温かい紅茶ではなくて、冷たい炭酸水だった。

　冷たくてさっぱりしたものがないとやってられない、と言わんばかりに。

「それは、今でも変わってないと思いますよ」

「でも」

「八年間、なんの連絡もない。私の、大きな、とても大きなアシストがあっても」

　またエレノアに意地悪を言わせるネタを渡してしまったな、と迂う闊かつな自分を呪う。

「私の推測ですけれど、きっとハガナさんはハルさんのことを知っていますよ」

「え」

「連絡をしないだけで」

「それは……でも、俺もリサも」

「必死に捜している、とわかっているからこそ、ではないでしょうか。だって、聞くだに奥ゆかしそうな人ですもの」

「……ハガナが？」

　馬ば鹿かだのなんだのと人をなじるのがあれほど板についている奴を見たことがない。

　俺が聞き返すと、エレノアは唇の端を変なふうに歪ゆがめていた。呆あきれ笑いなのだ、と気が付いた時には、エレノアはため息をついて、細いストローから炭酸水をすすっていた。

「ベッドの中で互いに手を握にぎり合ってたなんて……もうっ……！」

　エレノアは身をよじって笑っていた。

　あまり繰くり返されると、ちょっと本気で恥ずかしい。

　エレノアはひとしきり一人楽しんでから、やっぱりどこか気楽そうに言う。

「案外、そばにいるのではないでしょうか。声をかけられないだけで」

「そばに？　ハガナが？」

「あくまでも、推測ですけれど。なんだかそんな気がします」

「ハガナが……近くに……」

「そういう可能性を考えてもみないところが、ハルさんらしいと言えばそうなのかしら」

　やや責めるような物言いの理由が、今の俺おれにはなんとなくわかる。

「リサさんが、ハルさんを可愛かわいがる理由がわかる気もします」

　細身のグラスからストローを引き抜き、炭酸の泡が弾はじける先せん端たんをこちらに向け、小さく振ふる。

「つまり、ずっと、男の子」

　意地悪そうに笑う様は、リサそっくりだった。

「とはいえ、そうではない可能性ももちろんあります。地球でも問題になっていました。月面の金持ちに才能を金で買われる人たち、ということで」

「やはり、ハガナはそういう……」

「その可能性が高いと思います。紛ふん争そう、政変、あるいは資源の分配問題だったり、何百年も前から続く確かく執しつだったり……。未だに地球はそんなことで争い続けていますから、そこで不運にも巻き込まれる人も少なくありません。だから、あれだけ強ごう欲よくが支配しているのに、ただひたすらに強欲だけで完結している月面のことを、地球の人たちはとてもうらやましく思っているところがあります」

　確かに、月面はそういう意味ではとても安定している。企業同士の談合や、価格カルテルは時折発見される。でも、それは公的な機関にではなくて、自らの強欲に従って、自分以外の誰だれかが不当に儲もうけるのをよしとしない誰かによって暴あばかれるのだ。

　そして、互いに憎にくみ合うほど金儲けに邁まい進しんする連中なのに、それを食い物にしようとする存在は絶対に許さない。マフィアやその手の組織が全くないのは、確かに月面に来るのに厳しい身分証明が必要だったり、隠かくれる場所も逃げる場所もないのが大きな理由の一つかもしれない。

　だが、きっと最大の理由は、月面こそが自分たちのユートピアだと信じている人たちが多いからだ。ほかのことではいがみ合っても、商売の邪じや魔まになりそうな弊へい害がいはどんなことでも一致団結して排除する。あそこは、そういう場所だった。

「アバロンのことも、もしもあれが地球でのことだったら、私たちは無事ではなかったと思います」

　エレノアは、そんなことをさらりと言う。

　バートンは、確かにその可能性を口にした。

「控こう訴そが棄き却きやくされて、服ふく役えきになりましたよね」

「経営陣のほとんども」

「ただ一人を除いて」

　バートンだけは逃げおおせた。

　だが、そんなことができるような金と権力の使い方をどこまでも熟知した人なのに、月面では己おのれの信念に従っていたのかどうか、不ふ穏おんな手段を取らなかった。

「月面は、そういう意味で、いいところ。でも、ずっとそこにいたら、そのおかしさに気が付かないかもしれません」

　広い目で物事を見るというのが、リサが俺おれを無理やり月面から押し出した理由だった。

「ですから、もう一つのお話については、私はマルコの成長を嬉うれしく思います」

　ＡＢＳの話もエレノアにはした。アバロンを倒すという、世界中から笑いものにされるような目標を共に追いかけ、ついに実現した仲間として、同意してくれるのではないかという期待があった。

　だが、話を聞くエレノアは、たまに相あい槌づちを打つだけで、柔らかな笑みを浮かべたまま、黙だまって話を聞いていた。子供が窓の向こうに怪かい獣じゆうを見た、という話を真剣にするのを聞く、優しい母親のように。

「人の期待の裏をかくというのは、生半可なことではありません。ハルさんも市し場じようには詳しいと思いますが、私にもその自負があります。むしろ、どれだけの詐さ欺ぎ企業が想像もつかないほど長生きしているかは、私のほうが詳しいはずです」

　エレノアに言われ、イーグルとの会話を思い出した。

　前世紀の偉大なる経済思想家、ケインズは言ったではないか。

　市場は時として、投とう資し家かが耐えられる限度を超えて不合理であり続ける。

　それは、バブル崩ほう壊かいに賭かけた人々のいかに多くが、志半ばで消えていったかを示してもいる。

「……今日は、スージー・ウーの格好は？」

　俺は、せめてもの反はん撃げきを試みる。

「もう。あんなことはしませんよ。私はお転てん婆ばじゃないんです」

「失礼しました」

「ふふ。それで、人の期待の裏をかくのが難しいのは、人はそもそも自分の期待をなかなかなかったことにできないからです」

「執しゆう着ちやく」

「そうです。投資でもっともよくないのが、執着。株かぶは持ち主を選ばない、なんて言いますよね。どれだけ愛情を注いだって、株はあっさり裏切ります」

「だから、住宅もそうだと思ったんです」

「そうですか」

　エレノアは微笑ほほえみ、呆あきれるようにため息をついた。

「ハルさんは、月面の人。正しよう真しん正しよう銘めいの」

「どういう……意味でしょう」

「地球の人がどれだけ月面に憧あこがれているか、全然わかっていません」

　エレノアは、俺おれの反応をしばらく待ってから、言葉を続けた。

「あそこは、文字どおり、雲の上の世界なんです。新世界なんですよ。そこに住むことは夢で、そこで成功することはもっと大きな夢。もう、今いま更さら生まれ故郷を離はなれられない人たちにとってもそう。ハルさんは、田舎いなか者ものがって笑うかもしれませんけれど、月面に投とう資しをしていることが一種のステータスになっていることをご存知？」

　細めた目は、無知な誰だれかを諭さとすようだ。

「あれほど月面に投資ファンドだのなんだのができるのは、月面にどうしても関わっていたいという人たちがとても多いから。もちろん、儲もうけもありますけど、そういう儲けが手に入れられる、という期待も含めて、あそこは夢の国なんです」

「夢の……国……」

「そうです。ですから、月面のバブルが弾はじけるタイミングを見極めるなんて、他人が夢を諦あきらめるタイミングを計るのと一緒。そして、人々がどれだけ自分の夢を諦めないかは、ご自身の経験からよく知っているのではないでしょうか」

　返す言葉がない。

「それに、一度も価格が下落したことがない、というのは確かにそうです。私ですら、やっぱり少しは投資しておこうかしら、なんて思うことがあります。値段が上がりっぱなしなんですもの。思いとどまれるのは、あそこには欺ぎ瞞まんが渦うず巻まいているということを骨身にしみて理解しているから。逆に言うと、そうでもなければ、この流れに抗あらがうなんてまずできません」

　周回軌き道どう基地の到着ゲートで見た、ニューエイジデベロップメントの出張所の様子を思い出す。彼らは電でん光こう掲けい示じ板ばんの値段を見て、首を横に振ふっていた。俺は、それを地球の人から見れば向こうの狂気は明らかだから、と理解した。

　だが、エレノアの説明が正しいのならば、月面はやっぱり高たか嶺ねの花なんだな、という反応だとも解釈できる。

　認にん識しきバイアス。

　そして、理屈の堂どう々どう巡めぐり。

「ハルさんはそのあたりのことが頭ではわかっていると思います。でも、諦め切れてないのが丸わかり」

　エレノアの言葉に、俺はどきりと胸が痛む。

　だが、エレノアの顔はうっすら笑っている穏おだやかなものなのに、どこか真剣みがあった。

　その目が、ゆっくりと、そして深くまで、俺の胸の奥に届く。

「それは、なぜかしら」

　なぜ。

　俺おれは、驚おどろいた。

　答えられなかったのだ。

「諦あきらめなければならない理由なら、思いつくのではないかしら」

「……そのとおり、です。が……」

「それを、しがらみと言います」

　エレノアはバッサリ言って、微笑ほほえんでいた。

「私は無責任ですから、好き勝手なことを言える立場です。あ、そうでもありませんね。ハルさんに出資者を紹介した人としての立場があります。とはいえ、その点はマルコがきっちり守ってくれているようです。だとしたら、素直に気になりますね。ハルさんを駆かり立てるものはなにかしら？　この数年間、ハルさんの投とう資しがどれだけ堅実だったか、私は思い出すたびに含み笑いをしてしまいます。ああ、この人はやっぱり死ぬまで自分の目的を追い続ける人なんだなって思いました。その生き真ま面じ目めさに、ちょっと嫉しつ妬とすらしてしまいます」

　俺は、エレノアの言葉にいちいちうなずきたくなる。

　アバロンを倒して以降の俺は、決して自分に噓うそなどついていないという自信がある。

　自分の目的に向けて、せっせと結果を積み上げていた自信がある。

「なのに、そのハルさんが、頭のおかしいギャンブラーみたいに、途と方ほうもないリスクに魅みせられるその原因はなんなのかしら？」

　エレノアは滔とう々とうと語り、口をつぐむ。その口は、ふくふくと笑っている。エレノアは、理由がわかっているのだ。そして、その理由がわかっているエレノアは笑っている。

　でも、なぜ？　傍はたから見れば明らかなのか？

　だとしたら、俺は自らのうちに答えを持っているはずだった。

　それは一体なんだ？　マルコが言ったように、数学に支配された市し場じようの鼻を明かせるから？　住宅支し援えんプロジェクトに弾はずみをつけられるから？　モーモーどもを出し抜けるから？

　俺は、そのどれもが、それらしい理由であって、そうではないとわかっていた。そんなものは、手の届く範はん囲いにある、言ってしまえばその日のうちに消費できるなにかだった。

　では、自分の道の行く先とはどこだったのだろう？　ひたすらに自分の信念に従って利益を積み上げるその先に、なにがあると思っていたのだろう？

　俺の奥底に潜ひそむもの。ＡＢＳの崩ほう壊かいに賭かけるなんていう途方もないシナリオに、我を失ってしまうような炎を焚たき付けるもの。

　そうだ。俺の胸の奥には、燃えるのを待っていたなにかがあった。

　それはなんだ？　わかるはずだろう？　俺はそれを知っていたはずだろう？

　俺は記き憶おくをさかのぼる。四年前を通り越してさかのぼる。俺はかつて「そこ」を目指していたはずだった。月面に残された人類最初の足跡を、理屈もなく格かつ好こういいと思っていた少年時代。

　そして、俺はただひたすらにそこを目指していたのではなかったのか。

　前ぜん人じん未み踏とうの──




　前人未踏の地を。




　俺おれの呟きに、エレノアは小首を傾かしげて笑い、手元のグラスを置くと、そっとハンカチを取り出して俺に向けてきた。

「？」

　と、不意のことで戸と惑まどっている俺の前で、エレノアは腰を浮かし、そのハンカチを俺の頰ほおに当ててきた。

「ハガナさんが忘れられなくて、どうしてそれだけ忘れてしまうのかしら？　そして、もちろんハルさんはそのことを忘れていたわけではありません」

　笑うエレノアは、器用に肩をすくめていた。

「月面証しよう券けん取とり引ひき所じよの取引データ、振ふり返ったことがありますか？」

　聞かれ、俺は首を横に振る。

　勝手に零こぼれ落ちていた涙は、自分の手で拭ふいた。

「別人です。これまでのハルさんは、ちょっと大人すぎ」

　自分が？　大人すぎ？

「大人すぎ、と言うとやや語ご弊へいがあるかもしれません。虎こ視し眈たん々たんと牙きばを研とぎすぎ、とでも言うのかしら。目的を見据えて、じっくり、着実に、何物にも惑まどわされずに準備をしていて……」

「それが……当たり前になって……？」

「ついに目的の獲え物ものが出て来て、一気果敢に飛びついた！　がばっ！」

　エレノアは手で動物の爪の真ま似ねをして、猫パンチのように繰くり出した。

「けれど、虎視眈々としているハルさんに慣れている周りはびっくりします。そして、なんだかんだきちんと周りが見えているハルさんも、その周りの驚おどろきようにびっくりします。え？　なんでみんなそんな反応なんだ？　って」

　エレノアは楽しそうに笑う。

　俺は、何年かぶりに、自分の頰に血が上ってくるのを実感した。

　でも、それは恥ずかしいと言うより、生きている気がする、と不思議な心地ここちよさがあった。

「投とう資しはギャンブルではありません。たくさんの人が、自分の判断の正しさを確かめる行為です。そこには、たくさんの人の想いが詰つまっています。だから、なにを想って投資をしているかが一いち目もく瞭りよう然ぜん。負けた時に恥ずかしいのは、そういうこと。違ちがいますか？」

　違いますか、と言われて、まさしくそのことは、俺がクリスに言った言葉だった。

「だから、ここ数年間のハルさんのスタンスとあまりに違う投資に、ハルさんの気が触れたのかとみんな思っちゃったのでしょう。ハルさんは自分の目的と信念に従っていただけなのに、やつれてしまうくらいに悩んでいる理由もわかります。周りがあまりに驚おどろきすぎていて、自分のやっていることはそんなにおかしいだろうか、なんて思い始めてしまったからでしょうね。自分はおかしいのか？　いやおかしくない。ではおかしいのはなんなのだ？　周りか？　それとも、自分は目的を見誤っているのか？　なんて」

　俺おれはゆっくりと、だが朗々と語るエレノアの言葉を、寝起きのシャワーを浴びるみたいに聞いていた。口も挟まないし、思考も挟まない。

　なぜなら、それはなんの抵抗もなく、するすると俺の心の中に入ってきていたからだ。

「だから、やっちゃえばいいのよ」

　そして、エレノアは俺が呆あつ気けに取られるくらい、気楽にそう言った。

「お金はあるのでしょう？　伝つ手てもあるのでしょう？　やっちゃえばいいんです」

「……い、いや、そんな……無責任な」

「ふふ。これが、どこまでも第三者の意見というものです」

　どこまでも第三者、という言葉を妙に強調した言い方だった。

　でも、それはどこまでも正しい言葉だった。

　エレノアと俺は過去に共に戦った仲間だが、これは俺が俺のために戦うことなのだから。

「前ぜん人じん未み踏とうの地。一兆八千億ムールのリターン？」

　エレノアは、窓の外の地球を見る。

「地球人が仮に百億人いてすら、なかなかそんな夢は見ないでしょうね」

　馬ば鹿かなの？

　俺はその言葉を、耳の奥で聞いたような気がしたのだった。







「それでは、あまり長い時間家を空けるとよからぬ噂うわさが立ちますから……また、後日改めて私の屋や敷しきにて」

　と、エレノアは優雅な笑みを残して帰って行った。

　俺は、大荒れの相そう場ばを終えた直後のような、妙な脱力感と達成感、それに、明日への不安と期待の入り混じった、興奮に似た感情に翻ほん弄ろうされていた。

　頭がくらくらする。もしかしたら、少し泣いたせいかもしれない。

　だが、俺はすべての問題を見通せていた。なぜ自分が苦しみ、戸と惑まどっていたのか。二次元で絡からまっていた線も、三次元では全く絡まっていなかったことに気が付いたような感覚だった。

　それにしても、と思う。

　やっちゃえばいいのよ、なんてエレノアは気軽に言ってくれる。にっこり微笑ほほえんで、俺の背中を無邪気に押していた。それは、エレノアがヨーロッパの森の奥で、紅茶をたしなみながら恋の話に花を咲かせている世間知らずのお嬢じよう様さまだから？

　違ちがう。

　エレノアは、月面の欲望を煮に詰つめたような場所で、血まみれになりながらも戦い抜いた。

　だから、エレノアには、エレノアにあってリサにはないものを持っていた。

　それは、したたかさだ。

「たくさんの、詐さ欺ぎすれすれの企業の上場を見てきました」

　エレノアは、ラウンジから立ち去る前にそう言った。

「中には、私がついつい感心してしまうような会社もありました」

　どういう意味です？

　俺おれの質問に、エレノアは悪そうな笑みを浮かべて、こう言った。

「何事も、言い方次第」

　そして、小さな含み笑いだけを残して、それ以上は言わなかった。

　だが、俺にはその意味が嫌いやというほどに分かった。

　リサやマルコが拒否反応を示し、一方でエレノアは無邪気にやればいいと言ってくる。

　そう。

　俺の考えていること、そしておそらくはドクター・ウォレスの考えていることが、証しよう券けんの損失を補てんしてくれるというプロテクションの性質を逆手に取った物であるのなら、さらにその逆が成立する。

　裏の裏は表だ。

　つまり。

『不動産相そう場ばに対するリスクヘッジを主目的とするファンド？』

　マルコは、電話口の先で虚きよを衝つかれたようにそう言った。

　エレノアの助言のおかげで、俺はもうためらう理由がなかった。

　即座に端たん末まつを取り出し、マルコに電話をかけていた。

「そうだ。不動産はこの先高こう騰とうするかもしれないが、今度こそ下がるかもしれない、と震ふるえる奴らもいるだろう。地球からの投とう資しが鈍にぶったり、時折不動産相場が踊り場に陥おちいるのは、多分、利食い売りをする奴らがいるからだ。でも、そういう奴らは下落のヘッジができるなら、この先もポジションを保持していたいと望むだろう。そういう人向けのサービスだ」

『いや……でも……』

「うちの趣しゆ旨しには反しないだろう？　『足の太いロバ』とやらに似つかわしく、間抜けなほどの慎重さ。もちろん、新規のファンドとして改めて立ち上げるから、メインの顧こ客きやくにはなんの影えい響きようもない。不動産ポジションを大々的に取っていてリスクをヘッジしたいが、まさか家を空売りするわけにもいかない、という人は多いだろう。不動産価格総合指数の空売りも、保険金に比べると固定される資本の量が大きいし、空売りは理論上の損失が無限大になる。その一方で、保険なら掛け捨てでも損失分はその掛け捨てした金額だけで済む」

『……う……』

「それに、地球の人間の月面への憧あこがれは相当なものらしいからな。月面に投とう資しするのがある種のステータスだと」

　エレノアの受け売りをそのまま言ってやると、マルコが電話先で呻うめいている。

『それ……エレノアさんの……』

「現地の人間の生の言葉だ」

　マルコは再び黙だまる。

　掛け捨ての保険に全財産を突っ込んで、その保険金で大おお儲もうけしようと考えるのは狂っているとしか言いようがない。保険というものの性質を履はき違ちがえているからだ。

　だが、掛け捨ての保険を利用して、いざという時のために保証を受けるというのは理屈に適かなっている。

　やることは同じなのに、言い方が違うだけで響ひびきが全く異なってくる。

　狂気にまみれた悲観の帝王から、将来のことを考える堅実な未亡人になったようだ。

　そして、賭かけ金は一人ずつの賭け金が少なくても人を集めれば集めるだけ巨額になる。

　それこそ、狂気の賭けを凌りよう駕がするくらいに。

「ＡＢＳのことをサティアのところに聞きに行った時のことを思いだせ」

『え？』

「投資銀行やらが開発するこの手の商品の、もう一つの特性だ。見栄だよ」

『見栄……？』

「月面に不動産ポジションを持っているほど投資意識の高いお客様なら、同時に月面最高の頭脳によって生み出された保険によって、賢かしこくリスクをヘッジされたらいかがですかってな」

『う……』

「いかにも乗ってきそうだろう？　ここには」

　俺おれは、一度唇を舐なめて湿らせてから、こう言った。

「お金で買えない価値がある」

　マルコが思い切り呆あきれている顔がまざまざと思い浮かべられる。

　だが、俺はさっきの電話とは打って変わって、その沈ちん黙もくを怖いと思わない。

　ホテルの出窓部分に腰かけて、下のモールを行き交う人々を眺めながら言葉を待っていた。

『……初期、設定は？』

　乗ってきた。

　俺は間を空けず、答えた。

「下限三十万ムールの二年固定でいいだろう。四千万ムールは確実に集まる」

『えっ、もう勧かん誘ゆうしてるんですか？』

「自己資金だ」

　俺おれが自由に動かせる金額のほぼすべて。うちの規模くらいのファンドを運営している人間にとっては、恥じ入るような少ない金額だ。あのイーグルだってこの何倍も持っているだろう。ここは、文字どおりに金が唸うなる場所なのだ。

　だが、まともな感覚を持っていれば、唸るのは人間のほうかもしれない。

『そんな……は、ハルさんのやろうとしてることは……変わらないじゃないですか……』

「結果はな。だが、俺は顧こ客きやくのリスクをヘッジする手助けをしたいだけだ」

『ぐう……』

　マルコの頭の中の混乱が、通話口から漏もれ出てくるようだった。同じ物事を別の角度から語ることで、人間の認にん知ち機能的な弱点を衝ついているのだから、混乱して当然だ。ここを理屈で捌さばくのは、統計や確率、あるいは論理の専門家でも難しいと聞く。

　同じ商品を売り込んでいるのに、天と地ほども差が出るセールスマンがいるというのは、おそらくこういうところに秘密があるのだろう。

「ちなみに、エレノアは百万ムール出すってさ」

　気楽な口調で言ってやる。

　混乱している頭に、判断の手掛かりを投げた。

『やっぱり、エレノアさんに相談を……』

「掛け捨ての保険代理業ってところだからな。なにをそんなに悩むことがある？」

『ううううう………………』

　長い長い沈ちん黙もくの果てに、マルコはついにこう言った。

『リサさんにも、報告はしますからね……』

「もちろん。ただし」

『？』

「保険の説明のほうでな」

『……わかりました。わかりましたよ』

　ついに膝ひざを屈したマルコに、俺も安あん堵どのため息をつく。

　これで断られたら、強硬策に出るプランも用意してあったからだ。

『じゃあ、ファンド設定の法務関連はこっちでやっておきます』

「顧客説明は俺がやるよ」

『まったくもう……』

　ぶつぶつ言うマルコに、俺は大事なことを伝え忘れているのに気が付いた。

「そうだ。これに関連していくつか欲しいリストがある」

『なんですか？』

「大規模な不動産ポジションを取っている投とう資し家かと」

『はい……ええと、まあ、その手の会社に電話かければわかるでしょう。それと？』

「それと」

　俺おれは、ちょっと口元がにやついた。

「頭の痛い顧こ客きやくリストってやつ。あれを買っておいてくれ」

『えっ』

「〝バイティング〟ゴールドスミスみたいな連中は、極度の心配性だ。顧客にはうってつけじゃないか？」

『それは……』

「掛け捨ての保険だから、なにもなければ必ず最後にはゼロになるって最初からわかってるからな。相そう場ばの上下に対して胃をきりきりさせる必要もないだろう」

『まあ、確かに……。でも、これって……』

「なんだ？」

　俺の質問に、マルコは返事を寄よ越こさない。

　しばらく通話口の向こうで逡しゆん巡じゆんしているようだった。

　頭の痛い顧客にわざわざ手を伸ばすなんて馬ば鹿かげていると思うだろうか？

　しばらくの後にマルコが言った言葉は、意外なものでもなかった。

『ドクター・ウォレスのやろうとしていたことですよね』

「……そうだな」

　おそらく、そうだ。これ以外に考えられない。

　一千万ムールの証しよう券けんが破は綻たんした際に全額の保証をしてくれる保険が、八万ムールとかの捨て値で売られている。少ない金額で巨額の利益を得られる方法は、これ以外に考えられない。

　だが、ドクターはあまりにも早くに参入しすぎるというミスをした。その上、あまりにも巨額のポジションを、あまりにも強引に賭かけすぎた。利益に目がくらんだのか、それとも調べれば調べるほど不動産相場の狂気にあてられてほかのことが見えなくなったのかはわからない。

　ただ、マルコがこの後に続けたい言葉も、なんとなく予測ができた。

『だとすると、ドクターの……邪じや魔まをすることになりますよね？』

「……保険の奪うばい合いにはなるだろうな」

　俺がさらりと返事をすると、マルコはやや息を詰つめてから言った。

『ドクターのところに出資する、という手もありなのでは？』

　他人がやっているところに後から入り、うまい汁だけを啜すする。

　投とう資しの世界ではよくあることだが、見ず知らずの輩やからを相手にするのと、旧知の人間を相手にするのとではまったく意味合いが違ちがう。

『それに……すでにポジションを積み上げているドクターに出資すれば、保険の購こう入にゆう手数料や手間は省けます。それに……』

　マルコは、言いづらそうに、口ごもった。

「それだけじゃなく、窮きゆう地ちに陥おちいっているドクターを助けることにもなるだろうな」

　俺おれが言うと、マルコは口に出しては同意しなかった。

　だが、ドクターの窮地は、そのままマリアの窮地だ。マルコなら、その助けになりたいと思うだろう。

「当然、俺だってドクター・ウォレスにはこの先も投とう資しを続けられるよう頑張ってもらいたいと思う」

『なら──』

「だが、その代わり」

　俺は、ぴしゃりと言った。

　投資の世界に巣食う、冷血の守しゆ銭せん奴どのように言った。

「ドクターに出資すれば利益が減る。投資ファンドは、儲もうけに対して二十％もの手数料を持っていくからな」

　俺は、自分のことを浅ましい守銭奴だと思う。

　それでも、投資家には、譲ゆずってはならない一線がある。

　最高の効率で、最高の金儲けを得るからこそ、投資家と名乗れるのだ。

「ドクターには……こっちから一言入れる。データを借りて確信したってのはあるからな」

　そして、俺の返事にマルコは抗弁しなかった。

　その代わり、我が慢まんしきれなかったことが、ちょっとだけ漏もれた。

『……最悪、訴えられたりしませんか』

「はは。投資手法に特許は成立しない。まあ、だからこそ、あんなに疑ぎ心しん暗あん鬼きになってたんだろうけどな。後は、顧こ客きやくの売り込みに対して、法律の話がちょっと欲しいな」

　マルコのため息が小さく聞こえてきた。

　諦あきらめ、頭を切り替えたのだろう。

『……サティアさんですね？　なにを聞けば？』

「ああ。確か、あの手の金きん融ゆう商品って法的な購こう入にゆう規制があっただろう。ファンドへの投資に制限があるように」

　とかく投資の世界はトラブルがつきものだから、リスクの高い商品に対しては専門的な知識か、同等の知識を持っていると期待されている者にしか売られない物が多い。

　俺やイーグルやウォレスのようなファンドもその一つで、そういうファンドに投資をできる顧客は法律で、ある程度の資金を動かせる富裕な人間に限られている。だからこそ、たとえばうちのファンドは二百万ムールからの出資しか受け付けていないのだ。

　この世界が金持ちだけの閉じた世界に思われるのは、そのへんに問題がある。だが、食うや食わずの人間から預かる三万ムールと、余よ剰じよう資産として預けられる三百万ムールは全く意味が違ちがってくる。俺は、そのことを八年前に実地で学んでいる。この法的規制は、理に適かなっていると俺おれも思う。

「プロテクションも、売買は機き関かん投とう資し家かに限るんじゃなかったかな。購こう入にゆう規約に書いてあった気がする。個人だと買えなかったと思う」

『確かく認にんしてみます。まあ、代理業ですから、個人では買えない商品を代わりに買います、なんて売り文句があったほうがいいですよね』

「そういうこと」

『諸もろ々もろ確認して、折り返します』

「頼たのむ」

　俺は電話を切り、一つため息をつく。

　マルコに対しては毅き然ぜんとした態度を貫つらぬいたが、ドクター・ウォレスと真正面から儲もうけを奪うばい合うことになるのは確実だ。それこそ、守しゆ銭せん奴どの言い争いになるかもしれない。

　だが、俺はもう胸の奥に火がついている。どこに火がついているのかわからなくてパニックになっていた自分を愛おしいとすら思う。それくらい、雌し伏ふくの時を経て巡めぐり会えたチャンスなのだ。前ぜん人じん未み踏とうの地に立てるかもしれないという期待に、体が焦こげそうになっている。

　この情熱に従うためなら、ライバルを明確な敵にだって変える。

　俺は自分の強ごう欲よくな手で端たん末まつを握にぎりしめ、祈るようにして額に当てた。

　投資家としてなにも間ま違ちがったことはしていない。

　そう言い聞かせてから、ウォレスに連絡を取ったのだった。







『君かね』

　ウォレスの一言目は、そんなしわがれた言葉だった。

「お加減はいかがですか」

　ウォレス相手に世間話をするわけもない。俺の口調は、誰だれが聞いても魂たましいの入っていないものだったろう。

『相変わらず出血は止まらない。そして、血の匂いを嗅かぎつけた鮫さめが寄ってきたというわけだ』

　ウォレスはそう言って、くく、と喉のどの奥で笑っていた。

『私は悲観の帝王だ。自分にとって嫌いやなことが起こる、という可能性は常に考えている』

「……不動産相そう場ばの暴ぼう落らくに備えた、ヘッジ専門のファンドを立ち上げます」

『ほ』

　ウォレスは驚おどろきと笑いの入り混じった声を上げた。

『物は言いようだ。それで？　この業界で、尻馬に乗ることは悪いことじゃない。それどころか、なにをやっても裏目に出る落ち目の奴を見つけては、死神のように逆張りすることだって許される』

「ということは、ドクターは落ち目ではないということですね」

『君が落ち目でなければな』

　口の回る老人だ。

　俺おれは、どこかほっとしたものを感じながら、こう言った。

「調べ物をする際に、あなたのデータを拝見させていただきました」

『ふん。ＵＦＯの存在を確かめるために、ＵＦＯを信じる人々の話を聞くようなものだな。正気か？』

「ニューエイジデベロップメントにも赴おもむきました。それから、その出張所にも」

　気き丈じようなへそ曲がりの老人が、口をつぐむ。

「会社のほうは、わざわざローンのことを聞きに来たのは私が初めてだったそうですが、ちょっと意外です。とっくにドクターも行かれたものだと」

『……門前払いを食らわされたからな』

　ウォレスは不ふ機き嫌げんそうに言った。

『私は疫やく病びよう神がみだ。脛すねに傷のある連中は会いたがらない。だが、私の訪問目的はそれだけで遂とげられた。連中が私と会っていないと言い張ろうと、その事実そのものが一つの形を成すだろう』

「いえ、想像がつきます。あそこは夢の国だ。現実を現実だとしか指摘しない無ぶ粋すいな人は中に入れてくれないでしょう」

　俺の言葉に、ウォレスは大きく息を吸って、ゆっくりと吐いていた。

　それは、自分が一人で儲もうけを得るはずだった場所に現れた邪じや魔ま者ものを疎うとましく思うものか、それとも、自分の考えに賛同してくれる者がついに現れたということに対する安あん堵どのものか。

　多分、両方だろう。

　リスクを取らなければ儲からないはずの場所で、いかにそのリスクを減らすかに頭を悩ませる珍奇な生き物が、投とう資し家かというものだ。

　そもそもが、破は綻たんしている。

『決め手はなんだったのだ？』

　ウォレスが、尋ねてくる。

「三つあります。宇宙港で見た、ニューエイジデベロップメントの出張所で提供されていたＮＩＮＪＡローン。それと、賃ちん貸たい相そう場ばの異常な低利回り。そして、地球人からのアドバイスです。曰いわく、地球人は月面に憧あこがれている」

　つまり、地球からの不動産投資は、実需とはなんの関係もない。月面に対する憧れに応じて金を支払う人々のせいで、あんな高値がついている。

『ふう……』

　ウォレスは、再び大きなため息をついた。

『それは、もう諦あきらめないだろうな。諦める根拠がない』

「ええ」

『だが、ということは、君は地球にいるのか？』

「周回軌き道どう基地です」

『ふん……君のところがＡＢＳに手を出したと聞いて、ヤキが回ったかと思ったがな……君の周りには多くの助言者がいる。私とは違ちがうところだ』

　確かに、リサがほとんど無理やり地球に向けて押し出してくれなければ、俺おれは宇宙港での様子を目まの当たりにせず、きっとずっと気が付かなかっただろう。そして、エレノアと正面切って話すこともなく、ずけずけとした信じがたいほど無責任なアドバイスも聞けなかっただろう。

「ですが、あなたには信者がいるでしょう」

『ふん……それも、思っていたほどいなかったがな。だが、そうだ。それこそが長年積み上げてきた、私の信念に対する代価だ』

「……私を責めますか？」

　俺は、我が慢まんできずにそう聞いていた。

『責める？　妙なことを聞くな』

「あなたのデータを使って確信を得て、あなたと同じ戦略を取ろうとしている。それも、多分、あなたの失敗を見たおかげで、あなたよりも賢かしこく、スマートに」

『ほう。君には良心の呵か責しやくがあるのか。なら、空売り筋には向かんな』

　ウォレスは小さく咳せき払ばらいをし、こう言った。

『誰だれかの礎いしずえになるのも、この歳になれば、まあ悪くない』

「どうして、すべてを賭かけるような真ま似ねをしたんですか？」

　俺はそれが気になった。

　ドクター・ウォレスが利益に目がくらみ、なにもかもを失いかねない賭けに出る、というのは意外だった。むしろ、そういう連中をカモにして築いてきた名声なのだ。

　もちろん、ＡＢＳ崩ほう壊かいに賭ける可能性に舞まい上がっていた俺が言える義理ではない。

　ただ、どうしても聞いてみたかった。

『どうしてって……言っただろう』

「なにをです？」

『人生最大にして、最後の賭けだとな』

「……まさか、引退を？」

　定年退職のある業界ではない。そして、欲望に限りのない人間ばかりが集まる場所なのだ。

　精も根も尽き果て、もはや思い残すことなし。そうなってようやく、やっと金を稼かせぐことから、使うことに目を向ける頃ころには、もはや金をかけられる場所は自分の棺かん桶おけくらいのものになっている。そういう人間がごろごろいる。業ごうの深い人間しか生き残れないということもあるだろう。

　そして、俺おれはドクター・ウォレスこそ、死の間ま際ぎわに死後のポジションを言い残すタイプだと思っていた。

　それが、引退とは。

　だが、そんな俺の驚おどろきは、ウォレスの言葉で吹き飛んだ。

『癌がんなのだよ』

「えっ」

『この歳だからな。珍しくもない』

　幽ゆう鬼きのように瘦やせ細った顔。

　あれは、投とう資しのプレッシャーではなかったのか？

『稼かせいだ金を棺かん桶おけの中にまで持っていけないというのは、まあ、真実だ。インフレ対策に燃やしてやるのが世のためだ、という考えもあるがね。だが、棺桶の中にまで持っていける物がただ一つある』

「それ……は？」

『やり遂とげた、という想いだよ。君も「自伝」でそう書いていただろう？』

　俺があの『自伝』とやらに全く関わっていないことを知っていて、ウォレスは言っているのだろう。くつくつと笑っていることからもそれがわかる。

　だが、その言葉には噓うそが感じられなかった。照れ隠かくしでそんな意地悪なことを言っているのだとわかったからだ。

『すべてを賭かけるに値あたいするものだ。信じがたいリターンが待っている。それこそ、悲観の帝王にふさわしいほどのな』

「ですが、このネガティブキャリーは……」

『そう。いつ成じよう就じゆするかわからない。私が死ぬのが先か、ファンドの資金が尽きるのが先か、それとも、市し場じようが虚きよ構こうに耐えられなくなるのが先か。くっくっく……悲観の帝王の最後を締しめくくるのにふさわしい賭けだと思わないかね？』

　強がりの一いつ切さいが感じられない。

　こういう職業では、身の丈たけを超えた見栄だとかなんだとかに踊らされることは、すべてコストとして跳ね返ってくる。統計的に不利な賭けをやり続けるようなものだからだ。一回一回からはそのコストがわからなくても、長い年月を経た後には、結果が歴然としてあらわれてくる。

　そういう容よう赦しやのない世界を、ここまで走り抜けてきた歴戦の兵だ。

　ウォレスは自分がなにをしていて、どういう状況で、なにを見ているかを、完かん璧ぺきに理解していた。

『君のような若造に頭を下げるのも、その一いつ環かんだ。なかなか得難い経験だった。私の「アバロン打倒物語」が作られるとしたら、泣き場の一つになるだろう』

「私は、悪役ですか」

『当然。ただ、一いつ緒しよに笑い合える結末もある』

「この賭かけが成功したら？」

『はあ？』

　急に大きな声を出され、驚おどろいてしまう。

　そして、心底呆あきれた声で、こう言われた。

『君はなにもわかっていない。共に得た利益は絆きずなを深めはしない。奪うばい合いで溝みぞを深めるのが落ちだ。だからそうではなく、共にかぶった損失こそが、絆を深めるのだ』

　利益ではなく、損失が？

『君は最近では特に骨のある若者だが……まだまだ経験が足りない』

「……恐きよう縮しゆくです」

『だが……』

　と、ウォレスは急に声のトーンを落として、つぶやいた。

『私も、完かん璧ぺきではない』

　ウォレスの吐と露ろに、俺おれは思わず聞き返す。

「なにがですか？」

『む……』

　珍しく、口ごもる。なにか言いたいことがあるが、それを妨げるなにかがあるらしい。ドクター・ウォレスほどの人物が口ごもることとはなんだろう。

　そして、ドクター・ウォレスは、やはり俺のような子供ではなかった。

『癌がんのことを、マリアに伝えていないのだ。君はどう思う。私はこれを投とう資しの応用だと考えている』

「投資、の？」

『リターンは、私が前ぜん代だい未み聞もんの投資を前に、成功するにせよ失敗するにせよ倒れるという逸いつ話わだ。投資に命を懸かけた人間として、マリアも鼻が高いだろう』

「……リスクは？」

　俺が尋ねると、ウォレスは再び黙だまる。

　けれども、その沈黙は短かった。

『マリアは、私の病室に来るよりも、弁護士の事務所に入り浸びたるだろう』

　俺はため息をつくのをこらえ、そして、こらえきれなかった。

「あなたは、馬ば鹿かですね」

『っなにを！』

「私もつい先ほど言われたばかりなんですよ。投資以外は全くだめなタイプですかって。すごく大事な人に」

『むっ……』

「ドクターも、答えはわかっているのでは？　自分の望むものがなにかもわからずに、投とう資し家かとしてあなたの地位までたどり着けませんよね？」

『ぐむ……』

　電話先で呻うめく、ただの頑固爺じじいのウォレスに向かい、俺おれはこう言った。

「リサは筋金入りのシスターです。なんなら、仲介を頼たのみますよ。ついでに、神様へのとりなしも頼んだらどうです」

『む……』

　そして、その最後の沈ちん黙もくは、長続きしなかった。

『頼む』

　俺は、相手に見えなくても、ゆっくりとうなずいてから、言った。

「わかりました」

『まったく』

「え？」

『この歳まで、結局大人にはなれなかったようだ』

　俺は、あまりのことに笑い出すことすらできなかった。

「今世紀最大のジョークですね」

『はんっ……。四半世紀も生きていない小こ僧ぞうに、なにがわかる……』

　悲観の帝王らしい物言いに、俺はようやく笑うことができた。

「新ファンドの件、ドクターの了承を得たものと思っても？」

『別に私は君の保護者でもなんでもない。勝手にやればいい。ネガティブキャリーは、一ひと筋すじ縄なわではいかないがね』

「心得ています」

『なら、なにも言うことはない。互いに出血の苦しみを分かち合おう。だが』

「え？」

『本当に、うちには出資してくれないのか？』

　俺は丁てい重ちように断りながら、こんな爺じいさんになりたいものだ、と心の底から思ったのだった。







[image: 第六章]







　見込み客に電話、ということをどこの投とう資しファンドも基本的には立ち上げの時にやっている。さもなくば、自分たちはこういう投資をやります、という目もく論ろ見み書しよを書いて、投資銀行が主催する投資カンファレンスで十分とか五分とかの時間をもらい、有う象ぞう無む象ぞうたちの合間を縫ぬって金持ちどもに講演し、どうにかして資金を出してもらおうと懇こん願がんする。

　投資銀行はそういう場を作る代わりに、売買の決済業務代行などを請うけ負い、手数料収入を得る。だから、誰だれのプレゼンがうまくいこうが関係ない。誰かが成功すればいいので、懇こん切せつ丁てい寧ねいにアシストしてくれるわけではない。その上、プレゼンする相手の金持ち客は、なんの実績もない連中の話などろくに聞きはしない。まるっきり人間扱いされませんでしたよ、と誰に聞いてもその時の苦労をそう語る。

　この業界は実績がなければ投資をしてもらえないが、その実績を出すには資金が必要なのだ。

　だが、幸い俺おれはそういう苦労を経験したことがなかった。八年前も、四年前も、手元に勝手に資金が集まってきた。

　その点では恵まれた星回りにいたのだろう。

　だから、少し興味があって自分で見込み客に電話をかけてみた。

　不動産に巨大なポジションを持っているはずの、不動産会社だ。

『ヘッジのためのファンド？』

「ええ。御社ほど大規模なポジションを持っているのなら、ぜひ必要かと」

『あー……えっと、それは？　月面の英えい雄ゆうが、火災保険とかを始められるってことですか？』

「いえ、そうではなく」

　と、俺おれがＡＢＳのプロテクションの説明をすると、大笑いをされた。

『必要ありませんよ。もったいない。それだったら、買い手がお金を支払うその瞬しゆん間かんまで、傍に不動産鑑定士を置いておくお金にします』

「と、言うと？」

『ぎりぎりまで鑑かん定ていさせれば、その分値上がりを享きよう受じゆできますからね』

　ハイパーインフレに悩まされた国の、レストランに入る前と出た後で食べ物の値段が違ちがう、というジョークの派生バージョンかと思った。

　だが、相手は至って真剣な様子だった。

『そういうわけで、その保険でしたっけ？　うちは必要ありませんね』

「はあ」

『それより、いかがでしょう。うちの物件でいいものがいくつもあるんですが。最新の商業ビルなど、まとまった億の単位で投とう資しができますよ。月面の英雄がシンジケートに入ってくれるなら、すぐに二倍三倍になると思いますけど』

「ありがとうございました」

　俺は丁てい重ちように礼を言って電話を切った。

　バランスシートを見ると、総額で六十一億ムールを超える不動産ポジションを持っている会社のはずだが、値下がりについて欠片かけらも検討しているふうではなかった。

　俺はマルコが諸もろ々もろの手続きを終えてくれるまで、そんなことを繰くり返していたのだが、どこの会社も興味は示してくれなかった。そもそも、不動産が値下がるという言葉が理解できないみたいだった。丸い四角？　なんですそれは？　といった感じだ。

　一社目は、そんなものかと思った。二社目、三社目は、ここもなのか、と思った程度だ。

　十社目を超えたあたりで、俺は怪け訝げんに思えてきた。不動産会社のリストの下のほうになった時、俺が別の会社に電話をしていたのをすでに聞いた人が電話に出て、その話本当だったんですか、ときょとんとしていた。

　俺はそれで、自分の目もく論ろ見みがうまくいきそうだ、ということより、ちょっと無責任すぎやしないか、と思った。自分たちがどういうリスクを取っているのか本当にわかっているのか？　と腹立たしくなってきさえした。

　そして、極きわめつけはマルコからの電話だった。

「もう手続き終わったのか？」

　まだ二十四時間も経たっていない。ファンド設定などの手続きが、手数料しだいのザル審しん査さといっても、限度がある。

　すると、マルコはやはり違うと言って、ちょっと怒ったように切り出した。

『ハルさん、不動産会社に営業の電話かけましたね？』

「あ、ああ。でもなんでそれを？」

『不動産会社の誰だれかが、気を利かして投とう資し銀行の知り合いに電話したらしいんですよ。うちに営業の電話がかかりまくってます』

「営業？」

　眉を顰ひそめて聞き返すと、マルコはため息交じりにこう言った。

『プロテクションですよ。連中、売りたくて仕方がないみたいです。絶対に破は綻たんしない保険なら、売れば売るだけ得ってことでしょう』

　俺おれは数瞬呆あつ気けに取られ、それから、すぐにこう言った。

「逆競にかけろ。もうたくさん売り込みを受けているから、という嫌いや々いやな感じを出せ」

『……ハルさん、意外にあくどいですね』

「空売り屋みたいな真ま似ねをしているからかな」

『保険代理業じゃなかったんですか？』

「そうだった」

　白々しく答える。

『電話が鳴りすぎて仕事にならないんですけどね……でもまあ、プロテクション購こう入にゆうについては了解しました。ファンド設定の手続きも、ガザニカさんの名前ちらつかせて、数時間以内に終わります。それと、プロテクションの購入規制についても。Ｅ・Ｊ・ロックバーグに確かく認にんしましたが、やっぱり機き関かん投とう資し家かだけで、個人投資家は無理みたいですね。ただ、これでちょっと面白い話が』

「なんだ？」

『ビッグバリューの共同設立者が購入しようとして、断られたみたいですね』

「そうなのか？　そのへんの投資ファンドより金を持ってるだろうに」

『サティアさんに確認してみたら、個人相手だと、損失が出た時に無知の弱者を主張されてややこしいことになるからだろうって』

　損が出た途と端たん、私はこの投資のリスクを説明されなかった、どんなものか知らなかった、だからこの契約は無効だ、と喚わめく顧こ客きやくが実際にいる。もちろん、利益が出た時に同じことを喚く奴はいない。

「なるほどね」

『で、ほかにも何件か個人投資家から問い合わせがあったみたいですね。中には、名だたるソフトウェア会社の創立者とかもいたそうです。個人資産が二百億ムールを超えてる巨人ですよ』

「なにが言いたい？」

　俺の問いに、マルコが電話口の向こうで肩をすくめている様が見えた。

『目め端はしの利く人たちは、どうやら同じ方向になにかあると思ってるみたいです。いい風向きじゃないのかなって』

「うまく乗れればいいけどな」

『へえ？』

「不動産会社はそもそもプロテクションの発想すらなかった。リターン百二十五倍ってのは、それなりの理由があるなって」

『……引くなら僕ぼくは構いませんけど？』

「うまく行きすぎて怖いって時があるだろ」

『……お土産みやげ期待してますね』

　そう言ってマルコは電話を切った。マルコ自身はまだこの賭かけに半信半疑なのかもしれない。

　ただ、もしも不動産相そう場ばが崩ほう壊かいするのならば、現状ではあまりにも話がうまくいきすぎている、という想いはある。この気持ちに納得をもたらしたければ、別の可能性を考えることはできる。

　つまり、皆の予想どおり不動産相場は下がらない、ということだ。これなら、なにもかもがうまくいっているのとは逆に、死地へひた走っているというありがちでわかりやすいものになる。

　俺おれは周回軌き道どう基地で、メインのファンドに長年出資を続けてくれている、『足の太いロバ』戦略に慣れ親しんだ投とう資し家かに、新しい構想をしたためてメールした。

　時下、皆様のますますの発展におかれましては──で始まる例のものだ。

　可能な限り、これから始めることはリスク回かい避ひのためのものであることを強調し、それがいかにこの月面で慎重なことかをしたためた。地球の災害保険についての例も記した。何十年かに一度の大災害が起きた直後は、皆が保険会社に殺さつ到とうするので保険料が高こう騰とうする。だが、何十年かに一度の大災害は、一度起きたらしばらくは起きない公算が高いのだから、慌てて駆かけ込むのは全くの非合理であり、最も賢かしこい投資家であるのなら、大災害のことなど皆が忘れてしまった時、どう見ても保険など無む駄だな時にこそかけるべきであり、それこそが備えというものである、と。

　不動産相場が今にも崩壊しそうだ、とは一言も書かなかった。そんなことを書けば、怪しげな預言者呼ばわりされるだろう、とさすがの俺も理解していたからだ。

　俺が一通りの作業を終えてから時刻を確かく認にんすると、月面時間で午前一時を過ぎていた。

　作業はそこでやめ、不思議な心地ここちよさに包まれながら、眠りについたのだった。







　マルコから新ファンドの設立が告げられ、俺の送ったメールに対する顧こ客きやくの返信もぽつぽつきているようだった。とはいえ、詳しい情報を聞きたいという問い合わせばかりで、まだ投資にはつながっていないとのことだった。

　誰だれもが破は綻たんしないと思っていることへの保険なのだから、慎重になってしかるべきだ。しかも、ほぼ確実な損失を見越したネガティブキャリーは、人間の本性に逆らった投とう資しになる。

　とはいえ、俺おれはそれほど不安視していなかった。

　誰であれ、冷静な頭を持っていれば月面の不動産市し場じようがバブルであり、しかも不動産の値上がりによるせっかくの利益は、クレジットカードローンや自動車ローンなどで食いつぶされていると理解できるはすだ。

　マルコには、脈がありそうな顧こ客きやくにはウォレスから引き継いだデータのまとめを送っておけ、と指示してある。ウォレスが言ったように、ＵＦＯを信じる人によるＵＦＯはいるかいないかのデータともいえるのだから、説得力は抜群のはずだ。

　だから、あれを見れば、どんなに疑い深い奴でも月面の不動産市場がいかに危うい前提の上に成り立っているかが理解できるはずだった。

　俺はホテルのラウンジで朝食を摂とりながら、昨日の内に手続きを終えて、端たん末まつに送らせていたデータを眺めていた。ウォレスの不動産データを、ウォレスに断ってこちらにも送ってもらうように手配したのだ。

　あのデータのソースは、ニューエイジデベロップメントなどが電でん光こう掲けい示じ板ばんに流しているデータ群であり、収集、分析してグラフにしていたのは地球のデータ解かい析せき会社だ。月面の会社ではないというのが、ウォレスらしい配はい慮りよでにやりとした。月面の住宅協会などがまとめる統計は月に一回の更新だから、それを待っていられないのだろう。

　俺はデータ解析会社に追加料金を支払い、データの更新をさらに頻ひん繁ぱんにして、二時間おきにしてもらった。詳細なデータは月面のオフィスに送られているが、簡易版が端末でも見られるようになっている。そのデータは、もう長いこと平坦な線を描いていた。

　時折上下をし、一定の範はん囲い内ないでふらふらしているその線は、息継ぎをしてここからさらに高みへ飛び出しそうにも、ついに力を失って下がるようにも見える。俺は下がるほうに賭かけているので当然そちらを願うわけだが、さすがにそうそううまくいくとも思っていない。

　ただ、俺に限らず、ほとんどの相そう場ば関係者の知っている事実が一つだけある。

　相場というものは、穏おだやかな時間が続けば続くほど、その後の値動きは激しくなる、という経験則だ。相場の大変動が人々の感情で引き起こされると考えるのなら、それは納得のいく話だった。ちなみに、月面の不動産市場がここまで長いこと踊り場に入ったことはかつてなかった。その沈ちん黙もくは、不気味とすらいえる。

　ＡＢＳの話が出てから、ちょくちょく見るようになっていた不動産ニュースも、この不気味な踊り場についての言及が少なからずあった。

　ただ、最も悲観的な論調のものでさえ、あまりに急激な値上がりは月面に社会的不安をもたらす、というものだった。値上がりは前提で、問題はその勾こう配ばいがどれほどのものになるのか、というわけだ。

　彼らは値のつくものならばどんなものでも、必ず値段は上下するということを知らないのだろうか。それとも、値が下がることもある、ということを知っている自分のことを忘れてしまっているのか。

　慎重な人間なら、知っているということを知らない、という状況を極力なくすように行動している。後になって、自分は値段が上がることもあれば下がることもあると知っていたのに、と後悔しないためだ。

　そういうミスをした奴らから順に、尻の下が爆ばく発はつしてどこかに吹き飛ばされていく。

「……この手の取引は性格が悪くなるな」

　俺おれは自分が不動産市し場じようを眺めながら、暗い喜びに浸ひたっていることに気が付いた。性格がひねくれてなければ、空売りなんてできないとはよく言われること。

　俺やウォレスの戦略の成功は、アバロンの時と同様に、たくさんの人間が損をすることで成立する。それが彼らの強ごう欲よくと無知の結果故ゆえにそうなるのだとしても、多くの人間の損の上に利益が生まれるのは間ま違ちがいのないことだ。

　そして、俺はそのジレンマを自分のエゴのために断ち切った。人は人でしかないし、誰だれも傷つけずに前に進むことなど不可能なのだと、飲み込んだ。

　ならば、今回のことも足を止める理由はない。俺は、市場のシステムに従って、できることを可能な限りやるまでだ。

　ただ、そんなふうに自分に言い聞かせている時点で、俺は自分の良心の呵か責しやくを消しきれていないことを認めざるを得ない。

　俺は自分の精神面の弱さを情けなく思いながら、罪つみ滅ほろぼしというわけではないが、リサに電話をして、ウォレスの件を頼たのむことにしたのだった。







『そういうこと。わかったわ。それについては任せて』

「頼む」

　リサはウォレスのことを二つ返事で引き受けてくれた。リサに任せておけば安心だとほっとする一方、リサは不意に声こわ音ねを変えてこんなことを言った。

『けど、あなたはまたなにか企たくらんでいるんだって？』

　マルコはリサへの報告をどうやったのだろうか、と思ったものの、リサへ隠かくし事をするのはマルコには荷が重すぎる。

「企んでいるのは間違いない。でも、そんなに悪いことではないと思う」

『……マルコ君は、なにか煙に巻かれてるような感じだったけど？』

　その言葉に、俺はため息をついて、マルコを説得した論法をリサに教えた。

『呆あきれた。ようやく言葉遣づかいがましになったと思ったら、今度はそれで人を弄ろうするようになってたなんてね』

「ただ、リサになんと言われようと、この取引は引かないよ」

　俺おれが言うと、リサは珍しく硬い沈ちん黙もくを見せた。

　なにかを言えば、それが即、本音の深い場所での話になると勘かん付づいているようだった。

『誰だれかとなにか話したの？』

　そして、リサはいつだって、人は人とつながっていると前提する。

「エレノア。面と向かってね」

『え？　あれ、あなたまだ地球には行ってないんじゃ？』

「わざわざ周回軌き道どう基地まで迎えに来てたんだよ。言いたいことを山ほど抱えてな。で、そこで泣かされた」

　俺が言うと、回線が途切れたかと疑うほどの、硬直した間があった。

『え？　え？　誰が？　誰に？』

「俺が。エレノアに」

　なぜか、ちょっとした誇らしさがあった。

　不思議なものだと思っていると、リサの狼ろう狽ばいが面おも白しろいように伝わってきた。

『……ごめん、ちょっと、想像もつかないわ……』

「戦友、という言葉を俺は映画でしか知らないけど、あんなものかと思ったよ」

　そう言えば、最近は忙しくて映画もまったく観みなくなったな、ということに今いま更さらながら気が付く。

「もしも俺にしがらみもなにも一いつ切さいなかったとしたら、なにをやりたいか。ハガナを忘れられないのに、そのことを忘れるわけがないよな、的なことを言われたよ」

『それって……』

「前ぜん人じん未み踏とうの地」

　俺が紆う余よ曲きよく折せつ、それこそ、体の一部が麻ま痺ひして動かなくなるくらいのショックを経てもなお、結局諦あきらめきれないものが二つあった。

　それは、ハガナのことと、この市し場じように関わり続けること。

　俺は、どうしようもないほど、その二つに恋をしているのだ。

「今、俺の前に、このためにこれまで頑張ってきたんだ、と言えるもののうちの一つが来ている」

『……マルコ君は、途方もない賭かけって言ってたわ』

「間ま違ちがいない。俺は断言できる。当たりを引いた時、それは人類史上最高のものになる」

『あなたにとってのハガナより？』

　リサは、患者の目にペンライトを当てる医者のようだ。

「ハガナがいたら、呆あきれてくれると思うよ。馬ば鹿かなのってね。そして、俺おれはそのことを望んでいるんだ。リサも言っただろ？　もしハガナが戻ってきたらって思いながら生活しているかと」

『それは……そうだけど……』

「俺は正気だよ。このために、これまで慎重に息を潜ひそめてきたんだ」

　そして、あまりに慎重に過ぎて、一番近しい人たちですら、俺のことを見誤っていた。

『……そう言われると、初めて会った頃ころのハルならって思うわね』

「人はなかなか変わらないよ」

　リサは、少し困ったように笑っていた。

「それと、エレノアの弁だけど、ハガナは意外にそばにいるかもしれないって」

『え？』

「心当たり、なにかないかな」

　俺の突然の質問に、リサも面めん喰くらっているようだった。

『ハガナが？　そばに？』

「やっぱり、考えもしないよな」

『う……ん……でも、ちょっとは私も思ったわ』

「え？」

『ハガナが……私たちと縁えんを切ってしまうなんて、想像できなかった。私は確かに、人付き合いに関してはかなり楽観的なほうだと自覚してる。もちろん、人類みな兄弟とは本気で言わないけど、でも、それを除いても、八年前のあの数週間は本当に素晴らしいものだったと思ってる。奇跡だと思ってる。ハガナだってそうだと思う。あなたと……ひどいすれ違ちがいをしたのだとしても』

　エレノアが俺の言葉の選び方を独特だと言うように、リサのそれはいつだって優しさに包まれている。

『それに、ハガナは、あの子は、いつも自分のことばかりを責めていた。だから、身を隠かくしているのは、あの子がまた自分に責任を感じているからじゃないかって。なにせ、私たちのために自分を売るなんて言いだしてた子だからね。だから、あなたには隠してたけど……』

　リサは口ごもり、言った。

『プロジェクトにお金を出してくれている人を、チェックもしたわ』

「……でも、いなかった？」

『ええ』

　リサは言って、二人の間に沈ちん黙もくが下りる。

　俺とリサの関係は、俺とエレノアとは全く違う。エレノアは最後に目的が成じよう就じゆされたが、俺とリサは、八年前に同じものを失ったままだ。ハガナにまつわる話は、どうあがいても、明るくなりようがない。その代わり、これ以上悪くなりようがないから、前向きな発言はいくらでも出すことができる。

「だから、今回のことが、その意味でも大きなチャンスだと思っている」

『え？』

「前ぜん人じん未み踏とうの地に届きそうなほどの賭かけだからな。ハガナが、もしも俺おれたちに少しでも関心を持ってくれていたら、絶対に目に入るような結果になると思う。それに、前回はせっかくエレノアが気き遣づかってくれたのに、その機会をうまく活いかせなかったし」

『う……ん？』

「注目が集まっている時に、マイクを通して、ハガナに呼びかける」

　許してくれ。

　あるいは、戻ってきてくれ。

「俺は、アバロンの時にそうするべきだったのかもしれない。エレノアは、俺が当然そうするだろうと思って、そのチャンスがたくさん来るようにって、地球に帰ったらしい」

『……あの子もまあ、どこまでも貴族なのね』

　リサは、ちょっと呆あきれてすらいた。

「だから、このチャンスを逃すつもりはないし、かといって、これを最後にするつもりもない。俺は、ハガナを見つけると誓ったんだ」

　この投とう資しのリスクは確実にあらゆる手段でヘッジされている……なんてことを滔とう々とうと語るより、深い意味を持っていると思った。

　リサはゆっくりと息を詰つめ、通話口から摑つかんで引きずり出せそうなほどの沈ちん黙もくが漏もれてくる。

　そして、こう言ったのだ。

『頑張って』

　俺は、そのあまりのリサらしさに笑い出しそうだった。

『アップルパイを焼いて待ってるわ』

「ココアじゃなく？」

『それもいいけど、胸やけしそう』

「歳だしな。お互いに」

『ふふ。じゃあ、わかったわ』

　リサはそう言って、きっと受話器を持ちかえたのだろう、とわかる間を空けて、言った。

『私からのお願いは、焦あせらないように、ということだけ』

「ああ。それは、肝きもに銘めいじておく」

『うん。それに、不動産の値段だっけ？　下がれば下がるだけ私たちには朗報だものね』

「そういう考えもできる」

『すべてはつながってるのね。不思議』

「神様のおぼしめしってやつだろう」

『ハルにそんなこと言われるなんて』

　リサはくすくす笑っている。

　俺おれは、静かにこう言った。

「じゃ」

『うん』

　リサの返事は短く、月面との通話は閉じられたのだった。







　なにもかもが未来につながり、すべてが一つの目的に向かって収束している。

　これを神の采配と言わずしてなんと言うだろう？　半ば本気でそう思っていた。

　俺は周回軌き道どう基地のホテルで数日を過ごしていた。月面からの地球旅行者が多すぎて、周回軌道基地での重力訓練施設の空き待ちをしていたのだ。

　オフィスでのルーチン業務から解放されると、細かなことが目に入るようになった。地球の表面の雲の形だとか、食事で出される野菜の種類だとか、月面にはほとんどないプラスチック製品のつるつるとした感かん触しよくとか。

　そういうことに関心が向いてようやく、自分は月面で働いている時、思っていた以上にストレスにさらされていたのだと気が付いた。

　なので、不動産相そう場ばは半ば娯ご楽らくと思って眺めていた。ポジションを取っていない気楽さもある。早く投とう資ししたい、というささやかな焦あせりの感覚は、プレゼントが届くのを待っているような気分によく似ていた。

　不動産相場は、上がるかと思いきや、押し戻されるの繰くり返しだ。暇ひまだったので、データ解かい析せき会社に生データを送ってもらい、自分でもデータの中身を眺めたりしていた。

　だから、一週間ほど経たったある日にもたらされた一報を、数瞬うまく飲み込めなかった。

「百二十万ムール？　一人が、じゃなくて？」

『三人で百二十万ムールの出資です』

「……」

『問い合わせは何件かありますけど……』

「口うるさい出資者連中は？」

『問い合わせは、期待に違たがわず口うるさかったですよ』

　マルコの口調には、あまり冗談らしい響ひびきもない。

「保険料は、一％弱だよな？　信じがたいくらい割りの良い保険だと説明したか？」

『ええ。ハルさんが逆競にかけろっていうので、ちょっと争わせたら、プロテクションの値段はハラルド・ブロスが〇．六二％を提示して最安値です。ウォレスさんはここでも目利きですね。もちろん、ＡＢＳのジュニア債です』

「ということはだ。一千万ムールの額面のＡＢＳの、もっともリスクが詰つまったやつを、たったの六万二千ムールで保証できるんだぞ？」

『説明しましたよ。でも、それがなんだ？　的な反応でした』

　不動産会社と同じ。

　俺おれは、呆あつ気けに取られていた。理解ができなかったのだ。

「馬ば鹿かなのか？　あいつらは？」

『うーん……すごく、理には適かなってますけどね』

「どういう意味で？」

『不動産ポジションを取るということは、不動産に楽観的ということですよね。ということは、それが破は綻たんするかもしれない保険を買うっていうのは、そもそも不動産投とう資しをする動機と矛む盾じゆんしています』

「いや、それはわかるが……」

『ハルさん』

　マルコは言って、ため息をついた。

『人はそんなに賢かしこくないし、また、完全な馬鹿でもないんですよ』

　首しゆ尾び一いつ貫かんする程度には賢くて、完かん璧ぺきを期すには程遠いほど馬鹿。

　俺は端たん末まつの前で歯は嚙がみをして、言った。

「じゃあ、エレノアの分も合わせて四千二百二十万ムールか……」

『結構な金額じゃないですか。しかも、失敗すればそれってほぼ損失になるんですからね？』

「それはっ」

　俺は言いかけて、やめる。

　マルコの言い分が正しい。常識から言えば、それが正しいのだ。

「じゃあ……ここから大口の顧こ客きやくは見込めないのか」

『ハルさん、ビックバリューの共同設立者とか、そのへんにも電話したんですよね？』

「ああ……」

　そして、結果は、確かに投資銀行やらに問い合わせはしたが、ファンドに任せてまでやるようなことじゃない、というものだった。不動産価格総合指数の空売りで済ませてしまったと。

　投資ファンドに投資をすれば、利益の二十％を持っていかれる。俺がどうしてウォレスのところに投資しないのかと言えば、その二十％が惜しいからだ。

　自分がされて嫌いやなことは他人もされて嫌なのだ、と幼い頃ころに習ったことは、一生役に立つらしい。

『これから数ヶ月間頑張って本業でたんまり稼かせいで、その分を積み上げていけばいいんじゃないですか？』

　マルコは気楽にそんなことを言う。

　だが、バブルがいつ破は裂れつするか予測して儲もうけるのが難しい、というのは、当然のことだが、今すぐに破裂するかもしれない、という可能性も含んでいる。

「ドクター・ウォレスは全財産を賭かけているはずだ……それに、あそこには信者もいるよな」

『まあ……そう、ですね……。そのへんもちょっと探ってみましたけど、どうも、話を総合すると桁けたは億の台みたいですね』

「くそっ」

　俺おれはついに我が慢まんできず悪態をついた。

『いや、ハルさん。ドクターの賭けは正気じゃないですよ。ハルさんまでなにもかも賭けてどうするんですか』

　そうだ。ウォレスは自分の命が燃え尽きかけているということを知っている。だからそんな大胆なことができるのだ。

　だが、理由などどうでもいい。投とう資しの世界では結果がすべてだ。

　俺はその瞬しゆん間かん、なにもかもを賭ける理由になる、ウォレスの病を羨うらやましくさえ思った。

「マルコ」

『だめです』

　俺がなにかを言う前に、マルコはそう言った。

『余よ剰じよう資金を、とか言い出すんでしょう？』

「……」

『隔かく週しゆうでポジションを公開して、四半期ごとにパフォーマンスを出しているのに、正気ですか？　すぐばれますし、説明を求められますよ』

「……いや、そうだ。わかってる。わかってるよ」

　俺はそう言ったが、絶望にも似た落胆をしていた。

　四千二百二十万ムール？

　仮に百倍のリターンだと、四十二億ムール。

　四十二億ムールなんて、途方もない金額かもしれないが、投資の世界ではこのクラスの成功なら稀まれにだがある。当たり年になれば、最上級の投資ファンドのマネージャーが一年でこの金額を稼かせぐことがある。月面を丸ごと飲み込むほどの儲けには程遠い。

　だが、今俺がやろうとしている賭けに勝てば、ブラックホールのように富をかき集められるはずだった。

　毎月のＡＢＳやＣＤＯの売り上げが、そのままチップとして払い戻される賭けなのだ。賞金がすさまじい勢いで積み上がっていくというのに、それを指をくわえて見ていろと言うのか？

　俺は、呻うめく。一世一代の賭けなんだ。こんなチャンスはもう二度とない。それがどうしてわからないんだ。そう、呻く。

　とはいえ、理屈から言えば、予想できることだった。リスクの大きい賭かけは、成功しないと誰だれもが思うからこそ、リターンが大きいのだから。

　人々の同意を得るのは、そもそもが難しい。ウォレスのようなカリスマがなければ、その矛む盾じゆんを超えることはできない。

　だとすれば、俺おれはやっぱりその程度の人間なのか。いざという時には常識のくびきにとらわれてしまう凡ぼん百ぴやくの人間なのか。

　だが、俺は自己資金を投入して満足するような小さい欲を満たすために歯を食いしばってきたのではない。考えうる限り最高の投とう資しを、考えうる限り最良の方法でもって、考えうる限り最大の資金で行うためにここまでやってきた。そして、そうであればこそ、俺は八年前の自分の弱さをねじ伏せられると思った。

　俺は、自分に問いかける。

　本当に、これで満足するつもりなのか。一生後悔しないと言えるのか。やれる限りのことをやったと言えるのか？

　マルコがなんと言おうと、ファンドに対する法的な権限は俺にある。ファンドの条文を利用して、資金の引き出しをロックしたうえで、全額をプロテクションに突っ込むことは法理論的に可能だ。

　だが……。

　──やっちゃえばいいのよ。

　エレノアの言葉が、甘美な悪あく魔まのささやきのように俺の耳の奥で響ひびく。今の俺は、無む茶ちやを承知で進むべきではないのか。それこそ、エレノアを無理やり月面の果てに連れ出したように、『足の太いロバ』に投資をしている連中を、この世の果てまで道連れにするべきではないのか。

　俺に金を預けたのが運のつきだと言い張って。

　その瞬しゆん間かん、俺は、ハッとなって顔を上げた。

　そうだ。本当に絶大なる自信があると言うのなら、俺にはまだ取るべき選せん択たく肢しがある。

　売りも買いも判断できないような金持ち連中にこびへつらう必要なんてどこにもない。

　こびへつらうならば、もっとそうするべき場所が存在した。

　そして、月面では多くの人間がそうしていることがあった！

「マルコ、いったん電話を切る」

『え？』

「俺は、俺の財産で好きにさせてもらう」

『ハル、さん？　……あの？　なんか、すごく嫌いやな予感がするんですけ──』

　最後まで聞かず、俺は通話を切った。

　そうだ。自分の財産でなにかをする分には構わないはずだ。マルコ自身がこう言った。

　本業で稼かせいで、その分を投資していけばいいんじゃないですか、と。

「そうさせてもらおう」

　俺おれは、端たん末まつに番号を打ち込み、発信ボタンを押す。

　だが、かける先はお役所の人生相談所ではない。投とう資し家かだけにつながる、黄金の国だ。

　そして、通話がつながった先に、俺はこう言った。

「以前、聞いた話を思い出した」

『は？　あ？　え？』

「融ゆう資し部ぶを紹介してほしい。担たん保ぽはある。うちのファンドの権利を四十九％まで譲ゆずる」

『あ、あの？』

「金を貸してほしい」

『へ？　あ、の、ハルさん？』

　混乱しきったクリスの様子に、俺は口元が笑うのをこらえられなかった。

「二億ムールほど、借りたいんだよ」

　俺が思いついたのは、ウォレスが俺に対して提案したことだ。自分の運営するファンドの権益を担保に、資金を借りる。ウォレスはライバルである同業者に資金の融ゆう通ずうを頼たのむ程度だったが、俺はリサが首を横に振ふり、十字を切るような方法をとった。

　Ｅ・Ｊ・ロックバーグが開発した金きん融ゆう商品が崩ほう壊かいするほうに賭かける金を、Ｅ・Ｊ・ロックバーグから借りようとしているのだから。

　そんな馬ば鹿かなことができるわけがない、とこの世界のことを知らない奴なら言うかもしれないが、かつて、レーニンはこう言った。

　資本主義者は自らの首をくくる縄なわまでも売る。

　ハガナが隣となりにいたら、目を丸くしてこう言ったはずだ。

　馬ば鹿かなの？

　ああ、馬鹿だ。

　そして、この世界は誰だれが一番の馬鹿かを競う場所なのだ。

『……融資部に、本当に話を通しますよ？』

　ジョークの類たぐいではないと気が付いたクリスが、落ち着いた声でそう言った。

　俺は、はっきりと答える。

「もちろん」

　先の見えない投資の世界。この、高いところから飛び降りるような感覚に、人の家の屋根を超え自由に走り回っていた八年前を思いだす。

　俺は、鼻から大きく息を吸い、胸中で呟いた。帰ってきた。俺はついにここに帰ってきた。

　ホテルの窓から外を見れば、そこに広がっているのは未だ誰も行ったことのない星が無数に散らばる、広大な宇宙空間だ。

　地球に降りる？

　重力の虜りよ囚しゆうとは言ったものだ。こんな興奮の中、体を縛しばりつける重力の下に行くなんて馬ば鹿かげていた。俺おれはクリスとの通話を切った直後、即座に月に帰るための手続きを取っていた。

　こんな馬鹿げた賭かけに生で参加しない手はない。

　悩んだのは、ほんの数秒だ。リサやマルコは呆あきれるだろうなと思ったが、エレノアは笑って応援してくれるだろうと思った。

　だから、先に地球に帰ったエレノアと電話が通じた時も、テストの良い点を告げるような気持ちで伝えていた。

『言ったでしょう？　好きにやっちゃえばいいと思いますよ』

　エレノアは、くすくすと笑っていた。

　俺は、走ってでも月に帰りたい気持ちだった。







　とんぼ返りで月面に着くなり、端たん末まつには山ほどの売買報告が届いてきた。

　そのほとんどが株かぶではなく、見慣れない金きん融ゆう商品であり、月面に関わる賭けをする人間たちは金食い虫と呼んで捨てるような商品だ。

「ハルさんみたいな大胆な上司を持てて光栄です」

　俺がシュバイツェル・インベストメントのオフィスに入るなり、マルコは半目に俺を見てそう言った。

「お前の報ほう酬しゆうを削るつもりはない。俺は、俺の未来の稼かせぎを担たん保ぽに入れただけだ」

「理屈はそうですけど……」

「それで？　プロテクションの購こう入にゆうはうまくいってるか？」

　周回軌き道どう基地から地球に戻り、その足で俺はＥ・Ｊ・ロックバーグに向かってやり取りをし、あっけないほどあっさりと融ゆう資しがまとまった。

　業界誌でパフォーマンスが同業者の上位十五％に入り、なおかつ運用者が月面の英えい雄ゆうと称される人間だという事実は、自分が思っている以上に世間的な評価が高かったようだ。

　もちろん、Ｅ・Ｊ・ロックバーグの融資部の面子メンツには、その金をなにに使うのか伝えてある。

　さすがに使し途と不明の資金で二億ムールもの大金は貸してはもらえない。

　だが、予想どおり担当者は資金用途についてあまり気にしていない様子だった。自分の属する投とう資し銀行が開発した商品が崩ほう壊かいするほうに賭ける資金なのに、顔色一つ変えなかった。

　巨大な投資銀行は、頭が八つある蛇へびみたいなものだとよく言われる。それぞれの頭が考えていることは、自分たちが儲もうかればなんでもいい、ということだけだ。たとえ別の部門が吹き飛ぶ結果になろうとも、そうなれば出世競争のライバルが減る、程度にしか思っていないのだろう。

　カウボーイ資本主義。

　かくして、俺おれはざっと二億四千万ムールを持って、黄金のゴミ捨て場に駆かけつけたわけだ。

「うまくいってますけど、安すぎてなかなか資金が減りません。それに、最近の物限定、というのがちょっとネックです」

「新しいものじゃないと、大本の不動産ローンに含み益がたっぷりあるからな。いざ値下がりが起きても、家を売り抜けてローンを完済される恐れがある。だが、新しいものならまだ値上がりもしてないはずだ。なにかあったら真っ先に破は綻たんするだろう」

「ハルさん、発想がどんどんドクターみたいになってますね」

「真実は一つだからな。別の場所から登りはじめても、やがて山頂で出会う登山みたいなものだ。そういう意味じゃ、俺は後こう塵じんを拝しているが、いいこともある」

「その分、うまいことやれるって寸法ですね」

　マルコは肩をすくめてそう言った。

　欲望のレースの業ごうの深さに呆あきれているのかもしれない。

「ただ、これはだらだら続けるような取引じゃない。二年か……一年半くらい取引を継続できればそれでいい。一億ムールくらい一気に集めろ」

「電話をさばく身にもなって欲しいんですけど……」

　マルコはぶつぶつと言いながら、保留になっている電話を受け取り、交渉を始めている。嫌いや々いやながらも、いざ取引になるとしゃんとするので、頼たよりがいのある人材だ。

　俺は席に座りながら、数週間ぶりのオフィスの匂いを胸いっぱいに吸う。少しでも月面を離はなれていたせいか、ひどくこの雰囲気が懐なつかしい。頭の中のもやが完全に晴れ渡った様な爽そう快かい感かん。

　ああ。俺は、今、間ま違ちがいなく、投とう資しをしている。その喜びに、指の先まで血が巡めぐる。

　俺はディスプレイの電源を入れる。

　ここ何ヶ月も忘れていた情熱と共に、仕事を開始した。







　続く二週間ほどで、プロテクションは面おも白しろいほど簡単に手に入った。

　売り手からすれば、なにも渡さずにすぐ現金がもらえるのだから、オアシスに群がる駱らく駝だのように営業が群がってきた。

　秘密厳守？　もちろんしますします。直近のローンが多く含まれた証しよう券けんのプロテクション？　探します探します。ですからいかがです？　ついでにメザニン債のプロテクションもおまけでつけますから、ぜひうちからご購こう入にゆうください！

「プロテクションの値段に相そう場ばがあるって、どうもよく言って噓うそっぽいですね。どうやら彼らが適当につけてるみたいです。ジュニア債に対するプロテクションを五百万ムール購入したら、ジュニア債より安全なメザニン債のプロテクションが本当に無料でくっついてきましたよ」

　マルコは呆れるように言った。

　営業がこっそり教えてくれたところによると、二番目に安全なメザニン債の保ほ険けん料りよう率りつは、相場では〇．二五％程度だということだが、これは建前のものらしい。誰だれも買わないから値段なんて本当はついていないのだと言う。

　最も危険なジュニア債に対するプロテクションですら、実のところ一度売りに出されると滅めつ多たに買い手など現れないらしい。なので、俺おれのような変わり者の客がプロテクションを購こう入にゆうしてくれるなら、いくらでもおまけをつけるということだった。

　それに、プロテクションのおまけはつまるところ電子データなので、銀行が粗品としてティッシュをつけるほどの経費もかからない。向こうとしては懐ふところの痛まないおまけで顧こ客きやくが釣れるなら、いくらでもそうする動機があるというわけだ。

「下手に値引き交渉するより、そっちのほうが得かもしれないな」

「……メザニン債って、格付けだと先進国の国こく債さい並みですよ。破は綻たんなんて本当にするんですか？」

「期待値は無限大だ。なにせ、タダでくれるんだから」

「うーん……無限大のリターンに対するリスクって、ハルさんの理屈だとどういうものになるんですか？」

　俺は本筋のファンドの仕事から顔を上げて、マルコにこう言った。

「部下から馬ば鹿か呼ばわりされる屈くつ辱じよくに耐えなければならないリスク」

「……ハルさん、怒ってます？」

「怒ってないよ。楽しんでいるだけ」

　マルコは嫌いやそうな顔をして、のど飴あめを舐なめ終わると、再び電話を受けて売り込みに対処していた。







「あれ、もう終わりか」

　と、俺が声を上げたのは、まだ市し場じようが閉まって間もない夕方のことだった。一日のノルマとして、何社の財務を見て、何社に電話をかけて、これだけ投とう資しの案件を吟味する、と決めているのだが、あっけなく終わってしまった。近年まれにみる集中力だった。

　ここ数日、ずっとこんな感じなのだ。本当にやりたいことをやれない、というストレスは相当な重しになっていたらしい。これなら仮にプロテクションへの投資が失敗しても、本筋のほうで元が取れそうだな、と苦笑する。それと、エレノアにも改めて礼を言わないと、と思う。

　無理に残業することもないので、俺は帰り支じ度たくを始めていた。マルコは銀行からの営業が一段落したら、本筋のファンドの仕事のために出て行ったので、誰もいない。

　メールで、先に帰る、とマルコに送り、俺は事務所を後にした。

　ビルから出ると、月面のドームは夕方の演出で、俺が一番好きな時間だった。まだ昼間の活気が残りつつ、今日一日を終えた人々がどこかほっとするような顔をしながら町を歩く時間だ。

　シュレーディンガーストリートも、そのあたりは例外ではない。

　もちろん、月面の市し場じようが閉まっても地球の市場は必ずどこかしら開いているので、世界を股またにかける為替かわせディーラーや、地球投とう資しをカバーする連中の中にはこれからが勝負、という者たちもいる。そんな強ごう欲よくに突き動かされた雰囲気も、今の俺おれには楽しいお祭りみたいなものだった。馴な染じみのホットドッグの屋台の親父に軽く挨あい拶さつして、足をセントラルステーションに向ける。

　そのまま帰ろうかと思ったが、せっかく時間が早いのだ。少しクラプトンスクエアに寄ってみることにした。

　帰宅する人間と、夜のライトアップを楽しもうという観光客、それに、笑いが止まらない勢いで稼かせいだ金を使おうと意気込む連中でごった返している。そんなステーション付属のモールを抜け、やや落ち着いた区画に出て一息ついた。

　四年前にクリスと来た時に、クリスは人の多さに目を回していたが、今はさらに人が多くなっているようだ。人ごみでよれた服を直し、俺はのんびりと歩いていく。

　特に見るものもなかったが、オフィスのパソコンがエレノアの時代から使っている古い物なので、電器屋にいくことにした。セローから教えてもらった店を検索すると、ちょうど近くにある。

　俺は途中でアイスを買って、かじりながら歩いて行った。

「あれ」

　しばらく進んでいくと、前方に見慣れた人影があった。店頭に雑多に並んでいる機器を熱心に覗のぞき込んでいる二人組だ。俺が真後ろに立っても全く気が付いていない。二人でよくわからない単語をこねくり回して、あれこれ唸うなっている。

「セロー、クリス」

　俺が名を呼ぶと、二人ともようやく俺に気が付いた。

「お？」

「あれ、ハルさん」

「デートの邪じや魔まだったかな」

　アイスを舐なめながら言うと、セローは笑いながらクリスの肩に腕を回し、クリスは嫌いやそうにむっと頰ほおを膨ふくらませていた。

「デートじゃありません」

「あっさり否定されると傷つくんだけど」

「セローさん、そんなこと言ってレナさんにもちょっかいだしてるじゃないですか。リサさんに言いつけますよ？」

「仕事場が男だらけで辛いんだよ。意地悪言わないでほしいなあ」

　セローとクリスはどっちも理系人間のせいか、共通の話題が多いらしくて割と仲がいい。

「けど、一いつ緒しよに買い物って、よく来るのか？」

「お前こそ、アイス食べながらぶらぶら買い物って柄がらじゃないだろ」

　セローは言って、俺おれの手からアイスをもぎ取り、遠えん慮りよなくかじって、クリスに渡す。

　クリスはやや目を白黒させた後、ちょっと楽しそうにひとかじりした。

「仕事が早く上がったからさ。たまにはいいかなって思って。オフィスのパソコンもいい加減古いし」

「全く同じような話を今さっき二人でしてたよ。たまたまここで会ったんだ。まあ、俺はリサとレナさんのお供なんだけどな」

「あの二人もいるのか？」

「家具やらなんやらを見に来たんだと。住宅支し援えんプロジェクトのほうで、家具付きのほうが助かるみたいな意見が多くてな。ただ、どっちも買い物が嫌きらいじゃないタイプだから、辟へき易えきしてこっそり逃げてきた」

「……ご苦労様」

　俺は言って、クリスから受け取っただいぶ減ったアイスのコーンをかじった。

「それで、ハルさん、パソコン買うんですか？」

「ん」

　と、クリスを見ると、クリスは飼い主が手に持つボールを見る犬のような目になっている。

　そういえば、四年前は教会のクリスの部屋は妙な機器でいっぱいだった。

「ど、どんなの希望ですか？　私が見み繕つくろって──」

「ずるいぞクリス。おいハル、俺がゼロから組んでやる。たんぱく質構造決定ソフトウェアがぎゅんぎゅん動くようなものをだな──」

「ハルさんはそんなもの使いません！　私なら投とう資しに最適なものを組めます。セローさんは古めかしい真空管でもいじってればいいんですよ」

「なにを──」

　俺そっちのけであれやこれや言い争い始めた二人をよそに、俺は端たん末まつを取り出してリサにメールする。クラプトンスクエアにいるなら、一緒に夕飯でもどうだ、と。

　送信すると、あら珍しいわね、なんて返ってくる。

　待ち合わせ場所を決めて、俺は端末をしまってからこう言った。

「それより、晩飯はなにがいいかな」

「「カレー！」」

　声が揃そろった理由は、手軽でおいしくて、ついでに辛さで目が覚めるから、とのことだった。







　以前マルコと一いつ緒しよに行ったインド料理店で食事をした後、クラプトンスクエアの大ホールが見下ろせるカフェテラスに来た。セローが仕事の電話で席を外していたので、俺おれがみんなの分の注文をカウンターまで取りに行こうとしたら、クリスがくっついてきた。

「なんか、こういうのすごい久しぶりですね」

「ん？　そうかな」

　俺は答えてから、さらに続けた。

「いや、そうか。なにせ、自由に生きるんだって言って飛び出して、なかなか帰ってこない奴がいるからな」

「うっ……だ、だって忙しくて……」

「仕事の楽しさはわかるよ。リサは何度言っても理解してくれないんだが」

「……ハルさんは、私の味方なんですか、敵なんですか」

「ポジション的には敵」

「じゃあ敵です。にっくき敵です」

　クリスはわざとらしくむくれるように言ってから、はあー、とため息をついた。

「聞きましたよ。うちから借りたあのお金で、危険な取引してるって」

「……秘密厳守だって言ったんだけどな」

「秘密厳守ですけど、うちのチームにだけその話が来たんです」

「ん？」

　俺はその言葉の意味が分からず聞き返すと、クリスは俺のことをちょっと恨うらむような目で見ていた。

「ここしばらくまた忙しかったのはハルさんのせいです。ハルさんが妙なことしているせいで、うちのリスク管理が実は計算間ま違ちがいなんじゃないかって再計算させられてたんですよ。ようやく今日解放されたんです」

「それはいいことだ。俺の正しさに気が付いたかな」

「もうっ、ハルさんの意地悪！」

　クリスはべっと舌を出して、注文の品を受け取ると、さっさと歩いて行ってしまう。

　人の命よりも重い金額を賭かけた戦いの相手方なのに、外で会えばこんなふうに過ごすことができる。俺たちは虚きよ業ぎように身をやつしているんだな、としみじみ思う。

　俺は苦笑いしながらテーブルに戻り、リサとレナが、「？」と首を傾かしげていた。

　そんなことをしていると、ちょうど大ホールでちょっとしたイルミネーションの演出が始まった。観光客向けのもので、話には聞いたことがあったが思ったより派手だった。

　月面では実施されたことがないが、多分、花火というやつに似ているのだと思う。

　クリスとレナは飲み物を手に、そろって見やすい手すり沿いに行ってしまう。

　残ったのは、こういうところでは面めん倒どうくさがりの二人だけだ。

「で、良い家具は見つかったのかな」

「うーん、ぼちぼち？」

　リサはアイスカフェオレを飲みながら、そんなことを言う。シスター服も着ていないので、そうしているとまるっきり普通の、オフを楽しむ大人の女性だった。

「あ、そう言えば、手作り家具の店でハルのお父さんの作品観みたわ」

「うっ……」

「うっ、てなによ。さすがいい造りだったし、あなたがここまで育ったのは御両親のおかげよね？」

　わざとらしい説教に俺おれは子供のようにむくれ、ソーダをすする。

「きちんと実家に帰ってる？」

　そして、そんな言葉だけ、なぜか気軽な口調で言ってくるのだ。

　リサはずるい。大人の会話では、とてもかなわない。

「……あんまり」

「なるべく帰りなさいな。せっかく帰りやすい月面にあるんだから」

「わかってるよ……」

「そう言って、クリスは教会に帰ってこないんだけどね」

　リサは呆あきれるように言って、大ホールの天井いっぱいに広がるイルミネーションに目を細めていた。

「帰る場所があるのなら、なるべく帰ったほうがいい。おばさんの意見」

「……その理屈だと、リサも地球に帰ることになるよな？」

　俺の言葉に、リサは視線を俺に戻して、挑戦的な笑みを浮かべた。

「ここが私の居場所よ。そして、大事な人たちが羽を休めに帰ってくる場所」

　そんな台詞せりふだけは、さすがのリサも少し恥ずかしそうに。インド料理店でなんとかいうきつそうな酒を飲んでいたので、ちょっと酔よっているのかもしれない。

　それでも、俺はリサのそんな言葉を受け取って、視線を賑にぎやかなイルミネーションの演出に向ける。

「そのとおりかもな」

「あら、珍しく素直ね」

　手すり沿いに身を乗り出す勢いで楽しんでいるレナやクリス、それにようやく電話が終わったのか、そこに合流してはしゃぐセローを見ながら、俺は言った。

「俺たちがこうしていられるのって、リサが意地でもこんな月面に教会を構えてるからだろ」

　リサが俺のことを見つめているのがわかったが、俺はそちらを見なかった。

「ふふ。そうね。意地かもしれない」

「すごく、感謝してる」

　俺おれが早口に挟んだ言葉に、リサはうつむき、笑っているようだった。

「ハルにそう言われると、からかわれているみたい」

「……冗談じゃない」

「わかってるわよ。でも、急になんでかしら」

　リサは小さく言って、カフェオレを飲む。

　俺は、目を閉じて、瞼まぶたの向こうからでもわかる光のシャワーを浴びながら言った。

「今、なんの障害もないんだよ」

「うん？」

「全力で前に進んでる。うまくいっているかどうかはわからないけどな。馬ば鹿かげた賭かけだってみんなに言われている。でも、俺は俺の信念に従って、やりたかったことに向かって突き進めてる。八年前だったら、それは俺一人の力なんだろうなって思った。けど」

「けど」

　リサは今にも笑い出しそうな調子で、繰くり返す。

　俺は、目を開けて、言った。

「そうじゃない」

「うん」

　賢かしこいリサは、優しく続けた。

「それで？」

　教会の聖堂で、リサは人の悩みと苦しみを受け止めている。リサの顔はそういう時のリサのものだった。

　俺はなんの障害もなく夢に突き進み、時には仲間とこんな楽しい時間を過ごすこともできる。それをどれだけリサに感謝したってし足りない。この関係を維持できているのは間ま違ちがいなくリサのおかげだ。

　だが、俺がこの幸運を享きよう受じゆすればするほど、重い物が胸の奥に溜たまっていく。

　イルミネーションがすごければすごいほど、テーブルの影が濃こくなるように。

　俺は、言った。

「ハガナは、もしかしたら一人かもしれない」

「そうね」

　リサはその言葉を予期していたように、柔らかい笑顔のまま、俺の言葉を受け止めた。

　そして、アイスカフェオレの中身を軽くストローでかき混ぜてから、続けた。

「でも、少なくともそうやって案じてくれている人がいる。ハガナはそのことがわかってるはず」

　リサは言いながら、テーブルの上の俺の手に、自分の手を重ねてきた。

「だから、あなたは自分を責める必要なんてない。あなたは十分自分を責めた。それは、私だけでなく、多くの人が知っている」

　こんな慰なぐさめの言葉を引きだそうとすることは、甘えだとは分かっている。

　けれど、俺おれはリサの手を握り返し、うなずいて、答えた。

「ありがとう」

「その言葉が言えるなら、きっとあなたの先に道は開けている」

　リサは笑い、しかし、俺から手を離はなさず、視線だけを下げた。

「とはいえ、私も思う。ここにハガナがいてくれたらって。だから、私はもっと頑張ろうと思う。ハガナがここに帰ってくるまで、私はできる限りここを綺き麗れいに、楽しく、温かく保つ。あの子が帰ってきた時に、ほっと笑えるような場所に」

　リサは、どこまでもリサらしい。

「できるよ。八年前、あんなひどい失敗をしてすら、リサは俺をつなぎ留とめてくれたんだ」

「私だけじゃない。みんなの力。でも、そうね。私も願うわ」

　リサは顔を上げ、イルミネーションに目を細める。

「この楽しい時間が、ずっと続きますように」

　最後にひときわ大きな光が散らばり、余よ韻いんを残して演出は終わった。

　クリスとレナは名残なごり惜おしそうにしていたが、ほかの客たちはぞろぞろと席に戻っていく。

　やがて二人も諦あきらめて戻って来たが、相当テンションが上がっていたのか、疲れ切っている感じなのに清々しそうだった。

「すごかったわね」

「すっっっごく綺麗でした！　リサさん、きちんと見てました？」

「ここからでも十分」

「あんなことやってるなんて知りませんでした。アバロンがあった頃ころは電気代がとても高かったですし」

「そうね。つまり、あれはハルやレナさんやクリスのおかげかしら」

「俺も協力したんだぜ？」

「えー？」

　リサの意地悪そうな一言に、セローだけが苦い顔をして、皆が笑う。

　こんな時間が続けばいい。永遠にとは言わない。せめて、ハガナが戻ってくるまでは。

　俺はそんなことを思い、明日があるからと腰を上げ始めた面子メンツに従って席を立つ。

　端たん末まつが着信で震ふるえたのは、そんな折りのことだった。

「……ガザニカから？　……もしもし？」

　俺が手にしていた飲み終わったコップは、リサが気を利かして受け取ってくれた。

　雑談しながら帰き途とにつく皆の後からついていこうとして、俺は足が止まった。

「え？」

　強く聞き返したからかもしれない。リサがふとこちらを振ふり返った。

　永遠に続けばいいこの時間。

　だが、ずっと続く夢はない。

『なにが起こるか現時点では予測できない。君の力が必要かもしれない』

　通話口の先で、ガザニカが吠えている。

『ああ、私は馬ば鹿かだった。警告はあった。あったんだ……』

　悔やむ声を聴きながら、前方にいるクリスたちが、ホールの下のほうを指差していた。

　俺おれも視線を向ければ、そこには巨大なプロジェクターが置かれている。

　人々もそこに集まって、あるいは端たん末まつを取り出して画面を呼び出していた。

「もう一度言ってください。一体なにがあったんですか？」

　俺は聞き返すが、ガザニカは通話口の向こうで、スタッフか誰だれかに大声で指示を出している。

　蜂はちの巣の現物を見たことはないが、蜂の巣をつついたような騒さわぎ、というやつなのだろう。

　ガザニカは受話器を持ちかえたらしく、がた、がたがた、と音がする。

　そして、短くこう言った。

『医い療りようレポートだ。今日付けの科学雑誌に掲けい載さいされた論文が飛び火したんだ。ネットは大騒ぎ。大手報道各社も取り上げたせいで、地球の各国外務省が緊きん急きゆうの共同声明を出した。月面への渡航には危険が伴うと！』

「は？」

『何年か前にもあっただろう。長い年月を月面で過ごしすぎると、地球に帰れなくなる。そういう医療レポートが発表されたんだ。私の元にも警告が来ていたのに、もっと調べておけばっ……！』

「低……重力症……」

　俺は呟き、記き憶おくが蘇よみがえる。五年か六年前、月面で話題になったことだ。だが、あれは結局、反論が出て沙さ汰たやみになったのでは。

　そして、ふと、その反論を出したのはどこだったかと考える。

　俺は、ものすごく嫌いやな予感がした。

『地球は大騒ぎだし、軌き道どうエレベーターのある港はすでにもっと大騒ぎだ。問題が経済に飛び火しかねない』

「ち、ちょっと待ってください。昔もそういう話がありましたよね？　でも、なぜ今いま更さらそれが騒ぎに？」

　俺の質問に、ガザニカは唸うなった。

『論文を発表した学者たちが連名で声明を出したからだ』

「声明？」

『エメラルドインダストリーが、都合の悪い事実を揉もみ消していたんだ！』

　ここでは、誰かが誰かに噓うそをつく。

　俺おれは、目を閉じて、歯を食いしばったのだった。







　ほどなく月面はパニックに陥おちいった。

　群れる群衆を映し出すテレビは、四年前のアバロンの騒さわぎを彷ほう彿ふつとさせた。あの時はアバロンの本社前での騒ぎだったが、今回はエメラルドインダストリーのロゴが光り輝かがやく、軌き道どうエレベーターがある宇宙港だった。

　医い療りようレポートの中身のみならず、長い年月に渡ってエメラルドインダストリーが都合の悪い研究結果をひねりつぶしてきたという告発のせいで、余計に混乱が起こっていた。

　なにせ、月面から地球に行くには当のエメラルドインダストリーの管理する軌道エレベーターに乗らなければならないのだ。

　ここぞとばかりに巨人を糾きゆう弾だんする連中と、保安管理を司つかさどる役所からの下した請うけ警備会社と、一刻も早く地球に戻りたい群衆の三つ巴どもえが繰くり広げられていた。

　一方、ガザニカから連絡があった俺は、月面行政府ビルに向かったがてんやわんやでどうにもならず、結局オフィスに戻って情報を収集した。

　とはいえ、月面の市し場じようは閉まっている時刻だったし、情報の発信源は地球だったために、できることなど限られていた。せいぜいがレポートの中身を調べ、深夜まで地球の市場の動向を追いかける程度だった。幸いなのは、レポートの中身は騒ぎの大きさに比べ、深刻さはともかくそこまで緊きん急きゆう性せいの高い物とも思えなかったことだろう。せいぜい、高こう齢れいの人間で長期間月面にいる人間は、なるべく早くに月面を離はなれたほうがいい、という程度だったのだ。

　なので、その後はファンドにかかってくる電話への対応で時間は過ぎていった。

　そして、仮眠から目が覚めると、つけっぱなしだったディスプレイで、件くだんの軌道エレベーターの映像というわけだ。

「今……何時だ……？」

「とっくに市場は開いてますよ」

　マルコはそう言って、危うい目つきでディスプレイを睨にらんでいる。どうやら寝ていないらしい。

「月面の市場、いったん寄り付きました」

「くあ……あふ。どれくらい下がった？」

「二．七％安です。あ……でも、ずるずる下がってます。二．八％……二．九％……」

「今年最大の下げ幅か……」

　俺はマウスを操あやつり、開きっぱなしだった各種サイトやニュースソースを呼び出す。

「これ、どうなるんですか？」

　マルコが聞いてくる。

　まさか、未来の株かぶ価かのことを聞いているわけでもないだろう。

　俺おれが次々画面を見ていくと、軌き道どうエレベーターのチケットが、オークションサイトで正規の値段の十倍を超えていた。ファーストクラスは元々の値段が高いせいもあって、一枚百万ムールを突破している。

　買う奴がいるのだ。

　俺には、信じがたい。

「純金の価格も上がってるな……まるで戦争でも起きたみたいだ」

「国こく債さいも猛もう烈れつに買われてますね。資金がリスク資産から逃とう避ひしてるみたいです」

「市し場じようは典型的なパニック模様か……。ただ、典型的すぎるな。すぐ戻る気もするが。先物はどうなってる？」

「……あれ、本当だ……ちょっとずつ買いが入ってます」

「昼すぎには下げ止まるだろ。明日には反発しそうだな」

「そう、なりますかね？」

「医い療りようレポートの中身を見たろ？　疫えき病びようみたいな話じゃない。みんな一時的にパニックになってるだけだ」

　俺は住宅市場も見てみる。軌道エレベーター前があんな騒さわぎでも一応営業しているらしい。不動産会社がネットに流す物件情報などをまとめたデータは、昨日とあまり変わらない値段を示していた。

「しかし、ガザニカも相当慌ててたんだな」

　俺は椅い子すの背もたれに体を預けながら、固い床の上で寝ていたので痛む体の節々を伸ばしながら言った。

「昨日はまるで月面が沈むかのような言い方だったから」

「そりゃあ……実際パニックの中心地にいると、そう思えたんじゃないですか？　それに、僕ぼくもしばらく気が気じゃなかったですよ。ハルさんは寝てたからわからないでしょうけど、軌道エレベーター周辺は暴動寸前にもなったんですよ」

「まあ、そこは否定しないが……軌道エレベーターは動いているし、疫病の類たぐいでもない。今すぐ地球に戻らないと死ぬというわけではないんだ。パニックは収束し、経済はこのまま回る。すぐに落ち着くと思うが……勉強になるところもあった」

「勉強？」

「いざなにかしようと思っても、俺たちができるのは数字の動きを眺めるだけか」

「……本当になにか起きた時は、ちょっと不安ですよね」

　互いに月面生まれのせいなのか、それとも根っから金かね儲もうけにしか興味がないのか、市場が崩ほう壊かいしない、とわかったら緊きん迫ぱく感かんもなくなっていた。一方、ディスプレイでは軌道エレベーターのチケットに群がる必死な人々の列が映し出されている。ついに長さは二ｋｍを超え、推定で一万六千人が並んでいるらしい。

「軌き道どうエレベーターも考え物だな」

「これって……いざなにかあった時に、すぐには皆月面から離はなれられないってことですよね」

「ああ。頭では分かっていたが、実際に見ると、怖いものがあるな」

　こういう行列を白黒の映像で見たことがある。地球でもまだ未開の地のほうが多く、今よりももっと素朴で野蛮だった時代のものだ。

　文明はあれから進歩したはずなのに、夢の国に住む者は現実に戻るにも大金を支払い、行列に並ばなくてはならないらしい。

「ネットを見ると、どうも金持ちから順に逃げてるみたいですよ」

「一生分稼かせいだ奴は、あえてここにいる理由もないからか……。それに、チケットの値段が最低でも十万ムール超えてるんだろ？　むき出しの資本主義だ」

「こんな人の数、どうするんだろ」

　マルコはぽつりと呟いて、かかってきた電話に出ていた。

　俺おれも、そう思う。

　ただ、彼らには帰る場所があるが、俺やマルコといった月面生まれには、こここそが帰る場所なのだ。きな臭い医い療りようレポートが発表されたからといって、泡を食って逃げ出す人々を見ていると、冷ややかな感情が湧き起こってくる。

　帰りたければ帰ればいい、と。

　俺は、そんなことを思う自分に少し驚おどろいてしまう。

　郷土愛？

　前ぜん人じん未み踏とうの地を目指し、火星のパネル写真をオフィスに貼はっている俺は、その単語に思い至って小さく苦笑した。

「ハルさん、プロテクションの件なんですけど」

「……こんな時にも商売熱心だな……って俺らが言えた義理じゃないか。誰だれがなんの用だ？」

「ハラルド・ブロスです。ちょっと、やな感じです」

「やな感じ」

　俺はその単語を繰くり返し、首を傾かしげる。机の引き出しを開けて、朝食代わりの間食用のシリアルバーを取り出した。

「ハラルド・ブロスが、プロテクションのリスクを負いたい投とう資し家かを何社か集めて、まとめてプロテクションを都合つけてくれるって話だったんですけど」

「ああ。いくらだったか。三千万？」

「それを、二割増しでどうだって」

　俺は、シリアルバーをかじり、水がないことに顔をしかめた。

「吹っかけてきたな。どこかが参入してきたのか」

「ドクターが資金を都合したんじゃ」

「あの状態からじゃ絶対に無理だ。誰だれだ。どこかのファンドか？　それともどこか目め端はしの利く投とう資し銀行のトレード部門か……？　なんにせよ、この混乱で不動産相そう場ばに影えい響きようが出ると踏ふんだのか……」

「短期的にはともかく、長期の影響はあるでしょうね。家は何年も建ってるものですから」

「確かに、軌き道どうエレベーターに並んでるのは観光客ばかりじゃない。この都市の人間たちもいるみたいだしな」

「彼らの住んでいた家は空き家になるので、売りに出されるか、賃ちん貸たいに回されるってことでは」

「ううん……けど、どうせすぐ帰ってくるんじゃないか？　株かぶ式しき市し場じようの底が抜けていないのも、月面から逃げ出す連中が、月面市場の株式を全部売り払っていないからだろ。それに、不動産がそんなにすぐ売れるとも思えない」

「あ、確かにそうですね……」

「実際、不動産相場はぴくりともしていないし、発想が安直じゃないか？　しかも、ハラルド・ブロスがそこまで強気になるってことは、多分、三千万ムール分の支払いに対抗馬が出てきたってことだろう。金額から言って、絶対、脊せき髄ずい反射での買いではない。考える頭を持った場所が参入してきたはずだ」

　俺おれは少し考える。

　そして、すぐにこう言った。

「保留だ」

「保留？」

「町を見てくる。投資の際の鉄則だ」

「……そのまま地球に向かわないでくださいね」

「ここが俺の住すみ処かだよ」

　マルコの軽口に応こたえ、俺は外に出た。

　どこかの誰かがプロテクションを買い始めた。

　それは良い兆候であるとともに、うかうかしていられなくなったということでもあった。







　ニュートンシティは不気味な静けさだった。

　人がいないわけではないが、その数はいつもの半分以下で、セントラルステーションもすかすかだった。クラプトンスクエアにつながる通路も床が見える。俺はそれで初めて、床にも広告があったことに気が付いた。

　浪費と顕けん示じの巣であったクラプトンスクエアは、ショップが開く前の早朝のような雰囲気だった。長期間住んでいると地球に帰れなくなる、なんて言われたら、買い物に現うつつを抜かす気もなくなるのかもしれない。

　店を開いている者たちも、店内のディスプレイか自分の端たん末まつを覗のぞき込んでいる。ほとんどが地球移民だろうから、自分の働く年数と給与を考えて、いつごろ地球に帰るべきか思案しているように見えた。

　そんな俺おれの視界に最初に入ったのは、例の手の甲こうにまで毛の生えた男、ダンが率いる不動産ローンを専門に扱う会社の出張所だ。今日もブースは出ていたが、誰だれも客はついていなかった。

　そもそも通行人が少なく、俺がじろじろ見ていると、浮うわついた雰囲気の社員が、はっと俺の視線に気が付いてぎこちない笑みを向けてきた。

　どうやら、愛想を振ふりまくより、隣となりの店てん舗ぽ内にあるディスプレイで流れているニュースが気になるらしい。さすがにブースで端末を覗き込むわけにもいかないのだろう。

　そんなクラプトンスクエアで唯ゆい一いつ、人が群がっていたのが、地球への旅行を取り扱う代理店と、月生まれの人間向けの地球移住案内を取り扱う店舗だった。

　ほかにもいくつかの不動産会社を巡めぐり、閑かん古こ鳥どりを確かく認にんする。

　ただ、俺はそれらの店を見た後、露ろ店てんでアイスを買って、舐なめながら休きゆう憩けい用の椅い子すに腰かけた。バイト店員はやはり端末でニュースを見ているし、ホールの下の大広場では、巨大ディスプレイを眺めているスーツ姿の者たちも多かった。

　なんだか、街全体で、人生プランを考え直しているようにも見えた。

　馬ば鹿からしい、と俺は思う。

　投とう資しの世界が厳しい最大の理由は、予測というものがなかなか役に立たないからだ。それは短期でも長期でも変わらない。投資を少し触さわってみた人間ほど、短期より長期のほうが予測しやすいと考える。だが、どんな国のいつの年代であろうと、十年も経たてば主要な企業は入れ替わり、三十年経つとかなり優秀な企業でもほとんどが姿を消す。誰が生き残るかを事前に予測することは、非常に難しい。

　とすると、労働者の人生が勤めている会社の変へん遷せんよりも簡単に翻ほん弄ろうされるのであれば、そもそも人生プランというものは株かぶ式しきの長期投資を検討するよりも不確実なこととなる。

　だから、俺は、目の前の様子は、高血圧や生活習慣病のテレビ特集を見て、食生活を見直そうと決意するのと変わらない現象だ、と思う。

　つまり、一時的なものだと。

　ただ、プロテクションに参入してくる奴らは、もう少し考える頭を持っているはずだ。なにせ、今回のことで月面経済が揺ゆらぐかもしれない、なんて場当たり的なことを考えるような輩やからであれば、わざわざプロテクションなんて複雑な商品には手を出さないと思えたからだ。

　株式の先物を売るか、将来の値下がりに賭かけるプットオプションを買えばいい。そちらのほうがわかりやすく、なじみがあり、リターンとリスクを計量しやすいはずだ。

　つまり、金きん融ゆう商品の中ではマイナーなプロテクションをあえて選んだということは、なにか根拠があって手を出してきたのではと思うのだ。そして、そうなると、その誰だれかは今まではそれほど悲観的でなかったのに、不動産相そう場ばに直結するプロテクションの購こう入にゆうを考えるに足る、なんらかの理由を見つけたことになる。

　それも、おそらくは、昨日、今日の状況を俯ふ瞰かんしてのことだ。

　でも、その理由とはなにか？

　一万六千人の人間が行列を作って月面から脱出しているのを見て、家が大量に売りに出る、と考えるのだろうか。でも、やはりそんな安易な発想と、プロテクションへ大金を投じる行動がうまく合致しない。なにせ、軌き道どうエレベーターに並ぶ一万六千人は、予定を切り上げて帰ろうとする一時滞在者や旅行者が圧倒的多数を占めるはずなのだ。

　そもそも、一万六千人を並べた映像は確かに壮観だが、月面人口の公式統計では月面人口は百万人を優に超している。あそこに並んでいるのは、せいぜい一％ちょっとの人口でしかない。

　しかも、大半が旅行者や一時滞在者とくれば、あの行列の中で、月面に家を持っていて、なおかつもう二度と月面には帰らないと即座に誓って不動産の売却を行うような人間がどれくらいいるのだろうか。

　なにより、仮に地球に逃げるのだとしても、売却はためらうのではないか。

　なにせ、月面の不動産は上がりっぱなしだったのだ。自分が地球に帰ってもその後も値上がりは続けるだろう、と期待するのが人情ではないだろうか。

　それに、行列に並ぶ人間と、家を売りに出す、という行為がそもそもそぐわなかった。

　今、あそこに並んでいるのはパニックになって並んでいる奴らばかりだろう。そんな奴らが、手続きが面めん倒どうな不動産の売却を今すぐしようと思うだろうか。不動産会社に電話をかけて、ローンを所有している銀行に連絡をして、なんてことをやっている間に、冷静になりそうなものだ。

「うー……む……」

　やはり、腑ふに落ちない。とはいえ、ハラルド・ブロスがプロテクションに二割増しの上乗せを求めていることは、看過できない。おそらく、この先別のところで買うにも、似たようなことが予測される。値上げを受け入れつつも買い求めるのであれば、なにか確たる理由が欲しい。

　単にライバルが現れたから高値で買う、というのは、投とう資しで最も避さけるべき行為だ。

　その理由は、オークションハウスが成立する理由でもある。人には、他人と競争させられると、不合理なまでに高値を支払う傾向がある。

　俺は考えながら、再びクラプトンスクエアを歩こうかと腰を上げようとして、端たん末まつへの着信に気が付いた。

　見れば、リサからだった。

「もしもし？」

『あ、ハル？　仕事中に悪いわね』

「いや……考え事してただけだから別に」

『考え事？　あら』

　やや意外そうな声を出しているが、俺おれがなにを考えているか知ったら、きっと説教したくて仕方がないような顔をするだろう。

「で？　なんの用だ？　地球に帰るのか？」

『帰らないわよ。でも、そうね、そういう話』

「ん」

　と、俺は端たん末まつを持ちかえ、椅い子すに座りなおす。

「なんか、言いにくそうな感じだな」

『まあね……でも、ハルくらいしか相談する先がなくって』

「俺にできることなら」

『あの、ね』

　リサは口ごもり、言った。

『お金を貸してほしいの』

　実はハルのことが好きだったの、と言われても、ここまで驚おどろかなかったかもしれない。

「え？　金、を？」

『そう』

　俺は言葉に詰つまり、何度かまばたきをして、聞き返した。

「えっと……いくら？」

『百万ムール』

　わけがわからない。それとも、またなにかトラブルに巻き込まれているのか？　だが、八年前のあの時でさえ、リサはお金のことではどこまでも自分でどうにかしようとした。

　俺が二の句が継げないでいると、リサは、少し自じ嘲ちよう気味にこう言った。

『驚くわよね』

「それは……まあ……」

『でも、すぐ貸してほしいの。返す当ては……一応、あるって』

「一応ってなんだよ」

　話が自分の分野のことなので、つい口調がきつくなる。

「悪い……。けど、百万ムールは俺にとっても安くない金だ」

『わかってる。でも、すぐ必要なのよ』

「……なにに使うんだ？」

　リサは言いよどむが、そこで口をつぐむくらいなら、そもそも電話をしてこない。

『軌き道どうエレベーターのチケット代。医い療りようレポートに該がい当とうする、年ねん齢れいの高い人を家族に持つ人から懇こん願がんされたの』

　俺の頭の中で、言葉が空転する。リサはその間かん隙げきを埋めるように、慌てて言った。

『でも、今、軌き道どうエレベーターのチケット代は高こう騰とうしているでしょ？　このまま待ってても値段が安くなるかわからないし、ガザニカさんの話では、これ以上の混乱を避さけるために一時、輸送を停止するかもしれないって。そうなったら、ますます大変なことになる』

　俺おれは、呆あきれのため息が出ないように、必死にこらえながら、言った。

「……今がパニック状態だってわかってるよな？　多分、来年の今いま頃ごろは、こんなことあったな、とか言って、あのレポートの中身を前提にしたサイクルが確立されて、軌道エレベーターの料金も元に戻ってるよ」

『そういう説明を、しなかったと思う？』

　リサの言葉は、鋭い。

　俺は、黙だまった。

『みんながみんな、ハルほど賢かしこくないし、冷静でもない。特に、身内が危ないかもって思った人はなおさら。放っておいたら、どこからお金を借りるかわかったものじゃないのよ。借金の性質で人々がどういう目に遭あうか、私たちはよく知っているはずでしょう？』

　リサはそう言うが、リサの元に駆かけこんでいる人々がどういう人間か、俺は嫌いやでも勝手に想像してしまう。

　ステレオタイプな馬ば鹿かな金持ちというのは事実存在するが、貧しい人間にもまた、ステレオタイプがおおまかには当てはまる。きちんと状況を認にん識しきできて、適切な判断力を持っているようであれば、そもそも貧困の罠わなから脱出できる可能性が高いからだ。

　俺は、八年前、今のリサと似たような立場を背負い、バートンの元に向かった時のことを思いだす。バートンはにべもなく俺の借金の申し出を断った。

　かつてはそれを冷たいと思ったが、いざ自分がバートンと同じ立場になってみたら、俺は彼と百％同じ反応を示していた。金はそんなに安い物ではない。稚ち拙せつな判断と呆れるほどの視野の狭さに費やされていいような代しろ物ものではない。

　でも、俺の顔が歪ゆがんだのは、安易な考えでリサの元に駆け込んだ連中への怒りよりも、自分自身への悔しさだ。自分の進む先には大抵、すでにバートンがいる。あの男は偉大だった。

　こういうところで、つくづくそう思わされる。

『ハル……無理を言っているのはわかっている。でも』

「でも、無理だ」

『……返さないと言っているわけじゃないの』

「とはいえ、その間に資本が固定される。それは損失と同じだ。自分が冷たいことを言っているのはわかっている。でも、そういう判断を取ってこなかったからこそ、俺は今ここに立っているとも言える。リサが俺に言ったのと同じことだ。みんながみんな、リサのように振ふる舞まえるわけじゃない」

　俺は血を吐くような思いでそう言った。

　リサにもそれが伝わったのか、帰ってきたのは怒りでも蔑さげすみでもなく、沈ちん黙もくだった。

「それに……そいつら、なんの仕事をしているんだ？　きちんと定職についているのか？」

『それ……は……』

　ついていないのだ。そういう奴らだからこそ、容易にパニックに飲み込まれる。

「収入は？　資産はあるか？　返す意思だけじゃ、金は返せない」

　Ｎｏ、Ｉｎｃｏｍｅ、Ｎｏ、Ｊｏｂ、ａｎｄ、ＡｓｓｅｔのＮＩＮＪＡはしょせんＮＩＮＪＡだ。東洋の神秘が生み出した想像上の生き物に過ぎない。

　もしもそいつが運良く値上がりした不動産でも持っていたなら、話は別だが──。

　俺はそこまで考えて、気が付いた。

　もしもそいつが、運良く値上がりした不動産でも持っていたなら？

「そういう、ことか？」

『え？』

　リサに聞き返され、俺は我に返る。

「いや、こっちの話だ。それと、ちょっと聞きたいんだが」

『なに？』

「もしかして、資産はあるんじゃないのか？」

『そう。ある。でも、私はそれを担たん保ぽに差し出させるのが、本当にいいことなのかどうか……』

「家だろ」

『っ……ハル？』

「そうか。そうだな。これまでもそうだったんだ。今回もまた、そうだろうな」

　クレジットカードローンの焦こげ付きを支払うにはどうしていたか。車のローンに行き詰づまった時はどうしていたか。そもそも、不動産ローンですら行き詰まった時に頼たよる方法はなんだったか。

　普通の生活を営んでいて、十万ムールもの貯金を持っている人間はなかなかいない。稼かせいでいる人間は稼いでいるなりに使うし、使わない奴は投とう資しという形で現金のままにしておかない。

　だとしたら、いざという時にはそうせざるを得ない。

　持っている物を、売り渡さなければならないのだ。

『ハル。その人たちもあれこれ手を打ってみたのよ。でも、家なんてすぐに売れる物じゃないし……』

　俺は、思考が現実に戻る。

「どこか……そうだな、二流の銀行に行くんだ。それで、資産を担保に金を借りたいって言えばいい。買った時より値上がりしているなら、チケット代くらいは即座に貸してくれる」

『でも、ハル……彼らがようやく手に入れた家を、そんな……』

「今のうちに手放しておいたほうがいい、という理屈もある」

『え？』

「リサ、そもそもそいつらがどうして家を買えたか、考えたことあるか？」

『えっ……』

　ないのだ。

「収入もなく、仕事もなく、資産もない。その頭文字を取って、ＮＩＮＪＡローンってのがある。そういうローンの術を使って買った家なんだよ。そこに、なにか道義的な責任を感じる必要があるかな」

『それは……』

「俺おれにできるのは、ここまでだ。恨うらんでくれてもいい」

『恨むなんて……でも、ハル、その話』

「本当だ。そして、この話にこそ」

　俺はそこまで言って、目を閉じた。

「すべてを賭かけてるんだ」

『……わかった。そうしてみる』

「二流の銀行だ。マルコに電話をして、不動産投とう資しに積極的な銀行を教えてくれって言えば教えてくれる。俺はちょっとやることができた」

『……急なことで、ごめん。それに、ハルのことも考えず』

「いいよ、それに、多分今の電話は大金に直結する」

『……なら、その儲もうけを請せい求きゆうしようかしら』

「構わない。切るぞ」

『ありがとう』

　俺はその言葉を聞き終わった瞬しゆん間かんに通話を切り、思考を巡めぐらせる。

　百万ムールというからには、複数人、似たようなことを考えている奴らがいるはずだ。

　もしもこれが一部の人間の反応でないとしたら。これが一部の人間の反応ではない、と複数の相そう場ば関係者が考えたとしたら。

　そして、その考えが正しいのだと判断できる、なんらかの根拠が存在するのだとしたら。

　俺の投資のスタンスは、見て、聞いて、調べること。

　俺は端たん末まつで番号を呼び出して、電話をかけた。

　通話中で何度か弾はじかれたが、四度目でつながった。

『お電話ありがとうございます。こちらニューエイジデベロップメントです。自動音声案内に従ってください』

　そのお決まりの案内に従い、俺は家の売却について、を選せん択たくした。

『オペレーターにおつなぎします』

　短いコールの後、おそらくは地球のどこかにある、人件費が安い貧しい国に建設されたコールセンターにつながった。

『お電話ありがとうございます。ご用件を承うけたまわります』

「ちょっと、家の売却の件で相談したいことがあるんですけど」

『……申し訳ありません。ただいま当社では物件の売買については受け付けておりません』

「受け付けてない？」

『先日、地球で発表されたニュースの影えい響きようで、一部業務を停止させていただいております。ローンについてのご相談は別の窓口で承っております。売買業務は近日中に再開いたしますが、現在のところ──』

「わかりました。ありがとうございます」

　俺おれは電話を切り、端たん末まつの角を嚙かんで考えてから、もう一度ニューエイジデベロップメントに電話をする。つながらない。今度は六度目でつながった。今度も自動音声案内に従ったが、進む先を変えていた。

『お電話ありがとうございます。ご用件を承ります』

　プログラムかと思うほど先ほどと同じだが、声がさっきとは違ちがう。

　俺は、こう言った。

「物件の購入を考えているんですけど、今日、こんな感じですけどそちら営業してます？」

『もちろんです。月面のどちらの都市でお考えでしょうか。ご希望の物件等──』

　俺は通話を切った。

　念のため、別の不動産会社にもかけてみた。

　結果は同じだった。売却の電話については、売買は行っていないと説明し、購こう入にゆうについては受け付ける。なぜだ、と考えることすら馬ば鹿か馬鹿しい。売りが殺さつ到とうしているか、この先不動産相そう場ばは下がるかもしれない、と思っているからだ。

　しかし、端末のデータを呼び出し、最新の不動産市況を見ると値段は変わっていない。相場は下がっていない。

　俺は、端末でコツコツと頭を小こ突づく。落ち着いて考えろ。明らかにおかしい。こういう構図をどこかで見たぞ。

「ああ……そうだ」

　思い出した。プロテクションの値付けだ。それに、不動産相場の元データ。

　そういうことか。

　売れなければ、それが本当はいくらなのか誰にもわからない。

　一度値がつけば値下がりを認めなくてはならなくなる。だが、もしもこの騒さわぎが一時的な物だと思っているのなら、売買を行わずに静観していればやがて売りの波は収まってくれる。人々が落ち着けば、値下がりは起こらず、狂乱の日々が帰ってくる……。

　そういう算段なのだろう。

　俺おれはどちらかというと、不動産会社のそういう対応は正しいと思っていた。医い療りようレポートにまつわることは単なるパニックで一時的なことだと思うからだ。

　だが、この電話は矛む盾じゆんするようだが、その逆を示している可能性があった。

　もしも本気で一時的な問題だと思っているのなら、まっとうに売買をするはずだからだ。なにせ、売りが出てくるなら買い叩ける。値が上がると思っているのなら、今こそ買いに出るべきなのだから。

　なぜそうしないのか？　答えは簡単だ。

　不動産業界の連中も、本音では不動産は異常な高値になっていて、ちょっとしたきっかけで崩ほう壊かいすると戦せん々せん恐きよう々きようとしていたのではないか？　だからこそ、あらゆる懸け念ねんを意識の奥底に封じ込めて、不自然なほど能天気だったのではないかと。

　端たん末まつでオークションサイトを見ると、チケット代は十三倍から十四倍で推移している。オフィスで見た時よりも上がっている。軌き道どうエレベーターのチケット売り場に並ぶ人の列は、二．五ｋｍを超えたらしい。

　行列が長くなればなるほど非公式のチケット代金は高くなり、チケットが入手困難になればなるほど、行列は長くなる。すると資金の都合をつけなければならない奴の数は増えるし、家の購こう入にゆうを考えていた人間はキャンセルし、すでに所有している家は大量に売りに出されていく。

　そして、売りに出されたものは、需要と供給の法則に従って、必ず値が下がっていく。

　俺は、胸中で呟く。

　これは、ガンマの罠わなの一種かもしれない。

　救命ボートは確かにそこにある。

　だが、全員で乗れば、当たり前だが沈むのだ。

「いや、待て……待てよ、結論を急ぐな……」

　俺は自分に言い聞かせ、深呼吸をする。

　これはまだ仮説の段階だ。しかも、互いに矛盾する要素を含んでいる。

　それでも、重大な手掛かりはある。

　ニューエイジデベロップメントは、物件の購入は受け付けても、売却については受け付けていない。購入と売却のオペレーターは別々の場所にいるだろうし、同時に両方に電話をかけるような客は滅めつ多たにいないはずだから、しばらく誤ご魔ま化かしがきくだろう。わかっているのは、その真意ではなく、そういう誤魔化しをしているという事実だけだ。

　ただ、俺はアバロンのことを思いだす。あの時、エレノアはこう言った。




　──ここで噓うそをついているということは、もっと別の場所でも噓をついているはずです。




「……よし」

　俺おれは、足をニューエイジデベロップメントのオフィスに向けた。月面の果てまで発電所の有無を確かく認にんしに行ったのだから、このくらいのことは問題にもならない。

　俺はそれでも早足が小走りになり、小走りが最後には全力疾走になっていた。もう何年も走っていなかったので、たどり着くころにはへとへとだった。

　だが、そこにあったものを見た時に、俺は顔が勝手に笑っていた。

　馬ば鹿かだな、と思った。

「まったく……馬鹿だ。大馬鹿だ！」

　俺は、大声で叫んでいた。

　ニューエイジデベロップメントが入っていたオフィス。汚くて猥わい雑ざつで、でも活気に満ちていたそこは灯りが落ちたままだった。ガラス戸には臨時休業の張り紙が張られ、その前で数人のいかにも営業タイプの人間が困こん惑わく顔がおでたむろしていて、どこかに電話を掛けながら俺を見てびっくりしていた。

　もぬけの殻から。

　経営陣と、それに近い連中は逃げたのだ。この月面で最も不動産投とう資しに近い場所で踊り狂っていた連中は、知っていたのだ。月面のあの相そう場ばはすでに異常であり、なにかきっかけがあれば即座に破は綻たんするのだと。

　営業の外面だけなら、どうにかしばらくは誤ご魔ま化かせる。頭を切り落としてもしばらくは生きている蛇へびや昆虫みたいなものだ。世の中の連中がこのことに気が付くには、もう数時間かかるはずだ。出し抜くなら、今しかない。

　俺は端たん末まつで番号を呼び出そうとして、自分の手が震ふるえていることに気が付いた。

「くそ……落ち着けよ……月面の英えい雄ゆうだろっ」

　血気盛んな少年向けのコミックなんかで、こういうシーンがあるな、と顔が勝手に笑ってしまう。自分の右手を押さえ、落ち着け、と繰くり返すシーンだ。

　でも、俺はそれがなんだか嬉うれしかった。

　こんな興奮が、嬉しかった。

　八年前のあの時のように、純粋に投資の真しん髄ずいに身をゆだねていたからだ。

　端末のコール先はハラルド・ブロスの営業担当で、一コール目で出るのがさすがだった。

『あ、お待ちしてましたよ。それで、いかがですか、ご検討──』

「三割増しで文句ないだろ。すべて買う。それと、頼たのみがある」

　俺は、努めてゆっくりと言った。

「ＣＤＯのメザニン債とシニア債のプロテクションも欲しい」

『え……っと？』

　ここだ。この一番だ。四年前、俺はアバロン崩ほう壊かいから直接的な利益は引き出せなかった。

　でも、今、俺おれはアバロンと同じか、それ以上にでかい物の崩ほう壊かいに立ち会っている。

　そして、投とう資しの世界では相そう場ばの崩壊からも利益を引き出すことができる。

　いやしくも投資を生業なりわいにするのであれば、ここに人生のすべてを賭かけるべきだった。

「もちろん、ありったけのジュニア債のプロテクションもかき集めて欲しい。予算は一億四千万ムール。買えるだけ欲しい。一時間以内にだ！」

　人々が群れを成して地球に戻る中、俺は太陽系の外まで飛び出してやる。

　通話を終え、灯りの落ちた静かなオフィスを見やる。

　右手の震ふるえは、収まっていた。







　オフィスの中は静かだった。

　医い療りようレポートが発表されて五日ほど経たつが、報道は衰えるどころかさらに熱を増していた。

　エメラルドインダストリーが揉もみ消していたという、研究結果の数々が掘り起こされていたのだ。低重力症と呼ばれる一群の症状により、地球などの重力下では呼吸器系や循じゆん環かん器系に致命的な影えい響きようが出る例が続々と報道されていた。

　基本的には年をとっていればいるほど影響が多く出る。四十歳を超えて十年以上月面にいると、かなり危ないと報告されていた。若い人でも、心臓や肺に先天的な疾しつ患かんがあると致命的な結果になるらしい。月面生まれは、健康な体でも大体三十歳がボーダーラインなのではないかということだった。それを超えると、肺の組織が地球の重力に耐えきれず、重症の呼吸不全となったり、循環器系に重じゆう篤とくな障害が出るという。

　俺のような第一世代は、今年で二十五周年。

　後、五年で俺は地球に帰れなくなるらしい。

　それは、夢を見すぎた者が夢から戻れなくなる作り話のようだった。

　もっとも、一番パニックの影響が出ているのは、地球生まれの中高年だった。月面で十年踏ふん張った四十歳以上の成功した人間は、使い切れないほどの金を持っている。それを故郷で使わずして死ぬなんてのはもってのほかだからだ。

　そして、そういう奴らが血ち眼まなこになって軌き道どうエレベーターのチケットを買うから、値段は高こう騰とうしっぱなしだった。

　そうなれば、本当に必要としている奴ら以外にも、転売目当ての人間が行列を成す。すると余計に希少価値は増し……の悪循環になる。チケットの価格は、月面で死ぬか、故郷の土の上で死ぬかの不安に煽あおられ、どこまで舞まい上がるかわからない。

　今は、正規の値段の二十二倍になっていた。

　一方、プロテクションは満額の二億四千万ムール余りを買い終えた。額が額だっただけに、ハラルド・ブロスの営業担当は全力で動いてくれた。ハラルド・ブロスの営業担当からは何度も感謝され、その妻とやらからもお礼の電話が入った。手数料収入で、今年のボーナスどころか、向こう二十年の生活は安あん泰たいだと思っているのだろう。

　俺おれは、どんな顔をしてその電話を受け取ればいいのかわからなかった。

　俺が安値で買い集めたのは、彼らが首をくくる縄なわなのだから。

「プロテクションを欲しがっている人がいますけど、どうします？　買値の三倍なんですけど」

　どこかの銀行との電話を保留にしたマルコは、嬉うれしいのかそうでないのかよくわからない口調でそう言った。

　多分、現実感がないのだろう。

「そんな小こ銭ぜに、気にするな」

　俺は短く言った。

　マルコは怒られたような顔になって首をすくめたが、それは大金を持ちすぎて周りが全員泥棒に見えている子供のようでもあった。電話先に謝あやまり、そっと切っている。

「でも……なにも起こらないってことがありえますよね」

　小さく、窺うかがうように言う。

「三日前、ブル・ステアーズ傘さん下かの不動産ファンドが破は綻たんしただろ。不動産相そう場ばは終わりだ」

　俺が静かに言うと、マルコは大きなミスを叱られた時よりもしゅんとしていた。

　もちろん、怒ったつもりもない。単に、緊きん張ちように耐えられないのだろう。

「それに、来週か再来週には金きん融ゆう機関の決算発表がそろい踏ぶみだろう。この相場の騒さわぎは間ま違ちがいなく決算に響ひびく。それを見れば不動産の投機熱はさらにしぼむ。しぼむ……はずなんだ」

　俺は、ニュースの流れるディスプレイを睨にらみつけながら呻うめくように言った。胸の内は、マルコとあまり変わらない。テレビで流れ続ける不ふ穏おんなニュースをどれだけ見聞きしても、月面で起きていることに対して実感が得られないのだ。

　目の前で起きていることが巡めぐり巡って、口座に大金の奔ほん流りゆうとなって押し寄せてくる、その具体的なイメージが描けなかった。

　なにせ、賭かけ金の百倍を超える金額だ。現実味はどうしたってない。

　だから、じっと、ディスプレイの前で待っていた。

　そこに、電話が鳴る。一コール、二コール……。

　マルコが、強こわ張ばった顔でこちらを見つめている。

　俺は、四コール目でとった。

「はい。シュバイツェル・インベストメントです」

『Ｅ・Ｊ・ロックバーグの者です。ご契約の保険金を振ふり込みましたので、ご確かく認にんください。なにかありましたら、担当まで』

　それだけだった。

　俺は、マルコを見る。

　マルコは、キーボードを何度か叩き、目を見開いていた。

「ありました……振ふり込こみ」

　ごくり、と固かた唾ずを吞のむ。

「二千二百万ムール……」

　再び電話。

「はい。シュバイツェル・インベストメント」

『どーも。プラチナ・スミスですが、保険金のお支払いがすみましたのでご確かく認にんください』

　俺おれがマルコに目配せすると、マルコはうなずく。

　その口が、一、四、〇、〇と言っていた。

　さらに電話。

「はい。シュバイツェル」

『ミラー・レンチ金きん融ゆう部門担当です。本日は保険金のお支払いの──』

　九〇〇。

『ブル・ステアーズの──』

　二三〇〇。

『バンク・オブ・ムーンの──』

　一八〇〇。

　最後にかかってきたのは、俺が最後に電話をかけた相手だった。

『ハラルド・ブロスです』

「こんにちは」

『……たった数日の差ですか。いや、数時間なのかな。私が売った直後ですからね、あのニュースが流れたの』

　相手は呟き、乾いたように笑った。

『まあ、私自身はあなたに儲もうけさせてもらいましたから感謝しますけれど。これが、英えい雄ゆうのなせる業ですか……』

　マルコは、俺を見て、うなずく。

　七六〇〇。

『あなたは賭かけに勝ったわけだ』

「また、よろしくお願いします」

　俺が電話を切ると、マルコは立ち上がって両手を突き上げていた。

「もうこの時点で一億五千万ムールです！　借金返せますよ！　信じられない！」

「まだまだここからだろう」

　俺は落ち着き払ってそう言ったが、口元が笑うのは堪こらえられなかった。

　ニューエイジデベロップメントは破産したのだ。ＮＩＮＪＡたちにローンを販売する傍かたわら、自分たちでも巨額の借り入れをして不動産ポジションを取っていたという。麻薬の売人が自分でも麻薬をやっていたようなものだ。入ってくる現金はすべて不動産に変える勢いだったらしく、夜逃げが公になって裁判所の人間がオフィスの扉とびらを破って中に入った時には、メインバンクの口座はとっくに空で営業が存続できる状態ではなかった。普通、投とう資しのために借りる金には担たん保ぽが要いるが、ダンたちは不動産を担保に金を借りてさらに不動産に投資していたので、不動産の値下がりによって担保価値が下がり、追加の担保を請せい求きゆうされたのだが、それに応こたえられなかったわけだ。

　株かぶ式しき投資だったら、その時点で強制的な清算手続きに入る。口座の凍結と、取引の停止だ。

　市し場じように時折存在する、典型的な突然死。

　そして、ＣＥＯのダンたちが銀行に売っていた巨額の不動産ローンの多くが、蓋ふたを開けてみれば、ダンたちが自分自身で組んだローンだった。

　そのすべて、おおよそ五億ムールはすべて破は綻たんということになった。当然、そのローンを組み込んだＡＢＳやＣＤＯは、その分だけ大損を被こうむることになり、真っ先に損を被る防波堤の役目をするジュニア債部分が破綻した。よって、そのジュニア債に対する保険を持っていた俺おれのところに振ふり込こみがあった、という流れなわけだ。

　だが、これは巨大な波の最初の一波に過ぎない。

　業界全体で不動産相そう場ばの値付けを拒否していたのは、どこもニューエイジデベロップメントと同じ状況で、不動産を担保にして借りた金で、さらに不動産に投資をしていたからだ。空に浮かぶ星を手に取ろうと、梯はし子ごを長くすればするだけ、落ちた時の衝しよう撃げきはすさまじい。

　不動産の値が下がると連れん鎖さ的てきに莫ばく大だいな含み損が発生し、担保請求によって現金を全て吸い上げられて窒息死する。

　どうにかこうにか今を耐えている連中も、先行きは明るくない。ニューエイジが破綻したために、遠からずその保有資産が売りに出されることになる。そこで一巻の終わりだ。大量に売りに出されることになるから、相場は絶対に下がる。ならば下がる前に売るべきだ。誰だれよりも早く！　ということになり、その売りによって、さらに価値が下がっていく。

　その恐怖を反映して、数日ぶりに復活した不動産相場のデータは底が抜けたように急落していた。こうなると金利を支払えるわけもないＮＩＮＪＡたちを筆頭に、不動産の値上がりを見越して借金をしていた人々も窮きゆう地ちに立たされる。時間が経たてば経つほどローンの破綻は増え、競売にかけられる物件は増え、それがさらに値下がりと破綻を呼び込むはずだ。

　俺は賭かけに勝った。

　勝ったんだ。

「次の波が来た時にはもう、かかってくる電話がそのまま利益になりそうですね。どれくらいまでいきますかね？」

「気を緩ゆるめるな。突然相場が反転することだってある。それに、俺たちの儲もうけは誰かの損だ。これだけでかい損が出たら、必ず経済に大きな問題も……」

　と俺おれは喋しやべっていたのだが、マルコは聞く耳など持っていなかった。

　ごそごそと机の下を漁あさると、シャンパンのボトルを取り出している。

「あ、お前っ」

「ジュースですよジュース」

　マルコはそんなことを言って、グラスを取りに行っている。

　俺はため息をつきながらも、止める気はなかった。

　投とう資し情報を専門に流すチャンネルでは、不動産相そう場ばの崩ほう壊かいによる阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄絵図が繰くり広げられているが、それもどうせ不動産相場という枠内だけの問題に過ぎない。俺がマルコに語ったようなことも、どこまで本気かと問われれば、答えに窮きゆうしてしまう。

　なにせ、ＡＢＳだのＣＤＯだのを発行していた投資銀行だって、それらの売買手数料で、顎あごが外れるほどの巨額の儲もうけをため込んでいるはずなのだ。今しがたの保険金支払いの電話がそっけないのも、俺やドクター・ウォレスに保険金の支払いをしたって、これまでの儲けでおつりがくるからだろう。

　そんな折り、また電話が鳴った。

　その瞬しゆん間かん、俺の頭に浮かんだのは、今度はいくらの儲けだろう？　だった。

　やれやれと自分自身に呆あきれながらも、子供のように期待して電話に出た。

「はい、シュバイ──」

『シュバイツェルは私の名前ですが？』

　俺は受話器を顔から少し離はなし、肩をすくめてから、耳に当てた。

「川かわ浦うらヨシハルです」

『ふふ。おめでとう、の電話は一番乗りでしょうか』

「出資させてくれという電話は全部留守録に入るように設定しましたから」

『まあ。でも、これで私は無一文にならなくて済みそうですね』

「横に長い通帳をご用意ください。数字が入り切りませんからね」

『そんなになにに使おうかしら』

　エレノアは悪戯いたずらっぽく笑い、通話口の向こうでグラスを指で弾はじいていた。

『こちらは夜なので、乾かん杯ぱいということで』

「マルコもシャンパンを用意してましたので、お待ちください」

　わざとらしく言って、告げ口をしてやる。

『……まあ。ちょっと、代わってくださる？』

　ちようどマルコがグラスを二つ持って戻ってきたので、俺は電話を放り投げてやった。

　マルコは目を白黒させつつ受け取って、「？」と受話器を耳に当てた途と端たん、背筋を伸ばして直立し、平身低頭謝あやまりながら、こちらを睨にらんでいた。

　俺おれは笑い、椅い子すを回転させて、自分の携けい帯たい端たん末まつから番号を呼び出した。

　きっと向こうも一段落したはずだ。

　コールは、三回目で出た。

『無ぶ粋すいな電話だ』

「祝辞ですよ」

『君は忘れたのか？　絆きずなが深くなるのは、損をした時だけだと言ったはずだ』

　ウォレスはそう言って、くつくつと笑っている。

　俺よりも先に、俺よりも大胆に、俺よりも孤独に戦った悲観の帝王だ。

「マリアさんは？」

『今、シャンパン用のグラスを買いに行った。私が本当に勝つとは思っていなかったらしい』

「はは。こちらとしては、ドクターがシャンパンを用意していたことに驚おどろきですが」

『リサさんに諭さとされてね』

「リサに？」

『苦しみを分かち合うように、喜びも分かち合うべきだと』

　悲観の帝王に、一体どんな説教をしたのだろうか。想像するほかないが、笑えてくるのは確かだった。

　俺は椅子から立ち上がり、エレノアのお説教に顔をひきつらせているマルコの手からグラスを取り、マルコの机の上のシャンパンを勝手に開けて注ぐ。机の下にクーラーボックスがあり、きちんと冷えているのには笑ってしまった。

「まだつながってます？」

　俺が通話口の向こうに聞くと、こう返ってくる。

『そろそろ死神が鎌かまを持って魂たましいの尾を切りにやってくる頃ころだがね。とりあえず、今やってきたのは紙コップだ』

　もしかしたら、あと四十年くらいは生きるのではないか。

　俺はそんなことを思いながら、シャンパンの注がれたグラスの一つを、説教を受けている最中のマルコに手渡した。それから、グラスを目の高さに掲かかげ、綺き麗れいな泡の出る黄金色の液体を見た。

「悲観の帝王に」

『ふん……月面の英えい雄ゆうに』

　不確実な未来に対し、周りがどう言おうとも、自分の見たもの、聞いたもの、そして考えた結果に従って投とう資しをする。

　その結果がどうなるかはわからない。

　だからこそ、勝った時の全能感は神になった気さえする。

　おそらく、プロテクションに膨ぼう大だいな賭かけをしていたのは俺とウォレス、それに最後の数日で割り込んできた賢かしこい誰だれか程度だろう。もしも保険金をケチらずに、証しよう券けんと一いつ緒しよにプロテクションも保有している者がいれば、そいつは自分の慎重さにほっと胸をなでおろしているだろう。そうでない者は、今いま頃ごろ必死に値上がりしたプロテクションを探し求めているに違ちがいない。小こ銭ぜにを惜しんだために、莫ばく大だいな金額を失う危機に立たされているはずだ。

　誰かが勝てば、誰かが負ける。それがこの世界だ。

　だが、今はそんなことよりも、勝利の美酒に酔よいしれよう。

　俺は、大きく息を吸って、こう言った。

「乾かん杯ぱい！」

　俺はこうしてついに、少年の頃ころからの夢だった、前ぜん人じん未み踏とうの地へと続く黄金の道に立った。

　理屈など関係のない、自分の胸を焦こがす夢をついに実現させた。

　だとすれば、残る夢はもう一つ。

　この黄金の頂から、ハガナを捜すこと。

　今度はアバロンの時のようなことにはしない。

　俺は自分の成功を限界まで使ってハガナを捜す。

　必ず見つかるはずだ。

　なぜなら、俺は夢の一つを叶えたのだから！
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　どこかで電子音が鳴っている。

　目覚ましか？

　俺おれは泥でも詰つまっているかのような頭を起こそうとして、諦あきらめた。寝転がったまま瞼まぶたを開けると真っ暗で、外から入るわずかな光が、無骨なオフィスチェアーの背もたれを照らしている。

「……オフィス……か……」

　俺はそれで、マルコと共に散々騒さわいでそのまま眠ってしまったことを思いだした。馬ば鹿かなことをした、と思う一方で、こんなことするのは初めてかもしれないな、と小さく笑った。

　電子音はまだ鳴っている。

　電話だ、とようやく気が付く。それも俺の端たん末まつだ。どうやら自分の机の下で寝ていたらしく、携けい帯たい端末は机の上で鳴っている。一度は無視しようと思ったが、リサや、もしかしたら俺とは真逆のポジションにいるはずのクリスからの電話かもしれない。

　のろのろと上半身だけ起こして、手探りで携帯端末を探り当て、引きずり落とす。暗くら闇やみの中では目に痛いくらいの光を放つそれに、俺は目を閉じて顔を背そむけてしまう。相変わらず鳴っているが、マルコが起きてくる気配はない。オフィスにいないのかもしれないが、外で倒れていたりしないだろうな、とちょっと心配になる。

　俺はそんなことを考えながら、誰だれからの着信かも確かく認にんせず、通話ボタンを押して耳に当てた。

『やあ、ミスター』

　背筋に寒気が走る。胃が縮まる感覚がある。

　だが、それは決して酒のせいではない。

　そうさせるのは、俺おれの中の忘れられない記き憶おくだ。

『勝利の美酒に酔よっていたのかな』

「……バー……トン……」

　八年前、あの時の外区の関係を永久に変え、四年前は俺がその夢を潰つぶした相手であり、アバロン崩ほう壊かいの中、のうのうと一人だけ逃げたバートンだった。

『結局プロテクションへの投とう資しはうまくいったらしいな。資し金きん繰ぐりはどうしたのかね』

「なっ」

『なぜそれを知っているかって？　ははは、情報収集は怠おこたらないよ。特に、因いん縁ねんのある相手にはね』

　盗とう聴ちよう？

　俺はぞっとしたが、バートンはこう言った。

『盗聴だとか、そんな品のないことは考えないでくれたまえ。君自身が教えてくれたんじゃないか』

「え？」

　俺は聞き返す。

　そして、泥が詰つまった頭の中で、小石のような塊かたまりに引っかかった。

「まさか、うちのファンドに──」

『悪くない金額を儲もうけさせてもらった。ついでに、君の投資哲学についてもたっぷりと話を聞かせてもらった。役得だな』

　投資金額が大きく、常に口うるさく俺の投資戦略について質ただしてきた相手。

「ゴールド……スミス……」

『すぐ気が付くかとも思ったんだがね』

　俺は鼻から息を吸って、口から吐く。負け犬の逆を張り、勝ち馬の尻に乗るのはこの業界の鉄則でもある。俺のアバロンへの勝利によって、俺の元には資金や情報が集まり、それは成功の率を高めると周りから見れば明らかだ。だから予言の自己実現の例の一つとして、実際に資金や情報が集まった。

　合理性の塊であるバートンからすれば、そこに金を預けない理由がないと言えば、そうだ。

　でも、まさか本当にそんなことをするなんて。

　俺は、冷静とは言えないが、酔いなんていっぺんに冷めた。

「……なんの用ですか」

『おお、そうだ。大事な用件があったんだ。ちょっと待ってくれ。ファイルを送る』

「……？」

　俺おれが怪け訝げんに思っていると、バートンは別の端たん末まつを操作しているらしい。

　カチャカチャと音が聞こえる。

『君のところの今回の儲もうけは、文字どおり桁けた外はずれになるだろう？　三百億とか、四百億とか。世界金持ち番付では見慣れてしまった数字だが……連中の財産はほとんどが保有する会社の株かぶの評価額だからな。自由な現金でその金額となると、ミスターが人類初かもしれない。いや、あるいはエジプトのファラオなんかはその類たぐいかもな』

「……それが？」

『うむ』

　たたん、と音がして、直後に、俺の耳元の端末が別の着信を告げた。

『ファイルを送った』

　それは、一枚の画像ファイルだった。

「なんです、これ」

『開いてのお楽しみ、と言いたいところだが、開く前にこちらの要求を伝えておく』

「要求？」

『今回の君の儲けを、全額私に貸してほしい。無利子、無期限、無む催さい促そくで』

「はあ？」

『私はこれでも投とう資し家かのつもりだからね。嫌いやと言わせるような提案はしないつもりだ』

　バートンは椅い子すに深く坐すわりなおすような音をさせて、そう言った。電話にラグがなく、声も響ひびかないしひどく静かなことから、月面のどこかの高級ホテルにでもいるのだろう。

　俺は、隣となりのビルから入ってくる無機質な明かりに目を眇すがめ、携けい帯たい端末に送られてきたファイルを開く。好奇心もあった。そんな突とつ拍ぴよう子しもない提案を、どうやったら大おお真ま面じ目めに受け取れるのか。

　それこそ、無防備に、手を出していた。

「なっ……」

『私がなにを言いたいかわかるかね？』

「これ……これって……」

　俺は息が苦しく、吐き気がぶり返してきた。頭痛がする。眩暈めまいがする。動どう悸きが激しくなり、こめかみのあたりがずきずきする。端末を持つ手が震ふるえる俺は、目を逸そらせなかった。

『君の昔の大切な友達だろう？』

　バートンが笑うように言う。

　そこに映っていたのは、髪が短く、記き憶おくよりも大人っぽいが、見み間ま違ちがえようもない。

　それは、ハガナだった。

「……これを、どこで……」

『今さっきだよ』

「え？」

『この後、思い切り睨にらまれたがね』

　俺おれは、言葉の意味が理解できなかった。いや、したくなかったのだ。

　痛覚が存在しないので痛むはずのない脳が痛い。

　頭ず蓋がいの隙すき間まから指をねじ込まれ、ぐりぐりとかき混ぜられているようだった。

『さて、そこで相談だ』

　俺は、喉のどの奥からこみあげる酸っぱいものを必死に飲み下しながら、端たん末まつを落とさないでいるので精いっぱいだった。

『とりあえず交渉に臨のぞんでくれるなら、私のホテル番号を教えよう』

　どちらが優位に立っているのか、明らかにする言い方だった。

　俺は、ほとんど無意識に屑くず籠かごを引き寄せ、我が慢まんできずに吐いてしまう。誰だれもなしえなかった高みに向かう。その喜びと共に飲んだ酒が、食道を焼く胃酸と混ざり、ぶちまけられた。

『吐いている暇ひまはないぞ。決断してくれ。私も忙しいんだ』

　投とう資しとは人の思おも惑わくの出し抜き合いだ。

　バートンはそれを極限まで突き詰つめたような戦略を取る。

　俺は、俺には、抗あらがう術すべがなかった。

「……なん、でだ……」

『ん？　その意味は？』

「なんで……お前と……ハガナが……」

『それも交渉の時に伝えよう。乱暴な方法ではないとだけ、言っておこう』

　楽しそうな言い方に、俺はまた吐いた。

　殺してやりたかった。今すぐ殺してやりたかった。

『それと、ミスターなら、私がどうして金を欲しがるか理解できるはずだ』

「な……に？」

『私がどうして何年間も身を隠かくしていたと思うんだ？』

　それは、俺がアバロンを……。

　俺はその瞬しゆん間かん、気が付いた。アバロンの社しや是ぜだ。

「まさか、あんたは──」

『そう。私は夢を諦あきらめてはいない。私はエメラルドインダストリーを捻ねじ伏せる。そのために金が必要なんだ』

　正気か？

　俺には、わからない。

　でも、わかることがある。

『まあ、そこに共感はいらない。してくれるなら嬉うれしいがね。とりあえず、私はミスターにとってかけがえのない資産を持っていると自負している。それで、どうするんだ、ミスター。ああ、ちなみに借りるだけだ。返すつもりだから、そこは勘かん違ちがいしないでくれ。私は投とう資し家かだからな。強盗ではない。そこは履はき違えない。まあ、ゼロになった時は、諦あきらめてもらうことになるが』

「くたばれ……」

　俺おれは思わず口にした。

　バートンは、笑っていた。

『最後の質問だ。交渉に臨のぞむなら、私のホテルの番号と、その写真の秘密を教えよう』

　俺は、もしかしたら、泣いていたかもしれない。悔しかったのか、情けなかったのかはわからない。もしかしたら、そのどちらでもなく、ハガナに会える嬉うれしさだったのかもしれない。

　俺はとにかくぼろぼろと泣きながら、ほかに答える言葉なんてあるわけないだろうと思っていた。

『ミスター』

　端たん末まつから、苛いら立だちの言葉。

　交渉のための演技だろうとわかっても、逆らえなかった。

「する」

『ん？』

「交渉……する」

『そうか。また会えることが嬉しいよ。グランドセントラルホテルの５００２号だ。君の元雇い主がいた部屋だったと思うが』

「エレノア、の……」

『ああ、私はミスターを信じてはいるが、くれぐれも一人でな。それと、きちんと着替えて来てくれよ。ここの部屋は安くないからな。汚されてはかなわない』

　バートンはそれだけ言って、通話を切った。その瞬しゆん間かん、月面の果てに放り出されたかのように静かになった。

　ハガナ。

　俺はその単語を呟き、八年前の記き憶おくが蘇よみがえる。

　ハガナ。ハガナ。ハガナ。

　生意気で、人を馬ば鹿かにしきっていて、そのくせ自分も馬鹿なところがあって、陽だまりを見つけるとうとうとする猫みたいな性格で、しかも人の夢は笑わない子供みたいなところがあって。

　俺は立ち上がり、泊まり込み用に置いてあるはずの着替えを隣となりの部屋から摑つかみ取り、それを屑くず籠かごと共に持って共同の洗面所へと向かった。

　廊下は静まり返っていて、人の気配はしない。今が何時なのかもよくわからない。

　俺おれは顔を洗い、口をすすぎ、屑くず籠かごも中身ごと共用のゴミ袋で包んでダストシュートに捨て、服を着替え、そのままビルを出た。

　心なしか肌寒い。

　人通りのないシュレーディンガーストリートで、眠そうに客待ちをしていたタクシーに乗り込み、グランドセントラルホテルまで向かった。

　現実味のないまま、暖かな光と最上級のスタッフが待つホテルに入り、部屋の番号を伝えると、恭うやうやしく案内される。

　夢、すべては夢。

　俺はそう思いながら、５００２号の扉とびらをノックした。

　出てきたのが、金髪のエレノアだったとしたら。

　だが、そんなことはなかった。

　扉を開けた先にいたのは、あの時と全く変わっていない、バートン・クラドヴィーゼンだった。







「よく来たな」

　バートンは言って、俺のことを案内した。当然、部屋の間取りは変わっていなかった。

　俺が案内されたソファーの前には、バートンが飲んでいたのだと思われる酒とグラスが置かれていた。

「再会を祝して？」

　俺の対面に座ったバートンはグラスを掲かかげたが、俺は視線すら向けなかった。

「……まあ、心中お察しするよ。とりあえず、話を進めようか」

　バートンはグラスの中身を軽く呷あおり、立ち上がる。

　そして、エレノアが紋もん章しよう旗きを掲げていた、主寝室の扉をノックする。返事も反応もないが、バートンはもう一度ノックをして、扉を開けた。中に顔を入れ、なにかを言っている。絨じゆう毯たんの毛足が長いせいか、音が吸収されてなにを言っているのかは聞こえない。

　しかし、俺の鼓こ動どうが高鳴ったのは、身を引いたバートンが、扉を閉じないでそのままにしたからだ。

　俺は、呼吸も忘れてそこを見た。扉の隙すき間ま。バートンが恭しく腕で道を作るそこ。

「っ……！」

　その瞬しゆん間かんのことを、俺は八年間待った。

　部屋から出てきたのは、スーツ姿のハガナだった。

　背はあまり伸びていないし、髪の毛は攻こう撃げき的てきなまでに短くなっている。

　あの頃ころのような、危うい幼さみたいなものはない。

　けれども、顔には八年前の雰囲気が色いろ濃こく残っている。

　綺き麗れいだった。

　綺麗に磨みがいた、黒曜石のようだった。

「ハガ……ナ……」

　俺おれはうわ言のように、その名前を呼んだ。

　だが、ハガナは無反応だった。視線すらこちらに向けなかった。

　それも、あの頃ころのようにただ無愛想なのではなくて、人形のような無表情だった。

「積もる話もあるだろうが、先に私の用件を済ませてもいいかな？」

　バートンはそう言って、ハガナの肩に腕を回す。

「なっ」

　壊こわれやすい宝物に勝手に触さわられた気がした。

　ただ、ハガナは少し嫌いやそうに眉を顰ひそめて顔を背そむけるだけで、抵抗はしない。

　俺は、本当に馬ば鹿かだと思うくらい、愕がく然ぜんとしてその光景を見つめていた。

「彼女とは地球で偶然出会ってね。三年前だったか？」

　バートンはすぐそばのハガナに視線を向ける。自然と、ハガナの髪の毛の匂いを嗅かぐような姿勢になる。ハガナはやはり抵抗せず、わずかにため息をつくと、短く言った。

「二年前」
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「そうだったな。それで、二年前に出会って──」

「もういいでしょう？　私は協力したわ」

　バートンの腕の下で体をよじってその太い腕を外すと、ハガナは面めん倒どうくさそうに言った。

　腕をハガナの肩から離はなしたままの形で止めていたバートンは、肩をすくめて答える。

「彼はいて欲しがっていると思うがね？」

「私はいたいと思わない」

　がん、と頭を殴られたような衝しよう撃げき。

　八年間捜しても見つからなかった人物が、自分に会いたいと思って向こうからやって来てくれた、と考えるべきではない。

　バートンは俺おれを見てもう一度肩をすくめる。ハガナはさっさと身を翻ひるがえして主寝室に入ろうとする。

「ハガナ！」

　俺は思わず叫んでいた。ハガナの足が止まり、わずかに肩越しにこちらを見た。

　だが、その瞳ひとみは決して俺が期待していたものではなかった。

　蔑さげすむという感情すら感じられない、興味を失いきった目つきだった。

　そして、ハガナはすぐに重厚な扉とびらを閉じた。

　心を閉じるような、そこだけ嫌いやに懐なつかしい閉じ方だった。

「……気まぐれな猫そのものだ」

　バートンはおどけたように両手を肩の高さに上げて、ソファーに戻ってきた。

「さて、なにから聞きたい？　色々と聞きたそうだが」

　俺は、ほとんど放心状態で、バートンを見た。

「基き礎そ的てきなデータは渡そう」

　そう言って、傍のラックに置いてあった茶封筒を放って寄よ越こした。中には、書類が何枚か入っていた。俺は、機械的にそれを引き出して、見る。ハガナの顔写真と、経歴が書かれていた。

「三年前に出会ったのは全くの偶然だ。出会ったと言うのも正しくないくらいで、見かけただけだな。気まぐれに参加した、地球でやっていた学者の集まる会合でね。その時は、私自身がまだ身を隠かくしていなければならなかったから、声もかけなかった。とはいえ、仕事上の癖くせで、調べることはしたがね」

　俺は、その説明を無言で聞く。なにも考えられなかった。目にしたデータだけが、無機的に事実を脳に刻み込んでいく。

　バートンの寄越したデータによれば、ハガナは地球にいたらしい。俺の知らない国の大学に通い、クリスも驚おどろきそうなほどの速さで卒業し、博士号を得ている。専攻は数学とある。

「再会したのはその一年後、今から二年前だ。この時は、明確に意図を持って接触した」

　俺は、バートンを見る。

　バートンは、もちろん怯ひるみなんてしない。

「その時にはすでに、月面から鼻の利くヘッドハンターが彼女に群がっていた。私はそのうちの一人、と言ってもいいだろう」

「……ヘッド……ハンティング？」

　無意識に、つぶやいていた。

「彼女は天才だ。少なくとも、未来のリスクを数学で捻ねじ伏せられると考えたがる連中にとっては」

　俺おれは、手元の書類をめくる。

　そして、そこにあった単語は、なぜか懐なつかしさを含んでいた。

「Ｅ・Ｊ・ロックバーグは聖せい杯はいを作り出したなんて言っているが、その基礎概がい念ねんを作り出したのがほかならぬ彼女だ。当初は金かね儲もうけに使えるような書き方はしていなかったがな。それでも気が付く奴は気が付いて、応用をしてしまう。彼女自身、応用ができるとわかっていた節はあるがな。自分でそれをやらなかったのは、金儲けに興味がないのか。それとも……いや、あえて言うまい」

　俺とハガナは投とう資しに手を出し、ひどい大おお火傷やけどを負った。

　その火を放った本人が目の前にいて、ハガナはそちらの側に立っている。

　俺はそのことにどうすればいいのかまったく判断ができず、脳が痺しびれたまま、書かれていた単語を呟いた。

「コピュラ……」

　その単語は、どこか繊せん細さいなクリスタル細工を連想させる。

　ただ、そうなると、クリスはハガナのことを知っていたのだろうか？

「わざわざ月面から地球にまで行って彼女を雇おうとしたのは、大抵、聖杯製造競争の後発組だ。手っ取り早く順位を巻き返すには、より優秀な頭脳を金で買えばいいからな。だが、彼女は滅めつ多たに人に会わなかったらしい」

　バートンは酒を軽く飲み、俺はその手や喉のどの動きをぼんやりと目で追いかける。

「まあ、それはそうだ。連中は誰だれかが開発した商品のより精せい巧こうなコピーを作る仕事を頼たのみに、対価として金を積むことしかできなかったわけだからな。彼女の経歴から、そんなことはとても受け入れられなかったはずだ」

　俺はそれで、書類に目を落とす。ハガナの名は、アンナ・ハーグと書かれていた。どうしてハガナなんて変わった名前なのか、これでわかった。

　けれど、アンナ・ハーグは十四歳で死亡、と書かれている。

「え？」

　酒と、望まなかった現実のせいでむくんでいる脳に、針の一突きがくる。死んだアンナ・ハーグの容よう貌ぼうは、綺き麗れいな黒髪で、備び考こう欄らんに数学の素養あり、とあった。

　その瞬しゆん間かん、グロテスクな推測が脳裏をよぎる。

　ハガナは、この娘の代わりであり、精巧なコピーなのでは……。

　養親は富豪で、共に精神的に不安定で通院歴があり、とあった。

「無神経な奴らが扉とびらをノックするたびに、彼女は心を頑かたくなにした。大変だった」

「……あなたは、違ちがうと？」

　朦もう朧ろうとする意識の中、バートンがハガナの肩を抱いていた記き憶おくが俺おれを苛さいなみ、そう質問する口を止められなかった。

　そして、俺の質問に、バートンは笑う。

「私の投とう資しの仕方を忘れたか、ミスター。私は、相手がなにを欲し、必要としているかをきちんと理解する。だから、彼女があそこにいる」

　俺の目は、勝手にバートンの右腕にいってしまう。

　ハガナの肩を抱いた腕。ハガナはそれを拒絶しなかった。

　あの、気難しい、ハガナが。

「まあ、当初は会話をするのも一苦労だったがね。慣れてくると、意外に感情豊かだとわかる。可愛かわいいものだ」

　俺は、もう少しで泣きそうになっていた。

　こんな敗北の仕方ってあるか。

　俺は八年前の夢の一つが叶うと確信したその日のうちに、こんな目に遭あっているのだ。

「そして、私は彼女と契約を交わした」

「……どんな」

　俺は、せめてもの抵抗としてそう尋ねた。

　しかし、バートンは肩をすくめるだけだ。

「それは私と彼女との話だ」

　俺はバートンを睨にらみつける。

「私自身の目的は、知ってのとおり、エメラルドインダストリーだ。彼女自身の目的は、彼女が話すかどうかを決めるべきだ。私がべらべら話しては信用が成立しないだろう？　まあ、彼女の目的がなんであれ、あの才能は稀け有うなものだ。少なくない対価を支払う価値がある。一方、私の計画についての資金は自分で作ろうとしたが、やはり心こころ許もとなくてな。君からプロテクション投資のファンドを作るという案内が来た時には、神が微笑ほほえんだと思ったものだ。あれは莫ばく大だいなリターンが見込める数少ない金脈だった」

「……あなたは投資しなかったじゃないか」

「当然だろう」

　バートンは鷹おう揚ように言って、ソファーにゆったりと体を預けた。

「月面の不動産相そう場ばがバブルなのは確信していたが、いくら私でもバブル崩ほう壊かいの時期までは予測できないからな。市し場じようが長期間不合理でい続けることもある、というのは歴史から明らかだ。過去、バブルを見抜いていた聡明な経済学者や投とう資し家かが、その罠わなに嵌はまって死んでいった。だとしたら、自分でリスクを負うのは馬ば鹿かげている。代わりに、君のようなチャレンジャーにリスクを取らせればいい。私はその都度、彼らの脆弱性を把は握あくしておく。そのうちの誰だれかが成功すればそれでいい」

　にんまりと笑うその様は、策士の権ごん化げの顔だった。

「とはいえ、ミスターは月面の英えい雄ゆうだからな。運用している本筋のファンドは客筋もいい。プロテクションの件がなくても、彼女を梃て子こに利用するつもりは最初からあった」

　俺おれは、目の前の人間に対して、向ける言葉を見つけられなかった。

「なんにせよ、君から借りる資金は別に無む謀ぼうな危険にさらすわけではない。数年間、あるいはもう少しかかるかもしれないが、借りたいというだけだ。まあ、利子をつけられるか、満額返せるかは定かではないが」

「……対価は」

　俺の投資家としてのプライドが、なんとかその質問を口にさせた。まさか、あの少しの対面だけ、と言うつもりはないはず。なぜなら、俺は今すぐここから帰ることだってできるからだ。

「彼女と私との間の、契約の解消だ」

「なに？」

「私は彼女を自由の身にする。もっとも、自由になった彼女が君のもとに行くかまでは保証できないがね。彼女は、あまりまともではない国の出身だから、金を持っている人間がなにをできるか、よく承知している。私の策から外れるような行動を取った時には、それなりの結果になってもらうと言ってある」

「……警察に……連絡するぞ」

「なに容疑で？　しょっちゅう一人で外に出ているのに？　いわゆる脅きよう迫はくの事実もない。責任逃れのレトリックではなく、事実としてそうだ。私は彼女を脅おどしてはいない。互いに互いのメリットに従ってこうしているだけだ。私の策から外れたら容よう赦しやしない、というのも、最初に伝えてあることだし、なによりその戒いましめは向こうからもある。彼女のような才能を敵に回すことは、私のような生き方をしている人間にはひどく困ることだからな。お互いに納得ずくの、ビジネスだよ」

「噓うそをつくな！」

　俺は怒鳴っていた。

「あんたの策に従ってなんの利益がある！」

「それは彼女に聞いてみるしかないな」

　バートンはあくまで冷静だった。

　その冷静さは演技か？　交渉術か？

　それとも、そもそもこの勝負は勝負になっていないという余裕なのか？

「だが、ミスターには未練がある。好きだったのだろう？　八年間も。実に初う心ぶだな」

「っ！」

　俺おれは、書類を投げつけていた。

　それが負けを認めることだとわかっていても、止められなかった。

「……投とう資しの世界でうまくいった奴らは、総じて爬は虫ちゆう類るいみたいに冷たい性格の奴らが多いんだが、ミスターは相変わらずだな」

「……それ以上……」

「それ以上、なんだ？」

　バートンは、舞まい散る書類を手で払い、グラスを手にとって中の琥こ珀はく色いろの液体を眺めている。

　俺には言葉がない。まるきり八年前の子供に戻っていた。書類以外に、バートンに投げつける物がなかった。

「計画は最終段階に来ている。ミスターが稼かせぎ出すはずの資金があれば、エメラルドインダストリーは遠からず私の手の中に落ちるだろう」

　あるいは、とバートンは言った。

「彼女は、ミスターの腕の中に戻るかもな？」

「ぐっ」

　歯を食いしばらないと、泣きだしてしまいそうだった。

「口座の管理権限を委い譲じようする書類一式を明日、持ってきたまえ。それと引き換かえに、この部屋のカードキーを渡す。三ヶ月分の賃料を前払いしてある。ああ、取引にオプションがあったのを忘れていた。君が私の計画に積極的に協力してくれるなら、私から彼女に対して、三ヶ月間はこのホテルに留とどまるよう説得しよう。それから、ゆっくり仲直りでもなんでもすればいい」

「馬ば鹿かに……するな」

「ん？」

「馬鹿にするな！」

　俺の怒鳴り声にも、バートンはぴくりとも表情を変えなかった。

「親切心だよ。だが、考えてもみたまえ。エメラルドインダストリーを捻ねじ伏せ、手中に収められたら、君たちのやっている、ほら、なんだったか。あのプロジェクトも恐ろしく前進するぞ。新都市の設計などたやすい事業だからな」

　バートンは、投資のためならば双眼鏡を片手にビルを見張り続け、存在しないはずの役員専用食堂を見つけたり、大学の頭脳流出を監かん視しするために、学内のサンドイッチ屋の店員を買収するような男だ。洗いざらい調べられている。

　そして、人がなにを大事にしているか、不気味なほどに把は握あくしている。

　人の思おも惑わくを見抜け、とバートンは八年前に言ったのだ。

「悪い取引ではないはずだ。私は、互いに利益のない取引は好まない」

　言い返せない。

　どうしても、言い返せない。

「ケビン・レイスだって私を売らなかっただろう？　ああいう契約だった。私は彼の莫ばく大だいな資し金きん繰ぐり、と会社の綱つな渡わたり……まあ、実際は空中浮遊だったわけだが、それを実現させる一方、いざという時には私だけ逃げると言っておいた。それは男同士の約束だ。同じ夢である、エメラルドインダストリーをぶっ潰つぶそう、と意気投合できた、対等の立場としてね」

　バートンは、少し寂しそうに言う。

　そんな言い方をしないでくれ、と思う。どうして、そんなどこかに人間味を感じさせる話し方ができるのか、俺おれは泣きたくなるくらいに苦しかった。せめて、せめて非人間的であってくれ。機械のような冷血であってくれ。そうであれば、負けを受け入れられる。

　でも、目の前にいる人間は、どこまでも利己的なだけで、自分の夢を追う一人の人間だった。

　俺は、同じ人間同士の戦いで、負けていると思い知らされた。

「この間、差し入れがてら面会に行ってきたよ。ケビンは肩をすくめただけだ。ミスター」

　バートンは、琥こ珀はく色いろの液体から、俺に視線を向けた。

「大人になれ」

　俺は、言葉を返そうとして、なにも出ない。拳こぶしを握にぎり締しめて、動けない。睨にらみつけようとして、維持できない。

　バートンは小さくため息をつき、俺から視線を逸そらして酒を飲み、右手をすっと横に伸ばした。示す先は、出口だ。

「明日の昼まで待つ。頼たのむよ」

　俺は、それからどうやって下まで降りたのか記き憶おくになかった。多分、ハガナがいるはずの主寝室の扉とびらの前を通る時に、心が焼き切れてしまったのだろう。

　我に返ったのは、ホテル前のロータリーを越えて、人通りの少ない道に出てからだった。

「ハルさん」

　最初に、マルコが口を開いた。リサと、セローもいる。

「なん……で……」

「電話盗み聞きしました」

「ハガナは？」

　そう質問してきたのは、リサだ。その顔は、怒っているようにも悲しんでいるようにも見える。緊きん張ちように強こわ張ばっているのだ、とは、しばらくして気が付いた。

「いた。元気、そうだった」

「警察には？」

　セローが言う。俺は、泣きそうな目でそちらを見て、首を横に振ふった。

「脅おどされて、いるわけじゃないって……」

「だが──」

「それより、ハル、大丈夫？」

「え？」

　リサが、俺おれの頰ほおに手を当てる。

「顔色が死人みたい。なにがあったの？」

　俺は否定しようとして、やめた。

　死人みたいなものだ。

　前ぜん人じん未み踏とうの地に行くんだと、恥ずかしいほどの無邪気さで突き進んでいた。

　だが、その勝利を全て手に入れ切る前に、すべてを見越して動いていた巨人がやってきて、俺の本当に大事なものをちらつかせながら全てを取り上げようとしている。

　そして、その本当に大事なものだったハガナは、バートンに肩を抱かれ、俺の前にいたくないと言った。あの、路ろ傍ぼうの石を見るような目とともに。

　俺に生きている価値があるのなら、その理由を教えて欲しい。株かぶの値段の上下を言い当てるのがうまいから以外に、なにかあるだろうか？

　俺は、なぜか笑ってしまう唇を嚙かみながら、うつむいた。

　はっ、と息を吐いて、こう言うしかなかった。

「少し、眠りたい」

　リサがなにかを言いかけたのは気配でわかったが、結局なにも言わなかった。

　その代わりに、セローやマルコに目配せしてから、こう言った。

「教会なら部屋が空いてる」

「……悪い」

　そして、セローがホテル前にいたハイヤーを回してくれた。セローやマルコは同乗しようとしたが、リサが止めた。多分、リサにしかできない気き遣づかいだったと思う。

　俺は、三人に見送られながら、一人で革張りのシートに体を沈めていた。

　悲しすぎると、泣くことすらできないのだと、初めて知ったのだった。







　数百億ムールの自由な金というのは、その金額のでかさ以上に、自由になる、という点が重要だった。なぜなら、大きな企業がいくつも集まり、互いの利益を調整しながら、もたもたとなにかを成すのではない。やりたいことを、やりたいように、強大な力で成し遂とげられる。それこそどぶに捨てるような使い方だって想いのままなのだ。

　エジプトのファラオに匹ひつ敵てきする、と言ったバートンの言葉は、そういう意味でもかなり真実に近い。月面に無意味なピラミッドだって作れるだろう。

　それほどの力を手放すのは、端たん的てきに言って、馬ば鹿かだった。

　だが、三百億ムールだとか四百億ムールは、ハガナという存在と比べたらどちらが大事なのだろう。ハガナに似た女の子を探し出し、金で買う、ということは、おそらく可能だ。地球には数十億の人間がいるのだから、なんなら八年前のハガナそっくりで、ハガナ以上に気立てが良い女の子だって見つけ出せるかもしれない。

　でも、それはハガナではない。ハガナに似た誰だれかだ。

　もしも数百億ムール欲しさにバートンに口座を渡さなかったらどうなるのだろう。

　ハガナはひどい目に遭あうだろうか？

　遭うのかもしれないし、遭わないのかもしれない。けれど俺おれは、バートンはそんなことをしない、と心のどこかで思っている。

　それでも、俺が最も無視できなかったのは、ハガナから見たら間ま違ちがいなく、俺はハガナよりも金をとった、と映ることだ。故郷から金で買われてきたハガナにとって、そういう事実がなにを意味するか、考えるまでもない。

　ただ、同時に、あのホテルで俺のことを見たハガナのことを思い出す。バートンに肩を抱かれていた様を思い出す。俺が大金をバートンに差し出したからといって、そのハガナが俺の元に帰ってきてくれるなんて考えられるだろうか？

　それこそ、金で歓かん心しんを買おうとしたと見られはしないだろうか。

　行くも地獄、戻るも地獄。

　俺は、どちらにせよ、深い絶望を味わうしかない。

　でも、もしも金を支払うのであれば、ハガナの身の安全だけはきっと保障される。それに、ハガナのためになにかをしたのだ、とハガナに示すことはできる。自分自身にも、示すことができる。だから、俺には払う以外に選せん択たく肢しがない。払ったほうが、心理的に得だからだ。

　バートンは悪あく魔まのごとき頭脳を持っている。不気味なほど人の思おも惑わくを見抜くことができる。

　なにが大事で、どんなことを基準にしているかを瞬しゆん時じに見抜くことができる。

　ハガナを見捨てて守った数百億ムールにはなんの価値もない、ということを俺以上に理解しているのだ。俺は絶対に後悔し続ける。ハガナが今でも好きなのだから、自分の言葉に笑って欲しいし、喜んで欲しい。照れたり、はにかんだりして欲しい。たまには喧けん嘩かをして、仲直りだってしたい。そして、八年前、ハガナとつないだ手の中にあった世界の秘密を、そっと二人だけで眺めていたい。

　俺はそのために、クリスやエレノアの申し出を拒こばんだのだと言ったら、世界中に失笑されるかもしれない。

　だが、目の前にある現実を見れば、数百億ムールを支払っても無む駄だである可能性は高い。

　あの気難しいハガナが、肩を抱かれて抵抗しないのだ。

　その上、俺を見た時の目。

　俺おれがハガナにした仕打ちは、やはりハガナの心を深く傷つけていた。その俺にできることと言えば、ハガナに謝あやまることくらいだろうか。あるいは、バートンの計画に積極的に加担して、オプションであるハガナに三ヶ月はあのホテルに留とどまっていてくれるように頼たのみこみ、三ヶ月かけてハガナに許しを乞こうことだろうか。

　多分そうなのだろう。

　でも、それで無視されたら、俺はどうなってしまうのだろう？

　生涯最大の儲もうけをふいにし、人生で一番好きだった相手も失ったら、生きていける自信がなかった。なにせそのためにこれまで頑張ってきたのだから、そもそも生きている理由があると思えなかった。

　情けない。涙が出ないほど情けなかった。

　執しゆう着ちやくは人を殺す。見込みのない投とう資しからはすぐさま手を引くべきだと、投資の教訓は伝えている。株かぶ取引ではそのことが実践できていたのに、現実ではそんなこと無理だった。

　八年前の、ハガナと過ごした時間を忘れられるわけがない。諦あきらめきれなかった。

　バートンがあれほど余裕ぶっていたのは、俺がこうなるとわかっていたからだ。

　数百億ムールを支払い、ハガナに誠意を示す。無駄だとわかっていようとなんだろうと、そうする以外に道がない。そうするほかないのだと、わかっていたのだ。

　俺は教会で一夜明かした後、まだプログラム上の朝が来る前にマルコに電話し、事の顚てん末まつを洗いざらい説明した。すまないと言うことしかできないし、どれだけ反対されても結論を変えるつもりはみじんもなかった。

　ただ、マルコはわかりましたと一言言っただけだった。恨うらみ言すらない。仕事はきちんと続けるんですよね？　と聞かれた。俺は、どこか拍子抜けしたように、ああ、と言った。

　あるいは、マルコは冗談とでも思ったのだろうか。

　不安に思っていると、メールが来た。

　──僕ぼくらはまだ若いので、いつか挽ばん回かいしましょう。

　俺は思わず端たん末まつを両手で握にぎりしめ、体を折り曲げていた。

　それからサティアに電話をして、諸もろ々もろの一式を用意してもらった。当然、サティアは脅きよう迫はくなどがあったのではないかと俺のことを問いただした。でも、これは脅迫ではない。俺は、八年前の、自分の過あやまちを取り戻すきっかけを対価として差し出すように促うながされているだけだ。

　タイムマシンを買えると言われたら、多くの人間が持っているものすべてを差し出すのではないだろうか？

　俺はサティアにそう説明して、莫ばく大だいな儲けの金額が振ふり込まれるはずの口座の移行手続きを進め、すべての書類を持ってバートンの元に赴おもむいた。

　リサは、教会でも心配そうな顔をするだけで、なにも言わなかった。

　俺が、大丈夫、と一言言っただけで、それだけで我が慢まんしてくれた。







「賢けん明めいな判断だ」

　バートンは書類を確かく認にんして、そう言った。

「ああ、それと、私は君が憎にくいわけではない。Ｅ・Ｊ・ロックバーグからの借り入れはこちらで返済しておく。出資者にも儲もうけを渡しておく。少額のために訴えられて口座が凍結されてはたまらんからな。後でそれぞれ口座を教えてくれ。で、これがこの部屋のカードキーだ」

　バートンは放って寄よ越こす。

　正規の料金では、一泊十万ムールを超えると言われる部屋の鍵かぎだ。

　でも、本当はその値段はたった一泊しかしないような見栄っ張りの成金ども向けの値段であり、長期で借りるような本物の上客には三分の一か、四分の一か、あるいは無料で部屋を貸し出すということも知っている。

　だから、俺おれはと言えば、超ちよう弩ど級の見栄っ張りということになる。

　三ヶ月の宿泊費が前払いされた部屋のカードキーに、数百億ムールを支払ったのだから、計算すれば一泊一億ムール以上になる。どこかの団体から表ひよう彰しようされてしかるべき暴挙だ。

　しかも、へたをすれば、俺は今日の夜からでも、たった一人でここで過ごすことになるかもしれない。

　笑ってしまいそうなくらい、惨みじめだった。

「もう一つ朗報と言えばだ」

　俺は、のろのろと視線を上げる。

「彼女には現金が一いつ切さいない。資産もない。八年ぶりの月面で、即日ここから飛び出すというのは、あまり考えられない。とはいえ、あの性格だから、まあ、ここの金になりそうな調度品を握にぎりしめて出て行ったっきり、というのは考えられる。そのへんのことについては、私は責任を負いかねるよ」

　俺はずっと無言だった。

　バートンは、さすがに顔をしかめて、ため息をついた。

「私を悪人扱いするかね？」

「そんなことを聞いて……どうするんですか」

　かすれた声が、ようやく出た。

「次になにかあった時の参考にする。投とう資しからなにも学ばない奴は、そこから先には行けはしない」

　俺は、自分の意志とは関係なく、唇の端はしが吊つり上がっていた。

「あなたは本物だ」

「褒ほめ言葉であることを信じるよ」

　バートンは立ち上がり、俺おれの人生最大の儲もうけが転がり込むはずの口座とともに、さっさと部屋から出て行こうとした。

　ふと立ち止まったのは、扉とびらに手をかけてからだ。

「本当に、オプションはいらないのかね？」

「……くたばれ」

　バートンは笑い、出て行った。

　部屋はすぐに静かになる。あまりにも広くて、静かで、耳鳴りがしそうだった。

　主寝室の扉を一枚隔へだてて、今、ここには俺とハガナしかいない。八年前の俺は、教会の薄うすい扉を隔てて二人っきりになるだけで、宇宙には自分とハガナしかいない、とすら思った。

　でも、俺は今、ここで宇宙でたった一人になったような気がしていた。

　主寝室の向こうからは、ことりとも音が聞こえてこない。実はそこにはすでに誰だれもいませんでした、と言われても俺は驚おどろかない。バートンが俺のことを騙だまそうとしたというより、ハガナが俺をそれだけ憎にくんでいる、ということが納得できるからだ。

　俺は、重い腰を上げて、ふらふらと主寝室の扉の前まで歩いて行った。

　重厚で、厳いかめしい扉は、四年前と変わらない。中がどんな間取りで、どんな調度品かは、エレノアの時のことでわかっている。けれども、その中が今どうなっているのか、俺には全く確かめようもないし、確かめるのが怖かった。

「ぐっ……」

　声をかけようとして、言葉が出ない。なんと言っていいのかわからないし、自分にそんな資格があるのかすらわからなかった。このために信じがたい大金を支払ったのに、たった一言が出なかった。

　ハガナはバートンの契約から自由の身になった。

　しかし、それは結局ハガナの意志とは関係のない人間が大金を払った結果であり、それはハガナが子供の頃ころ地球から買われてきたこととなにが違ちがうのだろうか？

　俺は、ハガナにこうしてくれと頼たのまれたわけではない。むしろハガナは、俺の目の届くところにいたくないと言って、俺の呼びかけには光のない視線を向けてきた。

　俺は、どうしたらいいのかわからなかった。どうなりたいかは、わかっていた。

　それは、ハガナに謝あやまり、ハガナが許してくれて、俺に向かって微笑ほほえんでくれることだ。会いたかったと言ってもらうことだ。

　ならば、俺は今すぐ扉を叩き、こじ開けてでもハガナに会うべきだった。

　なのに、頭にあったのは、物分かりの良さだ。ハガナは俺を憎んでいるのだから、俺はこのまま身を引くべきではないのか？　と。

　なんて馬ば鹿かなんだ。

　うつむいていたら涙がこぼれそうで、なんとか顔を上げてそれをこらえた。

　その、瞬しゆん間かんだった。扉とびらが急に開いていた。

　ハガナは扉の前にいた俺おれに少しだけ驚おどろいたようだったが、すぐにその目は無関心、無感動の色に覆おおわれる。

　平坦な口調で、事務的にハガナは言った。

「どいて」

　ただ、俺の反応がないと見るや少しだけ鬱うつ陶とうしそうにして、まさしく猫のようにするりと隙すき間まを抜けていく。俺の手がそんなハガナの手首を摑つかんだのは偶然だった。

　俺は後ろも見ずに手を伸ばしていたのだ。それも、まったく意識せず。

「……なに」

「あっ」

　だから、そうなってから初めて動どう揺ようがきた。思わず手を離はなしかけたが、真っ白だった頭の中で、たった一つだけ脳内でほとばしったシナプスが叫んだ。




　手を離したら、二度とつなぐ機会はない。




「……離して」

　抑えた声こわ音ねは苛いら々いらしている証拠だ。無理に振ふり払おうとしないのは、八年前の力の差を覚えているからなのだろう。今ならきっと逆だろうに、過去の記き憶おくはなんであれ人を縛しばる。

　俺は覚悟を決め、腹に力を込めて、ハガナのほうに向きなおった。

「質問がある」

　ハガナは、摑まれている自分の手首を見て、徐じよ々じよに嫌けん悪お感かんを露あらわにする。

　しかし、俺のしつこさを思い出したのか、顔を逸そらしてため息をついて、嫌いやそうに小さく言った。

「なに」

　そして、俺は質問を用意していなかったことに気が付く。正確には、聞きたいことは山ほどある。今までなにをしていたのかとか、バートンとどうして手を組んだのかとか、なにをしようとしているのかとか。

　だが、それらすべてが本当に聞きたいことではなかった。俺が聞きたかったのはもっと別のこと。それらよりもっと泥臭くて、どうしようもないほど卑俗で、そして、なにより自分自身に関わることだった。

「どうして、こんなことをしたんだ？」

「こんなこと？」

　ハガナは、あまり昔と変わらない目を細め、苛いら立だちを含んだ目で俺を怪け訝げんそうに見る。

　口の回るエレノアなら、今まさに私のされている状況がこんなことじゃないかしら、とでも言いそうだった。

「俺おれの、生涯最大の儲かけを……」

　お前はそんなに俺のことを憎にくんでいたのか？　嫌きらいだったのか？

　そうだ、と言われたらどうなってしまうのか怖かった。

　でも、聞かないでいることなんて無理だった。

　そして、ハガナは短く言った。

「それが最も効率的だったから」

　一いつ瞬しゆん、俺を苦しめる最高の効率かとも思った。

「効……率、的？」

「そう。私とあいつの目的は完全に一致している。その要に立っていた人物に目的を定めただけ。それが誰だれであるかは問わなかった」

　それは、俺のことが憎かったから、というわけではないように聞くこともできる。

　なのに俺がそのことに希望を見いだせなかったのは、ハガナが俺のことなど最初から気にしていなかったとも聞こえるからだ。

「用が済んだのなら、離はなして」

　俺はびくりとして、とっさに話を続けようと口を開く。

　そうしながら、まるで捨てられようとしている子供みたいだと思った。

「で、でも……そ、そうだ、お、俺でなくてもよかったなら……それなら、お前は……」

　頭が回らず、口から出てくるのは適当な言葉だけ。

　それで、ハガナの気を引けるはずなんてない。ハガナの顔がますます険しくなる。

　俺は、なにか質問をしろと必死に自分に言い聞かせ、今しがたのハガナの発言を思い出した。

「そうだ、お、お前も、バートンと一いつ緒しよにエメラルド、インダストリーを……？」

　そして、その質問は、わずかながらハガナの関心を引けたらしい。

「エメラルドインダストリーのことは私には関係がない」

　ハガナは八年前も、きちんと物事を説明しなかった。

　ただ、ここは口に出してみると、実際に疑問だった。エメラルドインダストリーを捻ねじ伏せるというバートンの目的と完全に一致していて、なのにエメラルドインダストリーのことは関係がない、というのはなんなのか。

　まったく意味が分からない。

　だが、俺が混乱してしまうのは、ハガナがこういうことで噓うそをつく人間ではないと思ったからだ。むしろ、噓をつくくらいならば、自分の腕を食いちぎってでも俺の前からいなくなっていただろう。

　だとしたら、これらの謎なぞめいた言葉を全て説明する、なにか一つの鍵かぎが存在するはずなのだ。

「答えたわ。離して」

　ハガナが言って、腕を振ふる。

　俺おれはその衝しよう撃げきで我に返り、言った。

「い、や……でも」

「質問に答えたわ」

　約束を守れ。

　黒い瞳ひとみで射抜かれ、俺は反射的に手を離はなしていた。ハガナは低重力にまだ慣れていないのか少しバランスを崩したようだったが、すぐに立ち直って不ふ機き嫌げんそうに服の袖を直している。

　そして、俺はと言えば、胸の内であまりにもハガナの存在が渦うず巻まきすぎて、本当に聞きたいことがどんどん見えなくなっていた。

　ハガナはおもむろに歩きだし、部屋から出て行こうとする。

　俺の口が開いたのは、ほとんど条件反射だ。

「っどこに」

　どこでもいいでしょう。

　その返事が耳の奥で響ひびいたが、実際には別の音が聞こえた。

「買い物」

　ひどく現実感のある台詞せりふに拍子抜けする。

　ただ、そうなると俺の頭も幾分かピントを取り戻した。

「か、金は？」

「部屋のカードキーがある」

　超高級ホテルのカードキーはそのままクレジットカードになる。ハガナの的確な答えに、それ以上言葉をつなげない。

　俺はそれで会話が終わりになることに、泣きだしたくなるくらいの哀しさを覚えた。これっきりですべてが本当に終わってしまいそうだった。多分、自分の中にはハガナを引き留めるどんな言葉もないからだと自覚していたのだと思う。

　それでも俺が無様に呼び止めようとするその一いつ瞬しゆん、胸元で電子音がけたたましく鳴った。

　突然のことで、視線と注意を自分の胸元に奪うばわれた。それだけで、たったその一瞬で、俺はハガナを呼び止める機会を失った。顔を上げた時には、ハガナはすでにいなかった。

　端たん末まつはなおも鳴っている。俺はあまりにもしつこく鳴り続けるそれに、怒りを感じながら画面を見た。ガザニカとあった。

　出ないわけにはいかない。それに、ハガナのことは、元々は俺に原因があるのだ。

「……はい」

　間を空けたのは、動どう揺ようを口調から悟られるのではないか、と思ったから。

『今、どこにいる？　オフィスにかけたらいないと言われた』

「グランドセントラルホテルに」

『そうか。近くにいて助かった。今すぐ来られるか』

「それは？」

　俺おれは、ハガナが出て行った扉とびらを見ながら、わずかに逡しゆん巡じゆんした。

『どんな仕事にも優先させて来てほしい。儲もうけはないが、得る物は少なくないと思う』

「え？」

　聞き返した俺に、押し殺したような喋しやべり方だったガザニカは一転、こう叫んだ。

『大手投とう資し銀行の一角、ブル・ステアーズが潰つぶれ掛けているんだ！　月面の経済の要がきしみをあげている。このまま放っておいたら、どでかい屋台骨のうちの一つが折れる。それは絶対に避さけなければならない！』

　大手投資銀行が？　潰れる？

　なんの冗談だ？

『それで、その対処のために、信用ができて能力のある人間を集めている……。医い療りようレポートのせいで、歳を食った責任者どもは皆地球に逃げてしまったからな！　人手が全く足りていない。知りうる限りに声をかけている。マルコ君にもすでに来てもらっている』

　俺は、端たん末まつを耳から離はなして見つめ、もう一度耳に付けた。

『わからないか？　連中は死に掛けているんだよ！　そして、我々はそれがどれだけ死んでいるのか把は握あくしないとまずい。いや、正確に言うと、なにが死のうとしているのか把握しないと非常にまずいですよ大統領、と言われたんだ！』

「……誰だれに？」

『マルコ君ご推すい薦せんの人物だ。悲観の帝王という異名があるらしいな』

「ドクター・ウォレス……」

『ああ。病身と聞いたが、素晴らしい指揮力も持ち合わせている。的確にスタッフを配置してくれている。陰気なのがやや苦手な感じだが……とにかく、その彼が、君を一秒でも早くここに連れて来いと』

　あの、ドクター・ウォレスが、非常にまずい、と口にする。世界の崩ほう壊かいに全財産を賭かけて含み笑いをしているような、筋金入りの空売り屋の変態が、だ。

　俺は、ハガナのいなくなった静かな部屋の中で、道に迷った犬みたいにぐるぐるとあたりを見回した。ドクターが言うのであれば、冗談でも誇こ張ちようでもない。

　だが、ガザニカの電話の内容は夢の中で計算問題を解こうとした時のようなもどかしさをもたらしたままだ。

　なにより、俺にはハガナの問題もあった。

『庁舎で待っている』

　ガザニカはそう言って、切った。

　俺はなおもしばらくうろうろとして、結局自分にできることをすべきだと思った。

　少なくとも、ガザニカは俺おれのことを必要だと呼んでくれたのだから。

　そんな自じ虐ぎやく的てきなことを思いながら、せめてものこととして、内線電話の横に置かれていた古めかしいメモ帳と万年筆を使い、メッセージを残して主寝室の扉とびらに挟んでおいた。

　また来る。

　それがわずかなつながりになると信じて、部屋を後にした。

　その日もまた普段よりも人通りが少なく、どこか肌寒い気のするニュートンシティだった。







　俺は指定どおり、まっすぐ政府の庁舎に向かった。ホテルからは目と鼻の先にある。建物は地味で、政府が頭から無視されている月面にふさわしく、普段からあまり人はいない。でも、今日の人気のなさには、今までと違ちがう雰囲気があった。その数は少ないのに、見かける人は誰だれも彼もが走り回っているのだ。

　俺は、この光景にどこか見覚えがある。それは映画だ。戦争で町が戦場になり、住民のほとんどが逃げ出した町中に似ているのだ。

　そんなことを思いながら、警けい備び員いんに案内されてガザニカの執務室にたどり着くと、ここだけは人が集まっていた。床に座り込み、壁かべにもたれて眠りこけている人もいるが、誰も気にしていない。起きて立っている者は誰も彼もが電話を二つ以上耳に当てながら、なにかのデータを探したり人に指示を出したりしている。

「ハル！」

　俺がその中に足を踏ふみ込んだ瞬しゆん間かんに、ガザニカの特徴的な声が俺の名を呼んだ。

　その周りにいた、電車が来なくて焦じれているような集団も一いつ斉せいに俺のことを見る。

　俺より若い人間が多いのは、彼らには月から逃げ出す必要がないからだろう。

「電話の話ですが」

「奥で話そう」

　ガザニカは俺のことをそのまま奥の部屋に連れて行く。

　奥は大統領専用の部屋になっていて、大きな机がでんと置かれているいかにもな仕様だ。歴代の大統領がどれも地球生まれのいい歳をした人ばかりだったので、そういう感じに設しつらえられているのだろう。扉を閉じると、外の喧けん騒そうが完全にシャットアウトされた。

「うちに連絡があったのは、今から十三時間前の夜のことだ」

　扉を後ろ手に閉めたガザニカはそう言った。

「大手投とう資し銀行、ブル・ステアーズの副社長の一人だ。運転資金が底をつきかけている。このままだと四日後には営業ができなくなると」

　俺は、なにを言われたかわからなかった。

　真顔でガザニカを見返すと、ガザニカは笑っていた。

「なにを言っているかわからんだろう？　私も、なにを言われているかわからなかったよ。別の人間に話を聞かせても、埒らちが明かない。そういうことがわかる奴らは今頃全員軌き道どうエレベーターの中だ。だが、三時間後に再び当の副社長からかかってきた。向こうはこう言った。四日後の市し場じようが開くと同時に、やはり当行は破は綻たんします。つきましては──」

　ガザニカは、大きく息を吸って、吐いた。

「政府から、支し援えんは望めませんか」

「ばっ……」

　馬ば鹿かな、という台詞せりふを、俺おれはなんとか大統領の前で飲み込んだ。

「それは、本当に？」

「ああ、どうやら、奴らは今にも潰つぶれそうらしい」

　俺には信じられない。ついこの間まで、目もくらむような利益を数年にわたって叩き出し続けていた猛もう烈れつな金きん融ゆうマシーンなのだ。

　だが、ガザニカは、冗談でした、とパーティークラッカーを取り出す代わりに、机の引き出しを開くとおもむろに煙草たばこを取り出した。空気の維持循じゆん環かんに金がかかる月面で、政府の要職の人間が煙草を吸うのはなかなかの蛮行だし、ガザニカも一言言い添そえる。

「ちょっと失礼する。私も長いこと寝てないんだ」

　エメラルドインダストリーが健康問題をもみ消していた件の、査察を巡めぐる対応も一身に受けているはずだ。俺自身、アバロンの一件でその手の話が表から見えない場所でどれだけ大変なことになるものなのか、骨身にしみるほど理解している。ガザニカみたいなタフな人間でも、相当きついはずだ。

　そんなガザニカは、煙草に火をつけて頭痛をこらえるように額に手を当てながら、数瞬目を閉じると、目を開けて顔を上げ、言った。

「詳しいことは私には把は握あくできん。経済屋じゃないんだ。だが、わかることもある。一つ。ブル・ステアーズはどうやら本気で潰れてしまいそうなこと。二つ。自力ではどうにもならない可能性が高いこと。三つ」

　煙を吸い込んだガザニカが、紫し煙えんの向こうから言う。

「絶対に潰してはならないこと」

　俺は、ガザニカを見つめ返していた。

　ブル・ステアーズを潰す、なんていう選せん択たく肢しはありえない。

　最後に俺が見た財務諸表では、確かあそこは資産総額が三百億ムール近くあり、社員は地球も含めれば一万人を超え、取引先は数万社にものぼる。毎日膨ぼう大だいな金額の資金を、月面のみならず世界中の企業に送り出していて、企業はその資金を当てにして営業を行っている。それだけでなく、毎日何十万件という数の多種多様な金融商品の取引や決済を行っている。それらが突然ストップすれば、間ま違ちがいなく大混乱が起きる。今日の午後二時の入金がなければ夜逃げしなければならない、という切せつ羽ぱ詰つまった状況の会社は、世間の人間が思っている以上に多く、世間はそういう会社のつながりによって機能している。ブル・ステアーズのような投とう資し銀行は、複雑に絡からみ合った金きん融ゆうネットワークの心臓部に相当するものだ。

　もちろんブル・ステアーズは唯ゆい一いつの心臓ではないし、最大の心臓ですらないが、この手の問題は必ず飛び火する。Ａ社が潰つぶれれば子会社のＢ社が道連れになり、ＡとＢが主要な取引先だったＣ社も致命的なダメージを負い、そこからの入金を当てにしていたＤ社までもが巻き添ぞえを食らう。そういう連れん鎖さがどこまで続くかわからない。

　ブル・ステアーズほどの大きさの心臓を止めたら、余波はたちまち混沌を呼び、月面経済が丸ごと停止する恐れがあった。

「潰す、ということは……」

「ありえない、と言われた。悲観の帝王にな。私もそう思う。そのくらいはわかる。だが、政府の支し援えんを頼たよられても困る。この月面で、政府がどれだけ無力かは君も知っているだろう。ここは地球じゃないんだ」

　両手足を縛しばられ、骨抜きにされている月面政府は、地球各国との付き合いのために置かれている臨時の窓口みたいな扱いだ。なにせ、月面に本社を置く巨大企業のほうが、月面政府の税収入より稼かせぐのだから、彼らの儲もうけと生み出す雇用がなければ、月面は立ち行かない。政府など本当はなくても構わない、というのが月面なのだ。

　ではどうするのかと言えば、経済的な方法論は限られている。

　ただ、その方法はあまりにも現実味が感じられないことだった。

　なぜなら、その方法はとてもデリケートで、難しく、そのことを専門に扱う巨大な投資集団も存在したり、それだけを専門に扱う大手弁護士事務所もあるほどなのだから。

　でも、即座に思いつく方法は、それ以外に考えられなかった。

　俺おれは、ガザニカを見つめ返す。

　ガザニカは、苦々しく、うなずいた。

「結局、誰だれに聞いても、どこかに買ってもらうほかあるまい、という話だった」

　営業資金が四日後に枯こ渇かつする、ということは、口座に現金がほとんど残っていないのだろう。

　原因はわからないが、とにかく資金がなければ営業は継続できず、破産を宣告する必要がある。だが、ブル・ステアーズがそんなことをすれば月面の経済全体が心しん臓ぞう麻ま痺ひを起こしかねない。そのためには、どこかに営業を肩代わりしてもらう必要がある。ブル・ステアーズの業務を肩代わりし、予定通り入金や出金、各種決済を滞とどこおりなく行うと保証してもらわなければならない。そうするには、政府に資金を注入してもらうか、さもなくばガザニカが言ったように、どこか資金が潤じゆん沢たくな会社に買ってもらい、面めん倒どうを見てもらうしかない。

「候補は、あるんですか？　規模はともかく、時間がないですよね？」

　企業の買収は非常に複雑だ。普通、相手の資産評価だけで何ヶ月もかかる。その上で、買収するメリットはなにか、そうすることにどれだけの理由があるか、と自分たちの商売を見直し、そこから初めて、相手方と価格の交渉に入る。

　だが、ブル・ステアーズに残された時間はたったの四日。

　そんな短時間で大規模な買収を判断しようという企業があるとは、とても思えなかった。

　俺おれはそう思ったのだが、ガザニカは真っ直ぐ俺を見据えていた。

「ある。四日間という時間制限でも、手を挙げたところがあった」

　噓うそだろう？

　まばたきも忘れ、聞き返す。

「どこですか」

「Ｅ・Ｊ・ロックバーグ」

　月面最大の商業銀行。クリスのいる場所でもあり、なるほど、そこなら規模的には可能性があった。

「だが、ブル・ステアーズ側も最後まで必死に足あ搔がくだろう。資金が枯れて営業ができなくなることと、事業が赤字で倒産することとは違ちがうんだろう？」

「違います。黒字でも、営業資金がなければ企業は倒産することがあります」

「副社長は金切り声でわめいていた。金さえあればどうにかなる。当座さえ凌しのげればどうにかなるのにと」

「ちなみに、いくらあれば助かりそうなんですか？」

　試みに聞いてみた。

　ガザニカは、なかなかいい笑顔を返してくる。

「ひとまず二百億ムール。だが、せいぜい数日分を乗り切るだけだ。それ以降はいくらになるかわからんと」

　俺は、直感的に理解した。大損による危機の類たぐいではない。あまりにも金額が大きすぎる。

　右側にいる何千社という企業から資金を預かり、左側にいる何千社へと向けて資金をひっきりなしに融ゆう通ずうしている、銀行業ならではの金額だ。

　つまり、これはシステム的な危機であり、銀行と名のつく場所ならばいつでも起こりうる危機だった。

「もしかして、取り付け騒さわぎが起きてるんですか？」

「悲観の帝王も、そんなことを言っていた。取り付け騒ぎだと？　それって、何十年も前の地球で起きていたことだろう？」

　ガザニカが思い描いているのは、カタカタと動く白黒映像の中、銀行の窓口に並ぶ長ちよう蛇だの列だろう。銀行が危ないとの噂うわさに不安になり、潰つぶれる前に自分の預金を下ろそうと集つどう預金者の群れだ。その行列を見た人たちがまた不安に駆かられ、さらに列を成す。だが、銀行とは預金者から集めた金を企業に貸し付け、利子を取るのが本業だ。預金者が一いつ斉せいにやってきても金を返すことなどできはしない。

　結果、その銀行は経営が健全であったとしても、資金を全て引き出された挙句、死んでしまう。そういうことが過去にはたくさんあった。

　そして、そういう取り付け騒さわぎは今でもなくなってなどいないし、それは預金を集めて営業する商業銀行に限らない。

　取り付け騒ぎとは要するに、短期間で引き出されてしまうかもしれない資金によって、長期の投とう資しをすることによる、システム的な脆ぜい弱じやく性せいのことだ。

　だとすれば、このことは投資銀行にも当てはまる。一万数千社も取引相手がいて、毎日何十万件もの決済をしていれば、一日に数十億ムールという金がパイプラインを通り抜けていき、出る金と入る金にはそれぞれの時差がある。

　しかも、投資銀行の口座には、世界で一番軽い類の投資家連中の資金も詰つまっている。

　なにかあった際に逃げ出す速度は普通の預金の比ではないし、金額も桁けた外れだ。

　二百億ムールが必要というのも、むしろ少ないくらいだろう。

「とにかく、君には、ほかの者たちと一いつ緒しよに、ブル・ステアーズの値段を算定してもらいたい」

「資産評価、ですか」

「ブル・ステアーズとＥ・Ｊ・ロックバーグの当事者だけに任せておいても、おそらくまともにまとまるまい。立場があまりに違ちがいすぎるからな。だが、我々政府が間に入ってやれば、互いに多少は理性的になれるはずだ。我々にも、そのくらいの利用価値はあるはずだ」

　ガザニカは、皮肉気に笑う。死に掛けの兎うさぎに襲おそい掛かる狼おおかみを諌いさめるような構図だが、生あい憎にくと世の中はそこまで単純ではない。Ｅ・Ｊ・ロックバーグがブル・ステアーズの弱みに付け込んであまりに安値で買い叩こうとすれば、ブル・ステアーズの株かぶ主ぬしが買収を拒否するかもしれない。

　相手を理不尽に利するくらいならば死を選ぶ、というのは会社の運営でもあることだ。企業というのも結局は、人が運営するものなのだから。

　そして、そんなことが原因で、月面経済全体が危険にさらされてはならなかった。

「政府の金で、ブル・ステアーズに支し援えんは？　本当にできないんですか？」

　地球にはそういう事例がある。政府のシステムそのものは、月面も地球もあまり変わらないはずで、特に法体系はアメリカなどを参考にして作られているはずだった。

　なので俺おれは聞いてみたが、ガザニカは唇の端はしを吊つり上げただけだ。

「政府にそんな予算はないし、仮にどうにかこしらえたとしても、ここは企業が企業のために運営する場所だ。どうしてブル・ステアーズだけ特別扱いできると思う？　ほかの企業が絶対に黙だまってはいない。月面がここまで発展できたのは、無政府状態とも言える、金を稼かせぐやつが一番偉い、というある種公平な状態が続いたからだ。だが、ブル・ステアーズに金を出せば、その状態が崩れてしまう。実際、不動産会社は潰つぶれるに任せている。どうしてあいつらだけ？　ということになる。不公平感は、必ず報復を生む。それは政府による規制や監かん視しという名目で行われるだろう。そして、それらは月面が地球を超えて発展するために、皆が協力して排除してきたものに他ならない」

　議員も、閣かく僚りようも、その多くが企業の人間だ。飼い主のためにほかの企業が不当に有利を得ないように見張るのが仕事であり、あるいは隙すきあらば自社に有利なようにもっていこうともするだろう。

　けれどもそんな綱引きによって結局は中立の立場が維持され、月面は地球のように無む駄だな規制や役所の干渉をなくすことで、発展を続けてこられた。

　政府が介入することは、歴史の時計を巻き戻すことになるだろう。

「月面ドームに突然大穴が開いたとしたら、政府の金を詰つめ込んでも非難されないだろうがな」

「……わかりました」

　俺おれはうなずき、ガザニカが内線で誰だれかを呼ぶのを、じっと見つめていた。







「当面の目標は、呆あきれるほど簡単だ。四日以内にブル・ステアーズをどこかに売る。我々は、可能な限り適正な値段を仲ちゆう裁さい役やくとして提示して、買収交渉が難航しないようにする」

　ガザニカの執務室から、マルコたちが作業しているらしい部屋に案内してくれたのは、ドクター・ウォレスだった。

「もっとも、どうしたって大幅なディスカウントになるだろうからな。私が買いたいくらいだ」

「うまくいきそうですかね。この規模の買収は、平時でも難しいでしょう？」

「買収が成立するかどうかという意味では、我々は絶対にうまくいかせなければならない……。ブル・ステアーズはガラス細工店に迷い込んだ哀れな牛だ。それが倒れようとしている。絶対にそんなことをさせてはならない」

　ウォレスは言って、唸うなるようにため息をつく。

「だが、すんなりいくかどうかという意味では、間ま違ちがいなく難航するだろう……。あまりに急なことだからな。私も耳を疑った。癌がんの特効薬が開発されたという詐さ欺ぎ電話より疑わしい」

「あの、そもそも、どうしてこんなことに？　どうも、話を聞くと取り付け騒さわぎのようなのですが」

　ウォレスは俺を振ふり向き、軽く肩をすくめた。

「私も理解ができなかった。久しぶりにあちこちに電話をかけた」

　そう言って、説明してくれた。

「ブルの傘さん下かのファンドが破は綻たんした話は？」

「ニュースで見た程度ですが、確か……不動産系のファンドだったとか」

「ああ。そこが事の発ほつ端たんだ」

　ウォレスはあっさり言うが、俺おれにはやはりわからない。

　傘下のファンドは、クリスが描いたロケットの絵のような、あくまでも巨大な本体銀行の下にぶら下がるおまけみたいなもののはずだ。ニュースでは十五億ムール余りの負ふ債さいで倒産とのことだったが、借りた金を燃やして暖を取っていたわけでもないだろうから、借りた金で買った株かぶや不動産があるはずで、実際の被害はもっと少ないはずだった。その上、本体である銀行の事業規模は文字どおりの桁けた違ちがいで、傘下のファンドが一つ二つ破綻したくらいで本体が沈みかけるなんてのは想像できなかった。屈強の男が蚊に刺され、出血性ショックで死ぬようなものだ。

「あの髭ひげに電話をしてきたブルの副社長も、それが原因だなんて未だに思っていないだろう。なにせ、四日後に会社が潰つぶれると部下に報告され、動転して政府に電話をかけたような間抜けだからな。地球生まれらしいから、政府がどうにかしてくれると思ったんだろう」

　ウォレスは、皮肉気に笑う。

「事の次第はこうだ。ブル・ステアーズの傘下のファンドは地球の投とう資し家かから金を集めていた。ＣＰ……つまり短期証しよう券けんを売って投資の資金を調達していた。そして、その集めた金で不動産や不動産ローンを買っていた。このへんは、我々には慣れた話だ」

「……ですね。だから余計にわからないんですが」

　そのファンドはローンをＡＢＳなどの証券にして売りさばいていたに違ちがいない。バートンに奪うばわれなければ、きっとそこの破綻からも俺はプロテクションで利益を得ていただろう。もちろん、俺の利益はそのまま相手方ファンドの損になる。

　だからといって、どうして本体のブル・ステアーズが四日後に死ぬような事態になるのだろうか。

「問題は、連中の借りていた資金が、信用のならない資金だったことだ。いや、信用のならない、というのとは違うか……確実なものではなかった、と言うべきか。短期で借りていたので、事業を継続するためには何度も借り換かえをしなければならなかった。不動産ローンへの投資は、十年や二十年はかかるが、ＣＰの償しよう還かん期き限げんは半年や一年だ。そして、これまでは、お得意様が前回と変わらずＣＰを購こう入にゆうして資金を融ゆう通ずうしてくれた。だが、今回はそれがうまくいかなかった。そもそも、短い期間に限った融ゆう資しというのは、なにかあったらすぐ逃げ出すためのものだからな」

「……ですね」

　資金の出し手たちは、狂気のような投資に金を出していると見せかけて、用心深さも忘れていなかった、というところだろう。長期の貸し付けの利率が高いのは、その長い時間の間になにが起こるかわからないからだ。短い投とう資し期間ならば、情勢を見極めてすぐに資金を引き揚あげることができる。

　そして今、不動産相そう場ばは誰だれの目にも明らかなくらい、崩ほう壊かいを始めている。

　だとしたら、資金の出し手がその用心深さを発揮するには今しかない。

「それで、ファンドは窮きゆう地ちに陥おちいった。突然、現金が枯こ渇かつしたわけだからな。連中は金の借り換かえができる前提で話を進めていたから、仕入れた不動産の支払いができなくなった。挙句、よその銀行からも不動産を担たん保ぽに資金を借りまくって投資をしていたせいで、最後の数日は連日のように追加担保の差し入れを要求されていたらしい」

　不動産の相場が下がる一方なので、資金の貸し手は追加の担保を要求したのだろう。ニューエイジデベロップメントが破は綻たんしたのと同じ構図だ。

「それに、私らへの支払いもあるしな？」

　ウォレスは廊下を歩きながら、含み笑いまで見せながら語っていく。

「そして、とうとうファンドの連中は困り果て、法律家を連れて親会社のところに現れた。ファンドの設立時には契約を交わしていて、その中には緊きん急きゆう時じの救済条項が入っていたらしいからな」

　おしめの取れないモーモーたち。負けても誰かが責任を取ってくれるから、リスクを取れば取るだけ儲もうけもの、とウォレスは言っていた。

　クラブ２５で、最も派手に騒さわぎまくっていた奴らというのはそういう連中だった。

「それで、ブル・ステアーズは後ろ盾だてに回って道連れに？」

「いや」

　ウォレスは、首を横に振ふった。

「見捨てたのだ。契約にあった一文を満たす程度の支援をしてから、切り捨てた。即座に必要だったのは数千万ムール程度のことだったらしいが、同時に二つのファンドが同じ状況になり、丸ごと抱えるのは危険だと判断したのだろう。なにせ、不動産相場は今まさに損を拡大させている真っ最中で、次から次へと現金の支払いが必要になるのは目に見えていた。ブラックホールを抱え込むのと同じことだ。だから、建前のためにわずかばかりの手助けをしたら、残りの損失はすべて投資家に押し付けて切り離はなすのが営業的に最善手だった、とは私も思う。結果、ファンドは二つとも破産申しん請せいをした」

「……でも、それならばそこで悪あく影えい響きようは……」

　と、俺おれは言いかけて、気が付いた。この世界を支配する、数少ない不文律の一つだ。

　俺たちは、車を作ったり、野菜を育てたり、家具をこしらえたりしている商売ではない。

　俺たちの世界というのはすべてがデータ上の金を巡めぐる話であり、参加者は似たような顔ぶれで、なにもかもが信用で成立しているような世界だった。すべてがつながっているのだ。

　そういう場所で、いざという時には後ろ盾に回る、という契約がありながらそうしなかったという事実は、少し違ちがった見られ方をする。

　建前上の手助けというのも、後から投とう資し家かに訴えられないように、という予防策のはずであり、いかにもずる賢がしこい金きん融ゆう世界の生き物的な行動だ。確かに、自分さえ儲もうければいい、というこの世界の掟おきてに従うならば、ブル・ステアーズのそれは至し極ごく理に適かなった判断だった。一度損が拡大したポジションは、なかなか元に戻らないからだ。五十％の損をしたら、それを取り戻すには、残された資金で百％の利益を出さなければならない。七十％の損を出したら、実に二百％を超す利益を出さないと元に戻らない。損と得は、この世界では等価ではない。

　だから、最後まで支し援えんをし続けて傷口を広げるくらいなら、一度リセットしてしまったほうがいい。これまでに十分儲けたのだから、損は投資家どもに押し付けてしまい、自分たちは知らんぷりをすればいい。それがこの世界の掟だろう？　とのたまって。

　でも、そんなのはこの世界の中の、特にエッジの効いた連中の考え方だ。

　ほかの連中はどう考える？　お上品な地球の投資家や、それほどラジカルな思考をしない奴らはどうだ？　きっと、こう考えるはずだ。

　ブル・ステアーズは傘さん下かのファンドを抱えなかった。

　なぜだ？

　それは、ブル・ステアーズ本体もやばいからではないのか。

「……小こ銭ぜにを惜しんでファンドを破は綻たんさせたことで、本体も危ないと見られたわけですか」

「そうだ。どうやら、ファンド破綻の前後で、すでに業界内、特に地球に噂うわさが広まっていたようだ。ブル・ステアーズも、その破綻したファンドと大して変わらない危険な資産を大量に抱えているらしいと。まあ……事実だろう」

「でも、それだけで？」

「いや、もちろんそれだけではない。問題は、ブル・ステアーズだけではなく、もっと広い範はん囲いのことだった。私も、地球の古い知り合いに電話をして、初めてそのことを知らされた」

　ウォレスはこの業界で半世紀以上過ごしてきた。

　経験と伝つ手てという、得難い資産を山ほど抱えている。

「地球の知り合いの話では、医い療りようレポートの一件以来、地球の投資家は全員が固かた唾ずを吞のんで月面の行方ゆくえを見守っていた。当然だ。移民が無限に入ると思っていたから、土地の価格は無限に上がると無邪気に信じていたのだからな。その前提が崩れようとしていたわけだ。そして、懸け念ねんは現実になり、ファンドが破綻した。それを見た瞬しゆん間かん、不動産関連市し場じようの崩ほう壊かいは避さけられないものだと全員が理解したわけだ」

「ですが、現実にはそこまで悲観的にならなくてもよかったのでは」

　月面から逃げ出そうとする人々の様子は確かに印象的だったが、統計を見れば全体的には少数だし、実際に月面全体としてはそこまで動どう揺ようしなかった。

　だが、俺おれの言葉に、ウォレスはにやりと笑う。

「愛しの恋人が地球にいると思いたまえ。同じ悪いニュースでも、近くにいるのと、遠くにいるのとでは、受け止め方が違ちがう」

　ましてや、おいそれとは行くことのできない、雲の上の国のこと。

「挙句に、テレビでは軌き道どうエレベーター前の混乱ばかり映すからな。その日のうちに、地球の主要な投とう資し家かがほとんど全員、不動産関連の投資と、不動産関連の投資をしているところから資金を引き揚あげ始めていたらしい。まあ、危険な匂いのする投資から逃げるのは合理的な話だ。むしろ、連中は正しい行動を取ったと言うべきだ」

「それは……でも、それのなにが問題だったんですか。そういうことは大なり小なり投資の世界ではあることでしょう？」

　イギリスの金利が急に引き上げられた時、シュバイツェル・インベストメントがオフィスを構えるビルの壁かべに、損で吹き飛んだ誰だれかが八つ当たりでＰＣと椅い子すを投げつけていた。

　すると俺おれの質問に、ウォレスは実に楽しそうに答える。

「問題は、世の中に不動産投資をしていない奴らなどいなかったというところだ。つまり、その瞬しゆん間かん、事実上ほぼすべての場所で、資金の流れが途と絶だえてしまったわけだ。余裕のある会社ならばそれでもなんとかしのげるが、運悪くしのげない場所があった」

　ブル・ステアーズ自身も不動産に投資をしていたり、ＡＢＳを発行していた。間ま違ちがいなく借金もしている。追加の担たん保ぽやら、保険金の支払いやらで、ものすごい勢いで現金がなくなっていっただろう。沈み行く船からネズミが逃げるようなものだ。

　そして、なんとか周りに助けを求めようとしたら、周りも現金が干上がっていた。

「あとは、予言の、自己実現ですか」

「らしいな。今いま頃ごろは、まばたきをするごとに、ものすごい勢いで資金が引き揚げられていることだろう」

　あそこの会社は潰つぶれるぞ、という予言があれば、人々はそこに預けていた資金や資産を引き上げて、本当に潰れてしまう。エレノアの会社はまさしくその罠わなに嵌はまった。

　実際にブル・ステアーズがやばかったのかどうかはわからない。

　わかっているのは、損を抱え込むのが嫌いやでファンドをあっさり破は綻たんさせたという判断が、理屈としては正しくても、戦略的には間違っていたことだ。

　その些さ細さいな判断ミスのせいで、ブル・ステアーズという巨大な本体が窮きゆう地ちに立たされることになった。

「だからまあ、事故だな」

「事故……まあ、事故、そうですね。皆がじっと息を潜ひそめて見つめている中、そこで最初にまずいニュースを流してしまった、哀れなブルという構図なのか……」

「本体が危機に陥おちいっていると市し場じように知れ渡れば、株かぶ価かはいくらまで下がるか予測ができん。となると、安く買い叩きたい奴らの行動も読めるだろう？」

「なるほど。買い手側としては、ごねて時間を稼かせぎ、株かぶ価かが下がってからのほうが安く買う口実ができますね」

「そうだ。だが、あまりに安くなれば自や棄けになったブル・ステアーズの株かぶ主ぬしが、買収を拒否する可能性もある。死なば諸もろ共ともってわけだな。ガザニカはそれを恐れて私や君を呼んだ」

「でも、本当にそんなことになりますか？　どっちも事態の深刻さは理解しているはずでしょう？」

「ふん。なんとも豪ごう快かいなチキンレースだな？　賞品は総資産三百億ムールの、月面の中で大手に数えられる投とう資し銀行だ。失敗すれば、月面経済が丸ごと海の藻も屑くずと消えかねない。人は私を時折狂人のように言うが、とんでもない。私だけでは決してない」

　子供のように楽しそうなのは、筋金入りの空売り屋として、市し場じようの混乱や企業の混乱が大好きだからだろう。

「もっとも、パニックに付け込んだ買収は常じよう套とう手段だ。Ｅ・Ｊ・ロックバーグは責められるべきではない。問題は、状況があまりにも危険だということだ」

「ブル・ステアーズのほうは、そんなに？」

「ああ。すでに私はざっと見てみたが、放っておけば破は綻たんはまず間ま違ちがいない。信用問題は解決が非常に難しい。それに、私の経験から言って、こういう金きん融ゆうのパイプが破綻すると、アバロンのような実業界の会社が破綻するのとは質の違う混乱が起きる」

　俺おれは、うなずいた。

「車や家具を作る会社には、世界のどこにも最後の貸し手はいませんからね」

「そう。銀行という業種にだけは、中央銀行という政府の直結パイプが存在する。そこだけは、絶対に野放図に潰つぶしてはならないと、地球の国々は苦い経験から学んだのだ。仮に潰すにしても、秩序が必要だと。突然死だけは絶対にさせてはならない。絶対にだ」

　ウォレスは興奮気味に言い切り、ゆっくりと呼吸を整える。

「ＡＢＳやＣＤＯは、確かく認にんされているだけで一千億ムール分売られている。挙句、プロテクションという二段式の爆ばく弾だんまで存在する。そこらじゅうに燃料の藁わらがたっぷり積まれ、ガソリンの匂いで満ちている。どの金融機関が次に爆発するのか、全員が固かた唾ずを吞のんで見守っている状況だ。ここで火の手が上がってみろ。地獄絵図になるぞ」

　ウォレスには、むしろそこでは笑っていてもらいたかった。

　だが、ウォレスはにこりともせず、俺のことを広い会議室に案内した。でかい円卓が置かれた部屋では、何人もがすでに書類や記録メディアの山にうずもれている。マルコが俺に気が付くと、自分の隣となりを指差した。

「さて、私もこういう作業は久々だ。幸い、買収交渉というつまらん作業はネクタイを締しめた連中がやってくれる。我々は、この機会に連中のデータを生で漁あさってやろうじゃないか。ファンダメンタルズ投資家には、願ってもないチャンスだろう？」

　ここが映画になるとしたら、きっとドクター・ウォレスがゴム手袋をぱちんと嵌はめるシーンに違ちがいない、と俺おれは思ったのだった。







　買収の初期交渉は、市し場じようが閉まってから行われるとのことだった。おそらくＥ・Ｊ・ロックバーグ側もほとんどブル・ステアーズの資産評価などできていないはずだが、買う先が死んでしまえば元も子もないので、とりあえず大まかな感かん触しよくでも摑つかんでおこうということなのだろう。

　それに、時間の制約があって、やるべきことが山積みな状況はむしろ今の俺にはぴったりだった。時間があって、後回しにしてもいいような仕事ばかりだったとしたら、きっと俺はずっとハガナのことだけを考えていただろう。それが生産的かどうかは、それすら考えたくもないことだ。

　だから、夢中で作業を続けていた。ブル・ステアーズはさすが金きん融ゆうの要なだけあって、資産の種類も多た岐きにわたる。特に、ＡＢＳやＣＤＯのような仕組債も含む、デリバティブと呼ばれる金融派生商品のポジション評価は頭痛の種だ。

　たとえば、一年間固定金利を支払う代わりに、相手側から一年間市場相そう場ばに連動した変動金利を受け取る金融派生商品があったとする。非常に単純で、クラシカルな金利スワップだ。契約は締てい結けつされて一ヶ月が経たっている。さて、この契約の価値がいくらになると、どうして今からわかるんだ？　取引が終わってみて、支払った金額と受け取った金額の差額を確かめて、そこで初めて、儲もうけたか損したかがわかるはずなのに。

　そして、こういう面めん倒どうな取引がどうやら二十万件以上存在するらしく、挙句、事務処理部門が追い付いていないせいで、未処理の案件が数万件もあった。そうなると完全に現在価値なんて不明だが、帳ちよう簿ぼには値段をつけて載せなければならない。

　株かぶ式しきや通常の債さい券けん、あるいはオプションならば、これらは市場で頻ひん繁ぱんに取引されている商品なので、価格は市場を参考にすればよく、まとめるのも簡単だ。

　問題は、金融派生商品の多くがオーダーメイドで、こういう商品の取引は滅めつ多たにされないことであり、いわゆる相場というものが存在しないことだった。

　それでも、ブル・ステアーズの帳簿には、一応の数字が記き載さいされている。スイスフランとアメリカドルでそれぞれ起債された債券の、変動利率と固定利率を入れ替え、さらにフランとドルの為替かわせ変動を、イギリスポンドの対オーストラリアドル価格の変動で増幅させる摩ま訶か不ふ思し議ぎな商品の、残存期間二年三ヶ月分の現在価格が、しれっと記載されている。

　全知全能の神なのか？

　もちろん、そんなことはない。からくりは、誰にもわからないものの値段は、誰にもわからないのだから自分たちで勝手につけてしまおうというわけだ。

　なお、なぜそんな無意味で馬ば鹿かげたことをわざわざするのかと言えば、その責任の一いつ端たんは俺にあった。あのアバロンが自社の資産の本当の価格を帳ちよう簿ぼに記載せず、いいように利用しまくって隠かくしていた不正を暴あばいたせいで、法改正があったのだ。帳簿には、資産の時価を毎日きちんと計算して載せるように、と。その時は、完全に当たり前のことだと思ったし、なんであれ規制には反対する月面の企業群も、アバロンの行為があまりにひどすぎたために、渋しぶ々しぶ従った。

　それで、どこの投とう資し銀行も独自の評価モデルを利用し、相そう場ばが存在しない商品の値段を載せざるを得なかったのだ。数学に基づいて、未来はこのくらいの範はん囲いに収まると予測する例のアレだ。

　会議室では、ブル・ステアーズの評価モデルを提出させ、モデルを使えるエンジニアが手動でどんどん数字を流し込んで、価格を出していく。

　それを横目に見ながら、マルコは小さく言った。

「間ま違ちがいなく、あのへんの価値評価のやり合いになりますよね」

「神じゃなければ評価などできないだろうがな」

「金きん融ゆうの支配者は宇宙の支配者である、と地球でも古くから文学の世界で言われていますよ」

「その宇宙の支配者は、子供からパパのお仕事なんなのと聞かれて、答えられなかった」

「債さい券けんトレーダーの意義は子供には理解できませんよ」

「自分ならできるって？」

　俺おれの質問に、マルコは肩をすくめていた。

「ハルさんが僕ぼくを大人と認めてくれるなら、答えますよ」

　もしかしたら、俺が地球に行く時、あのオフィスの切り盛りを任されていたのに、さっさと帰ってきたからその約束を反ほ故ごにされたことを怒っているのかもしれない。

　ただ、俺は数分後にすぐに気が付いた。

　そうじゃない。

　バートンに無様な負け方をした俺を、嫌いや味みなく、大人だと持ち上げてくれていたのだ。

　マルコは俺の視線に気が付いて、「？」と顔を上げる。

　俺は、こう言うしかない。

「ちなみに俺は、考え続けているが本当のところ、わからないんだ」

　マルコは小さく笑い、答える。

「わかるような人は、こんな仕事してないと思います」

「……違いない」

　そんな会話を交わしながらも、俺たちの作業量は、ウォレス、マリアのところと合わせても、明らかに群を抜いていた。

　どうやらここにいるのは若手の経済系の官かん僚りようと、サティアの事務所が都合してきた弁護士や会計士がほとんどらしい。彼らは理屈は知っていても、現実の市し場じようをほとんど知らなかった。

　なので、企業の決算報告書をむしゃむしゃ食べながら暮らしていた『足の太いロバ』である俺おれたちの元には、せっせと餌えさが運ばれていた。中には、営業部隊が電話をかけて株かぶ式しきを顧こ客きやくに売って、手数料を稼かせぐ古めかしい部門の価値評価などもあったが、こういうクラシカルな営業形態ならば、瞬しゆん時じに価値を弾はじき出せる。ほかにも、不動産などの評価も山ほど求められた。月面どころか、世界中の人間を含めても、数少ない人間しか狂気に気付かなかった分野だ。

　俺も専門家ではないので細かい鑑かん定ていなど無理だが、大まかな下落率は、数年間の価格上昇率と賃料からあたりがつく。後は、周りが納得しそうな数字を書き込んでいけばいい。雑なことかもしれないが、誰だれも未来のことなど分からないのだ。今日の株かぶ価かだって、市し場じようが閉まるまでになにが起こるかは誰にもわからない。少なくとも、今はどのくらいの値段でありそうか、とぎりぎりのところを探り続けるしかないのだ。

　だが、そんな作業だけでもブル・ステアーズの奔ほん放ぽうぶりが手に取るように分かった。

　これだけローンを引き受け、片っ端ぱしから証しよう券けんにして売りさばいていれば、さぞ楽しかったことだろうと思う。荒稼ぎをしていた間は、シャンパンと享楽の日々だったろうに、と目が細くなる想いだった。

　だが、今やこここそが諸悪の根源になっている。当然、Ｅ・Ｊ・ロックバーグはここに嚙かみつき、指摘し、ここを起点に買い叩くはずだ。

　データを見ていると、シャンパンの日々が悪夢の二日酔いに変わるのに数ヶ月もかかっていない。投とう資しの世界はドッグイヤーと言われ、ここでの一年は下界の十年に匹敵すると言われるが、それを地でいっている。しかも、そんな速度で走ることを求められながら、一寸先は闇やみだ。

　身み震ぶるいをしていると、ふと肩を叩かれた。反射的に時計を見ると、市場が閉まる十七時の三十分ちょっと前だ。六時間くらいぶっ続けで作業していたらしい。

　振ふり向くと、書類を持った困こん惑わく顔がおの若い会計士の女の子がいた。

　昔のクリスを髣ほう髴ふつとさせるが、気弱そうなその子は、おずおずと聞いてきた。

「あの、こちらの……シュバイチェル・インベストメントに対する、プロテクション契約なのですが……」

　俺は思わずマルコを見て、これはまずいかなと思った。

　ブル・ステアーズが潰つぶれそうだからこんな騒さわぎになっているのに、プロテクションの支払いはその倒産騒ぎの後押しをしかねない。利益相反ではないのかと指摘されてもおかしくなかった。

　だが、出てきた言葉は意外なものだった。

「これって、桁けたの間ま違ちがい、ですか？」

「ん？　桁の間違い……ということは、ないが、どうして？」

「えっと……あの、どうしてこの保険を、こんな金額で売りさばいていたのか、信じられなくて……」

　数秒の間を経て、もう一度マルコを見る。

　マルコは、肩をすくめていた。

「そういうやり取りを、私たちもオフィスでしました。なんでこいつらはこんな危険な商品を、こんな安値で売っているのかって」

「それで、買った？」

「なにせ……安かったので」

　俺おれが答えると、その子はどこかぽかんとして、糸が切れたようにうなずいて、納得したのかどうか、ふらふらと席に戻って行った。その手にあるのは、〇．八二％の利率で購こう入にゆうした二百万ムールのプロテクションであり、元の証しよう券けんが破は綻たんすれば二億ムール以上が支払われる代しろ物ものになる。契約に従い、執行されることだ。

　だが、傍はたから見れば、理解不能な賭かけなのだろう。その利率も、金額も。

　そして、そのわけのわからないことの積み重ねで、こんなことになっている。

「どうしました？」

「ん……ああ、あっちに行って手伝ったほうがいいかなって」

「ああ……でも、あれ、ですか？」

　マルコは俺が目で追っていた女の子の座ったあたりを見ながら、かなり遠えん慮りよ気味に言う。

「クリスさん、みたいだから？」

　俺は、思わず笑ってしまった。マルコが仲間にいてよかったと。

「違ちがうよ。それもちょっとあるが」

「なら、どうしてです？」

「気が付いたんだが、証券類の原資産は送られてくるのに、証券に対してのデータ評価を求められていない。あいつら、どうやって計算してるんだっけ？」

「え、そりゃあ、ほかの金きん融ゆう派生商品と同じで、評価モデルで……って、あれ？」

　マルコも、自分がおかしなことを言っていることに気が付いたようだ。

「ほかの連中は気が付いてるのか？　あいつらが価格の算出に使っているのって、ブル・ステアーズが使っていた評価モデルだよな。でも、それって──」

「今まさに役立たずだと証明され続けてるものですよね。その評価モデルを使って、絶対大丈夫だと言い張っていた賭けで、大負けしているわけですから……」

「ドクターは、どう思ってるんだ？」

　俺が視線を向けると、ドクターの席は空席になっていた。

　どのくらい席を空けているのかは定かではないが、病身ということもある。

　ただ、これは誰だれかに相談すべき話だ。

　俺が思っていると、急にけたたましいベルが鳴った。

「時間よ！」

　その場にいる全員がたまらず耳を押さえていると、扉とびらを開けて入ってきたのは部下を連れたサティアだった。

「できたものを集めてちょうだい！　まとめなおして交渉のたたき台作るから！　はい、はい、はい！」

　荒っぽくどんどんメモ帳だのデータだのを集めていくが、俺おれたちの物も例外ではない。

　周りとの違ちがいと言えば、サティアのウインクがあったかどうかだ。

　その市し場じよう価値がいくらなのかは、怖くて確かめる気にもならないが。

「というわけで、いったんお疲れ様！　食事をして、更さらなる分析のために英気を養ってきてちょうだい！」

　その一言とともにサティアの一団がいなくなると、どっと重力が増した。

　マルコは元気に端たん末まつを取り出し、株かぶ価かをチェックしていた。

「ブル・ステアーズ、前日終値マイナス五十％の二十八ムールでストップ安。窮きゆう状じようが市場に知れ渡ったみたいです」

「明日も間ま違ちがいなく暴ぼう落らくだな」

「ひと波乱あるでしょうね。これは」

「前四半期だと、一ひと株かぶ当たりの純資産が三十ムールくらいだったよな」

　物もの凄すごくおおざっぱに言うと、株かぶは会社の所有権とも考えられるので、たとえば百株発行している会社なら、一株当たりで会社の資産を百分の一所有しているとも考えられる。なので、ブル・ステアーズもそうして単純化した一株当たりの資産価値を割り出すことができる。

　それが、三十ムール。

「ハルさんは、どのくらいになると思います？」

「ほかの資産がどうなっているかわからないが……この感じだと、十四か、十五ムールが妥当じゃないか」

「簿ぼ価かの半額ですか。厳しいですね」

「この先、プロテクションや不動産の下落が響ひびくだろうし、信用に傷がついたんだ。顧こ客きやくも少なからず離はなれるだろうし、手数料収入も減るだろう」

「うーん。それでも、黒字を維持できるなら、半額は安すぎだと思うんですけど」

　簿価の半額なら、理論上は百ムール札を五十ムールで買うようなものだ。

　しかし、世の中そんなに単純ではない。

　百ムール札を一万枚入れた段ボールを想像すればいい。重さをはかると、確かに百ムール札一万枚分の重量があるのだが、段ボールの底のほうはびしょ濡ぬれで水が滴したたり、それどころか焦こげ臭い匂いまでしている。

　段ボールの蓋ふたは閉まっていて、中はよく覗のぞけなくなっている。

　さて、この段ボールを引き取るのに、何ムール出せるかという話なのだ。

「潰つぶれるよりましだろう」

「……まあ、そうですね」

「それより、食事にしないか」

「え？」

「なんだ、腹減ってないのか」

　俺おれが聞き返すと、驚おどろいていたマルコはなぜだか口の中でもごもご言っている。首を傾かしげていると、マルコは肩をすくめながら言った。

「いえ、少し意外だったもので」

「意外？」

　俺は考え、苦笑した。

「失恋でか」

「……ハルさんは思いつめるタイプだと思いますから」

「否定はしないけど」

　俺が歩き出すと、マルコはおとなしくついてくる。

　しばらくは黙だまっていたが、つつっと歩を速めて俺の隣となりに立つと、聞いてきた。

「あの、結局、どうなったんですか？」

「どうもなってない」

　ここで誤ご魔ま化かすのか、とばかりに嫌いやそうな顔になる。

「はぐらかしているわけじゃない」

　俺とマルコは庁舎から出て、クラプトンスクエアを目指すことにした。

「口座一式をバートンに渡した。カードキーを渡された。ハガナとの契約は解消だ、と請うけ合われた」

「……それで？」

「それで……少しだけ、ハガナと話した」

　マルコはずっと俺の顔を見上げている。エレノアと一いつ緒しよで、逃がすつもりはないらしい。

　もしかしたら心配してくれているのかもしれないが、興味がない、というのは絶対に噓うそだ。

「少し、ほっとしたところもあった」

「え、じゃあ──」

「単に、罵ののしられ、罵ば倒とうされ、呪じゆ詛その言葉を投げつけられなかった、というだけだけどな。なんだか、向こうはすでに俺に関心を持っていなかったんだ。憎にくんでいたにしても、恨うらんでいたにしても、でもそれももう過去のことだしな、的な」

　マルコは、なにを言っても失言になりそうな、という困こん惑わくした顔で俺のことを見つめている。

「ただ、死ぬほど俺のことを憎んでいて、その意い趣しゆ返がえしに、俺の資産をもぎ取っていった、ということではなかったみたいだった。たまたまだったんだってさ。なんかさ、俺は」

　年下のマルコに、友達に言うみたいに、言った。

「それだけで、ほっとしてしまったんだ。馬ば鹿かだと思わないか？　それに支払った金額は、百億の単位なんだ」

　笑っていたが、もう少しで泣きそうだった。

　泣かないでいられたのは、多分、上司としてのプライドだ。

「大事なことですよ」

　マルコはそう言ってくれた。それだけで十分だった。

　俺おれたちは連れだって駅を越え、クラプトンスクエアのインド料理屋に寄った。カレーは手軽で、おいしくて、辛さが目を覚ましてくれるからだ。どうしてセローやクリスが好むのか、今ならわかる。

「でも、そんな大金でなにをするつもりなんでしょうね」

　マルコはカレーを食べながらなんの気なしに言った。当たり前の発想として、気になることだからだろう。

「エメラルドインダストリーを捻ねじ伏せるって言ってたよ」

　マルコの手が一いつ瞬しゆん止まる。

「驚おどろくよな」

「ええ……けど、バートンってのは自身も相当金持ちなんですよね？」

「まあ、そうだとは思うが……どうして？」

「だって、僕ぼくたちの勝ち分じゃ、最高の数字が出ても、エメラルドインダストリーは買えませんから。もっと資金がないと」

「えっ……」

　俺はその言葉にカレーを食べる手を止めた。確かにそうだ。俺たちの勝ち分は、理論上では四百億ムール近くいくが、エメラルドインダストリーの時価総額は桁けたがもう一つ上で、二千億ムールを超えている。その株かぶ式しきも関連会社など、そう簡単に手放さないだろう連中ががっちりと握にぎっている。

　敵対的買収が成功するとも思えない。

　どうするつもりなんだ？

　それに、ハガナのことも思い出した。バートンと目的が同じだが、エメラルドインダストリーには興味がないという、あの発言は一体どういう意味なのか。

　俺が、ゆっくりと再び手を動かし、カレーを食べながらそんなことを考えていると、端たん末まつにメールの着信があった。リサからで、ハガナはきちんとご飯を食べてるのかしら、とあった。俺はそれで、リサたちもまたハガナのことを心配しているのだ、と今いま更さらながらに気が付き、慌てて返信をしたためる。

　グランドセントラルホテルの５００２号室にハガナがいる。リサなら、通してくれると思う。なんなら、カードキーはリサに渡す。

　俺おれは少しためらい、次の言葉を追記する。

　俺も行きたいが、時間制限のある離はなれられない仕事がある。政府からの依い頼らいだ。

　そして、送信すると、ほどなく返信があった。

　──なにかあったの？　わかった。行ってみる。今のハガナの名前はなんなの？

　アンナ・ハーグ。

　俺の返信に、半笑いになっているリサの様子が思い浮かんだ。

「ただ、あれですね」

「ん？」

「ブル・ステアーズ、うまく話がまとまるといいですね」

「そうだな。そうじゃないと困る」

　俺は最後のカレーを食べ終え、先に食べ終えていたマルコと席を立った。

　ブルの資産評価についてはウォレスと相談したいこともある。

　ただ、会議室に戻ると、人はいるが皆浮足立っていた。作業はせず、立ち話をしたりしている。俺とマルコは顔を見合わせ、人にウォレスの居場所を聞くと、ガザニカの執務室にいると教えられた。

　俺たちが向かうと、秘書に待っていたと言われて執務室に通された。

　そこにはガザニカ、ウォレス、サティアがいた。

　全員の顔が、渋い。

「なにかあったんですか」

　俺の質問に、ウォレスが答えた。

「強ごう欲よくに限りはないのだ」

「……交渉が？」

　開始して、一時間も経たっていないはずだ。交渉の場にいるはずのサティアがここにいるということは、最初の交渉はすぐに終わったのだろう。

　おそらく、ほとんど物別れの状況で。

「向こうはいくらって提示してきたんですか？」

「ブル・ステアーズの二十ムールに対し、四ムールだ」

　俺は、聞き間ま違ちがいかと思って、ウォレスをまじまじと見ていた。

「一ひと株かぶ四ムールでは、時価総額がブル・ステアーズ本社ビルの価格と同じだ。到底株かぶ主ぬしが納得すまい」

　ウォレスが吐き捨てるように言うと、サティアが後を引き継いだ。

「ブルちゃん側の人間は一応数字を会社に持って帰ったけど、とても株主に発表できないでしょうね。Ｅ・Ｊ・ロックバーグの面子メンツがさっさと帰り支じ度たくをしていなくなった後の放心具合を見せてあげたかったわ」

「……普通にアクセスできる情報類でも、堅実な部門は堅実に利益を上げてますよね。だから十五ムールあたりが常識的なディスカウントラインだと思っていたのですが」

　俺おれの言葉に、サティアの牛のような溜ため息いきが同意を示す。

「二十時間足らずの粗あらい評価だけど、大体同じ結論ね。ただ、評価の割れる資産もまた山ほどあってね、そこで揉もめたのよ。Ｅ・Ｊ・ロックバーグ側は、危険な不良資産として不動産関連証しよう券けんなんかの二百億ムール分のポジションを、ほぼゼロで計算してたみたい」

「なっ……」

　俺は息を吞のむが、その言い分が横暴だと指摘することもまた難しいことは、俺やウォレスならばよく知っている。なぜなら、俺たちは、不動産にまつわるすべてが崩ほう壊かいすると思い、プロテクションにあれだけ全力で挑んだのだ。一方で崩壊すると思い、他方でそこまで壊かい滅めつ的てきな結果にはならない、と主張するのは筋が通らない。

　ブル・ステアーズが取り付け騒さわぎという、ほとんど事故みたいなもので窒息死しようとしているせいか、同情的になっているのかもしれない。

　俺は頭を振ふり、一つ気になる点を言った。

「ちなみに、ブル側は、その資産をいくらと評価してたんですか。さっきも思ったんですけど、彼らは自分たちの計算がまさに失敗していたその数学ツールで、今の価格を判断しているわけですよね」

　サティアは腕組みをしたまま肩をすくめる。

　答えたのは、あらぬところをぼんやり見ていたウォレスだ。

「ほぼ原価で評価している」

「原価？　ってことは、評価損はほぼゼロ？　あれだけ破は綻たんしていてですか？」

「不動産ローンについての統計データは、長期で判断するべきだと主張している。まあ、言わんとすることはわかるがね……。仮に一件ローンが破綻して、統計データの使用範はん囲いをその前後数時間に設定したとすれば、破綻確率は跳ね上がるからな。評価モデルはすさまじい値下がりの結果をはじき出すだろう」

「なら、最近の破綻分を考こう慮りよに入れても、過去のデータと合わせて平均したら、全体的な破綻確率は大して高くないはずだって？」

「そういう理屈だ」

　確かに、そういう理屈がこねられるかもしれない。

　だが、それはあまりにも現実を見ていないとしか思えない。昨日と今日とでは世界が激変する。それが市し場じようの世界なのであり、彼らは当然それを知っているはずだった。

　俺はそう思ったのだが、ではどのくらい破綻すると考えるべきなのかと問われれば、言葉に詰つまらざるを得ない。現状の破綻率が今後も高まると考え、今まさに増えている速度でずっと増え続けると予測するべきなのか、それともどこかで緩ゆるやかになり、反転すると考えるべきなのだろうか。

　でも、それはいつ？　どのくらいの規模で予測するのが最適解なのだ？

　そんなこと、一体誰だれになら分かるんだ？

「全員が、わけのわからない数学で、未来が予測できると信じきっていた。すべてをその予測の上に組み上げていたせいで、現実に襲おそわれた時にはすべての予測が機能しなくなり、混乱の闇やみの中で右往左往だ……。もっとも、我々はその脆ぜい弱じやく性せいに賭かけて目もく論ろ見みが見事当たったわけだがね」

「だとすると、買収側としては、危険な資産はすべて破は綻たんすると考えて行動するべき理由が確かにある……と？」

　マルコが言うと、サティアは事務的な顔つきで応こたえる。

「そうね。Ｅ・Ｊ・ロックバーグ側も、買収に当たっては自行の価値を守る義務が株かぶ主ぬしに対してあるもの」

　ブル・ステアーズ側は心情的にも現実的にも、本社ビルと同じ価格で会社全体を買われるなどということは到底受け入れられないだろう。そんなことをするくらいならば潰つぶしてしまえ、と株主が判断することは目に見えている。なにせ、あまりに低い値段ならば、会社を畳たたんで清算してしまったほうが、株主の受け取る金額が大きくなることもあるからだ。

　その一方で、Ｅ・Ｊ・ロックバーグ側に買収価格を上げろと迫るのは、損の可能性を受け入れろと迫ることと同じだ。今、世界で唯ゆい一いつの買い手に対し、腐くさりかけのリンゴを定価で買えと突きつけることの無む謀ぼうさは誰が見たって明らかだ。

　損をすると見え見えのことを引き受けてまで手を出す理由がない……と言われれば、反論のしようがない。

　唯一言えるのは、月面経済崩ほう壊かいの可能性を挙げることだが、これもまた厳しい。なぜなら、もしブル・ステアーズを不当な高値で買収したことにより、市し場じようから業績悪化の懸け念ねんを持たれ、Ｅ・Ｊ・ロックバーグ本体もぐらついたとなれば、問題が大きくなるだけだからだ。

　そして、買収の事例の中には、あまりに高値で買いすぎた結果、買収した企業を消化しきれずに結局吐きだし、体力を使い果たして死んでしまう、ということが実際にある。

「これ、手て詰づまりじゃないですか？」

　マルコが言うと、サティアの視線がガザニカに向く。ガザニカは執務机の上に腰かけ、困り切ったように頭をがりがりと搔かいた。なにか色々なものが頭から飛び散っていたが、身を粉にして働く、というのはこういうことかもしれない。

「いや、突とつ破ぱ口こうになりそうなものはある」

「それは？」

　ガザニカは、俺おれのことを見た。

「君だ」

「……自分が？」

　俺おれは聞き返し、直後にはっとなる。もしかして、プロテクション絡がらみの勝ち金を吐き出せと迫られているのだろうか。だが、それはバートンに対し支払ってしまった。俺はそこまで思って、サティアがいることを思い出した。サティアなら、その選せん択たく肢しが存在しないことを理解している。

　では、なんだ。

　交渉の場に出ろとか言われるのだろうか。でも、俺は企業買収の専門家ではない。

　ガザニカは、俺のことを見て、苦しそうに言った。

「向こうの資産評価担当者に、クリスがいたんだ」

　申し訳なさそうなその視線と言葉に、嫌いやなものを感じた。

「主に、まさしく問題となっている評価モデルの担当だった。聞けば、そもそも話題になった証しよう券けんの初期開発者ということで出世したそうじゃないか。昔、アバロンを倒した時に何度か会った程度だが、立派になっていたな。なぜか、叔お父じのような気になった。不思議なものだ」

　ガザニカは苦笑いし、開き直ったようにこう言った。

「君とはかなり親しい間あいだ柄がらだったと聞いている。価格の決定を彼女がしているわけではないだろうが、重要な要素になっているのは間ま違ちがいない。ここまで言えば、ここにどうしてブル・ステアーズの当事者がいないか、わかるだろう？」

　そうだ。ここにいるのはガザニカ、サティア、ウォレスだけだ。

　たとえどんな話をしても、まず間違いなく漏もれはしない。

　それはつまり、それだけのことをしろと持ちかけられているのだ。

「自分に……クリスと交渉しろと？　評価を、甘くするように？」

「有あり体ていに言えばな」

「そんな……」

　取引とは常に公平であるべきだ。儲もうけとは背負ったリスクに対するリターンであるべきだし、ブル・ステアーズが窮きゆう地ちに陥おちいったのは、いわば戦略ミスによる自じ業ごう自じ得とくなのだ。

　だが、今依い頼らいされていることは、そんな話とは全く無む縁えんのことだった。

　親しい間柄だったという理由だけで、手心を加えてもらうように頼たのみ込む。

　これは、投とう資し家かの正しい姿なのだろうか？

「君にこんなことを頼むのは、本当に失礼なことだと理解している」

　ガザニカは、重く、言った。

「だが、ブル・ステアーズの資金流出は加速しているらしい。もう、あと四十八時間もつかどうかという話なのだ」

「四……じゃあ、今週すら乗り越えられないと？」

「ああ。私は月面の統治者として、ここの安全を確保するために最善の行動をとる義務がある。ブル・ステアーズは絶対に潰つぶすわけにはいかない。何百億ムールもの金の流れが一いつ斉せいに止まってしまう。もちろん、ブル・ステアーズとともに正当な説得は行うつもりだ。だが、望み薄うすとなれば、ルールを超えた手段に訴えなければならない。四ムールという値段を提示することが月面の崩ほう壊かいに手を貸すことなのだと、誰だれかに説得してもらわなければならない。その役目を、君にお願いしたい」

　ガザニカはさすがの言い回しで、そう言い終えた。俺おれはあくまで社会的責任を説くために選ばれた、クリスに最も影えい響きよう力りよくを持つ人間、というわけだ。

　まるで自分がプロテクションへの投とう資しを開始する時、マルコに使った戦術だな、と思う。自分がやったことはいつか自分に戻ってくるらしい。因果応報と親は言っていた。

　ただ、ここで断る選せん択たく肢しなど俺には存在しなかった。それに、ウォレスがじっと黙だまっている理由もわかっていた。

　これは本来、俺たちにとっても利益になることだからだ。

「わかりました」

「おお！　やってくれるか！」

　俺は、ガザニカのきつい握手を受けながら、どこか自分を責めているようなウォレスを見た。

　ブル・ステアーズをはじめ、多くの金きん融ゆう機関がプロテクションの負け分の支払いを控えている。それらの負け分は、俺やウォレスの勝ち分になる。今後市し況きようはさらに悪化するだろうから、ますます巨額の儲もうけが懐ふところに転がり込む。

　だが、支払元に倒れられては、元も子もないのだ。そのためには、どんな手を使ってでも支えたいという動機がある。

　まるで、合わせ鏡の中でダンスをしているようだ。

「それに、もしもＥ・Ｊ・ロックバーグの評価モデルに修正を加えられれば、おそらく、ほかの金融機関への一助にもなる」

「え？」

　聞き返す俺に、ウォレスは吐き捨てるように言った。

「決算が間近だろう。だが、この市況で悪い決算を出せば、自分たちが次のブル・ステアーズになりかねないと、どこも戦せん々せん恐きよう々きようとしている。手心を加える余地があれば、喜んで飛びつくはずだ」

　Ｅ・Ｊ・ロックバーグがブル・ステアーズを高値で買うのだとすれば、それは理屈としては評価モデルが現実よりも高い価格を算出しているということになる。しかもそのことを、仲ちゆう裁さい役やくの政府が認めたのだから、自分のところでも資産を高く評価しよう、ということだろう。

「もちろん、市し場じようが落ち着いた後には、適正な評価に戻るはずだし、戻させる。今はとにかく……物事が急激に進みすぎている」

　清せい濁だく併あわせ吞のむ、というわけではなかろうが、ガザニカが苦しげに言っているのはひどく現実的な話だった。決して、清せい廉れん潔けつ白ぱくなものではない。

　企業が決算を操あやつり、不正を隠かくしていることを暴あばき、巨額の利益を上げてきた空売り筋のウォレスからすれば認めがたいことだろうし、法の世界に生きるサティアにとっても面おも白しろい話ではないはずだ。

　そして、俺おれもまた、アバロンを倒してここにいる。市し場じように対しては、正直だったつもりだ。

　ただ、市場原理に任せていれば、買収は不ふ首しゆ尾びに終わり、ブル・ステアーズは破産を宣告し、経済が大混乱に陥おちいるのが目に見えている。

　時間があれば、どうにかなったかもしれない。

　だが、ブル・ステアーズは突然心臓麻ま痺ひに陥った。時間は、ない。

「わかりました」

　俺はそうして、川を渡った。

「それで、クリスとの交渉は？」

　ガザニカとサティアはややほっとし、ガザニカがこう言った。

「早いほうがいい」

「わかりました」

　俺は再度、短く答えたのだった。







　個人端たん末まつに電話を掛けると、四回目くらいのコールで、クリスが出た。

「クリスか？」

『私以外に誰だれが出るんですか？』

　予想していたよりも、明るい口調だった。だが、続いた言葉は、これが単なる世間話の電話ではない、とわかっているものだった。

『思ったより早かったですね』

「なぜかはそっちもよく知ってるだろう」

『ふふ。ブル・ステアーズの窮きゆう状じようはインターバンク市場の人から話を聞いてます。インターバンク市場って知ってます？』

「名前だけはな……。金きん融ゆう機関が営業資金を融ゆう通ずうし合うところだろう」

　億や十億の単位の金額を、時には無む担たん保ぽで一日だけ借りる、などという特殊な資金の貸し借りを行う場所だ。

『あそこって、未だにネット回線上じゃなくて、電話を通じてやり取りするみたいなんです。担当者同士電話でやり取りして、ホワイトボードに借りたい人、貸したい人の名前を書きあげるんですって。それで、条件の合うところから順に契約が成立して、名前が消されていくそうです』

「なにが言いたい？」

　俺おれの質問に、クリスはそっと答えた。

『ブル・ステアーズの名前は朝一番に書き込まれて、一日中、消えずにそこに残っているそうです』

　たった一日の借金すらさせてもらうことができない。

　だが、本当に残ざん酷こくなことは、一度そんなことになってしまえば、余計に誰だれからも相手にされなくなってしまうということだ。

『秒読みに入っているみたいですよ。ブル・ステアーズは資金が出る一方で入っていません。あそこは決済口座がＥ・Ｊ・ロックバーグ、つまりうちなんです』

　山ほどのファンドや企業から投とう資し資金を預かる投資銀行もまた、当たり前だがどこかの銀行に口座を設けて、事業の儲もうけや資金を入れ、給与だとか経費だとかの日々の決済業務は誰かに任せないとならない。たとえそれが商しよう売ばい敵がたきのような場所が提供するサービスであっても、利用しないと営業ができないほどに狭い世界なのだ。

　それに、Ｅ・Ｊ・ロックバーグがブル・ステアーズの買収に名乗りを上げた理由も、クリスの言葉で理解できた。おそらくブル・ステアーズの口座の動きから、ブル・ステアーズの陥おちいっている問題が流動性の危機だと理解していたのだろう。

「なら、話も早い。どこかで会えないか」

　これはきちんとした根拠があって、理路整然と行う説得ではない。顔が見えていたほうがいい。

　俺の言葉に、クリスは意外なことを言った。

『構いませんけど、場所はこちらで決めても？』

「どこかお勧すすめのカフェでも？」

　軽口に、クリスはこう言った。

『リサさんの教会で』

　俺は、息を吞のむ。

『あそこなら邪じや魔まも入らないでしょうし……それに、噓うそもつきませんよね？』

　俺は、同じ言葉をクリスに言った。

　小さくため息をついて、答える。

「わかった。そこで」

『二時間後くらいには向かえます』

　そして、通話は切れた。

　教会。

　まるで、俺の良心を試すようだった。







　リサに連絡をしようか迷ったが、結局しないで教会へと向かった。

　教会に戻っていればそれでいいし、ハガナの相手をしているなら邪じや魔まをしたくなかった。鍵かぎはどこに隠かくしてあるか知っていたので、特に問題もない。

　そう思ったら、廊下には光が漏もれていて、扉とびらはすでに開いていた。

　扉を開けると、静まり返った廊下の先に、居間が見えた。

「クリス？」

　呼びかけてみるが、返事はない。聖堂へと続く扉が半開きになっていたのでそちらに向かうと、聖堂の窓から明かりが漏れていた。扉を開けると、クリスがいた。

「こんばんは」

　長なが椅い子すに座っていたクリスは、気楽な感じでそう言った。そのあまりの気負いのなさは、話し合いの余地などない、と思っていることからくる気楽さのように見えた。

「早かったな」

「会社の車で来たので」

　俺おれは思わず聖堂をぐるりと見回し、言った。

「盗とう聴ちよう器きを調べたほうがいいかな」

「そんなことしませんよ！」

　クリスは言って、わざとらしく頰ほおを膨ふくらませている。

　ただ、息を吐く時には、困ったように笑っていた。

「何度も盗聴器をつけろって言われましたけどね」

「まあ、俺の発言は部外者のものに過ぎないから、言げん質ちにはならないだろうが」

「違ちがいます。私の発言を取るためです。私が、ハルさんに言質を取られないように」

　俺はクリスを見る。

　当たり前だが、こうして呼び出すことで、クリスはクリスの居場所の中で緊きん張ちようを強いられているのだ。

「悪い」

「いいえ」

　クリスは微笑ほほえみ、そう言った。俺は小さくため息をついてから、クリスと同じ並びの、少し離はなれた長椅子に腰かけた。それで気が付いたのだが、クリスは側に小さな紙袋を置いていた。

「なんだそれ」

「気になりますか？」

　悪戯いたずらっぽく言われ鼻白んだが、クリスはくすくす笑いながら、中身を取り出した。

「はい。ハルさんの分」

　クリスが紙袋から取り出したのは、小さな瓶びんビールだった。

「素面しらふじゃ話しづらいって？」

「ハルさんが、と思ったので」

　見抜かれている。

　クリスは楽しそうに、紙袋から取り出した栓抜きで蓋ふたを開け、栓抜きをこちらに放って寄よ越こす。すっかり主導権を握にぎられているが、俺おれも栓を抜いた。

「価格のことですよね？」

「ほかに話題があればよかったんだけど」

「んっく……けふ」

　クリスはビールをこくりこくりと飲んで、小さくげっぷをした。ぼんやりとした視線で瓶びんを持っていると、酒を飲んでいるというよりかは、サイダーでも飲んでいるように見える。

　けれど、そこにいるのは紛まぎれもなく、月面最強のＥ・Ｊ・ロックバーグ銀行で異例の地位にいる、一人の才女なのだ。

「私は価格の策定に、決定的な権限を持っていませんよ。それは別の部門の縄なわ張ばりです」

「もちろん、それはわかってる」

「でも」

　クリスはビールを一口飲み、音楽に耳を澄すますように目を閉じて、口元をちょっと笑わせながら言った。
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「四ムールと言ったのは、私です」

「……典型的なスークの手法か？」

　明らかな高値、あるいは安値を提示して、自分の望む価格に近付けていく交渉法。

　映画では、色とりどりの野菜などが露ろ店てんに並ぶ市いち場ば、スークでよく見るものだ。

「それもありますけど」

「真意が別にあると」

「はい」

　クリスは言って、こちらを見た。

「ハルさんを信用して言うんですけどね」

　その目が、ディスプレイに踊る数字から魔ま法ほうのように儲もうけを引き出す、冷徹な数理トレーダーのものになっていた。

「私たちで、Ｅ・Ｊ・ロックバーグを乗っ取っちゃおうって」

「……は？」

　聞き間ま違ちがいかと思った。

　Ｅ・Ｊ・ロックバーグは、ブル・ステアーズを買う。それとも、クリスはいつのまにかＥ・Ｊ・ロックバーグを辞め、ブル・ステアーズの人間になっていたのか？

　俺おれが呆あつ気けに取られていると、クリスはくすくすと笑い、小さくため息をついて、聖堂の奥に置かれている祭さい壇だんに目をやった。

「乗っ取りです。私たちのチームで、Ｅ・Ｊ・ロックバーグを乗っ取ろうって思ってるんです。今回の買収は、その手始めです」

　祭壇から視線を戻したクリスは、生意気で、挑戦的で、そしてどこまでも無邪気だった。

「御おん大たい、なんて呼ばれている月面の立役者、最強の銀行を一代で築いた伝説のバンカー、Ｅ・Ｊ・ロックバーグ。その人が取り巻きと一いつ緒しよに今どこにいるか、御存じですか？」

　その聞き方から、なんとなく予想はできた。

「軌き道どう、エレベーターか」

「正解です。結構歳ですからね。医い療りようレポートが出た途と端たんに、泡を食って月面を離はなれたんです。それにかこつけて逃げ出す重役の多いこと。月面に残っていたら、不動産相そう場ばの崩ほう壊かいから始まった混乱の責任を取らされかねないですしね。逃げ出す人が後を絶たないわけです。ブル・ステアーズから副社長が出張ってきているのも同じことですよ」

　確かにそうだった。自分のところが潰つぶれるか買収されるかの瀬せ戸と際ぎわで、ＣＥＯが出てこない。それは、物理的に出てこられない、つまり、医療レポートとともに月面から逃げ出したからだろう。

「残ったのは、月面でやり残したことがたくさんある人たち。さもなくば、この月面でこそ生きる価値があると思っている人たち」

「……お前は？」

　俺おれの質問に、クリスは首をすくめてくすぐったそうに笑っていた。

「私が、ここ以外のどこで、こんなに出世できると思います？」

　うちの部門が世界で一番儲もうけるはずです、とクリスは尊大にも言った。

　多分、あの時のあの台詞せりふは、あの時点では全く間ま違ちがっていなかった。

「それに、私は相そう場ばが反転する前に大きく舵かじを切りました。猛反対を押し切って、逆側に立ったんです」

　その言葉に、俺は目を剝むいてクリスをまじまじと見た。クリスたちはプロテクションを売っている側で、腰が抜けるほど大儲けしていたはずだ。

　それを？　逆向きに？

「そう……言えば……確かに、ポジションの再評価をしていたって言ってたが……」

　偉大な投とう資し家かに共通する特徴を一つ答えろと言われたら、己おのれの考えを神よりも固く信じ込むことができるのと同時に、反証が出てきたらいつでもその信念を捨てられることだ。

　どこかがおかしくなければ、この世界ではやっていけない。

「大変でしたよ。利益の出ているものをやめて、真逆の方向に向かうっていうのは」

「なら、最後のチャンスに滑すべり込んできた対抗馬は……」

「ふふ。やっぱりハラルド・ブロスでのあの巨額の買いは、ハルさんですよね。たとえ、バースデイパーティーにバケツ一杯分のコカインが用意されてたって驚おどろかないマッチョたちが、全員、目を丸くしてましたよ。ジーザス……って具合に。でも、格好良かったです。こちらは相当大おお盤ばん振ぶる舞まいしての二割増しでオファーしたのに、三割増しであっさりもぎとられてしまって。それどころか、あの後、とんでもない金額で文字どおり買占めをしましたよね。残ったものをかき集めるのがどれだけ大変だったかわかりますか？」

「対抗馬が、いなかっただけだ」

「噓うそ。私たちがニューエイジデベロップメントの破は綻たんを知ったのは、業界の速報です。なのに、ハルさんはそれ以前に破綻のことを知っていた。それで、最後の賭かけに出た。自分の足で、見に行ったんですか？」

「アバロンの時は月の果てまで行ったんだ。そのくらいの労は取るよ」

　俺の言葉に、クリスは嬉うれしそうに笑っている。

　俺の顔が渋いのは、クリスが、まるで俺のことを憧あこがれのなにかのように見ているからだ。

「でも、とにかく私は……いえ、私のチームはほんのタッチの差で、Ｅ・Ｊ・ロックバーグが氷山にぶつかるのを回かい避ひさせました。あの光のシャワーを観みた日。あれは抱えてたやばい資産をどんな安値でもいいからとにかく売りまくって、なんとか一段落ついた日だったんです」

「……売れたのか」

「あの時はまだ市し場じようが浮かれてましたからね。買い手からは感謝すらされました。もっとも、そういう案を社内で押し通せたのは、すでに呆あきれるほどの利益があったからです。銀行内のどの部署も、私たちの言うことは止められませんでした。全員が裸はだかで馬に乗って出勤しても、許されたでしょうね」

　リサが聞いたら怒りそうな言葉の選び方だが、クリスのいる世界がどういう雰囲気かを如によ実じつに表している。

「だろうな」

　この世界、金を稼かせぐ奴が、最も偉いのだ。

「それで？　Ｅ・Ｊ・ロックバーグを二度儲もうけさせたクリスは、次になにを企たくらんでいる？　乗っ取り？　正気か？」

　株かぶ取引をしていれば、時折神がかった成功に出会うことがある。最初は運が良いだけと思いながら、やがてこれは実力なのではと思いだし、ついにどれだけ冷静な奴でもこう思うことがある。

　自分には、すべてを見通す神通力がある、と。

　俺おれを見て、ふっくりと笑っているクリスの顔は、四年前の可愛かわいらしさを残しているようであり、同時に、全ての人間を見下す支配者のようでもあった。

「古い方たちには、御退場願おうかと」

　聖せい杯はいの基き礎そ概がい念ねんを見つけ出し、それを見事商品にまで仕立てあげ、月面どころか世界中の投とう資し家かが飛びつくような魅み力りよく的てきな黄金の山に仕立て上げた。

　それだけで、孫の代まで語り継げるような成功と言って間ま違ちがいないし、実際、孫の代まで遊んで暮らせる報ほう酬しゆうを受け取ったはずだ。

　その上、途中でフル回転していたＡＢＳエンジンを停止させ、死地に向かうのを回かい避ひするために逆回転までさせてみせた。相そう場ばの反転までほんの数日、氷山が鼻先をかすめての神のごとき回避劇に、内部がどれだけ興奮の渦うずに巻き込まれたかは、推測することしかできない。

　わかっているのは、それがクリスに深い自信を与えたことと、彼らにとてつもない万能感を与えたはずだということ。

　その結果、自分たちは世界を支配することができるという確信に至った。

　自分たちこそが、世界を支配するのにふさわしいのだと。

「クーデターか。そのための、最初の一歩が、ブル・ステアーズの吸収？　吸収したブル・ステアーズをクリスのチームが牛ぎゆう耳じるのか」

「そうです。御おん大たいがいない間に、政府の要よう請せいという大義名分があるこの買収をして、巨大な金きん融ゆうスーパーマーケットを私たちの手で作るんです。私たちが作り出したあのＡＢＳも、巨大な証しよう券けんセールス部隊を抱えているブル・ステアーズが内部にあれば、もっと売れたはずですからね。そういうことをもっともっとやりやすくします。Ｅ・Ｊ・ロックバーグ御大には、とても理解できない世界にするんです」

「……まるで資本主義の化け物だな」

「じゃあ、新しい会社名はリヴァイアサンにでもしますね」

　成功に酔よっての妄想か？

　あるいはそうかもしれない。

　だが、Ｅ・Ｊ・ロックバーグなどの重じゆう鎮ちんたちは、これまでの成功を死守しようと画策したがゆえに、重要な変革期にその場所に居合わせない、といった失態を犯している。へたをすれば、エレベーター内で連絡の取れない間に全てが決まってしまうことだってあるだろう。

　実際、ブル・ステアーズのＣＥＯがすべてを知るのは、なにもかもが決まってからのはずだ。

　買収がうまくいくにせよ、失敗して破産を宣告するにせよ、気が付いた時には、古巣はもう変わり果てた姿になっている。そして、おそらく彼には自分の居場所は残っていない。

　混乱は秩序をおびやかし、無秩序は新たなる秩序の萌ほう芽がとなる。

　クリスは、静かにビールをまた一口飲んで、小さな女の子のように言った。

「だから、四ムールなんです」

「だから、の意味が分からない」

　クリスは顔を上げ、ニコリと笑う。

「誰だれが支配者か、知らしめる必要があります」

　ブル・ステアーズの唯ゆい一いつの買い手。ブル・ステアーズは絶対に潰つぶしてはならないと全員が慌てる中、それを引き取ることができる力を持つ唯一の存在。だとすれば、誰がゲームメイカーであるのかは一いち目もく瞭りよう然ぜんであり、皆がそのことをわかっている。

　だが、頭でわかっているのと、体でわかっているのとでは、まったく違ちがう。

　俺おれは、それを、今、体で理解した。

「四ムールです。その値段なら、私たちは買います」

「……交渉の、起点ではなく？」

「四ムールです」

　クリスはもう一度繰くり返した。

「その値段だと、本社ビルと同じ値段だということがわかってるのか？」

「三百億ムールだか二百億ムールだかの危険なポジションとして、現状では評価不能の金きん融ゆう派生商品が何十万件もあるんです。全く根拠がないわけではありません。それに、ハルさんに対しても莫ばく大だいな支払いが待っているでしょうし」

　クリスが悪戯いたずらっぽく、しかし、容よう赦しやのない残忍な笑みを向けてくる。

「というか、ハルさんは口が裂けても、ブル・ステアーズのポジションは健全だ、なんて言えませんよね」

　そのとおりだ。俺は、不動産関連のなにもかもが破は滅めつするのだと思い、賭かけを行った。そして、まさしくそのポジションに対し、評価を甘くしろと言いに来たのだ。

　クリスが酒を出してくれたのは、本気の心こころ遣づかいだった。

　どう考えたって、俺おれがやりに来たことは、正気の沙さ汰たじゃない。

「万が一買収がうまくいかないと、月面が崩ほう壊かいするぞ」

　俺の言葉に、初めてクリスの顔から笑みが消える。

　そして、また酒を飲もうと瓶びんに付けていた口を、ゆっくりと離はなした。

「まさか。そんなことにはなりませんよ。買収はうまくいきます」

「……なぜそう言える」

「皆、そういうふうに月面が崩壊すると考えるからです」

　クリスの口元が、三日月形に笑う。

　俺は、ぞっとしてクリスを見返した。

「身売り先を探している時点で、結末は決まっています。価格は問題じゃありません。理屈としては四ムールで身売りするよりも、そのまま会社を清算したほうが株かぶ主ぬしに戻ってくるお金は多いかもしれません。ですが、それはあくまでも倒産後にまだ経済がまともであったと仮定してのことです。崩壊してしまったら、資産もそのまま道連れです。だとすると、この取引は最初から詰つんでいるんです。確実にいくばくかのお金を得るには、売るしかないんです。利益確定ってやつですよ。いくらであったとしてもね。それに、ハルさん」

　クリスはそう言って、悲しげに微笑ほほえんだ。

「どうしてＡＢＳなんかが売れたか、忘れたんですか？　皆、その確実性が欲しかったんです。なにもかもが不確実で、曖あい昧まいで、リスクだらけのここで、偽いつわりでもいいから、安心が欲しかったんですよ」

　クリスは、なにもかもを理解していた。

　人の欲も、恐れも、なにもかも。

「だから、四ムールです。一ムールって言わなかったことこそ、褒ほめて欲しいです」

　クリスはそう言って、紙袋を丁てい寧ねいに畳たたみ始めた。

　俺はその様をじっと見ているしかなかった。

　それはまるで、この話がきれいさっぱり終わってしまった比ひ喩ゆのようだった。

　ただ、俺はそんなクリスに、こう言わざるを得ない。

「四年前、俺がどうしてお前のプログラムを出し抜けたのか、忘れたのか？」

　クリスが、ちらりとこちらを見る。

「人は数学どおりには動かない。そこには必ず──」

「非合理がある。感情がある。わかってますよ。そんなこと」

　紙袋を畳み終え、ビールの瓶を小さく振ふると、ちゃぽっという音がいやに響ひびいた。

「でも、私たちの理性が勝つと言ってるんです。いえ」

　クリスは立ち上がり、俺のことを見下ろして、言った。

「勝つと信じています。これはディールです。うまくいくかどうか、確実なことなんて言えませんからね」

「……勝つ確率を上げようとは思わないのか。相手に配はい慮りよすれば、譲じよう歩ほだって引き出せる」

「四ムールを八ムールにして？　そういうことをするんだったら、本当のギリギリの破産宣告一分前まで、沈ちん黙もくを保ちますよ。それから救いの手を差し伸べたほうが効果的ですからね。ですから、私たちに失敗があるとしたら、手を早く上げすぎたことですね。考える時間があるから、少しでも利益を得ようだとか思うんです。ブル・ステアーズが自力ではどうにもならないことは誰だれの目にも明らかなのに、おかしいですよね。私は……私は、そういう考えが嫌きらいです。これは取引ですよ。どうして合理的にならないんですか。いえ、合理的になって悪いことがあるんですか？」

「クリス……」

　俺おれは思わず呟いていた。資本主義を極限まで突き詰つめたような、さもなくば、合理主義をとことんまで磨みがき上げたような、人が感情に惑まどうのをあざ笑い、蔑さげすむような姿がそこにはあった。

　俺には、クリスを説得する言葉がなかった。

　リサならば。

　そう思ったが、クリスはリサの説得に傷つくだけで、考えを変えはしないだろう。

　なぜなら、クリスの考えることには、俺も納得ができるからだ。俺は人の思おも惑わくを踏ふみにじる方法を取らないが、それは決して相手を慮おもんぱかってのことではなくて、踏みにじらずに利用したほうが効率的だと思っているからであり、ただの方法論の違ちがいでしかない。

　なにより、俺だってアバロンを潰つぶしたのだ。そうすれば困る人が出るとわかっていて、そうした。そうするほかなかったからであり、同時に、そうすることが投とう資しの世界では普通だったからだ。

　俺たちは、そういう信念に従って、投資をしている。俺はクリスを責められないし、きっと、クリスも自分自身の良心と戦っているだろう。だからこそ、あまりにもわざとらしく、冷れい酷こくな投資家を演じているはずだった。

　そして、その思いは、かつてクリスと過ごしていたゆえの、甘い希望ではない、とわかった。

　クリスは目を閉じ、ゆっくりと息を吸って、吐いた。

　それから目を開けてしばらく祭さい壇だんのほうを見ていたが、小さく自じ嘲ちようするように笑って、視線を下げた。

「月面が崩ほう壊かいしちゃったら、ごめんなさい」

　子供みたいな、本音だった。

「謝あやまるなら──」

「でも、四ムールの線は譲ゆずりません」

　クリスは顔を上げて、俺を見た。

　その顔は困ったような笑顔で、四年前に俺おれが見た笑顔で、同時に、俺が見た涙だった。

「なぜなら、私は──」

　俺の脳裏に、四年前の台詞せりふが蘇よみがえる。




　──自分の思うふうに生きてみたいんです。




　その言葉を、俺が言ったのか、クリスが言ったのかはわからなかった。

　だが、クリスは俺を見て、にこりと笑う。それだけだった。

　それだけで、クリスは吹っ切れたように泣き止んだ。

　眼鏡を上げ、手のひらで目をこすると、もう涙は出てこなかった。

　鼻をすすり、深呼吸をすると、端たん末まつを取り出してどこかにコールしていた。

「終わりました。車お願いします」

　そして、切る。クリスはもう一度目尻をぬぐい、歩き出す。俺はその姿を目で追うことしかできなかった。クリスは一度も振ふり返らず、聖堂の扉とびらに手をかける。その姿は、ここから出て行ったら二度と戻らないかのように見えた。

　いや、そのつもりなのだ。だからこそ、クリスは相談の場所に、ここを選んだのだ。クリスはきっと、Ｅ・Ｊ・ロックバーグ内ですら言わないような、心の底からの言葉を全部俺に向かって投げつけたのだ。一いつ片ぺんの噓うそも、躊躇ためらいも、そして、照れも罪悪感もなく。

　なぜなら……。

　なぜなら、クリスはまだ俺のことを──。

「クリスっ」

　俺はその名を呼んだ。

　クリスはびくりと体をすくませて動きを止めた。

　しかし、それも一いつ瞬しゆんのことで、そのまま扉を開き、出て行こうとする。廊下に体が出る直前、クリスは俺のほうを振り向いた。

　その顔は、笑顔だった。

「また、どこかで会いましょうね」

　クリスは気楽な調子でそう言った。

　そして、俺に背中を向ける。

「私は、自分の道を歩くんです」

　俺という、未練を完全に断たち切って。クリスはそのまま、ふいっといなくなってしまった。ひどく呆あつ気けなかった。もう、今、この瞬しゆん間かん、クリスの成功は仲間の成功であり、仲間からの賞賛がクリスへの唯ゆい一いつの賞賛なのだ。

　八年前、ほとんど廃人だった俺の家に、リサの言いつけでおっかなびっくりやってきたクリスは、四年間も付き添そってくれて、リハビリを手伝ってくれた。ほんのわずかな時間だったけど、クリスが望んでやまなかった投とう資しも一いつ緒しよにやった。その上、好きだと言ってくれた。

　頭が良くて、小心者で、でも芯しんの強いところがあって、本当はわがままに生きてみたい、なんて、わがままな奴は絶対に思わない夢を持っていた。

　だが、クリスはその夢をついに叶えたのだ。これ以上にないというタイミングで叶えたのだ。

　きっと、町中で会えば今までどおりに会話して、食事でもするだろう。なんとなれば、ちょっとした仕事をともにするかもしれない。

　けれども、もう俺おれとクリスの人生が混じることはない。

　そう、確信できた。

　エレノアが周回軌き道どう基地までやってきて、きっちりとけじめをつけたように、クリスもまた、過去の人になったのだ。

　俺は、クリスの説得に失敗したことも、クリスがついに俺の近くからいなくなってしまったことにも、喪失感や、落胆みたいなものは不思議と感じなかった。なるようになった、という腑ふに落ちたような感覚だけがあった。

　一人残された聖堂の中で、まだ半分ほど残っているビールの小こ瓶びんを小さく振ふった。

　皆、前に進んでいる。俺はそう思い、四年前にリサに言われた言葉だな、と苦笑した。

　そうしてひとしきり笑い、小さくため息をついた。

　過去のことをすっぱり諦あきらめられていないのは、これで俺だけか、と。

　俺はガザニカに電話をかけ、交渉の結果を伝えた。

　Ｅ・Ｊ・ロックバーグ内部のクーデター計画は当然話さなかったが、彼らは絶対に引かないだろう、と伝えておいた。そのことを念頭に置いて交渉したほうがいい、と。

　ガザニカは言葉に詰つまったが、わかった、と答えた。そう言う以外になかった、というのもあるだろう。

　俺は通話を切り、部屋の電気も切り、戸と締じまりをして、教会を後にした。

　俺も、八年前のことにけりをつけたかった。

　でも、その方法がわからなかった。
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　翌日、ブル・ステアーズは市し場じようが開くと同時にストップ安になり、七十％安の八ムールになった。売りの層は厚く、どう見ても反転するようには思えない。同時に俺おれたちはＥ・Ｊ・ロックバーグによるブル・ステアーズの買い叩きに対する反はん撃げきの糸口になりそうなものはないかと一晩中探したが、無む駄だだった。不動産関連のポジションがあまりにも大きく、そして腐ふ臭しゆうが強すぎたのだ。

　その日の市場が閉じてから、株かぶ価かの下落もあってブル・ステアーズの資金流出は加速した。それはもはや翌日の日の目すら見られないだろう、という勢いで、一刻の猶ゆう予よもなかった。

　そんな中、Ｅ・Ｊ・ロックバーグは月面最強のＥ・Ｊ・ロックバーグらしいところを見せ付けた。慌てふためくブル・ステアーズの副社長に電話をし、言ったのだ。こちらは今すぐにでも融ゆう資しをできる体制が整っている、と。誰だれが金を持っているのかと、シンプルに伝えたのだ。

　ブル・ステアーズに残された選せん択たく肢しは二つだった。意地を張って会社を潰つぶし、経済を大混乱に陥おとしいれた張本人として永遠にその名を刻むか、安値で会社を買われた不運な存在として語り継がれるか。

　月面に居座っていたせいでこんな騒さわぎに巻き込まれた副社長と、たまたまブル・ステアーズに投とう資しをしていた不運な株かぶ主ぬしは、そして月面らしからぬ決断をした。常識と倫理に屈したのだ。

　ブル・ステアーズは降参の白旗を掲かかげた。

　副社長が動転してガザニカに電話をかけてから三日。内実を聞けば、なにかがうまくいっていない、と気が付いてからたった五日の出来事だった。そんなことが本当にあるのか、と関係者の誰だれもが放心していた。

　ブル・ステアーズがＥ・Ｊ・ロックバーグに買収されたということで、信用不安は後退し、ブル・ステアーズの資金流出はすぐにやんだらしい。夜間市し場じようや、その後に続いたヨーロッパ市場は幾分反発するところもあった。世界経済は、すんでのところで救われたのだ。

　その一方、俺おれとウォレスのオフィスの元には、その時まさに救おうとしていたブル・ステアーズの一部門から、総額で十一億ムールを超える保険金の支払いが告げられていた。

　なにか、鏡の迷宮に迷い込んだような気がしていた。一体自分たちはなにをしているのだろうか、と乗り物酔よいに似た感覚すらあった。

「さて、それで、集まってもらったのはほかでもないわけよ」

　サティアのオフィスに集まっていた俺たちは、我に返った。あまりにも唐とう突とつ過ぎる出来事にどこか心ここにあらずで、俺や、ウォレスでさえ、ぼんやりとニュース番組を見ていた。

　また、メディアでは早さつ速そく、ブル・ステアーズの電でん撃げき買収を巡めぐる報道をする一方、Ｅ・Ｊ・ロックバーグ内での権力闘とう争そうも報道されていた。クリスたちの思おも惑わくにようやく気が付いた守旧派が、牽けん制せいとしてリークでもしたのだろうが、既成事実を作るだけだろう。

　クーデターの中心人物と目されている役員は、クラブ２５で見かけた、バートンに似た猛もう禽きん類るいのような男だった。それらスーツの男たちの隙すき間まには、ちょろちょろとクリスの姿も見え、横顔はマフィアの一員のように引き締しまっていた。

「ブルちゃんは無事引き取ってもらえたわけだけど、頭の痛い問題がまだ山積してるわけ」

「次の標的のことだろう」

　ウォレスは、壁かべに埋め込まれたテレビから目を離はなさずにそう言った。

「まあ……下落相そう場ばではあなたの独どく壇だん場じようだものね」

「ふん」

　悲観の帝王は鼻を鳴らし、ゆっくりと目を閉じる。

　サティアのオフィスには、サティアのほかに、俺、マルコ、ウォレス、マリアの五人がいた。

「ガザニカさんから依い頼らいされたのよ。これから先、ブル・ステアーズみたいなことが起こった時、政府としてどうするべきか、また、どうにかするべきだとしたら、どんな方法を取るべきか」

「我々は民間の人間だぞ。まあ……一人、政権の人間がいるか」

　俺は、一応名ばかりの経済諮し問もん委員会常任メンバーだ。

「お金にならない仕事で呼んで悪いと思ってるわよ。こういう相場じゃあ、あなたの稼かせぎ時でしょうからね」

　サティアの言葉と、隣となりに座るマリアに小さく諌いさめられ、ウォレスは頑固爺じじいそのままに鼻を鳴らしていた。

「ブルちゃんの交渉に、私が担かつぎ出されている時点で察してちょうだいな。政権内部も、医い療りようレポートが出た途と端たんに地球に帰る人間が続出していて、ぼろぼろなのよ」

「ああ、やっぱり」

　マルコが言うと、サティアはようやく理解者を見つけたとばかりにため息をついていた。

「ひどいものよ。スタッフも全然足りないし、閣かく僚りよう級きゆうで残ってるのなんて一人か二人じゃないかしら。部下に全部押し付けて高飛びよ。まあ、皆、こんなことになるなんて思ってなかったんでしょうけど」

「それにしても無責任ですよね……」

「結局、ここを本気で愛している連中なんて、限られているのかもね」

　サティアは金色の細身のパイプで、キン、と卓上ライターを叩く。

「その上、政権内部はもちろん、議員から掃そう除じの人まで全員どこかしらの企業の手先だから、迂う闊かつに今後のことを相談なんてしようものなら、収拾がつかなくなるってわけ」

「今後のこと……政府による、救済、か」

　ウォレスは忌々しげにため息をつき、言葉を続けた。

「結論から言おう。私が今空売りをするとしたら、ハラルド・ブロスだ」

「理由を聞いても？」

「まず、規模だ。最大手のプラチナ・スミスに次ぐ業界第二位だ。規模はブル・ステアーズの一．五倍。これはつまり、ここがもしも倒れそうになったとしたら、支えるのにブル・ステアーズ以上のものが必要になる。だが」

　俺おれの視線は、テレビに向けられる。

「月面最強の銀行はすでに買い物を終えている。後詰が期待できないとなれば、空売りの標的としては文句ない」

「そうなのよ。万が一ブルちゃんと同じ状況にブルちゃん以上のところがなった場合、助けられる場所がもう単独では存在しないわけ。そうなると、複数の金きん融ゆう機関から資金を募つのって協調融ゆう資しをするか、さもなくば」

「国家に出張ってもらう？」

　マルコの言葉に、サティアはゆっくりとうなずいた。

「そう。でも、月面ではそんなこと前ぜん代だい未み聞もんだからね。理屈としては地球の事例で知っていても、実際になにができて、そうするためにはなにが必要なのか知っている人なんて誰だれもいないんじゃないかしら。となれば、今のうちに準備をしておく必要がある。ブルちゃんが五日で潰つぶれるようなことが起こりうるなら、いざ問題が起こってから考えてちゃ間に合わないもの。それで、ほかにハラルド・ブロスが標的になる理由はあるのかしら？」

「リスク選好度が最も高いのがあそこだ」

「んー……」

　サティアは、経済を巡めぐる法律のジャングルの案内人でも、狩人かりゆうどではない。俺おれが説明した。

「ＡＢＳやＣＤＯといった、不動産関連証しよう券けんのプロテクションで、最安値を提示していたのがハラルド・ブロスなんですよ。つまり、不動産相そう場ばに対して最も強気で、一番リスクを取ることに前のめりになっていたんです」

　サティアは、続けてくれ、とばかりに顎あごをしゃくる。

「ハラルド・ブロスは、永遠の業界二位。噓うそかまことか、業界一位のプラチナ・スミスのオフィスビルが倒とう壊かいするＣＧを飾っているらしいじゃないですか。そういう場所が聖せい杯はいみたいなものを手にした時になにをするか、サティアさんのほうが詳しいかと思いますが」

「ああ、そういえば言ったわね」

「連中は、必ずやりすぎる」

　サティアは肩をすくめ、言った。

「内実は、ひどいと思う？」

　ウォレスは目を閉じ、額一杯にペンでも挟めそうなくらいに深い皺しわを作っている。

　そして、絞り出すように言葉を吐いた。

「地獄だろう」

　俺も、それには同意する。ニューエイジデベロップメントが崩ほう壊かいするあの直前まで、ロケットエンジンを全開にしていたのはほかならぬハラルド・ブロスだった。

　結局、あそこを通じて購こう入にゆうしたプロテクションは、一億ムール近いポジションになった。

　ほとんどタダでもらったおまけのプロテクションだけでも、途方もない金額になる。もしもすべての保険金が支払われたら、支払いは二百億ムールを優に超えてしまう。

　そして、その支払先は、俺だけではないはずだ。

「ふん……」

　サティアはため息をついて、言った。

「なら、危機に陥おちいると思う？」

　質問は、中身の腐くさった企業を暴あばいて巨利を得てきた、筋金入りの空売り屋に向けている。

　ウォレスの顔が渋いのは、今すぐにでも売り注文を出したくて仕方がないからかもしれない。

「それは、連中がどれだけ現実を把は握あくしているかによるだろう」

「ハル君、解説」

「……今ならまだ、資本調達が間に合うかもしれないってことです」

「ふむ？」

「取り付け騒さわぎが起こってからでは、資金をかき集めるのは至難の業わざです。でも、起こる前ならまだなんとかなります。それなりの金利を払うか、新しん株かぶを発行してディスカウントすれば、結構な金額を集めることもさほど困難ではないでしょう。それで資本を積み上げれば、あそこは資本が山ほどあるから多少の動どう揺ようには耐えられるはずだ、と周りからの信しん頼らいを得ることができます」

「そうしない理由があるの？」

　俺おれは、首をすくめた。

「安くないコストがかかります。いざという時のための、保険を買う覚悟があるかって話です。後は……プライドですね」

「……彼らは今まで、保険を売るほうを選んでたのよね」

「まさかそんな事態にはならないだろう、とたかをくくって」

「愚おろかな話だ」

　ウォレスは吐き捨てた。

「毎日不動産会社が倒れている。人は月面から逃げ帰っている。それ以上に月面からは資金が引き上げられ、クレジットスプレッドが広がり続けている。挙句、ＡＢＳだのＣＤＯだのを地球中の金きん融ゆう機関が買っていたせいで、下界は月面上から爆ばく撃げきを食らったように損をこさえている。それを見て恐れをなした投とう資し家かが、現金をどんどんタンスの中にしまっている。企業が店を開くために必要な現金が、市し場じようから姿を消しているわけだ。第二、第三のブル・ステアーズが現れるのは間ま違ちがいない。後はいつ起こるか、どこがそうなるかの問題だ」

「空売り屋としてはよだれが止まらないわよね。でも、最も興きよう醒ざめするのはどういう瞬しゆん間かん？」

　ウォレスは、不機嫌そうに答える。

「無論、政府の手が入った時だ。私が経験したのは、すべてが地球での事例だがね。だが……本気でその方法を考えているのか？」

「……冗談で言うと思う？　誰だれかが助けないとすべてが吹き飛ぶ状況ってあるわよね」

　サティアはあくまでも落ち着いた口調で言う。

　ウォレスが天井を仰ぐのは、それが理解できているからだ。

「それがおそらく、今なのよ。そして間違いなく、頼たよる先は政府しかなくなる瞬しゆん間かんが来る」

　地球で数々の事例を経験してきたのだろうサティアの言葉に、ウォレスが苦しそうに言った。

「ならば、方法は決まっている。中央銀行の金庫の鍵かぎを開けて、輪転機を回せばいい。無限に札束を刷って、金融機関を苦しめている不ふ良りよう債さい権けんを全て買い上げるか、資金を無限に貸し付ければいい。それですべての信用問題は解決する」

　俺とマルコは息を吞のんだ。教科書的な知識としては、そういうことができるともちろん知っている。だが、実際に口にしてみると、それはあまりにもルールを逸いつ脱だつしたことのように聞こえた。

「あっけないほど馬ば鹿かげている。法典のページをめくって、条項を引っ張り出せばそれでいい。後は、中央銀行の専用端たん末まつで、キーを叩くだけだ。一千億ムール、あるいは、一兆ムールと、ゼロをたくさん打てばいい。金額に制限などない。中央銀行のバランスシートの資産の側に現金が増え、その反対側に負ふ債さいが同じ額積み上がる、というだけの話だ。そうしたうえで、中央銀行に開かせた各金きん融ゆう機関の口座にその金額を振ふり込む。各金融機関はそれを使って、諸悪の根源の負ふ債さいを一いつ掃そうできる。すべてはデータ上の話だ。実費用は電気代の十ムールくらいだろう」

　噓うそだろう？

　俺おれは、よくできた作り話を聞いたような感覚だった。

　俺たちが血道をあげて追い求めるのは、まさしくその無限に刷られるムール札なのだ。それは、政府というゲームのルールを支配している神のごとき存在からすれば、無限に作り出すことのできる紙切れ以下の存在なのだ。

「もちろん、そんな野放図なことをすれば通貨供給量が一気に増えて、通貨の信用は失われる。おそらく、かなりひどいインフレが起きるだろう……」

　インフレは貨か幣へい価値の下落のこと。もしもインフレで貨幣価値が二十％下がったら、銀行に預けている貯金の価値も二十％下がるということになる。特に、月面は生活のすべてを輸入に頼たよっているから、貨幣価値が二十％も下落すれば、それはそのまま輸入品が二十％高くなることを示している。要するに、月面全体が二十％貧しくなるのだ。

「それを費用と呼んでよければ、とてつもない費用がかかるがね……。悪性インフレに陥おちいれば、なんにせよ経済は崩ほう壊かいする。だから結局、一時は危機を脱しても、一時しのぎにしかならん可能性はある」

「悪性インフレを回かい避ひする方法は？」

　サティアの質問に、ウォレスは肩をすくめる。

「現代の通貨は純金などの、現物資産による裏付けがない。ではなにによって価値が決まるかと言えば、通貨を発行する政府の徴ちよう税ぜい能力に大きくよっている」

　インフレは、あの孤島の魚の価格の話と同じことだ。島に魚が一匹しかいないところに百ムールしかなければ、最高でも百ムールの支払いしか受けられないが、二百ムールあれば二百ムールの支払いができる。これは言うならば、ムールがたくさんあればあるほど魚の価格は上がる一方、ムールの価値はどんどん下がっていることになる。

　また、純金などの裏付けがない紙し幣へいも、実は似たような理屈に支えられている。政府にも収入と支出があって、黒字や赤字がある。黒字の場合は市し場じようから吸い上げられたムールが政府の金庫にたまるが、赤字の場合はムール札を刷って民衆に支払いをしていることになる。よって、政府の営業が黒字であれば、市中に出回るムールが少なくなり、ムールの価値は上がっていく。赤字だと市中に出回るムールが増えるから、ムールの価値は下がっていく。

　そして、この時の黒字とか赤字とかは、税金収入と政府の支出のことであり、現代の通貨というものは根本的にはここに帰着する。

　ただ、こう考えていけば、必然的に導かれる結論がある。

　俺は、ウォレスがなぜ絶望的な表情をしているのかようやく理解できた。

「この危機を回かい避ひする方法はある。中央銀行の輪転機を回し、ムールを無限に刷ることだ……。だがそれはインフレを招き、インフレは月面を貧しくする。そしてインフレを回避するには徴ちよう税ぜいによって政府の収支を改善しなければならないが、ここは地球ではない」

　ウォレスが、呪じゆ詛そのように言う。

「税率など引き上げたら、月面からたちまち人がいなくなるぞ」

　月面には土地も資源もなにもない。

　人をひきつけてやまないものがあるとしたら、それは自由というものなのだ。

「なるほどね。月面を守る奥の手が、同時に月面を終わらせる手になるわけね」

「ここは人の夢で成立するが、通貨というものも共同幻想で成立する。道理だ」

「私たちは、どうするべきかしら？」

　サティアは小さく言った。

　ウォレスは頭を垂れ、杖つえの上に置いた手に、額を載せてこう言った。

「祈るほかあるまい。問題が起きないようにな」

　それが、神をも畏おそれぬ空売り屋の言葉なのだ。

　ブル・ステアーズはガラス細工店に迷い込んだ哀れな一頭の牛だったが、なんとかお引き取り願うことができた。

　だが、遠くからは、悲しげな牛の鳴き声が耳鳴りのように聞こえてくる。

　そして、とかく株かぶ式しき市し場じようにおいて、この手の祈りほど無力なものはないのだった。







　翌日、ハラルド・ブロスは売り気配で始まった。

　ドクター・ウォレスが空売りをするとしたらこの銘めい柄がらだ、という予測は当たったようだ。

　市場の多くの人間が、次のブル・ステアーズはハラルド・ブロスだとみなしたらしい。

　市場には時として不思議な力が宿ることがある。

　道を通りがかった人に、ゼリービーンズの詰つまったガラス瓶びんを見せて、中にどれだけのゼリービーンズが入っているかを尋ねて歩く。もちろん人はあてずっぽうで答えるわけだが、何百人と答えを集めて平均を取ると、ぴたりとゼリービーンズの数を言いあてられる。集団にはそういう知恵がある。

　この理屈から、帳ちよう簿ぼをひっくり返して資産評価をしなくても、市場はハラルド・ブロスが一番腐くさっていると嗅かぎつけることができる。少なくとも、自由市場の集合知にはそういうことができる、という前提で世の中が成り立っている。

「あるいは、組織的な空売りなんですかね」

「その可能性も捨てきれない。弱っている獲え物ものは狩られる運命だ」

　だが、ふらついているハラルド・ブロスは、そのまま月面の運命を表している。

　もしもこのままハラルド・ブロスの信用力が低下して、ブル・ステアーズと同じような取り付け騒さわぎに陥おちいった時、もはや助ける方法がない。月面の英えい雄ゆうと呼ばれた俺おれは、取引画面で刻一刻と値を下げるハラルド・ブロスの株かぶ価かを眺めているほかなかった。

　本筋のファンドのほうは、リスク回かい避ひのためにポジションを現金に換かえ続けていた。

　世界中の投とう資し家かが同じようなことをしているために、あらゆる資産の価値が下落し続けている。自分もその流れに加担してしまうとわかっているが、下がるとわかっている物を保有していることもできない。映画館で火事が起こった時、いっぺんに人が集まれば出口が詰つまるとわかっていても、一人ひとりにとっては出口に殺さつ到とうするのが合理的な方法なのだ。

　もちろん、強ごう欲よくな人間というのはどこにでもいて、月面はそういう強欲の熱によってタービンが回っていた。今ならここで空売りをして儲もうけを得ようとするのが、月面流だろう。

　ただ、俺は資産を売却し、同時に下落で儲ける空売りは仕掛けなかった。それは倫理的な理由というよりも、そこまでする気力が湧かなかったのだ。

　俺はウォレスのあの話を聞いて、月面はもう終わりなのではないかと思っていた。

　二十五年間続いた夢に、ついに現実からのきつい一いち撃げきがやってきた。ほとんど無政府状態で企業が繁はん栄えいし、どんな人間でも実力次第で大富豪になれる都市、というのは注釈つきだったわけだ。

　ただし、すべてがうまくいっている時に限る。

　そして、なにもかもがうまくいき続けるなんてありえないし、絶好調の時ですら、月面の夢から零こぼれ落ちる人間の数は少なくなかった。結局、ここは無邪気な子供の国だったのであり、子供の国には大人の介入が必要な時が必ずやってくる。地球の政府が今の形で落ち着いているのは、理由のないことではない、と思い知らされるのだ。

　これまで月面が見てきた夢のしっぺ返しのように、ディスプレイは悲観的なニュースで埋まっていた。

　不動産が下落し、ローンが破は綻たんし、不動産会社や不動産に金を供給していた投資会社までもが破綻を続けているために、建設のほとんどが突然停止し、資材の納入業者にまでその影えい響きようが出始めている。また、不動産相そう場ばが暴ぼう落らくしているということは、ほとんどの人間が、実際の価値よりも多くの金額のローンを支払う羽目になるという解説もあった。百万ムールで買った家が五十万ムールになったからといって、ローンの金額までは減らないからだ。

　そして、これは百万ムールの投資が五十万ムールに目減りしてしまったのと同じことであり、では株かぶ式しき投資で同じ目にあった場合、人々はどうするだろうか、と問えば、答えは簡単だ。

　ひとしきり損の痛みにのた打ち回ってから、やがて現実を受け入れざるを得ない時がやってくる。そして、明日から倹約だ、と乾いた笑いを浮かべるだろう。

　人々は買い物をせず、レジャーに行かず、商店や娯楽施設は寂さびれ、新しい事業は興おこらなくなる。なにより、借金を返すためだけに働くというのは、恐ろしく勤労意欲を奪うばう。

　これから先、月面が不況に陥おちいり、冬の時代になるのは避さけられないことのように思えた。

　もっとも、その仮定でさえも、人々がこの先も月面に住み続ける、と前提した上でのことだった。人々が冷え切った月面で暮らしたいと思うかどうかは、悲観的な答えしか得られない。

　長期間月面にいれば地球に帰りにくくなり、しかも今回の騒そう動どうで判明したように、いざという時には月面から地球へいっぺんに人々を逃がすことは不可能だと証明されてしまった。

　挙句、命よりも大事な金を稼かせぐという魅み力りよくまでも奪うばわれたら、月面にはなにも残らない。

　政府の介入が始まれば、間ま違ちがいなく経済のルールが変わり、かつて人々が憧あこがれ、熱狂した強ごう欲よくのカジノではなくなってしまう。

　もう一度、思い出すべきなのだ。

　本来、月面は人の住めない場所なのだと。

　存続するには、眩まばゆいばかりの魅力を持ち続けなければならない。

「万が一月面から企業や人が撤てつ退たいして、この環かん境きようを維持できなくなったとしたら、どうなるんだろうな？」

　俺おれは、ぽつりと呟いた。

「……そりゃあ……地球に帰らざるを得ないんじゃないですか？」

「俺たちは月生まれなのに？　帰る場所なんてない」

「あ、そうか……」

「難民みたいな扱いになるのかな」

「お金さえあればどうにかなりませんか。地球は広いですし、住む場所くらいあるでしょう」

　マルコのひどく現実的な言葉に、俺は苦笑してしまう。

「今のうちにムールをドルや円に換かえておくか？」

「……って、多くの人が同じこと考えてるから、ムールの為替かわせ相そう場ばが急落してるんですね……」

　誰だれも欲しがらないものの値段は下がる、というのは物でも金でも同じことだ。

「ムール建ての証しよう券けんを持っている地球の人間は、それだけで損を被こうむることになるな」

「損を被れば投とう資しは減りますよね」

「投資が減れば経済活動は収縮し、景気は落ち込み、人々は路頭に迷うな」

　カタカタと白黒で動く、アメリカ発の世界大だい恐きよう慌こうの映像が脳裏をよぎる。

　加えて、月面ならではの懸け念ねんすべきこともある。

「それに、ムールがこのまま下落を続ければ、あらゆる輸入品の値段が跳ね上がる。他に問題が起きなくても、それだけで生活できなくなる人々が増えるだろう」

「為替の下落はインフレと仲良しですからね」

「秩序をいつまで維持できるか疑問だな。食べ物を買えずに餓が死しするくらいだったら、ショーウィンドウを石で叩き割るだろう」

　地球ではままあることだ。

「地球のどこよりも治安の良い月面で、そんなこと起こります……かね？」

　マルコが半笑いになって、聞いてくる。

「なにが起こるかわからないってだけだ。ただ、もっと恐ろしいのは、ショーウィンドウを叩き割っても食べ物がない事態だ。輸入業者が全員破は綻たんしてしまったら、俺たちは明日のパンを焼く小麦を地球から輸入することすらできない」

「……結果は？」

　俺おれは、肩を小さくすくめた。

「やっぱり、早晩、月面は閉店せざるを得なくなるだろう」

　マルコは今にも泣きそうな顔をしていた。二十世紀の地球かぶれでも、やはり故郷は月面なのだ。地球に旅行で行くのと、二度と帰れない片かた道みち切きつ符ぷで行くのとでは全く話が違ちがう。

　ただ、俺はそんなマルコに向かって小さく笑っていた。

「あくまで悲観的な仮説だ。なにせ、危険なシナリオに沿って動けば、そういう結果になると大抵の人間がわかる。だとしたら、そうならないように動くという動機も出てくるだろう」

「……ですか、ね？」

「ブル・ステアーズの副社長と、大おお株かぶ主ぬしたちの決断を見ただろう。自分たちが一方的に損をするとわかっていても、Ｅ・Ｊ・ロックバーグに身を売り渡した。通常なら考えられない値段でだ。でも、売らなかった時のことを考えたら、売らざるを得なかったんだ」

　この取引は最初から詰つんでいるんです、とクリスは言った。

　そのとおりだ。

　そして、本当に大事なものがかかっていれば、人は大抵そっちを優先させるものだ。

　多少の金が残っても、ほかになにも残らなければ意味がない。

　俺がバートンからやられたことというのも、まさしくそういうことだったのだから。

「それに、地球は広い。ほぼ無傷でやり過ごしている金きん融ゆう機関も中にはあるだろうからな。時間と値引きの覚悟さえあれば、どうにかなるはずだ」

「……どうにか、してほしいですね」

「ドクターじゃないが、祈るしかないな」

　楽しかったあの日々を継続させるために、今の痛みに耐え忍ぶ。

　理屈ではわかるが、実現するのは難しいと、誰だれでも知っていること。

　俺の皮肉な笑い方に、マルコはひきつった笑みを浮かべていた。

「プロテクションの勝ち金があれば、一助になれたかもしれませんけどね……」

　そして、思わずといった感じで呟いてから、口を押さえていた。

　俺は、机越しにマルコを見た。

「別に怒りはしないよ」

「……すみま、せん……」

「俺おれが馬ば鹿かだったんだから。むしろ、よくお前は俺の下にいてくれてるなと思ってる」

　ただ、百億ムールの単位の金があれば、確かにマルコの言うとおり、この危機の一助になることはできたはずだった。金きん融ゆう機関から不良資産を買い上げたり、分厚い資本を提供できれば、それだけ取り付け騒さわぎに陥おちいらないで済む可能性が高くなる。

　だが、その資金はバートンに取り上げられている。

　それが現実なのだ。

　株かぶや投とう資しの世界にいると、「もし」「ならば」の夢に必ず出会う。どれだけ悲観的な人間であろうとも、究極のところでは、うまくいくと信じて投資をするからだ。

　しかし、現実はいつも非情だった。望んで、祈って、懇こん願がんして、うまくいった試しがない。

　ハラルド・ブロスの株かぶ価かは、取引を開始して一時間十三分後にストップ安になった。

　心電図から波形が消えたようなものだった。時を経ずして、オフィスの電話が鳴った。マルコがそれを取り、平坦な口調で対応し、俺の名を呼ぶ。

「ハルさん」

「ん」

「ガザニカさんです」

　ガラス細工店に、特大の牛が現れたのだ。







「向こうの言い分はこうだ。組織的な空売りが行われていて、不当に株が安値になっている」

　総合庁舎に行くと、サティアもウォレスもまだ来ていなかった。

　だが、ガザニカはそわそわとした様子で、片時も待てないとばかりに俺にそう言った。

「出来高から見て、裸はだか売うりに違ちがいないとか言っていた。違い法ほうだと聞いたぞ」

　誰だれかから株を借りてそれを売る行為が空売りなら、裸売りとは持っていないし借りてもいない、存在しない株を売る空売りのこと。無から有を作り出す金融の世界でも、さすがに禁止されている詐さ欺ぎ的てきな取引だ。もっとも、話にはたまに出るが、実際にお目にかかったことはない。

　オンラインの取引システムで緊きん密みつにつながった現代の金融市し場じようで存在しない株かぶ式しきを売れば、つじつまを合わせるのは容易ではないからだ。あの蜃しん気き楼ろうみたいな企業のアバロンですら、アバロン株だけはきちんと存在していた。

「証しよう券けん取引委員会には連絡を？」

「した。したさ。委員長が軌き道どうエレベーターに乗って地球に逃げ、顧こ問もん弁護士三人のうち二人が辞表を提出した委員会だがな！　不動産投資で失敗したんだそうだ！　これからは民間の弁護士として稼かせがないと娘の大学資金を稼げないときた！」

「月面には職業選択の自由があり、しかも資本主義ですからね」

　俺おれはわざとらしくそう言ってから、続けた。

「中央銀行のバルブを開く、というドクターの案を聞きました。実行に移すんですか？」

　俺の言葉に、ガザニカは頭痛をこらえるように額を押さえた。

「その説明も聞いたよ。問題の解決になるかもしれないが、悪性インフレを招くかもしれないんだろう？　だが、なにより政治的な問題が大きすぎる。それがどれだけ難しいかを君に説明するのは、風か邪ぜをひいていない人間に風邪の辛さを説明するようなものだ。今回の危機は、全部、一部の金きん融ゆう機関や不動産会社の馬ば鹿かげた賭かけが原因だ。経済の業界地図を広げてみればいい。金融や不動産など、広い地図の片かた隅すみにあるだけだ。全く関係のない、地道な仕事を毎日続けている企業がほとんどなんだ。証しよう券けん取とり引ひき所じよには数千の会社があって、非上場の会社はその何倍もあって、そのうちの百にも満たない会社の愚ぐ行こうのせいで、すべてが危険に晒さらされている！　まじめに働いていた連中からすれば、到底納得できないことだ。ギャンブルの負け金を、国が肩代わりするのか、という話になる」

　リスクとリターンの関係性は、逆も成立する。

　すなわち、リスクを負ったのなら、マイナスのリターンだって覚悟しなければならない。

「でも、すべて野放しにはできない、ですよね」

「そうだ。それは皆がわかっている。だから、助ける代わりに間ま違ちがいなく金融機関には報復がいく。監かん視しか、規制か、特別課税か……。なんにせよ、どこででも営業が可能な連中は、間違いなく月面からいなくなるだろう。そして、忌々しいことに、連中が稼かせぎ出す金額は額に汗して働く連中の十倍じゃきかんのだ。連中こそ、移民がこの月面で大富豪になれるという夢の象徴だったのだからな！」

　どの選せん択たく肢しを取っても、袋小路。

　ガザニカは胃の辺りを摑つかむようにして、目を閉じて苦く悶もんの表情を浮かべている。

　そして、言った。

「だから、私としては、多少のことには目をつぶりたいと思う」

「……なにか、手が？」

　俺の質問に、ガザニカは泣きそうに唇を震ふるわせていた。

「この言葉を、君に言わなければならない運命の皮肉を私は呪いたい」

「大統領。あなたはすでに一度、私にひどい頼たのみごとをしています」

　俺は笑いながら言った。クリスに無む茶ちやな頼みごとをしろと言われ、俺はそれを実行に移した。

　それは失敗したわけだが、ガザニカは俺の言葉に、苦しげに笑う。

　目を開けて大きく息を吸うと、言葉とともに吐き出した。

「ハラルド・ブロスは決算発表を翌日に控えている。現状、連中の評価モデルを使うと、保有している不動産関連証券や、よくわからん保険契約などの評価額が、七十億ムールの評価損になると言われた。しかも、それは暫ざん定てい的てきな数字で、どこまで損が広がるか不明だそうだ。不動産相そう場ばにまつわる資産の価格の下落が止まらないからだと」

「七十億……。また、ずいぶんな金額ですね」

　俺おれは、同意を示しつつ、出かかった言葉を飲み込んだ。ハラルド・ブロスの、俺のファンドに対する保険金の支払いだけで、理論上は二百億ムールの損になる。つまり、この期ごに及んでもハラルド・ブロスは現実を直視していないのだが、もしかしたらそれはゼロが多すぎて評価モデルに入力ができないのかもしれないと思った。

　そんなことを指摘したら、今にも切れる寸前のガザニカはなにもかもを放り出して、ジャガイモ農家にでもなりそうだった。

「この事実を発表したら、ハラルド・ブロスは間ま違ちがいなく取り付け騒さわぎになる。それで、奴らはこう懇こん願がんしてきた」

　ガザニカの目が、俺を射抜く。

「資産を、時価評価ではなく、簿ぼ価か評価に戻したいと。保有している資産を、今の価格ではなく、買った時の価値で評価したいと」

　現在の状況からすればどう見ても値下がりをしている資産でも、売りに出すまでは買った時の価値のままだと言い張りたい、ということだ。確かに、不動産相場は急激に下落しすぎている。もしもこの危機が去り、医い療りようレポートのことも落ち着きを取り戻したら、また不動産は上昇し、値段を回復するかもしれない。だとすれば、今のこの恐きよう慌こうの最中に馬ば鹿か正直に時価評価をすれば、単に不安を煽あおるだけになる。それは誰だれにとっても損ではないか。そういう言い分なのだろう。

　それはわかる。わかるが、俺はガザニカの苦しみも理解できた。

　なぜなら、それはガザニカや俺が今この地位にいる理由だ。

「あのアバロンは、簿価評価を悪用して、砂上にあれほどの楼ろう閣かくを建てたんですよ」

「……わかっている」

「あれ以降、簿価評価は葬ほうむられ、時価評価に切り替わりました。資産の適切な価格がわからない会計では、市し場じようの信しん頼らいが得られないからだし、企業は不正を行いやすいからです」

「わかっている」

「そして、その不正を暴あばいたのはほかならぬ我々なんですよ」

「わかっている！」

　ガザニカは叫び、わめいた。

「だが、ほかに手立てがない！　評価損で七十億ムールも計上してみろ！　ブル・ステアーズの二の舞まいだ！」

「資本調達は？」

「全力でやっているとぬかしていたが、うまくいっているように見えない。なにより、時間が無い。決算発表を延期してみろ。その不安だけで市場はハラルド・ブロスに死を宣告するかもしれない」

「……資本調達がうまくいかないというのは、安売りをしても？」

　もしもそうだとすれば、すでにハラルド・ブロスの死は秒読み段階に入っていることになる。

「いや」

「いや？」

「いや……それが、まさしく原因なんだ……」

　激げつ昂こうと疲労で、ガザニカは貧血を起こしたみたいにふらついている。

　俺おれが慌てて体を支えようとすると、ガザニカは手のひらを俺に向け、大丈夫だ、と示した。

「……すまん。だが、それが原因なんだ。私にも、その気持ちがわかる」

「原因、とは？」

「株かぶの下落は、組織的な空売りのせいだという」

　ガザニカはその言葉を繰くり返す。

　だが、俺はそのことは眉まゆ唾つばだと思っている。組織的な空売りというのは、企業が株かぶ価かの急激な値下がりに対して言い訳をする時の、常じよう套とう句くだからだ。

「ハラルド・ブロスの人間は、誰だれかが組織的な空売りで株価を下げ、無理やりに信用不安に陥おとしいれているのではないかと疑っている」

「まさか」

「少なくとも、電話口ではそう主張していた。だが、単なる妄言だと切って捨てられるか？」

「組織的な空売り、という言葉の大半が、妄言です」

　俺は、市し場じようにどっぷり浸つかってきた人間として、そう言った。

「空売りは非常に難しい投とう資しです。ドクターを見てください。ドクターみたいな成功者がほかに何人いると思うんですか？　もしも組織的な空売りとやらがうまくいくのなら、もっと大勢がやってますよ」

「……私は経済や投資には詳しくないがな」

　ガザニカは、俺を見て言った。

「これでも政治屋だ。思おも惑わくというか、人の魂こん胆たんみたいなものには人一倍敏びん感かんだ」

「……どういう意味ですか」

「今、月面はまともな状況ではない。パニックだ。恐怖心が蔓まん延えんしている。これからどうなるんだろう。未来はどうなるんだろう、とな。確かに、空売りというのは難しいのかもしれない。だが、私も趣しゆ味みでたしなんでいる程度だが、多少は株のことがわかる。いっぺんに売ればその時は下がるし、いっぺんに買えばその時は上がるだろう」

「それは……」

「今は、それで充分なんだよ」

「ですが──」

　空売りは、売った後に買い戻さなければならない。空売りが難しいのは、そこにつけこまれることが多いからだ。

　俺おれがそのことを告げようとしたのを、ガザニカは視線だけで黙だまらせ、ゆっくりと言葉を滑すべり込ませた。

「目的が、株かぶで儲もうけることじゃないとしたら？」

「え？」

「ブル・ステアーズの買収劇を見ただろう。投とう資し銀行版取り付け騒さわぎだったか？　あれが一度起きれば、信じがたい安値で巨大な投資銀行を買うことができる。世間の連中はそうみなしているはずだし……」

　ガザニカは、深呼吸をした。

「投資銀行の中の連中は、そう理解したはずだ」

　一株、たった四ムール。その時価総額は、ブル・ステアーズの本社ビルの価格と変わらない。

　一ヶ月前にブル・ステアーズを買収しようと思えば、その十五倍から二十倍は必要だったろう。対抗馬が出てくれば、三十倍や四十倍になったっておかしくない。いくら資産が腐くさっているからといっても、赤字企業ではないのだ。あれは、安すぎた。クリスたちのチームのディールは、あまりにもうますぎたのだ。パーフェクトディールとして、後の世の金きん融ゆう史しに燦さん然ぜんと輝かがやき続けるはずだった。

　だが、あんなに呆あつ気けないものだとは、俺たちも思っていなかった。

　人々は、そのあっけなさを確かに理解したはずだった。

「しかも、取り付け騒ぎは理り不ふ尽じんだ。いつ起こるか予測するのは難しいそうじゃないか。地球の事例を調べたら、近所の主婦の立ち話が原因だった例もあるそうだな。取り付け騒ぎは簡単に起きる……そういう予測があるだけで、本当に取り付け騒ぎが起きるだろう」

「そして、そこにつけこんで、安値で買い叩く……？」

　これは、グリーンメールと呼ばれる行為の亜種だ。ある企業の株を買い占めて敵対的買収をほのめかし、買収を拒こばむ会社に対して、持っている株を高値で買わせることによって利益を得る行為を、グリーンメールと呼ぶ。ほとんど脅おどしに近いのだが、違い法ほうではない。

　今、ハラルド・ブロスが疑ぎ心しん暗あん鬼きに陥おちいっているのはこれと似たようなことで、潰つぶれるのが嫌いやなら安値で売れと強要されることなのかもしれない。

　もしも潰れてしまえば経済が大混乱に陥るのは目に見えているから、会社の資産は二束三文でしか清算ができず、債さい権けん者しやにはなにも残らない可能性が高い。だとすれば、クリスが言ったように、幾ばくかの金を受け取りたければ、会社を売り渡すほかないのだ。

　一度取り付け騒ぎになってしまえば、信用を自力で取り戻すのはほとんど不可能であることも、この不安に拍車をかけるだろう。

　ハラルド・ブロスからすれば、いざ取り付け騒ぎが始まってからでは遅いから、神経質だ、考えすぎだと笑われるくらい慎重になってしかるべきで、あらゆる悪い事態を想定しなければならない。その最たるものが、組織的な空売りに狙われている、という主張なのだろう。

　だが、俺おれが呆あきれるのは、その慎重さは、普段の投とう資しにこそ活いかすべきではなかったのかという点だった。そうであればこそ、一千万ムール分の危険な証しよう券けんを補てんする契約を、たったの七万ムール程度で売るような馬ば鹿かな真ま似ねはしなかったはずだし、不動産投資にもそこまでのめり込まなかっただろう。結果、評価損が七十億ムールなんてことにはならなかったはずだ。

　ガザニカが苦しんでいるのは、それらもわかったうえで、ハラルド・ブロスが取り付け騒さわぎに陥おちいる可能性を少しでも減らそうと思っているからだ。

　俺は責任を取る立場ではないから、正論だけを口にしていられる。

　だが、ガザニカは人の矢や面おもてに立っている。月面の人々の生活のためにそこに立っているのだ。

　そのために、あのアバロンが使った会計手法を復活させようと、苦く渋じゆうの決断を下そうとしている。これは事実上、決算において、七十億ムールの損失の隠いん蔽ぺいに手を貸してくれという頼たのみごとと同じなのだから。

　どうしてアバロンを倒した俺たちがそんなことをできると言うのだろう。

　だが、俺たちにそれ以外の選せん択たく肢しが残されているのだろうか？

「それに、ハラルド・ブロスの連中の不安は、根拠のないものではないらしい」

「……どこかの仕し手て集団が動いている証拠でも？」

　徒党を組んで株かぶ価か操作を行う連中は、確かにいる。常にうまくいくわけではないので結局これも市し場じようを席せつ巻けんするほどではないのだが、少なくない影えい響きよう力りよくがある有力な仕手集団もいる。

　ただ、それでも市場のシステム側にいる投資銀行や、リアル・マネーと呼ばれる機関投資家と比べたら、プロとアマチュア以上の開きがある。動かす資金の桁けたが違ちがいすぎるためだ。

　俺が懸け念ねんの視線を向けると、ガザニカは首を横に振ふった。

「いや、ハラルド・ブロスのところに、ある企業から相談が来たらしい」

「相談？」

「こういう危険な買収方法でうちの会社が狙われているから、資本調達を手伝ってくれないか、という相談だったそうだ。だから、ハラルド・ブロスは仰ぎよう天てんした。こんな脅おどし方で、すでに脅されている企業があるのなら、うちが陥っている状況も、その一いつ環かんなのではないかってな」

「……前例が……ある？」

　ガザニカは、ゆっくりとうなずく。

「当然、そのことを教えてくれた人物は、守秘義務に反している。だが、一人で胸に抱えていられなかったそうだ。万が一のことがあったら、隠かくしていたことを一生悔やむと泣きながら語っていた」

「それは──……それは、どこの話なんですか」

　俺の胸の中に、ざわざわとした嫌いやな予感が湧いてくる。ハラルド・ブロスが倒れるか倒れないかは、月面が倒れるか倒れないかに直結する。

　だが、その中にいる人間が、胸に抱えきれないと言って情報を漏もらすようなこと。

　そうなれば、もう、候補なんて一つしかない。

　ガザニカは、自分の手にも負えない問題を語るかのように、力なく言った。

「エメラルドインダストリーだ」

　予測どおりの答えなのに、俺おれはその答えを理性で受け止めきれず、顔が苦痛に歪ゆがんでしまう。

「不ふ穏おんな来客があったそうだ」

　ガザニカはテーブルの上の煙草たばこに手を伸ばすが、火をつける気力もなさそうだった。

「おたくには致命的な損があるようだが、その補てんに資金がご入り用ではないですかって具合だったらしい。ついては、資金を出させてくれないか？　とな」

　喉のどから手が出るほど欲しい資金で誰だれかの金を摑つかんでしまえば、心臓ごと引っこ抜かれるのがこの世の常だ。だが、その金を摑まなければ、そもそも死んでしまうのだとしたら……。

　俺は、巨大な本社ビルで、不ふ遜そんな態度で取引を持ちかける人間を想像する。用意してきたのは、まず間ま違ちがいなくゼロの数が子供の悪戯いたずらみたいに並んだ現金だ。およそ人類の内で、想像することすら難しいような巨額の資本を集めることができるような人間なのだから、怖いものなんてそれこそインフレくらいだろう。

　月面を根幹から牛ぎゆう耳じるエメラルドインダストリーのソファーに悠ゆう々ゆうと座り、葉巻でも咥くわえ、優雅に笑いながら会話をしていたことだろう。

　俺は、そんな様子を想像して、泣きそうになった。

　そういう人物に、心当たりがあったからだ。

　俺は、その心当たりを奥歯で嚙かみしめながら、言った。

「ですが、エメラルドインダストリーの致命的な損について……ハラルド・ブロス側は当然、心当たりがあるわけですね？」

　エメラルドインダストリーがハラルド・ブロスに泣きついたのは、おそらく内情をいちいち説明しなくて済むからだろう。それでなくたって、よく知りもしないところに、命いのち綱づなたる資金調達を頼たのみには行かない。

「そうらしい。ハラルド・ブロスは手数料を取って、エメラルドインダストリーの代わりにあのよくわからない証しよう券けんや、保険の販売を行っていたらしいからな」

「アンダーライター……」

　保険契約において、保険の責任を引き受ける人のことをアンダーライターと呼ぶが、ハラルド・ブロスがあれほどプロテクションを売りまくれたのは、保険の支払いリスクを背負う資金主が別にいたからだったらしい。記き憶おくを辿たどれば、確かに最後のほうに購こう入にゆうしたプロテクションは、保険リスクを背負いたい複数の企業をハラルド・ブロスがまとめ、俺にもたらされたものだった。

　エメラルドインダストリーは既き存そんのインフラ業務だけでは飽き足らず、世間に隠かくして巨額の金きん融ゆうの賭かけを行っていたわけだ。

「……それで、負けの支払額はいくらなんですか」

「彼らが把は握あくしているだけで、百八十億」

　俺おれやドクターがハラルド・ブロスを通じて購こう入にゆうした、あの途方もない金額のプロテクションは、エメラルドインダストリーに繫つながっているらしい。

「しかも、その金額はハラルド・ブロスだけのものだと言う。他の投とう資し銀行とも取引していた形跡があるから、損の総額は想像もつかないと」

　プロテクションは絶対に破は綻たんしないからとたかをくくり、売れば売るだけ儲もうかると思っていたのだろう。その浅ましさに、言葉もない。

　連中は一度でいいから、どうして大英帝国の人間が保険の責任を引き受けるアンダーテイク人のことを、そのままアンダーテイカーと呼ばなかったのか考えるべきだ。

　アンダーテイカーには墓堀人の意味もあり、さすがのブラックジョーク好きの紳士たちでさえ、保険の引受人のことをそう呼ぶのは躊躇ためらった。

　そして、エメラルドインダストリーは特大の墓穴を掘ったことになる。

「その情報、まだ表に出ていませんよね」

「出ていない、と言っていた。だからこそ、ハラルド・ブロスも仰ぎよう天てんしたんだろう」

　俺は、少し思考を巡めぐらせる。市し場じようには、血の匂いを十ｋｍ先から嗅かぎつける鮫さめみたいな連中がうようよしているが、彼らもまだエメラルドインダストリーの内部のひどさには気が付いていないと見ていい。エメラルドインダストリーが、最低限の恥じらいとして、ハラルド・ブロスを通じて社名を隠して馬ば鹿かな賭けをしていたおかげだ。俺たちの首は、エメラルドインダストリーが股こ間かんに貼り付けたそのイチジクの葉の一枚分だけで、なんとかつながっている。

　ただ、そうなると、エメラルドインダストリーに現れた強ごう奪だつ者しやは、特殊な情報経路を持っていることになる。

「エメラルドインダストリーに、内部の情報を漏もらす者がいたってことですか」

「そうに違ちがいないと言っていた。だから、ハラルド・ブロスも疑ぎ心しん暗あん鬼きになっているんだ。他所に内通者がいるなら、うちにもいるはずだと思い込む。そして、内部の情報に通じている不ふ穏おんな人間がいるとなれば、ニュースを針小棒大にいくらでも流せてしまう。真っ赤な噓うそでなく、証拠に見えるなにかをつけて、限りなく噓に近い情報を流すこともできるだろう？　挙句、今はどんな冗談みたいな損失が内部にあるか、内部の連中ですら把は握あくしきれておらんのだ」

　俺は目を閉じる。エメラルドインダストリーを狙っているのは間違いなくバートンだ。

　そして、バートンの投資哲学からすれば、内通者の一人や二人を雇うことは当然ともいえる準備だっただろう。

「それに、ハラルド・ブロスの人間が簿ぼ価か評価に切り替えたがっている理由はもう一つある。彼らなりの理屈ってやつだ」

「理屈？　どんな言い分があるっていうんですか」

　聞き返すと、ガザニカも、笑っていいのか怒っていいのかわからない、複雑な顔を浮かべている。

「私も騙だまし絵で騙されている気分だがな、理屈として正しいような気もした。というのはだ。賭かけに負けて致命的な大損を抱えているエメラルドインダストリーだが、そこで賭けを仕切っていた人物がいた」

「それが？」

「その人物は、彼らがのめりこんでいた賭けの世界では、いわば創造主のような立場にいたらしい」

「……話の流れが見えませんが」

「いいか。金きん融ゆう機関の連中がこぞってのめりこんでいた賭けに、世界で最も詳しい人物を抱えていたエメラルドインダストリーが、致命的な損を抱えている。これはつまり、ほかの誰だれが作り上げた予想も当てにならないと証明されたようなものだろう」

　確かに、それは道理だ。

　そして、その瞬しゆん間かんに、彼らの浅ましい思考が読めた。

　世界で最も計算のうまかった奴の予測が外れたのなら、この大損だって計算間違いかもしれないじゃないか。なぜなら、今行われている損の評価もまた、その予測が外れた数学のモデルに従っているのだから。

「それは……連中の謙けん虚きよさと受け取るべきなのでしょうか？」

「物は言いよう、というやつだろう」

　ガザニカは大きくため息をついて、がりがりと頭を搔かく。

「しかも、エメラルドインダストリーで賭けを取り仕切っていた創造主なる人物とは、ここしばらく連絡が取れなくなっているのだそうだ。責任者と連絡が取れないので、エメラルドインダストリー自身ですら、賭けの全容を把は握あくできていないらしい。どれだけ損が出るのか誰も把握していないのだという。もしもこの状況でそんな情報が洩もれてみろ。人はそのブラックボックスになにを見出す？　おそらくは、世界を破は滅めつさせる災厄の詰つまった、パンドラの箱だとみなすだろう」

　ガザニカは、ついに笑い出していた。

「あっちこっちで火の手が上がり、次々と導火線に火がついているわけだ。こうまでひどい偶然が続くと、陰いん謀ぼう論ろんを疑いたくなる。なにせ、この騒さわぎの火元は、あのレポート一本だったんだからな。それだけで月面の根底を支える金融機関は損でガタガタ。そこに降って湧いたようなエメラルドインダストリーを狙う黒い影だ……。なにせあそこは軌き道どうエレベーターを支配している唯ゆい一いつの企業だからな。欲しがる人間は少なくないだろう。私ですら、その候補を挙げることができる」

「……たとえば？」

「アメリカ政府とかな」

　ガザニカの吐き捨てるような物言いと、その内容に、俺おれは呆あつ気けに取られていた。

　一方のガザニカは、どこか楽しそうだ。

「理由はいくらでもある。来たるべき宇宙戦争に備え、月面を軍事基地に変えるとかな。いかにも古めかしい地球の馬ば鹿かどもが考えそうなことだろう？　突飛だと思うか？　だが、あの医い療りようレポートに対する地球各国の反応は異常だ。連中は、この月面をどうにかしたいと本気で考えている節がある。そういうことは映画の中の話だと思うかもしれないが、二十世紀の歴史を振ふり返ってみろ。南米やアフリカ、東南アジアで、時の先進国は本当にそういうことをやってきた。この月面は、唯ゆい一いつそういうことと無む縁えんな場所だったんだ」

　俺は、月面生まれの温室育ち。

　地球の過か酷こくな歴史とは、隔かく絶ぜつして生きてきた。

「まあ、連中の怒りはわからんでもない。なにせ月面のように無政府状態でもうまくやれる国が存在することは、そのまま自分たちの統治の無能さの証明と同じだからな。だから、エメラルドインダストリーで賭かけを統括していた責任者とやらは、実はＣＩＡのスパイで、損をするとわかっていた危険な賭けにわざと手を出していた、なんて考えたくもなる。そして、ついにその日がやってきて、アメリカ政府から送り込まれた別のエージェントが、民間人を装ってエメラルドインダストリーを買収する、とかな……。そもそも、エメラルドインダストリーを買収するための資金だって、どうやって集めるのかも理解不能なくらいの巨額な金額のはずだろう……。ますます、そんな金額を用意できるのは国家くらいだと言いたくなる」

　荒こう唐とう無む稽けいなシナリオ、と切って捨てることは簡単だが、あのバートンなのだ。後ろ盾だてに大国の存在があっても俺は驚おどろかない。

　だが、やはりその仮説はあまりにもフィクションじみていた。もしバートンの後ろに大国がついているのなら、資金の調達先として俺の口座に狙いをつける理由もなくなる。

　なにより、エージェントとやらがエメラルドインダストリーにだけ向かう、というところに不自然さがある。もしもレポートを出すことにより、不動産相そう場ばが崩ほう壊かいして云うん々ぬん、ということが予測できていたのなら、ブル・ステアーズのような場所が窮きゆう地ちに陥おちいることも予測できていてしかるべきだ。

　だが、月面どころか地球経済までをも道連れにしかねないブル・ステアーズが破は綻たんしかかっても、巨大な国家から送り込まれたダークスーツのエージェントは現れなかった。あの時に月面の崩壊を阻止したのは、Ｅ・Ｊ・ロックバーグ内でクーデターを起こそうと画策していた連中の純粋な強ごう欲よくと、ブル・ステアーズの不運な株かぶ主ぬしたちの倫理観だった。

　ただ、ガザニカの考えは思考実験としては面おも白しろい。

　もしもブル・ステアーズのような事態を人為的に起こせるのだとしたら、理論上はどんな企業でも破は綻たんの縁ふちに追いやってから、格安で手に入れることができるからだ。それは、バートンたちが四年前にアバロンを使ってまさしくやっていたことの、更さらなる進化形ともいえるだろう。

「え？」

　俺おれは、そこではたと気がついた。

　四年前の進化形？

　だが、すぐに、いや、と思い直す。不動産相そう場ばが暴ぼう落らくし、ＡＢＳやＣＤＯが破綻するなどと予測していた人物は、地球を含めてすら、限られた人間だけだったはず。それは俺と、ドクター・ウォレス。それに……。

「あ……」

　俺は、ようやく気が付いた。

　それだ。その可能性だ。そういうことだったのだ。

「一つ……一つ、お聞きしたいことがあるのですが」

　俺は、固かた唾ずを吞のみながら言った。

「ん……なんだ？」

「その創造主とやらの名前なんですが」

「知り合いのスパイかもしれないか？」

　ガザニカは冗談めかしてから、続けた。

「地球の学者だそうだ。名は──」

「アンナ・ハーグ」

　俺が言うと、ガザニカはきょとんとして、笑顔をひきつらせた。

「本当に、知り合いなのか？」

　俺は、そのあまりにも答えづらい質問に、目を逸そらした。

　間ま違ちがいない。バートンは、このためにハガナを雇ったのだ。

　ＡＢＳの元になる概がい念ねんを開発し、ヘッドハンターの猛もう烈れつなアプローチを受けまくっていたハガナなら、エメラルドインダストリーはすぐに信用しただろう。

　そして、ハガナはそこで危険な賭かけを推進し、リスクをため込み続けていた。なぜなら、成行きに任せていたらエメラルドインダストリーはＡＢＳなどに手を出さないかもしれないし、手を出したとしても少しかもしれない。確実にバートンがエメラルドインダストリーを買い叩けるようにするには、協力者を送り込んで無む謀ぼうな賭けをさせる必要があった。

　俺は、目を閉じて、唸うなった。そのあまりの手て際ぎわの良さに胃がねじれるほど悔しかった。

　未来が予測できているということは、こういうことを言うのだ。

「ハル？　どうした？」

　ガザニカの言葉に、俺は呻うめくように答えた。

「陰いん謀ぼう論ろんは、事実かもしれません」

「なっ」

「アンナ・ハーグは知っている人間です。それに、エメラルドインダストリーを手に入れようとしている人物にも、心当たりがありますし、その二人は協力関係にあります」

　噓うそから出た実まこと。

　ガザニカは、酸欠の金魚のようにぱくぱくと口を動かしている。

「彼らは、間ま違ちがいなく、ブル・ステアーズとＥ・Ｊ・ロックバーグがやったようなチキンレースを、エメラルドインダストリーに仕掛けています」

　それを狂気と呼ぶか、計算に裏打ちされた取引と呼ぶかは人それぞれだ。投とう資しと投機の違いは、うまくいったものが投資で、いかなかったものが投機だ、なんて言われることもある。

　だが、共通するのは、いずれにせよまともな神経ではできないということだ。

　なにせ、エメラルドインダストリーが潰つぶれかねないと、万が一ニュースになってしまったとしたら、その騒さわぎは医い療りようレポートの比ではなくなるはずだ。そんなことになれば、不動産相そう場ばは完全に息の根を止められ、それはそのままＡＢＳやＣＤＯと名のつくすべての金きん融ゆう商品が吹き飛ぶことになる。月面のみならず、世界中の投とう資し家かが貪どん欲よくに吞み込んでいた爆ばく薬やくに、一気に火がつくことになるのだ。辺り一面に、ばらばらになった投資家の血と脳のう漿しようが散らばるはずだった。

　そして見事、経済版キリングフィールドが実現され、俺おれたちは物々交換の石器時代に戻る。

「……ど、どうにか、ならんのか。そんな危険なこと、見過ごすわけにいかんだろう……。失敗すれば、月面が……いや、世界が本当に崩ほう壊かいするかもしれんのだぞ！」

「なるかもしれません」

　ガザニカは一度固かた唾ずを吞のんで、言った。

「どうやって？　それは……やはり、輪転機を？」

「いえ。多分、エメラルドインダストリーが支払うことになる巨額の損失分は、自分が手に入れるはずだった利益ですから」

　ガザニカがあんぐりと口を開き、呆あきれかえるような目で俺を見る。

　俺は、月面を崩壊させかねない賭かけに加担していたわけだ。

「取引契約を解消したいと願い出れば、もしかしたら、エメラルドインダストリーが被こうむる損失分を無効にできるかもしれません」

　その言葉に、ガザニカは眉を顰ひそめた。

「どういうことだ？　かもしれない、というのは。契約の相手方が君なら、いくらでも無効にすることができるのでは？　まさか、エメラルドインダストリー側が、損を払いたくて仕方がない、と言いだすとでも？」

「いいえ」

　バートンは、もしかして、ここまで見越した上で、ハガナを起用したのだろうか？

　いや、考えても仕方がない。どこまでが偶然で、どこまでが計算なのかなど、誰だれにもわからない。冗談のような話だが、投とう資し銀行が優秀なトレーダーを雇う時に重要視する要素がある。

　それは、運の良さだという。

「エメラルドインダストリーを狙っているその人物に、その儲もうけを渡してしまったんです。もちろん、同意の上で。取引として」

　取り上げられた、とは言わなかった。

　あれは、契約だった。

　間ま違ちがいなく、取引だった。

「……夕飯をおごるとかおごらないとかの金額ではないよな……。私には、君たちの世界が全く理解できない」

「自分も、理解しきれません。それは多分、人の強ごう欲よくの深さが測れないのと同じことだと思います」

「……だが……それが事実だとしたら、どうするんだ？　なにか手があるのか？」

「法的な話は、サティアさんに聞いてみます。でも、もっと別の方向から、横よこ槍やりを入れられるかもしれません」

「どうやって？」

　俺おれは、自信のなさが顔に現れないように、こう言った。

「アンナ・ハーグは古い知り合いなんです」

　ハガナはバートンの真の思おも惑わくを知っている可能性が高い。どうしてバートンがエメラルドインダストリーを狙っているのか、その理由を知っている可能性がある。なぜなら、金銭で動くとも思えないし、脅おどされているようにも見えなかったからだ。

　だとすれば、ハガナが協力した理由の一いつ端たんには、バートンがエメラルドインダストリーを追いかける理由に共感したということがあったはずだ。

　なんにせよ、バートンの思惑がわかれば交渉の余地が出てくる。

　なぜなら、人の思惑がわかれば、代替案を提示することができるからだ。

「……だが、失敗したら？」

　ガザニカは、聞いてくる。

　クリスの時、俺は失敗した。

「その時は……輪転機の電源を入れてください」

「……なんにせよ、月面崩ほう壊かいのカウントダウンだな」

「場合によっては、そのことを脅しの材料に使えます」

　俺は、小さく肩をすくめた。

　これではまるで、チキンレースのけしかけ合いだ。

「は、はは……。なるほど、わかった……。こちらもできるだけのことは当然する」

　ガザニカはそう言ってから、鼻に蠅はえが止まったように顔をしかめて、言った。

「ただ……私の手の中には、簿ぼ価か評価に戻すということの後押ししか残されていないのだ」

　損失の隠いん蔽ぺい。

　俺おれは、数瞬の間を空けたが、決断は早かった。

「……簿価評価の件は、反対しません。自分の分も、大統領が苦悩してくれたはずです」

「ハル……」

　ガザニカは一いつ瞬しゆん泣きそうな顔になり、もちろん、泣かなかった。

「そう……言ってくれるとありがたい。では、月面の英えい雄ゆうの賛成があったと言わせてもらう」

「わかりました」

　俺は答えてから、大きく息を吸う。

　バートンの思おも惑わくを把は握あくして、代替案を提示し、エメラルドインダストリーとの契約を解消させる。そうすれば、エメラルドインダストリーは百億ムールか、それ以上の損失を回かい避ひすることができる。その価値は、間ま違ちがいなく百億ムール以上あるはずだ。

　エメラルドインダストリーが潰つぶれるかもしれない、などという可能性は、万に一つも許してはならない。それは確実にパニックを誘ゆう発はつし、その火消となれば一千億ムールだって足りなくなるはずだった。火がついたら最後だと思ったほうがいい。失敗は許されない。

　だが、俺はあのハガナの様子を思い出して、気持ちが萎なえそうになる。俺に対するすべての関心を失ったようなあの眼から、バートンに関する情報を引き出そうと言うのだ。あっさり教えてくれるとはとても思えない。

　だから、俺にはさらにもう一段、越えなければならないハードルがあるわけだ。

　バートンの情報を聞き出したければ、まずハガナに対価を差し出す必要がある。

　俺にその対価を用意できるのか？

　三百億だか四百億だかの金を支払ってすら、無む駄だだった。あのハガナが暴力に屈するとは思えないし、懇こん願がんに耳を貸すとも思えない。

　リサに助力を乞こうべきだろうか。俺だけの力で解決したかったが、失敗は許されない。使える道具をすべて使うべきだった。

　ガザニカの部屋を辞去し、ホテルに向かう途中リサに送ったメールは、ほどなく返信があった。だが、俺はその文面に、思わず足を止めていた。

　──ごめんなさい。力になれそうにない。昨日、そのことを伝えなかったけれど……ハガナは私に会ってくれなかったの。

　ハガナが、リサに会わなかった？　俺にはそのことが理解できなかった。ハガナが憎にくんでいるのは俺であって、リサではないだろう？　どういうことなんだ？

　それに、メールには続きがあった。

　──ただ、諦あきらめて帰ろうとしたら、ホテルの人からメッセージと封筒をもらったの。ハガナからだった。その中には──

「軌き道どうエレベーターの、チケット……？」

　──それと、ごめんなさい、という一言。ハガナは、なにを考えてるの？

　リサのメールは、そこで終わっていた。俺おれの胸の奥で、言いようのない感覚が湧き起こっていた。今、俺たちがいるのは、月面が崩ほう壊かいするかどうかがかかっているような場所だ。なのに、その中心に位置するハガナが、リサに軌道エレベーターのチケットを用意していた。それはまるで、なにかを予知しているみたいではないか。

　それこそ──。

「あいつは、月面が崩壊すると思っているのか？」

　俺の喉の奥から、吐き気に似た不安がせり上がってくる。俺はそれを必死に奥歯で嚙かみ潰つぶし、飲み下し、ホテルに向かう足を速めた。早足は小走りになり、小走りはすぐに駆かけ足になり、グランドセントラルホテルに着いた時は息が上がっていた。

　八年前に来た時は気き後おくればかりして、四年前に来た時は自分のことを卑ひ下げばかりしていた。

　だが、今、俺はホテルの威容だとか格式だとか、そんなことなど欠片かけらも気にしていなかった。

　肩で息をしながら、専用エレベーターに乗り込んでロイヤルスイートへと向かう。緊きん張ちようは収まらない。不安はもっと鎮しずまらない。俺の頭の中はハガナのことでいっぱいだった。あの、なににも関心がないような、諦てい念ねんさえ感じられる横顔が忘れられなかった。

　そんなハガナが、月面の崩壊をももたらしかねない場所に立ちながら、その崩壊を予期しているとすれば。

　俺は、あまりにも嫌いやな連想をせざるを得なかった。そして、そう考えていくと、俺はハガナのあのなぞなぞみたいな言葉の意味が理解できるような気がしたのだ。

　即ち、バートンの目的と自分の方向はかぶっているが、エメラルドインダストリーそのものはどうでもいい、というあれ。

　向かう先は同じだが、目的地は違ちがう。

　俺は最初、その意味が分からなかった。

　だが、今ならわかる。いわば当たり前の、論理的な回答ですらあった。

　向かう方向が同じで、目的地が違う……。

　だとすれば、違うのは、進む距離だ。

　そして、ハガナがバートンに手を貸していた行為は、ウォレスの言葉を借りればなんと表現できたのか？

　チキンレース。

　チキンレースで、進む距離を見誤った奴はどうなった？

　崖から地獄にまっさかさまだ！

　俺おれは、５００２号室の前に立つ。俺が八年前に全てを失うきっかけをもたらしたホテルの、最上級の部屋であり、俺が四年前に失いかけた自分を取り戻すきっかけを得た場所だ。

　俺は、ずっとハガナのことばかりを考えてきた。この四年間は、ハガナが自分のことを見たらどう思うだろうか、ということばかり基準にして動いてきた気さえする。

　だが、そんなふうに目的に向けてまっすぐに進めるようになったのは、決して俺自身の心の強さでも、芯しんの太さゆえでもない。折れて、曲がって、今にも砕けそうだった俺のことをつなぎとめ、支えてくれたリサやクリスやエレノアがいなければ、今の俺はありえなかった。

　だとしたら、俺は単に幸運だった。ほとんど奇跡に近かったのだ。

　だとしたら、俺はこう考えてしかるべきだったのだ。

　たった一人だったハガナは、どれだけ辛かったのだろうかと。

　あの、なにもかもに無関心になったような顔と、リサに渡した軌き道どうエレベーターのチケット。

　ハガナは、月面の崩ほう壊かいを予期している。

「いや……ハガナは……」

　ハガナは、月面を崩壊させに来たのではないのか。

　バートンに協力するふりをして、バートンですら受け止めきれないほどの巨額の損失をエメラルドインダストリーにため込み続けることにより、なにひとつ、本当になにひとついいことのなかったであろうこの月面をめちゃくちゃにする。

　経済のみで成立する月面は、経済のみで崩壊させることができるのだと。

　ハガナはその脆ぜい弱じやく性せいを、冷れい徹てつに突いた。あの、数学の抽象的な世界を見通す黒い瞳ひとみで、そのスイッチを探し出したのだ。月面の、灯りを落とすスイッチを。

　俺は、カードキーを扉とびらにかざす。三百億ムールだか、四百億ムールだかわからない、巨額の儲もうけと引き換かえに得たカードキーだ。それは、今になってみれば、ひどく象徴的な意味を持っているような気がした。

　ハガナが月面を崩壊させようとしているのであれば、その責任は間ま違ちがいなく俺にある。俺は、自分が払った手が、絶望の果てになにを摑つかんだのかを確かめなければならない。自分のしたことの因果の果てになにが待っているのかを確かく認にんしなければならない。

　俺は、現実に向かい合わなければならない。

　月面の英えい雄ゆうなどと呼ばれ、いい気になっていた投とう資し家かとしてではなく、あの八年前、現実のことなどなにも知らず、ノートパソコン一つでどんな夢でも叶えられると本気で信じていた、等身大の川かわ浦うらヨシハルとして。

　俺は、八年前に続く扉の鍵かぎを開ける。

　俺は、噓うそ偽いつわりなく、タイムマシンの扉を開いたのだった。







　静まり返ったホテルの部屋は、あの時の教会の続きのようだ。

　俺おれは主寝室の扉とびらの前に立ち、右手でノックしようと拳こぶしを作る。

　だが、肩の高さまで上がったそれは、俺の意志に反して躊ちゆう躇ちよする。

　ためらうな！

　胸中で叫び、全力を振ふり絞って、扉をノックする。

　そして、想いを込めて、時空すらも越えるように祈りながら、その名を呼んだ。

「ハガナ」

　俺の喉のどを通ったその言葉は、実に八年ぶりのような気がした。呼び止めたい誰だれかの名前として呼ぶのは、事実八年ぶりだった。この八年間、その名前は、常に手の届かない過去の誰かを示す記号でしかなかった。

　だが、今、この瞬しゆん間かん、俺は夢にまで見たハガナの名前を呼んでいるのだ。

　だから、返事がなくても、もう怯ひるまなかった。

「ハガナ！　いるんだろう！」

　俺の声は防音設備に優れた部屋の床や壁かべに吸い込まれてしまう。

　俺は拳を強く握にぎり、さらに扉を叩く。

「ハガナ！　話があるんだ！」

　そして、勢いで扉のノブに手をかけたら、あっけなく回った。

　鍵かぎがかかっていない。

　俺はほんの一いつ瞬しゆん考えてから、思い切ってその扉を開く。

　その瞬間、本当に過去に飛んだのかと錯覚した。

　主寝室の中が、暗かったのだ。

「……ハガナ？」

　遮しや光こう性せいの高いカーテンが、ぴったりと閉じられている。昼間とは思えない暗さの主寝室の中に一歩踏ふみ入れると、ますますそこは八年前の教会を髣ほう髴ふつとさせる。

　それは、部屋の匂いであり、あの時と変わらない、ハガナの匂いがした。

「ハガナ」

　俺は、その名前を呼んだ。

　だが、今度のものは、なにがいるのかわからない暗くら闇やみに投げかけるものではなかった。

　そこにいる人物として、その名を呼んだ。ハガナは、ベッドの脇に座り込み、ノートパソコンを膝ひざの上で広げていた。あの、なんの感情もないような目で、じっと画面を見つめ、たまにタッチスクリーンを操作している。

　その脇には、高価そうな酒瓶と、グラスが置かれていた。

　あれから八年経たっている。俺はあの時と大きく変わっていないと思っても、ハガナがそうとは限らない。

「ハガナ」

　俺おれはもう一度その名を呼ぶが、やはりハガナは無反応だった。

　聞こえていないのか？

　そう思った直後だ。

「なに」

　拒きよ絶ぜつも嫌けん悪おもなく、関心もない。

　機械的な言葉に俺は怯ひるみかけるが、すぐにこう言った。

「聞きたいことがある」

　ハガナは無言のまま、ノートパソコンの画面を、ほとんどまばたきもせず見つめている。

「バートンは、なんでエメラルドインダストリーを執しつ拗ように買おうとしているんだ？」

「知らない」

　答えてから、ハガナは、ぱち、と小さくキーを押す。

「じゃあ、なんでお前はバートンに協力したんだ」

「……」

　沈ちん黙もくが挟まれる。

「ハガナ」

「言う理由がない」

　拒絶。

　俺は大きく息を吸って、言った。

「理由はある」

　そして、ハガナは初めて、俺のことを見た。分厚いカーテンが引かれた暗い部屋は、ノートパソコンの画面のわずかな明かりのせいで、余計に暗さが強調されている。

　ハガナの目は、その中でもなお、暗い色をしていた。

「お前たちのやっていることは、月面が崩ほう壊かいする可能性を含んでいる」

　ただ、ハガナはその言葉にさしたる反応も見せず、また画面に視線を戻してしまう。

　俺は、めげずに言った。

「ブル・ステアーズが破は綻たんしかけ、なんとかそれは乗り越えた。だが、ハラルド・ブロスもまた大きくよろめいている。その中でエメラルドインダストリーが巨額の損失を計上して、潰つぶれるかもしれないなんてことになったら、月面は完全に息の根が止まってしまう」

「そう」

　ハガナは小さく言って、視線を再び画面に向け、なにかを操作している。

　俺は、なおも食い下がった。

「今、俺たちは月面が崩壊するのをなんとか食い止めようと動いてる。だが、あまりにも事態の展開が速いうえに、俺たちにできることなんてたかが知れているんだ。だから、俺たちにはバートンのチキンレースを傍ぼう観かんするだけの余裕がない。万が一のことが起きた時に、俺おれたちには月面を救う手立てがない。そんな危険なことを許すわけにはいかないんだ。ハガナ。バートンがどうしてエメラルドインダストリーを追いかけるのか知っているんだろう？　頼たのむ、教えてくれ」

　ハガナは画面を見つめたまま、ぴくりとも表情を変えず、言った。

「知ってどうするの」

「月面を救うんだよ！」

　俺は思わず怒鳴っていた。それでもハガナはまるきり反応しない。どれだけ無関心だって、人間には脊せき髄ずい反射というものがある。突然大きな音が聞こえたら、意志とは無関係に体が反応しそうなものだ。

　だが、ハガナは動かない。

　まるで、等身大の人形のようだった。

「ハガナ……お前、リサに軌き道どうエレベーターのチケットを渡したんだってな。お前は、もしかして、月面が崩ほう壊かいするかもしれないと思っているんじゃないのか？　いや、お前は」

　俺は、また声を荒らげそうになるのを必死にこらえながら、こう言った。

「月面を崩壊させようとしているんじゃないのか？」

「……」

　ハガナは無言。

　否定も、肯定もなく、膝ひざの上に抱えたノートパソコンをいじっている。

「ハガナ！」

　俺は、それに手を伸ばした。ノートパソコンをもぎ取ってさえも、ハガナは抵抗しようとしない。そして、俺はその画面を見て、ぞっとした。別に、なにかおかしな画面が映っていたわけではない。ホラー映画のように、小説を書いていると思ったら、延々と「助けて」と記し続けていたわけでもない。だが、それでも俺はぞっとした。

　ハガナがずっといじっていたのは、単純なトランプゲームだったのだ。

　この期ごに及んでそんな暇ひまつぶしに手を出していることに、俺は恐ろしく病的なものを感じていた。

「……ハガナ」

　俺は、どこかに行ってしまいそうになる誰だれかを呼び止めるように、その名を呼んだ。

　ハガナはパソコンを取り上げられたまま、どこを見るともなしに見つめている。

　なにもかもを諦あきらめてしまったように、ぼんやりとしていた。

「ハガナ」

　俺はしゃがみこみ、その肩に手を伸ばした。

　ハガナはその瞬しゆん間かんだけ機き敏びんに動き、俺の手を邪じや険けんに払った。

「触さわらないで」

「ハガナ、でも──」

「近づかないで！」

　八年前のようなヒステリックな声。

　ハガナの視線は虚こ空くうに向けられ、欠片かけらも揺ゆるがない。それが余計に病的に見えて、俺おれは誰だれかに助けを求めたい気持ちでいっぱいだった。

　だが、ここで逃げてはならないし、誰も助けには来てくれない。

　俺は、必死に己おのれを奮い立たせ、言った。

「……お前はエメラルドインダストリーにアドバイスをすると見せかけて、破は綻たんするとわかっていた金きん融ゆう商品をため込み続けた。そこまではバートンの計画に沿っていた。だが、お前はその金額を途方もない規模にした。そうなんだな？」

「……」

「なんでそんなことをしたんだ？　今のお前は、まるで」

　月面と一いつ緒しよに死のうとしているみたいだ。

　俺はその言葉を口にしなかった。

　でも、どんな言葉を飲み込んだのかは、ハガナに伝わったとわかった。

　ハガナが、俺を見たからだ。

「別に、私がなにをしようと、あなたには関係ない」

　ハル、と言ってくれなかった。

「あるよ！」

　俺は叫び、感情が先走っているせいですぐに次の言葉が出てこない。

　それでも、俺は言った。

「関係ある！」

「どんな？」

　俺を見るその目にはなんの感情もない。

　だからこそ、その質問が、あまりにもまっすぐに俺の胸に突き刺さる。

「どんな関係があるの？」

　言葉がなぜか出てこない。

　必死にかき集めた単語は、無様なものだった。

「本気で、聞いているのか？」

　その瞬しゆん間かん、暗くら闇やみの中でハガナが膨ふくらんだ気がした。

「どんな関係があるの？」

　ハガナにもう一度聞かれ、俺は言った。

「俺は月面を守りたい」

「私はそうは思わない」

　それで話は終わりだ、とばかりにハガナは視線を逸そらす。

　だが、俺おれはその手首を摑つかむ。ハガナが腕ごと払おうとしてもがく。

「お前は自分がなにをやっているか本当にわかっているのか!?　月面をっ……この月面を崩ほう壊かいさせようとしているんだっ。何万人も、何十万人もの生活と……人類が追いかけてきた夢や、希望をっ……！」

　揉もみ合いになり、グラスが倒れ、ノートパソコンが飛んだ。

「月面に夢や希望なんてない！」

　ハガナが、その一言をついに口にした。

「ない！　そんなものない！　私は──……私は、そんなもの見たことない！　苦しんでいる人たちばかりだった！　この月面に、いいことなんてひとつもなかった！」

　だからなくなってしまえ。

　ハガナの両手首を摑んでいる俺の手を、ハガナが振ふり払おうとする。

　男女の力の差は、地球育ちと月面生まれの差で逆転されかけている。

　俺は今にも振り払われそうになりながら、必死に食らいついた。

「だからって……だからって、月面を消し去るのかよ！」

「そうよ」

　ハガナは、小さく言った。

「消えてしまえばいい」

　俺のことを見たその目に、息を吞のむ。

　ハガナの目は、もう無関心ではなかった。その目は、はっきりと俺のことを憎にくんでいた。

「……俺が、原因なのか？」

　その言葉に、ハガナは言葉を返さない。

　しかし、その目が雄弁に物語っていた。

「あの時のことは……本当に後悔している。やり直せるなら、やり直したいとずっと思っていた。本当だ……」

　俺は、胸の奥で感情が沸ふつ騰とうしているのに、それをぶつける言葉が見つからなかった。

　このもどかしさは、なんなんだ。

　俺は、絞しぼり出すように言った。

「この八年間、ずっとお前のことを考えていた」

「噓うそ」

　ハガナが言葉を返してくる。あまりにも端たん的てきで、鋭い一言だった。

「そんな噓を信じると思うの」

「噓じゃない！」

　俺おれは泣きそうになりながら言った。噓うそなんかじゃない。俺の八年間はずっとハガナのことが中心にあった。だが、俺は、真実を知って欲しいという気持ちよりも、信じてもらえなかったことのほうに傷ついた。

　ハガナは俺のことを憎にくしみに満ちた目で見つめている。

　やはり、八年前の過あやまちは取り返せないのか。

「俺は、俺は……恨うままれるほどのことをした。憎まれても当然のことをした。でも、ずっと謝あやまりたかった。謝って、やり直したかった。この八年間、そのことをずっと思っていた。だから、俺はお前がある日戻ってきた時に、あの時の過ちを赦ゆるしてくれるとしたらそれはどういう俺なのかって、そのことばかり考えて行動してきた。そのために、必死に頑張ってきた」

　俺は泣きそうになりながら、かすれる声を必死に振ふり絞しぼってそう言った。

　ハガナは俺のことを憎しみに満ちた目で睨にらみつけている。

　それが、ふと、その憎しみに満ちた目尻から、涙があふれ、頰ほおを伝って落ちた。

「なんで……そんな噓をつくの」

「噓じゃない！　信じてくれ！」

「噓、噓……！」

　ハガナは俺から目を逸そらし、子供が駄だ々だをこねるみたいに腕を振り払おうとする。

　顔をうつむかせるたびに、ハガナの目から涙がこぼれていた。

　俺は、わけがわからなかった。悲しいくらいに理解ができなかった。

　どうして信じてくれないのか。なぜ俺の言葉を噓だと決めつけるのか。

　それに、だとしたら、その涙はなんなんだ。

　わからないことだらけでも、俺は、追いすがった。失くしたものを取り戻すために、月面の果てまで向かったのだ。絶対に、離はなすつもりはなかった。

「じゃあ……じゃあ、どうして俺がとてつもない金額の儲もうけを差し出したと思うんだ」

　ハガナは抵抗をやめようとしないし、目も合わせない。

　俺は構わずに言い続けた。

「俺が、どれだけのリスクと、決断をして手に入れた儲けだと思っているんだ……お前たちには明白だったことかもしれないが……俺には大変なことだった。本当に大変なことだった。でも、やった。やったんだ。それは、俺がずっと追いかけていた夢に続く道だからだ。そして、そして……俺はそうすることでしか、お前に許してもらえる道がないと思っていた！」

　ハガナの暴れる力が弱くなる。

　俺は、畳たたみ掛けるように言った。

「だから、あの賭けに勝った時、俺は八年前の馬ば鹿かげた夢がついに叶ったと喜ぶよりも、こう思った。その時に思ったんだ！　これで……これで、残す夢はもう一つだと。それが！」

　俺は、ハガナが顔を隠かくそうとする二の腕を、力の限りに握にぎりしめ、八年前の時のように強引に開かせた。

「お前とやり直すことだった」

　ハガナは泣き崩れた顔で俺おれのことを見る。八年間で得ていた大人っぽさなど欠片かけらも見当たらなかった。それは八年前、自分の感情を持て余し、なにひとつうまくいかない現実を前に途方に暮れていた少女のものだった。

　ハガナは俺を見る。憎にくしみの消えた目で俺を見る。

　なのに、ハガナは苦しそうに顔を歪ゆがめると、目を逸そらしてこう言ったのだ。

「なんで……噓うそばかり……」

　俺も泣きそうになった。

「なぜだ！　なんで信じてくれない！　どうしたら信じてくれる！　俺は噓なんて言っていない！　全部本当のことだ！」

　俺は、摑つかんでいるハガナの腕を力任せに揺ゆさぶった。もう俺に残されているのはこんな方法しかなかった。どんな言葉でも今の俺の感情を表現することはできなかった。檻おりの中の動物がそうするように、俺は力の限りにいらだちをぶつけるしか方法がなかった。

　ハガナは抵抗すらしなくなっていた。俺の前でうなだれ、力なくされるがままになっていた。

　そんな様子を前に、俺は急に自分が恐ろしくひどいことをしているような気になってきた。

　ハガナは俺の言葉を信じないのではなく、信じたくないのかもしれなかった。

　損は儲もうければ取り返せる。でも、人の感情はそうではない。

　俺は、ハガナに自分の気持ちを一方的に押し付けているだけなのではないか。古傷をえぐり続けているだけなのではないか。興奮が冷め始めるのと同時に、そんな考えが猛もう烈れつに俺のことをむしばみ始めた。

　だが、それでも俺は、うなだれているハガナを前に、思ったことがあった。

　いや、言わなければならない言葉があったことに気が付いたのだ。

「俺は……まだ」

　なにかを飲み下すように息を止めたのは、勇気が欲しかったのかもしれない。

「お前のことが、好きなんだ」

　月面のことなんてどうでもいい。バートンのことなんてどうでもいい。

　俺には、そのことだけが真実だった。

　でも、きっとハガナにその言葉は届かない。

　沈ちん黙もくが続き、時間が流れていく。こうしている間にも、市し場じようは崩ほう壊かいに向けて進み、ハラルド・ブロスは軋きしみを上げ続けているだろう。立ち止まることはできず、それは恋も同じなのだ。

　クリスがそうしたように、エレノアがそうしたように、俺もけじめをつけなければならない。

　放り出されたままのハガナの携けい帯たい端たん末まつがある。あれを調べればなにかわかるかもしれない。ロックされていても、セローか誰だれかに頼たのめばセキュリティは破れるだろう。

　俺おれは、ハガナの腕から、手を離はなそうとする。

　その、瞬しゆん間かんだった。

「噓うそ」

　うなだれて表情の見えないハガナが、小さくそう言った。

「噓」

　そして、もう一度言う。俺は、説得する気すら起きず、ただ悲しみだけが湧きあがってくる。

「噓」

　だが、ハガナは口を閉じず、うなだれたまま、さらにもう一度言った。

「噓っ」

　その言葉は、はっきりと、明めい瞭りようだった。意志を持って、根拠があって、ぶつける相手に向かって投げた言葉だった。

　俺は、ハガナを見つめている。返事ができるとしたら、俺にはこの言葉しかない。

「噓じゃない」

　ハガナは、顔を上げた。

「噓！」

「噓じゃない！　本当だ！　どうして信じてく──」

　俺が、そこまで言った瞬間だった。

「じゃあ、あの女はなに！」

　俺のすべての時間が止まる。

「……な、に？」

　ハガナは俺を睨にらみつけている。感情の戻ってきた目で睨みつけている。

　だが、それは恨うらみでも憎にくしみでもない。

　怒りだ。

「あの女はなに！」

「は……？　なんの、話──」

　だ、とまで言わせてくれなかった。

「私は観みた！　地球で観た！　ハルにはほかに好きな人ができていた！　私は観たもの！　ハルが！　ハルがっ……ほかの誰だれかと幸せになっているのを！」

　俺は呆あつ気けに取られていた。あまりのことに気を失いそうで、目の前がチカチカと光っていた。ハガナの言うことがわからなかったからではない。そうではなく、ハガナがなにを言っているのかわかったからだ。

　馬ば鹿かと天才は紙かみ一ひと重え。

　ハガナは昔からそうだった。恐ろしく頭が良くて、オセロみたいなゲームならすべての手を瞬しゆん時じに把は握あくできて、普段は野良猫並みに疑り深いくせに、妙なところで無邪気に物事を信じてしまう隙すきだらけの女の子だった。

　俺おれは、肺いっぱいに息を吸いこんで、胸の中の怒りや呆あきれや、混乱や世の中のくそったれさに対する恨うらみつらみの一いつ切さい合がつ財さいをまとめて凝ぎよう縮しゆくして、火をつけて吐き出した。

「馬ば鹿かなのかお前は！」

　俺はハガナの腕を自分のほうに引き寄せて、ハガナの目を覗のぞき込むように叫んだ。

「それこそ噓うそなんだよ！」

「なに、が」

「お前が観みたものだよ！　それは、お前が観たのは作り話だ。お前が観たのはあのくだらない、くだらない──」

　あのくだらない、『アバロン打倒物語』！

「あの映画は、全部作り話だ！」

「噓……」

「噓じゃない！　お前はっ、お前は、あんなものを信じてっ……！」

　俺は吐き出しきれなかった怒りのせいで、息を吸うこともできなかった。

　それでも無理矢理に口を開くと、命を吐き出すように叫んで言った。

「あれは作り話なんだ！　俺は全く関わっちゃいない！　自分で観たこともない！　だが、なんとなく想像はつく。俺はどうせ、あの映画の最後でエレノアと結ばれていた。そうなんだろう？」

　俺の剣けん幕まくにたじろいでいるハガナは、小さくうなずいた。

　俺は天井を仰ぎ、怒りのあまりに失いかけている理性をかき集めて、言葉を編んだ。

「事実は全く違ちがう！　エレノアはつい最近地球で婚約したよ！　俺とはなんにもなかった！　なにもなかったんだ！」

「じ……じゃあ、クリ──」

「クリス!?　クリスと言ったか！」

　俺はその名前を聞いて、八つ当たりするかのようにハガナの腕を揺ゆさぶった。

「俺はクリスも傷つけたよ！　すごく傷つけた！　だが、どうすればよかったんだ！　四年間もリハビリに付き合ってくれて、俺と投とう資しを一いつ緒しよにしたかったと思ってくれていて、笑顔は可愛かわいいし、優しくて、才能はあるし、努力ができて、恋人にする以外の選せん択たく肢しなんてないと月面中の男たちが思うような女の子だった！　でも、俺はほかに好きな奴がいたんだ！　断るしかないだろう！」

　ハガナの顔を真正面から見据えて、俺は肩で息をしていた。

　もう、これ以上なにをどう言ったらいいのかわからない。

　ハガナは世の中の基準からすれば間違いなく天才で、バートンと手を組んで仕組んだ計画は完かん璧ぺきすぎるほどに機能した。すべてがうまくいけば、金きん融ゆうに携たずさわる人間以外からも、何十年と語り継がれるようなことだったに違いない。月面という一つの都市をその頭脳だけで滅ほろぼした張本人として、良くも悪くも人類の歴史にその名を刻んだはずだ。

　だが、それはあくまで得意分野の話であり、人には必ず得手不得手がある。

　そして、俺おれはつい最近、学んでいた。血など通っていないのではと思わせるほど冷れい酷こくで計算高い悪あく魔まのごとき歴戦の空売り屋でも、投とう資し以外のことではてんでからっきし馬ば鹿かなのだと。

　ハガナは、なにも成長していなかった。俺も成長していなかったのだからおあいこかもしれない。

　だが、ハガナの才能は俺の比ではない。

　だからこそ、その思い込みが、こんな事態を引き起こしている。

　俺はそのことに、呆あきれるしかない。

　これが現実なのだとしたら、なるほど、あまりにも現実的すぎた。

「あの映画は、作り話だ。俺は……」

　息をついて、ハガナに向かって、ゆっくりと言った。

「俺は八年前からずっと、お前のことが好きだったんだ。ハガナ。お前のことが……」

　俺は、そう言い終えて、ようやくまともに息ができた。ハガナは俺のことを見つめたまま、困こん惑わくしきっていた。

　ただ、俺は、ゆっくりと、摑つかんでいた手首から手を離はなしていった。あまりに力んでいたせいで、強こわ張ばっていてなかなかうまく離せなかった。

　あるいは、それは本能的な恐れだったのかもしれない。ハガナから手を離したら、もう二度と摑めなくなるのではないかという、あの八年前の忌まわしい記き憶おくに縛しばられていたのかもしれない。

　俺は八年の時を経て、ようやくハガナに想いのすべてを伝えることができた。

　だが、永遠にハガナの幻想を追いかけて生きていけるわけではない。

　この投資を辞めるなら、ここが分ぶん岐き点てんなのだ。

　損を抱えたポジションを切り捨てられてこそ、一人前の投資家と言われることがある。

　俺は、八年前の子供から、別のなにかに変わる分かれ道に立っていた。

　俺の手が、ハガナの手首から完全に離れた。

　ハガナの手は、その瞬しゆん間かん、すとんとハガナの膝ひざの上に落ちていた。

　俺は、こう言った。

「なにひとついいことがなかったなんて、言わないでくれ。俺は、八年前のことを後悔しているけど、お前と過ごした数日は本当に楽しかったよ。それだけが支えだった時もある。人に話せば赤面され、呆れられ、笑われるような楽しい記憶だった。お前は……お前は、そうじゃなかったのか？」

　ハガナはびくりと体をすくませた。

　その拍子に、涙がまた溢あふれ出た。

「月面は相変わらず馬ば鹿かげた場所だ。腹立たしいことは山ほどあるし、理り不ふ尽じんなことはもっとある。けど、だからって、なくなって欲しいとは思わない。俺おれは、八年前の出来事のつながりの果てに、ここにいる。俺は過去から決して自由になれないと学んだし、過去とのつながりを断たなかったからこそ前に進めたと思っている。だから、お前も、全部壊こわしてなかったことにしようなんて思わないでくれ」

　言葉を切って、右手を差し出した。

　あの時、ハガナの手を振ふり払った手であり、すべての元凶となった右手だった。

「俺は、やり直したいと思ってる。そして、やり直せると信じてここまできた。ハガナ」

　まっすぐに、ハガナの目を見て言った。

「今でも、お前が好きだ」

　ハガナは目を閉じ、その拍子に溜たまっていた涙が一いつ斉せいに落ちる。

　そして、もう一度その目が開いた時、俺はハガナの気持ちがなんとなく推測できた。

　夢だったら覚めるはず。

　そう思ったのだろう。

「ハガナ」

　俺はその名を呼び、右手をさらに前に出した。

　ハガナは子供のように泣き、そして──。

「ハル……」

　俺の手を摑つかもうとして、言った。

「どうしよう……」

　俺はその瞬しゆん間かん、ハガナの手を握にぎった。

「大丈夫。俺は、どうにかする方法を探りに来たんだから」

　そのままハガナを引き寄せ、力の限りに抱きしめた。八年前よりもハガナの体が小さくなったように感じたのは、多分、俺が大きくなったからだ。

「あの時、ひどいことをして、本当にごめん」

　ハガナはなにも言わなかった。

　でも、元々口数の多いほうではない。それに、俺はここに来るまでに八年間かけたのだ。

　だから、たっぷり空いた長い間も、あっという間のことだった。

「ハル」

「なんだ？」

「……会いたかった」

　俺はその一言をついに聞けた。

　その瞬間、八年間の苦しみに、ついに終しゆう止し符ふを打つことができたのだった。
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　低重力のおかげか、床に放り出されたノートパソコンも、蹴けっ飛ばしたグラスも酒瓶も無事だった。

　俺おれは散らかしたあれこれを拾いながら、ベッドに腰掛け服を直しているハガナに聞いた。

「酒、飲むんだな」

「……リサも飲んでた」

「責めてるわけじゃないよ」

「でも、もう飲まない」

　その妙に断定的な物言いに顔を上げると、こちらを見下ろしているハガナと目が合った。

「もう、寂しくないもの」

　ハガナの不ふ貞て腐くされるような目に、言いようのない愛しさで胸が張り裂けそうになるのと同時に、八年前、自分がいかにひどいことをしたのかも実感した。

　でも、そんな二つの感情が喉のどに詰つまって呼吸すらできなくなっても、立ち尽くすなんてことはしない。立ち上がり、そっとハガナの頰ほおに手を当てていた。

　ハガナは目を閉じて、耳を澄すますように、少しだけ首を傾かしげている。頰に当たる指先から、俺の辿たどってきた八年間をインストールしているのかもしれない。

　ハガナはゆっくりと目を開けると、恥じらいもせず、もちろん怒りもせず、かといっていつもの鉄面皮でもなく、やや意外そうな、不思議そうな顔をして、俺のことを見つめ返していた。

「こうしてみると、八年間はあっという間」

　ハガナの大きな黒い瞳ひとみは、八年前と変わらない。

「あの夜の続きと言われても、信じるかもしれない」

　ハガナはじっと俺おれのことを見つめながら、そんなことを言う。あの夜とは、取引に明け暮れ、へとへとになりながら同じベッドに潜もぐり込んで寝た、あの時のことだろう。

　当時はお互いに、掛け値なしの子供だった。情熱ばかりで、世界はこういうものだという思い込みに凝こり固まっていて、妥協もためらいも知らなかった。

　ただ、ハガナの言葉は痛いほどわかる。

　八年間を経て、自分はどれくらい変わっただろうか、と自問する。

　きっとなにも変わっていない。

　大きな山や谷を越え、結局、同じところに戻って来たのだから。

「でも、同じじゃない」

　ハガナはそう言って、俺の頰ほお骨ぼねの辺りに指を当てた。

「ハルは背が伸びた」

　八年前は、ハガナのほうがほんの少し高かったような記き憶おくがある。

　それがどういうわけか悔しくて、こう言い返す。

「お前は、髪が短くなった」

　ハガナは小さく顎あごを引いて、きゅっと唇を固めた。

「ハルは、長いほうが好き？」

　実際どちらも魅み力りよく的てきだが、白黒はっきりつけたがるハガナにそう言えば、不ふ機き嫌げんそうな顔になるのが目に見えた。

　だから、俺は投とう資し家からしい言葉を選ぶ。

「投資と同じだ。長くても短くても、その時々で最も利の多いほうを選ぶ」

　ハガナは誤ご魔ま化かしを嗅かぎつけたように俺のことを嫌いやそうに見たが、今いま更さら怯ひるみもしない。

「ただ、投資と同じだから、よく調べないとな」

「調べるって、なに」

　ハガナらしい、語尾をあげない、問い詰つめるような聞き方。

　たったそれだけのことで、懐なつかしさに自然と口元がほころぶ。

「たとえば、髪の毛を短くした理由とか」

　ハガナは他意もなさそうに答える。

「地球だと、長い髪の毛は重いから」

「……そうか」

　自分と離はなればなれになっていたからとか、勘かん違ちがいとはいえ例の『アバロン打倒物語』の映画を観みて失恋したからとか、そういうロマンチックな答えを、心のどこかで期待していた。

　だが、ハガナはハガナで、しごく実用的な答えだった。

「なら、月なら長くするのに支障はないか」

「ある」

　思いのほかはっきりと断言されて、俺おれは驚おどろく。

「並んで寝た時に、髪の毛を下した敷じきにされる」

　こちらに向けられるハガナの目が、責めるような形をしているのは、髪の毛を下敷きにしたことのある誰だれかというのが俺だからだろう。

　子供っぽいことだとわかりながら、そのことが嬉うれしくて、責められる視線もくすぐったかった。

「注意するよ」

「ハルは寝相が悪いから、信用できない」

　そんなことない、と思ったのだが、言い返したところで無む駄だだ。

　それに、言い返さなくても、そうではない、と証明する機会はこの先にたっぷりとある。

　そんなことを思っていると、ハガナが間を空けずに言葉を続けた。

「ほかには」

「え？」

「ほかには？」

　なにを聞かれているのかわからず間抜けに見つめ返すと、ハガナは形のいい眉を顰ひそめた。

「よく調べないの？」

　もっといろいろ聞いてくれ、ということだ。

　甘え方が、意地っ張りの猫みたいだった。

　ただ、俺はほかに質問事項を頭の中で並べ立てようとして、黙だまり込んでしまう。

　それはハガナに聞きたいことがないからではない。逆に聞きたいことはたくさんある。迂う闊かつに口に出せないのは、どうしたって、楽しくならなそうなことばかりだったからだ。

「……ハルは、投とう資しの際には呆あきれるほど色々調べると聞いた」

　なのに自分のことはそんなに調べないのか、とあからさまに不満をぶつけられたら、このまま黙っていたり、誤ご魔ま化かしたりするのは逆効果だと思った。

　それに、きっといつかは聞かなければならないことだ。

　俺はハガナの頰ほおから手を離はなし、その手を握にぎって横に座り、言った。

「八年前、教会を後にしてから、どうしてたんだ？」

　聞いてどうする、と言われたら確かにそのとおりだが、投資をする時にその会社が過去にどんな経緯を経てきたかは、とても重要な情報だ。

　なにを得て、どんなものを失ってきたのかは、先に進むための道しるべとなる。

　俺が単なる興味本位で聞いているわけではない、とハガナはわかっているだろうし、そもそもハガナはそんなこと思いもしないかもしれない。

　それでもなお、ハガナは口ごもり、俺おれの手を怖がるように、強く握にぎり返してくる。

「……生きていた」

　そして、斜しやに構えた十代の少女みたいな答え。

　ハガナを見ると、ハガナは怒られて拗すねる八年前のように目を逸そらす。

「具体的に」

　リサが言いそうな言葉を選ぶと、ハガナは渋々俺のことを見た。

「でも……噓うそじゃない」

　子供みたいな意地、とは思わなかった。ハガナの顔を見れば明らかだった。

　教会を飛び出して以降、ハガナはもしかして一度も笑わなかったのではないか。

　そんなことを思ってしまうくらい、硬い顔つきだった。

「教会を出て……養親の元に戻ったら、すでに私の代わりがいた。私は元々誰だれかの代わりであの人たちに買われたから、理屈には適かなっている」

　バートンから渡された資料を思い出す。ハガナは事故かなにかで娘を失い精神的に不安定になった富豪の夫婦に、娘の代わりとして据えられていた。

「あの人たちは私をそのまま地球の全寮制の学校に押し込んだ。それからは、勉強して、寝て、起きて、勉強だけしていた。だから、生きていたと言ったけど、正しくないかもしれない」

　ハガナはそう言って俺の手を引くと、体を小さくかがめて、俺の肩に額を当ててきた。

「死んでいなかっただけ」

　自分に価値を見いだせない、孵ふ化かすらできないひよこのような奴らがいる、と金貸しのトヤマは言った。

　俺は自分が恵まれた環かん境きようにいたことに、罪悪感を抱かずにはおれない。

　そして、八年前の運命の時、ハガナの手を払い、最後まで信じぬくことができなかったことも。

「ごめんな」

　何度言っても言い足りない。

　ハガナは首を横に振ふるが、拒きよ絶ぜつの意志でないことだけはわかる。

「結果的に、私はここにいるもの」

　俺はハガナになにかを言おうとして、結局口をつぐむ。

　それから言葉の代わりに、顔を上げようとしたハガナの額に軽く口づけをした。

「その後は？」

「計算をしていた」

　数学に没頭していたのだろう。それが一番好きなことであると同時に、唯ゆい一いつの逃とう避ひとして。

　だが、ハガナは八年間、ずっと鈍色の時間の中で凍り付いていたわけではない。ハガナを象牙の塔から連れ出した奴がいる。

　俺おれは立ち上がり、ハガナを見た。ハガナは「？」とこちらを見上げている。これからする話は、苦くも懐なつかしい、思い出話ではない。寝物語とはいかなかった。

「ハガナ」

　その名を呼ぶと、人の感情の機き微びにはとことん鈍感なハガナでも、さすがにわかったらしい。

　珍しく大きく息を吸うと、短く言った。

「あいつは、二年前にやって来た」

　バートン・クラドヴィーゼン。俺たちの、運命の渦うずを搔かき回し続ける男の名だ。

　俺はベッドから離はなれ、窓に歩み寄ってカーテンを開けた。暗い部屋でしたいような話ではないし、するべき話ではない。

　目に痛いくらいの光を真っ直ぐに受け止め、窓から見えるニュートンシティの中でも特に高層ビルが立ち並ぶエリアを睥へい睨げいする。自分が世界のどのあたりに位置するのかを十分に知らしめてくれる景色であり、アドレナリンを呼び戻すのにも十分だった。

「ハルはなにを知っているの？」

　ガラス窓の反射を見ると、ベッドの縁へりに腰かけたままのハガナが映り込んでいる。

「なにも知らない」

　俺は、振ふり向いて言った。

「本当に、不意打ちだった。俺がここに来た時の顔を覚えてないのか？」

　俺の言葉に、ハガナは少し視線を逸そらし、考えてから言った。

「死人みたいだった」

　事実だろうから反論しにくいが、もう少し言葉を選んで欲しい。

　一方のハガナは、俺のことなどお構いなしに、なにかを思い出すように視線を遠くしている。

「あいつは、二年前に、私のところに来た」

「そう言ってたな。ヘッドハンティングだったって」

「あいつはそういう人たちとは違ちがっていた」

「違う？　勧かん誘ゆうじゃなかったのか？」

「段違いに、馴れ馴れしかった」

　予想していなかった答えに、思わず苦笑してしまう。と同時に、容易に想像もできた。

「でも、私の元にやって来て、くだらないことをさせようとしている人たちとは明らかに違っていた」

　遠い目をして語るハガナの顔を見て、俺は不意に胸の痛みを覚えて戸と惑まどった。

　なんだ？　と思って気が付く。

　嫉しつ妬とだ。

「あいつには、夢があった。私に延々と夢を語るの。子供みたいに。一方的に、聞いていようがお構いなしに。何度も、何度も、何度でも」

　ハガナに夢を語り、すごいと言ってもらえたのは俺おれの心の大きな支えだった。

　その大事な思い出が眠る場所に、あの膨ぼう大だいな熱量を抱えたバートンがずかずかと入り込んでいることに、苦々しくならざるを得ない。

　けれど、苦虫を奥歯で嚙かみつぶすその口元が笑みの形にもなってしまうのは、子供みたいに夢を語り続けるバートンが、いかにも、らしく感じられたからだった。

「だから、ハルも私に夢を聞かせてくれたけど、それとは違ちがっていた」

　不意にハガナはそんなことを言う。

「そ、そりゃあ……そう、だろう？　同じ夢とは思えない」

「内容じゃない」

　ハガナの言葉に、俺は首を傾かしげる。

「堂々としてた」

　歯に衣きぬ着せないハガナの言葉は、ざっくりと俺の心に突き刺さる。

　どうせ俺が夢を語った時は、堂々としていませんでしたよ、と不ふ貞て腐くされたくなる。

　ただ、あの時夢を口にするのはものすごく勇気のいることだったし、ある程度年ねん齢れいを重ねてからは、なおのこと難しいことだと理解した。

　だから、ハガナを本気で好きになった瞬しゆん間かんがあるとすれば、多分、あの時に夢を笑わずにいてくれた時だったと思う。

　そして、好きになったら負けなのだ。

「次からは俺も堂々とするよ」

　降参の白旗を上げると、ハガナは真顔のままこう言った。

「内容は、ハルのほうが好き」

「えっ？　あ……」

　好きという単語を向けられるだけで、少年みたいに言葉に詰つまって顔が熱くなる。

　リサがそばにいなくて、心底よかった、と思った。

「けど、実現可能性の点ではあいつのほうが上」

　ハガナのそんな冷たい言葉で、俺は一気に現実に引き戻される。

「一見すると荒こう唐とう無む稽けいな計画だと思ったけれど、そう思わせる原因は最初の前提だけだとすぐに分かった」

　俺は懸けん命めいに頭を切り替える。ここは八年前の教会の寝室ではなく、欲望渦うず巻まくニュートンシティのど真ん中にある、豪ごう奢しやなホテルの最高級ルームだ。

「ＡＢＳの、破は綻たん」

「そう。それが起きさえすれば、後はほとんど計画どおりに行くと思った。また、クリスたちが作り出した商品には決定的な欠けつ陥かんがあった。あいつはどうして数学ができないのにそれがわかったのか、未だにわからない」

「欠けつ陥かん？」

「世界をどう見るかの違ちがい。ニュートンはガウスに騙だまされて破産したと言っていい。でも、マンデルブロが生まれるにはもっと時間が必要だった」

　俺おれにはなにを言っているのかわからないが、ＡＢＳの破は綻たんについてはハガナにもなにかしらの根拠があったらしい。

　そして、バートンはそれをあの一流の嗅きゆう覚かくと眼力で見抜いたのだ。

「それで、バートンの夢ってなんだったんだ？」

　俺が尋ねると、ハガナは少し気まずそうにする。

　膝ひざの間に手を挟んで、言いにくそうにしていた。

「この期ごに及んで言いにくいことがあるのか？」

　あれだけ大おお騒さわぎをして、怒鳴り合いをして、馬ば鹿かな勘違いと思い込みを四年間もして、その一いつ切さい合がつ財さいをぶつけ合ってなお言いにくいこと。

　俺は、想像もできない。

　そして、ハガナは言った。

「月面を、守る」

　ハガナは動きを止めてしまった俺を見て、気まずそうにする。

　その気まずさを隠かくすためなのか、ハガナにしては珍しく、説明を続けた。

「エメラルドインダストリーは強大すぎる。月面のインフラの大部分を担にないすぎている。万が一そこが危険なことになれば、月面で代わりをできる存在がいない。それで、あの男は、こう言ったの。自分がまだ生きていられるのは、月面という遊び場があるからで、月面を守るためにはエメラルドインダストリーをこのままにしておくわけにはいかないって」

　できすぎているようで、あのバートンならばいかにも言いそうなセリフだった。

　いくつもの名前と戸こ籍せきを持って、莫ばく大だいな金額を自在に動かせるような人間なのだ。今もなお満たしきれない欲望があるとすれば、もはや成功のための成功以外になにがあるだろうか。

　ああいうのは病的なギャンブラーとなにも変わらない。手に入れた物よりも、なにかを手に入れる過程にしか喜びを見いだせない存在だ。

　ただ、俺は彼らみたいな人種の苦悩が少しだけ理解できるような気がした。株かぶ式しき市し場じように始まる金きん融ゆうの世界は、人のどんな夢でも叶えてしまいそうなほど莫大な金額を稼かせぎ出すことができる。

　でも、それだけなのだ。所しよ詮せんは金しか得られないのだということを、俺はハガナのために支払ったあの金額で理解した。市場には運命の答えがありそうで、永遠に答えてはくれないのだ。

　だが、そのことがわかっていてもなお、せめて夢の欠片かけらがあると信じられる場所が欲しいのだろう。

　バートンの言葉は、多分、噓うそ偽いつわりのない言葉だった。

「じゃあ、バートンはエメラルドインダストリーを買収したら……分割でもするつもりだったのか」

「そう言っていた。いくつかの部門に分けたら、ライバル会社を興おこすつもりだって」

「……馬ば鹿かげているようで、理に適かなってるんだよな」

　医い療りようレポートが出た騒さわぎでも明らかだ。ここに救命ボートは存在するが、全員が乗れるほど存在していない。

　そして、需要があるなら、供給があって然しかるべき。

「なら……バートンには、月面崩ほう壊かいの話をすれば協力してくれる可能性があるわけか？」

　俺は呟き、どう攻めるべきか考える。俺は八年前、無邪気な頭で考えた幼稚な取引をバートンに持ちかけた。そして、つい最近は、リサから似たような話を持ちかけられて、拒きよ絶ぜつした。

　あの延長線であっては納得してもらえないだろう。バートンがこちらの話により旨うま味みを感じるような、取引、にしなければならない。

「ただ、あれだな」

「……なに」

　ハガナは、これからなにを言われるのか予測していたように、嫌いやそうな顔をした。

「お前は、自分の計画が失敗したら、それはそれでいいって思ってたのか」

　ハガナは月面を崩壊させようと企たくらんだ。だが、その失敗とはすなわち、バートンが月面をこの先も存続させようとする計画の成功を意味する。

　ハガナは、顔をしかめて、そっぽを向いた。苦しんで、抱えきれなくて、体がバラバラになってもおかしくないくらい互いに矛む盾じゆんする思いを胸に秘めて、ハガナはバートンの計画に協力したのだろう。

　ハガナは決して、感情の薄うすい人間ではない。

　多分、あまりにも濃こすぎて、本人でもうまく扱いきれないのだ。

「本当に、ごめんな」

　俺は、思わずそんな言葉が口を衝ついて出ていた。

「……なにについて」

　そう。なにについて？

　ハガナを苦しめたことは謝あやまった。八年前に手を払ったことも謝った。

　それだけで許されるとは思っていないが、まだ謝っていないことがあった。

「四年前、俺が人生で一番目立ってたあの時、ハガナに呼びかけるべきだった。エレノアは、俺がそうすると思い込んでたみたいなんだが……。とにかく、そうしていたらきっと、『アバロン打倒物語』なんて映画も、結末が変わってたはずだし」

　ハガナは矛盾に苦しみながら、こんな大それた計画を立てることもなかった。

　ハガナが、はっきりと俺おれを睨にらむ。

「どうしてそうしなかったの」

　俺は、頭を搔かくしかない。

「忙しくて……」

　ハガナは俺のことを蔑さげすむような目で見てから、小さくため息をついていた。

「八年前と、全く変わってない。ハルは夢中になると人の話を全然聞かない」

　あの時、投とう資しツールを作るために夢中だったハガナは、裸はだかのまま風ふ呂ろから飛び出したりしていた。そんなハガナに言われたくないが、指摘はもっともなことなので、強く言い返せもしない。

「う……だ、だが、今は違ちがうと思ってる。もしあの時のままだったら、今、俺は多分お前と会話をできてない」

「どういうこと」

「自分の気持ちをお前に伝えるより、お前から計画のことを聞き出そうと必死になっていただろうから」

「……馬ば鹿かなの？」

「馬鹿じゃないから、今は落ち着いて、話ができてるんだと思う、けど……」

　語尾に自信のなさが表れてしまい、我ながら情けない。月面の英えい雄ゆうなんて二つ名は、永久に返上したくなる。それに、月面の騒さわぎに気を取られていたのも事実だ。ハガナを前にした時のあのもどかしさは、ここにあったのだろう。

　ハガナは俺を見てから、目を逸そらす。

「馬鹿だと思う」

　その横顔があまりに可愛かわいらしくて、俺は力なく笑っていた。

「なんか、こうしてると、月面がやばいなんてことが噓うそみたいだ」

「それは噓じゃない」

　律りち儀ぎなハガナはそう答えてしまい、自分がしたことをすぐに思い出したらしい。

　不安げな目を俺に向けてくる。

　対する俺は、もう情けない顔をしていない自信がある。

「わかってる。だから、聞きにくい最後のことを聞かせてもらう」

　深呼吸をしてから、こう言った。

「お前がため込んだポジションの全容を教えて欲しい。この月面を崩ほう壊かいさせようと思ってため込んだ、爆ばく弾だんの量を」

　ハガナは一いつ瞬しゆん泣きそうに大きく息を吸って、パンドラの箱の鍵かぎを俺に渡したのだった。







　俺おれはハガナの話を聞き終えてから、俺たちもずいぶんなところに来たものだと思った。

　八年前、外区に住む多くの人間たちの命運がかかった騒さわぎの金額は、せいぜい百万ムールがいいところだった。

　それが、ハガナの口から出た金額は、当時の一万倍ではきかなかった。

「いくらだったのだ？」

　執務室の机に腰かけたガザニカは、もはや固かた唾ずを吞のむことすらしない。

「トータル八百億ムールの損失が予測されます。それも、現時点で計算できる限りで、です」

「それは、これからさらに損失が増える可能性があるということか？」

「ＡＢＳやＣＤＯ、それにプロテクションだけなら、理論上、損失には限度があります。なにもかもが破は綻たんすれば、証しよう券けんは紙くずで、その証券と同じ金額の保険金を支払えばそれで終わりですから」

「軽く言われると、そうか、と思ってしまうが……」

「神をも畏おそれぬ金額だな」

　サティアとともに来ていたウォレスが、ため息交じりに言う。金額がでかすぎて、もはや感心の域に達しているのかもしれない。

　マルコは口を開けて言葉を失っているし、ガザニカは目頭を揉もんでいた。

「それで……慈じ悲ひもないエコノミックアニマルどもは、それ以上の損失をどうやって作ったんだ。ギネスに申しん請せいするべきじゃないのか？」

「彼らの計画にはさらにもう一段階、罠わながあったんです」

　俺は、ホテルでハガナの話を聞いた時の衝しよう撃げきを、なるべく思い出さないように言った。

　それを口にしたのがハガナじゃなかったら、多分心が折れていた。

　俺の心が折れなかったのは、それを口にするハガナの心が、まさに折れそうだったからだ。

「為替かわせを組み込んだ大規模なオプション取引をしていたんです」

「為替の？　オプション？」

　ガザニカは顔をしかめて聞き返すし、サティアも、マルコすらも言葉の真意を測りかねているようだ。そこではウォレスだけが、信じられないといった顔で俺のことを見ていた。

「オプションは、未来のある日付で、一定の値段でなにかを売買する権利のことです。為替オプションなら、たとえば三ヶ月後にムールを今より安く買う権利とかです。たとえムールの値段が高くなっていても、安く買えるんです」

「む……なんとなく、想像できた。それが？」

「医い療りようレポートが出る前まで、月面の経済は絶好調でした。つまり、月面の通貨は地球のどの国に対しても、どんどん強くなっている状況でした」

「ああ、それはわかる。そのおかげで輸入品の価格は下がり、人々の暮らしは楽になり続けていた。代わりに、不動産の価格はどこまでも上がり続けたわけだが……」

「ということは、当時はムールが強くなることを前提にした賭かけを行う動機があった。これは翻ひるがえすと、未来が崩ほう壊かいすると予測できていれば、その脆ぜい弱じやく性せいを簡単に衝つくことができたわけです」

「……すまない、頭が働いていない。どういうことなんだ？」

　俺おれは、一度深呼吸をしてから、言った。

「将来に向かってムールの価値が上がっていく状況だと、将来ムールが上がることに賭かけたオプションの価値は、当然上がります。逆に、ムールの価値が下がることで利益の出るオプションは、無価値です」

「……それは、そうだろう……が？」

「ですが、皆がムールは上がるだろうと思っていても、中にはムールは下がるだろう、と思う人もいる。そういう人たちに、無価値なオプションを売ることができます。要は、将来ムールが下がった時に備えての保険を売っていたわけです」

「また保険か……」

「はい。ムールが上がり続けている状況でしたら、掛け捨ての保険みたいなものですから、エメラルドインダストリーはその保険を売れば売るほど大おお儲もうけでした。ですが、その逆、ムールが下がって、オプションの効力が発揮されるトリガーに触ふれた瞬しゆん間かんが問題です。大爆発を起こすんですよ」

「それは……保険を売っていたから、当然だろう？　一体、それが……」

　頭痛をこらえながら、視界が覚おぼ束つかない暗くら闇やみの中を歩くように、慣れない金きん融ゆう取引の話について来ようとするガザニカに、俺は冷たく言った。

「大統領。我々の、本当になにもかもがやばくなった時の、最後の奥の手ってなんでした？」

「む？　それは、輪転機の電源を……あ！」

「そう。輪転機の電源を入れてムールを刷りまくれば、ムールの価値は必ず下がります」

「そ、それは……じ、じゃあ、エメラルドインダストリーを救おうとムールを刷れば、当の救いたい先に追加の大損失が加えられる……ということなのか……？　な、なんなんだ、なんなんだそれは！　どうしてそんなことが！」

「私が最も興きよう醒ざめする瞬間の話だな。それを回かい避ひするための策だろう」

　ウォレスが静かに言った。

「ですね。空売りの最中に最も興醒めするのは、政府の介入があった時です。当然、エメラルドインダストリーが窮きゆう地ちに陥おちいったら、政府が出張ってくることも予測できます。ですが、それはなんとか防ぎたい。この莫ばく大だいなオプション取引の罠わなは、政府が輪転機を回すのを防ぐためか、あるいはそういった介入を事実上無効化しようと画策した措そ置ちでしょうね。ですから、計画の性質から言って、オプション取引の相手先はエメラルドインダストリー買収計画の協力者である可能性が高いですが」

「ふむ、そのへんは私も同感だ。オプションの罠が効果を発揮しすぎて、大損によってオーバーキルになっては困るだろうからな。行き過ぎたと思ったら取引を解消して、損をほどほどに抑えるつもりだろう。見事な手腕だ。計画したのは本当に、人なのか？」

　悪あく魔まのごとき周しゆう到とうさ。

「だとしたら……どうするんだ……我々は、ほかになにができるんだ？」

「なにができるかはまだちょっとわかりません。ですが、やるべきことはわかっています」

　俺おれは、唇を湿らせてから、言った。

「ハラルド・ブロスやエメラルドインダストリーが取り付け騒さわぎに陥おちいらないようにしながら、ムールの価値の下落も招かないように、この騒ぎを落ち着かせればいいわけです」

「……は、はは。ははははは！」

　ガザニカは、笑い、片手で顔を摑つかみ、堪こらえきれないように肩を揺ゆらして笑っている。

「まるでゴルディアスの結び目だな」

　ウォレスの短い一言が聞こえてくる。

「一刀両断する伝説の剣を探すんですか？」

　マルコの言葉に、ガザニカが吠えた。

「どこにあるんだそんなものが！」

　ガザニカは、ついに限界に達したようだ。

「ハル、君が出て行った十分後に、投とう資し銀行のミラー・レンチからも連絡があったんだ！　こっちは自分たちがどれだけ腐くさっているか自覚していたおかげで、資本調達をすることすら諦あきらめて、一足飛びに身売り先を探しているとのことだった。無理に踏ふん張れば、ブル・ステアーズのように買い叩かれると思ったんだろう。ついては口くち添ぞえをしてくれとな。いつのまにか頼たよれる政府に早変わりだ！　私は鼻が高いよ！」

「……候補はあるんですか？」

「話によれば、投資の世界は投資家が全員恐きよう慌こう状態で現金をタンスに隠かくしているそうじゃないか。だとすると、金を持っているのは善良な顧こ客きやくから預金を預かる商業銀行しかないんだろう？　規模的に、バンク・オブ・ムーンあたりに落ち着くだろう、ということだ。いくらで売れるのかは知らんがな！」

「妥当、ですね」

　俺が言うと、ガザニカは大きなため息をついて、泣きつくような声で言った。

「事態はもうどうしようもないところに来ているとしか思えない。すべてが泥どろ縄なわ式しきだ。私は今すぐにでも輪転機の電源を入れてぶっ放したい。それですべてが終結する。文字どおり全部が終わりに向かうだろう！　サティア、法的には議会に通す必要がないから、いつでもできるんだろう？」

「ええ。理事長は雲隠れ。残りの理事も四人中三人がいないから、大統領の推すい薦せん枠わくを使って誰だれかを押し込めば、法律に定められている、議事に出席している理事の半分以上の賛成、という項目はクリアーできる」

「そういうわけだ。しかも、輪転機とやらはコンセントを繫つなぐだけですぐに動かすことができるんだろう？　お手軽にplug & playってわけだ！」

「どちらかと言うと、差して祈るplug prayではないのかね」

「冴えてるわね」

　ウォレスの軽口に、サティアが肩をすくめる。

「だがもうそれしか方法がないだろう！」

　ガザニカは喚わめく。

　事態は絶望的だった。あれをやればこれが倒れ、それをやればこちらが折れる。

　ガラス細工店に特大の牛が迷い込んでいるのだ。なにをどうやっても、トラブルは免まぬかれない。

「でも、それは本当に奥の手です。使ったら、二度と元には戻れませんよ」

「……何事にも、代だい償しようはつきものだと思わんか」

「結果が同じ月面の崩ほう壊かいなら、差さずに祈るほうを選ぶ手もあります」

「ほう。市し場じようの成り行きに任せるのか。月面の自由主義的な雰囲気にはぴったりだな。首しゆ尾び一いつ貫かんというやつだ」

　ウォレスが皮肉な様子で小さく笑う。

「それこそ無能な教条主義だ！　もはや連中は自力ではどうにもならんのは明らかだろう！　なにもしないなんていう選せん択たく肢しはあり得ない！」

「ですから、考えるしかないと思います」

　俺おれは、努めて冷静に言った。

「ぎりぎりの、本当に限界まで」

「君は例の映画で似たような台詞せりふを言っていたな」

　笑うウォレスに視線を向け、俺は思い切り嫌いやそうに顔をしかめた。

　だが、それはウォレスの軽口にむっとしたのではない。

　こんな事態になっている原因の大半がその映画のせいだと言ったら、ウォレスは信じてくれるだろうかと思ったのだ。

「とはいえ、投とう資しにおいて大事なのは引き際ぎわだと思うがね」

　ウォレスが、杖つえを突いてかんと鳴らす。

「そうね。諦あきらめるラインは私も必要だと思う。輪転機を回せば新しい問題に直面するとはいえ、当面の危機は回かい避ひできる。これは大事なことよ。少なくとも、月面から人が逃げ出す時間を稼かせぐことができる」

「ああ……その問題もある……。計算をしてもらったが、軌き道どうエレベーターをフル活用しても、月面の人間全員を地球に送り出すには一ヶ月近くかかる。しかも、これは重力訓練施設のキャパシティを考こう慮りよしていない。月生まれで一度も高重力圏に行ったことのない人々の数が把は握あくできていないが……いっぺんに訓練はできないだろう。エメラルドインダストリーが突然破は綻たんし、機能不全に陥おちいることだけは避さけなければならない。あそこは空気の循じゆん環かんもドームの気温維持も司つかさどっているんだ。史上最大の宇宙事故が起こることになる」

　こう考えると、月面という世界はなにもかもがうまくいくという仮定の上で存在していたのだな、としみじみ思う。地球の多くの国で、重要なインフラを国家が担になっているのには、きちんとした理由があるのだ。

「では、降参ラインをどこに引くんだ？」

　ガザニカの質問に、視線が自然とウォレスに集まった。

　普通の株かぶ取引では買った株が紙くずになった瞬しゆん間かんが最大の損失だが、空売りにおいては株かぶ価かの上昇が損失になるため、理論上は損失が無限大になる。よって、空売りという投とう資しは通常の取引以上に、撤てつ退たいの見極めが重要になる。

　空売りの達人にして悲観の帝王ドクター・ウォレスは、不ふ機き嫌げんそうな顔をしてこう言った。

「貴様ら……死にかけの爺じじいにばかり重責を背負わせるのはどういう了りよう見けんだ」

「仮に失敗したとしても、故人のことなら悪く言えないじゃない？」

　皮肉と当てこすりの天才が、なお嫌いやそうな顔をサティアに向けるが、サティアはぱちんと音が鳴るくらいのウインクを返す。

「……法律屋には悪党しかいないというのは本当だな」

「うふふ」

「まったく……どうして病床でおとなしくしていなかったのかが悔やまれる……マリアの言うこともたまには聞くべきだった」

　ウォレスは吐き捨てるように言ってから、数瞬、知恵の泉に潜もぐるかのように息を止め、目を閉じた。

「ハラルド・ブロスの株価が十ムールを切ったら地獄への秒読み開始だと思ったほうがいい。ざっと資産価値を計算してみたが、例の隠いん蔽ぺいした損失分をさし引いても、十ムール以下になれば、不合理に安い領域に入る。その価格帯に突入するということは、市し場じようがハラルド・ブロスの帳ちよう簿ぼと、未来を全く信じていないことを示している。後は死ぬのを待つだけだろう」

「エメラルドインダストリーは？」

　ガザニカが呻うめくように聞くと、ウォレスはそちらをちらりと見て、俺おれを見た。

「当然、何事もない、という前提だ。その間に、どういうものかは想像もつかないが、この騒さわぎを収める方法を見つけ出すしかない。エメラルドインダストリーが揺ゆらいだら迷っている暇ひまはない。なにも考えず、輪転機のコンセントを差して祈るしかない。我々を含め、何十万人もが宇宙に取り残される」

「政府が営業を肩代わりすることはできないんですか？」

　マルコが口を挟むと、サティアが皮肉気に笑う。

「それは事実上の国有化になるからね。法的には議会を通す必要があるだろうし、そんなことができるかしら。エメラルドインダストリーが国有化されたら、次はうちだ、と思う連中が続出する。議会は紛ふん糾きゆうするでしょうね」

「でも……人の命がかかってること……ですよ？　ごねる議員たち自身の命も、ですよ？」

　呆あきれ果てるマルコに、サティアはいっそ楽しげに笑った。

「アハハハ。マルコ君、ここは、命よりも金が大事な奴らの遊び場なのよ」

　平時ならばただの露ろ悪あく趣しゆ味み的な発言に、真実の響ひびきが混じる。

「それに、エメラルドインダストリーを国有化して営業を肩代わりする、という政策に賛成するのはその場では理に適かなっているかもしれないけれど、そのおかげで事態が沈静化した後が厄介なのよ。議員は皆、企業の手先でしょう？　そして、議事録は残る。誰だれも、自分が企業の国有化に賛成したなんて汚点を残したくないのよ」

　合理的で利己的なホモ・エコノミクス共がうろつく場所では聞き慣れた話だ。

　大事な決断は誰かにやらせ、自分はその利益にだけ与あずかればいい。

「国有化か。月面で売られている辞書に、そんな単語が載っているとは思えないんだがな」

　ガザニカが言う。

「そうね。どういう混乱が起きるのかは、私も考えたくもないわ」

「だとすると、最善なのは、悪あく魔まのごとき策を巡めぐらせていた何なに某がしの説得が成功することだ」

「……ああ、そうだ。ハル。君ならできるのか？」

　ガザニカは口調こそ問いの形だが、それは明らかに問いではない。

　俺は、こう言った。

「彼とは一勝一敗です」

　笑みが引きつっていたのは、疲れのせいではないだろう。

「我々になにかできることは？」

「祈っていてください」

　俺は、俺にできることをやるしかなかった。







　総合庁舎を出てグランドセントラルホテルに向かうと、ハガナは５００２号室の扉とびらの外で待っていた。

「しめだされたのか？」

　オートロックなので、俺は考えもせずにそう言った。

「………………そう」

　長い沈ちん黙もくの後、ハガナは短く言った。俺おれは小さく笑いながら、自分のカードキーで扉とびらを開けたのだが、ハガナとすれ違ちがいざま、ハガナがそっとポケットにキーをしまっているのに気がついた。待ちきれなくて、扉の外で待っていたのかもしれない。

　俺はそんなハガナがいじらしくて嬉うれしかったが、すぐにそんな浮うわついた気持ちも冷えてしまう。

「どうだった、の？」

　八年前でも滅めつ多たに質問をしなかったハガナが、そう尋ねてくるのだ。俺に会いたかったというより、状況が気になって仕方がないのだろう。ハガナは明らかに自分のしたことを後悔していた。

　投とう資しの世界では、自分の思おも惑わくが裏目に出てひどい結果になることが往々にしてある。しかし、ハガナの場合は確信を持ってエメラルドインダストリーにリスクをため込み続けていた。

　俺が追い込み、バートンがそそのかしたのだから、と説得しても、あまり効果はないだろう。

　俺がこの危機をどうにかしたいと心の底から願うのは、それはハガナのその後悔をいくらかでも取り去りたいからだった。

　互いに笑い合える日のために、俺はそう願うのだ。

「状況は、もっと悪かった」

「……ミラー・レンチ？」

　ハガナは小さく聞いてくる。

　俺は、驚おどろいて見返した。

「ハルに渡したプログラムは、正しく機能しているみたい」

　ハガナはそう言って、携けい帯たい端たん末まつのキーを叩く。

　トランプゲームをやっていたあれだ。

「もしもこれが正しいのなら、次に危機に陥おちいるのはハラルド・ブロス」

　ハガナは画面を見て、軌き道どうエレベーターの運行情報のように述べる。

　ハガナが作り出したプログラムは、ＡＢＳやＣＤＯ、それにプロテクションの価格から、どれだけその金きん融ゆう機関がリスクに積極的かを数値化し、どのくらい不動産相そう場ばが腐くさると本体も腐るかをシミュレーションできるものだった。それは取り付け騒さわぎを起こす信用不安という要素を、疫病の広がりや山火事などをシミュレーションするアルゴリズムで表現しているらしい。

　金融業界の網の目のようなネットワークと、その信用不安がもたらす取り付け騒ぎのシミュレート画面は、どう見ても、悪あく魔まが世界の終わりを予測するために作った未来地図だった。

　それはハガナがエメラルドインダストリーにリスクをため込む際に使っていた代しろ物もので、参考のためにウォレスにも同じものを渡してきた。

　俺からすればどうしてこんなものの作成が可能なのかと思うのだが、二年も前からなにが起こるか予測がついていれば、特に難しいことではない、とハガナに説明されてしまった。

　特に、データ類については、公式のデータはせいぜいがＡＢＳやＣＤＯの発行金額だけをまとめたものだけで、ハガナやバートンが参考にしているような情報は、本来どこを探してもないはずだった。だが、バートンはこれだけのために情報を集める会社を作り、人力で世界中の金きん融ゆう機関に電話をかけさせて、ポジションや価格設定を聞き出し、まとめていたのだという。

　世の中の相そう場ば情報を提供するサービス会社のほとんどが、実際にそういう泥臭い仕事を請うけ負っている。相手方は特に怪しみもしなかっただろう。

　俺おれはなんにせよその執しつ拗ようさに足がすくみかけるが、俺だってパラノイア的な執しゆう念ねんに従って、月面の果てまで発電所の存在を確かめに行ったのだ。

　バートンに規模と経験で負けているのは仕方がない。

　だが、勝負にならないほどではないはずだ。見ている方向は変わらないのだから。

　俺は、ハガナの隣となりから画面を覗のぞき込み、言った。

「ハラルド・ブロスは理論上だとどのくらい持ちそうだ？」

「……今の状態が続けば、一ヶ月。けれど、これは不動産相場の下落率が一定と仮定した場合。市し況きようが悪化すれば、信用不安は非線形の動きを見せる」

「急激に下落すると、崩ほう壊かいは早くなるってことか？　あの……網あみの目が崩壊するプログラムみたいに」

「そう。でも、急変がいつ起こるかを予測するのは困難。それに、崩壊が始まったら、すべては一いつ瞬しゆんで終わる。小枝に力をかけていくのと同じ。途中までは力を受け止めて曲がるけど」

「ある点で、ぽきり」

　ハガナは画面を見たまま小さくうなずく。

「このプログラムもどこまであてになるかわからない。あくまでも、シミュレーション」

　その慎重さは、慎重さというより、そうであって欲しいというハガナの願いの表れだろう。

「ミラー・レンチについては当てた。その情報は、まだ市し場じようには流れてない。ちなみに、ブル・ステアーズの時はどうだったんだ？」

　ハガナは、罪を告白するように言った。

「……当たっていた」

　死人のような顔をして、トランプゲームなんていう暇ひまつぶしに手を出していたのは、ハガナが未来を確信していたからだろう。

　つまり、このままいくと、エメラルドインダストリーは崩壊し、月面は沈没すると予測しているわけだ。

「でも……人は数学のように動かない……」

　ハガナは、自分に言い聞かせるように言った。

「そうだ。そのプログラムに、俺みたいな人間の存在は入っていないはずだからな」

　気休めと言われても反論できないが、俺たちはそこを信じるほかない。アイザック・ニュートンですら、惑わく星せいの動きを予測できても人々の狂気は予測できなかったせいで、株かぶ取引で巨額の損失を被こうむったのだから。

「でも……どうするの？」

「考えるしかない」

　どこも破は綻たんさせず、ムールも下落させず、この危機を鎮ちん静せい化かさせる方法を。

「それと、バートンの説得、な」

　エメラルドインダストリーは、バートンが見越している以上の損失を抱えている。バートンをこのまま突き進ませれば、彼の予測していない事態が起こる可能性が非常に高い。

　それを避さけるためには、今はバートンが管理している口座に振ふり込まれているはずの数百億ムールが間ま違ちがいなく役に立つはずだったし、むしろそれがないと本当に輪転機を持ち出すほかなくなってくる。

「できるの？」

「やるしかない」

　俺は答え、それでもつい苦笑が漏もれた。

「もっとも、現時点では説得の材料があまりにもなさすぎる。バートンの目的が月面の崩ほう壊かいを阻止するためであったとしても、月面が崩壊するかもしれないからやめてくれ、なんて言って納得してくれるような奴にはとても思えない」

「……あの男は、動物みたいだった」

「動物？　はは。確かに」

　俺の笑い声は、自分が思っている以上に、乾いていた。

「説得はおそらく無理だ。バートンが受け入れてくれるとすれば、それは取引の場合だけだ」

「取引……」

「自分を売ろうとか、もう言うなよ」

　俺の言葉に、ハガナはびくりと体をすくませる。

　ただ、あれから八年経たったハガナは、そこで口をつぐまなかった。

「……三百億ムールで売れるのなら、考こう慮りよすべきだと思う」

　真っ黒い瞳ひとみが、少し卑屈な色味で俺を見る。俺は、ハガナに手を伸ばすきっかけを得るために、それ以上の金額を支払ったのだ。

　ついその頰ほおに手を伸ばしてしまったのは、元を取ろうとかいう、投とう資し家かに染みついた貧乏性のゆえなのかもしれない。

「でも、お前はその金額じゃ心を開いてくれなかったじゃないか」

「考慮はした」

「え、そうなのか？」

　俺は驚おどろいた。

「てっきり、完全に無視されていたのかと……」

「そんなことない」

　ハガナは少しむっとした目で俺を見る。

「でも、ハルのことが信じられなかった……」

「最終的には信じてくれた。俺おれはそれだけでも幸運だと思ってる」

「……本当に？」

　ハガナはすぐになにかを信じるくせに、疑うたぐり深い。

　ただ、ハガナの一番可愛かわいいところがどこかと言われたら、間ま違ちがいなくここだと思う。

「本当だ」

　俺はハガナの目を見つめ返す。ハガナは猫がそうされたように、目をまぶしそうに細めて視線を逸そらす。逃げられると追いかけたくなるのは、生物の本能みたいなものかもしれない。
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　俺はほとんど無意識に、ハガナの頰ほおに当てた手を少しだけ頭の後ろに回し、ハガナの顔を引き寄せていた。

　ハガナがそれに気が付いて、体を固くする。でも、もちろん抵抗なんてしなくて、八年前のあの、深夜に二人で潜もぐり込んだベッドの記き憶おくが蘇よみがえる。

　人間は危機的状況に陥おちいると、本能が子孫を残そうとして性欲が増すらしい。そんな話が脳裏をよぎったのは、目の前の緊きん張ちようから逃げ出すための言い訳だった。

　ハガナのまつ毛の本数まで数えられる距きよ離り。

　そこからは目を閉じても間ま違ちがえない。

　その、瞬しゆん間かんのことだった。

　リンゴーン、とチャイムが鳴って、扉とびらもノックされた。オフィスに寄ってからこっちに来ると言っていたマルコか、あるいはリサのどちらかだ。

　なんにせよ、俺おれもハガナも不意を衝つかれたせいで、そろって扉のほうを向いていた。

　俺は、無作法な訪問者に腹が立ちつつ、なぜかほっとしている自分に気が付いた。

　意い気く地じなしだな、と体を起こそうとした瞬間、柔らかい物が頰ほおに当たった。

「っ」

　ハガナを見ると、ハガナは無表情でそっぽを向いていた。

　リンゴーンともう一度チャイムが鳴ったのは、それだけ対応が遅れたからだった。







　ハガナはリサを前にするとずっとすねているように不ふ機き嫌げんそうだったが、多分、一度はリサのことを追い返したことで、ばつが悪かったのだろう。もちろん、リサはそんなことを気にする性格ではない。とにかくハガナと再会できたことを喜んでいたし、たまたまホテル前で一いつ緒しよになったというマルコは、俺の側に来てこう言った。

「エレノアさんとは全然違ちがうタイプなんですね」

「クリスとも違うだろ」

「……いかにも、頭の切れるクオンツみたいです」

「あれで、意外に感情豊かだとわかると本当に可愛かわいい」

　俺は真顔で言って、バートンと同じ評だな、というところに苦笑した。

「それで、あの人が、エメラルドインダストリーを？」

「ああ。その片割れが、バートン……〝バイティング〟ゴールドスミスだ」

　このことを伝えた時のマルコは、全財産を道みち端ばたに落としてもしないような顔をして、こう言った。狭い世界にあんなのがうろうろしてるのなら、この仕事辞めようかな、と。

「でも、ハルさん、なにかあてはあるんですか？」

「……考えてる」

「それに、これだけじゃありません。市し場じようを落ち着かせるなんて、どうしたらできるんですか、そんなこと。輪転機の案は使えないんですよね？　それとも、為替かわせオプションの受取先がバートンだと考えてるんですか？」

「それは期待している。もしもそうなら、説得が成功すれば、輪転機の案を採ることもできるからな。けど、楽観的な予測は外れた時に痛い目を見ることになる」

「あの後、オフィスからの電話でちょっとウォレスさんと話しましたけど、為替オプションのことは無視して強引に輪転機を回す方法もあるんじゃないかって」

「……ムールの下落によるオプションの損より、刷りまくったムール札の枚数が多ければ勝ちって賭かけか」

「はい。政府が本気で救済に乗り出すというのはそういうことだろうって」

「地球生まれっぽい乱暴な考えで清すが々すがしいが、ムールの下落はそのままインフレにつながる。インフレは退治するのが恐ろしく難しい金きん融ゆうの魔ま物ものだ。地球の歴史ある中央銀行の主な目標が、通貨と物価の安定なのにはきちんとわけがある」

「それに、ムール札で資産を保有している人たちは、全員無一文になりますよね。僕ぼくたちも、バートンも、あるいは、月面中で営業するすべての企業が」

「月面を店じまいするんなら、それもありだ」

　マルコは騙だまし絵を見せられた子供のような顔をして、うつむいていた。

　特効薬は確かにある。

　あるのだが、それは病根と一いつ緒しよに、患者も死んでしまうのだ。

「はい、ご飯できたわよ！」

　重い沈ちん黙もくの垂れこめる中、リサの元気な声が響ひびいて、食堂脇のキッチンルームから両手いっぱいに料理を持ったリサが出てきた。このロイヤルスイートには、トイレとシャワーがそれぞれついた寝室が三つもあり、食堂に、ワインセラー、広大なリビングと、その上キッチンルームまであって、ここに泊まる金持ちはここでなにをするつもりなのだろうという重装備だ。

　それとも、部屋を値段に見合ったものにしようとして、つけられるものはなんでもつければいいという発想なのだろうか。

　もっとも、ひとまずは役に立ったのだから、気にしないでおく。

「こんな綺き麗れいな部屋で食べるのは落ち着かないわね」

　エレノアがいた時には、二人分の席しか空いていなかった食堂に料理を並べながら、リサが言った。

「まだ、あの教会にいるの？」

　ハガナがそう尋ねて、リサは少しだけ困ったように微笑ほほえむ。

「ううん。別のところに引っ越したの。でもまあ、汚さではいい勝負」

「引っ越すくらいの金は出せるのに」

「ぼろぼろのものを綺麗にするのが楽しいのよ」

　リサは笑い、こう付け加える。

「人の絆きずなみたいに」

　並んで座った俺おれとハガナは、互いに横目で見やっていた。

「それで、マルコ君から聞いたけど、相変わらず大変なことになっているらしいわね」

「どこまで話した？」

「通りいっぺんです」

「マルコ君を責めないで。私の好奇心」

「責めてないよ。ただ、リサが誰だれかを安心させようとうっかりなにかを喋しやべるかもしれない。それが火種になる可能性があるような話だ」

「わかってるわ。ニュースでも、地球の銀行の取り付け騒さわぎの話が例として流れてた。自分にとってではなく、全体にとって正しいことを選択するのは本当に難しいことよ。そういう時、人は簡単に噂うわさで流される。信仰の歴史にもたくさん似たような話がある」

　リサは言って、微笑ほほえむ。

「でも、とりあえずお腹を満たしてちょうだいな。今回は、私はお掃そう除じでもあまり協力できないみたいだから」

　そう言えば八年前は、リサは俺おれたちのために教会をピカピカに磨みがいてくれていたな、ということを思いだす。

　もう、あれから八年なのだ。

　俺はそのことを嚙かみしめるとともに、遅い昼食になったリサの手料理を食べながら、言った。

「今度こそ、うまくやってみせる」

　リサは俺を見て笑い、うなずいたのだった。







　食事の後、リサは後片付けをしてさっさと教会に帰ってしまった。

　ハガナの元気そうな顔を見られたからそれでいい、と。

　それに、リサは軌き道どうエレベーターのチケットは人に譲ゆずってしまったと言っていた。あなたたちが月面を救うなら、必要ないでしょう？　と言って。

　それが本気なのか、それとも単なる励ましなのかは分からない。

　けれども、リサらしいな、と思った。

「僕ぼくもちょっと庁舎のほうに戻ります。ガザニカさんが人手が足りないらしくて」

「庁舎にはサティアも残ってるのか？」

「だと思います。なにか動きがありましたらすぐに連絡しますよ」

「わかった。ただ、そっちから連絡が来る前にこちらから吉報を伝えられないと、まずいよな」

「期待してます」

　マルコはそう言って、部屋から出て行った。残されたのは、俺とハガナだけ。気を遣ってくれたのだろうか、と思わなくもない。

　ただ、俺が庁舎に詰つめない理由は、ハガナをあそこに連れて行くのが難しいからだ。細かいことを気にしないウォレスやらはともかく、ハガナのことがばれたらほかの人間の士気に関わるだろう。

　それに、ハガナと離はなれるのもあまり得策ではない。別にハガナを放っておけないという意味ではなく、携けい帯たい端たん末まつにかじりついているのが理由だった。

　あのプログラムが投とう資し銀行の破は綻たんを予測していたのなら、その逆に、どうすれば破綻しないかについても逆算ができる可能性があるので、解かい析せきしてもらっていた。

「しかし、そんな小さな端末でできるなんて、不思議な感じがするな」

「これで計算はできない」

「え？」

「ここからは指示を飛ばしているだけ。別の場所にある大規模演算システムをレンタルしてるから、その結果を受け取って表示している」

「……もしかして、お前がエメラルドインダストリーに勤めていたのに無一文なのって、それが原因か？」

「そう。地球の気候変動がシミュレートできるくらいの演算領域を確保してる」

「お前がバートンに惚ほれてなくて本当によかったと思う」

「？」

　ハガナは眉根に皺しわを寄せて俺おれを見る。

　俺は首を横に振ふってから、椅い子すに腰を下ろした。

「バートンを説得する方法を見つけないとな」

　俺からすれば、こっちのほうが地球の気候変動を予測する以上に難しい。そのとっかかりすらわからないからだ。

　金という線はまず消える。俺たちが自腹で用意できるような金額では、バートンは決して首を縦に振らないだろう。かといって、無限に札束を刷れる輪転機を持ち出せば、エメラルドインダストリーが為替かわせオプションの損で死にかねず、月面経済そのものが崩ほう壊かいしかねない。

　懇こん願がんや泣き落としが通じる相手ではないし、月面が崩壊するかもしれない、という説得の仕方も無理だろう。なぜなら、バートンはそのことを当然予測したうえで事に及んでいるだろうからだ。

　誰だれの命令も、指図も受けず、ただひたすらに己おのれのわがままを貫き通す。

　なるほど、クリスが憧あこがれるわけだ。その凄すさまじさに、むしろ笑ってしまう。

　俺は端末に案をあれこれ書きだしてみては、斜線で消していく。そんな作業を繰くり返していたら、いつの間にか部屋の中が薄うす暗ぐらくなっていた。

　テキストエディタをいったん閉じて、株かぶ式しき市し場じようを覗のぞいてみる。ハラルド・ブロスの株かぶ価かは前日から十二％下げて、三十二ムールだった。金きん融ゆう関連全体がきつい下げに見舞われているので、十二％は非常に大きいが、さほど突出した値ではない。明日の決算発表も、おそらく数日は効果がある。

　だが、ウォレスが言うように、必ず誰だれかが欺ぎ瞞まんを暴あばく。誰が見ても腐くさっているのは明らかだからだ。

　そうなると、俺おれたちはこの市し況きようをひっくり返す奇跡の方法を数日以内に見つけ出さなくてはならない。そんなことできるのか？　と理性がずっと訴えかけている。俺の内にいる小こ賢ざかしい経済学者は、できるわけがない、と肩をすくめている。

　だが、俺はあのアバロンをエレノアとともに崩ほう壊かいに追い込んだ。四年前、エレノアに出会う前に今の立場に立てると思うかと質問したら、そんなわけがない、と答えるだろう。

　それに、経済的な方法だけで月面を崩壊させることができるかと問われれば、そんなこと絶対に無理だと答えただろう。

　だが、ハガナはそれを実際にやってのけようとしていたのだ。

　人間は自分が見たことのある最大のものを、この世で最も大きなものだと思い込む、と昔の思想家が言った。そして、現実はいつも想像を超えるのだ。

　俺はそのことを信じて、考え続けるしかない。

　この、絶望的な状況をどうにかする方法を。

「どこに行くの」

　俺が立ち上がると、ハガナが言った。

「電気をつけるんだよ」

　ハガナはそれで、ようやく部屋の中が暗くなり始めていることに気が付いたらしい。

　俺はちょっと笑いながら壁かべ際ぎわまで行って、目を細めた。月面のドームは夕暮れ時を演出していて、街が真っ赤に染まっていた。

　その赤は、ドームの端はしに近づくにつれ、紫色から藍あい色いろに変わっていく。

　どこかもの悲しげで、それでいて暖かさを感じさせる、不思議な色合いだった。

　そして、そんな色合いの中、月面の摩ま天てん楼ろうにも明かりが灯りだし、夜景とも昼の光景とも違ちがう、独特な様子が浮かび上がる。

　俺がその月面の様子に見とれていると、ハガナも横にやってきた。

「なにを見ているの？」

「街の景色だよ」

「街の？」

「俺の、故郷だ」

　思わず口をついて出た言葉に、自分自身驚おどろいた。医い療りようレポートの一件以来、嫌いやでも月面という存在を意識し続けている。それまでこんなこと思わなかったのに、俺はこの都市のことを、単に生まれ育った場所という以上に気にかけているらしかった。

　あるいは、どう考えても状況が絶望的で、見納めになるかもしれない、と頭が勝手に理解しているのかもしれなかった。

「……綺き麗れい」

「そうだな」

　俺おれとハガナは、そんな短い言葉を交わす。

「なあ」

　俺は、ハガナに聞いた。

「なに？」

「もし、奇跡が起きてこの問題がすべて解決したとする」

　たちまち、ハガナが意地悪された猫みたいな顔になる。

「そんな目で見るなよ。けど、今のところ絶望的なんだ。それとも、そっちはなにか突とつ破ぱ口こうが見つかりそうだったか？」

　俺がわざと気楽な調子で尋ねると、ハガナはうつむいてしまう。

　俺は慌てて言った。

「わかった、わかった。奇跡じゃない。俺たちの努力ですべてが解決したとする」

「……それ、で？」

「そしたらさ……、お前はどこで……いや、どっちで暮らしたいんだ？」

　ハガナは、質問がうまく聞き取れなかったような顔で、俺のことを見た。

「どういう、こと？」

「うん……お前にも、故郷があるだろってこと」

　ハガナの生まれた国では、たまに空を見上げると、これだけは神が創ったと思えるかもしれない、というくらいに綺麗な景色が広がっているらしい。それ以外は、あまり楽しい感じはしなかった。でも、それでも生まれ故郷は生まれ故郷ではないか、と思ったのだ。

「私は、月面がいい」

　ハガナは、ぽつりと言った。

「そうなのか？」

　ハガナは、うなずく。

「ここには、思い出があるもの」

　そして、俺の手を不器用に握にぎってきた。

「だから、消したいと思ったの」

　俺の胸がずくりと疼うずくが、ハガナはそこで口を閉じず、後を続けた。

「それに地球からはいつも月面が見える。ハルは、私に言ったでしょう？」

「なにを？」

「過去からは逃れられない。月面は地球の衛星だから、どこに行っても目に入る」

「確かにな」

　月面には歴史がないと言っても、いつの間にか二十五年というのだから、色々あった。

　街がどれだけ様変わりしようと、変わらない場所だってある。

　そして、思い出は消えてなくなりはしないのだ。

「けど、この月面がこのまま残っていてほしいと願うのは、一部の人間だけなのかな」

　俺おれが呟くと、つながっているハガナの手が少し震ふるえた。

「責めてるわけじゃないよ。医い療りようレポートが出た途と端たん、月面から逃げ出した連中の話」

　俺はため息をついて、言った。

「正直、悲しかったし、悔しかった。地球のどこよりも魅み力りよく的てきなはずだって無意識に思ってた」

「私も、そう思う」

「クリスもそんなこと言ってたしな」

　月面以外のどこでこんなに出世できると思うんですか、と生意気なことを言っていた。

　だが、あれこそが、人々を月面にひきつけてやまない夢の、一つの形なのだ。

「だから、ちょっと思うんだ」

「なにを？」

「月面を好きな奴らが集まって、この危機を食い止めるために金を出し合ったりとかさ。月面中の会社やファンドとか、とにかくこの月面でうまいことやってきた連中が金を出し合えば、問題は解決すると思うんだよな。本当に月面が好きだったら、そういうことがあってもよくないか？　と思うんだ。そもそも、取り付け騒さわぎってのは自分たちの財産だけは守ろうとするから起こるんだし」

　もちろん、それがあまりにも牧歌的な考えだというのはわかっている。

「まあ、馬ば鹿かな話なんだけど」

　俺がそう言って笑うと、ハガナは不意にこう言った。

「馬鹿じゃないわ」

「え？」

「ハルは……知らないの？」

　ハガナが、訝いぶかしげに俺のことを見る。

　俺は、まったく理解できずハガナの目を見返した。

　物事を額面通りに受け取ってしまう、隙すきだらけのかつての天才少女は、こう言ったのだ。

「それを、税金と言うの」

「そんなこと、俺だって──」

　俺が、反論しかけた瞬しゆん間かんだった。

「違ちがう。それは、税金なの」

　ハガナはもどかしそうに、苦しそうに顔を歪ゆがめている。

　元々口が回るほうではない。

　うまく自分の中の考えを表現できないのだ。

「私は政治学に詳しくない。でも、為替かわせオプションの時に一通り為替のことを学んだし、通貨のことを調べてみた。そこにはこうあった。純金などの現物資産の裏付けがない不ふ換かん紙し幣へいの価値とは──」

　その瞬間、携けい帯たい端たん末まつが鳴った。

　楽しいパーティーのお知らせ、というわけにはいかないだろう。

　俺おれは、説明を途中で遮さえぎられたハガナに目で謝あやまり、端末を取り出す。

　相手先は、よりにもよって、悲観の帝王ウォレスだった。

「……もしもし？」

『まあ、ろくな電話だと思ってはいまい』

「なんです？　実は、天国からかけている、とかですか？」

『はは。だったらまだましだ。テレビはあるか』

「……市し場じようになにか動きが？」

　隣となりで聞き耳を立てていたハガナに目配せすると、ハガナはうなずいて、ノートパソコンに画面を呼び出した。その顔は変わらず無表情だったが、リサの笑顔は何種類もの感情を表すように、ハガナの無表情も何種類もの感情を表現する。そこにあったのは、驚おどろきと、苦く悶もんだ。

『ハラルド・ブロスの明日の決算に対する、緊きん急きゆうの予想が出ている。それが恐ろしく悲観的でな。なんと、不動産関連のポジションで七十億ムールを超える評価損が出ると予測している』

「なっ……！」

　俺は絶句した。これも、バートンの内通者によるリークなのか？　だが、ハラルド・ブロスを揺ゆさぶる理由はなんなのだ？　そんなことをしても、月面が崩ほう壊かいに向かうだけだ。

　俺が絶望の面持ちでニュース画面を見ていると、決算予想のレポートを出した執筆者に目がいった。地球最大の証しよう券けん街がい、ウォール街の独立系証券アナリスト、という紹介文のついていた男の名に、見覚えがあった。アイスマン。かつてハラルド・ブロスに在ざい籍せきし、アバロンと結けつ託たくしてエレノアを追い詰つめた、あのアナリストだった。アバロン崩壊の過程で逮たい捕ほ、起き訴そは免まぬかれていたが、いくつかの社内倫理違反でハラルド・ブロスをクビになっていた。

　古巣への復ふく讐しゆうか、ちんけな自尊心を満たすためか、あるいは、こんなところで発揮する、アナリストとしての良心なのかはわからない。

　なんにせよ、どんな株かぶでも買いに対して必ず売る奴がいるように、世の中はこうして成り立っている。それはわかる。株取引をしていればいくらでも理り不ふ尽じんなことは起こる。

　でも、今この瞬しゆん間かんじゃなくてもいいじゃないか！

　俺は、端末がみしみしと音を立てるくらい、握にぎりしめていた。

『もう、無理だ。どうしようもない。大統領は、中央銀行の理事に誰だれを推すい薦せんするかという話をサティアとしている』

　万策尽きた。

　俺おれは、ハガナを見る。

　ハガナは紙のように真っ白な顔色をしたまま、ディスプレイを凝ぎよう視ししていた。

「本当に？　本当に、もうなにもないんですか」

『時間が山ほどあれば、あるいは』

「それに、為替かわせオプションの件があります」

『マルコから聞かなかったかね。賭かけだよ』

　座して死を待つより、動いて死ぬほうがまし、というわけだ。そう言われると、エレノアも宇宙船の自動運転には慣れないと言っていた。これは投とう資しをする人間の性なのかもしれない。

　未来は自分の手で切り開けると信じている。そういう馬ば鹿かな妄想を信じきっている奴らでなければ、こういう世界では生きていくことができない。

『……悔しいのはわかるがね。我々は、民間人だ。システム内部でいかにうまく立ち回れるかに人生を費やす身だ。システムの崩ほう壊かいそのものをどうこうできる身分じゃない』

「悲観の帝王の悲観というのは、そういう意味だったんですか？」

『私に八つ当たりされても困る。現実を受け入れろ。月面経済墜つい落らくのショックに備えたほうがいい。ああ、それと』

　ウォレスは言い添そえ、咳せき払ばらいを挟んだ。

『中央銀行理事の候補には、私と君の名が挙がっている。どこかの企業の紐ひもがついた誰だれかを据えると面倒事が増えるからな。どうする？　私が座っても構わない。どうせ老い先短い命だ。故人のやったことなら文句の言いようもない、とはサティアも真理を衝ついている。あの女は実にやり手だ』

　笑いながら言うウォレスの台詞せりふに、俺は端たん末まつを手にしたまま膝ひざから崩れ落ちそうになる。

　輪転機を回す決断は、病気を治すために病人を殺す方法になる可能性が高い。

　それを勇気ある決断と呼ぶか、愚ぐ行こうと呼ぶかはわからない。だが、他に選せん択たく肢しがなかったのなら、そうするしかない。

　俺は、俺の中の利己心に吐き気を催もよおした。月面崩壊の引き金を引いた責任者になりたくない。

　ウォレスの申し出にほっとした自分に、殺意すら覚えていた。

『君がなにに苦しんでいるかはなんとなく想像できるがね。投資家なら、最良の道を選べ。ここは利己的な世界だ。決して悪いことではない。君には、まだ先がある。あえて汚名をかぶる必要はない。ハル』

　俺は、目の前にウォレスがいなかったことを神に感謝しながら、こんな自分の気持ちを呪った。

『プロテクションへの賭けは燃えたな』

「ドク、ター……」

『では、理事の席には私が座るということでいいな？　私の名で輪転機のコンセントを差す。そうすれば君は自由だ。あの髭ひげも苦しんでいた。君に三度も月面の運命を任せるのは酷こくだとな。しかも、相手はあのアバロンを作り上げた輩やからだったんだろう？　私も名前くらい聞いたことがある。なるほど、と思ったよ』

　輪転機のボタンを押せば、バートンの目もく論ろ見みに真正面から札束の爆ばく撃げきを加えることになる。

　そうすれば恐らく人類史上最大の企くわだて諸もろ共とも、火事を爆風で吹き飛ばすことができる。

『残念会を開く余裕があるかどうかはわからないが、一応、クラブ２５を予約しておこう』

「ドクター！」

『月面の夢は……見納めのようだ。楽しかったよ』

　そして、電話が切れる。望みが絶たれた事実を突き付けられたような気がした。

　俺おれは、動けない。ハガナも、動かない。

　どれくらいの間、沈ちん黙もくがそこを支配していたのか。

　最初に口を開いたのは、俺だった。

「……なにが、月面の英えい雄ゆうだ」

　俺は、端たん末まつを床に叩きつけて、叫んだ。

「なにが月面の英雄だ！」

　結局なにもできなかった。クリスの説得もできず、バートンにおいては説得に向かう機会すら手に入れられなかった。このまま月面の経済が崩ほう壊かいし、ムールが暴ぼう落らくすれば俺は財産だってなくしてしまう。一時はファラオのような儲もうけを手にしたのが一転、このありさまというのがいかにも金きん融ゆうの世界らしいといえばそうだ。

　それに、額に汗して人々の役に立つ仕事をしていた人たちこそが不幸なのだ。きっと彼らは全くあずかり知らない、見たことも聞いたこともないわけのわからない金融商品のせいで、これまで築いてきたものをすべて失い、再び地球という名の現実に強制送還されるのだから。

　いくらかでも関わることができた、なにが起こっているのか特等席で見ることができた、というのはむしろ幸せな部類なのかもしれない。

　だが、それにしたってこんな結末があるのか、と俺は泣くことすらできなかった。

　あまりにもあっけない。

　Ｅ・Ｊ・ロックバーグのチームがブル・ステアーズを買い叩いたことよりもあっけなかった。

　結局、この社会実験は失敗だったのだ、と月面は「地球の歴史」の一ページとして語られることになるだろう。

　だが、怒りと落胆と失意で身動きの取れない俺の手を握にぎる人がいた。

　ほかに誰だれがいるわけでもなく、それはハガナだ。

　ハガナは俺の隣となりに立って、うつむいたまま俺の手を握っていた。

　俺には少なくともハガナがいる。

　そのわずかな慰なぐさめに、俺おれは堪こらえていた涙が溢あふれ出そうになった。

「ハル」

「……わかってる」

　俺はなんとか涙をこらえ、深呼吸をしてから、言った。

「損切りをする。経済が墜つい落らくする。ファンドや、リサたちのやっている基金の資産保全をはからないと……」

　それに、万が一のことを考えて、軌き道どうエレベーターのチケットを早急に取る必要がある。

　利己的？　自分勝手？　なんとでも言え。月面はそういう夢を見せ、それを売りにして発展してきたのだ。

　俺は自分の情けなさに開き直るように胸中でそう言って、行動を開始しようとする。

　それを引き留めたのは、ハガナの手だった。

「ハル、違ちがう」

　ハガナは、俺の名を呼んで、引き留めた。

　俺は頭の回線がショートしたように、うまく思考が回っていない。ハガナがどうしてそんなことをしているのか、まったくわからなかった。

「なんだ？　動くなら一秒でも早いほうがいい。すぐにリサやマルコに連絡を──」

「ハル、聞いて」

「なにを！」

　俺は、怒鳴っていた。

「なにを聞くんだ！　この期ごに及んで！　月面は終わりだ！　店みせ仕じ舞まいなんだよ！」

　輪転機を回せば、理論上、帳ちよう簿ぼ上じようの損はすべてなかったことにできる。ウォレスが語ったように、不ふ換かん紙し幣へいというものは事実上無限に刷れるからであり、銀行間のやり取りが完全にデジタルになった現代ならば、紙を用意する手間すらない。

　だが、金というものはなかなか手に入らないからこそ価値がある。

　溢れんばかりにばら撒まけば、せいぜい鼻をかんだりする程度の値打ちしかなくなってしまう。

　月面は札束の輝かがやきによって、灯台のように人々を惹ひきつけていた。その輝きを失くしてしまえば、もはやだれも見向きもしない。月面は、夢なしでは存続しないのだ。

　俺は、自分の顔が泣き笑いみたいになっているのを自覚した。

「お前を責めはしない。お前は悪くないよ。悪いのは、誰だれも予測しなかったくらい、人の強ごう欲よくが深かったということだ。空に浮かぶものがあれば、引きずり落としてでも手に入れたいというくらいの人々の欲望だ！」

　俺は叫ぶ。

　だが、ハガナは俺の手を離はなさなかった。

「ハル」

　そして、なおも俺おれの名を呼んだ。

「ハル。諦あきらめるの？」

「っ！」

　動いたのは完全に反射運動だった。理性なんて欠片かけらも働かず、スイッチが入ったロボットのように動いていた。気が付いた時には、俺の手がハガナの胸むな倉ぐらを摑つかんでいた。

　だが、ハガナは俺から目を逸そらさなかった。

「ハルは、ほとんど絶対ありえないようなことを確かめに、宇宙の果てまで探たん索さくに行ったって、映画でやっていた」

　ハガナは、大おお真ま面じ目めにそんなことを言う。

　俺の脳から毒気が抜かれるのは、その一言で十分だった。

「宇宙の果てなわけあるか……。月面の、ちょっと遠いところだ」

　興奮の後に来る虚きよ脱だつ感かんに、今にもその場に崩れ落ちそうだった。

　しかし、ハガナは俺の指摘に少し唇を引き結んだだけで、すぐに言葉を返してきた。

「じゃあ、困難に立ち向かったっていう話も噓うそなの？」

「っ……それは……」

「噓なの？」

「噓……じゃない」

　言って、思わず続けた。

「そうだと、信じたい……」

「どっちなの？」

　ハガナは苛いら々いらしたように聞き返してくる。

　俺は、答えた。

「噓じゃない」

「だったら──」

「だったらどうするんだ？　こんな状況で、これ以上拘こう泥でいしてどうなる。それとも、内部情報に通じたうえで今すぐ行動をとるのは、倫理に反するか？」

「違ちがう。そんなことじゃない」

「じゃあ」

　なんなんだ。

　俺の口から出ようとした諦めの言葉は、ハガナの一言でかき消された。

「まだ、できることはある」

「え？」

　聞き間違いかと思った。

「まだできることはある」

「……噓うそだろ？」

「噓じゃない。ハルは」

　ハガナは、俺おれのことを睨にらみつけた。

「私を信じてくれないの？」

　そして、そんなことを言いながら、俺の右手を摑つかむのだ。

　俺の顔が歪ゆがむのに、これ以上のことがあると思えなかった。

「ほかに選せん択たく肢しがあるなら、そちらを選ぶべき。でも、まだできることがある。私は、それはハルにしかできないことだと思っている」

「だが──」

「ハル」

「!?」

　ハガナは、俺の手を引いて、俺の肩に額を当ててきた。

　俺は、わけもわからず、ハガナを抱きしめる形になっている。

「私も、八年前のことをずっと後悔していたの」

「え？」

「私に……もっとプログラムを改良できる才能があったならって」

「……いや、それは──」

「私が、もっとハルに自分の思っていることを言っていたらって」

　俺の言葉を途中で遮さえぎったハガナは、そう言って肩から顔を離はなし、俺を見た。

「もっと、自分の気持ちを信じていたらって」

　──ああいうのはたまにいる。自分に価値を見いだせないで、ふいっと首をくくってしまうような……。

　俺の脳裏を、見てくれはしょぼいが、芯しんの通った金貸しトヤマの言葉がよぎる。八年前の、借金のために自分を売ると言って、教会から飛び出したハガナのことを思い出す。これまでの人生でなにひとついいことがなかったような顔をして、事実なにひとついいことがなかったであろうハガナのことを思い出す。

　そのハガナが、自分の気持ちを信じていたらと後悔する。

　必死に歯を食いしばって前に進んでいるのは、決して俺だけではない。

「ハル。私はハルが好きなの。そして、それと同じくらい、ハルと出会えたここが好きなの」

　真正面から、照れもためらいもなく、ハガナはまっすぐに言葉を向けてくる。

　ハガナの、いかにもハガナらしいやりかただ。

　だが、あれから八年経たった。

　ハガナは掛け値なく、成長していたと俺は知ることになる。

「だから、私は取引が成立すると思う」

「……取引？」

「そう」

　ハガナはうなずき、こう言った。

「ハルは、どうして地球から不幸がなくならないと思うの？」

「……いきなり、なにを──」

「ハルが教えてくれた価値と価格の話。あれを応用すれば、問題を解決できると私は思う」

「それは？」

　ハガナは、言った。

「税金だって言ったわ」

　そして、ハガナは話し出す。

　ハガナに最もふさわしくなく、同時に、もっともハガナらしい合理的な考えだった。

　俺おれは、途中で笑ってしまっていた。そんな考え方があるのかと笑ってしまっていた。

　ハガナが持ち出したのは、取引だ。紛まごうことなき、取引だった。

「値段のつけ方は、考えなければいけないと思う。でも」

「交渉のテーブルにはついてもらえるはず？」

「そう。これは、投とう資しと同じ。自分の見ている世界をどれだけ信じられるかの問題だと思う」

「確かに……疑り深いくせに信じやすいお前でなければ、気が付けないことだったかも……いや、ごめん」

「それは端たん的てきに違ちがう」

「……そう、か？」

「明確に違う。ハルと出会っていなければ、それと……一度別れなければ、きっとこうは思わなかった」

　真っ黒い瞳ひとみが、わずかの疑いもなく俺のことを見つめている。経済取引において、信用という言葉が使われるのは、まさしく取引というものは相手を信用するところから始まるものだからだ。

　俺は、笑う。

　でも、これは諦あきらめの笑いではなかった。

　純粋に、嬉うれしかったのだ。

「まだ、進む先がある。まだ、この世の果てではない」

「そう。ハルの夢はまだ叶ってない。でも」

「そうだな。お前の計画は、確かに前ぜん人じん未み踏とうの地だよ。それこそ、あのバートンだってかすんじまう」

　俺は、ハガナの手を握にぎり返し、それが離はなれないようにしてから、床に叩きつけた端たん末まつを拾った。重力が低いうえ、床にはたっぷりの絨じゆう毯たんが敷しき詰つめてあったので、幸い壊こわれていなかった。

　埃ほこりを軽く払い、番号を呼び出した。呼び出した先はガザニカで、俺おれは端たん的てきに目的を告げた。

　当然、ガザニカは俺の言葉に戸と惑まどい、呆あつ気けに取られていた。

　だが、結局は折れてくれた。どうせこのまま進んでも月面の破は滅めつは避さけられそうにないのだから、馬ば鹿かげた賭かけをしたところで失うものはない。腕まくりをして、怒鳴り散らすのが得意だった頃ころのガザニカらしく、潔いさぎよく決断してくれた。

　そして、ガザニカとの会話を終えてから、俺はもう一つの番号を呼び出した。

　二度とかけることも、かかってくることもないだろうと思っていた番号であり、いつだって俺の人生を揺ゆり動かしてきた番号だ。

　俺は、端たん末まつを手に、なぜか口角が緩ゆるんでいる自分に気が付いた。

「どうしたの？」

　ハガナが、尋ねてきた。

「緊きん張ちようしていないわけじゃない。なのに、体がこわばっていないのが不思議でさ」

「……楽観？」

「失敗する可能性を過小評価している……のかな。けど、計画がどれだけ大それていて、夢見がちであるかは理解しているつもりだ。なのに、なにも怖くないんだ」

「じゃあ、なに？」

「それは多分」

　俺は言いながら、ハガナとつないでいる手を視線の高さに上げた。

「一人じゃないこと」

　ハガナが目を見開き、頰ほおを赤くする。

　でも、手を離はなさない。

　絶対に、離さない。

「ハル」

　ハガナは俺のことを見て、静かにうなずいた。

　俺は呼び出していた番号にかける。

　八年前につながる電話であり、未来へとつながるはずの電話だった。

『……まさか泣き言でも？』

　第一声がそれ。

　だが、俺には怯ひるむ理由がない。

「四年前は誰だれが痛い目を見たか忘れましたか？　一勝一敗です」

『……ほう。ということは、彼女は君の元に戻ったわけか。おめでとう』

「ありがとうございます」

　慇いん懃ぎんに返事をして、俺は言った。

「決着のつけどころかと思いましてね」

『言うじゃないか。ミスター』

　バートンは笑い、深いため息をついた。

『私には、地球に戻り、ピラミッドを作るという楽しい作業が待っている。それを引き留めるに足ることなんだろうな？』

　その一言に、俺おれは寒気に似たものを感じた。バートンはすでに月面に見切りをつけていたのだ。おそらくは、ハラルド・ブロスの損失をアイスマンに暴あばかれるのが予想以上に早かったからだ。もう、よほどのポジティブサプライズでもない限り、月面の市し場じようは地球に向けて落下して、大気圏で燃え尽きる。

　ならば俺から奪うばった資金やらを無む駄だにせず、温存したほうが吉、と判断したのだろう。

　あれだけ手間をかけ、策を練り、人を配置し、こぎつけたチャンスでも、決して拘こう泥でいしない。状況が予想以上に悪ければ、即座に撤てつ退たいし、深追いしない。

　バートンは化け物だ。

　投とう資しの世界が作り出した、本物の投資家だった。

「お会いできますか？」

『まさか逮たい捕ほの上、口座を奪うわけではあるまいな』

「あなたがそういう人間だったら、そういう方法もありえたかも」

『ははは。いい人間のふりをした甲か斐いがあるというものだ』

「それで、どちらに？」

『下だよ』

「え？」

『私はここのホテルのコーヒーが好きでね。八年前のあの場所だ。来たまえ』

　バートンは、笑顔を想像させる口調で、言った。

『八年前の投資がどうなったか、評価してやろう』

　そこで通話は唐とう突とつに切れる。

　ハガナは少し不安そうだった。

　だが、俺は相変わらず笑っていた。プレゼントを開ける時みたいなわくわく感だった。

　そして、俺はこの感覚を知っている。バートンは本当にすごい。俺は、株かぶを仕込んだ翌日の市場を待つ時のような期待感で、胸が張り裂けそうだったのだから。

　自分がどれだけ成長したのかを知る。その喜びに満ち溢あふれていた。

「ハガナ」

「なに」

　俺は、言った。

「行こう」

　ハガナの返事は、嬉うれしそうな笑顔だった。







　俺おれたちを席まで案内してくれたのは、四年前も俺をエレノアの元に案内してくれた人だった。

　向こうは俺のことを覚えているだろうか？　それはわからないが、俺は何度も時間の感覚を忘れてしまいそうになる。四年前、八年前、そして現在の記き憶おくが入り混じる俺を、現実にきちんとつなぎ止めているアンカーは、つないでいるハガナの手だ。

　これまでの俺の経験の、すべてが詰つまっている手だ。

「こちらです」

　俺たちは、そして、すべての元凶の前に立った。

「ずいぶん久しぶりの気がしませんか」

「そうだな。実質八年ぶりか？　だが、こうしていると私は悪役にでもなったかのような気分だがね」

　バートンはソファーに悠ゆう々ゆうと座り、凄すごみのある笑みを浮かべている。

　俺とハガナを値ね踏ぶみするかのように見比べて、言う。

「まあ、座ったらどうだ」

　俺とハガナは椅い子すに座る。

　給仕の女性には、コーヒーを二つ頼たのんだ。

「エメラルドインダストリーは諦あきらめるんですか」

　そして、俺はそう切り出す。

「核心を突くね」

「化け物だと思いました」

「ふん？」

「数年越しの計画にも拘こう泥でいしない。おそらくは撤てつ退たいの線引きがあったんでしょう？　それにしたって、普通の決断力じゃない。あなたは、どうしてそんなに簡単に築き上げた物を諦められるんですか？」

　バートンは俺を見てから、手元のコーヒーに視線を落とす。

「どうしてかな」

「あなたの本当に望んでいることが、エメラルドインダストリーの取得そのものではないからでしょうか」

　俺の言葉に、コーヒーに口をつけようとしていたバートンの鋭い視線が、ハガナに向けられる。

「君が教えたのか」

「喋しやべってはいけないと言われなかった」

「ふむ。まあ、そうだ」

　バートンはコーヒーを啜すすり、カップを置く。

　腹の上で手を組み、大きくため息をついた。

「月面の状況は私の予想以上に悪い。人々は強ごう欲よくに従って賭かけをして、負けた。今、月面が飲み込まれようとしているのはその強欲の深さだ。ちなみに、自分の目的のためならばどんなリスクでも侵す、というのが強欲の定義だとしたら、世界有数の強欲者がそこにいるがね」

　バートンはどこかの時点でハガナの行動に気が付いたのだろう。エメラルドインダストリーに交渉しに行った時かもしれない。

　だが、ハガナは少しも怯ひるまない。涼しい顔をして、椅い子すに座っている。

「私には今莫ばく大だいな資金があるが、なんでもできるというわけではない。使い道は考えないとならない」

「今度は太平洋の真ん中に人口島でも造りますか？」

「ふふ。それもいいだろう。月面は、少し地球から遠いからな」

　浅い場所での軽い応おう酬しゆう。

　先に踏ふみ込んだのは、バートンだった。

「それで、なんの話をしに来たんだ。まさか、私の金をあてにしてきたわけじゃないだろうな」

「そのとおりです」

　俺おれは言う。

　バートンは笑う。最初は声なく、次第に肩が揺ゆれ、咳せき込むように笑っていた。

「くくっふはははは……。八年前の君の申し出を思い出した。青臭くて、未熟で、だが、君という人間の本質をよく示していた。君は大きな困難に立ち向かう勇気を持っている。それはそれで素晴らしいことだ。しかし、あれから八年経たつのだ。どうにもならない状況というのが存在すると、いい加減学ぶべきではないか？」

「私はアバロンを倒しましたよ。正確には、私たち、ですが」

「今ここで起こっていることが、あの話の規模の延長だとでも思うのかね。もう、君たちに残されている選せん択たく肢しは中央銀行のバルブを開く以外にないと思うがな」

　バートンは二年前から計画を練っていた。なにが起こり、どういう状況ならだれがどう動くか、散々検討したのだろう。

「ええ。つい一時間くらい前に決定が下されました」

「為替かわせオプションの罠わなも無視か」

「当初の話では、そういう感じでした。追い詰つめられたら手の中にある方法を使うしかない。為替オプションの損の分も刷りまくればいいと。ムールの下落と、損を吸収しきるのと、どちらが先か、そんな賭けに打って出ようというわけです。でも」

「今は、違ちがうと？」

「ええ」

　俺おれは、答える。

「ムールの下落もさせず、ハラルド・ブロスやエメラルドインダストリーといった崩ほう壊かい寸前の企業を支え、すべての元凶である底の抜けた不動産市し況きようも落ち着かせる自信があります」

「……ゴルディアスの結び目を断ち切ったアレクサンダーになれるというのか」

　あのバートンが、撤てつ退たいを決意する。

　あのバートンが、活路はないと見切っている。

　その市況で、すべてをひっくり返す方法がある。

「もちろん」

　バートンが、初めてまともに俺を見る。

「ですから、取引をしに来たんです」

「取引？」

「そうです。あなたに教えられたことです。最高の頃ころ合あいで、最高の利益を目指すのが投とう資し家かなら、今こそ、自分は取引を持ちかけるべきだと」

「懇こん願がんではないのかね。このままでは月面が崩壊する。だからその金を持ち逃げせず、役立ててくれ、と」

「まさか。私はこれでも、先人に学ぶ気き概がいくらいあります」

　俺は、続けた。

「我々は月面の人間です。なにもかもを金で換かん算さんする守しゆ銭せん奴どです。だから月面に起きている問題が金にまつわるものである以上、解決策は尽きていません。ここでは世界の破は滅めつすらが金銭的な問題です。だったら、なにもかもを金銭に換かえてやればいいんですよ」

　俺は、隣となりのハガナと目を合わせてから、頭上の巨大な吹き抜けを見上げた。月面にある、世界最高と言われるホテルだ。

　しかし、ここにあるのは単なる建造物ではない。

　ここにあるのは、人々の夢と、希望、あるいは失望や絶望。

　そして。

「想いです。月面に対する人々の想いを金に換えるんですよ。月面が好きなら、月面から離はなれたくないと言うのなら、それだけの金を出せくそ野郎ってすごむんですよ。お前も月面に住む人間ならば、夢を金で買えと迫るんです。ここで過ごした思い出を金で買えと迫るんです。Ｅ・Ｊ・ロックバーグがブル・ステアーズにしたように、あなたがエメラルドインダストリーにしたように、私たち月面の住人が、月面に対し、買収を仕掛けるんですよ」

　当とう意い即そく妙みようのバートンの目が、かすかに揺ゆらいでいる。

　動どう揺ようしているのだ。

「……話が……見えないが……第一、そんなこと、前ぜん代だい未み聞もんだろう。月面の住人が？　買収を？　富裕層が……大規模なシンジケートを築けば、そういうことが確かに、可能かもしれん。だが、システムの構築や利害の調整が間に合うものか。ただの電気を取引するだけでも、システム構築がどれほど大変だったことか。私が状況を絶望的だと思うのは、時間のなさゆえだ」

「いいえ、特に新しいシステムなんて要いりませんよ。だって、そこに住みたいと思うから、そのために必要なものを支払うというのは」

　俺おれは、ハガナの手を握にぎりしめ、不敵に笑いながら、言った。

「本来、税金ってそういうものでしょう？」

「なっ！」

　巨岩のようなバートンが、思わず腰を浮かしかけた。

「取引ですよ。この月面の危機を吹き飛ばすほどの莫ばく大だいなムール札。中央銀行の輪転機ならそれを用意できます。ですが、それだけの札を刷れば、まず間ま違ちがいなくムールは下落し、月面経済は終しゆう焉えんに向かいます。それを防ぐには、ムールの価値を保つほかありません。それが」

　税金。

　純金などの裏付けがない現代の不ふ換かん紙し幣へいは、そのほとんどが、政府の徴ちよう税ぜい能力によって価値が担たん保ぽされている。

「そして、そうする価値がこの月面にあると人々が思っているのなら、税金として課されても支払うはずです」

「この月面で、税金……を、だと？　そんなことをすれば──」

「私も、そう思っていました」

　ここは月面であり、強ごう欲よくの都市。地球の国々を見たって明らかだ。税金なんてものは、まるで政府が民衆の財布に手を突っ込み奪うばい去る、強盗まがいのことだと思われている。

　だとすれば、月面の人間が税金などというものを払うはずがない。

　本当にそうだろうか？

「不平や不満は出ると思います。でも、それでもこの月面があの地球よりましだと思うなら、支払うはずです。そして、もしも増税のめどがつくのだと市し場じように示せれば、輪転機を回してもムールの価格は暴ぼう落らくせず、金きん融ゆう機関がこの大混乱を乗り切るだけの資本注入もできるでしょう。そうすれば月面は依然として魅み力りよく的てきであり続け、企業は撤てつ退たいせず、人は戻ってきて、またうまく回るはずです。もちろん、理想論すぎると笑われるかもしれませんが、実はすべてがうまくいくかどうか、それともすべてが破は滅めつするかどうかは、たった一つの前提にかかってるんです」

　俺の目が、まっすぐにバートンを射抜く。

「月面を……人々がどれだけ想っているか、と？」

「そうです。あるいは」

　俺は、投とう資し家かとして、こう言った。

「地球と比べてほんのわずかでも月面を魅力的と感じれば、その利益を絶対ものにしてやると血眼になる、人々の欲の深さですよ」

　そして、俺おれはこの取引には勝算があると思っている。決して夢物語ではないと思っている。

　確かに、現状、月面政府は頭から虚こ仮けにされ、馬ば鹿かにされ、必要最低限の税金を徴ちよう収しゆうするので精いっぱいで、またそれゆえに月面が魅み力りよく的てきだと言われていた。

　だが、どんなことでも成熟する。

　レストランだって、開店直後には特別なサービスをし、最初は人々がそれを目当てに来てくれたからと言って、そのサービスをやめた途と端たんに客が来なくなると信じるだろうか。普通はそうは考えない。

　そして、月面都市という特殊な存在はレストランほど世界にありふれていない。

　そのことを教えてくれたのはハガナだ。ろくでもない国に生まれ、金でその身を買われるような境きよう遇ぐうだった。きっと、政治体制もめちゃくちゃで、どうしようもない状況なのだろう。でも、地球にはそんな話がごろごろしていて、何千年も続いてきたことだった。その挙句に見出した答えが月面都市という代しろ物ものだった。

　俺はエレノアの話も思い出す。ＡＢＳやＣＤＯなどというものが流は行やったそもそもの原因を思い出す。月面は地球人の憧あこがれの地。そこに行けない人たちは、せめてもの関わりとして投とう資しを行った。そして、それがあまりにも膨ふくらみすぎて、不動産にバブルを招き寄せ、クリスたちが作り出した聖せい杯はいには無限に水が入ると信じて金を注ぎ込み続けた。そのために、実需からかけ離はなれたバブルが起き、人々の強ごう欲よくも同じ勢いで膨ふくらんでいった。

　だが、生まれ故郷を離れるのは、誰だれにとっても辛いはずなのだ。

　それは、依然として地球のひどい状況に翻ほん弄ろうされながらも、そこを離れない人の多さから言って明らかだった。たとえ望まぬ政治体制であったとしても、希望が見いだせないような地であったとしても、故郷を離れられない人はたくさんいて、だからこそ、金銭的な関わりだけでも、夢の月面とつながっていようとした。その結果のバブルだ。

　だから、月面でどれだけいい目を見ても、故郷から遠く離れた地で死ぬのは御ご免めんだと、多くの人間が我先にと軌き道どうエレベーターで地球に帰って行った事実もあるが、それがすべてではないはずだった。

　ここを終ついの棲すみ家かと決めた者や、ここで忘れられぬ思い出を築いてしまった者もまたいるはずなのだ。それこそ、ハガナのような者たちが。

　もちろん、合理的に考えれば、月面を救うための税金は誰かに払ってもらい、自分はこっそり月面から逃げ出して、どっちに転んでもいいように傍ぼう観かんする、というのが最善手だ。

　これまでの経験で考えれば、月面にはそういう輩やからばかりが溢あふれている、と思うのも仕方がない。そう考えて行動しなければ、付け込まれることが目に見えていたからだ。

　それでも、俺たちはブル・ステアーズという実例を目まの当たりにしていた。

　人々はそこまで利己的ではなく、また愚おろかでもなかった。自分たちに損があるとわかっていても、不公平だとわかっていても、理り不ふ尽じんだとわかっていても、本当に大切な物のためにはそれらのすべてを飲み込む度量がある。

　なにより、俺おれの目の前にはあのハガナがいる。

　そして、そのハガナが、こう言ったのだ。

　これは、世界をどれだけ信じられるかの問題だと。

　だから、この取引には勝算がある。間ま違ちがいなくある。

　四年前の俺なら、八年前の俺なら冷ややかに鼻で笑ったはず。

　だが、俺はハガナを信じられる。リサを信じられる。クリスを信じられるし、この月面という狂気のカジノが好きでたまらない馬ば鹿かどもの業ごうの深さや、ここを地球とは違ちがう素晴らしい場所にしようと願う人たちの情熱を信じられる。

　でも、祈るだけでは神は降臨しない。ここは無む慈じ悲ひな月面であり、俺は投とう資し家かなのだ。使えるものはなんでも使う。

　だとしたら、こんな最中に最後の頼たのみの綱つなを握にぎる中央銀行の椅い子すに、病びよう魔まに冒された悲観の帝王を祭り上げる？

　とんでもない。

　もしも運命というものがあるのだとしたら、俺はこの八年間に取ってきたすべての行動が、この時のためにあったのだと確信する。

「人民の、人民による、人民のための政治、でしたっけ」

「……リンカーンか」

「彼には劣ると思いますが、私の名前もなかなか使えると思うんですよ。月面の英えい雄ゆうというね」

「なにを企たくらんでいる？」

「簡単です。自分は中央銀行理事の椅子に座ります。私の名で、月面生まれで、悪を倒した英雄として、ほかの誰だれがやっても恨うらまれるような決断をくだします。未来のための投資だと説得します。これは月面の、月面の人間による、月面の人間のための投資だと言ってね」

「うまく……いくと思うのか」

　当然の懸け念ねん。常識的な判断。経験からの直観。

　バートン・クラドヴィーゼンという人間が、あらんかぎりの力を込めて俺を睨にらみつける。

　だが、俺はそこになにか理屈立った言葉を返すつもりは毛頭なかった。

「うまくいくかどうかは問題じゃないわ」

　そう言ったのは、ハガナだ。

「うまくいくまでやる。そうでしょう？」

　そして、ハガナは俺を見る。

　俺おれは、その台詞せりふを覚えていてくれたことに頭がおかしくなりそうなくらい嬉うれしかった。

　八年前の俺なら、人のことをこんなに信じなかった。

　四年前の経験を経ていなかったら、こんなに前のめりになれなかった。

　俺は、過去から決して自由ではない。

　だとすれば、ほかの連中だってそうに違ちがいない！

「では、一つ聞こう」

　バートンが、絞しぼり出すように言った。

「なんでしょう」

「私に……その話を持ちかける理由というのはなんだ？」

　バートンは今現在、おそらく個人で自由にできる現金でいえば世界最高の大富豪だ。

「言ったでしょう。取引です」

「欲しい物はなんだ」

「私が渡した口座と、資金のすべて。それと、エメラルドインダストリーに対して保有しているすべてのポジションの取り消し」

「はっ」

　バートンは驚おどろきと笑いを同時に表現できず、初めて当とう惑わくするような顔を見せた。

「正気か。ミスター。私が本当に、そんな提案を受け入れるとでも？　何百億ムールになるのかわかっているのか？」

「いいえ、受け入れます。受け入れますよ。あなたなら絶対に受け入れます」

「ミスター、君のその無む鉄てつ砲ぽうさは嫌きらいではない。今しがた口にした、神をも畏おそれぬ大胆な計画もな。だがな、ミスター。私は損得でしか動かない。いいか、それこそが不確実な未来に対する唯ゆい一いつの──」

「ガザニカ大統領に掛け合いまして、オーケーをもらいました」

「……なに？」

　俺は、言った。

「財務省長官のポストがあなたを待っています」

　バートンが、時間を止められたかのように、口を開けている。

　俺は、背筋を伸ばして続けた。

「月面の政府も議会も企業の代理戦争の場ですからね。金きん融ゆう機関や不動産市し況きよう、それにエメラルドインダストリーを救うために巨額の政府の資金を動かせば、間ま違ちがいなくとんでもないことになる。ですが、そういうとんでもない世界を自由自在に動き回って、一時はエメラルドインダストリーに迫った人物がいますよね」

　それが、バートン・クラドヴィーゼン。

　あの悲観の帝王をして、本当に人なのかと言わしめた男。

　そして、誰だれよりも投とう資しを愛し、月面を愛していた男だ。

「月面がこの先も魅み力りよく的てきな遊び場であり続けられるかどうかは、これからの政府の行動如何いかんにかかってますよ。あなたは月面が永続するようにと、今回みたいな危機を逆手に取ろうとした。その気き概がいがあるのなら、もっと別のやり方もあるのでは？　ミスター・バートン」

　俺おれは、その次につなげようとした言葉に、思わず顔が笑ってしまっていた。

「いい加減、大人になったらいかがです？」

　バートンに言われた言葉。

　俺の顔が得意げだったとしても、一体誰に責められる？

　バートンは、心臓に発ほつ作さでも起きたかのような顔をして、胸のあたりを摑つかんだまま俺のことを見つめ返していた。あれほどの人物が、どれだけ頭を働かせたって検討しなかった選せん択たく肢し。

　人は数学の公式のようには動かない。

　だからこそ、ハガナのプログラムの結末を塗ぬり替えられる。

　そこには、俺やハガナや、ガザニカやウォレスやサティアやリサやマルコやセローやレナやエレノアやクリスといった人々の名前がないからだ。

　そして、誰が誰を信用するかという、人間にとっては当たり前のことが含まれていないからだ。

「私の首に……縄なわをかけようと言うのかね」

　バートンの苦しげな言葉。

　俺は、こう返す。

「資本主義者は、自分の首をくくる縄までをも売るそうですよ」

　バートンは俺のことを睨にらむ。俺が恐れ、憧あこがれた男が俺のことを睨む。

　俺は税の徴ちよう収しゆうという取引に勝算があるとはいえ、どれだけの金額が確保できるかまではわからない。世界中の投資家があらゆる市し場じようから逃げ出して、資金の流動性が枯こ渇かつしているような状況なのだ。出したくても出せないということだって十分考えられる。

　ならば少しでも勝算を高めるために、エメラルドインダストリーにまつわる懸け念ねんは払ふつ拭しよくしておきたい。そこの問題を取り除くだけで、必要となる金額は大幅に減るはずだ。

　そして、同時にバートンが仲間に加わってくれるなら、これ以上心強い味方もいない。

　ゴルディアスの結び目を断とうというのだ。

　一石二鳥などと、生ぬるいことは言いはしない。

「君は」

「はい」

「君は、月面生まれなのだな」

　バートンは、短く言った。

「そうみたいです」

「……呆あきれた話だ。最初は投とう資し銀行の買収のためだった。次はエメラルドインダストリーの買収のためだ。だが、君はついに行き着くところまで行ったわけだ。世界が崩壊するぞという脅しを使い、その世界を皆で買い取ろうと持ちかけるんだ。そんな取引が存在するのだと、一体誰だれが想像する？」

「投資とは、相手の思おも惑わくの出し抜き合い。それを教えてくれたのも、あなたです。どうですか。私は、この取引ならばあなたは受けてくれると思っています。三百億ムール？　あるいは四百億ムール？　その大金を差し出せば、黄金の都市のルールを作れるんですよ」

　あえてわざとらしい物言いにした。挑発するように言った。事実、挑発するしか道がなかったのだ。ここ以外のどこに行っても、ここより大きな仕事はできないのだぞと。

　俺おれとバートンは睨にらみ合う。

　どれくらい時間が経たったのか、バートンが、ぽつりと言った。

「……青は藍あいより出いでて」

「え？」

「藍より青し」

　バートンは小さく言って、笑った。

「複利の魔ま法ほうというやつか？」

　そして、諦あきらめたようにため息をついて、視線をあたりに巡めぐらせる。

　最後に視線がテーブルに戻ってくると、バートンはがりがりと頭を搔かいた。

「アバロンでの失敗がケチのつき始めか」

「なら──」

　俺が勢い込んで尋ねると、バートンは苦笑してごつい肩をすくめた。

「私は投資に目がないのだが……君が言うように、投資とは人の思惑の出し抜き合いだと思っている。だとすれば、なるほど。月面でまともな政府を運営しようと思うことほど、人の思惑を出し抜く機会はそうそうなさそうだ。それに……」

「それに？」

「もう、歳でね。一人は寂しいと思っていたところだ」

　バートンは、そう言ってから、不細工なウインクをして見せる。

　この人には一生勝てないかもしれない。

　こんなことで、そう思った。

　でも、人との関係というのは、結局こういうことの積み重ねなのかもしれなかった。

「その話、受けよう」

「っ！　ポ、ポジションの話は？」

「わかっている。君の顧こ問もん弁護士を呼びたまえ。サティアとかいうやり手のいる事務所だろう？　私は市し場じようのように移り気だからな。利益確定をしておこうというのはいい判断だ」

　バートンはそう言って、コーヒーを啜すする。

　俺おれはその瞬しゆん間かん、すべての緊きん張ちようが抜けてしまって、へなへなと背もたれに体を預けた。

　バートンが笑っているのは、こんな体たらくの俺を笑っているのか、それともそんな俺に負けた自分のことを笑っているのか。

　その両方だと思いたい。なぜか、俺はそう思った。

「ハル」

　ハガナが俺の名前を呼ぶ。

　端たん末まつを突き出してくるので、電話をしろということだろう。

　その様に、バートンが今度は声を出して笑った。

「はっはは。尻に敷しかれるタイプだな」

「投とう資し以外はからっきしなんですよ」

　俺はなんとかそう答え、ガザニカの番号を呼び出した。

　そして、コールをしようとしたところで、バートンが言った。

「君は、自分が死ぬ時にも死後のポジションを言い残すタイプだな」

　俺は、コール音を聞きながら、バートンを見て答えた。

「いいえ。違ちがいます」

　バートンが期待するように俺を見て、首を傾かしげている。

「世界の終わりでも、投資をやめられないタイプです」

　バートンは笑い、電話が通じた。

　俺は首尾を報告し、計画をすぐさま発表できるようにあれこれの手配をお願いした。バートンはその間にコーヒーを飲み終わり、少し手持無ぶ沙さ汰たにしてから、椅い子すから立ち上がる。

　俺はまだ電話が終わっておらず、慌てて呼び止めようとする。

　だが、バートンはそんなこと気にもかけず財布を取り出すと、月面には似つかわしくない、紙し幣へいと硬こう貨かを取り出した。

　テーブルに置かれたそれを見て、俺は一瞬泣きそうになった。

「割り勘だ」

　対等な、相手として。

「これから嫌いやでも顔を合わせることになる。そんな顔をするな」

　俺は滲にじみかける涙を懸けん命めいにこらえ、バートンを見上げた。

　バートンのせいでひどい目にあった。人生を滅め茶ちや苦く茶ちやに搔かき回されたといってもいい。

　だが、俺はこの人に出会わなければ、今の自分には決してなりえなかったと思う。

　バートンは肩をすくめて笑い、立ち去ろうとする。

　ふと、足を止めた姿は、どこかわざとらしかった。

「ああ、そうだ。聞き忘れていた。ミスターが表おもて舞ぶ台たいに出るということは、あれだな。この話もすべて映画にでもなるのか」

　あまりに唐とう突とつなことで返答できないでいると、バートンはこう言った。

「ならば、取引のオプションとして、タイトルを私に決めさせてくれないか」

「……どんな？」

　肩越しに振ふり向いたバートンは、にやりと笑う。

「世界の終わりをも売買する、狂った経済ジャンキーの話だ。つまり──」
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　世界の終わりでも、俺おれたちはきっと金かね勘かん定じようを怠おこたらない。

「じゃあな。月面の英えい雄ゆう」

　そして、バートンは手を振ると、さっさと行ってしまった。
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　残された俺は、その背中を見つめ、鼻をすすって、慌てて電話に戻る。

　やりとりは、ほどなく終わった。とにかく庁舎に来てくれということだった。

　これからまだまだやることはある。むしろ、これからのほうが多いだろう。

　俺は電話を切ると、ハガナに端たん末まつを返した。

　ハガナは端末を受け取ると、しまってさっさと立ち上がる。

　感傷も、余よ韻いんもない。

　だが、そこには想いがある。

「ハル」

　ハガナは、右手を差し出した。

「行くんでしょう？」

「ああ」

　俺おれはその手を取って、立ち上がる。

　そう、行くしかないし、二人ならどこまでも行ける。

　それがたとえ。

　前ぜん人じん未み踏とうの、世界の終わりだったのだとしても。
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　ペンキでもかけられたかのように、カメラのフラッシュで真っ白になる。

　総合庁舎に集められた記者群の前にいる俺おれは、思ったほど緊きん張ちようしなかった。

　これから口に出そうというのが経済史上類を見ないことであっても、怯ひるみはしなかった。

　ほかに手立てはないのだし、十分に効果があると確信ができていた。検討はぎりぎりまでしたし、根回しも行っていた。恐れることなど、なにもない。

　もちろん、それは俺一人の功績などでは決してない。

　財務省長官の座に押し込んだバートンが実に手て際ぎわよく、どうやったのかとその手法を想像するのすら怖いほどに、主要金きん融ゆう機関の内情を調べ上げ、またそれらの上層部と話をつけてきた。

　ガザニカのほうも、紛ふん糾きゆうする議会をなんとかまとめあげ、この法案を通した。

　月面を含む、世界中の経済へと大だい打だ撃げきを与えたこの騒さわぎに収拾をつける、切り札だ。

　だが、それは予想どおり大きな反発を生んだ。要は、賭かけに負けたせいでがたがたになった連中を、政府の金で救済する案だったのだから、当然かもしれない。

　各産業界から送り込まれている企業の代理を務める議員たちは、これからやろうとしていることの了解を求めたら、顔色が赤を通り越してどす黒くなった。人に指図するのが呼吸よりも当たり前、と言わんばかりの傲ごう慢まんな企業エリートどもが、怒りと驚おどろきと呆あきれのあまり、二の句が継げなくなっていた。

　その気持ちは、わからなくもない。他人の浮かれ騒ぎの後始末を押し付けられて、楽しいわけがない。だが、助けなければ、間ま違ちがいなく共とも倒だおれになる。倫理的な問題は考え尽くし、なお、月面を救うために踏ふみつけにしなければならない原則もある。

　そういう決意をしたガザニカは、往年の力強さに、老ろう獪かいさの磨みがきをかけていた。

　法案の提出後、議会が静まり返り、もう後ほんの数瞬後には怒声や罵ば声せいが怒ど涛とうのごとくに溢あふれだすかという瞬しゆん間かん、わずかな沈ちん黙もくの瞬間に、ぼそりとマイクに向けて言ったのだ。

　月面を終わらせたいのか？

　政治的な駆かけ引きを超えた迫力を持つ、ほとんど恫どう喝かつに近い一言だった。実際、その議事の後で、ガザニカに特に敵対する議員はインタビュアーにそう喚わめき立てていたが、すでに決議は取られている。

　彼らは、そうするほかない、と理解せざるを得なかったのだ。

　ガザニカはそうして、大幅な増税を盛り込んだ緊きん急きゆう法案を議会に飲み込ませた。

　誰だれも彼もが、増税などしたら月面から人はいなくなるぞ、と恐怖した。

　だが、俺おれたちはそうは思わなかった。この世には、金以外にも大事な物がある。拝金主義の果ての果てまで行ってみて、そう気が付いた。欲望の海の底には、人の想いを信じてみようと思うに足る根拠があるのだと、俺たちは知ったのだ。

「本日はお集まりいただき──」

　そんな決まりきった前口上も、どこか空々しい。

　月面の不動産相そう場ばが崩ほう壊かいし、株かぶ式しき市し場じようの下落は止まらず、それに引きずられるようにして地球上でも経済版パーフェクトストームが猛もう威いを振ふるい続けている。その暴風はあらゆる欺ぎ瞞まんと強ごう欲よくを暴あばきだし、人口三十万人の小国の銀行がＧＤＰの十倍を超えるＡＢＳへの賭かけをやっていて、すべて焦こげ付いた、というニュースまであった。

　経済規模の大きい大国も例外ではなく、莫ばく大だいな損をこしらえた金きん融ゆう機関を支えようと、政府が顔を真っ青にして対策に乗り出さざるを得ない事態が頻ひん発ぱつしていた。大量の失業者の発生が予測され、すでに天文学的な額の貯ちよ蓄ちくが失われていた。戦争でさえ、よほどの総力戦にならない限り、国民全員の生活を脅おびやかすような事態にはなかなかならない。

　ＡＢＳを始めとした金融版大量破壊兵器は、それを可能にした究極のスマート兵器として、後世に語り継がれるかもしれない。

　そういう皮肉めいた言葉が乱れ飛んでいて、メディアはそれこそ世界の終わりを告げるかのようだった。

　それでも、人々は生きているし、これからも生きていかねばならない。

　そして、できることは、まだ残されている。

「──従って、政府の徴ちよう税ぜい機能を強化することを担たん保ぽとし、我々は最後の貸し手として、その職務を果たすべく、以下の計画を発表します」

　手元の書類に目を落とした時に眉根に皺しわが寄ったのは、そこに書かれていることが気に食わなかったからではない。ものすごく単純なこととして、そこに書かれている数字の桁けた数すうを何度も間ま違ちがえそうになったのだ。

「月面中央銀行は、現在の経済的混乱を沈めるべく、また、特に損失の激しい金きん融ゆう業界への支し援えんとして、議会が承しよう認にんした資産買い取り計画の実施を本日、午後二時より行います。そして、その金額でありますが──」

　言葉が途切れたのは、気のせいだったのかもしれない。

　ジェット戦せん闘とう機きが音速の壁かべを破る時の衝しよう撃げきのような、自分の知っている世界から外に一歩踏ふみ出すという、そんな感覚があった。

「七千、五百億ムールを、予定しております」

　カメラのフラッシュが数瞬止んだ。それまでフラッシュのせいで見えなかった記者たちの顔がよく見えた。誰だれもかれもが、きょとんとしていた。

　それから、おもむろに指折り数える者や、隣となりの同どう僚りようになにかを尋ねている者もいる。緊きん張ちよう感かんがどこかに霧む散さんしてしまったような、そんな空気の中で、勇気ある一人が手を挙げて言った。

「議長、あ、暫ざん定てい議長、もう一度金額をよろしいですか？」

　暫定と言い直す冷静さはあるのだなと、小さく笑ってしまう。こういう場で責任を持つ立場の人間が笑うべきでは、絶対にない。どういう了りよう見けんなのだ、と罵ば倒とうされてもおかしくない。

　だが、後で聞いたら、その瞬しゆん間かんだったらしい。月面株かぶ式しき市し場じようは光が鏡で反射するかのように反転し、猛もう烈れつに上昇したという。

　俺おれの呆あきれ気味の笑みが、不敵に見えたわけだ。

　この危機を収束させる、自信の笑みとして。

「七千五百億ムールです。ゼロの数もお教えしましょうか？」

　カメラマンたちでさえ、フラッシュを焚たくのを忘れ、ざわざわとしていた。

　俺も、その金額はやりすぎだと思った。それだけの金額があれば、月面中の金融機関をまるごと買収できてしまう。俺がＡＢＳへの賭かけで手に入れた金額でさえ、ようやく三百億ムールとか四百億ムールで、その金額というのは人類史上だとファラオがピラミッドを作ったような金額に匹敵する。その、さらにその二十倍を超える金額は、もはやどういう意味を持つのか想像することすら難しい。

　だが、まさしくその想像のできない金額を突き付けて、人々の思考を停止させるのが目的だった。カメラマンたちがフラッシュを焚くことすら忘れたように、投とう資し家かたちが未来に悲観することを忘れるくらいの、衝しよう撃げきを与えるのだ。

　これだけの金額があれば、なんだってできる。そう思わせる必要があった。

　俺たちは腹をくくり、札束を無限に刷れる輪転機の奥にある、非常用電源を入れた。

　経済戦争における、最強の兵器。

　中央銀行が所有する輪転機砲ならば、無限に札束を刷れる。

　すべての損を、薙なぎ倒すのだ。

「で、では、中央銀行はそれだけの枠を使い、不良資産を買い取り、弱った金きん融ゆう機関に資金注入すると？」

「月面経済、ひいては地球全体の経済的混乱を鎮しずめるために、必要な手段だと認にん識しきしています」

「議長、ですが、それは月面が追いかけてきた自由経済とは逆向きでは？　社会主義的な国有化への一歩になりかねない政策に反対する金融機関もあるのでは？」

　投とう資しの世界でめくるめく賭かけをしている連中は、誰だれよりも大人で、同時に子供だ。

　自分たちから自由を取り上げられることをなにより嫌きらう。政府からの支し援えんは、支援であっても介入には違ちがいない。だが、もはや経済の混乱は各個にどうにかできることではなく、虫歯に近い。放置しておけば悪化するだけで、治る見込みはまずないが、直すには痛みを我が慢まんしなくてはならない。

　だから、この計画について、事前説明に向かったのが、バートンなのだ。

「ええ。ですが、今のところ政府の介入を拒こばむ金融機関は出ておりません。もちろん、すべての金融機関が、政府の支援を受けないと直ちに潰つぶれる、という意味ではありません。この措そ置ちは、外に出る時に母親から無理やり着せられるセーターのようなものです」

　記者たちのぎこちない笑い。

「ですから、この政策の意味と、そう言ってよければ大義を理解していただけたのだと思います」

「大義？　大義とはなんですか？」

　記者からの質問に、俺おれは咳せき払ばらいをして、言った。

「月面を救うためなら、なんでもやるということです。そして、皆さんもまた、同じ想いだと思っています。我々は、この月面を」

　カメラのフラッシュが思い出したように焚たかれたのは、決定的瞬しゆん間かんを逃すまいとする、投資家に似た嗅きゆう覚かくのせいだったのかもしれない。

「愛しているのですから」

　数瞬の間を空け、記者たちから質問が洪水のように向けられる。

　俺はその俺自身の様子を、居い心地ごこち悪く、なるべく見ないようにしていた。

「あら、また録画を観みてるの？」

　そう言ったのはリサで、手には焼きたてのチョコレートケーキが載っかっていた。さっきから良い匂いがすると思っていたら、これが原因らしい。

「ハルも意外にナルシストねえ。まあ、格かつ好こう良かったけどね。立派になってくれてお姉さんは嬉うれしいわ」

「……録画したのは俺じゃない。ハガナだよ」

「わかってるわよ。消すと怒るのよね」

　リサはくすくす笑いながら、手に持っていたケーキを、リビングルームに併へい設せつされた食堂に持って行く。

　俺おれたちがいるのは教会ではなく、あの因いん縁ねんのグランドセントラルホテル５００２号室だった。

　バートンに協力を要よう請せいし、月面経済の大混乱に立ち向かってから二ヶ月ほど経たった。録画の中で俺が発表した、途方もない量の札束を持ち出して、なにがあろうとも金きん融ゆう市場を支えるという断固とした姿勢を見せつけたのも三週間ほど前のことになる。

　月面を愛している、という一言が効果的だったのかどうか、人々は増税などの話を聞いても、軌き道どうエレベーターには殺さつ到とうしなかった。金融業界は馬ば鹿かなミスを犯したにしても、また前に進めばいいではないか。少なくとも、地球に戻るよりはましだ、と連日ニュースメディアには企業からの意見広告が多数寄せられた。

　多分、純真な郷土愛というよりは、月面が崩ほう壊かいしないのであればここで郷土愛を示すことは自社ブランドを高めるはず、という戦略的な案に違ちがいない。それを偽善と呼ぶ人もいるかもしれないが、月面は、そういう人々の『純真』さで支えられている。

　第一、そういう企業の多くが、月面からは逃げ出さない、と決意しているのであり、月面に最も必要なのは、まさしく彼らのような企業だった。

　そのため、ムールの下落幅は想像していたよりも小さかった。月面から逃げ出す人が少なく、増税やらをして幾分か旧態依然とした国家の様相を呈するとしても、月面都市はまだ地球よりかはまし、と人々が判断したのだろう。

　結局、月面経済は崩壊を免まぬかれた。

　強ごう欲よくな人々は、月面を見捨てなかったのだ。

　かといって、状況は依然として予断を許さない。むしろ第一波の衝しよう撃げきが収まったこれからこそ、野放図な賭かけを行った経営陣の追及とか、失った富の穴を埋めるにはどうするべきなのかとか、考えるだに気の沈む作業が待っている。

　俺がこのホテルをあれ以来ずっと借りっぱなしなのも、ホテル側の好意がありつつ、政府庁舎に近い上、同じようにホテルで仮暮らしをせざるを得ないほど忙しい政府の人間たちと連絡が取りやすいからだった。

　ここ二ヶ月はろくに眠れていないし、自分がなにをしていたのか思い出すことすら難しい。

　とにかく、がむしゃらだった。

　そして、まだしばらくはそういう生活が続くのだが、今日はようやく息をつけた一日だった。

「ところで、かしまし娘たちは？」

　食堂から出て来たリサは、エプロンを外しながら言う。この部屋には立派過ぎるキッチンもついているので、リサはたびたび食事を作りに来たり、お菓子を作りに来たりしていた。

「主寝室のほうに入ったっきり」

　俺おれがげんなり答えると、嬉うれしそうにする。

「ま、ハガナ一人じゃ絶対に決められないだろうしね」

「ハガナは俺に決めて欲しいって言ってたけど」

　そう答えると、リサはなにもわかっちゃいない少年をたしなめる女性の笑みを浮かべ、肩をすくめた。

「あの娘らが許すわけないじゃない、そんなこと」

　リサの笑みは、特に意味深だった。

　クリスとエレノアが突然、業者を連れてホテルに現れたのが午前九時のことだ。その時、俺は俺の記者会見の模様を飽きもせず眺めているハガナと並んで座り、少し伸びてきたハガナの髪の毛をいじりながらコーヒーを啜すすっていた。ハガナが無口なたちなので、特に会話はないが、久しぶりに訪れた静かな二人だけの時間を楽しんでいた。その静寂が、唐とう突とつに破られた。

　当とう惑わくするハガナの腕を、クリスとエレノアがそれぞれ摑つかみ、引きずるようにして主寝室に連れ込んだのが、もうかれこれ三時間も前のこと。途中、何度も業者が大きな荷物を持って主寝室に入れ代わり立ち代わりして、その最中にリサがやって来たり、俺が休日ということでセローやマルコも顔を見せた。セローとマルコは、リサの指示で宴会の買い出しに出かけている。

　そして、ハガナはと言えば、クリスとエレノアが呼び寄せた業者が荷物を入れ替えるそのわずかな時間だけ休きゆう憩けいを与えられているらしく、よろよろとこちらのリビングルームに出て来ては、俺の記者会見の映像をぼんやりと見て、また引きずられるようにしてベッドルームに消えて行く、ということを繰くり返していた。

「大体、ハルのセンスに任せるなんて不安だわ」

「それは否定しないが……」

　休憩のたびに、ハガナの顔はやつれていた。主寝室では、とっかえひっかえハガナを着せ替え人形にしているのだろう。

　ハガナも女の子なのだからそういうことが嫌きらいではないのでは、という考えは、あんまり成立しないのかもしれない。放っておけば、同じ服を延々着続けるくらい、服には頓とん着ちやくしない。俺がここに居を構えることにして以降、ずっとスーツ一着で誤ご魔ま化かそうとしていたのを、リサが着替えさせるのも一苦労だった。

　今は、普段は細身のパンツに薄うす手でのセーターとか、リサセレクションのカジュアルな服装で過ごしている。ただ、一見地味な組み合わせなのに、妙に体の線が出る服なのは、多分気のせいではない。リサは聖職者のくせに、そういうところでお節介だ。

「それに、何事も驚おどろきがあったほうがいいじゃない？　あの二人に任せておけば、とびっきりのを選んでくれるわよ」

「うーん……」

「ハルはその後のことでも考えておけば？　家も決めないといけないしね」

「家？　ああ……それもあったか……」

「いきなりホテル暮らしとか、私が許さないからね」

　リサが、腰に両手を当てて、子供を叱るみたいに言う。

「家庭を築くというのは、そういうことよ」

　リサに頭の上がらない俺おれは、首をすくめて、携けい帯たい端たん末まつ上の雑誌に逃げた。

　それは、リサに叱られたからというより、気恥ずかしかったから。

　家庭。

　俺は、その単語に、未だに実感が湧かなかった。

　主寝室の扉とびらが開いたのはその直後で、大荷物を抱えた業者と共に、クリスやエレノア、それにハガナが、男の身にはなんとも言い難い女の熱気を伴って吐き出されてきた。仮かり縫ぬいがどうのとか、日程がどうのと、業者、クリス、エレノアが元気に話す中、ハガナはふらふらと俺の前まで来る。

　ハガナはソファーに腰かけることもできず、ぺたんと床にへたり込んでしまう。リサがその様を見て苦笑していたが、キッチンに引っ込んだので、なにか飲み物でも取りに行ってくれたのだろう。

「お疲れ様」

　俺にはそう言うほかない。手を伸ばすと、ハガナはその手をぼんやりと見る。そして、手を摑つかむ代わりに、猫がそうするみたいに顔を近づけ、そのまま俺の膝ひざの上に顔を載せてきた。

　ハガナは人前だと絶対にこういうことをしないので、それくらい疲れ果てているのだろう。

「疲れた……」

　八年前、何日にも渡りひどい緊きん張ちようを強いられ、ろくに眠らず、体調に支障をきたしてもなお弱音を吐かなかったハガナがそんなことを言うのだから、よっぽどだ。

　膝にもたれかかり、精根尽き果てたとばかりのハガナの頭を、くしゃりと撫なでた。

　ハガナは顔を上げ、こちらを見る。明らかに、助けを求めていた。

　しかし、クリスやエレノアとの間で色々とあった手前、俺からあの二人にどうこう言うのは若じやつ干かん憚はばかられる空気がある。

　なにより、男の出る幕じゃなさそうなのだ。

「ほら、ハガナさん！」

　業者を帰すと、エレノアが手をぱんぱんと鳴らす。

　ハガナは冗談ではなく体をびくりとさせていた。

「次はアクセサリーですよ！」

　エレノアのほうを恐々見ていたハガナは、俺に向き直り、すがるような目をする。

　俺は、無情に首を振ふるしかない。

「頑張れ」

　ハガナは明らかに落胆する。

　そこに、一言付け加えた。

「俺おれも、楽しみなんだ。ハガナの着飾ったドレス姿」

　恥ずかしくて、照れ笑ってしまう。

　目をぱちくりとさせたハガナは、まじまじと俺を見つめていた。

　そして、背筋を伸ばすと勢いよく立ち上がる。

「わかった。頑張る」

　そう言ってくれて嬉うれしくないわけがないが、ハガナの顔がまるで戦地に赴おもむく兵士のようで、俺の笑みも若じやつ干かん強張ってしまう。

　新たに部屋にやって来た、仕立ての良いスーツを着込み、頑がん丈じようなアタッシェケースをいくつも提げた連中を主寝室に案内するエレノアとクリスに、俺は無む駄だだと思いながらも、こう言った。

「少しは手加減してやってくれ」

　エレノアとクリスは揃そろってこちらを振ふり向き、互いに目配せすると、白々しく肩をすくめていた。

「私たち二人になにか言う資格が、ハルさんにおありでしょうか？」

　クリスの笑っていない笑顔は、巨大商業銀行内部のクーデターに与くみするような人間にふさわしい冷たい仮面だ。Ｅ・Ｊ・ロックバーグも結局政府に手を突っ込まれ、あれこれ指図をされる身だから、銀行側のクリスからしたら、ここぞとばかりに仕返ししたいのだろう。

　もちろん、ちょっとした冗談、だとは思いたいが、どこまで本気かわかりづらく、ホールドアップするしかない。

　すると、溜りゆう飲いんが少しは下がったのか、クリスはくすくすと笑い、主寝室に入って行く。

　エレノアもハガナの手を取り、主寝室に入ろうとして、こちらを振り向いた。

「良き友として、最大限お祝いさせてくださいませ」

　それから、華麗な微笑を残し、扉とびらの向こうに消えた。

「ハガナと喧けん嘩かでもしたら、ハルはあの二人からも責められるわよ、きっと」

　声に振り向くと、飲み物を手にしたリサが立っている。

「……俺、一応月面の英えい雄ゆうなんだけどな……」

「ふふん？」

　リサは手にしていた飲み物を、言葉と共に寄よ越こしてくる。

「あなたが世間でどれだけ強大な力を持とうともね。預言者といえど身内にだけは尊敬されないのである、とイエス様もルカの福音書で諦あきらめたように仰おつしやってるの。だから諦めなさいな。あの二人は、あなたの情けないところも全部知ってるもの」

　そのとおりだ。

　だが、それが嫌いやかと言われると、もちろんそんなことはない。

　煩わずらわしいほどに、嬉うれしかった。

「さて、アクセサリーだっけ。私もお邪じや魔ましようかな」

　リサはそう言って、楽しげに主寝室の中に入って行く。

　男には入れない、女の園その。何百億ムール支払おうと、あの主寝室に入るチケットは手に入らないだろう。

　なにもしていないのにどっと疲れてため息をついていると、ホテルの扉とびらがノックされた。

　遅れてやって来た宝石商か、買い出しに行っていたマルコとセローだろうか、と思って応対に出ると、意外な人物だった。

「ドクター」

　そこには、悲観の帝王がいた。

「滅めつ多たにない休きゆう暇かだと聞いてな」

　手には剝むき出しの酒瓶が握にぎられていて、後ろに立つマリアも手て土産みやげ持参だ。

「あらかた稼かせぎ終えたからな。近々地球に帰ることにした。それで、その前に一杯飲もうと思ったのだ」

「ドクターがお酒を飲まれるとは知りませんでした」

「酒は脳を委縮させ、不必要なリスクを人に取らせ、投とう資しの判断を鈍らせる。だが、そろそろ儲もうけを使うことも考える歳だと思ってね」

　にやりと笑うと、半世紀以上投資の世界で自己を律してきた、歴戦の兵ならではの凄すごみがある。

「稼いだ金をいかに使うかは、我々の永遠の課題です」

「そのとおり」

「ですが、地球に？」

　俺の問いに、ウォレスは肩をすくめた。

「こんな生き方をしていてもな、挨あい拶さつしておこうと思う人間はそれなりにいる。特に、あの馬ば鹿かげた賭かけに最後まで付き合ってくれた連中の顔くらいは、見ておいてもいいかと思ってな」

　投資ファンドのように、大金を預かって運用するところでさえ、運用マネージャーと出資者との間に直接の面識があることは稀まれだ。

　だが、ウォレスが行っていた投資に最後まで付き合っていた面々は、もはや現実の戦争を戦い抜いた戦友と言っても過言ではない。

「それがいいですね。自分も一度地球に行こうと思っています。降りた時には、案内してください」

「構わんが、私も数年ぶりだからな。足腰が立つか不安だよ。地球の重力は応こたえる」

　ウォレスは鼻の頭に皺しわを寄せていたが、本気で嫌がっていそうだった。

「マリアさんも？」

　その後ろに控える、ウォレスの唯ゆい一いつの助手は、たおやかに微笑ほほえんだ。

　ウォレスは気き丈じようだが、大病を患わずらっている。

　地球に帰るとすれば、再び月に戻って来るかどうかは、わからない。

「しかし、お邪じや魔まだったかな」

「え？」

「ずいぶん楽しそうな空気だ」

　わざとらしくウォレスは鼻を鳴らす。

「空売り屋は人の不幸に賭かける生き物だからな。こういう空気には敏びん感かんだ」

「浮かれ騒さわいでいる連中が、崖から落ちないように諌いさめる役割とも言えます。どうぞ中に。ちょっと、人が来ていますけど」

「そうかね。なら遠慮しないでおこう」

　扉とびらの前を空け、ウォレスとマリアを中に通すと、ウォレスはふと立ち止まった。

「リサさんもいるかね？　改めて礼を言わんといかん」

「いますよ。今は主寝室ではしゃいでるみたいです」

　ウォレスがきょとんとしたのは、リサがはしゃぐ様子が想像できないのだろう。

　ああ見えて、外では敬けい虔けんな聖職者なのだ。

「それと、マルコはいるかね」

「マルコ？　今は外に買い出しに出てますけど、どうかしましたか？」

　意外な名前に驚おどろいて聞き返すと、ウォレスは冷れい酷こくな空売り屋の笑みを浮かべていた。

「あの小こ僧ぞうには見込みがある。あれは君からファンドを引き継いだのだろう？　私の投とう資しの真しん髄ずいを全て伝授してやろうと思ってな」

　仕事用の顔を見せたのは、ウォレスなりの照れ隠しなのだろう。

　マルコがウォレスにちょくちょく銘めい柄がら選定の相談をしているのは知っていた。幾分かはマリア目当てにそうしていたのかもしれないが、ウォレスが言うのだから、本当に見込みがあるのだ。

「私としては嬉うれしいですが、空売り屋になられると困るんですが」

「私のようになるからと言いたいのか？　だが、皮肉と当てこすりこそが、この業界の醍だい醐ご味みではないのかね？」

　俺は乾いた笑みを浮かべ、マルコなら大丈夫かと思いつつ、ちょっと不安だった。

　ほどなくリサが主寝室から出て来て、ウォレスを見ると聖職者らしい温かな抱ほう擁ようで迎えていた。投資の判断ならばどこまでも怜れい悧りに下せるのに、自分の病状をマリアに隠かくしていることをうじうじ悩んでいたのも、このウォレスなのだ。

　男はいつまでも子供、とリサに言われたって、なかなか反論することは難しい。

　そんなことを思っていると、ふと胸元の携けい帯たい端たん末まつが震えた。

　着信先を見て、緊きん張ちようが走る。

　バートンだった。

　一応の危機を乗り越えたとはいえ、すべてがつながっている金きん融ゆう市し場じようというのは、大きなプールと同じだ。一度巨大な波が起きたら、通り過ぎたと思っても、必ずまた戻ってくる。

　休日に電話をかけてくるのは、それ相応のなにかが──。

　俺は、頭を切り替え、電話に出た。

「は」

　い、とまで言えなかった。

『おお！　ようやく出たか！　うははははははは！』

　音が割れるほどのでかい笑い声が聞こえ、端末を耳から離はなした。それでもなお、遠くでがちゃーんという皿が割れるような音がして、また巨大な笑い声が響ひびく。

『おい、おい、大統領！　ビールなどよせ！　サスペンダーを吊つった投とう資し家かは、葉巻とシャンパン以外口にするな！』

　私は投資家ではない！　という叫び声が聞こえたが、かなり呂ろ律れつが怪しい。

　ガザニカも相当酒が飲めるらしいが、バートンの敵ではない。

　とはいえバートンがこれだけ大笑いしているので、どこかの高級クラブでしこたま痛飲しているのだろう。

「それで、なんの用です？」

　どう考えても仕事の話ではないので、やれやれと聞く。

『月面中央銀行理事長殿は根暗だからな！　たまの休日もどうせ家でテレビでも見ているのだろう!?　腐くさるぞ！　今から店に来い！　大統領命令だ！』

　根暗と言われ、大きなお世話だと口元が引きつる。

「あなたは大統領ではなく財務省長官でしょう。それに、今日はちょっと人が来てるんですよ」

『ほう？』

　と、バートンは聞き返したのか、それとも、しゃっくりだったのか定かではない。

　ガザニカとバートンなど、水と油、表と裏、天使と悪あく魔ま、とまでは言わないが、まったく生きてきた道筋も考えも違ちがうように思えるものの、意外に気が合うらしく、たまの休きゆう暇かにはこうして騒さわいでいるらしい。

「悲観の帝王も来てますよ」

『なんだと。おい、もしかして、投資の話じゃないだろうな。あいつは設立メンバーに入れないぞ。空売りの帝王が出資者にいるなんて縁えん起ぎでもないからな！』

　バートンは頑固おやじのように喚わめき立てる。スマートさの欠片かけらもない。

　しかし、バートンの言い分はちょっとわかる。ウォレスのほうも同じことを思ったのか、俺おれたちの計画を耳にした時、投とう資しはしないよ、と言った。経営が傾かたむいたら考えよう、という笑顔での一言は、多分本気だろうが。

『ああ、それで、そうだ。思い出したぞ。試作機ができたとリッチだったか、あの肉まんみたいな奴から連絡があった。月面できちんとモノを作り出せる奴は貴重だな！』

　リッチは俺が投資の案件のために赴おもむいたソフトウェア会社の、天才肌のプログラマーだ。彼の会社は、あるソフトウェアを作っていた。それは、月面の低重力や、宇宙の無重力空間上で精密な作業を行うための工場用ソフトウェアだった。

　そのリッチをバートンに引き合わせるなんて、俺も思いもよらなかった。もっと言えば、リサたちの夢の一助になり、あまつさえ俺の夢まで巻き込まれるだなんて、想像もつかなかった。

　元々、バートンにはエメラルドインダストリーをぶっ潰つぶすという目標があり、そこには理由があった。月面という遊び場を守るためには、エメラルドインダストリーはあまりにも巨大で、邪じや魔ますぎる。事実、月面から人が逃げようとした時、現状の軌き道どうエレベーターでは搬はん出しゆつが間に合わなかった。寡か占せん化かの弊へい害がいだ。

　その話を聞いたリサは、紙の本を好んで読み、月面まで来て宗教史を学ぶような素朴さでもって、ふといくつかのことをつなぎ合わせてしまったのだ。

　火星でも暮らせるくらい頑がん丈じようで効率のいい小屋があるなら、たくさん作って緊きん急きゆう時には皆を乗せて、そのまま地球に向けて放り投げちゃったらどうかしら？

　リサが言ったのは、住宅支し援えんプロジェクトで使われる予定だった、モジュール型住居のこと。

　おお、神よ、と俺が唸うなったのは、月面で荷物を射出して効率よく物流を行おう、という詐さ欺ぎ会社が上場するような話を、四年前にエレノアから聞いたのを思い出したから。

　噓うそから出た実まこと。

　アイデアを聞いたバートンの動きは早かった。

　モジュール型住居を現状の物よりもシンプルでさらに頑丈にし、いくつか新しいアイデアもくっつけて、たちまち新型の月地球間連絡船会社を立ち上げてしまったのだ。

　そして、それらはもちろん、技術的な延長線の先に火星移住計画も見えている。

『とにかく、今から行くからな！　葉巻とシャンパン、それと、山盛りのサラミだ！』

　騒さわぐだけ騒ぐと、唐とう突とつに電話が切られる。

　暑苦しく、傲ごう慢まんな、まさしくオールドスタイルの投資家だ。

　俺は、ため息をつきつつも、つい笑ってしまった。

「ハル、誰だれから？」

　リサがそう言った。

「バートンとガザニカ。今から来るとか言ってた」

「あら。ご飯足りるかな。マルコ君とセローに電話しておいたほうがいいかしら」

「相当酔よっぱらってたからたどり着くか怪しいけどな……」

　いかにもおっさん臭い宴会が好きな二人が来ることを思うと、それだけでややげんなりしたが、リサは楽しそうだった。なんであれ賑にぎやかなことは喜ぶべきこと、と思っているらしい。

「そしたら、レナさんも呼ぼうかな。レナさんあれで酒豪なのよね」

　人は見かけによらないというやつだ。ホテル備え付けの電話の受話器を手に取るリサを見ながら笑っていたら、俺おれはふと、その場に立ち尽くしていた。

　電話をかけ、楽しげにレナを誘さそうリサに、ソファーに並んで座り、くつろいでいるウォレスとマリア。そして、主寝室の扉とびらを開け、やり遂とげたような晴れ晴れとした顔で出てくるエレノアとクリス。

　アタッシェケースを提さげた宝石商の人間が出て行くのと入れ違ちがいに、買い出しに出ていたマルコとセローも戻ってくる。

　そんな人々の出入りを見ていたら、俺は動けなくなっていた。

　なにか、言い知れぬ感情が胸の奥にあったのだ。

「どうしたの？」

　と、声に振ふり向けば、電話を終えたリサだ。

　リサはこちらを見て、「？」と笑顔のまま小首を傾かしげている。

　俺は、そのリサの顔をまじまじと見返して、また、辺りを見回した。

　そして、ぽつりと言葉が口を衝ついて出た。

「……賑やかだなって」

「うん？　ああ、そうね。普段は広すぎるくらいだけど……ふふ。そうよね、確かに、不思議かもね」

「え？」

　聞き返すと、リサは両腕を組み、懐なつかしそうな顔だった。

「最初は、三人だったものね」

「……」

　言葉に詰つまったのは、リサが、俺の胸の奥にあった物を、あまりにも的確に言葉にしていたから。

「思えば遠くに来たものだ……ってね」

　リサは、八年前の俺をからかうように、俺の右みぎ頰ほおを指でつついて、買い出しの荷物をキッチンに運び込むマルコとセローの手伝いに向かっていた。

　エレノアは宝石商と廊下でなにか話しているし、クリスはウォレスを見つけ、一いつ緒しよに悪そうな顔でなにかを話しているので、投とう資しの話でもしているのだろう。

　この場にいる誰だれもが、俺が馬ば鹿かげた夢をノートパソコンと一緒に抱え、家出をしなければ出会うことのない人たちだった。

　だが、そこには大きなものが欠けていた。

　俺おれはふらふらと、迷い込むかのように主寝室の扉とびらをくぐった。胸にあったのが不安だと言ったら、リサは笑うのを通り越して、それこそ不安げな顔をするかもしれない。

　それでも、確かに俺の胸には不安があった。

　過去に一度、こういう空気の中、大切な物がなくなったことがあったのだ。

　八年前、なにもかもを失った時のこと。

　心地ここちよい爽さわやかな風が流れる中、午後のささやかなパーティーの準備をしている時、ハガナは姿を消した。妙に広く感じた教会の廊下で、車くるま椅い子すの上に俺は一人残され、そのまま風化して消えてしまえればいいとすら思っていた。

　あの時の記き憶おくが、蘇よみがえる。

「……ハル」

　その声が聞こえないのなら、生きている意味がないと思った。

「ハガナ」

　そして、当たり前だが主寝室にハガナはいた。ベッドに腰掛け、燃え尽きていた。散らかり放題のそこを見て、エレノアもクリスも随ずい分ぶん楽しんだのだろうと察しが付く。ハガナの髪の毛はところどころあらぬ方向に跳ねていて、子供に好き放題悪戯いたずらされた猫のようだ。

　俺は自然と顔がほころんで、特に意識もせず、扉を後ろ手に閉めた。

　部屋の賑にぎやかさが遮しや断だんされ、たちまち静かになる。

　思えば遠くに来たものだ、とリサは言っていたが、本当に大切な物は最初から近くにあった。

　なにも、遠くに行く必要などなかったのだ。

「ハル？」

　もう一度名を呼ばれ、俺は小さく微笑ほほえみ、手を伸ばした。

　薬指には、指輪がある。

　ハガナは俺の手を見て、再び顔を見る。数瞬俺のことを見つめてから、ゆっくりと手を伸ばしてくる。細くて華きや奢しやで、俺と同じ場所に指輪の嵌はまる手だ。

　ハガナが俺の手を取って立ち上がると、昔はハガナのほうが少しだけ背が高かったのに、今は俺のほうが高い。

　あの頃から月日は確かに流れ、変わることもあった。

　だが、変わらないことのほうが多かったかもしれない。

　偉大なる投とう資し家かは、過去にこう言った。




　一つ、損をしないこと。

　二つ、一つ目のルールを絶対に忘れないこと。




　これは、単に金銭の話ではない。

　俺おれはこの八年間、なにも損をしなかったと自信を持って言えた。あまりにもたくさんのことを得るばかりだった。大切ななにかを失くすということですら、もっと大切ななにかを得る機会にすぎなかった。

　俺はその最たるもの。

　ハガナの手を握にぎったまま、残る手で扉とびらの取っ手を摑つかむ。

「ハル」

　呼び止めるかのように名を呼ばれ、ハガナを振ふり返る。

　ハガナは、幸せそうに笑っていた。

　俺はうなずき、その手を引いた。

　扉を開ければ、途と端たんに賑にぎやかな声がなだれ込んでくる。

　月面のパーティーは、まだ始まったばかりなのだから。








終わり
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　あとがき




　自分の知っていること（と知っていると自分で思い込んでいること）を、思う限りに詰つめ込んでひとつの物語にできるというのは、ある種の幸運のなせる業だと、原稿を読み返していて思いました。なぜなら、頭に入れた知ち識しきというのはどんどん忘れていきますし、かといって詰め込んだ直後だと理解が及んでいないので、自分にできる最高の物語を作るには、適切な時期に、適切な知識の量と理解度を保っていなければならないからです。

　そういう事情から、一年ぶりに読み返した原稿に書かれていることの多くを忘れていて、調べ直す羽目になったのでした！

　御ご無ぶ沙さ汰たしております、支はせ倉くら凍い砂すなです。本書は二〇一三年の夏のコミックマーケットで頒はん布ぷされた同人ヴィジュアルノベルゲーム『WORLD END ECONOMiCA』の加筆修正文庫版の、三巻目です。三巻目にあたるエピソードって、そんなに長くなかったよなあと思っていたら、全然そんなことありませんでした。重くて厚くてごめんなさい……。

　ちなみに、加筆修正でなにが一番大変だったかというと、エピローグの部分です。原作のほうでは、エピローグ部分は本書のイラストも担当してくださった上うわ月つき一ひと式しきさんが全部絵で描いてくれたのですが、それを文字にするともっさりしすぎる気がして、唸うなりながら書きました。しかも、原作のほうは-PF AUDIO-様の曲が加わるので倍率ドン！　原作を作るためのモチベーションは、ほとんどあの最後の十分に集約されているといっても過言ではありませんでした。本書で言うと、本編最後のバートンの台詞せりふとエピローグ部分は、原作を作り始める前からすでにどうするか決めてあったくらいですし、しかも原作でバートンがあの台詞を言うところでは、岸きし田だ教きよう団だん＆ＴＨＥジ 明あけ星ぼしロケッツ様の曲が流れるんですよ。あんまりにもべたな演出だけど、これぞ王道ど真ん中という演出で、最高に気に入っています。ああ、なんで小説では音楽が流れないのだ……とつくづく残念です。どういう演出か気になるかたは、原作を買ってくださいね☆

　話の内容的には、一巻の株かぶ式しき売買、二巻のエン○ンと続いて、二〇〇八年頃の金きん融ゆう危き機きを取り扱っています。ただ、どれも現実に起こったことのほうが輪をかけてすごくて、フィクションの立場がないよなあ、としみじみ思いました。また、金融危機でさえ今だとすでにちょっと過去の出来事的な感覚になっていて、月日の流れというものに驚おどろく一方、七年とか八年という月日は、当時まだ学生だったりした人たちが会社や社会の中である程度の地位に就つき始めるのに十分な時間だもんな、と思いました。つまりは、また似たようなこと絶対やるよな、と。

　お金の世界の、スケールが大きくて馬ば鹿かげた話が大好きな身としては、次はなにが起こるのか、空売り屋的な意味で楽しみです。最高なのはその大騒さわぎに乗じて大儲もうけすることですが、仮に損をしても、その大騒ぎを本にして取り返すモチベーションになるので損得ゼロ、楽しんだだけプラス！　と信じています。




　そんな感じで書かれた本書であり、自分の趣しゆ味みが特に全開なので、読者の方に楽しんでいただけたらたくさんの意味で幸いです。

　そして、こんなに分厚い本を三冊も最後まで読んでいただけたなら、きっと現実に起こったことにも興味があるはず！　世の中には楽しい本がいっぱいあるんですよぜひぜひ、というオタクゴコロ的な参考文献一覧を載せておきます。




　これらの本と合わせて、現実の相そう場ばからもたくさん学ばせてもらいました。それこそ、骨身にしみるほど……。

　それでは、最後までお付き合いありがとうございました。

　読者の皆様と、投資の世界に関わっているすべての人に、感かん謝しやを捧ささげながら。





支倉凍砂







ＢＧＭ　Meja『All 'Bout the Money』
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支はせ倉くら凍い砂すな

１９８２年12月27日生まれ。第12回電撃小説大賞〈銀賞〉受賞。糖質制限ダイエット始めました。食うものがない……。
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イラスト／上うわ月つき一ひと式しき

東京在住の京都に住みたい系イラストレーター。布団との蜜月に溺れているうちにあれよあれよともう３巻、少しは成長できたと信じてジンジャエール片手に今日も絵を描く。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部

「支倉凍砂先生」係

「上月一式先生」係











本書は同人ヴィジュアルノベル『WORLD END ECONOMiCA Episode.3』のシナリオに加筆・修正したものです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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